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製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの

目的で使用します。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

接続された場合については保証できません。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状

態で動作させると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動

作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は

不確定であり、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシ

ステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられて

いる場合があります。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんの

で、アクセスしないようにしてください。 
 



 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品に関する一般的注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュール毎に異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項、 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認の上設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください。(使用上の注意事項は必要により記載されます。) 

 

   7. レジスタ一覧 

   8. 電気的特性 

   9. 付録 

   10. 本版で修正または追加された主な箇所（改訂版のみ適用） 

 

改訂来歴は、前版の記載内容について訂正・追加された主な箇所についてまとめたものです。

改訂内容の全てについて記載したものではありませんので、詳細については、本書の本文上で

ご確認ください。 

 

   11. 索引 

 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。 
 

対象者 このマニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

    このマニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的  このマニュアルは、本LSIのハードウェア機能をユーザに理解していただくことを目的にしています。 

    なお、実行命令の詳細については、「SH-3、SH-3E、SH3-DSP ソフトウェアマニュアル」に記載し

ておりますので、あわせてご覧ください。 
 

読み方  

• 対象製品と製品略称の表記について。 

→ 本書では、下記の製品について説明をします。 

 

製品分類と製品略称 

基本分類 

基本製品型名 

SH7710 HD6417710 

SH7712 HD6417712 

SH7713 HD6417713 

• 機能全体を理解しようとするとき。 

→ 目次に従って読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能の順に構成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき。 

 → 別冊の「SH-3、SH-3E、SH3-DSP ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

 

凡例 レジスタ表記 ：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェースなど、同一または類似した機能

が複数チャネルに存在す る場合に、次の表記を使用します。 

XXX_N （XXXは基本レジスタ名称、Nはチャネル番号） 

   ビット表記  ：左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

   数字の表記  ：2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

   記号の表記  ：ローアクティブの信号にはオーバーバー（XXXX）を付けます。 
 



 

 

略語の説明 

ACIA Asynchronous Communication Interface Adapter 

調歩同期インタフェース 

AUD Advanced User Debugger 

 アドバンストユーザデバッガ 

BSC Bus State Controller 

 バスステートコントローラ 

CPG Clock Pulse Generator 

 クロック発振器 

DMA Direct Memory Access 

 ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

ETU Elementary Time Unit 

 1ビットの転送時間 

FIFO First-In First-Out 

 先入れ先出し 

H-UDI User Debug Interface 

 ユーザデバッグインタフェース 

INTC Interrupt Controller 

 割り込みコントローラ 

IPSEC Security Architecture Accelerator for Internet Protcol 

 IPセキュリティアクセラレータ 

JTAG Joint Test Action Group 

 バウンダリスキャン規格化 Gr 

LSB Least Significant Bit 

 最下位ビット 

MMU Memory Management Unit 

 メモリマネジメントユニット 

MSB Most Significant Bit 

 最上位ビット 

PFC Pin Function Controller 

 ピンファンクションコントローラ 

RISC Reduced Instruction Set Computer 

 縮小命令セットコンピュータ 

RTC Real Time Clock 

 リアルタイムクロック 



 

SCIF Serial Communication Interface with FIFO 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

SIOF Serial IO with FIFO 

 FIFO内蔵シリアル IO 

TLB Translation Lookaside Buffer 

 アドレス変換バッファ 

TMU Timer Unit 

 タイマユニット 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 

 調歩同期インタフェース 

UBC User Break Controller 

 ユーザブレイクコントローラ 

WDT Watch Dog Timer 

 ウォッチドッグタイマ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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1. 概要と端子機能 

本 LSIは、Super Hアーキテクチャを採用した 32ビットの RISCマイクロプロセッサです。 

RISCタイプの CPUとデジタル信号処理（DSP）拡張機能をコアとして、イーサネットシステムの構成に必要な

周辺機能を集積した 1チップマイクロプロセッサです。 

本 LSIは、IEEE802.3u規格に準拠したメディアアクセスコントローラ（MAC）とメディアインディペンデント

インタフェース（MII）標準ユニットを含むイーサネットコントローラを 2チャネル（SH7710、SH7712）または

1チャネル（SH7713）搭載しており、10/100Mbpsでの LAN接続を実現することができます。さらに、IPセキュ

リティアクセラレータを内蔵することにより、ネットワーク上のデータのセキュリティ管理を効率よく行うこと

ができます*。 

大容量 32kバイトキャッシュメモリ、16kバイト内蔵 X/Yメモリおよびシステム構成に必要な割り込みコント

ローラを搭載しており、自由度の高いシステム構築が可能です。また、内蔵DMAC（Direct Memory Access Controller）

による高速データ転送や、外部メモリアクセスサポート機能による各種メモリへの直結が可能です。 

強力な内蔵パワー管理機能によって、高速動作時にも電力消費を低く抑えることができます。 

【注】 * IPセキュリティアクセラレータは、SH7710にのみ内蔵されています。 

 

1.1 特長 

本 LSIの特長を以下に示します。 
 

1. CPUの特長 

• ルネサス独自のSuper Hアーキテクチャ 

• SH-1、SH-2、およびSH-3とオブジェクトコードレベルで互換性あり 

• 32ビット内部データバスを内蔵 

• 豊富なレジスタ群をサポート 

汎用レジスタ： 32ビットのレジスタを16本内蔵（8本の32ビットバンクレジスタを含む） 

コントロールレジスタ： 32ビットのレジスタを5本内蔵 

システムレジスタ： 32ビットのレジスタを4本内蔵 

• RISCタイプ命令セットをサポート 

命令長は、コード効率改善のための16ビット固定長を使用 

ロードストアアーキテクチャ 

遅延分岐命令 

C言語指向の命令セット 
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• 基本命令の命令実行時間は、1命令／サイクルで対応 

• 論理アドレス空間は、4Gバイトに対応 

• 空間識別ASIDは、8ビット、および256論理アドレス空間に対応 

• 5段パイプラインをサポート 

 

2. DSPの特長 

• 16ビット命令、および32ビット命令の混在可能 

• 32または40ビットの内部データバスを内蔵 

• 乗算器、ALU、バレルシフタに対応 

• 16ビット×16ビットに対応する32ビットワンサイクル乗算器を内蔵 

• 大容量のDSPデータレジスタファイルをサポート 

6本の32ビットデータレジスタ 

2本の40ビットデータレジスタ 

• DSPデータバス用の拡張ハーバードアーキテクチャをサポート 

2本のデータバス 

1本の命令バス 

• 最大4つのパラレル演算を実行可能 

ALU、乗算、2つのロード／ストア 

• 2つのメモリアクセス用アドレスを生成するための2本のアドレスユニットを装備 

• DSPデータアドレッシングモードをサポート 

インクリメント、およびインデクシング（モジュロアドレッシングあり／なし） 

• ゼロオーバヘッドリピートループ制御に対応 

• 条件付実行命令に対応 

• ユーザDSPモードおよび特権DSPモードをサポート 

 

3. メモリマネジメントユニット（MMU）の特長 

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間（ASID8ビット）に対応 

• ページユニット共有可能 

• 複数のページサイズをサポート 

1kバイトまたは4kバイト 

• 128エントリ、4ウェイセットアソシアティブTLBをサポート 

• ソフトウェアによるリプレースウェイ指定、およびランダムリプレースアルゴリズムをサポート 

• アドレス割付により、TLBの内容を直接アクセス可能 
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4. キャッシュメモリの特長 

• 32kバイトキャッシュ、命令とデータの混在可能 

• 512エントリ、4ウェイセットアソシアティブ、および16バイトブロック長に対応 

• ライトバック、ライトスルー、およびLRU置換アルゴリズムに対応 

• 1段階ライトバックバッファを内蔵 

 

5. X/Yメモリの特長 

• 3本の独立した読み出しおよび書き込みポート 

CPUからの8、16、および32ビットアクセス 

DSPからの最大2つの16ビットのアクセス 

SH7710、SH7712： 

 DMACとE-DMACからの8、16、および32ビットアクセス 

SH7713： 

 DMACからの8、16、および32ビットアクセス 

 E-DMACからの32ビットアクセス*4 

• トータル16kバイトのメモリ（XとY各メモリに対し8kバイトのRAM）を内蔵 

 

6. 割り込みコントローラ（INTC）の特長 

• 7本の外部割り込み端子（NMI、IRQ5～IRQ0）をサポート 

• 15レベル割り込み端子（IRL3～IRL0）をサポート 

• 1本の割り込み要求出力端子（IRQOUT）をサポート 

• 内蔵周辺割り込みは、モジュールごとに優先順位を設定可能 

• ソフトベクタモードをサポート 

• 立ち下がり、立ち上がり、ハイレベル、およびローレベルの選択可能 

 

7. ユーザブレークコントローラ（UBC）の特長 

• アドレス、データ値、アクセスタイプ、およびデータサイズはすべてブレーク条件として設定可能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

• 2本のブレークチャネルを内蔵 

 

8. クロックパルス発振器（CPG）の特長 

• クロックモードは、入力クロックを外部入力（EXTALまたはCKIO）および水晶発振子から選択可能 

また、PLL回路および分周器の設定により、内部クロックと周辺クロックの設定可能 
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• 3種類のクロック生成に対応 

CPUクロック（Iクロック） ：200MHz（最大） 

バスクロック（Bクロック） ：66MHz（最大） 

周辺クロック（Pクロック） ：33MHz（最大） 

• 低消費電力モードのサポート 

スリープモード 

ソフトウェアスタンバイモード 

モジュールスタンバイモード 

• 1チャネルのウォッチドッグタイマを内蔵 

ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを選択可能 

インターバルタイマモード時、割り込み発生可能 

 

9. バスステートコントローラ（BSC）の特長 

• 物理アドレス空間は、ぞれぞれ最大64Mバイトの4つの領域（エリア0、エリア2～4）、および最大32Mバイ

トの4つの領域（エリア5A、5B、6A、6B）の合計8エリアをサポート 

• 各エリアには、独立に次の機能を設定可能 

バスサイズ（8、16、32ビット）：ただし、各エリアごとにサポートサイズが異なる 

アクセスウェイトサイクル数：リードまたはライトで独立ウェイト設定可のエリアあり 

アイドルウェイトサイクル設定：同一エリアまたは別エリア 

エリアごとに接続するメモリを指定することによってSRAM、バイト選択付きSRAM、バーストROM（クロ

ック同期／非同期）、SDRAM、PCMCIAをサポート 

該当する領域にチップセレクト信号（CS0、CS2～CS4、CS5A/B、CS6A/B）を出力（CSアサートまたはネゲ

ート）するタイミングをプログラミングで選択可能 

 

10. DMAコントローラの特長（DMAC）の特長 

• 6チャネルを内蔵。内2チャネルは外部リクエスト可能（ch0～ch1） 

• バーストモードおよびサイクルスチールモードをサポート 

 

11. タイマ（TMU）の特長 

• 3チャネルオートリロード型32ビットタイマ内蔵 

• 4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 
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12. リアルタイムクロック（RTC）の特長*1 

• 内蔵クロック、カレンダー機能、およびアラーム機能内蔵 

• 1/256秒の最大分解能（割り込みサイクル）の32kHz水晶発振器回路内蔵 

 

13. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）の特長 

• 送受信用FIFOおのおの16バイト内蔵 

• 2チャネル内蔵（SCIF0およびSCIF1） 

• CTS/RTS対応（フロー制御）サポート 

• 調歩同期モード、クロック同期モードの選択可能 

• 全二重通信可能 

• DMA転送可能 

 

14. FIFO内蔵シリアルIO（SIOF）の特長 

• 送受信FIFOおのおの64バイト内蔵 

• 8ビット、16ビット、および16ビットステレオ音声入出力対応 

• 2チャネル内蔵（SIOF0およびSIOF1） 

• DMA転送可能 

• フレーム同期信号サポート 

 

15. イーサネットコントローラ（EtherC）の特長 

• MAC（Media Access Control）機能 

• データフレームの組立／分解（IEEE802.3u準拠フレーム形式） 

• CSMA/CD方式のリンク管理（衝突回避、衝突発生時の処理） 

• CRC処理 

• 全二重送受信サポート 

• ショートフレーム・ロングフレームを検出可能 

• MII（Media Independent Interface）標準規格に対応*2 

• MAC層からの8ビットストリームデータをMIIニブルストリーム（4ビット）に変換 

• ステーション管理（STA機能） 

• 転送レート可変：10/100Mbps 

• Magic Packet*3検出によるWOL（Wake-On-LAN）信号出力 

• CAMセンス信号入力（SH7710およびSH7712のみ）*4 
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16. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）の特長 

• EtherC－外部／内部メモリ間転送可能 

• 16バイトバースト転送可能 

• シングルアドレス転送 

• チェーンブロック転送 

• 転送データ幅：32ビット 

• アドレス空間：4Gバイト 

• FIFO搭載（送受信各2kバイト） 

 

17. IPセキュリティアクセラレータ（IPSEC）の特長（SH7710のみ）*4 

• DES（Data Encryption Standard）に準じたDES／Triple-DESの暗号／復号化をサポート 

• MD5 Message-Digest Algorithmに準じたハッシュ関数の生成をサポート 

• Source Hash StandardのSHA-1に準じたハッシュ関数の生成をサポート 

• データ転送用の専用DMACを内蔵 

• 割り込み要求可能 

 

18. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）の特長 

• E10Aエミュレータをサポート 

• リアルタイム分岐トレースに対応 

• 高速エミュレーションプログラム実行用1kバイトのRAM内蔵 

 

【注】 *1 電源分離していませんので、RTCのみを動作させる場合でも全電源端子に常時給電をする必要があります。 

 *2 +5V入出力は、サポートしておりません。 

 *3 Magic Packetは、Advanced Micro Devices Inc.の登録商標です。 

 *4 SH7710、SH7712、SH7713の差分 

項番 項目 SH7710 SH7712 SH7713 

5 X/Yメモリの特長 DMACと E-DMACからの 

8、16、および 32ビットアクセス 

DMACからの 

8、16、および 

32ビットアクセス 

E-DMACからの 

32ビットアクセス 

15 イーサネット 

コントローラ 

（EtherC）の特長 

CAMセンス信号入力 － 

17 IPセキュリティ 

アクセラレータ 

（IPSEC）の特長 

あり なし 
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19. 製品ラインアップ 

略称 電源電圧 最大動作周波数 製品型名 パッケージ 

 I/O 内部    

SH7710 3.3±0.3V 1.5±0.1V 200MHz HD6417710BP/BPV 256ピン CSP 

（BP-256H/HV） 

    HD6417710F/FV 256ピン HQFP 

（FP-256G/GV） 

SH7712 3.3±0.3V 1.5±0.1V 200MHz HD6417712BP/BPV 256ピン CSP 

（BP-256H/HV） 

    HD6417712F/FV 256ピン HQFP 

（FP-256G/GV） 

SH7713 3.3±0.3V 1.5±0.1V 200MHz HD6417713BP/BPV 256ピン CSP 

（BP-256H/HV） 

    HD6417713F/FV 256ピン HQFP 

（FP-256G/GV） 
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1.2 ブロック図 
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図 1.1（1） ブロック図（SH7710） 
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図 1.1（2） ブロック図（SH7712） 
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図 1.1（3） ブロック図（SH7713） 
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1.3 端子の説明 

1.3.1 ピンの配置 
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図 1.2（1） ピン配置図（HQFP2828-256（FP-256G/GV））（SH7710、SH7712） 
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上面図
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表 1.1 端子の機能 

端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

1 B2 REFOUT/IRQOUT/ARBUSY O/O/O バス権開放要求出力 共通 

2 C2 BREQ I バス権要求 共通 

3 D2 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

4 B1 VSSQ  電源（0V） 共通 

5 E2 BACK O バスアクノリッジ 共通 

6 E3 CS0 O チップセレクト0 共通 

7 C1 CS4 O チップセレクト4 共通 

8 D3 CS5A O チップセレクト5A 共通 

9 D1 CS6A O チップセレクト6A 共通 

10 E4 WAIT I ハードウェアウェイト要求 共通 

11 F2 RD O リードストローブ 共通 

12 F3 BS O バスサイクル開始信号 共通 

13 E1 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

14 F4 VSSQ  電源（0V） 共通 

15 G2 VCC  電源（1.5V） 共通 

16 G3 VSS  電源（0V） 共通 

17 F1 D0 IO データバス 共通 

18 G4 D1 IO データバス 共通 

19 H2 D2 IO データバス 共通 

20 H3 D3 IO データバス 共通 

21 G1 D4 IO データバス 共通 

22 H4 D5 IO データバス 共通 

23 H1 D6 IO データバス 共通 

24 J3 D7 IO データバス 共通 

25 J2 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

26 J4 VSSQ  電源（0V） 共通 

27 J1 D8 IO データバス 共通 

28 K3 D9 IO データバス 共通 

29 K2 D10 IO データバス 共通 

30 K4 D11 IO データバス 共通 

31 K1 D12 IO データバス 共通 

32 L1 D13 IO データバス 共通 

33 L4 D14 IO データバス 共通 

34 M1 D15 IO データバス 共通 

35 L3 VCC  電源（1.5V） 共通 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

36 L2 VSS  電源（0V） 共通 

37 M4 WE0（BE0）/DQMLL O/O D7～D0セレクト信号／DQM（SDRAM） 共通 

38 N1 WE1（BE1）/DQMLU/WE O/O/O D15～D8セレクト信号／DQM（SDRAM）／

PCMCIAライトサイクルストローブ 

共通 

39 M3 RD/WR O リード／ライト 共通 

40 M2 CKIO IO システムクロック入出力 共通 

41 N4 CAS O SDRAM用CAS 共通 

42 P1 CKE O CKイネーブル（SDRAM） 共通 

43 N3 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

44 N2 VSSQ  電源（0V） 共通 

45 P4 RAS O SDRAM用RAS 共通 

46 R1 CS2 O チップセレクト2 共通 

47 P3 CS3 O チップセレクト3 共通 

48 T1 A0 O アドレスバス 共通 

49 R4 VCC  電源（1.5V） 共通 

50 P2 VSS  電源（0V） 共通 

51 R3 A1 O アドレスバス 共通 

52 U1 A2 O アドレスバス 共通 

53 T4 A3 O アドレスバス 共通 

54 R2 A4 O アドレスバス 共通 

55 U4 A5 O アドレスバス 共通 

56 V1 A6 O アドレスバス 共通 

57 U2 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

58 W1 VSSQ  電源（0V） 共通 

59 V3 A7 O アドレスバス 共通 

60 T2 A8 O アドレスバス 共通 

61 T3 A9 O アドレスバス 共通 

62 U3 A10 O アドレスバス 共通 

63 V2 A11 O アドレスバス 共通 

64 Y1 A12 O アドレスバス 共通 

65 W2 A13 O アドレスバス 共通 

66 W3 A14 O アドレスバス 共通 

67 W4 A15 O アドレスバス 共通 

68 Y2 A16 O アドレスバス 共通 

69 W5 A17 O アドレスバス 共通 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

70 V5 WE2（BE2）/DQMUL/ICIORD O/O/O D23～D16セレクト信号／DQM（SDRAM）／

PCMCIA I/Oリード 

共通 

71 Y3 WE3（BE3）/DQMUU/ICIOWR O/O/O D31～D24セレクト信号／DQM（SDRAM）／

PCMCIA I/Oライト 

共通 

72 V4 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

73 Y4 VSSQ  電源（0V） 共通 

74 U5 D16 IO データバス 共通 

75 W6 D17 IO データバス 共通 

76 V6 D18 IO データバス 共通 

77 Y5 D19 IO データバス 共通 

78 U6 D20 IO データバス 共通 

79 W7 D21 IO データバス 共通 

80 V7 D22 IO データバス 共通 

81 Y6 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

82 U7 VSSQ  電源（0V） 共通 

83 W8 VCC  電源（1.5V） 共通 

84 V8 VSS  電源（0V） 共通 

85 Y7 D23 IO データバス 共通 

86 U8 D24 IO データバス 共通 

87 Y8 D25 IO データバス 共通 

88 V9 D26 IO データバス 共通 

89 W9 D27 IO データバス 共通 

90 U9 D28 IO データバス 共通 

91 Y9 D29 IO データバス 共通 

92 V10 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

93 W10 VSSQ  電源（0V） 共通 

94 U10 D30 IO データバス 共通 

95 Y10 D31 IO データバス 共通 

96 Y11 A18 O アドレスバス 共通 

97 U11 A19 O アドレスバス 共通 

98 Y12 A20 O アドレスバス 共通 

99 V11 VCC  電源（1.5V） 共通 

100 W11 VSS  電源（0V） 共通 

101 U12 A21 O アドレスバス 共通 

102 Y13 A22 O アドレスバス 共通 

103 V12 A23 O アドレスバス 共通 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

104 W12 A24 O アドレスバス 共通 

105 U13 A25 O アドレスバス 共通 

106 Y14 PTB0 IO 入出力ポートB 共通 

107 V13 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

108 W13 VSSQ  電源（0V） 共通 

109 U14 PTB1/CTS1 IO/I 入出力ポートB／SCIF1送信クリア 共通 

110 Y15 PTB2/RTS1 IO/O 入出力ポートB／SCIF1送信要求 共通 

111 V14 PTB3/RXD1 IO/I 入出力ポートB／SCIF1受信データ 共通 

112 Y16 PTB4/TXD1 IO/O 入出力ポートB／SCIF1送信データ 共通 

113 U15 VCC  電源（1.5V） 共通 

114 W14 VSS  電源（0V） 共通 

115 V15 PTB5/SCIF1CK IO/IO 入出力ポートB／SCIF1シリアルクロック 共通 

116 Y17 PTB6/CTS0 IO/I 入出力ポートB／SCIF0送信クリア 共通 

117 U16 PTB7/RTS0 IO/O 入出力ポートB／SCIF0送信要求 共通 

118 W15 PTA0/RXD0 IO/I 入出力ポートA／SCIF0受信データ 共通 

119 U17 PTA1/TXD0 IO/O 入出力ポートA／SCIF0送信データ 共通 

120 Y18 PTA2/SCIF0CK IO/IO 入出力ポートA／SCIF0シリアルクロック 共通 

121 W17 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

122 Y19 VSSQ  電源（0V） 共通 

123 V18 PTA3/SCK_SIO0 IO/IO 入出力ポートA／SIOF0通信クロック 共通 

124 W16 PTA4/SIOMCLK0 IO/I 入出力ポートA／SIOF0クロック入力 共通 

125 V16 PTA5/RXD_SIO0 IO/I 入出力ポートA／SIOF0受信データ 共通 

126 V17 PTA6/TXD_SIO0 IO/O 入出力ポートA／SIOF0送信データ 共通 

127 W18 PTA7/SIOFSYNC0 IO/IO 入出力ポートA／SIOF0フレームシンク 共通 

128 Y20 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

CRS1 I MAC1キャリアセンス SH7710、SH7712 129 W19 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

COL1 I MAC1コリジョン SH7710、SH7712 130 V19 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

ETXD13 O MAC1送信データ3 SH7710、SH7712 131 U19 

NC   SH7713 

ETXD12 O MAC1送信データ2 SH7710、SH7712 132 W20 

NC   SH7713 

ETXD11 O MAC1送信データ1 SH7710、SH7712 133 T19 

NC   SH7713 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

ETXD10 O MAC1送信データ0 SH7710、SH7712 134 T18 

NC   SH7713 

TX-EN1 O MAC1送信イネーブル SH7710、SH7712 135 V20 

NC   SH7713 

136 U18 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

137 U20 VSSQ  電源（0V） 共通 

TX-CLK1 I MAC1送信クロック SH7710、SH7712 138 T17 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

TX-ER1 O MAC1送信エラー SH7710、SH7712 139 R19 

NC   SH7713 

RX-ER1 I MAC1受信エラー SH7710、SH7712 140 R18 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

RX-CLK1 I MAC1受信クロック SH7710、SH7712 141 T20 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

RX-DV1 I MAC1受信データバリッド SH7710、SH7712 142 R17 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

ERXD10 I MAC1受信データ0 SH7710、SH7712 143 P19 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

ERXD11 I MAC1受信データ1 SH7710、SH7712 144 P18 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

ERXD12 I MAC1受信データ2 SH7710、SH7712 145 R20 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

146 P17 VCC  電源（1.5V） 共通 

147 N19 VSS  電源（0V） 共通 

148 N18 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

149 P20 VSSQ  電源（0V） 共通 

ERXD13 I MAC1受信データ3 SH7710、SH7712 150 N17 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

MDC1 O MAC1管理用データクロック SH7710、SH7712 151 N20 

NC   SH7713 

MDIO1 IO MAC1管理用データ入出力 SH7710、SH7712 152 M18 

VSSQ  電源（0V） SH7713 

WOL1 O MAC1 MAGICパケット受信 SH7710、SH7712 153 M19 

NC   SH7713 

LNKSTA1 I MAC1リンクステータス SH7710、SH7712 154 M17 

VSSQ  電源（0V） SH7713 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

EXOUT1/TEND1 O/O MAC1汎用出力／DMA転送終了1 SH7710、SH7712 155 M20 

TEND1*5 O DMA転送終了1 SH7713 

CAMSEN1/IRQ5 I/I MAC1 CAMセンス／外部割り込み要求 SH7710、SH7712 156 L18 

IRQ5*5 I 外部割り込み要求 SH7713 

MAC0キャリアセンス SH7710、SH7712 157 L19 CRS0 I 

MACキャリアセンス SH7713 

158 L17 VCC  電源（1.5V） 共通 

159 L20 VSS  電源（0V） 共通 

MAC0コリジョン SH7710、SH7712 160 K20 COL0 I 

MACコリジョン SH7713 

MAC0送信データ3 SH7710、SH7712 161 K17 ETXD03 O 

MAC送信データ3 SH7713 

MAC0送信データ2 SH7710、SH7712 162 J20 ETXD02 O 

MAC送信データ2 SH7713 

MAC0送信データ1 SH7710、SH7712 163 K18 ETXD01 O 

MAC送信データ1 SH7713 

MAC0送信データ0 SH7710、SH7712 164 K19 ETXD00 O 

MAC送信データ0 SH7713 

MAC0送信イネーブル SH7710、SH7712 165 J17 TX-EN0 O 

MAC送信イネーブル SH7713 

MAC0送信クロック SH7710、SH7712 166 H20 TX-CLK0 I 

MAC送信クロック SH7713 

167 J18 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

168 J19 VSSQ  電源（0V） 共通 

MAC0送信エラー SH7710、SH7712 169 H17 TX-ER0 O 

MAC送信エラー SH7713 

MAC0受信エラー SH7710、SH7712 170 G20 RX-ER0 I 

MAC受信エラー SH7713 

MAC0受信クロック SH7710、SH7712 171 H18 RX-CLK0 I 

MAC受信クロック SH7713 

MAC0受信データバリッド SH7710、SH7712 172 H19 RX-DV0 I 

MAC受信データバリッド SH7713 

MAC0受信データ0 SH7710、SH7712 173 G17 ERXD00 I 

MAC受信データ0 SH7713 

MAC0受信データ1 SH7710、SH7712 174 F20 ERXD01 I 

MAC受信データ1 SH7713 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

MAC0受信データ2 SH7710、SH7712 175 G18 ERXD02 I 

MAC受信データ2 SH7713 

176 E20 VCC  電源（1.5V） 共通 

177 F17 VSS  電源（0V） 共通 

MAC0受信データ3 SH7710、SH7712 178 G19 ERXD03 I 

MAC受信データ3 SH7713 

MAC0管理用データクロック SH7710、SH7712 179 F18 MDC0 O 

MAC管理用データクロック SH7713 

MAC0管理用データ入出力 SH7710、SH7712 180 D20 MDIO0 IO 

MAC管理用データ入出力 SH7713 

MAC0 MAGICパケット受信 SH7710、SH7712 181 E17 WOL0 O 

MAC MAGICパケット受信 SH7713 

MAC0リンクステータス SH7710、SH7712 182 F19 LNKSTA0 I 

MACリンクステータス SH7713 

MAC0汎用出力／DMA転送終了0 SH7710、SH7712 183 D17 EXOUT0/TEND0 O/O 

MAC汎用出力／DMA転送終了0 SH7713 

CAMSEN0/IRQ4 I/I MAC0 CAMセンス／外部割り込み要求 SH7710、SH7712 184 C20 

IRQ4*5 I 外部割り込み要求 SH7713 

185 D19 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

186 B20 VSSQ  電源（0V） 共通 

187 C18 VSSQ  電源（0V） 共通 

188 E19 MD4 I エリア0用バス幅指定 共通 

189 E18 MD5 I エンディアン設定 共通 

190 D18 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

191 C19 VSSQ  電源（0V） 共通 

192 A20 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

193 B19 VCCQ-RTC  RTC用発振回路電源（3.3V） 共通 

194 B18 XTAL2 O 内蔵RTC用水晶発振器端子 共通 

195 B17 EXTAL2 I 内蔵RTC用水晶発振器端子 共通 

196 A19 VSSQ-RTC  RTC用発振回路電源（0V） 共通 

197 B16 ASEMD0 I ASEモード 共通 

198 C16 TDI I テストデータ入力 共通 

199 A18 TMS I テストモードセレクト 共通 

200 C17 TDO O テストデータ出力 共通 

201 A17 TRST I テストリセット 共通 

202 D16 TCK I テストクロック 共通 
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端子No. 

(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

203 B15 ASEBRKAK O ASEブレークアクノリッジ 共通 

204 C15 AUDSYNC O AUD同期 共通 

205 A16 AUDCK O AUDクロック 共通 

206 D15 VCC  電源（1.5V） 共通 

207 B14 VSS  電源（0V） 共通 

208 C14 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

209 A15 VSSQ  電源（0V） 共通 

210 D14 AUDATA3 O AUDデータ 共通 

211 B13 AUDATA2 O AUDデータ 共通 

212 C13 AUDATA1 O AUDデータ 共通 

213 A14 AUDATA0 O AUDデータ 共通 

214 D13 RESETM I マニュアルリセット要求 共通 

215 A13 RESETP I パワーオンリセット 共通 

216 C12 NMI I ノンマスカブル割り込み要求 共通 

217 B12 IRQ0/IRL0 I 外部割り込み要求 共通 

218 D12 IRQ1/IRL1 I 外部割り込み要求 共通 

219 A12 IRQ2/IRL2 I 外部割り込み要求 共通 

220 C11 IRQ3/IRL3 I 外部割り込み要求 共通 

221 B11 VCC  電源（1.5V） 共通 

222 D11 VSS  電源（0V） 共通 

223 A11 STATUS0 O プロセッサステータス 共通 

224 A10 STATUS1 O プロセッサステータス 共通 

225 D10 CKIO2 O システムクロック出力 共通 

226 A9 DACK0 O DMAアクノリッジ0 共通 

227 C10 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

228 B10 VSSQ  電源（0V） 共通 

229 D9 DACK1 O DMAアクノリッジ1 共通 

230 A8 DREQ0 I DMA要求0 共通 

231 C9 DREQ1 I DMA要求1 共通 

232 B9 PTC0/SCK_SIO1 IO/IO 入出力ポートC／SIOF1通信クロック 共通 

233 D8 PTC1/SIOMCLK1 IO/I 入出力ポートC／SIOF1クロック入力 共通 

234 A7 PTC2/RXD_SIO1 IO/I 入出力ポートC／SIOF1受信データ 共通 

235 C8 VCC  電源（1.5V） 共通 

236 B8 VSS  電源（0V） 共通 

237 D7 PTC3/TXD_SIO1 IO/O 入出力ポートC／SIOF1送信データ 共通 

238 A6 PTC4/SIOFSYNC1 IO/IO 入出力ポートC／SIOF1フレームシンク 共通 
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(FP-256G/GV) 

端子No. 

(BP-256H/HV)

端子名 I/O 機   能 分類 

239 C7 PTC5/CE2A IO/O 入出力ポートC／エリア5 PCMCIA用カード 

イネーブル 

共通 

240 A5 PTC6/CE2B IO/O 入出力ポートC／エリア6 PCMCIA用カード 

イネーブル 

共通 

241 D6 VCCQ  入出力用電源（3.3V） 共通 

242 B7 VSSQ  電源（0V） 共通 

243 C6 PTC7/IOIS16 IO/I 入出力ポートC／PCMCIA 16ビットI/O 共通 

244 A4 CS5B/CE1A O/O チップセレクト5B／エリア5 PCMCIAカード 

イネーブル 

共通 

245 D5 CS6B/CE1B O/O チップセレクト6B／エリア6 PCMCIAカード 

イネーブル 

共通 

246 B6 VSSQ  電源（0V） 共通 

247 D4 MD0 I クロックモード設定 共通 

248 A3 MD1 I クロックモード設定 共通 

249 B4 MD2 I クロックモード設定 共通 

250 A2 MD3 I エリア0用バス幅指定 共通 

251 C3 VCC-PLL1  CPGM（PLL1）用電源（1.5V） 共通 

252 B5 VSS-PLL1  CPGM（PLL1）用電源（0V） 共通 

253 C5 VCC-PLL2  CPGM（PLL2）用電源（1.5V） 共通 

254 C4 VSS-PLL2  CPGM（PLL2）用電源（0V） 共通 

255 B3 XTAL O クロック発振器端子 共通 

256 A1 EXTAL I 外部クロック／水晶発振器端子 共通 

【注】 1. リアルタイムクロック（ RTC）を使用しない場合も、必ず VCCQ-RTCに給電してください。 

 2. 本 LSIの RTCは、RTC発振器用電源端子（VccQ-RTC）のみ電源投入しても RTCは動作しません。RTC用水晶

発振回路は VccQ-RTCで動作しますが、それを制御する回路および RTCカウンタが Vcc動作（内部回路と共通）

となります。したがって、RTCのみ動作させる場合でも、VccQ-RTC以外のすべての電源端子に常時給電を行っ

てご使用ください。 

 3. 内蔵 CPGを使用しない場合も、必ず VCC-PLL1/VCC-PLL2に給電してください。 

 4. VCCQ（3.3V）／VCC（1.5V）／VSSQ／VSSは、すべてシステムの電源に接続してください（常時給電してください）。 

 5. パワーオンリセット直後はリザーブ機能になっています。各端子機能を使用する場合は、必ず PFCの PETCRレ

ジスタで使用する端子機能を選択してください。 
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1.3.2 端子の機能 

各端子の機能を表 1.2に示します。 
 

表 1.2 本 LSIの端子機能 

分類 記号 入出力 名称 機   能 

電源 VCC ― 電源 LSI内部およびシステム系ポート用の電源です。すべての

VCC端子をシステムの電源に接続してください。開放端子が

あると動作しません。 

 VSS ― グランド グランド端子です。すべての VSS端子をシステム電源（0V）

に接続してください。開放端子があると動作しません。 

 VCCQ ― 電源 入出力端子用電源です。すべての VCCQ端子をシステムの 

電源に接続してください。開放端子があると動作しません。 

 VSSQ ― グランド グランド端子です。すべてのVSSQ端子をシステム電源（0V）

に接続してください。開放端子があると動作しません。 

クロック VCC-PLL1 入力 PLL1用電源 内蔵 PLL1発振器用の電源端子です。 

 VSS-PLL1 入力 PLL1用グランド 内蔵 PLL1発振器用のグランド端子です。 

 VCC-PLL2 入力 PLL2用電源 内蔵 PLL2発振器用の電源端子です。 

 VSS-PLL2 入力 PLL2用グランド 内蔵 PLL2発振器用のグランド端子です。 

 EXTAL 入力 外部クロック 水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外部クロッ

クを入力することもできます。水晶発振子を接続する場合、

および外部クロック入力の場合の接続例については「第 11

章 内蔵発振回路（CPG）」を参照してください。 

 XTAL 出力 クリスタル 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する場合、お

よび外部クロック入力の場合の接続例については「第 11章 

内蔵発振回路（CPG）」を参照してください。 

 CKIO 入出力 システムクロック 外部デバイスにシステムクロックを供給します。また、

CKIO端子は外部クロックを入力することもできます。 

 CKIO2 出力 システムクロック 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 

動作モード 

コントロール 

MD5～MD0 入力 モード設定 動作モードを設定します。これらの端子は、動作中に変化

させないでください。MD2～MD0はクロックモード設定

用、MD4～MD3はエリア 0のバス幅モード設定用、MD5

はエンディアン設定用です。 

システム制御 RESETP 入力 パワーオンリセット この端子がローレベルになると、パワーオンリセット状態

になります。 

 RESETM 入力 マニュアルリセット この端子がローレベルになるとマニュアルリセット状態に

なります。 

  STATUS1 

STATUS0 

出力 ステータス出力 本 LSIがソフトウェアスタンバイ中かリセット中かスリー

プ中かを示します。 

 BREQ 入力 バス権要求 外部デバイスがバス権の解放を要求するときにローレベル

にします。 
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分類 記号 入出力 名称 機   能 

システム制御 BACK 出力 バス権要求 

アクノリッジ 

バス権を外部デバイスに解放したことを示します。BREQ

信号を出力したデバイスは、BACK信号を受けて、バス権

を獲得したことを知ることができます。 

割り込み NMI 入力 ノンマスカブル 

割り込み 

ノンマスカブル割り込み要求端子です。使用しない場合は

ハイレベルに固定してください。 

 IRQ5～IRQ0 入力 割り込み要求 5～0 マスク可能な割り込み要求端子です。レベル入力とエッジ

入力の選択が可能です。エッジ入力の場合、立ち上がり、

立ち下がり、および両エッジの選択が可能です。 

 IRL3～IRL0  入力 割り込み要求 15レベルの割り込み要求端子です。 

 IRQOUT 出力 割り込み要求出力 割り込み要求が発生したことを通知する端子です。 

アドレスバス A25～A0 出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D31～D0 入出力 データバス 32ビットの双方向バスです。 

バス制御 CS0、 
CS2～CS4、 
CS5A、CS6A、
CS5B/CE1A、
CS6B/CE1B、
CE2A、CE2B

出力 チップセレクト 

0、2～4、5A、6A、

5B、6B 

PCMCIAカード 

セレクト 

外部メモリまたはデバイスのためのチップセレクト信号で

す。PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号です。 

 RD 出力 読み出し 外部のデバイスから読み出すことを示します。 

 RD/WR 出力 リード/ライト リード信号またはライト信号です。 

 BS 出力 バス開始 バスサイクル開始信号です。 

バス制御 WE3（BE3）/

ICIOWR 

出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 31～24に書

き込みすることを示します。PCMCIA使用時は、IOライト

ストローブ信号です。 

 WE2（BE2）/

ICIORD 

出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 23～16に書

き込みすることを示します。PCMCIA使用時は、IOリード

ストローブ信号です。 

 WE1（BE1）/

WE 

出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 15～8に書き

込みすることを示します。PCMCIA使用時は、メモリライ

トストローブ信号です。 

 WE0（BE0） 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 7～0に書き

込みすることを示します。 

 RAS 出力 RAS SDRAM接続時に RAS端子を接続します。 

 CAS 出力 CAS SDRAM接続時に CAS端子を接続します。 

 CKE 出力 CKイネーブル SDRAM接続時に CKE端子を接続します。 

 IOIS16 入力 16ビット I/O選択 PCMCIAの 16ビット I/Oを示します。 

 DQMUU 出力 DQM SDRAM接続時、D31～D24を選択します。 

 DQMUL 出力 DQM SDRAM接続時、D23～D16を選択します。 

 DQMLU 出力 DQM SDRAM接続時、D15～D8を選択します。 

 DQMLL 出力 DQM SDRAM接続時、D7～D0を選択します。 

 REFOUT 出力 リフレッシュ 

要求出力 

マスタモード、バス解放時、リフレッシュ実行要求を出力

します。 

 WAIT 入力 ウェイト 外部空間をアクセスするときのバスサイクルにウェイトサ

イクルを挿入させる入力です。 
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分類 記号 入出力 名称 機   能 

DREQ1 

DREQ0 

入力 DMA転送要求 外部からの DMA転送要求の入力端子です。 ダイレクト 

メモリアクセス

コントローラ 

（DMAC） 

DACK1 

DACK0 

出力 DMA転送要求受付 外部からの DMA転送要求に対する、要求受け付け出力端

子です。 

 TEND1 

TEND0 

出力 DMA転送終了出力 DMA転送終了信号出力端子です。 

TCK 入力 テストクロック テストクロック入力端子です。 

TMS 入力 テストモード 

セレクト 

テストモードセレクト信号入力端子です。 

TDI 入力 テストデータ入力 インストラクションとデータのシリアル入力端子です。 

ユーザデバッグ 

インタフェース 

（H-UDI） 

TDO 出力 テストデータ出力 インストラクションとデータのシリアル出力端子です。 

 TRST 入力 テストリセット 初期化信号入力端子です。 

AUDATA3～0 出力 AUDデータ AUDトレースモード時はデータ出力端子となります。 

AUDCK 出力 AUDクロック AUDトレースモード時は同期クロック出力端子となりま

す。 

アドバンスト 

ユーザデバッガ 

（AUD） 

AUDSYNC 出力 AUD同期信号 AUDトレースモード時はデータ先頭位置認識信号出力端

子となります。 

E10A 

インタフェース 

ASEBRKAK 出力 ブレークモード 

アクノリッジ 

E10Aエミュレータがブレークモードに入ったことを示し

ます。E10Aとの接続については「SuperHファミリ用 

E10A-USBエミュレータ ユーザーズマニュアル」を参照し

てください。 

 ASEMD0 入力 ASEモード ASEモードを設定します。 

VCCQ-RTC 入力 RTC用発振回路 

電源 

内蔵 RTC用の電源端子です。 

VSSQ-RTC 入力 RTC用発振回路 

グランド 

内蔵 RTC用のグランド端子です。 

リアルタイム 

クロック 

（RTC） 

EXTAL2 入力 RTC用外部 

クロック 

内蔵 RTC用クロック入力端子です。（32.768MHz） 

接続例については、「第 15章 リアルタイムクロック

（RTC）」を参照してください。 

 XTAL2 出力 RTC用クリスタル 内蔵 RTC用クロック出力端子です。（32.768MHz） 

接続例については、｢第 15章 リアルタイムクロック

（RTC）｣を参照してください。 

CRS1 

CRS0 

入力 MAC1/0 

キャリアセンス 

キャリア検出端子です。接続例については、「第 18章 イ

ーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC1/0） 

（SH7710、 

 SH7712） 

COL1 

COL0 

入力 MAC1/0コリジョン 衝突検出端子です。接続例については、「第 18章 イーサ

ネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 



 

1. 概要と端子機能 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  1-27 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

分類 記号 入出力 名称 機   能 

ETXD13～

ETXD10 

出力 MAC1送信データ 4ビットの送信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC1/0） 

（SH7710、 

 SH7712） 

ETXD03～

ETXD00 

出力 MAC0送信データ 4ビットの送信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 TX-EN1 

TX-EN0 

出力 MAC1/0送信 

イネーブル 

ETXD13～ETXD10/ETXD03～ETXD00上に送信データが

準備できたことを示す端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 TX-CLK1 

TX-CLK0 

入力 MAC1/0送信 

クロック 

TX-EN1/0、TX-ER1/0、ETXD13～ETXD10/ETXD03～

ETXD00のタイミング参照端子（クロック）です。接続例

については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 

 TX-ER1 

TX-ER0 

出力 MAC1/0送信エラー 送信中のエラーを PHY-LSIに通知する端子です。接続例に

ついては「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」

を参照してください。 

 RX-ER1 

RX-ER0 

入力 MAC1/0受信エラー データ受信中に発生したエラー状態を認識する端子です。

接続例については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 

 RX-CLK1 

RX-CLK0 

入力 MAC1/0受信 

クロック 

RX-DV1/0、RX-ER1/0、ERXD13～ERXD10/ERXD03～

ERXD00のタイミング参照端子（クロック）です。接続例

については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 

 RX-DV1 

RX-DV0 

入力 MAC1/0受信データ

バリッド 

有効な受信データが ERXD13～10/ERXD03～ERXD00上

にあることを示す端子です。接続例については、「第 18章 

イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してくださ

い。 

 ERXD13～

ERXD10 

入力 MAC1受信データ 4ビットの受信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 ERXD03～

ERXD00 

入力 MAC0受信データ 4ビットの受信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 MDC1 

MDC0 

出力 MAC1/0管理用 

データクロック 

MDIOによる情報転送用の参照クロック端子です。接続例

については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 

 MDIO1 

MDIO0 

入出力 MAC1/0管理用 

データ入出力 

管理情報を交換するための双方向端子です。接続例につい

ては「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」

を参照してください。 

 WOL1 

WOL0 

出力 MAC1/0 MAGIC 

パケット受信 

Magic Packet受信を示す端子です。 
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分類 記号 入出力 名称 機   能 

LNKSTA1 

LNKSTA0 

入力 MAC1/0リンク 

ステータス 

PHY-LSIからのリンク状態入力端子です。 

EXOUT1 

EXOUT0 

出力 MAC1/0汎用出力 外部出力用端子です。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC1/0） 

（SH7710、 

 SH7712） 
CAMSEN1 

CAMSEN0 

入力 MAC1/0 CAM 

センス 

CAMインタフェース端子です。 

 ARBUSY 出力 バス権解放要求 受信 FIFO内のデータ量が設定したしきい値を超えたとき、

バス解放要求を出力します。 

CRS0 入力 MAC 

キャリアセンス 

キャリア検出端子です。接続例については、「第 18章 イ

ーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC） 

（SH7713） 

COL0 入力 MACコリジョン 衝突検出端子です。接続例については、「第 18章 イーサ

ネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 ETXD03～

ETXD00 

出力 MAC送信データ 4ビットの送信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 TX-EN0 出力 MAC送信 

イネーブル 

ETXD03～ETXD00上に送信データが準備できたことを示

す端子です。接続例については「第 18章 イーサネットコ

ントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 TX-CLK0 入力 MAC送信クロック TX-EN0、TX-ER0、ETXD03～ETXD00のタイミング参照

端子（クロック）です。接続例については「第 18章 イー

サネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 TX-ER0 出力 MAC送信エラー 送信中のエラーを PHY-LSIに通知する端子です。接続例に

ついては「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」

を参照してください。 

 RX-ER0 入力 MAC受信エラー データ受信中に発生したエラー状態を認識する端子です。

接続例については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 

 RX-CLK0 入力 MAC受信クロック RX-DV0、RX-ER0、ERXD03～ERXD00のタイミング参照

端子（クロック）です。接続例については「第 18章 イー

サネットコントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 RX-DV0 入力 MAC受信データ 

バリッド 

有効な受信データが ERXD03～ERXD00上にあることを示

す端子です。接続例については、「第 18章 イーサネット

コントローラ（EtherC）」を参照してください。 

 ERXD03～

ERXD00 

入力 MAC受信データ 4ビットの受信データ端子です。接続例については「第 18

章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を参照してく

ださい。 

 MDC0 出力 MAC管理用 

データクロック 

MDIOによる情報転送用の参照クロック端子です。接続例

については「第 18章 イーサネットコントローラ

（EtherC）」を参照してください。 
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分類 記号 入出力 名称 機   能 

MDIO0 入出力 MAC管理用 

データ入出力 

管理情報を交換するための双方向端子です。接続例につい

ては「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」を

参照してください。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC） 

（SH7713） WOL0 出力 MAC MAGIC 

パケット受信 

Magic Packet受信を示す端子です。 

 LNKSTA0 入力 MACリンク 

ステータス 

PHY-LSIからのリンク状態入力端子です。 

 EXOUT0 出力 MAC汎用出力 外部出力用端子です。 

 ARBUSY 出力 バス権解放要求 受信 FIFO内のデータ量が設定したしきい値を超えたとき、

バス解放要求を出力します。 

CTS1 

CTS0 

入力 SCIF1/0送信クリア モデムコントロール端子です。 

RTS1 

RTS0 

出力 SCIF1/0送信要求 モデムコントロール端子です。 

FIFO内蔵 

シリアル 

コミュニケーシ

ョン 

インタフェース 

（SCIF1/0） 
RXD1 

RXD0 

入力 SCIF1/0受信データ 受信データ用の端子です。 

 TXD1 

TXD0 

出力 SCIF1/0送信データ 送信データ用の端子です。 

 SCIF1CK 

SCIF0CK 

入出力 SCIF1/0シリアル 

クロック 

クロック入出力端子です。 

FIFO内蔵 

シリアル IO

（SIOF1/0） 

SCK_SIO1 

SCK_SIO0 

入出力 SIOF1/0通信 

クロック 

送受信共通の通信クロック入出力用の端子です。 

 SIOMCLK1 

SIOMCLK0 

入力 SIOF1/0クロック 

入力 

マスタクロック入力用の端子です。 

 RXD_SIO1 

RXD_SIO0 

入力 SIOF1/0受信データ 受信データ用の端子です。 

 TXD_SIO1 

TXD_SIO0 

出力 SIOF1/0送信データ 送信データ用の端子です。 

 SIOFSYNC1

SIOFSYNC0

入出力 SIOF1/0 

フレームシンク 

送受信共通のフレーム同期信号入出力用の端子です。 

I/Oポート PTA7～0 入出力 汎用入出力ポート A 8ビットの汎用入出力ポート端子です。 

 PTB7～0 入出力 汎用入出力ポート B 8ビットの汎用入出力ポート端子です。 

 PTC7～0 入出力 汎用入出力ポート C 8ビットの汎用入出力ポート端子です。 
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2. CPU 

2.1 処理状態と処理モード 

2.1.1 処理状態 

CPUの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、および低消費電力状態の 4種類が

あります。 
 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセットの種類には、パワーオンリセットとマニュアルリセットの 2種

類があります。リセットの詳細については、「第 4章 例外処理」を参照してください。 

パワーオンリセットでは、LSI内部の全モジュールのレジスタや内部状態が初期化されます。マニュアルリセッ

トでは、バスステートコントローラ（BSC）などの一部のモジュールでレジスタの値が保持されます。詳細は、

「第 24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

CPUの内部状態やレジスタは、パワーオンリセットでもマニュアルリセットでも初期化されます。初期化完了

後は、H'A000 0000に分岐してユーザが作成したリセット処理プログラムに制御が渡され、実行を開始します。 
 

（2） 例外処理状態 

一般例外や割り込みの例外処理要因によって、CPUが処理状態の流れを変える過渡的な状態です。プログラム

カウンタ（PC）を待避プログラムカウンタ（SPC）に、ステータスレジスタ（SR）を待避ステータスレジスタ（SSR）

に待避します。ベクタベースレジスタ（VBR）の内容にベクタオフセットを加算したアドレスへ分岐し、ユーザ

が作成した例外処理プログラムに制御が渡され、実行を開始します。 

例外処理状態の詳細については、「第 4章 例外処理」を参照してください。 
 

（3） プログラム実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。 
 

（4） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し、消費電力が抑えられている状態です。SLEEP命令で低消費電力状態になります。低消費

電力状態の詳細は、「第 10章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

状態間の遷移を図 2.1に示します。 
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2.1.2 処理モード 

CPUの処理モードには、ユーザモードと特権モードの 2つがあります。ステータスレジスタ（SR）の処理モー

ドビット（MD）で処理モードが決定されます。MDビットが 0のときユーザモードになり、1のとき特権モード

になります。リセット状態や例外処理状態に遷移することにより CPUは、特権モードに遷移します。CPUが特権

モードにあるときは、レジスタやアドレス空間のすべてのリソースをアクセスすることができます。 

SRのMDビットに 0を書くことで、CPUの処理モードは、ユーザモードになります。CPUがユーザモードに

あるときは、SRを含む一部のレジスタやアドレス空間の一部がユーザプログラムからアクセスできなくなり、ま

たシステムを制御する命令が実行できなくなります。この機構により、ユーザプログラムからシステムのリソー

スを保護することができます。処理モードをユーザモードから特権モードに変更するには、例外処理状態に遷移

する必要があります。* 

【注】 *ユーザモードから特権モードのサービスルーチンを呼び出すために、無条件トラップ命令（TRAPA）がサポートされ

ています。ユーザモードから特権モードへ遷移する際は、SRおよびプログラムカウンタ（PC）が待避されます。退

避されたものを復帰することにより、ユーザモードのプログラムを再開することができます。この例外処理プログラ

ムからの復帰のために RTE命令がサポートされています。 

（全状態から）�
パワーオンリセット・�
マニュアルリセット�

リセット状態� プログラム実行状態�

低消費電力モード�例外処理状態�

例外の�
受け付け�

例外処理ルーチン�
実行開始�

リセット処理ルーチン�
実行開始�

例外の�
受け付け�

多重例外� SLEEP命令�

 

図 2.1 処理の状態遷移図 

 

2.2 メモリマップ 

2.2.1 論理アドレス空間 

本 LSIの CPUは、32ビットの論理アドレスをサポートしており、4Gバイトの論理アドレス空間を用いてシス

テムのリソースをアクセスします。ユーザのプログラムやデータは、この論理アドレス空間上でアクセスされま

す。論理アドレス空間は、表 2.1に示すとおり、幾つかの領域に分けて管理されています。 
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（1） P0/U0領域 

CPUが特権モードにあるときは P0領域、ユーザモードにあるときは U0領域と呼びます。P0および U0領域は、

キャッシュを用いたアクセスが可能で、アドレス変換が可能な領域として扱われます。 

キャッシュが使用可能な場合は、P0または U0空間に対するアクセスはキャッシングの対象になります。また、

アドレス変換機構が使用可能な場合は、P0または U0空間のアドレスを指定するとアドレス変換の対象になり、

ユーザの定義した変換情報に従って物理アドレスに変換されます。 

CPUの処理モードがユーザモードにある場合は、U0領域のみがアクセスでき、P1、P2、P3、および P4領域を

アクセスするとアドレスエラーと呼ばれる例外処理状態に遷移します。 

（2） P1領域 

P1領域は、キャッシングの対象になり、アドレス変換の対象とならない特権領域として定義されています。通

常、この領域にはオペレーティングシステム（OS）のカーネル、および例外処理のハンドラなど、特権モードで

高速に動作するプログラムを配置します。 

（3） P2領域 

P2領域は、キャッシングの対象にならず、アドレス変換の対象とならない特権領域として定義されています。

リセット状態から呼び出されるリセット処理プログラムは、P2領域の先頭（H'A0000000）から記述します。通常、

この領域にはシステムの初期設定ルーチンなど、OSの起動に必要なプログラムを配置します。また、本 LSIの一

部の内蔵 I/Oをアクセスする場合には、P2領域にプログラムを配置しておく必要があります。 

（4） P3領域 

P3領域は、キャッシングの対象になり、アドレス変換の対象となる特権領域として定義されています。特権プ

ログラムでアドレス変換が必要な場合は、この領域を利用します。 

（5） P4領域 

P4領域は、制御空間で、キャッシングやアドレス変換の対象にならず、特権モードのみでアクセス可能です。

本 LSIの内蔵 I/Oの一部は、この空間に配置されています。 
 

表 2.1 論理アドレス空間 

アドレス範囲 名称 モード 説   明 

H'00000000 – H'7FFFFFFF P0/U0 特権／ユーザ 2Gバイト物理空間、キャッシング可能、アドレス変換可能 

ユーザモードではこのアドレス空間のみアクセスできます。 

H'80000000 – H'9FFFFFFF P1 特権 0.5Gバイト物理空間、キャッシング可能 

H'A0000000 – H'BFFFFFFF P2 特権 0.5Gバイト物理空間、キャッシング不可 

H'C0000000 – H'DFFFFFFF P3 特権 0.5Gバイト物理空間、キャッシング可能、アドレス変換可能 

H'E0000000 – H'FFFFFFFF P4 特権 0.5Gバイト制御空間、キャッシング不可 
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2.2.2 外部メモリ空間 

本 LSIでは、論理アドレス 32ビットのうち 29ビットが外部メモリアクセスに使用され、0.5Gバイトの外部メ

モリ空間をアクセスできます。外部メモリ空間は、エリアと呼ばれる領域に分かれて管理されており、各エリア

ごとに異なった種類のメモリを接続することができます（図 2.2に論理アドレス空間と外部メモリ空間とのマッ

ピングを示します）。詳細は、「第 12章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してください。また、外

部メモリ空間のエリア 1は内蔵 I/O空間として使用され、本 LSIの内蔵 I/Oの多くはこの領域にマッピングされて

います。*1 

通常は、論理アドレスの上位 3ビットがマスクされて外部メモリアドレスになります*2。たとえば、論理アドレ

スの P0領域の H'00000100番地、P1領域の H'80000100番地、P2領域の H'A0000100番地、および P3領域の

H'C0000100番地は、すべて同一の外部メモリアドレスであるエリア 0の H'00000100番地にマッピングされます。

ただし、P4領域はマッピングの対象にならず、P4領域をアクセスしても外部メモリ空間へのアクセスとはなりま

せん。 

【注】 *1 外部メモリ空間のエリア 1にマッピングされている内蔵 I/Oをアクセスする場合には、キャッシングの対象でない

論理アドレス（P2領域）からアクセスしてください。 

 *2 アドレス変換機構が使用可能な場合は、ページと呼ばれる単位で任意のマッピングが設定できます。詳細は、「第

5章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

P0領域�

特権モード� ユーザモード�

外部メモリ空間�

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

H'0000 0000 H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

U0領域�

アドレスエラー�

P1領域�

P2領域�

P3領域�

P4領域�

 

図 2.2 論理アドレス空間と外部メモリ空間とのマッピング 
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2.3 レジスタの説明 

本 LSIの CPUは、32ビットのレジスタを 33本保有しています。こられは、汎用レジスタ（24本）、コントロ

ールレジスタ（5本）、システムレジスタ（3本）、およびプログラムカウンタ（1本）に分類されます。 

（1） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには、R0_BANK0~R7_BANK0、R0_BANK1~R7_BANK1、および R8~R15の 24本のレジスタがあ

ります。R0から R7はバンク構成になっており、どちらのバンクが汎用レジスタとして使用されるかは、処理モ

ードおよびステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により決定されます。 
 

（2） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、およびプロシージャレジスタ（PR）があり、処理モ

ードによらずアクセスできます。 
 

（3） プログラムカウンタ 

プログラムカウンタ（PC）は、現在実行中の命令アドレス+4の値を保持します。 
 

（4） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、ステータスレジスタ（SR）、グローバルベースレジスタ（GBR）、退避ステータ

スレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、およびベクタベースレジスタ（VBR）があります。この

うち、GBRだけはユーザモードからでもアクセスできますが、他のコントロールレジスタは特権モードでのみア

クセスできます。 

リセット後のレジスタの値を表 2.2に示します。また、処理モード別のレジスタ構成を図 2.3に示します。 
 

表 2.2 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0 

R0_BANK1～R7_BANK1 

R8～R15 

不定 

システムレジスタ MACH、MACL、PR 不定 

プログラムカウンタ PC H'A0000000 

コントロールレジスタ SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、I3～I0は 1111

（H'F）、リザーブビットは 0、その他は不定 

 GBR、SSR、SPC 不定 

 VBR H'00000000 

【注】 * パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで初期化されます。 
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31

R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8

R9

R10
R11

R12

R13

R14
R15

SR

GBR

MACH

MACL

PR

PC

0 31

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

R8

R9

R10
R11

R12

R13

R14
R15

SR
SSR

GBR

MACH

MACL

VBR

PR

PC

SPC

0 31

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8

R9

R10
R11

R12

R13

R14
R15

SR
SSR

GBR

MACH

MACL

VBR

PR

PC

SPC

0

【注】 *1

*2
*3

*4

（a）ユーザモードのレジスタ構成 （b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝1）

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝0）

R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードとインデックス付きGBR
間接アドレッシングモードのインデックスレジスタとして使われます。
バンクレジスタ
バンクレジスタ
SRレジスタのRBビットが1のとき汎用レジスタとしてアクセスされます。
RBビットが0のときLDC/STC命令でのみアクセスされます。
バンクレジスタ
SRレジスタのRBビットが0のとき汎用レジスタとしてアクセスされます。
RBビットが1のときLDC/STC命令でのみアクセスされます。  

図 2.3 処理モード別のレジスタ構成 
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2.3.1 汎用レジスタ 

汎用レジスタには、R0_BANK0～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、および R8～R15の 24本のレジスタ

があります。R0から R7はバンク構成になっており、どちらのバンクが汎用レジスタとして使用されるかは処理

モードおよびステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により決定されます。汎用レジスタとし

て選択されているバンクは R0~R7という名前でアクセスされ、選択されていないバンクのレジスタは

R0_BANK~R7_BANKという名前で、コントロールレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）を用いて

アクセスします。 

ユーザモードの場合は、RBビットの値によらずバンク 0が選択されます。R0_BANK0～R7_BANK0と R8～R15

の合計 16本のレジスタが汎用レジスタ R0～R15としてアクセスされます。バンク 1のレジスタ R0_BANK1～

R7_BANK1は、アクセスできません。 

例外処理状態に遷移し特権モードになると同時に RBビットに 1がセットされ、バンク 1が選択されます。こ

の場合は、バンク 1の R0_BANK1～R7_BANK1と R8～R15の合計 16本のレジスタを汎用レジスタ R0から R15

としてアクセスすることができます。例外処理状態に遷移することで自動的にバンクが切り替わるため、例外処

理ルーチンで R0～R7の値を退避する必要はありません。バンク 0の R0_BANK0～R7_BANK0は、LDCまたは

STC命令により、R0_BANK～R7_BANKとしてアクセスします。 

特権モードでは、RBビットに 0を書くことで、バンク 0を汎用レジスタとして使用するよう選択することも可

能です。この場合、バンク 0の R0_BANK0～R7_BANK0と R8～R15の合計 16本のレジスタを汎用レジスタ R0

から R15としてアクセスすることができます。バンク 1の R0_BANK1～R7_BANK1は、LDCまたは STC命令に

より、R0_BANK～R7_BANKとしてアクセスします。 

汎用レジスタ R0～R15はほぼすべての命令で等価な機能のレジスタとして使用されますが、一部の命令では、

R0レジスタを暗黙的に使用したり、R0のみがソースレジスタやデスティネーションレジスタになる場合があり

ます。 

31

R0*1, *2

R1*2

R2*2

R3*2

R4*2

R5*2

R6*2

R7*2

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

0
汎用レジスタ

リセット後は不定になります。�

【注】 *1

*2

R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接�
アドレッシングモードとインデックス付きGBR間接�
アドレッシングモードでのインデックスレジスタと�
して使われます。ある命令では、R0だけがソース�
レジスタ、デスティネーションレジスタになります。
R0～R7レジスタは、バンクレジスタです。特権モード�
では、どちらのバンク（R0_BANK0～R7_BANK0または�
R0_BANK1～R7_BANK1）を汎用レジスタとしてアク�
セスするかをSRレジスタのRBビットで決めます。�

 

図 2.4 汎用レジスタの構成 
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2.3.2 システムレジスタ 

システムレジスタは、LDSまたは STS命令でアクセスできます。システムレジスタには、下記に示す 2つのレ

ジスタがあります。 

（1） 積和レジスタ 

積和レジスタには、積和演算命令、および乗算命令の結果を格納します。また、積和演算命令では加算値を格

納する場所としても使用されます。リセット状態では不定になります。 

積和レジスタは、上位 32ビットを格納する積和上位レジスタ（MACH）と下位 32ビットを格納する積和下位

レジスタ（MACL）からなっています。 

（2） プロシージャレジスタ 

プロシージャレジスタ（PR）には、BSR、BSRF、および JSR命令を用いたサブルーチンコールのときの戻りア

ドレスが格納されます。PRの中の戻りアドレスは、サブルーチンからの復帰命令（RTS）によってプログラムカ

ウンタ（PC）に復元されます。リセット状態では、不定になります。 

2.3.3 プログラムカウンタ 

プログラムカウンタ（PC）には、実行中の命令アドレス+4の値が格納されます。PCの値を直接読み出す命令

はありませんが、例外処理状態では待避プログラムカウンタ（SPC）に、サブルーチンコール時にはプロシジャー

レジスタ（PR）にその値が待避されます。また、アドレッシングモードとして PC相対アドレッシングが提供さ

れています。 
 

積和レジスタ（MAC）
31 0

31 0

31
PC

PR

MACL
MACH

0

プロシージャレジスタ（PR）

プログラムカウンタ（PC）

 

図 2.5 システムレジスタおよびプログラムカウンタの構成 

2.3.4 コントロールレジスタ 

コントロールレジスタは、特権モードのとき LDCまたは STC命令を使ってアクセスできます。ただし、グロ

ーバルベースレジスタ（GBR）は、ユーザモードでもアクセスすることができます。コントロールレジスタには、

下記に示す 5つのレジスタがあります。 
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（1） ステータスレジスタ（SR） 

ステータスレジスタには、システムの状態を表す各種情報を格納します。ステータスレジスタは、特権モード

でのみアクセスできます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 MD 1 R/W 処理モードビット 

CPUの処理モードを表します。 

0：ユーザモード 

1：特権モード 

リセット状態および例外処理状態になると 1がセットされます。 

29 RB 1 R/W レジスタバンクビット 

汎用レジスタ R0～R7は、バンクレジスタです。 

特権モードで使用する汎用レジスタのバンクを指定します。 

0：R0_BANK0～R7_BANK0と R8～R15が汎用レジスタになり、

R0_BANK1～R7_BANK1は LDCまたは STC命令でアクセスできま

す。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1と R8～R15が汎用レジスタになり、

R0_BANK0～R7_BANK0は LDCまたは STC命令でアクセスできま

す。 

リセット状態および例外処理状態になると 1がセットされます。 

28 BL 1 R/W ブロックビット 

0：例外、割り込みやユーザブレークを受け付けます。 

1：例外、割り込みやユーザブレークの受付を抑止します。 

リセット状態および例外処理状態になると 1がセットされます。 

27～10 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 

8 

M 

Q 

― 

― 

R/W 

R/W 

Mビット 

Qビット 

DIV0S、DIV0U、および DIV1命令で使用します。これらの命令を実行する

ことで、ユーザモードでも値を変更できます。リセット状態での初期値は、

不定です。例外処理状態になっても、値は変化しません。 

7 

6 

5 

4 

I3 

I2 

I1 

I0 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

割り込みマスクビット 

割り込み要求マスクレベルを表す 4ビットデータです。 

割り込みが発生しても、割り込み受け付けレベルに変化しません。 

リセット状態で B'1111に初期化されますが、例外処理状態になっても値

は変化しません。 

3 

2 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 S ― R/W 飽和モード 

乗算命令および積和命令での飽和モードを指定します。ユーザモードから

は、SETSおよび CLRS命令を用いることで値を設定できます。 

リセット状態での初期値は、不定です。例外処理状態になっても、値は変

化しません。 

0 T ― R/W Tビット 

比較演算命令での真または偽条件やキャリまたはボロー付き演算命令での

キャリまたはボローの有無を表します。ユーザモードからは、SETTおよ

び CLRT命令を用いることで値を設定できます。リセット状態での初期値

は、不定です。例外処理状態になっても、値は変化しません。 

【注】 M、Q、S、Tビットはユーザモードで専用命令によってセット／クリアが可能です。他のビットは、特権モードで読み

出しまたは書き込みが可能です。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR） 

このレジスタは、特権モードでのみアクセスできます。例外処理状態へ遷移する場合には、ステータスレジスタ

（SR）の値が待避されます。リセット状態での初期値は、不定です。 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC） 

このカウンタは、特権モードでのみアクセスできます。例外処理状態へ遷移する場合には、プログラムカウンタ

（PC）の値が待避されます。リセット状態の初期値は、不定です。 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR） 

GBR間接アドレッシングのベースレジスタとして参照されます。リセット状態の初期値は、不定です。 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR） 

このレジスタは、特権モードでのみアクセスできます。リセット状態以外から例外処理状態に遷移した場合は、

分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細は、「第 4章 例外処理」を参照してください。リセット状

態に遷移することで、H'00000000に初期化されます。 
 

コントロールレジスタの構成を図 2.6に示します。 
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31 0

31
SPC

SSR

0

退避ステータスレジスタ（SSR）

退避プログラムカウンタ（SPC）

31 0

31
VBR

GBR

0

グローバルベースレジスタ（GBR）

ベクタベースレジスタ（VBR）

31 0
0 MD RB BL 0

ステータスレジスタ（SR）

TS00I0I1I2I3QM0  

図 2.6 コントロールレジスタの構成 

2.4 データ形式 

2.4.1 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータのサイズは、常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタ

へロードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場

合は、ロングワードに符号拡張して、レジスタに格納します。 

31 0

ロングワード�
 

 

2.4.2 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、お

よび 32ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペラン

ドは、符号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーとなり、例外処理状態に遷移します。バイトオペランドは、どの番地からでもアクセスできます。 

ワードオペランドやロングワードオペランドをアクセスする場合、レジスタ上でワード、ロングワードを構成

する各バイト位置がメモリ上でどのアドレスに対応するかは、エンディアン方式（ビッグエンディアン/リトルエ

ンディアンの別）により異なります。 
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図 2.7に、ビッグエンディアンの場合の対応を示します。ビッグエンディアンでは、レジスタの最上位バイト

側がアドレスの小さい番地に、最下位バイト側がアドレスの大きい番地に対応します。例として、汎用レジスタ

R1で示されるアドレスに汎用レジスタの値をロングワードでストアした場合は、R0の最上位バイトが R1で示さ

れるアドレスにストアされ、R0の最下位バイトが（R1+3）で示されるアドレスにストアされます。 

本 LSIの内蔵デバイスが持つメモリ割り付けレジスタは、ビッグエンディアンとしてアクセスされます。ただ

し、ロングワードサイズのレジスタをワードまたはバイトでアクセスすることが可能か、ワードサイズのレジス

タをバイトでアクセスすることが可能かは、レジスタによって異なります。 

【注】 本 LSIの CPU命令コードは、メモリ上にワードサイズとして格納されている必要があります。ビッグエンディアンの

場合は、命令コードはメモリ上にワード境界から上位バイトおよび下位バイトの順番に格納してください。 

31

@(R1+0) @(R1+1) @(R1+2) @(R1+3) @(R1+0) @(R1+1) @(R1+2) @(R1+3) @(R1+0) @(R1+1) @(R1+2) @(R1+3)

[7:0] [15:8] [7:0] [31:24] [23:16] [15:8] [7:0]

[31:24] [23:16] [15:8] [7:0][15:8] [7:0][7:0]

（a）バイトアクセス

例）MOV.B R0, @R1
(R1=4n番地)

（b）ワードアクセス

例）MOV.W R0, @R1
(R1=4n番地)

（c）ロングワードアクセス

例）MOV.L R0, @R1
(R1=4n番地)

レジスタR0
上の位置

メモリ上の位置

23 15 7 0

 

図 2.7 メモリ上のデータ形式（ビッグエンディアン） 

 

データフォーマットとしてリトルエンディアンを選択することも可能です。エンディアン方式は、パワーオン

リセット時に外部ピン（MD5ピン）で設定してください。MD5ピンがローレベルの場合はビッグエンディアンに、

MD5ピンがハイレベルの場合はリトルエンディアンに設定されます。エンディアン方式は、動的には変更できま

せん。 

リトルエンディアンでは、レジスタの最上位バイト側がアドレスの大きい番地に、最下位バイト側がアドレス

の小さい番地に対応します（図 2.8）。例として、汎用レジスタ R1で示されるアドレスに汎用レジスタの値をロ

ングワードでストアした場合、リトルエンディアンでは R0の最上位バイトが（R1+3）で示されるアドレスにス

トアされ、R0の最下位バイトが R1で示されるアドレスにストアされます。 

エンディアンをリトルエンディアンに設定した場合、本 LSIの持つ内蔵メモリへのアクセスはリトルエンディ

アンで行われますが、メモリ空間に割り付けられたレジスタへのアクセスはビッグエンディアンで行われます。

ただし、ロングワードサイズのレジスタをワードまたはバイトでアクセスすることが可能か、ワードサイズのレ

ジスタをバイトでアクセスすることが可能かは、レジスタによって異なります。 

【注】 本 LSIの CPU命令コードは、メモリ上にワードサイズとして格納されている必要があります。リトルエンディアンの

場合は、命令コードはメモリ上にワード境界から下位バイトおよび上位バイトの順に格納してください。 
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31

@(R1+3) @(R1+2) @(R1+1) @(R1+0) @(R1+3) @(R1+2) @(R1+1) @(R1+0) @(R1+3) @(R1+2) @(R1+1) @(R1+0)

[7:0] [15:8] [7:0] [31:24] [23:16] [15:8] [7:0]

[31:24] [23:16] [15:8] [7:0][15:8] [7:0][7:0]

（a）バイトアクセス

例）MOV.B R0, @R1
(R1=4n番地)

（b）ワードアクセス

例）MOV.W R0, @R1
(R1=4n番地)

（c）ロングワードアクセス

例）MOV.L R0, @R1
(R1=4n番地)

レジスタR0
上の位置

メモリ上の位置

23 15 7 0

 

図 2.8 メモリ上のデータ形式（リトルエンディアン） 

【注】 E-DMACおよび IPSECモジュールから外部メモリをアクセスする場合、ビッグエンディアンのみ対応可能であり、リ

トルエンディアンには対応できません。 

それゆえ、E-DMACおよび IPSECから外部メモリをリトルエンディアンでアクセスする場合は、ソフトウェアにより

ビッグエンディアンからリトルエンディアンにデータ変換する必要があります。 

なお、IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

2.5 命令の特長 

2.5.1 命令の実行方法 

（1） 命令長 

命令セットは、16ビット固定長命令で逐次パイプラインで実行されます。逐次パイプラインによりほとんどの

命令が 1サイクルの時間で実行されます。すべてのデータは 32ビットのロングワード単位で処理されます。メモ

リは、8ビットのバイト、16ビットのワード、および 32ビットのロングワード単位にアクセスされます。このと

き、バイトとワードは、符号拡張されて 32ビットのロングワードで処理されます。リテラル定数は、算術演算（MOV、

ADDおよび CMP/EQ命令）では符号が拡張され、論理演算（TST、AND、ORおよび XOR命令）ではゼロ拡張

されて処理されます。 
 

（2） ロードストアアーキテクチャ 

ロードストアアーキテクチャを採用しているため、基本演算はレジスタ間で処理されます。メモリ上のデータ

を扱うときは、転送命令でレジスタにロードしてから演算命令で実行してください。ただし、論理演算の ANDの

ようなビット操作命令は、実際にメモリ上で処理されます。 
 

（3） 遅延分岐 

無条件分岐は、遅延分岐として処理されます。分岐によるパイプラインの乱れを最小にするため遅延分岐命令

の次の命令を先に実行してから分岐します。条件付き分岐命令には、遅延分岐命令と通常分岐命令の 2とおりが

あります。 

BRA TRGET 

ADD R1,R0 ;TRGETへ分岐する前に ADD命令が実行されます 
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（4） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較命令の結果を表すのに使用され、条件分岐が発生するか否かを

決定する真偽状態（TRUEまたは FALSE）として読み出されます。処理速度を向上させるため、Tビットは特定

の命令でのみ変更されます。Tビットの使い方の例を以下に示します。 

ADD #1,R0 ;Tビットは ADD命令では変更されません 

CMP/EQ #0,R0 ;Tビットは R0が 0のとき 1にセットされます 

BT TRGET ;Tビットが 1（R0＝0）のとき TRGETに分岐します 
 

（5） リテラル定数 

バイト長のリテラル定数は、イミディエイトデータとして命令コードの中に直接挿入されます。16ビット固定

長の命令コードなので、ワードまたはロングワードのリテラル定数は命令コードの中に直接挿入されず、メイン

メモリにテーブルの形で格納されます。メモリテーブルは、ディスプレースメント付きの PC相対アドレッシング

を使ったMOV命令でアクセスします。 

MOV.W @（disp,PC）,R0 
 

（6） 絶対アドレス 

ワードおよびロングワードリテラル定数と同じように、絶対アドレスもメインメモリにテーブルの形で格納し

てください。絶対アドレスの値はレジスタに転送され、オペランドのアクセスはインデックス付きレジスタ間接

アドレッシングで指定されます。絶対アドレスは、ワードおよびロングワードのイミディエイトデータと同じよ

うに、命令実行中にレジスタに格納されます。 

（7） 16ビットと 32ビットディスプレースメント 

16ビットおよび 32ビットディスプレースメントでデータを参照するときは、あらかじめディスプレースメント

の値をメモリ上のテーブルに格納してください。絶対アドレスと全く同じようにディスプレースメントの値がレ

ジスタに転送され、オペランドのアクセスはインデックス付きレジスタ間接アドレッシングで指定されます。絶

対アドレスはワードおよびロングワードのイミディエイトデータと同じように、命令実行中にレジスタに格納さ

れます。 
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2.5.2 アドレッシングモード 

アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法を表 2.3に示します。 
 

表 2.3 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn 

ポストインクリ

メントレジスタ

間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実

行後 R n に定数を加算します。定数はオペランド

サイズがバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロング

ワードのとき 4です。 

Rn Rn

1/2/4

＋
Rn＋1/2/4

 

Rn 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

プリデクリメン

トレジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジス

タ Rnの内容です。定数はバイトのとき 1、ワード

のとき 2、ロングワードのとき 4です。 

Rn

Rn－1/2/4

1/2/4

－
Rn－1/2/4

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレース

メント付き 

レジスタ間接 

@（disp:4, Rn） 実効アドレスはレジスタRnに4ビットディスプレ

ースメント dispを加算した内容です。dispはゼロ

拡張後、オペランドサイズによってバイトで 1倍、

ワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp（ゼロ拡張）

×

 

バイト：Rn＋disp 

ワード：Rn＋disp×2 

ロングワード：Rn＋disp×4 
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アドレッシング

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付

きレジスタ間接 

@（R0, Rn） 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容

です。 

＋

Rn

R0

Rn＋R0

 

Rn＋R0 

ディスプレース

メント付き GBR

間接 

@（disp:8, GBR） 実効アドレスはレジスタGBRに 8ビットディスプ

レースメント dispを加算した内容です。dispはゼ

ロ拡張後、オペランドサイズによってバイトで 1

倍、ワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp（ゼロ拡張）

×

 

バイト：GBR＋disp  

ワード：GBR＋disp×2 

ロングワード：GBR＋disp×4 

インデックス付

き GBR間接 

@（R0, GBR） 実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内

容です。 

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0 

ディスプレース

メント付き 

PC相対 

@（disp:8, PC） 実効アドレスはレジスタPCに8ビットディスプレ

ースメント dispを加算した内容です。dispはゼロ

拡張後、オペランドサイズによってワードで 2倍、

ロングワードで 4倍します。さらにロングワード

のときは PCの下位 2ビットをマスクします。 

PC

PC＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC
＋disp×4

H'FFFFFFFC
＋

＆

×

2/4

disp（ゼロ拡張）

*

*ロングワードのとき

 

ワード：PC＋disp×2 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋disp×4 
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アドレッシング

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8 実効アドレスはレジスタPCに8ビットディスプレ

ースメント dispを符号拡張後 2倍し、加算した内

容です。 

PC

×

2

disp（符号拡張） ＋ PC＋disp×2

 

PC＋disp×2 

 disp:12 実効アドレスはレジスタ PCに 12ビットディスプ

レースメント dispを符号拡張後 2倍し、加算した

内容です。 

PC

×

2

disp（符号拡張） ＋ PC＋disp×2

 

PC＋disp×2 

 Rn 実効アドレスはレジスタ PCにRnを加算した内容

です。 

PC

PC＋Rn

Rn

＋

 

PC＋Rn 

イミディエイト #imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイ

ト immはゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイ

ト immは符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼ

ロ拡張後、4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を表記しています。これは、LSIの動作を明確にする

ためです。実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールをご参考ください。 

  ＠（disp:4, Rn） ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8, GBR） ; ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8, PC）  ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp : 8, disp :12 ;PC相対 
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2.5.3 命令形式 

表 2.4に命令形式、ソースオペランド、およびデスティネーションオペランドの意味を示します。命令コード

によりオペランドの意味が異なります。記号は次のとおりです。 

xxxx： 命令コード 

mmmm： ソースレジスタ 

nnnn： デスティネーションレジスタ 

iiii： イミディエイトデータ 

dddd： ディスプレースメント 
 

表 2.4 命令形式 

命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

0形式 xxxx xxxx xxxx xxxx

15 0

 
― ― NOP  

n形式 
xxxx nnnn xxxx xxxx

15 0

 
― nnnn: レジスタ直接 MOVT Rn 

  コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

nnnn: レジスタ直接 STS MACH,Rn 

  コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

nnnn: プリデクリメントレ

ジスタ間接 

STC.L SR,@-Rn 

m形式 
xxxx mmmm xxxx xxxx

15 0

 
mmmm: レジスタ直接 

 

コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

LDC Rm,SR 

  mmmm: ポストインクリメ

ントレジスタ間接 

コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

LDC.L @Rm+,SR 

  mmmm: レジスタ間接 ― JMP @Rm 

  mmmm: Rmを用いた PC相

対 

― BRAF Rm 

nm形式 
xxxx nnnn mmmm xxxx

15 0

 
mmmm: レジスタ直接 nnnn: レジスタ直接 ADD Rm,Rn 

  mmmm: レジスタ直接 nnnn: レジスタ間接 MOV.L Rm,@Rn 

  mmmm: ポストインクリメ

ントレジスタ間接 

（積和演算） 

nnnn: *ポストインクリメン

トレジスタ間接 

（積和演算） 

MACH,MACL MAC.W @Rm+, 

@Rn+ 

  mmmm: ポストインクリメ

ントレジスタ間接 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L @Rm+,Rn 
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命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

nm形式 
xxxx nnnn mmmm xxxx

15 0

 
mmmm: レジスタ 

直接 

nnnn: プリデクリメント

レジスタ間接 

MOV.L Rm,@-Rn 

  mmmm: レジスタ 

直接 

nnnn: インデックス 

付きレジスタ間接 

MOV.L Rm,@（R0,Rn） 

md形式 
xxxx xxxx mmmm dddd

15 0

 
mmmmdddd:  

ディスプレースメン

ト付きレジスタ間接 

R0（レジスタ直接） MOV.B @（disp,Rm）,R0 

nd4形式 
xxxx xxxx nnnn dddd

15 0

 
R0（レジスタ直接） nnnndddd:  

ディスプレースメント付き

レジスタ間接 

MOV.B R0,@（disp,Rn） 

nmd形式 
xxxx nnnn mmmm dddd

15 0

 
mmmm: レジスタ 

直接 

nnnndddd:  

ディスプレースメント付き

レジスタ間接 

MOV.L Rm,@（disp,Rn） 

  mmmmdddd:  

ディスプレースメン

ト付きレジスタ間接 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L @（disp,Rm）,Rn 

d形式 
xxxx xxxx dddd dddd

15 0

 
dddddddd:  

ディスプレースメン

ト付き GBR間接 

R0（レジスタ直接） MOV.L @（disp,GBR）,R0 

  R0（レジスタ直接） dddddddd:  

ディスプレースメント付き

GBR間接 

MOV.L R0,@（disp,GBR） 

  dddddddd: 

ディスプレースメン

ト付き PC相対 

R0（レジスタ直接） MOVA @（disp,PC）,R0 

  dddddddd: PC相対 ― BF label 

d12形式 
xxxx dddd dddd dddd

15 0

 
dddddddddddd:  

PC相対 

― BRA label 

 （label=disp+PC） 

nd8形式 
xxxx nnnn dddd dddd

15 0

 
dddddddd:  

ディスプレースメン

ト付き PC相対 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L @（disp,PC）,Rn 

i形式 
xxxx xxxx i i i i i i i i

15 0

 
iiiiiiii: イミディエイト インデックス付き 

GBR間接 

AND.B #imm,@（R0,GBR） 

  iiiiiiii: イミディエイト R0（レジスタ直接） AND #imm,R0 

  iiiiiiii: イミディエイト ― TRAPA #imm 

ni形式 xxxx nnnn i i i i i i i i

15 0

 
iiiiiiii: イミディエイト nnnn: レジスタ直接 ADD #imm,Rn 

【注】 * 積和命令では、nnnnはソースレジスタです。 
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2.6 命令セット 

2.6.1 機能別命令セット 

機能別の命令を表 2.5に示します。 
 

表 2.5 機能別命令 

機  能 命令の種類 オペコード 詳細機能 命令数 

データ転送命令 5 MOV データ転送 39 

  MOVA 実効アドレスの転送  

  MOVT Tビットの転送  

  SWAP 上位と下位の交換  

  XTRCT 連結レジスタの中央切り出し  

算術演算命令 21 ADD 2進加算 33 

  ADDC キャリ付き 2進加算  

  ADDV オーバフロー付き 2進加算  

  CMP/cond 比較  

  DIV1 除算  

  DIV0S 符号付き除算の初期化  

  DIV0U 符号なし除算の初期化  

  DMULS 符号付き倍精度乗算  

  DMULU 符号なし倍精度乗算  

  DT デクリメントとテスト  

  EXTS 符号拡張  

  EXTU ゼロ拡張  

  MAC 積和演算、倍精度積和演算  

  MUL 倍精度乗算（32×32ビット）  

  MULS 符号付き乗算（16×16ビット）  

  MULU 符号なし乗算（16×16ビット）  

  NEG 符号反転  

  NEGC ボロー付き符号反転  

  SUB 2進減算  

  SUBC ボロー付き 2進減算  

  SUBV アンダフロー付き 2進減算  

論理演算命令 6 AND 論理積演算 14 

  NOT ビット反転  

  OR 論理和演算  

  TAS メモリテストとビットセット  

  TST 論理積演算の Tビットセット  

  XOR 排他的論理和演算  
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機  能 命令の種類 オペコード 詳細機能 命令数 

シフト命令 12 ROTCL Tビット付き 1ビット左回転 16 

  ROTCR Tビット付き 1ビット右回転  

  ROTL 1ビット左回転  

  ROTR 1ビット右回転  

  SHAD ダイナミック算術シフト  

  SHAL 1ビット左算術シフト  

  SHAR 1ビット右算術シフト  

  SHLD ダイナミック論理シフト  

  SHLL 1ビット左論理シフト  

  SHLLn nビット左論理シフト  

  SHLR 1ビット右論理シフト  

  SHLRn nビット右論理シフト  

分岐命令 9 BF 条件分岐、遅延付き条件分岐（T＝0で分岐） 11 

  BT 条件分岐、遅延付き条件分岐（T＝1で分岐）  

  BRA 無条件分岐  

  BRAF 無条件分岐  

  BSR サブルーチンプロシージャへの分岐  

  BSRF サブルーチンプロシージャへの分岐  

  JMP 無条件分岐  

  JSR サブルーチンプロシージャへの分岐  

  RTS サブルーチンプロシージャからの復帰  

システム制御命令 15 CLRMAC MACレジスタのクリア 75 

  CLRS Sビットのクリア  

  CLRT Tビットのクリア  

  LDC コントロールレジスタへのロード  

  LDS システムレジスタへのロード  

  LDTLB TLBへのロード  

  NOP 無操作  

  PREF データキャッシュへのプリフェッチ  

  RTE 例外処理からの復帰  

  SETS Sビットのセット  

  SETT Tビットのセット  

  SLEEP 低消費電力モードへの遷移  

  STC コントロールレジスタからのストア  

  STS システムレジスタからのストア  

  TRAPA トラップ例外処理  

 計 68   188 
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CPU命令の命令コード、動作、および実行ステートを、以下の形式で分類別に説明します。 
 

命令 命令コード 動作の概略 特権 実行 

ステート 

Tビット 

ニーモニックで表示していま

す。 

 

記号の説明 

OP.Sz SRC,DEST 

OP: オペコード 

Sz: サイズ 

SRC: ソース 

DEST: デスティネーション 

Rm: ソースレジスタ 

Rn: デスティネーションレジス

タ 

imm: イミディエイトデータ 

disp: ディスプレースメント 

MSB←→LSBの順で表示

しています。 

 

記号の説明 

mmmm: ソースレジスタ 

nnnn: デスティネーショ

ンレジスタ 

0000: R0 

0001: R1 

   ……… 

1111: R15 

iiii: イミディエイトデータ 

dddd: ディスプレースメ

ント*2 

動作の概略を表示しています。

 

記号の説明 

→,←: 転送方向 

（xx）: メモリオペランド 

M/Q/T: SR内のフラグビット 

&: ビットごとの論理積 

｜: ビットごとの論理和 

^: ビットごとの排他的論理和

～: ビットごとの論理否定 

<<n: 左 nビットシフト 

 >>n: 右 nビットシフト 

特権命令を示

しています。 

ノーウェイト

のときの値で

す。*1 

命令実行後

の、Tビット

の値を表示

しています。 

 

記号の説明 

―:変化しな

い 

【注】 *1 命令の実行ステートについて 

  表に示した実行ステートは、最少値です。実際は、下記の条件により、命令実行ステート数が増加します。 

  （1）命令フェッチとデータアクセスの競合が起こる場合 

  （2）ロード命令（メモリ→レジスタ）のデスティネーションレジスタと、その直後の命令が使うレジスタとが 

   同一の場合  
 *2 命令のオペランドサイズなどに応じてスケーリング（×1、×2、×4）されます。 
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表 2.6 データ転送命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

MOV #imm,Rn 1110nnnniiiiiiii imm→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.W @（disp,PC）,Rn 1001nnnndddddddd （disp×2+PC）→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.L @（disp,PC）,Rn 1101nnnndddddddd （disp×4+PC）→Rn ― 1 ― 

MOV Rm,Rn 0110nnnnmmmm0011 Rm→Rn ― 1 ― 

MOV.B Rm,@Rn 0010nnnnmmmm0000 Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.W Rm,@Rn 0010nnnnmmmm0001 Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.L Rm,@Rn 0010nnnnmmmm0010 Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.B @Rm,Rn 0110nnnnmmmm0000 （Rm）→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.W @Rm,Rn 0110nnnnmmmm0001 （Rm）→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.L @Rm,Rn 0110nnnnmmmm0010 （Rm）→Rn ― 1 ― 

MOV.B Rm,@-Rn 0010nnnnmmmm0100 Rn-1→Rn, Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.W Rm,@-Rn 0010nnnnmmmm0101 Rn-2→Rn, Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.L Rm,@-Rn 0010nnnnmmmm0110 Rn-4→Rn, Rm→（Rn） ― 1 ― 

MOV.B @Rm+,Rn 0110nnnnmmmm0100 （Rm）→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm ― 1 ― 

MOV.W @Rm+,Rn 0110nnnnmmmm0101 （Rm）→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm ― 1 ― 

MOV.L @Rm+,Rn 0110nnnnmmmm0110 （Rm）→Rn, Rm+4→Rm ― 1 ― 

MOV.B R0,@（disp,Rn） 10000000nnnndddd R0→（disp+Rn）    ― 1 ― 

MOV.W R0,@（disp,Rn） 10000001nnnndddd R0→（disp×2+Rn）     ― 1 ― 

MOV.L Rm,@（disp,Rn） 0001nnnnmmmmdddd Rm→（disp×4+Rn）   ― 1 ― 

MOV.B @（disp,Rm）,R0 10000100mmmmdddd （disp+Rm）→符号拡張→R0 ― 1 ― 

MOV.W @（disp,Rm）,R0 10000101mmmmdddd （disp×2+Rm）→符号拡張→R0 ― 1 ― 

MOV.L @（disp,Rm）,Rn 0101nnnnmmmmdddd （disp×4+Rm）→Rn ― 1 ― 

MOV.B Rm,@（R0,Rn） 0000nnnnmmmm0100 Rm→（R0+Rn） ― 1 ― 

MOV.W Rm,@（R0,Rn） 0000nnnnmmmm0101 Rm→（R0+Rn） ― 1 ― 

MOV.L Rm,@（R0,Rn） 0000nnnnmmmm0110 Rm→（R0+Rn） ― 1 ― 

MOV.B @（R0,Rm）,Rn 0000nnnnmmmm1100 （R0+Rm）→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.W @（R0,Rm）,Rn 0000nnnnmmmm1101 （R0+Rm）→符号拡張→Rn ― 1 ― 

MOV.L @（R0,Rm）,Rn 0000nnnnmmmm1110 （R0+Rm）→Rn ― 1 ― 

MOV.B R0,@（disp,GBR） 11000000dddddddd R0→（disp+GBR） ― 1 ― 

MOV.W R0,@（disp,GBR） 11000001dddddddd R0→（disp×2+GBR） ― 1 ― 

MOV.L R0,@（disp,GBR） 11000010dddddddd R0→（disp×4+GBR） ― 1 ― 

MOV.B @（disp,GBR）,R0 11000100dddddddd （disp+GBR）→符号拡張→R0 ― 1 ― 

MOV.W @（disp,GBR）,R0 11000101dddddddd （disp×2+GBR）→符号拡張→R0 ― 1 ― 

MOV.L @（disp,GBR）,R0 11000110dddddddd （disp×4+GBR）→R0 ― 1 ― 

MOVA @（disp,PC）,R0 11000111dddddddd disp×4+PC→R0 ― 1 ― 
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命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

MOVT Rn 0000nnnn00101001 T→Rn ― 1 ― 

SWAP.B Rm,Rn 0110nnnnmmmm1000 Rm→下位 2バイトの上下バイト交換→Rn ― 1 ― 

SWAP.W Rm,Rn 0110nnnnmmmm1001 Rm→上下ワード交換→Rn ― 1 ― 

XTRCT Rm,Rn 0010nnnnmmmm1101 Rmと Rnの中央 32ビット→Rn ― 1 ― 

 

表 2.7 算術演算命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

ADD Rm,Rn 0011nnnnmmmm1100 Rn+Rm→Rn ― 1 ― 

ADD #imm,Rn 0111nnnniiiiiiii Rn+imm→Rn ― 1 ― 

ADDC Rm,Rn 0011nnnnmmmm1110 Rn+Rm+T→Rn, キャリ→T ― 1 キャリ 

ADDV Rm,Rn 0011nnnnmmmm1111 Rn+Rm→Rn, オーバフロー→T ― 1 オーバフロー 

CMP/EQ #imm,R0 10001000iiiiiiii R0=immのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/EQ Rm,Rn 0011nnnnmmmm0000 Rn=Rmのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/HS Rm,Rn 0011nnnnmmmm0010 無符号で Rn≧Rmのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/GE Rm,Rn 0011nnnnmmmm0011 有符号で Rn≧Rmのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/HI Rm,Rn 0011nnnnmmmm0110 無符号で Rn>Rmのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/GT Rm,Rn 0011nnnnmmmm0111 有符号で Rn>Rmのとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/PL Rn 0100nnnn00010101 Rn>0のとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/PZ Rn 0100nnnn00010001 Rn≧0のとき 1→T ― 1 比較結果 

CMP/STR Rm,Rn 0010nnnnmmmm1100 いずれかのバイトが等しいとき 1→T ― 1 比較結果 

DIV1 Rm,Rn 0011nnnnmmmm0100 1ステップ除算 （Rn÷Rm） ― 1 計算結果 

DIV0S Rm,Rn 0010nnnnmmmm0111 Rnの MSB→Q, Rmの MSB→M, M^Q→T ― 1 計算結果 

DIV0U  0000000000011001 0→M/Q/T ― 1 0 

DMULS.L Rm,Rn 0011nnnnmmmm1101 符号付きで Rn×Rm→MACH, MACL 

32×32→64ビット 

― 2（～5）* ― 

DMULU.L Rm,Rn 0011nnnnmmmm0101 符号なしで Rn×Rm→MACH, MACL 

32×32→64ビット 

― 2（～5）* ― 

DT Rn 0100nnnn00010000 Rn-1→Rn, Rnが 0のとき 1→T Rnが 

0以外のとき 0→T 

― 1 比較結果 

EXTS.B Rm,Rn 0110nnnnmmmm1110 Rmをバイトから符号拡張→Rn ― 1 ― 

EXTS.W Rm,Rn 0110nnnnmmmm1111 Rmをワードから符号拡張→Rn ― 1 ― 

EXTU.B Rm,Rn 0110nnnnmmmm1100 Rmをバイトからゼロ拡張→Rn ― 1 ― 

EXTU.W Rm,Rn 0110nnnnmmmm1101 Rmをワードからゼロ拡張→Rn ― 1 ― 

MAC.L @Rm+, @Rn+ 0000nnnnmmmm1111 符号付きで （Rn）×（Rm）+MAC→MAC, 

Rn+4→Rn, Rm+4→Rm32×32+64→ 

64ビット 

― 2（～5）* ― 
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命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

MAC.W @Rm+, @Rn+ 0100nnnnmmmm1111 符号付きで （Rn）×（Rm）+MAC→MAC, 

Rn+2→Rn, Rm+2→Rm16×16+64→ 

64ビット 

― 2（～5）* ― 

MUL.L Rm,Rn 0000nnnnmmmm0111 Rn×Rm→MACL32×32→32ビット ― 2（～5）* ― 

MULS.W Rm,Rn 0010nnnnmmmm1111 符号付きで Rn×Rm→MACL16×16→ 

32ビット 

― 1（～3）* ― 

MULU.W Rm,Rn 0010nnnnmmmm1110 符号なしで Rn×Rm→MACL16×16→ 

32ビット 

― 1（～3）* ― 

NEG Rm,Rn 0110nnnnmmmm1011 0-Rm→Rn ― 1 ― 

NEGC Rm,Rn 0110nnnnmmmm1010 0-Rm-T→Rn, ボロー→T ― 1 ボロー 

SUB Rm,Rn 0011nnnnmmmm1000 Rn-Rm→Rn ― 1 ― 

SUBC Rm,Rn  0011nnnnmmmm1010 Rn-Rm-T→Rn, ボロー→T ― 1 ボロー 

SUBV Rm,Rn 0011nnnnmmmm1011 Rn-Rm→Rn, アンダフロー→T ― 1 アンダフロー 

【注】 * 命令の直後にMACH/MACLレジスタから演算結果を読み出すときは、（ ）内に示されたステート数が必要です。 

 

表 2.8 論理演算命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

AND Rm,Rn 0010nnnnmmmm1001 Rn & Rm → Rn ― 1 ― 

AND #imm,R0 11001001iiiiiiii R0 & imm → R0 ― 1 ― 

AND.B #imm,@（R0,GBR） 11001101iiiiiiii （R0+GBR） & imm → （R0+GBR） ― 3 ― 

NOT Rm,Rn 0110nnnnmmmm0111 ～Rm → Rn ― 1 ― 

OR Rm,Rn 0010nnnnmmmm1011 Rn｜Rm → Rn ― 1 ― 

OR #imm,R0 11001011iiiiiiii R0｜imm → R0 ― 1 ― 

OR.B #imm,@（R0,GBR） 11001111iiiiiiii （R0+GBR）｜imm → （R0+GBR） ― 3 ― 

TAS.B @Rn 0100nnnn00011011 （Rn）が 0のとき1→T, 1→MSB of （Rn） ― 4 テスト結果 

TST Rm,Rn 0010nnnnmmmm1000 Rn & Rm, 結果が 0のとき 1→T ― 1 テスト結果 

TST #imm,R0  11001000iiiiiiii R0 & imm, 結果が 0のとき 1→T ― 1 テスト結果 

TST.B #imm,@（R0,GBR） 11001100iiiiiiii （R0+GBR）&imm, 結果が 0のとき 1→T ― 3 テスト結果 

XOR Rm,Rn 0010nnnnmmmm1010 Rn ^ Rm → Rn ― 1 ― 

XOR #imm,R0  11001010iiiiiiii R0 ^ imm → R0 ― 1 ― 

XOR.B #imm,@（R0,GBR） 11001110iiiiiiii （R0+GBR） ^ imm → （R0+GBR） ― 3 ― 
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表 2.9 シフト命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

ROTL Rn 0100nnnn00000100 T←Rn←MSB ― 1 MSB 

ROTR Rn 0100nnnn00000101 LSB→Rn→T ― 1 LSB 

ROTCL Rn 0100nnnn00100100 T←Rn←T ― 1 MSB 

ROTCR Rn 0100nnnn00100101 T→Rn→T ― 1 LSB 

SHAD Rm, Rn 0100nnnnmmmm1100 Rm≧0のとき、Rn<<Rm→Rn 

Rm<0のとき､Rn>>Rm→［MSB→Rn］ 

― 1 ― 

SHAL Rn 0100nnnn00100000 T←Rn←0  ― 1 MSB 

SHAR Rn 0100nnnn00100001 MSB→Rn→T ― 1 LSB 

SHLD Rm, Rn 0100nnnnmmmm1101 Rm≧0のとき、Rn<<Rm→Rn 

Rm<0のとき､Rn>>Rm→［0→Rn］ 

― 1 ― 

SHLL Rn 0100nnnn00000000 T←Rn←0 ― 1 MSB 

SHLR Rn 0100nnnn00000001 0→Rn→T ― 1 LSB 

SHLL2 Rn 0100nnnn00001000 Rn<<2 → Rn ― 1 ― 

SHLR2 Rn 0100nnnn00001001 Rn>>2 → Rn ― 1 ― 

SHLL8 Rn 0100nnnn00011000 Rn<<8 → Rn ― 1 ― 

SHLR8 Rn 0100nnnn00011001 Rn>>8 → Rn ― 1 ― 

SHLL16 Rn 0100nnnn00101000 Rn<<16 → Rn ― 1 ― 

SHLR16 Rn 0100nnnn00101001 Rn>>16 → Rn  ― 1 ― 

 
表 2.10 分岐命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

BF disp 10001011dddddddd T=0のとき disp×2+PCへ分岐 

T=1のとき nop 

― 3/1* ― 

BF/S disp 10001111dddddddd 遅延分岐、T=0のとき disp×2+PCへ分岐 

T=1のとき nop 

― 2/1* ― 

BT disp 10001001dddddddd T=1のとき disp×2+PCへ分岐 

T=0のとき nop 

― 3/1* ― 

BT/S disp 10001101dddddddd 遅延分岐、T=1のとき disp×2+PCへ分岐 

T=0のとき nop 

― 2/1* ― 

BRA disp 1010dddddddddddd 遅延分岐、disp×2+PCへ分岐 ― 2 ― 

BRAF Rm 0000mmmm00100011 遅延分岐、Rm+PCへ分岐 ― 2 ― 

BSR disp 1011dddddddddddd 遅延分岐、遅延スロット命令の次命令のアド

レス→PR, disp×2+PCへ分岐 

― 2 ― 

BSRF Rm 0000mmmm00000011 遅延分岐、遅延スロット命令の次命令のアド

レス→PR, Rm+PCへ分岐 

― 2 ― 
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命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

JMP @Rm 0100mmmm00101011 遅延分岐、Rmへ分岐 ― 2 ― 

JSR @Rm 0100mmmm00001011 遅延分岐、遅延スロット命令の次命令のアド

レス→PR, Rmへ分岐 

― 2 ― 

RTS  0000000000001011 遅延分岐、PRへ分岐 ― 2 ― 

【注】 * 分岐しないときは、1ステートになります。 

 

表 2.11 システム制御命令 

命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

CLRMAC  0000000000101000 0→MACH,MACL ― 1 ― 

CLRS  0000000001001000 0→S ― 1 ― 

CLRT  0000000000001000 0→T ― 1 0 

LDC Rm,SR 0100mmmm00001110 Rm→SR 特権 6 LSB 

LDC Rm,GBR 0100mmmm00011110 Rm→GBR ― 4 ― 

LDC Rm,VBR 0100mmmm00101110 Rm→VBR 特権 4 ― 

LDC Rm,SSR 0100mmmm00111110 Rm→SSR 特権 4 ― 

LDC Rm,SPC 0100mmmm01001110 Rm→SPC 特権 4 ― 

LDC Rm,R0_BANK 0100mmmm10001110 Rm→R0_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R1_BANK 0100mmmm10011110 Rm→R1_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R2_BANK 0100mmmm10101110 Rm→R2_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R3_BANK 0100mmmm10111110 Rm→R3_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R4_BANK 0100mmmm11001110 Rm→R4_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R5_BANK 0100mmmm11011110 Rm→R5_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R6_BANK 0100mmmm11101110 Rm→R6_BANK 特権 4 ― 

LDC Rm,R7_BANK 0100mmmm11111110 Rm→R7_BANK 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,SR 0100mmmm00000111 （Rm）→SR, Rm+4→Rm 特権 8 LSB 

LDC.L @Rm+,GBR 0100mmmm00010111 （Rm）→GBR, Rm+4→Rm ― 4 ― 

LDC.L @Rm+,VBR 0100mmmm00100111 （Rm）→VBR, Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,SSR 0100mmmm00110111 （Rm）→SSR,Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,SPC 0100mmmm01000111 （Rm）→SPC,Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R0_BANK 0100mmmm10000111 （Rm）→R0_BANK,Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R1_BANK 0100mmmm10010111 （Rm）→R1_BANK,Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R2_BANK 0100mmmm10100111 （Rm）→R2_BANK,Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R3_BANK 0100mmmm10110111 （Rm）→R3_BANK, Rm+4→Rm 特権 4 ― 
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命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

LDC.L @Rm+,R4_BANK 0100mmmm11000111 （Rm）→R4_BANK, Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R5_BANK 0100mmmm11010111 （Rm）→R5_BANK, Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R6_BANK 0100mmmm11100111 （Rm）→R6_BANK, Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDC.L @Rm+,R7_BANK 0100mmmm11110111 （Rm）→R7_BANK, Rm+4→Rm 特権 4 ― 

LDS Rm,MACH 0100mmmm00001010 Rm→MACH ― 1 ― 

LDS Rm,MACL 0100mmmm00011010 Rm→MACL ― 1 ― 

LDS Rm,PR 0100mmmm00101010 Rm→PR ― 1 ― 

LDS.L @Rm+,MACH 0100mmmm00000110 （Rm）→MACH, Rm+4→Rm ― 1 ― 

LDS.L @Rm+,MACL 0100mmmm00010110 （Rm）→MACL, Rm+4→Rm ― 1 ― 

LDS.L @Rm+,PR 0100mmmm00100110 （Rm）→PR, Rm+4→Rm ― 1 ― 

LDTLB  0000000000111000 PTEH/PTEL→TLB 特権 1 ― 

NOP  0000000000001001 無操作 ― 1 ― 

PREF @Rm 0000mmmm10000011 （Rm）→キャッシュ ― 1 ― 

RTE  0000000000101011 遅延分岐、SSR→SR、SPCへ分岐 特権 5 ― 

SETS  0000000001011000 1→S ― 1 ― 

SETT  0000000000011000 1→T ― 1 1 

SLEEP  0000000000011011 スリープ 特権 4*1 ― 

STC SR,Rn 0000nnnn00000010 SR→Rn 特権 1 ― 

STC GBR,Rn 0000nnnn00010010 GBR→Rn ― 1 ― 

STC VBR,Rn 0000nnnn00100010 VBR→Rn 特権 1 ― 

STC SSR, Rn 0000nnnn00110010 SSR→Rn 特権 1 ― 

STC SPC,Rn 0000nnnn01000010 SPC→Rn 特権 1 ― 

STC R0_BANK,Rn 0000nnnn10000010 R0_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R1_BANK,Rn 0000nnnn10010010 R1_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R2_BANK,Rn 0000nnnn10100010 R2_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R3_BANK,Rn 0000nnnn10110010 R3_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R4_BANK,Rn 0000nnnn11000010 R4_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R5_BANK,Rn 0000nnnn11010010 R5_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R6_BANK,Rn 0000nnnn11100010 R6_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC R7_BANK,Rn 0000nnnn11110010 R7_BANK→Rn 特権 1 ― 

STC.L SR,@-Rn 0100nnnn00000011 Rn-4→Rn, SR→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L GBR,@-Rn 0100nnnn00010011 Rn-4→Rn, GBR→（Rn） ― 1 ― 

STC.L VBR,@-Rn 0100nnnn00100011 Rn-4→Rn, VBR→（Rn） 特権 1 ― 
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命令 命令コード 動作 特権 実行 

ステート 

Tビット 

STC.L SSR,@-Rn 0100nnnn00110011 Rn-4→Rn, SSR→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L SPC,@-Rn 0100nnnn01000011 Rn-4→Rn, SPC→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R0_BANK,@-Rn 0100nnnn10000011 Rn-4→Rn, R0_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R1_BANK,@-Rn 0100nnnn10010011 Rn-4→Rn, R1_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R2_BANK,@-Rn 0100nnnn10100011 Rn-4→Rn, R2_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R3_BANK,@-Rn 0100nnnn10110011 Rn-4→Rn, R3_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R4_BANK,@-Rn 0100nnnn11000011 Rn-4→Rn, R4_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R5_BANK,@-Rn 0100nnnn11010011 Rn-4→Rn, R5_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R6_BANK,@-Rn 0100nnnn11100011 Rn-4→Rn, R6_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STC.L R7_BANK,@-Rn 0100nnnn11110011 Rn-4→Rn, R7_BANK→（Rn） 特権 1 ― 

STS MACH,Rn 0000nnnn00001010 MACH→Rn ― 1 ― 

STS MACL,Rn 0000nnnn00011010 MACL→Rn ― 1 ― 

STS PR,Rn 0000nnnn00101010 PR→Rn  ― 1 ― 

STS.L MACH,@-Rn 0100nnnn00000010 Rn-4→Rn, MACH→（Rn） ― 1 ― 

STS.L MACL,@-Rn 0100nnnn00010010 Rn-4→Rn, MACL→（Rn） ― 1 ― 

STS.L PR,@-Rn 0100nnnn00100010 Rn-4→Rn, PR→（Rn） ― 1 ― 

TRAPA #imm 11000011iiiiiiii 無条件トラップ例外発生*2 ― 8 ― 

【注】 *1 スリープ状態に遷移するまでの最少ステート数です。  

 *2 「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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2.6.2 オペレーションコードマップ 

オペレーションコードマップを表 2.12に示します。 
 

表 2.12 オペレーションコードマップ 

命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

0000 Rn Fx 0000     

0000 Rn Fx 0001     

0000 Rn 00MD 0010 STC SR, Rn STC GBR, Rn STC VBR, Rn STC SSR, Rn 

0000 Rn 01MD 0010 STC SPC, Rn    

0000 Rn 10MD 0010 STC R0_BANK, Rn STC R1_BANK, Rn STC R2_BANK, Rn STC R3_BANK, Rn 

0000 Rn 11MD 0010 STC R4_BANK, Rn STC R5_BANK, Rn STC R6_BANK, Rn STC R7_BANK, Rn 

0000 Rm 00MD 0011 BSRF Rm  BRAF Rm  

0000 Rm 10MD 0011 PREF @Rm    

0000 Rn Rm 01MD MOV.B Rm, @（R0, Rn） MOV.W Rm, @（R0, Rn） MOV.L Rm,@（R0, Rn） MUL.L Rm, Rn 

0000 0000 00MD 1000 CLRT SETT CLRMAC LDTLB 

0000 0000 01MD 1000 CLRS SETS   

0000 0000 Fx 1001 NOP DIV0U   

0000 0000 Fx 1010     

0000 0000 Fx 1011 RTS SLEEP RTE  

0000 Rn Fx 1000     

0000 Rn Fx 1001   MOVT Rn  

0000 Rn Fx 1010 STS MACH, Rn STS MACL, Rn STS PR, Rn  

0000 Rn Fx 1011     

0000 Rn Rm 11MD MOV. B @（R0, Rm）, Rn MOV.W @（R0, Rm）, Rn MOV.L @（R0, Rm）, Rn MAC.L @Rm＋,@Rn＋ 

0001 Rn Rm disp MOV.L Rm, @（disp:4, Rn） 

0010 Rn Rm 00MD MOV.B Rm, @Rn MOV.W Rm, @Rn MOV.L Rm, @Rn  

0010 Rn Rm 01MD MOV.B Rm, @―Rn MOV.W Rm, @―Rn MOV.L Rm, @―Rn DIV0S Rm, Rn 

0010 Rn Rm 10MD TST Rm, Rn AND Rm, Rn XOR Rm, Rn OR Rm, Rn 

0010 Rn Rm 11MD CMP/STR Rm, Rn XTRCT Rm, Rn MULU.W Rm, Rn MULS.W Rm, Rn 

0011 Rn Rm 00MD CMP/EQ Rm, Rn  CMP/HS Rm, Rn CMP/GE Rm, Rn 

0011 Rn Rm 01MD DIV1 Rm, Rn DMULU.L Rm,Rn CMP/HI Rm, Rn CMP/GT Rm, Rn 

0011 Rn Rm 10MD SUB Rm, Rn  SUBC Rm, Rn SUBV Rm, Rn 

0011 Rn Rm 11MD ADD Rm, Rn DMULS.L Rm,Rn ADDC Rm, Rn ADDV Rm, Rn 

0100 Rn Fx 0000 SHLL Rn DT Rn SHAL Rn  

0100 Rn Fx 0001 SHLR Rn CMP/PZ Rn SHAR Rn  

0100 Rn Fx 0010 STS.L MACH, @―Rn STS.L MACL, @―Rn STS.L PR, @―Rn  
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命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

0100 Rn 00MD 0011 STC.L SR, @―Rn STC.L GBR, @―Rn STC.L VBR, @―Rn STC.L SSR, @―Rn 

0100 Rn 01MD 0011 STC.L SPC, @―Rn    

0100 Rn 10MD 0011 STC.L 

R0_BANK, @―Rn 

STC.L  

R1_BANK, @―Rn 

STC.L  

R2_BANK, @―Rn 

STC.L  

R3_BANK, @―Rn 

0100 Rn 11MD 0011 STC.L  

R4_BANK, @―Rn 

STC.L 

R5_BANK, @―Rn 

STC.L 

R6_BANK, @―Rn 

STC.L 

R7_BANK, @―Rn 

0100 Rn Fx 0100 ROTL Rn  ROTCL Rn  

0100 Rn Fx 0101 ROTR Rn CMP/PL Rn ROTCR Rn  

0100 Rm Fx 0110 LDS.L 

@Rm＋, MACH 

LDS.L @Rm＋, MACL LDS.L @Rm＋, PR  

0100 Rm 00MD 0111 LDC.L @Rm＋, SR LDC.L @Rm＋, GBR LDC.L @Rm＋, VBR LDC.L @Rm＋, SSR 

0100 Rm 01MD 0111 LDC.L @Rm＋, SPC    

0100 Rm 10MD 0111 LDC.L 

@Rm＋, R0_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R1_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R2_BANK 

LDC.L  

@Rm＋, R3_BANK 

0100 Rm 11MD 0111 LDC.L 

@Rm＋, R4_BANK 

LDC.L  

@Rm＋, R5_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R6_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R7_BANK 

0100 Rn Fx 1000 SHLL2 Rn SHLL8 Rn SHLL16 Rn  

0100 Rn Fx 1001 SHLR2 Rn SHLR8 Rn SHLR16 Rn  

0100 Rm Fx 1010 LDS Rm, MACH LDS Rm, MACL LDS Rm, PR  

0100 Rm/

Rn 

Fx 1011 JSR @Rm TAS.B @Rn JMP @Rm  

0100 Rn Rm 1100 SHAD Rm, Rn 

0100 Rn Rm 1101 SHLD Rm, Rn 

0100 Rm 00MD 1110 LDC Rm, SR LDC Rm, GBR LDC Rm, VBR LDC Rm, SSR 

0100 Rm 01MD 1110 LDC Rm, SPC    

0100 Rm 10MD 1110 LDC Rm, R0_BANK LDC Rm, R1_BANK LDC Rm, R2_BANK LDC Rm, R3_BANK 

0100 Rm 11MD 1110 LDC Rm, R4_BANK LDC Rm, R5_BANK LDC Rm, R6_BANK LDC Rm, R7_BANK 

0100 Rn Rm 1111 MAC.W ＠Rm＋, ＠Rn＋ 

0101 Rn Rm disp MOV.L ＠（disp:4, Rm）, Rn 

0110 Rn Rm 00MD MOV.B @Rm, Rn MOV.W @Rm, Rn MOV.L @Rm, Rn MOV Rm, Rn 

0110 Rn Rm 01MD MOV.B @Rm＋, Rn MOV.W @Rm＋, Rn MOV.L @Rm＋, Rn NOT Rm, Rn 

0110 Rn Rm 10MD SWAP.B Rm, Rn SWAP.W Rm, Rn NEGC Rm, Rn NEG Rm, Rn 

0110 Rn Rm 11MD EXTU.B Rm, Rn EXTU.W Rm, Rn EXTS.B Rm, Rn EXTS.W Rm, Rn 

0111 Rn imm ADD # imm : 8, Rn 
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命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

1000 00MD Rn disp MOV. B 

R0, @（disp: 4, Rn） 

MOV. W 

R0, @（disp: 4, Rn）  

  

1000 01MD Rm disp MOV.B 

@（disp:4, Rm）, R0 

MOV.W 

@（disp: 4, Rm）, R0 

  

1000 10MD imm/disp CMP/EQ #imm:8, R0 BT disp: 8  BF disp: 8 

1000 11MD imm/disp  BT/S disp: 8  BF/S disp: 8 

1001 Rn disp MOV.W ＠ （disp : 8, PC）, Rn 

1010 disp BRA disp: 12 

1011 disp BSR disp: 12 

1100 00MD imm/disp MOV.B 

R0, @（disp: 8, GBR） 

MOV.W 

R0, @（disp: 8, GBR）  

MOV.L 

R0, @（disp: 8, GBR）  

TRAPA #imm: 8 

1100 01MD disp MOV.B 

@（disp: 8, GBR）, R0 

MOV.W 

@（disp: 8, GBR）, R0 

MOV.L 

@（disp: 8, GBR）, R0 

MOVA 

@（disp: 8, PC）, R0 

1100 10MD imm TST #imm: 8, R0 AND #imm: 8, R0 XOR #imm: 8, R0 OR #imm: 8, R0 

1100 11MD imm TST.B 

#imm: 8, @（R0, GBR） 

AND.B 

#imm: 8, @（R0, GBR） 

XOR.B 

#imm: 8, @（R0, GBR） 

OR.B 

#imm: 8, @（R0, GBR） 

1101 Rn disp MOV.L @（disp: 8, PC）, Rn 

1110 Rn imm MOV #imm:8, Rn 

1111 ************  

【注】 詳細は「SH-3、SH-3E、SH3-DSP ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
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3. DSP演算ユニット 

3.1 DSP拡張機能 

本 LSIでは、DSPユニットおよび DSPユニットに直結された X/Yメモリを内蔵しており、それらを制御する拡

張命令セットが提供されています。拡張される命令セットは、次の 4つのグループに分けられます（図 3.1）。 
 

（1） CPUユニット用の拡張システム制御命令 

DSP拡張機能が有効になるとCPUユニット用の拡張システム制御命令として以下の命令が利用できるようにな

ります。 

• リピートループを制御するための命令や、リピートループ制御用のコントロールレジスタに対するアクセス

命令が追加されます。ゼロオーバヘッドリピート制御機構を使用することによりループ構造のプログラムを

効率的に実行することができるようになります。本機能に関しては、「3.3 CPU拡張命令」で詳しく説明し

ます。 

• モジュロアドレッシングを制御する命令、およびコントロールレジスタをアクセスする命令が追加されます。

循環構造を持つデータ構造にアクセスできる機能をモジュロアドレッシングと呼びます。これらの命令につ

いては、「3.4 DSPデータ転送命令」で詳しく説明します。 

• DSPユニットのレジスタに対するアクセス命令が追加されます。DSPユニットの幾つかのレジスタをCPUユ

ニットのシステムレジスタであるかのように操作することが可能になります。これらの命令については、「3.4 

DSPデータ転送命令」で詳しく説明します。 

 

（2） DSPユニットのレジスタと内蔵 X/Yメモリ間のデータ転送命令 

DSPユニットのレジスタと内蔵 X/Yメモリ間のデータ転送命令は、ダブルデータ転送命令とも呼ばれます。こ

のグループの命令のコード長は、CPU命令と同様に 16ビットです。DSPユニットと DSPユニットに直結された

内蔵 X/Yメモリのデータ転送を行います。このグループの命令は、DSPユニット用の演算命令と組み合わせて記

述することが可能です。このグループの命令については、「3.4 DSPデータ転送命令」で詳しく説明します。 
 

（3） DSPユニットのレジスタと全論理アドレス空間の間のデータ転送命令 

DSPユニットのレジスタと全論理アドレス空間の間のデータ転送命令は、シングルデータ転送命令とも呼ばれ

ます。このグループの命令のコード長は、CPU命令同様に 16ビットです。DSPユニットと全論理アドレス空間の

間でデータ転送を行います。このグループの命令については、「3.4 DSPデータ転送命令」で詳しく説明します。 
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（4） DSPユニット用の演算命令 

DSPユニット用の演算命令は、DSPデータ演算命令とも呼ばれます。この命令は、DSPユニットを用いたデジ

タル信号処理演算を高速に実行するために用意されています。この命令のコード長は、32ビットです。DSPデー

タ演算命令のフィールドは、Aフィールドと Bフィールドに分かれています。Aフィールドにはダブルデータ転

送命令の機能を記述することができ、Bフィールドには ALU演算命令、および乗算命令を記述することができま

す。記述されたこれらの命令は並列に実行され、同時に 4つの処理（ALU演算、乗算、および 2つのデータ転送）

を実行することができます。 

このグループの命令については、「3.5 DSPデータ演算命令」で詳しく説明します。 
 

【注】 1. 32ビット命令コードは、16ビットの命令コードが 2個連続したものとして扱われます。このため、32ビット命

令もワード境界から配置することができます。32ビットの命令コードは、メモリ上にワードサイズ単位で、上位

ワード、下位ワードの順番に格納してください。 

 2. リトルエンディアンの場合は、命令コードの上位ワードと下位ワードがそれぞれワード単位でアクセスされるもの

として、メモリ上に格納してください。 

CPUコア命令
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～
� *

 

図 3.1 DSP命令の命令形式 
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3.2 DSPモードのリソース 

3.2.1 処理モード 

CPUの処理モードは、ステータスレジスタ（SR）のモードビット（MD）および DSPビット（DSP）により、

次の表のように拡張されます。 
 

説   明 MD DSP 処理モード 

特権保護されたリソースのアクセスや 

特権命令の実行 

DSP拡張機能 

0 0 ユーザモード 不可 無効 

0 1 ユーザ DSPモード 不可 有効 

1 0 特権モード 可能 無効 

1 1 特権 DSPモード 可能 有効 

 

このように、DSPビットによる DSP拡張機能の制御は、MDビットによる制御と独立に作用します。ただし、

DSPビットは特権モードでのみ値の変更が可能であり、DSPモードの変更を行うには特権モードや特権 DSPモー

ドへの遷移が必要になります。 
 

3.2.2 DSPモードのメモリマップ 

DSPモードのときは、論理アドレス空間の P2領域の一部がユーザ DSPモードでもアクセス可能になります。

ユーザ DSPモードでアクセスするときは、この領域を Uxy領域と呼びます。X/Yメモリは、この領域に配置され、

ユーザ DSPモードでもアクセスが可能です。 
 

表 3.1 論理アドレス空間 

アドレス範囲 名称 保護 説   明 

H'A5000000～H'A5FFFFFF P2/Uxy 特権または

DSP 

16Mバイト物理空間、キャッシング不可、アドレス変換不可 

特権モード、特権DSPモードおよびユーザDSPモードでアクセス可能。 

 

3.2.3 CPUのレジスタセット 

DSPモードでは、CPUユニットのステータスレジスタ（SR）に制御ビットが拡張され、リピートスタートレジ

スタ（RS）、リピートエンドレジスタ（RE）、およびモジュロレジスタ（MOD）の 3つのコントロールレジス

タが拡張されます。 
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31

31

31

31 16 15

0

0

0

30 29 28 27 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 MD RB BL RC[11:0] 0 0 0 DSP DMY DMX M Q I3 I2 I1 I0 RF1 RF0 S T

ME MS

RS

RE

Repeat Start register (RS)

Status Register
(SR)

Repeat End register (RE)

MODulo register (MOD)
 

図 3.2 DSPモードでの CPUレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR）の拡張 

DSPモードでは、以下に示す制御ビットが拡張されます。これらのビットを DSP拡張ビットと呼びます。DSP

拡張ビットは、DSPモードでのみ有効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ― ― ― 拡張前の部分については、「第 2章 CPU」を参照してください。 

27～16 RC11～RC0 すべて 0 R/W リピートカウンタ 

リピートカウンタは、リピート命令で制御されるリピートループの、残り

実行回数を保持しています。このビットは、特権モード、特権 DSPモー

ド、ユーザ DSPモードで更新可能です。リセット状態に遷移することに

より 0に初期化されます。例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 

15～13 ― ― ― 拡張前の部分については、「第 2章 CPU」を参照してください。 

12 DSP 0 R/W DSPビット 

DSP ビットは、DSP 拡張機能の有効および無効を制御します。このビッ

トに 1 を書くことで DSP 拡張機能が有効になります。このビットは特権

モードおよび特権 DSPモードでのみ更新可能で、ユーザ DSPモードでは

更新できません。リセット状態に遷移することにより 0に初期化されます。

例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 

11 

10 

DMY 

DMX 

0 

0 

R/W 

R/W 

モジュロ制御ビット 

モジュロ制御ビットは、X/Yメモリへのアクセス命令でのモジュロアドレ

ッシングの有効・無効を制御します。これらのビットは特権モード、特権

DSPモード、ユーザ DSPモードで更新可能です。リセット状態に遷移す

ることにより 0に初期化されます。例外処理状態に遷移しても値は変化し

ません。 

9～4 ― ― ― 拡張前の部分については、「第 2章 CPU」を参照してください。 

3 

2 

RF1 

RF0 

0 

0 

R/W 

R/W 

リピートフラグビット 

リピートフラグビットは、リピート制御命令によって使用されます。これ

らのビットは、特権モード、特権 DSPモード、およびユーザ DSPモード

で更新可能です。リセット状態に遷移することにより、0に初期化されま

す。例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 

1～0 ― ― ― 拡張前の部分については、「第 2章 CPU」を参照してください。 

【注】 ステータスレジスタに値を代入する場合、0ビット部分には必ず 0を書きこんでください。 
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（2） リピートスタートレジスタ（RS） 

リピートスタートレジスタは、リピート機能で制御されるリピートモジュールの先頭の命令アドレスを示しま

す。リピートスタートレジスタは、DSPモードでアクセスできます。リセット状態に遷移したときの初期値は、

不定です。例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 
 

（3） リピートエンドレジスタ（RE） 

リピートエンドレジスタには、リピートモジュールの最終命令の実行を検出するためのアドレスが格納されま

す。リピートエンドレジスタは、DSPモードでのみアクセスできます。リセット状態に遷移することにより、0

に初期化されます。例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 
 

（4） モジュロレジスタ（MOD） 

上位 16ビットにモジュロアドレッシングの終了アドレスを、下位 16ビットにモジュロアドレッシングの開始

アドレスを格納します。MODレジスタの上位 16ビットをMEレジスタ、下位 16ビットをMSレジスタと表現す

る場合もあります。モジュロレジスタは、DSPモードでのみアクセスできます。リセット状態に遷移したときの

初期値は、不定です。例外処理状態に遷移しても値は変化しません。 
 

これらのレジスタは、コントロールレジスタへのロード（LDC）およびストア（STC）命令でアクセスできま

す。RS、RE、およびMODに対する LDCと STC命令は、特権 DSPモードとユーザ DSPモードで使用可能にな

ります。 

SRに対する LDCと STC命令は、本来、MDビットが 1の場合にのみ使用可能な命令ですが、ユーザ DSPモー

ドにおいても使用可能になります。ただし、値を書き替えられる制御ビットは、RC11～RC0、RF1～RF0、DMX、

および DMYに限定されます。LDCと STC命令使用時のステータスレジスタ（SR）の詳細は、下記のとおりです。 

• ユーザモード時は、SRに対するLDC命令とSTC命令は不当命令例外となります。 

• 特権モードと特権DSPモードでは、SRの全ビットが更新できます。 

• ユーザDSPモード時は、SRはSTC命令で読み出し可能です。 

ユーザDSPモード時は、SRへのLDC命令発行は可能ですが、DSP拡張ビットのみ更新できます。 
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表 3.2 各処理モードにおける SRの各ビットの動作説明 

フィールド 特権モード ユーザモード 特権 

DSPモード 

ユーザ DSP 

モード 

 MD=1 & DSP=0 MD=0 & 

DSP=0 

MD=1 & DSP=1 MD=0 & DSP=1

専用命令による

DSP 

関連ビットへの

アクセス 

リセット後の

初期値 

MD S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  1 

RB S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  1 

BL S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  1 

RC [11:0] S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：OK SETRC 命令 000000000000 

DSP S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  0 

DMY S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：OK  0 

DMX S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：OK  0 

Q S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  X 

M S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  X 

I[3:0] S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  1111 

RF[1:0] S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：OK SETRC 命令 X 

S S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  X 

T S：OK、L：OK S、L：不当命令 S：OK、L：OK S：OK、L：NG  X 

S：    STC命令 

L：    LDC命令 

OK：   STCと LDC動作を許可します。 

不当命令： 実行すると不当命令例外が発生します。 

NG：   前の値を保持します。変化しません。 

x：    不定 

 

例外処理状態に遷移すると、DSPモードでの拡張ビットも含めた SRの全制御ビットが SSRへ待避されます。

復帰時には、拡張 DSPビットも含めて全制御ビットを回復してください。リピート制御を例外処理前の状態に復

帰する必要がある場合には、RSと REレジスタを例外処理前の値に回復してください。モジュロ制御を例外処理

前の状態に復帰する必要がある場合には、MODレジスタを例外処理前の値に回復してください。 
 

3.2.4 DSPレジスタ 

DSPユニットは、8つのデータレジスタ（A0、A1、X0、X1、Y0、Y1、M0、およびM1）と 1つのステータス

レジスタ（DSR）を持っています。図 3.3と表 3.3に DSPレジスタを示します。これらは、すべて 32ビット幅の

レジスタです。レジスタ A0および A1は、8ビット幅のガードビットレジスタ（A0Gおよび A1G）と組み合わせ

て、40ビット幅のレジスタとしても使用されます。DSRは、DSPデータ演算結果の状態（ゼロ、負、など）を保

持し、また CPUの Tビットに類似した DCビットを持っています。各ビットの詳細は、「3.5 DSPデータ演算

命令」を参照してください。 
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(a) DSPデータレジスタ

(b) DSPステータスレジスタDSR

32 31 0

31 12 11 9 8 7 6 5 4 3 1 0

初期値
DSR
その他

：すべて0
：不定

 

図 3.3 DSPレジスタの構成 

3.3 CPU拡張命令 

3.3.1 リピート制御命令 

DSPモードでは、リピートループを効率的に実行するための特別な制御機能が使用できます。この機能を使用

することで、比較命令や分岐命令のオーバヘッドなしにループ構造のプログラムを実行することができます。 

（1） リピートループのプログラム例 

以下にリピートループを使用したプログラム例を示します。 
 

• （例1）4命令以上のリピートループ 

 LDRS RptStart ; RSレジスタに、リピート開始命令のアドレスをセットします。 

 LDRE RptDtct+4 ; REレジスタに、リピート検出命令のアドレス+4をセットします。 

 SETRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

 Instr0 ; SETRC命令から【リピート開始命令】までには少なくとも 1個の
命令が必要です。 

 RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 ...... ; 

 ...... ; 

RptDtct: instr(N-3) ; リピート最終命令から 3命令前の命令がリピート検出命令になりま
す。 

RptEnd2: instr(N-2) ; 

RptEnd1: instr(N-1) ; 

RptEnd: instrN ; 【リピート最終命令】 
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このプログラムの例では、RptStartのアドレスにある命令（instr1）から RptEndのアドレスに配置された命令

（instrN）までが 4回繰り返し実行されます。繰り返し実行されるプログラム範囲をリピートループと呼び、その

開始と終了命令をそれぞれリピート開始命令、およびリピート終了命令と呼びます。CPUは、命令を順次実行し

ながら、特定の命令の実行完了を検出することにより、リピートループの制御を開始します。この命令をリピー

ト検出命令と呼びます。4命令以上のリピートループでは、リピート最終命令から 3命令前の命令がリピート検出

命令になります。4命令のリピートループでは RptStart命令と RptDtct命令は同じ命令になります。 

リピートループの制御には、DSPモードで拡張されるコントロールレジスタ RE、RSおよび SRレジスタの

RC[11:0]、RF[1:0]のビットフィールドが使用されます。また、これらのレジスタに値を設定するには、それぞれ

LDRE、LDRS、SETRC命令を使用します。 

• リピートエンドレジスタ（RE） 

REには、LDRE命令で値をセットします。リピート検出命令のアドレス+4を設定します。4命令以上のリピー

トループでは、リピート最終命令から3命令前の命令がリピート検出命令になります。3命令以下のリピート

ループについては、後述します。 

• リピートスタートレジスタ（RS） 

RSには、LDRS命令で値をセットします。4命令以上のリピートループでは、リピート開始命令のアドレスを

セットします。3命令以下のリピートループでは特殊なアドレスを設定しますが、これについては後述します。 

• リピートカウンタ（SRのRC[11:0]） 

SETRC命令により、繰り返し回数をセットします。リピートループ実行中は、繰り返しの残り回数を保持し

ています。 

• リピートフラグ（SRのRF[1:0]） 

RFは、SETRC命令実行時に、RS、およびREレジスタに設定された値の関係から自動的に設定され、リピー

トループの命令数の情報を保持しています。通常、ユーザが値を変更することはありません。 

 

CPUは、REレジスタとプログラムカウンタ（PC）の値を常に比較しながら命令を実行します。PCは、命令ア

ドレス+4の値を保持していますので、リピート検出命令実行時に両者が一致することで、リピート検出命令が検

出されます。リピート検出命令の実行が分岐せずに完了し、かつ RC[11:0]>0である場合にリピート制御が行われ

ます。リピート終了命令の実行完了時に RC[11:0]>=2であれば、RC[11:0]を 1減じた後 RSレジスタに設定された

アドレスへ制御を移します。RC[11:0]==1（または 0）であれば RC[11:0]を 0にしたのち、リピート終了命令の次

の命令へ制御を移します。 

リピートループを構成する命令数が 3、2、または 1命令の場合のプログラム例を（例 2）（例 3）（例 4）に示

します。これらの場合、リピート検出命令はリピート開始命令の直前の命令になります。また、RSレジスタには

リピート命令数を示す特殊な値を設定します。 
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• （例2）3命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+4 ; RSレジスタに、リピート検出命令のアドレス+4をセットします。 

 LDRE RptDtct+4 ; REレジスタに、リピート検出命令のアドレス+4をセットします。 

 SETRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

; SETRC命令実行時に、RE-RS==0であれば 3命令リピートと認識
されます。 

 RptDtct: instr0 ; リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になります。 

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 instr2 ; 

RptEnd: instr3 ; 【リピート最終命令】 

 

• （例3）2命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+6 ; RSレジスタに、リピート検出命令のアドレス+6をセットします。 

 LDRE RptDtct+4 ; REレジスタに、リピート検出命令のアドレス+4をセットします。 

 SETRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

  ; SETRC実行時に RE-RS==-2であれば 2命令リピートと認識され
ます。 

 RptDtct: instr0 ; リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になります。 

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

RptEnd: instr2 ; 【リピート最終命令】 

 

• （例4）1命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+8 ; RSレジスタに、リピート検出命令のアドレス+8をセットします。 

 LDRE RptDtct+4 ; REレジスタに、リピート検出命令のアドレス+4をセットします。 

 SETRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

  ; SETRC実行時に RE-RS==-4であれば 1命令リピートと認識され
ます。 

 RptDtct: instr0 ; リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になります。 

RptStart:  

RptEnd: instr1 ; 【リピート開始命令】==【リピート最終命令】 

 

3、2、および 1命令リピートの場合には、RSレジスタにリピートループ中の命令を示すための特殊なアドレス

を設定します。SETRC命令を実行した際に、RE-RSが計算され、この結果が 0、-2、-4のとき、それぞれ 3命令、

2命令、1命令のリピートループとして認識されます。 
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リピート検出命令の実行が分岐せずに完了し、かつ RC[11:0]>0である場合には、リピート検出命令の次の命令

をリピート開始命令として、認識されたリピート命令数分の命令を繰り返し実行します。リピート終了命令実行

完了時に、RC[11:0]>=2であれば、RC[11:0]を 1減じた後リピート開始命令へ制御を移します。RC[11:0]==1（ま

たは 0）であれば RC[11:0]を 0にしたのち、リピート終了命令の次の命令へ制御を移します。 

【注】 RE-RSの値が正の場合に、CPUは 4命令以上のリピートループと認識し、リピートループを制御します（4命令以上

のリピートループの場合、RE-RSの値は常に正の値になります。（例 1）のプログラム例を参考にしてください）。

RE-RSの値が正の値、0、－2、－4以外の値になった場合の動作は保証しません。 

 

表 3.3に、リピートスタートレジスタ（RS）、リピートエンドレジスタ（RE）に設定すべきアドレスをまとめ

ます。 
 

表 3.3 RSおよび REのアドレス設定ルール 

リピートループ中の命令数 
 

1 2 3 >=4 

RS RptStart0 +8 RptStart0 +6 RptStart0 +4 RptStart 

RE RptStart0 +4 RptStart0 +4 RptStart0 +4 RptEnd3+4 

【注】 ここでは、次のラベルを使用しています。 

 RptStart：リピート開始命令のアドレス 

 RptStart0：リピート開始命令の 1命令前の命令アドレス 

 RptEnd3：リピート終了命令の 3つ前の命令アドレス 

 

（2） リピート制御命令およびリピート制御マクロ 

リピートループを記述するには、前節で例示したように、LDRSおよび LDRE命令でそれぞれ RSと REレジス

タに適切なアドレスを設定した後、SETRC命令でリピート回数を指定してください。SETRCのオペランドとして

は、8ビットの即値または汎用レジスタが使用できます。RCに 256を超える値を設定するには、SETRC Rmタイ

プの命令を使用してください。 
 

表 3.4 リピート制御命令 

命令 動   作 実行ステート 

LDRS @(disp,PC) (disp×2+PC)を算出し、RSレジスタに値を設定します。 1 

LDRE @(disp,PC) (disp×2+PC)を算出し、REレジスタに値を設定します。 1 

SETRC #imm 8ビット定数 immを SRレジスタの RC[11:0]に設定し、SRレジ

スタの RF[1:0]にリピート命令数を示す情報を設定します。

RC[11:0]には、0から 255までの値が設定できます。 

1 

SETRC Rm Rmレジスタの[11:0]を SRレジスタの RC[11:0]に設定し、SRレ

ジスタの RF[1:0]にリピート命令数を示す情報を設定します。

RC[11:0]には、0から 4095までの値が設定できます。 

1 
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RSおよび REレジスタには、表 3.3に示したルールに従って適切なアドレスを設定する必要があります。SHア

センブラでは、この問題を処理するためにリピート制御マクロ（REPEAT）が提供されています。 
 

表 3.5 リピート制御マクロ 

命令 動   作 実行ステート 

REPEAT RptStart, RptEnd, #imm RptStartをリピート開始命令、RptEndをリピート終了命令とし、

8ビットの即値#immをリピート回数とするリピートループを設

定します。適切に変換された LDRS、LDRE、および SETRCの 3

命令に展開されます。 

3 

REPEAT RptStart, RptEnd, Rm RptStartをリピート開始命令、RptEndをリピート終了命令とし、

Rmの[11:0]をリピート回数とするリピートループを設定します。

適切に変換された LDRS、LDRE、および SETRCの 3命令に展

開されます。 

3 

 

リピート制御マクロを使用することで、前述した（例 1）～（例 4）は、それぞれ次に示す（例 5）～（例 8）

のように簡略に記述することができます。 
 

• （例5）4命令以上のリピートループの記述例…（例1）に示した命令列に展開されます。 

  REPEAT RptStart, RptEnd, #4 

  instr0 ; 

 RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 ...... ; 

              ...... ; 

 instr(N-3) ;  

 instr(N-2) ; 

 instr(N-1) ; 

RptEnd: instrN ; 【リピート最終命令】 

 

• （例6）3命令リピートループの記述例…（例2）に示した命令列に展開されます。 

  REPEAT RptStart, RptEnd, #4 

  instr0 ;  

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 instr2 ; 

RptEnd: instr3 ; 【リピート最終命令】 

 

• （例7）2命令リピートループ…（例3）に示した命令列に展開されます。 

  REPEAT RptStart, RptEnd, #4 

  instr0 ;  

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

RptEnd: instr2 ; 【リピート最終命令】 
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• （例8）1命令リピートループ…（例4）に示した命令列に展開されます。 

  REPEAT RptStart, RptEnd, #4 

  instr0 ;  

RptStart:  

RptEnd: instr1 ; 【リピート開始命令】==【リピート最終命令】 

 

DSPモードでは、RSおよび REレジスタの値を操作するシステム制御命令（LDCと STC命令）が拡張されま

す。また、SRレジスタの RC[11:0]および RF[1:0]のビットフィールドは、SRレジスタに対する LDCと STC命令

で制御できます。これらの命令は、リピートループ中に例外を受け付ける場合に使用してください。RSと REレ

ジスタおよび SRレジスタの RC[11:0]と RF[1:0]のビットフィールドを退避した後、回復することでリピートルー

プを再開することができます。ただし、リピートループ中の例外の受け付けには、制限事項があります。詳しく

は、「3.3.1 （3）リピート制御中の制限事項」および「第 4章 例外処理」を参照してください。 
 

表 3.6 DSPモード拡張システム制御命令 

命令 動   作 実行ステート 

STC RS,Rn RS→Rn 1 

STC RE,Rn RE→Rn 1 

STC.L RS,@-Rn Rn-4→Rn, RS→(Rn) 1 

STC.L RE,@-Rn Rn-4→Rn, RE→(Rn) 1 

LDC.L @Rn+,RS (Rn)→RS, Rn+4→Rn 4 

LDC.L @Rn+,RE (Rn)→RE, Rn+4→Rn 4 

LDC Rn,RS Rn→RS 4 

LDC Rn,RE Rn→RE 4 

 

（3） リピート制御中の制限事項 

（a） リピート制御命令の配置 

LDRSおよび LDRE命令を実行した後に SETRC命令を実行してください。また、SETRC命令とリピート開始

命令の間には少なくとも 1命令が必要です。 
 

（b） リピート検出命令に続く命令以降の不当命令 

リピート検出命令の次の命令からリピート終了命令の間に、以下に示す命令を配置すると不当命令例外を発生

します。 

• 分岐命令 

BRA、BSR、BT、BF、BT/S、BF/S、BSRF、RTS、BRAF、RTE、JSR、JMP、TRAPA 

• リピート制御命令 

SETRC、LDRS、LDRE 

• SR、RS、REに対するロード命令 

LDC Rn,SR、LDC @Rn+,SR、LDC Rn,RE、LDC @Rn+,RE、LDC Rn,RS、LDC @Rn+,RS 

【注】 1～3命令のリピートループの場合はリピートループ中の全命令が、4命令以上のリピートループの場合はリピート終

了命令を含む 3命令がこの制約の範囲となります。 
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（c） リピートループ中の禁止命令（4命令以上のリピートループ） 

4命令以上のリピートループのリピート開始命令からリピート検出命令までの間には、以下の命令を配置しない

でください。配置した場合の動作は、保証されません。 

• リピート制御命令 

SETRC、LDRS、LDRE 

• SR、RS、REに対するロード命令 

LDC Rn,SR、LDC @Rn+,SR、LDC Rn,RE、LDC @Rn+,RE、LDC Rn,RS、LDC @Rn+,RS 

【注】 多重のリピートループは、保証されません。最内部のループをリピート制御命令で記述し、外部のループは DTおよび

BF/S命令等で実現してください。 

 

（d） リピート検出命令の次命令以降への分岐および例外受理に関する制限 

CPUがリピートループを認識するためには、リピート検出命令の実行が分岐せずに完了することが必要です。

したがって、リピート検出命令の次以降の命令に分岐した場合はリピートループが認識されず、リピート最終命

令を実行してもリピート開始命令に制御が移りません。この場合は、RC[11:0]の値も変化しません。 

• リピートループ中で条件分岐命令を使用する場合は、リピート検出命令以前の命令を分岐先に指定してくだ

さい。 

• リピートループ中でサブルーチンコールを使用する場合は、サブルーチンコール命令の遅延スロット命令が

リピート検出命令より前になるように配置してください。 

 

ここでの分岐には、例外ルーチンからの復帰を含みます。復帰アドレスがリピート検出命令の次命令以降にな

る例外が発生するとリピート制御が正しく復帰されません。このため、リピート検出命令からリピート最終命令

の間では例外の受け付けを制限しています。割り込みなどの CPUが受け付けを保留し得る例外は、保留します。

CPUが受け付けを保留できない例外の場合は例外処理状態へ遷移しますが、もとの実行状態へ復帰することがで

きません。詳細は、「第 4章 例外処理」を参照してください。 

【注】 1. リピート検出命令が TRAPA命令である場合は、復帰アドレスがリピート検出命令の次命令となり、リピート制御

を正しく復帰できません。TRAPA命令は、復帰アドレスがリピート検出命令より後のアドレスとなるため、リピ

ート検出命令より前に配置してください。 

 2. リピート検出命令以降の命令が SLEEP命令である場合は、低消費電力状態への遷移および割り込み等による例外

の受け付けは正しく行われますが、リピート制御を正しく復帰できません。SLEEP命令は、リピート検出命令よ

り前に配置してください。 
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（e） リピート検出命令からの分岐 

リピート検出命令が遅延分岐命令の遅延スロット命令である場合や分岐命令そのものである場合は、分岐命令

で分岐しなかったときにリピートループが認識されます。分岐したときはリピート制御は行われず、分岐先命令

を実行します。 
 

（f） リピート制御中のプログラムカウンタ 

RC[11:0]>=2の場合、リピート検出命令の 2命令以降ではプログラムカウンタ（PC）の値が通常とは異なりま

す。1,2,3命令リピートの場合、リピート検出命令の次の命令（リピート開始命令）では通常と同じ値（=命令アド

レス+4）を指しますが、その次の命令以降でもリピート開始命令の PCの値と同じ値を取りつづけます。4命令以

上のリピートの場合は、リピート検出命令の次の命令までは通常と同じ値を取りますが、その次の命令では RS、

およびその次の命令（リピート終了命令）では RS+2の値を取ります。ここで、RSとは、リピートスタートレジ

スタ（RS）に格納された値を示します。これらの通常と異なった PCの設定値に関しては保証されません。 

このため、リピート検出命令の 2命令以降では PC相対アドレッシング命令が正しく動作せず、その結果を保証

しません。 

• PC相対アドレッシング命令 

MOVA @(disp, PC), Rn 

MOV.W @(disp,PC),Rn 

MOV.L @(disp,PC),Rn 

(MOV #imm,Rnをアセンブラが、MOV.W @(disp,PC),RnやMOV.L @(disp,PC),Rnに展開する場合も含みます) 

 

表 3.7 リピート制御中の PCの値（RC[11:0]>＝2の場合） 

リピートループ中の命令数 
 

1 2 3 >=4 

RptDtct RptDtct+4 RptDtct+4 RptDtct+4 RptDtct+4 

RptDtct1 RptDtct1+4 RptDtct1+4 RptDtct1+4 RptDtct1+4 

RptDtct2 - RptDtct1+4 RptDtct1+4 RS 

RptDtct3 - - RptDtct1+4 RS+2 

【注】 ここでは、次のラベルを使用しています。 

 RptDtct： リピート検出命令のアドレス 

 RptDtct1：リピート検出命令の 1命令後の命令アドレス。（1、2、および 3命令リピートでは RptStartです。） 

 RptDtct2：リピート検出命令の 2命令後の命令アドレス。 

 RptDtct3 : リピート検出命令の 3命令後の命令アドレス。 

 

（g） リピートカウンタとリピート制御 

CPUは、常にリピートエンドレジスタ（RE）と PCとの比較を行いながらプログラムを実行しています。SRレ

ジスタの RC[11:0]が 0以外で PCが REに一致すると、リピート制御が機能します。 

• RC>=2の場合は、リピート最終命令実行後、リピート開始命令に制御が移行します。最終命令の実行完了に

よりRCが1減じられます。（a）～（f）の制約がかかります。 
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• RC==1の場合は、リピート最終命令実行後、RCが0になり、後続命令へ制御が移行します。RC==1の場合も

（a）～（f）の制約がかかります。 

• RC==0の場合は、リピート検出命令を実行しても、リピート制御は機能しません。リピートループは通常の

命令列として1回実行され、最終命令を実行してもリピート開始命令へは制御が移行しません。 

 

3.3.2 拡張リピート制御命令 

「3.3.1 リピート制御命令」で提供されるリピート制御機構には、幾つかの制約事項があります。この制約を

軽減するためのリピート制御機能が拡張されています。これらの命令は、従来の SH-DSPアーキテクチャには存

在しない命令で、互換性を重視する場合には従来のリピート制御命令を使用します。この意味で従来のリピート

制御命令を互換リピート制御命令と呼びます。 
 

（1） 拡張リピート制御命令のプログラム例 

以下に拡張リピート制御命令を使用したプログラム例を示します。 
 

• （例1）4命令以上のリピートループ 

 LDRS RptStart ; RSレジスタに、リピート開始命令のアドレスをセットします。 

 LDRE RptEnd ; REレジスタに、リピート最終命令のアドレスをセットします。 

 LDRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

 instr0 ; LDRC命令から【リピート開始命令】までには少なくとも 1個の命
令が必要です。 

 RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 ...... ; 

...... ; 

 instr(N-3) ;  

 instr(N-2) ; 

 instr(N-1) ; 

RptEnd: instrN ; 【リピート最終命令】 

 

• （例2）3命令リピートループ 

 LDRS RptStart ; RSレジスタに、リピート開始命令のアドレスをセットします。 

 LDRE RptEnd ; REレジスタに、リピート最終命令のアドレスをセットします。 

 LDRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

 instr0 ; LDRC命令とリピート開始命令の間には少なくとも 1命令が必要で
す。 

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

 instr2 ; 

RptEnd: instr3 ; 【リピート最終命令】 
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• （例3）2命令リピートループ 

 LDRS RptStart ; RSレジスタに、リピート開始命令のアドレスをセットします。 

 LDRE RptEnd ; REレジスタに、リピート最終命令のアドレスをセットします。 

 LDRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

 instr0 ; LDRC命令とリピート開始命令の間には少なくとも 1命令が必要で
す。 

RptStart: instr1 ; 【リピート開始命令】 

RptEnd: instr2 ; 【リピート最終命令】 

 

• （例4）1命令リピートループ 

 LDRS RptStart ; RSレジスタに、リピート開始命令のアドレスをセットします。 

 LDRE RptEnd ; REレジスタに、リピート最終命令のアドレスをセットします。 

 LDRC #4 ; SRレジスタの RC[11:0]フィールドにリピート回数（4）をセット
します。 

 instr0 ; LDRC命令とリピート開始命令の間には少なくとも 1命令が必要で
す。 

RptStart:  

RptEnd: instr1 ; 【リピート開始命令】==【リピート最終命令】 

 

拡張リピート制御命令では、リピート命令数によらず、RSレジスタにリピート開始命令のアドレスを、REレ

ジスタにリピート最終命令のアドレスを格納します。また、SETRC命令の代わりに LDRC命令を用いることで、

拡張リピート制御がおこなわれます。拡張リピート制御が行われている場合は、リピート最終命令を実行するこ

とでリピートループが認識できます。このため、分岐や例外に対する制約がありません。 
 

（2） 拡張リピート制御命令 

拡張リピートループを記述するには前節で例示したように、LDRSと LDRE命令でそれぞれ RSと REレジスタ

にそれぞれリピート先頭命令およびリピート終了命令を指定します。LDRSと LDRE命令は、互換リピート制御

用の命令をそのまま使用します。その後、LDRC命令でリピート回数を指定してください。LDRCのオペランド

としては、8ビットの即値または汎用レジスタが使用できます。RCに 256を超える値を設定するには、LDRC Rm

タイプの命令を使用してください。 
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表 3.8 拡張リピート制御命令 

命令 動   作 実行ステート 

LDRS @(disp,PC) (disp×2+PC)を算出し、RSレジスタに値を設定します。 1 

LDRE @(disp,PC) (disp×2+PC)を算出し、REレジスタに値を設定します。 1 

LDRC #imm 8ビット定数 immを SRレジスタの RC[11:0]に設定し、SRレジスタの RF[1:0]に

リピート命令数を示す情報を設定します。RC[11:0]には、0から 255までの値を設

定できます。 

拡張リピート制御中を示すために、REレジスタのビット 0に 1がセットされます。 

1 

LDRC Rm Rmレジスタの[11:0]を SRレジスタの RC[11:0]に設定し、SRレジスタの RF[1:0]

にリピート命令数を示す情報を設定します。RC[11:0]には、0から 4095までの値

を設定できます。 

拡張リピート制御中を示すために、REレジスタのビット 0に 1がセットされます。 

1 

 

LDRC命令を実行することで、以後 CPUは拡張リピートとして制御を行います。拡張リピート制御中であるこ

とを示すために、LDRC命令の実行により REレジスタのビット 0に 1がセットされます。例外処理等で REレジ

スタの値を変更する場合は、ビット 0も正確に退避した後に回復してください。SRレジスタの RC[11:0]、DSP、

RF[1:0]のビットフィールドおよびREとRSレジスタを退避した後に回復することで拡張リピートとして処理に復

帰することができます。 
 

（3） 拡張リピート制御中の制限事項 

（a） 拡張リピート制御命令の配置 

LDRSおよび LDRE命令を実行した後に LDRC命令を実行してください。また、LDRC命令とリピート開始命

令の間には、少なくとも 1命令が必要です。 
 

（b） リピート最終命令での不当命令 

リピート最終命令として次の命令を配置すると不当命令例外を発生します。 

• 遅延分岐命令 

BRA、BSR、BT/S、BF/S、BSRF、RTS、BRAF、RTE、JSR、JMP 

• リピート制御命令 

SETRC、LDRS、LDRE、LDRC 

• SR、RS、REに対するロード命令 

LDC Rn,SR、LDC @Rn+,SR、LDC Rn,RE、LDC @Rn+,RE、LDC Rn,RS、LDC @Rn+,RS 

【注】 非遅延の分岐命令（BT、BF、TRAPA）は、最終命令として配置しても構いません。また、遅延分岐命令の遅延スロッ

トがリピート最終命令となっても構いません。これらの場合、分岐したときも分岐しなかったときも RC[11:0]の値は 1

減じられます。分岐しなかったときはリピート開始命令へ、分岐したときには分岐先へ制御が移行します。 
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（c） リピートカウンタとリピート制御 

CPUは、常にリピートエンドレジスタ（RE）と PC-4（命令のアドレス）との比較を行いながらプログラムを実

行しています。REレジスタのビット 0が 1であり、SRレジスタの RC[11:0]が 0以外で PC-4[31:1]と RE[31:1]が一

致すると、拡張リピート制御が行われます。 

• RC>=2の場合は、リピート最終命令実行後、リピート開始命令に制御が移行します。最終命令の実行完了に

よりRCが1減じられます。 

• RC==1の場合は、リピート最終命令実行後、RCが0になり、後続命令へ制御が移行します。 

• RC==0の場合は、リピート検出命令を実行しても、リピート制御は機能しません。リピートループは通常の

命令列として1回実行され、最終命令を実行してもリピート開始命令へは制御が移行しません。 

 

3.4 DSPデータ転送命令 

DSPモードでは、DSPユニットのレジスタに対するデータ転送命令が追加されます。追加されるデータ転送命

令は、次の 3種類に分類されます。 

DSPユニットは、Xメモリと Yメモリに Xバスと Yバスと呼ばれる専用バスで接続されており、これらのバス

を用いたデータ転送命令を使用することで、X/Yメモリとの間で同時に 2個のデータを転送することができます

（ダブルデータ転送命令）。このダブルデータ転送命令は、DSP演算命令と組み合わせて記述することができ、

データ転送およびデータ演算を並列に実行することが可能です。 

また、DSPユニットは、Lバスと呼ばれる CPUが使用するバスとも接続されており、DSRを除く全レジスタは

CPUの生成する論理アドレス空間すべてにアクセスすることができます（シングルデータ転送命令）。シングル

データ転送命令は、DSP演算命令と組み合わせることはできず、また一度にアクセスできるデータは 1個だけに

なります。 

さらに DSPユニットのレジスタのうち幾つかは、CPUのシステムレジスタとして扱われ、これらを制御するた

めのシステム制御命令が追加されています。CPUの汎用レジスタとの間は、データ転送用のバス（Cバス）で接

続されています。 

いずれのタイプのデータ転送命令でも、アクセスするアドレスは CPUが生成し、出力します。これらの命令に

対してはCPUの汎用レジスタの幾つかがアドレス生成に使用され、また独特のアドレッシングモードを有します。 
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Xメモリ

DSPユニット�

XDB
[15:0]

XAB
[15:0]

CPU

YAB
[15:0]

CDB
[31:0]

DSR

A0

A1

M0

M1

X0

X1

Y0

Y1

A0G

A1G

LAB
[31:0]

LDB
[31:0]

YDB
[15:0]

Yメモリ

【記号説明】�
XAB
XDB
YAB
YDB
LAB
LDB
CDB

：Xバス（アドレス）
：Xバス（データ）
：Yバス（アドレス）
：Yバス（データ）
：Lバス（アドレス）
：Lバス（データ）�
：Cバス（データ）�  

図 3.4 DSPレジスタとバスの接続 

 

（1） ダブルデータ転送命令（MOVX.W、MOVY.W、MOVX.L、およびMOVY.L） 

ダブルデータ転送命令では、Xメモリに対するアクセスおよび Yメモリに対するアクセスを同時に記述するこ

とができます。このアクセスにはそれぞれ Xバスと Yバスと呼ばれる専用バスを使用します。CPUの命令フェッ

チは Lバスを使用するため、CPUの命令フェッチとの間でバス競合が生じることもありません。 

Xメモリに対するロード命令はデスティネーションオペランドとして X0と X1レジスタのどちらか 1つを指定

し、Yメモリに対するロード命令はデスティネーションオペランドとして Y0と Y1レジスタのどちらか 1つを指

定できます。Xメモリと Yメモリのいずれのストア命令もソースオペランドとして A0と A1レジスタのどちらか

1つを指定することができます。この種の命令はワードデータ（16ビット）のみを扱います。ワードデータ転送

命令を実行すると、レジスタオペランドの上位ワードが用いられます。ワードデータロードの場合は、データは

デスティネーションレジスタの上位ワードにデータが読み込まれ、デスティネーションの下位側が自動的に 0ク

リアされます。 

ダブルデータ転送命令では、DSP演算命令を並行して記述することができます。ただし、実行する演算命令に

条件付き命令を指定した場合でも、指定した条件はどのデータ転送命令に対しても影響しません。条件付き命令

については、「3.5 DSPデータ演算命令」を参照してください。 
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ダブルデータ転送命令は、Xメモリか Yメモリのみアクセスすることができます。その他のメモリ空間はアク

セスすることができません。また、Xバス、Yバスは、それぞれ 16ビット（64 kバイト）のアドレス空間を持っ

ており、Lバスのアドレス空間の H'A500 0000～H'A500 FFFFおよび H'A501 0000～H'A501 FFFFの範囲に対応しま

す。この範囲は、P2/Uxy領域に含まれるため、キャッシュやアドレス変換機構の影響を受けません。 
 

（2） シングルデータ転送命令 

この種の命令は、任意のメモリアドレス空間にアクセスできます。 DSRを除く DSPユニットのすべてのレジ

スタ*をソースオペランド、デスティネーションオペランドに指定することができます。ガードビットレジスタ、

A0G、および A1Gも独立したレジスタとして指定することができます。この種の命令では、Lバス（LABおよび

LDB）を使用するので、CPUの扱うすべての論理アドレス空間をアクセスすることができます。キャッシャブル

領域を指定しかつキャッシュが利用可能な場合には、キャッシングの対象になります。Xと Yメモリは、論理ア

ドレス空間の一部としてマッピングされており、シングルデータ転送命令でアクセスすることができます。ただ

し、CPUの命令フェッチは Lバスを使用するため、データ転送と命令フェッチの間でバス競合が発生する可能性

があります。 

シングルデータ転送は、ワードとロングワードのいずれも扱うことができます。ワードデータ転送を実行する

とき、レジスタオペランドの上位ワードが有効になります。ワードデータロードの場合は、データはデスティネ

ーションレジスタの上位ワードに読み込まれ、デスティネーションの下位側は自動的に 0でクリアされます。ガ

ードビット部分がサポートされている場合には、符号ビットが拡張されて格納されます。ロングワードデータロ

ードの場合は、データはデスティネーションレジスタの上位ワードと下位ワードに読み込まれ、ガードビットが

あれば、符号ビットが拡張されて格納されます。ガードレジスタ ストアの場合は、符号ビットが LDBの上位 24

ビットに拡張されて LDBバスに読み出されます。 

【注】 * DSRレジスタは、システムレジスタとして定義されているので、LDS、STS命令でのデータの転送が可能です。 

 1. すべてのデータ転送命令は、パイプラインの MAステージで実行されます。 

 2. すべてのデータ転送命令は、DSRレジスタの条件コードビットのどれも更新しません。 
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（3） システム制御命令 

DSPユニットのレジスタの内 DSR、A0、X0、X1、Y0、Y1レジスタは、CPUのシステムレジスタとして扱う

ことができ、STSと LDS命令によって汎用レジスタやメモリとの間でデータ転送を行うことができます。これら

のシステム制御命令は CPUレジスタの PR、MACH、MACLと全く同じように扱うことができ、アドレッシング

も同一です。 
 

表 3.9 DSPモード拡張システム制御命令 

命令 動   作 実行ステート 

STS DSR,Rn DSR → Rn 1 

STS A0,Rn A0 → Rn 1 

STS X0,Rn X0 → Rn 1 

STS X1,Rn X1 → Rn 1 

STS Y0,Rn Y0 → Rn 1 

STS Y1,Rn Y1 → Rn 1 

STS.L DSR,@-Rn Rn-4 → Rn, DSR →(Rn) 1 

STS.L A0,@-Rn Rn-4 → Rn, A0 →(Rn) 1 

STS.L X0,@-Rn Rn-4 → Rn, X0 →(Rn) 1 

STS.L X1,@-Rn Rn-4 → Rn, X1 →(Rn) 1 

STS.L Y0,@-Rn Rn-4 → Rn, Y0 →(Rn) 1 

STS.L Y1,@-Rn Rn-4 → Rn, Y1 →(Rn) 1 

LDS.L @Rn+,DSR (Rn) → DSR, Rn+4 → Rn 1 

LDS.L @Rn+,A0 (Rn) → A0, Rn+4 → Rn 1 

LDS.L @Rn+,X0 (Rn) → X0, Rn+4 → Rn 1 

LDS.L @Rn+,X1 (Rn) → X1, Rn+4 → Rn 1 

LDS.L @Rn+,Y0 (Rn) → Y0, Rn+4 → Rn 1 

LDS.L @Rn+,Y1 (Rn) → Y1, Rn+4 → Rn 1 

LDS Rn,DSR Rn → DSR 1 

LDS Rn,A0 Rn → A0 1 

LDS Rn,X0 Rn → X0 1 

LDS Rn,X1 Rn → X1 1 

LDS Rn,Y0 Rn → Y0 1 

LDS Rn,Y1 Rn → Y1 1 
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3.4.1 汎用レジスタ 

DSPタイプの命令では、汎用レジスタ 16本のうち 10本のレジスタがダブルデータ転送命令とシングルデータ

転送命令で特別なアドレスポインタおよびインデックスレジスタとして使用されます。DSPタイプ命令でのレジ

スタの目的を表すもう 1つの記号を[ ]内に示します。 

• ダブルデータ転送命令（XメモリとYメモリに同時にアクセスする場合） 

ダブルデータ転送命令は、XとYデータメモリに同時にアクセスできます。XとYデータメモリのアドレスを

指定するために、次の2つのアドレスポインタセットを用意しています。 

 

 アドレスポインタ インデックスレジスタ 

Xメモリ（MOVX.W） R4,R5[Ax] R8[Ix] 

Yメモリ（MOVY.W） R6,R7[Ay] R9[Iy] 

 

• シングルデータ転送命令 

シングルデータ転送命令では、Lバスを使用してすべての論理アドレス空間をアクセスできます。次のアド

レスポインタとインデックスレジスタを使用します。 

 

 アドレスポインタ インデックスレジスタ 

全論理空間（MOVS.W/L） R4,R5,R2,R3[As] R8[Is] 

 

31
汎用レジスタ（DSPモード）

XおよびYデータ転送動作

R4, 5
R8

シングルデータ転送動作

R4, 5, 2, 3
R8

R6, 7
R9

[Ax]
[Ix]

[As]
[Is]

[Ay]
[Iy]

：Xデータメモリに対するアドレスレジスタセット
：XアドレスレジスタセットAxに対するインデックスレジスタ

：全データメモリに対するアドレスレジスタセット
：シングルデータ転送で使用するインデックスレジスタ

：Yデータメモリに対するアドレスレジスタセット
：YアドレスレジスタセットAyに対するインデックスレジスタ

R0
R1
R2
R3
R4
R5
R6
R7
R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

[As2]
[As3]
[As0]
[As1, Ax1]
[Ay0]
[Ay1]
[Ix, Is]
[Iy]

0

�

 

図 3.5 汎用レジスタ（DSPモード） 
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アセンブラでは R0～R9の記号名（シンボル）を使います。DSPデータ転送命令では、次のようなレジスタの

別名（エイリアス）を使うこともできます。アセンブラでは、次のように書きます。 

Ix:  .REG  (R8) 

名前 Ixが R8の別名になります。そのほか、次のように別名を付けます。 
 

Ax0: .REG  (R4) 

Ax1: .REG  (R5)  

Ix:  .REG  (R8) 

Ay0: .REG  (R6) 

Ay1: .REG  (R7)  

Iy:  .REG  (R9) 

As0: .REG  (R4);これは、シングルデータ転送のために別名が必要なときの定義です。 

As1: .REG  (R5);これは、シングルデータ転送のために別名が必要なときの定義です。 

As2: .REG  (R2) 

As3: .REG  (R3) 

Is:  .REG  (R8);これは、シングルデータ転送のために別名が必要なときの定義です。 
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3.4.2 DSPデータアドレッシング 

ダブルデータ転送命令およびシングルデータ転送命令の関係を表 3.10に示します。 
 

表 3.10 データ転送命令の関係 

ダブルデータ転送命令 シングルデータ転送命令  

MOVX.W 

MOVY.W 

MOVS.W 

MOVS.L 

アドレスレジスタ Ax：R4､ R5 

Ay：R6､ R7 

As：R2､ R3､ R4､ R5 

インデックス 

レジスタ 

Ix：R8 

Iy：R9 

Is：R8 

アドレッシング Nop/Inc(+2)/インデックス加算： 

ポストインクリメント 

Nop/Inc(+2,+4)/インデックス加算： 

ポストインクリメント 

アドレッシング ― Dec(-2,-4)：プリデクリメント 

モジュロ 

アドレッシング 

可能 不可 

データバス XDB､ YDB LDB 

データ長 16ビット（ワード） 16ビット/32ビット 

（ワード／ロングワード） 

バス競合 なし あり 

メモリ X､ Yデータメモリ すべてのメモリ空間 

ソースレジスタ Dx､ Dy：A0､ A1 Ds：A0/A1､M0/M1､X0/X1､Y0/Y1､ 

A0G､A1G 

デスティネーション

レジスタ 

Dx：X0/X1 

Dy：Y0/Y1 

Ds：A0/A1､M0/M1､X0/X1､Y0/Y1､ 

A0G､A1G 

 

（1） ダブルデータ転送命令のアドレッシングモード 

ダブルデータ転送命令には、次の 3つのアドレッシングモードがあります。 

• 更新無し 

AxとAyレジスタがアドレスポインタです。@Axと@Ayへのアクセスが行われ、AxとAyの値は更新されませ

ん。 

• インクリメント 

AxとAyレジスタがアドレスポインタです。@Axと@Ayへのアクセス後、+2が加算されます（ポスト更新）。 

• インデックスレジスタ加算 

AxとAyレジスタがアドレスポインタです。@Axと@Ayへのアクセス後、それぞれIxとIyレジスタの値が加算

されます（ポスト更新）。ダブルデータ転送命令にデクリメントアドレッシングはありませんが、デクリメ

ントさせるためには-2をインデックスレジスタに設定し、インデックスレジスタ加算アドレッシングを指定

します。 
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Xと Yデータアドレッシングの場合は、アドレスポインタのビット 0が無効になります。Xと Yデータアドレ

ッシングの場合は、アドレスポインタとインデックスレジスタのこれらのビットには 0を書き込んでください。 

Xと Yバスを使用して Xメモリと Yメモリへアクセスする場合は、Axと Ayの上位ワードは無視されます。

また、Ay+と Ay+Iyの結果は、Ayの下位ワードに格納され、上位ワードは元の値が保持されます。ただし、Ax+

と Ax+Ixの演算は 32ビットで行われ、上位ワードが変化する場合もあります。 
 

（2） シングルデータ転送命令のアドレッシングモード 

シングルデータ転送命令には、次の 4つのデータアドレッシングモードがあります。 

• 更新無し 

Asレジスタがアドレスポインタです。@Asへのアクセスが行われますが、Asは更新されません。 

• インクリメント 

Asレジスタがアドレスポインタです。@Asへのアクセス後、転送サイズに応じて＋2または＋4が加算されま

す（ポスト更新）。 

• インデックスレジスタ加算 

Asレジスタがアドレスポインタです。@Asへのアクセス後、Isレジスタの値が加算されます（ポスト更新）。 

• デクリメント 

Asレジスタがアドレスポインタです。データ転送前に－2または－4が加算（＋2または＋4が減算）されます

（プリ更新）。 

 

シングルデータ転送命令では、アドレスの 32ビットすべてが有効です。 
 

3.4.3 モジュロアドレッシング 

ダブルデータ転送命令では、モジュロアドレッシングを使用することができます。モジュロアドレッシングモ

ードが設定されている場合は、アドレスポインタの値がすでに設定されたモジュロ終了アドレスになると、アド

レスポインタはモジュロ開始アドレスになります。 

モジュロアドレッシングの制御には、DSPモードで拡張されるモジュロレジスタ（MOD）および SRレジスタ

の DMXと DMYビットを使用します。 

MODレジスタにモジュロアドレス領域の開始と終了アドレスを格納します。MODレジスタの上位ワードにモ

ジュロ開始アドレス（MS）を、MODレジスタの下位ワードにモジュロ終了アドレス（ME）を格納します。MOD

レジスタに対する LDC命令および STC命令が拡張されます。 

SRレジスタの DMXビットをセットすると Xアドレスレジスタが、DMYビットをセットすると Yアドレスレ

ジスタがそれぞれモジュロアドレッシングモードになります。モジュロアドレッシングは、Xと Yアドレスレジ

スタどちらかに対してだけ有効です。両方を同時にモジュロアドレッシングモードにすることはできません。し

たがって、DMXと DMYを同時にセットしないでください。万一同時にセットされた場合には、DMY側のみ有

効となります。（この仕様は、将来変更される可能性があります。）DMXと DMYビットは、SRレジスタに対

する STC命令および LDC命令で設定できます。 
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モジュロアドレッシング制御中に例外を受理した場合は、MODレジスタおよび SRレジスタの DMXと DMY

ビットを退避してください。復帰時にこれらを回復することにより、モジュロアドレッシング制御に復帰するこ

とができます。 
 

表 3.11 モジュロアドレッシング制御命令 

命令 動   作 実行ステート 

STC MOD,Rn MOD→Rn 1 

STC.L MOD,@-Rn Rn-4→Rn, MOD→(Rn) 1 

LDC.L @Rn+,MOD (Rn)→MOD, Rn+4→Rn 4 

LDC Rn,MOD Rn→MOD 4 

 

モジュロアドレッシングの使用例を以下に示します。 

 MOV.L #H'70047000,R10  

  ; MS=H'7000 ME=H'7004として 

 LDC R10, MOD ; MODレジスタに ME:MSを設定します。 

 STC SR,R10 ; 

  MOV.L #H'FFFFF3FF, R11 

  MOV.L #H'00000400, R12; 

  AND R11,R10 ; 

  OR R12,R10 ; 

  LDC R10,SR ; SR.DMX=1, SR.DMY=0。Xモジュロアドレッシングモードを設定。 

  MOV.L #H'A5007000,R4 

  MOVX.W @R4+,X0 ;R4: H'A5007000→H'A5007002  

  MOVX.W @R4+,X0 ;R4: H'A5007002→H'A5007004 

 MOVX.W @R4+,X0 ;R4: H'A5007004→H'A5007000 (MEと一致したので、MSが設定
されます） 

 MOVX.W @R4+,X0 ;R4: H'A5007000→H'A5007002 

 

MSとMEに開始と終了アドレスを指定した後に DMXまたは DMYビットを 1にセットします。 

DMXまたは DMYで指定された Xまたは Yデータ転送命令が実行されると、アドレスレジスタの更新前の値

がMEと比較されます*。データ転送の後、比較結果がMEと一致していた場合、アドレスレジスタの更新後の値

として、MSのスタートアドレスが代入されます。 

Xまたは Yデータ転送命令のアドレッシングタイプが「更新無し」の場合は、たとえMEと一致してもMSへ

の復帰は行われません。また、Xまたは Yデータ転送命令のアドレッシングタイプが「インデックスレジスタ加

算」の場合は、アドレスポインタはMEと一致せずにその値を超えてしまうことがあります。この場合は、アド

レスポインタはモジュロ開始アドレスには戻りません。 

最大のモジュロサイズは、64 kバイトです。これは、Xと Yデータメモリをアクセスするには十分です。 

【注】 * モジュロアドレッシングに限らず、Xと Yデータアドレッシング時は、ビット 0が無視されます。アドレスポインタ、

インデックスレジスタ、MS、およびMEのビット 0には、必ず 0を書き込んでください。 
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3.4.4 メモリのデータ形式 

DSP命令で扱えるメモリのデータ形式は、ワードとロングワードに分けられます。MOVS.W命令で 2n以外の

アドレスから始まるワードデータをアクセスしようとしたり、またはMOVS.L、LDS.L、および STS.L命令で 4n

以外のアドレスから始まるロングワードにアクセスしようとするとアドレスエラーが発生します。このような場

合は、アクセスするデータは保証されません。 

MOVX.WおよびMOVY.Wにより 2n以外のアドレスから始まるワードデータをアクセスしたときは、アドレス

エラーが発生しません。必ず 2n境界にアドレスを設定してください。2n以外のアドレスに設定した場合は、アク

セスするデータは保証されません。 
 

3.4.5 ダブル、シングルデータ転送命令の命令フォーマット 

ダブルデータ転送命令の命令形式を表 3.12に、シングルデータ転送命令の命令形式を表 3.13に示します。 
 

表 3.12 ダブルデータ転送の命令形式 

分類 ニーモニック 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

NOPX 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0  

      Ax Dx 0 0 1 

         1 0 

MOVX.W @Ax,Dx 

MOVX.W @Ax+,Dx 

MOVX.W @Ax+Ix,Dx          1 1 

       Da 1 0 1 

         1 0 

Ｘメモリ 

データ 

転送 

  

MOVX.W Da,@Ax 

MOVX.W Da,@Ax+ 

MOVX.W Da,@Ax+Ix        

 

 

 

 

 

1 1 

 

NOPY 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 

      0 0 1 

       1 0 

MOVY.W @Ay,Dy 

MOVY.W @Ay+,Dy 

MOVY.W @Ay+Iy,Dy       

Dy

 1 1 

      1 0 1 

       1 0 

Ｙメモリ 

データ 

転送 

  

MOVY.W Da,@Ay 

MOVY.W Da,@Ay+ 

MOVY.W Da,@Ay+Iy       

 

Ay

 

Da

 

 

 

1 1 

【注】 Ax：0＝R4、1＝R5  Ay：0＝R6、1＝R7  Dx：0＝X0、1＝X1  Dy：0＝Y0、1＝Y1  Da：0=A0、1=A1 
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表 3.13 シングルデータ転送命令の命令形式 

分類 ニーモニック 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

1 1 1 1 0 1 0:(*) 

1:(*) 

2:(*) 

MOVS.W @-As,Ds 

MOVS.W @As,Ds 

MOVS.W @As+,Ds 

MOVS.W @As+Is,Ds 3:(*) 

0 

0 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

0 0 

4:(*) 0 0 

5:A1 0 1 

6:(*) 1 0 

MOVS.W Ds,@-As 

MOVS.W Ds,@As 

MOVS.W Ds,@As+ 

MOVS.W Ds,@As+Is 7:A0 1 1 

0 1 

8:X0 0 0 

シングル 

データ 

転送 

9:X1 0 1 

A:Y0 1 0 

MOVS.L @-As,Ds 

MOVS.L @As,Ds 

MOVS.L @As+,Ds 

MOVS.L @As+Is,Ds B:Y1 1 1 

1 0 

C:M0 0 0 

D:A1G 0 1 

E:M1 1 0 

 

MOVS.L Ds,@-As 

MOVS.L Ds,@As 

MOVS.L Ds,@As+ 

MOVS.L Ds,@As+Is 

 

As 

0:R4 

1:R5 

2:R2 

3:R3 

Ds

F:A0G 1 1 

1 1 

【注】 * システム予約コード 

 

3.5 DSPデータ演算命令 

3.5.1 DSPレジスタ 

本 LSIは、DSPレジスタとして 8つのデータレジスタ（A0、A1、X0、X1、Y0、Y1、M0、およびM1）と 1つ

のコントロールレジスタ（DSR）を持っています。（図 3.3） 

DSPレジスタには、4種類の命令でアクセスします。1つ目は、DSPデータ処理です。DSP固定小数点データ命

令のソースレジスタに A0または A1を使用するときは、ガードビット（ビット 39～32）を使用します。デスティ

ネーションレジスタに A0または A1を使用するときは、ガードビットのビット 39～32が有効になります。DSP

固定小数点データ命令がソースレジスタに A0または A1以外の DSPレジスタを使用するときは、ソース値をビッ

ト 39～32に符号拡張して使用します。A0または A1以外の DSPレジスタをデスティネーションレジスタに使用

するときは、結果のビット 39～32は破棄されます。 

2つ目は XYデータ転送命令のMOVX.WとMOVY.Wです。この命令は、16ビットの Xと Yデータバス（図

3.4）を用い Xと Yメモリにアクセスします。この命令でロードまたはストアされるレジスタは、常に上位 16ビ

ット（ビット 31～16）です。X0および X1は Xメモリロードのデスティネーション、Y0および Y1は Yメモリ

ロードのデスティネーションになることができますが、他のレジスタはこの命令のデスティネーションレジスタ

になることはできません。 
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データをレジスタの上位 16ビット（ビット 31～16）に読み込むとき、レジスタの下位 16ビット（ビット 15～

0）は自動的に 0にクリアされます。A0と A1はこの動作によって X、Yメモリに格納することができますが、他

のレジスタは格納することができません。 

3つ目は、シングルデータ転送命令のMOVS.WおよびMOVS.Lです。この命令は、LDB（図 3.4）によって任

意のメモリにアクセスできます。すべての DSPレジスタは LDBにつながり、データ転送のソースおよびデステ

ィネーションレジスタになることができます。これには、ワードおよびロングワードアクセスモードがあります。

ワードモードでは、A0Gと A1Gを除く DSPレジスタの上位 16ビット（ビット 31～16）がロードあるいはストア

の対象になります。ワードモードで A0Gと A1G以外のレジスタにデータを読み込むと、レジスタの下位 16ビッ

トは 0にクリアされます。A0または A1の場合は、データはビット 39～32に符号拡張され、その下位 16ビット

は 0にクリアされます。ワードモードで A0Gまたは A1Gがデスティネーションレジスタの場合は、データは 8

ビットレジスタに読み込まれますが、A0または A1はクリアされません。ロングワードモードでデスティネーシ

ョンレジスタが A0または A1のときは、データは 39～32に符号拡張されます。 

4つ目は、システム制御命令の LDSと STSおよび LDS.Lと STS.Lです。DSPレジスタの DSR、A0、X0、X1、

Y0、および Y1レジスタは、システムレジスタとして扱われます。これらのレジスタ用に CPUの汎用レジスタと

システムレジスタ間のデータ転送命令およびメモリアクセス命令があります。 

表 3.14および表 3.15は、DSP命令で使用するレジスタのデータタイプを示します。命令コードの制限のため、

表に示すレジスタの中には使用できない演算もあります。たとえば、PMULSはソースレジスタに A1を使用でき

ますが、A0は使用できません。これらの表は、レジスタの選択性の詳細については省略しています。 
 

表 3.14 DSP命令のデスティネーションレジスタ 

ガードビット レジスタビット レジスタ 命令 

39    32 31     16 15     0 

固定小数点、PSHA、PMULS （符号拡張） 40ビット結果 

整数、PDMSB （符号拡張） 24ビット結果 0クリア 

DSP 

演算 

論理、PSHL 0クリア 16ビット結果 0クリア 

MOVS.W 符号拡張 16ビットデータ 0クリア 

A0、A1 

データ 

転送 MOVS.L 符号拡張 32ビットデータ 

MOVS.W データ 更新しない A0G、A1G データ 

転送 MOVS.L データ 更新しない 

固定小数点、PSHA、PMULS  32ビット結果 DSP 

演算 整数、論理、PDMSB、PSHL  16ビット結果 0クリア 

MOVX/Y.W、MOVS.W  16ビットデータ 0クリア 

X0、X1 

Y0、Y1 

M0、M1 データ 

転送 MOVS.L  32ビットデータ 
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表 3.15 DSP命令のソースレジスタ 

レジスタ 命令 ガードビット レジスタビット 

  39    32 31     16 15     0 

固定小数点、PDMSB、PSHA 40ビットデータ 

整数 24ビットデータ  

A0、A1 DSP 

演算 

論理、PSHL、PMULS  16ビットデータ  

MOVX/Y.W、MOVS.W  16ビットデータ   データ 

転送 MOVS.L  32ビットデータ 

MOVS.W データ  A0G、A1G データ 

転送 MOVS.L データ  

固定小数点、PDMSB、PSHA 符号* 32ビットデータ 

整数 符号* 16ビットデータ  

DSP 

演算 

論理、PSHL、PMULS  16ビットデータ  

MOVS.W  16ビットデータ  

X0、X1 

Y0、Y1 

M0、M1 

データ 

転送 MOVS.L  32ビットデータ 

【注】 * データを符号拡張し、ALUに入力する。 

 

DSPユニットは、1つのコントロールレジスタ、および DSPステータスレジスタ（DSR）を持っています。DSR

は、DSPデータ演算結果の状態（ゼロ、負、など）を保持します。DSRは、また CPUの Tビットに類似した DC

ビットを持っており、状態フラグを示します。条件付き DSPデータ処理命令は、この DCビットに基づいて実行

を制御します。この制御は、DSPユニットの命令にのみ影響を与えます。すなわち、DSPレジスタのみを制御し、

アドレスレジスタの更新、およびロードやストア命令などの CPUの命令を制御することはできません。DC状態

選択ビット（CS [2:0]）には、DCビットに反映する条件を指定します。 

PMULS、MOVX、MOVY、およびMOVSを除く無条件 DSPタイプのデータ命令は条件フラグと DCビットを

更新しますが、MAC命令を含む CPU命令はどれも DCビットを更新しません。条件付き DSPタイプ命令も DSR

を更新することはありません。 
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表 3.16 DSRレジスタのビットの説明 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～9 TS2～TS0 すべて 0 R/W Tビット状態選択 

TCビットが 1のとき、SRレジスタの Tビットに設定する演算結果状態を選

択するモードを指定します。ただし、SRレジスタの Sビットが 1のときも

オーバフロー検出を行います。 

000：キャリ／ボローモード 

001：負値モード 

010：ゼロ値モード 

011：オーバフローモード 

100：符号付き大モード 

101：符号付き以上モード 

110：予約（設定不可） 

111：予約（設定不可） 

8 TC 0 R/W TCビット 

0：SRレジスタの Tビットは DSP命令に依存しません。 

1：SRレジスタの Tビットは DSP命令実行時、DSRレジスタの TSビッ

トの状態により変化します。ただし条件付き DSP命令実行時は Tビッ

トは変化しません。 

7 GT 0 R/W 符号付き大ビット 

演算結果が正（ゼロをのぞく）、またはオペランド 1がオペランド 2より大

きいことを表します。 

1：演算結果が正、またはオペランド 1がオペランド 2より大きい 

6 Z 0 R/W ゼロビット 

演算結果がゼロ（0）、またはオペランド 1がオペランド 2と等しいことを

表します。 

1：演算結果がゼロ（0）、または等しい 

5 N 0 R/W 負値ビット 

演算結果が負、またはオペランド 1がオペランド 2より小さいことを表しま

す。 

1：演算結果が負、またはオペランド 1がオペランド 2より小さい 

4 V 0 R/W オーバフロービット 

演算結果がオーバフローしたことを表します。 

1：演算結果がオーバフロー 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～1 CS すべて 0 R/W DCビット状態選択 

DCビットに設定する演算結果状態を選択するためのモードを指定します。 

000：キャリ／ボローモード 

001：負値モード 

010：ゼロモード 

011：オーバフローモード 

100：符号付き大モード 

101：符号付き以上モード 

110：予約（設定不可） 

111：予約（設定不可） 

0 DC 0 R/W DSP状態ビット 

CSビットで指定されたモードで演算結果の状態を設定します。 

0：指定されたモードの状態が成立しない 

1：指定されたモードの状態が成立する 

PADDCまたは PSUBC命令実行後の DCビットは、CSビットに関係なくキ

ャリ／ボローモードで演算結果の状態を設定します。 

 

DSRは、システムレジスタに割り当てられられます。DSRには、次のロードまたはストア命令が用意されてい

ます。 
 

STS DSR,Rn; 

STS.L DSR,@-Rn; 

LDS Rn,DSR; 

LDS.L @Rn+,DSR; 

 

STS命令で DSRを読み出すとき、上位ビット（ビット 31～ビット 16）はすべて 0になります。 
 

3.5.2 DSP演算命令の命令セット 

DSP演算命令は、DSPユニットで処理されるデジタル信号処理の命令です。これらの命令は 32ビット長の命令

コードで、複数の命令を並列に実行します。命令コードは Aフィールド、Bフィールドの 2つに分かれており、

Aフィールドにはダブルデータ転送命令を指定し、Bフィールドにはシングルまたはダブルデータ演算命令を指

定します。命令は独立して指定することができ、実行も独立に実行されます。 

Bフィールドのデータ演算命令は 3つに分かれています。ダブルデータ演算命令、条件付きシングルデータ演

算命令、および無条件シングルデータ演算命令の 3つです。DSP演算命令の命令形式を表 3.17に示します。それ

ぞれのオペランドは独立に DSPレジスタから選べます。DSP演算命令のオペランドとレジスタの対応を表 3.18

に示します。 
 



 

3. DSP演算ユニット 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  3-33 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

表 3.17 DSP演算命令の命令形式 

分類 命令形式 

ダブルデータ演算命令  ALUop. Sx, Sy, Du  

MLTop. Se, Df, Dg 

条件付きシングルデータ演算命令 DCT ALUop. Sx, Sy, Dz 

DCF ALUop. Sx, Sy, Dz 

DCT ALUop. Sx, Dz 

DCF ALUop. Sx, Dz 

DCT ALUop. Sy, Dz 

DCF ALUop. Sy, Dz 

無条件シングルデータ演算命令  ALUop. Sx, Sy, Dz 

 ALUop. Sx, Dz 

 ALUop. Sy, Dz 

 MLTop. Se, Sf, Dg 

 

表 3.18 DSP命令のオペランドとレジスタの対応 

ALU、シフト演算 乗算演算 レジスタ 

Sx Sy Dz Du Se Sf Dg 

A0 Yes  Yes Yes   Yes 

A1 Yes  Yes Yes Yes Yes Yes 

M0  Yes Yes    Yes 

M1  Yes Yes    Yes 

X0 Yes  Yes Yes Yes Yes  

X1 Yes  Yes  Yes   

Y0  Yes Yes Yes Yes Yes  

Y1  Yes Yes   Yes  

 

DSPデータ演算命令を書くときは、最初に Bフィールドの命令を書いて、次に Aフィールドの命令を書きます。

DSPデータ演算命令による並行処理プログラム例を図 3.6に示します。 

PADD

PINC

PCMP

DCF

MOVX.W

MOVX.W

MOVX.W

@R4+,

@R5+R8,

@R4,

X0

X0

X1

MOVY.W

MOVY.W

[NOPY]

@R6+,

@R7+,

Y0

Y1

A0,

M1,

M1,

M0,

A1

M0

A0 PMULS X0, Y0, M0

 

図 3.6 DSPデータ演算命令による並行処理プログラムの例 

ここで、[ ]は省略可能な部分を表します。 
 

NOPXと NOPYのノーオペレーション命令は、省略可能です。DSPデータ演算命令の Bフィールドの詳細は、

「3.6.4 DSP演算命令」を参照してください。 
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DSRレジスタの条件コードビット（DC）は、常に無条件の ALUまたはシフト演算命令の結果に基づいて更新

されます。条件付き命令の場合は、DCビットを更新しません。乗算命令も DCビットを更新しません。DCビッ

トの更新は、DSRレジスタの CS[2:0]ビットにより行われます。表 3.19に DCビットの更新ルールについて示し

ます。 
 

表 3.19 DCビットの更新ルール 

CS [2:0] 条件モード 説   明 

0 0 0 キャリーまたは 

ボローモード 

ALU算術演算の結果、キャリーまたはボローが発生した場合は、DCビットがセットさ

れます。それ以外は 0クリアされます。 

シフト命令、PSHAまたは PSHLの実行時、最後にシフトアウトしたビットデータが DC

ビットにコピーされます。 

ALU論理演算の実行時は、DCビットは常に 0クリアされます。 

0 0 1 負値モード ALUまたはシフト（PSHA）算術演算の実行時は、ガードビット部分を含めて結果の MSB

が DCビットにコピーされます。 

ALUまたはシフト（PSHL）論理演算の実行時、ガードビット部分を除く結果の MSBが

DCビットにコピーされます。 

0 1 0 ゼロ値モード ALUまたはシフト演算の結果がすべてゼロの場合は、DCビットがセットされます。そ

れ以外は 0クリアされます。 

0 1 1 オーバフローモード ALUまたはシフト（PSHA）の算術演算結果がガードビット部分を除いたデスティネー

ションレジスタの範囲を越える場合は、DCビットがセットされます。それ以外は 0クリ

アされます。 

ALUまたはシフト（PSHL）の論理演算の実行時は、DCビットは常に 0クリアされます。 

1 0 0 符号付き大モード このモードは符号付き以上モードに類似していますが、結果がすべて 0の場合は、DCは

0クリアされます。 

DC = ~{ (負値^オーバレンジ) |ゼロ値} ；算術演算の場合 

DC = 0 ；論理演算の場合 

1 0 1 符号付き以上モード ALUまたはシフト（PSHA）の算術演算の結果がガードビットを含んだデスティネーシ

ョンレジスタの範囲を超える場合（オーバレンジと呼ぶ）は、定義は負値モードと同じ

になります。オーバレンジでない場合は、定義は負値モードの逆になります。 

ALUまたはシフト（PSHL）の論理演算の実行時は、DCビットは常に 0クリアされます。 

DC = ~(負値^オーバレンジ) ；算術演算の場合 

DC = 0 ；論理演算の場合 

1 1 0 予約（設定不可） 

1 1 1 予約（設定不可） 
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• 条件付き演算とデータ転送 

このクラスに属する命令の中には前記のように、条件付きで実行することができるものがあります。ただし、

指定した条件は命令の Bフィールドに対してのみ有効であって、並行して指定したデータ転送命令には有効では

ありません。図 3.7に例を示します。 

DCT

＜条件が真の場合＞�

実行前：�

実行後：�

実行後：�

X0=H'33333333,

R4=H'00008000,

X0=H'11110000,

R4=H'00008002,

Y0=H'55555555,

R6=H'00005000,

Y0=H'55555555,

R6=H'00005004,

A0=H'123456789A,

R9=H'00000004,

A0=H'0088888888,

R9=H'00000004,

PADD MOVX.W @R4+,X0 MOVY.W A0, @R6+R9X0, Y0, A0

(R4)=1111

(R4)=1111

(R6)=2222

(R6)=3456

＜条件が偽の場合＞�

実行前：�X0=H'33333333,

R4=H'00008000,

X0=H'11110000,

R4=H'00008002,

Y0=H'55555555,

R6=H'00005000,

Y0=H'55555555,

R6=H'00005004,

A0=H'123456789A,

R9=H'00000004,

A0=H'123456789A,

R9=H'00000004,

(R4)=1111

(R4)=1111

(R6)=2222

(R6)=3456  

図 3.7 条件付き演算とデータ転送命令の例 
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• NOPXおよびNOPYの命令コードの割り当て 

DSP演算命令と同時に並行処理されるデータ転送命令がないときは、データ転送命令に NOPXまたは NOPY命

令を書くか、あるいは命令を省略することもできます。NOPXまたは NOPY命令を書くかあるいは省略しても命

令コードは同じです。NOPXと NOPYの命令コードの例を表 3.20に示します。 
 

表 3.20 NOPXと NOPYの命令コードの例 

命令 コード 

PADD X0,Y0,A0 MOVX.W @R4+,X0 MOVY.W @R6+R9,Y0 1111100000001011 

1011000100000111 

PADD X0,Y0,A0 NOPX MOVY.W @R6+R9,Y0 1111100000000011 

1011000100000111 

PADD X0,Y0,A0 NOPX NOPY 1111100000000000 

1011000100000111 

PADD X0,Y0,A0 NOPX 1111100000000000 

1011000100000111 

PADD X0,Y0,A0 1111100000000000 

1011000100000111 

 MOVX.W @R4+,X0 MOVY.W @R6+R9,Y0 1111000000001011 

 MOVX.W @R4+,X0 NOPY 1111000000001000 

 MOVS.W @R4+,X0 1111010010001000 

 NOPX MOVY.W @R6+R9,Y0 1111000000000011 

  MOVY.W @R6+R9,Y0 1111000000000011 

 NOPX NOPY 1111000000000000 

NOP 0000000000001001 

 

3.5.3 DSPタイプデータ形式 

本 LSIは、命令によって異なるデータ形式を持っています。ここでは DSPタイプ命令用のデータ形式について

解説します。 

図 3.8に 2進小数点の位置の異なる 3つの DSPタイプのデータ形式を、また参考として、ビット 0の右側に 2

進小数点を持つ CPUタイプのデータ形式を示します。 

DSPタイプ固定小数点データ形式は、ビット 31とビット 30の間に 2進小数点があります。DSPタイプ整数形

式は、ビット 16とビット 15の間に 2進小数点があります。DSPタイプ論理形式には、2進小数点はありません。

データ形式の有効なデータ長は、命令および DSPレジスタによって異なります。 
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39 31 30 0

31 30 0

39 31 30 0

39

s

32 31 16 15

16 15

1622 15

1621 15

16 15

16 15

0

31 0

31 0

31 0

31 0

39 31 0

ガードビット付き� -2  ～+2  -2s

s

s

s

s

s

s

ガードビットなし�

乗算入力�

ガードビット付き�

ガードビットなし�

算術演算ソフト（PSHA）�
のシフト量�

算術演算ソフト（PSHL）�
のシフト量�

ロングワード�

DSPタイプ固定小数点

s：符号ビット ：2進小数点� ：演算に使用しない

DSPタイプ整数

DSPタイプ論理

CPUタイプ整数

8 8 -31

-1～+1-2 -31

-1～+1-2 -15

-2    ～+2    -123 23

-2    ～+2   -131 31

-2    ～+2    -115 15

-32～+32

-16～+16

 

図 3.8 データ形式 

 

算術演算シフト（PSHA）命令のシフト量は、－64～＋63を表す 7ビットのフィールドを持っていますが、－

32～＋32が有効な数です。また論理演算シフトのシフト量も 6ビットのフィールドを持っていますが、－16～＋

16が有効な数です。 
 

3.5.4 ALU固定小数点算術演算 

図 3.9に ALU固定小数点算術演算フローを示します。表 3.21はこの演算の種々のタイプを示し、表 3.22は各

オペランドとレジスタの対応を示します。 
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39 31 31

39 31

0

ソース1

0

デスティ�
ネーション

ALU

DSR

39 0

ソース2ガード� ガード�

ガード�

GT Z N V DC

 

図 3.9 ALU固定小数点算術演算フロー 

【注】 ALU固定小数点算術演算は、基本的に 40ビット演算であり、32ビットの基本精度部分および 8ビットのガードビッ

ト部分から構成されます。したがって、ガードビット部分を提供していないレジスタをソースオペランドに指定すると、

符号ビットがガードビット部分にコピーされます。ガードビット部分を提供していないレジスタをデスティネーション

オペランドに指定すると、演算結果の下位 32ビットがデスティネーションレジスタに入力されます。 

 

ALU固定小数点算術演算は、レジスタ間で実行されます。各ソースオペランドおよびデスティネーションオペ

ランドは、DSPレジスタの 1つから独立して選択されます。ガードビットを持つレジスタをオペランドに指定す

ると、ガードビットも含めてこれらの演算が実行されます。これらの演算は、図 3.10に示すように DSPステージ

で実行されます。DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 
 

表 3.21 ALU固定小数点算術演算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

PADD 加算 Sx Sy Dz（Du） 

PSUB 減算 Sx Sy Dz（Du） 

PADDC キャリー付き加算 Sx Sy Dz 

PSUBC ボロー付き減算 Sx Sy Dz 

PCMP 比較 Sx Sy － 

Sx all 0 Dz PCOPY データコピー 

all 0 Sy Dz 

Sx all 0 Dz PABS 絶対値 

all 0 Sy Dz 

Sx all 0 Dz PNEG 符号反転 

all 0 Sy Dz 

PCLR クリア all 0 all 0 Dz 
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表 3.22 オペランドとレジスタの対応 

レジスタ Sx Sy Dz Du 

A0 Yes  Yes Yes 

A1 Yes  Yes Yes 

M0  Yes Yes  

M1  Yes Yes  

X0 Yes  Yes Yes 

X1 Yes  Yes  

Y0  Yes Yes Yes 

Y1  Yes Yes  

 

図 3.10に示すように、ALU演算と同じラインでプログラムされたデータロード命令によりMAステージでメ

モリから読み込まれたデータは、データロード命令のデスティネーションオペランドが ALU演算のソースオペラ

ンドと同一であってもこの演算用のソースオペランドとしては使用されません。この場合は、前の命令の結果が

ALU演算のソースオペランドとして用いられた後にデータロード演算のデスティネーションオペランドとして更

新されます。 

IF

1 2

MOVX

MOVX

MOVX MOVX＆PADD

MOVX＆PADD

MOVX＆PADD

3 4 5 6

ID

EX

MA/DSP

スロット
ステージ

＜演算シーケンスの例＞

PADD X0, Y0, A0
MOVX.W @R4+X0
MOVX.W @R4+X0

アドレッシング

前のサイクル結果を使用

アドレッシング

 

図 3.10 演算シーケンスの例 

 

ALU算術演算を実行するたびに、DSRの DC、N、Z、V、および GTビットは基本的に演算結果に従って更新

されます。ただし、条件付き命令の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更新されませ

ん。無条件命令の場合は、これらは演算結果に従って常に更新されます。DCビットの定義は、DSRレジスタの

CS[2:0]（条件選択）で指定します。DCビットは、以下のようになります。 
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（1） キャリー／ボローモード（CS [2:0]＝000の場合） 

DCビットは、ガードビット部分を除いた演算結果の最上位ビットからキャリーまたはボローが発生したことを

示します。いくつかの例を図 3.11に示します。このモードがデフォルトです。PABSおよび PNEG命令では、入

力データが負のとき LSBに 1を加算するため、キャリービットが発生する場合があります。 

＜例1＞

ガードビット

キャリー検出位置

    0000 0000 1111 1111 1111 1111
+) 0000 0000 0000 0000 0000 0001

0000 0001 0000 0000 0000 0000

（キャリー発生）

＜例2＞

ガードビット

キャリー検出位置

    1111 1111 0111 0000 0000 0000
+) 0011 1111 0001 0000 0000 0000

0011 1110 1000 0000 0000 0000(1)

（キャリー発生せず）

＜例3＞

ガードビット

ボロー検出位置

    0000 0000 0000 0000 0000 0001
 -) 0000 0000 0000 0000 0000 0001

0000 0000 0000 0000 0000 0000

（ボロー発生せず）

＜例4＞

ガードビット

ボロー検出位置

    0000 0000 0001 0000 0000 0001
 -) 0000 0000 0001 0000 0000 0010

1111 1111 1111 1111 1111 1111

（ボロー発生）  

図 3.11 キャリー／ボローモードでの DCビット生成の例 

（2） 負値モード（CS [2:0]＝001の場合） 

DCフラグは、演算結果のMSBと同じ状態を示します。結果が負の数のときは、DCビットは 1を示します。

結果が 0または正の数のときは、DCビットは 0を示します。ALUは常に 40ビットの算術演算を実行するので、

正か負かを検出する符号ビットはデスティネーションオペランドに関係なく常に演算結果のMSBから得られま

す。いくつかの例を図 3.12に示します。 

＜例1＞

ガードビット

符号ビット 符号ビット

    1100 0000 0000 0000 0000 0000
+) 0000 0000 0000 0000 0000 0001

1100 0000 0000 0000 0000 0001

（負の値）

＜例2＞

ガードビット

    0011 0000 0000 0000 0000 0000
+) 0000 0000 1000 0000 0000 0001

0011 0000 1000 0000 0000 0001

（正の値）  

図 3.12 負値モードでの DCビット生成の例 
 
（3） ゼロ値モード（CS [2:0]＝010の場合） 

DCフラグは、演算結果がゼロであるか否かを示します。結果がゼロの場合は、DCビットは 1を示します。結

果がゼロでない場合は、DCビットは 0を示します。 
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（4） オーバフローモード（CS [2:0]＝011の場合） 

DCビットは、結果にオーバフローが発生したか否かを示します。ガードビットを除き演算の結果がデスティネ

ーションレジスタの範囲を越える場合は、DCビットが 1にセットされます。ガードビットがある場合でも、DC

ビットはガードビットがない場合の結果を示します。したがって、ガードビットの部分が大きな数を表すために

使用される場合は、DCビットは常に 1にセットされます。オーバフローモードでの DCビット生成の例を図 3.13

に示します。 

＜例1＞

ガードビット

オーバフロー検出範囲

    1111 1111  1111 1111 1111 1111
+) 1111 1111  1000  0000 0000 0000

1111 1111  0111 1111 1111 1111

（オーバフローの場合）

＜例2＞

ガードビット

    1111 1111  1111 1111 1111 1111
+) 1111 1111  1000 0000  0000 0001

1111 1111  1000 0000 0000  0000

（オーバフローでない場合）

オーバフロー検出範囲

 

図 3.13 オーバフローモードでの DCビット生成の例 

 

（5） 符号付き大モード（CS [2:0]＝100の場合） 

DCビットは、比較演算 PCMPの結果、ソース 1データ（符号付き）がソース 2データ（符号付き）より大き

いかどうかを示します。したがって、PCMP演算は、条件付き演算をこの条件モードで実行するときにあらかじ

め実行する必要があります。ソース 1データがソース 2データより大きい場合は、比較演算の結果は普通正の値

なので、このモードは前述の負値モードに類似しています。ただし、ソース 1データがソース 2データより大き

くても、比較演算の結果がガードビットを含めたデスティネーションオペランドの範囲を越える場合（「オーバ

レンジ」と呼ぶ）は、結果の符号ビットは負の値を示します。この条件モードでは、この特殊な場合を考慮した

上で DCビットを更新します。次の式は、この条件を得る定義を示します。 
 

DC = ~{ (負値^オーバレンジ) |ゼロ値} 
 

PCMP演算をこの条件モードで実行する場合は、DCビットの結果は CPU命令の CMP/GT演算の Tビットの結

果と同じです。 
 

（6） 符号付き以上モード（CS [2:0]＝101の場合） 

DCビットは、比較演算 PCMPの結果、ソース 1データ（符号付き）がソース 2データ（符号付き）以上であ

るかどうかを示します。したがって、PCMP演算は、条件付き演算をこの条件モードで実行するときにあらかじ

め実行する必要があります。このモードは前述の「符号付き大モード」と類似していますが、このモードには等

しい場合も含まれます。次の式は、この条件を得る定義を示します。 
 

DC = ~(負値^オーバレンジ) 
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PCMP演算をこの条件モードで実行する場合は、DCビットの結果は CPU命令の CMP/GE演算の Tビット結果

と同じです。 

Nビットは、CS [2:0]ビットが負値モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記の負

値モード部分を参照してください。Zビットは、CS [2:0]ビットがゼロ値モードとしてセットされる DCビットと

常に同じ状態を示します。上記のゼロ値モード部分を参照してください。Vビットは、CS [2:0]ビットがオーバフ

ローモードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記のオーバフローモード部分を参照し

てください。GTビットは、CS [2:0]ビットが符号付き大モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を

示します。上記の符号付き大モード部分を参照してください。 

【注】 DCビットは、PADDCと PSUBC命令では、CS[2:0]の状態に関係なく常にキャリー／ボローモードとなります。  

 

• オーバフローの防止機能 

SRレジスタの Sビットは、DSPユニットのどの ALU固定小数点算術演算に対しても有効です。詳細について

は、「3.5.11 オーバフロー防止機能」を参照してください。 
 

3.5.5 ALU整数演算 

図 3.14に ALU整数演算フローを示します。表 3.23にこの演算の種類を示します。各オペランドのレジスタと

の対応は、表 3.22に示した ALU固定小数点算術演算と同じです。 

31 3139

無視�

0クリア
3139

0

ソース1

0

デスティ�
ネーション

ALU

DSR

39 0

ソース2

GT Z N V DC

ガード� ガード�

ガード�

 

図 3.14 ALU整数演算フロー 
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表 3.23 ALU整数演算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

Sx ＋1 Dz PINC 1ずつインクリメント 

＋1 Sy Dz 

Sx －1 Dz PDEC 1ずつデクリメント 

－1 Sy Dz 

【注】 ALU整数演算は、基本的に 24ビット演算、すなわち上位 16ビットの基本精度および 8ビットのガードビット部分から

なります。したがって、ガードビット部分を提供していないレジスタをソースオペランドに指定すると、符号ビットは

ガードビット部分にコピーされます。ガードビット部分を提供していないレジスタをデスティネーションオペランドに

指定すると、演算結果のガードビットを除いた上位ワードがデスティネーションレジスタの上位ワードに入力されます。 

 

ALU整数演算では、ソースオペランドの下位ワードは無視され、デスティネーションオペランドの下位ワード

は自動的にクリアされます。ガードビット部分がサポートされている場合は、ALU整数演算で有効です。その他

は、基本的に ALU固定小数点演算の演算と同じです。ただし、表 3.23に示すように、この種の演算は 2種類の

命令しか提供されません。したがって、第 2オペランドは、実質的には＋1か－1かのいずれかとなります。ワー

ドデータを DSPユニットのレジスタに読み込むと、上位ワードデータとして入力されます。ガードビットがある

レジスタをオペランドに指定すると、ガードビットも有効です。これらの演算は、固定小数点同様、図 3.10に示

すようにDSPステージで実行されます｡DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 

ALU整数演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に

従って更新されます。これは固定小数点演算と同じですが、各ソースオペランドとデスティネーションオペラン

ドの下位ワードはそれらを生成するためには使用しません。詳細については、「3.5.4 ALU固定小数点算術演算」

を参照してください。 

条件付き命令の場合は、指定した条件が真であり演算が実行されてもこれらのビットは更新されません。無条

件命令の場合、これらは、演算結果に従って常に更新されます。詳細については、「3.5.4 ALU固定小数点算術

演算」を参照してください。 
 

• オーバフローの防止機能 

SRレジスタの Sビットは、DSPユニットのすべての ALU整数演算で有効です。詳細については、「3.5.11 オ

ーバフロー防止機能」を参照してください。 
 

3.5.6 ALU論理演算 

図 3.15に ALU論理演算フローを示します。表 3.24にこの演算の種類を示します。各オペランドのレジスタと

の対応は、表 3.21に示した ALU固定小数点算術演算と同じです。 
 

ALU論理演算は、レジスタ間で実行します。各ソースオペランドおよびデスティネーションオペランドは、DSP

レジスタの 1つから独立して選択されます。図 3.15に示すように、この種の演算は、各オペランドの上位ワード

のみを使用します。ソースオペランドの下位ワードとガードビットは無視され、デスティネーションオペランド

の下位ワードとガードビットは自動的にクリアされます。これらの演算もまた図 3.10に示すように DSPステージ

で実行されます。DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 
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図 3.15 ALU論理演算フロー 

 

表 3.24 ALU論理演算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

PAND 論理 AND Sx Sy Dz 

POR 論理 OR Sx Sy Dz 

PXOR 論理排他的 OR Sx Sy Dz 

 

ALU論理演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に

従って更新されます。条件付き命令の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更新されま

せん。無条件命令の場合は、これらは演算結果に従って常に更新されます。DCビットの定義は、DSRレジスタ

の CS[2:0]ビット（条件選択ビット）で指定します。DCビットの結果は、次のとおりです。 

1. キャリーまたはボローモード（CS [2:0]＝000の場合） 

DCビットは常に0にクリアされます。 

2. 負値モード（CS [2:0]＝001の場合） 

演算結果のビット31の値がDCビットに読み込まれます。 

3. ゼロ値モード（CS [2:0]＝010の場合） 

演算結果がゼロのときDCビットは1にセットされ、それ以外は0にクリアされます。 

4. オーバフローモード（CS [2:0]＝011の場合） 

DCビットは常に0にクリアされます。 

5. 符号付き大モード（CS [2:0]＝100の場合） 

DCビットは常に0にクリアされます。 

6. 符号付き、以上モード（CS [2:0]＝101の場合） 

DCビットは常に0にクリアされます。 
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Nビットは、CS [2:0]ビットが負値モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記の負

値モード部分を参照してください。Zビットは、CS [2:0]ビットがゼロ値モードとしてセットされる DCビットと

常に同じ状態を示します。上記のゼロ値モード部分を参照してください。Vビットは、CS [2:0]ビットがオーバフ

ローモードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記のオーバフローモード部分を参照し

てください。GTビットは、CS [2:0]ビットが符号付き大モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を

示します。上記の符号付き大モード部分を参照してください。 
 

3.5.7 固定小数点乗算 

図 3.16に乗算命令のフローを示します。表 3.25にこの演算の種類を示します。表 3.26に各オペランドとレジ

スタの対応を示します。DSPユニットの乗算は、シングルワード符号付き単精度乗算です。固定小数点は、図 3.10

に示すように DSPステージで実行されます｡DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージ

です。 
 

倍精度乗算が必要な場合は、CPUのダブルワード乗算命令を活用することができます。 

39 390

ソース1S

01

MAC

無視S 0

3131

39 31

0

ソース2S

デスティネーション

0

 

図 3.16 固定小数点乗算フロー 

 

表 3.25 固定小数点乗算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

PMULS 符号付き乗算 Se Sf Dg 
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表 3.26 オペランドの柔軟性 

レジスタ Se Sf Dg 

A0   Yes 

A1 Yes Yes Yes 

M0   Yes 

M1   Yes 

X0 Yes Yes  

X1 Yes   

Y0 Yes Yes  

Y1  Yes  

【注】 乗算は、基本的に 32ビットの演算結果を生成します。したがって、ガードビット部分を提供するレジスタをデスティネ

ーションオペランドに指定するとガードビット部分には、演算結果のビット 31がコピーされます。 

 

DSPユニット側の乗算は、整数ではなく固定小数点演算です。したがって、乗数および被乗数それぞれの上位

ワードが図 3.16に示すようにMACユニットに入力されます。SHの従来の乗算では、両ソースオペランドの下位

ワードがMACユニットに入力されます。演算結果も SHの場合とは異なります。SHの乗算結果は、デスティネ

ーションの LSBに揃えらますが、固定小数点乗算結果はMSBに揃えられ、固定小数点乗算結果の LSBは常に 0

になります。 

この固定小数点乗算は、1サイクルで実行されます。乗算演算は、常に無条件で実行されますが、DSRレジス

タの DC、N、Z、V、および GTの条件コードビットには影響しません。 
 

• オーバフローの防止機能 

SRレジスタの Sビットは DSPユニットのこの乗算に対して有効です。詳細については、「3.5.11 オーバフロ

ー防止機能」を参照してください。 

Sビットが 0の場合は、H'8000*H‘8000（（－1.0）*（－1.0））演算を符号付き固定小数点乗算として実行する

ときだけオーバフローが発生します。結果は、H'00 8000 0000ですが、（＋1.0）を意味しません。Sビットが 1

の場合は、オーバフロー防止機能が働いて結果は H'00 7FFF FFFFとなります。 
 

3.5.8 シフト演算 

シフト演算は、シフト量オペランドとしてレジスタ値またはイミディエイト値を使用することができます。他

のソースオペランドとデスティネーションオペランドは、レジスタで指定します。シフト演算には、算術シフト

および論理シフトの 2種類があります。表 3.27にこの演算の種類を示します。イミディエイトオペランドを除き、

各オペランドのレジスタとの対応は、表 3.21に示すように ALU固定小数点算術演算と同じです。 
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表 3.27 シフト演算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

PSHA Sx, Sy, Dz 算術シフト Sx Sy Dz 

PSHL Sx, Sy, Dz 論理シフト Sx Sy Dz 

PSHA #Imm1, Dz イミディエイト付き

算術シフト 

Dz Imm1 Dz 

PSHL #Imm2, Dz イミディエイト付き

論理シフト 

Dz Imm2 Dz 

-32<=Imm1<=+32, -16<=Imm2<=+16 

 

（1） 算術シフト： 

図 3.17に算術シフト演算フローを示します。 

DSR

GT Z N V DC更新

39 32 31 16 15 0

Sy

39 32 31 16 15 0

0

シフトアウトシフトアウト

（MSBコピー）

無視

＜左シフト＞ ＜右シフト＞

39 32 31 23 22 16

Imm1

6 0

15 0

シフト量データ：
（ソース2）

＞＝0 ＜0

＋32～－32

 

図 3.17 算術シフト演算フロー 

【注】 算術シフト演算は、基本的に 40ビット演算、すなわち 32ビットの基本精度、8ビットのガードビット部分から構成さ

れます。したがって、ガードビット部分を提供していないレジスタをソースオペランドに指定すると、符号ビットがガ

ードビット部分にコピーされます。ガードビット部分を提供していないレジスタをデスティネーションオペランドに指

定すると、演算結果の下位 32ビットがデスティネーションレジスタに入力されます。 

 

この算術シフト演算においては、ソース 1オペランドとデスティネーションオペランドは全ビット有効になり

ます。シフト量は、整数部分としてソース 2オペランドで指定します。ソース 2オペランドは、レジスタまたは

イミディエイトオペランドで指定することができます。利用可能なシフト範囲は、－32から＋32までです。ここ

で負の値は右シフト、正の値は左シフトを意味します。ソース 2オペランドとしては、－64から＋63までを指定

することができますが、無効なシフト値が指定された場合は、結果は保証されません。イミディエイトオペラン

ド命令を持つシフトの場合は、ソース 1オペランドはデスティネーションのレジスタと同じレジスタでなければ

なりません。この演算は、ALU固定小数点算術演算同様に、図 3.10に示すような DSPステージで実行します。

DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 
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算術シフト演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に

従って更新されます。ただし、条件付き命令の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更

新されません。無条件の命令の場合は、これらは演算結果に従って常に更新されます。DCビットの定義は DSR

レジスタの CS[2:0]ビット（条件選択ビット）で指定します。DCビットの結果は、次のとおりです。 

1. キャリー／ボローモード（CS [2:0]＝000の場合） 

DCビットは、演算結果として最後にシフトアウトしたデータを示します。 

2. 負値モード（CS [2:0]＝001の場合） 

DCビットは、演算結果が負の値のとき1にセットされ、ゼロまたは正の値のときに0クリアされます。 

3. ゼロ値モード（CS [2:0]＝010の場合） 

DCビットは、演算結果がゼロのとき1にセットされます。それ以外は、0クリアされます。 

4. オーバフローモード（CS [2:0]＝011の場合） 

オーバフローが発生したときに1にセットされます｡ 

5. 符号付き大モード（CS [2:0]＝100の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

6. 符号付き以上モード（CS [2:0]＝101の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

 

Nビットは、CS [2:0]ビットが負値モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記の負

値モード部分を参照してください。Zビットは、CS [2:0]ビットがゼロ値モードとしてセットされる DCビットと

常に同じ状態を示します。上記のゼロ値モード部分を参照してください。Vビットは、CS [2:0]ビットがオーバフ

ローモードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記のオーバフローモード部分を参照し

てください。GTビットは、CS [2:0]ビットが符号付き大モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を

示します。上記の符号付き大モード部分を参照してください。 
 

• オーバフローの防止機能 

SRレジスタの Sビットは、DSPユニットのどの算術シフト演算に対しても有効です。詳細については、「3.5.11 

オーバフロー防止機能」を参照してください。 
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（2） 論理シフト： 

図 3.18に論理シフト演算フローを示します。 
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図 3.18 論理シフト演算フロー 

 

図 3.18に示すように、論理シフト演算は、ソース 1の上位ワードとデスティネーションオペランドを使用しま

す。ソースオペランドの下位ワードとガードビット部分は無視され、デスティネーションオペランドの下位ワー

ドとガードビット部分は、ALU論理演算同様、0にクリアされます。シフト量は、整数データとしてソース 2オ

ペランドに指定します。ソース 2オペランドでは、レジスタまたはイミディエイトオペランドに指定できます。

利用可能なシフト範囲は、－16から＋16です。ここで、負の値は右シフト、正の値は左シフトを意味します。任

意のソース 2オペランドは、－32から＋31までを指定することができますが、無効なシフト値を指定すると、結

果は保証されません。イミディエイトオペランド命令を持つシフトの場合は、ソース 1オペランドはデスティネ

ーションのレジスタと同じレジスタでなければなりません。これらの演算は図 3.10に示すように DSPステージで

実行します。DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 

論理シフト演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に

従って更新されます。条件付き演算の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更新されま

せん。無条件の演算の場合は、これらは演算結果で常に更新されます。DCビットの定義は、DSRレジスタの CS[2:0]

ビット（条件選択ビット）で指定します。DCビットの結果は、次のとおりです。 

1. キャリー／ボローモード（CS [2:0]＝000の場合） 

DCビットは、演算結果として最後にシフトアウトしたデータを示します。 

2. 負値モード（CS [2:0]＝001の場合） 

DCビットは、演算結果のビット31の値が格納されます｡ 

3. ゼロ値モード（CS [2:0]＝010の場合） 

DCビットは、演算結果がゼロのとき1にセットされます。それ以外は、0にクリアされます｡ 
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4. オーバフローモード（CS [2:0]＝011の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

5. 符号付き大モード（CS [2:0]＝100の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

6. 符号付き以上モード（CS [2:0]＝101の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

 

Nビットは、CS [2:0]ビットが負値モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記の負

値部分を参照してください。Zビットは、CS [2:0]ビットがゼロ値モードとしてセットされる DCビットと常に同

じ状態を示します。上記のゼロ値モード部分を参照してください。Vビットは、CS [2:0]ビットがオーバフローモ

ードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示しますが、この演算では常にクリアされます。GTビット

も同じです。 
 

3.5.9 MSB検出命令 

MSB検出命令（PDMSB：Detect Most Significant Bit）は、正規化のためのシフト量を計算するために使用されま

す。図 3.19に PDMSB命令のフローを、表 3.28に演算の定義を示します。表 3.29にこの演算の種類を示します。

各オペランドのレジスタとの対応は、表 3.21に示した ALU固定小数点算術演算と同じです。 
 

【注】 MSB検出命令の結果は、ALU整数演算と同様、基本的に 24ビット、すなわち上位 16ビットの基本精度と 8ビットの

ガードビット部分です。ガードビット部分を提供していないレジスタをデスティネーションオペランドに指定すると、

演算結果の上位ワードがデスティネーションレジスタに入力されます。 

 

図 3.19に示すように、PDMSB命令はソースオペランドとしてフルサイズのデータを使用しますが、正規化用

のシフト量データは「3.5.8 シフト演算」で述べたように整数データでなければならないので、デスティネーシ

ョンオペランドは整数演算結果と見なされます。これらの演算は、図 3.10に示すように DSPステージで実行され

ます。DSPステージは、メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 

PDMSB演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に従

って更新されます。条件付き命令の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更新されませ

ん。無条件命令の場合は、これらは演算結果で常に更新されます。 
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図 3.19 PDMSB演算フロー 

 

DCビットの定義は DSRレジスタの CS[2:0] ビット（条件選択ビット）で選択します。DCビットの結果は、次

のとおりです。 

1. キャリー／ボローモード（CS [2:0]＝000の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

2. 負値モード（CS [2:0]＝001の場合） 

DCビットは、演算結果が負の値のとき1にセットされ、ゼロまたは正の値のとき0にクリアされます。 

3. ゼロ値モード（CS [2:0]＝010の場合） 

DCビットは、演算結果がゼロのとき1にセットされます。それ以外は、0にクリアされます。 

4. オーバフローモード（CS [2:0]＝011の場合） 

DCビットは、常に0にクリアされます。 

5. 符号付き大モード（CS [2:0]＝100の場合） 

DCビットは、演算結果が正の値のときに1にセットされます。それ以外は、0にクリアされます。 

6. 符号付き以上モード（CS [2:0]＝101の場合） 

DCビットは、演算結果が正またはゼロのとき1にセットされます。それ以外は、0にクリアされます。 
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表 3.28 PDMSB命令の定義 

ソースデータ DST用の結果 

ガードビット 上位ワード 下位ワード ガード

ビット

上位ワード 

39 38 － 33 32 31 30 29 28 － 3 2 1 0 39～32 31～22 21 20 19 18 17 16 10進数 

0 0 － 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0 all 0 all 0 0 1 1 1 1 1 ＋31 

0 0 － 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 1 all 0 all 0 0 1 1 1 1 0 ＋30 

0 0 － 0 0 0 0 0 0 － 0 0 1 * all 0 all 0 0 1 1 1 0 1 ＋29 

0 0 － 0 0 0 0 0 0 － 0 1 * * all 0 all 0 0 1 1 1 0 0 ＋28 

  ：   ：     ：  

0 0 － 0 0 0 0 0 1 － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 1 0 ＋2 

0 0 － 0 0 0 0 1 * － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 0 1 ＋1 

0 0 － 0 0 0 1 * * － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 － 0 0 1 * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 1 1 1 －1 

0 0 － 0 1 * * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 1 1 0 －2 

  ：   ：     ：  

0 1 － * * * * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 0 0 0 －8 

1 0 － * * * * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 0 0 0 －8 

  ：   ：     ：  

1 1 － 1 0 * * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 1 1 0 －2 

1 1 － 1 1 0 * * * － * * * * all 1 all 1 1 1 1 1 1 1 －1 

1 1 － 1 1 1 0 * * － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 0 0 0 

1 1 － 1 1 1 1 0 * － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 0 1 ＋1 

1 1 － 1 1 1 1 1 0 － * * * * all 0 all 0 0 0 0 0 1 0 ＋2 

  ：   ：     ：  

1 1 － 1 1 1 1 1 1 － 1 0 * * all 0 all 0 0 1 1 1 0 0 ＋28 

1 1 － 1 1 1 1 1 1 － 1 1 0 * all 0 all 0 0 1 1 1 0 1 ＋29 

1 1 － 1 1 1 1 1 1 － 1 1 1 0 all 0 all 0 0 1 1 1 1 0 ＋30 

1 1 － 1 1 1 1 1 1 － 1 1 1 1 all 0 all 0 0 1 1 1 1 1 ＋31 

【注】 * don't careビットを意味します。 

 

表 3.29 PDMSB命令の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

Sx － Dz PDMSB MSB検出 

－ Sy Dz 
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Nビットは、CS [2:0]ビットが負値モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記の負

値モード部分を参照してください。Zビットは、CS [2:0]ビットがゼロ値モードとしてセットされる DCビットと

常に同じ状態を示します。上記のゼロ値モード部分を参照してください。Vビットは、CS [2:0]ビットがオーバフ

ローモードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を示します。上記のオーバフローモード部分を参照し

てください。GTビットは、CS [2:0]ビットが符号付き大モードとしてセットされる DCビットと常に同じ状態を

示します。上記の符号付き大モード部分を参照してください。 
 

3.5.10 丸め演算 

DSPユニットは、32ビットから 16ビットに丸める丸め機能を提供します。ガードビットがある場合は、40ビ

ットから 24ビットに丸めます。丸め命令を実行するときは、ソースオペランドに H'00008000が加算された後、

下位ワードが 0クリアされます。図 3.20に丸め演算フローを示します。図 3.21に丸め演算の定義を示します。

また、表 3.30に演算の種類を示します。各オペランドのレジスタとの対応は、表 3.21に示した ALU固定小数点

算術演算と同じです。 

図 3.21に示すように、丸め演算は、ソースオペランド、デスティネーションオペランド両方に対してフルサイ

ズデータを使用します。これらの演算は、図 3.10に示すような DSPステージで実行されます。DSPステージは、

メモリアクセスを行うMAステージと同ステージです。 

丸め演算を実行するたびに、DSRレジスタの DC、N、Z、V、および GTビットは、基本的に演算結果に従って

更新されます。条件付き命令の場合は、指定条件が真で演算が実行されてもこれらのビットは更新されません。

無条件命令の場合は、これらは演算結果で常に更新されます。DCビットの定義は、DSRレジスタの CS[2:0]（条

件選択）ビットで指定します。これらの状態コードビットの結果は ALU固定小数点算術演算と同じです。 

31

31

0

ALU

H'00008000

39

39

0

0クリア

ソース1または2

DSR

GT Z N V DC

ガード�

ガード�

 

図 3.20 丸め演算フロー 
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図 3.21 丸め演算の定義 

 

表 3.30 丸め演算の種類 

ニーモニック 機能 ソース 1 ソース 2 デスティネーション 

Sx － Dz PRND 丸め 

－ Sy Dz 

 

• オーバフロー防止機能 

SRレジスタの Sビットは DSPユニットの任意の丸め演算で有効です。詳細については、「3.5.11 オーバフロ

ー防止機能」を参照してください。 
 

3.5.11 オーバフロー防止機能 

SRレジスタの Sビットは、従来の SH乗算およびMAC演算を含め DSPユニットで実行する算術演算に有効で

す。SHの CPUコアの SRレジスタの Sビットは、オーバフロー防止機能イネーブルビットとして使用します。演

算結果がガードビット部分のない 2の補数の表記範囲を越える場合は、算術演算はオーバフローします。表 3.31

に「3.5.7 固定小数点乗算」で説明した符号付き×符号付き固定小数点乗算を含めて、固定小数点算術演算に対

するオーバフロー保護の定義を示します。表 3.32には整数算術演算に対するオーバフロー防止機能の定義を示し

ます。整数算術演算の飽和値の下位ワードは don't careです。下位ワードの値は、保証されません。 

オーバフロー防止機能が有効になっているときは、オーバフローは発生することはありません。したがって、V

ビットは、0にクリアされます。オーバフローモードを CS [2:0]ビットで選択するときも DCビットは 0にクリア

されます。 
 

表 3.31 固定小数点算術用演算のオーバフロー防止機能の定義 

符号 オーバフロー条件 固定値 16進表記 

正 結果＞1－2-31 1－2-31 00 7FFF FFFF 

負 結果＜－1 －1 FF 8000 0000 
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表 3.32 整数算術演算用オーバフロー防止機能の定義 

符号 オーバフロー条件 固定値 16進表記 

正 結果＞215－1 215－1 00 7FFF **** 

負 結果＜－215 －215 FF 8000 **** 

【注】 * "Don't care"を意味します。 

 

3.5.12 ローカルデータ移動命令 

本 LSIには、CPUの乗算／積和演算（MAC）をサポートするためのMACLとMACHの 2つレジスタがありま

す。これらのレジスタは、他の DSPレジスタとのローカルデータ移動命令により、テンポラリレジスタとして活

用することができます。図 3.22にローカルデータ移動命令のフローを示します。表 3.33にはこの命令の種類を

示します。 

PLDSPSTS

利用不可

X0
Y0

MACH
MACL

X1
Y1
M1
A1

M0
A0

A0G A1G DSR

 

図 3.22 ローカルデータ移動命令のフロー 

 

表 3.33 ローカルデータ移動命令の種類 

ニーモニック 機能 オペランド 

PLDS DSPレジスタからMACL/Hへのデータ移動 Dz 

PSTS MACL/Hから DSPレジスタへのデータ移動 Dz 

 

この命令は、他の転送命令と非常に似ています。A0および A1レジスタのいずれかを PSTSのデスティネーシ

ョンオペランドとして指定すると、符号ビットが該当するガードビット部分 A0Gまたは A1Gに符号拡張されて

格納されます。命令結果にかかわらず、DSRレジスタの DCビットおよびその他の条件コードビットは、更新さ

れません。この命令は、条件付きとしても動作します。ローカルデータ移動命令は、MOVXとMOVYで並行し

て指定することができます。 
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3.5.13 オペランドの競合 

同一のデスティネーションオペランドを複数の DSPデータ演算命令による並行処理で指定すると、データの競

合が発生します。表 3.34に各命令のオペランドとレジスタの対応を示します。 
 

表 3.34 オペランド柔軟性 

Xメモリロード Yメモリロード 6オペランド 

命令 ALU 

3オペランド 

命令乗算 

3オペランド

ALU 

 

Ax Ix Dx Ay Iy Dy Sx Sy Du Se Sf Dg Sx Sy Dz 

A0       *1  *2   *2 *1  *1 

A1       *1  *2 *1 *1 *2 *1  *1 

M0        *1    *1  *1 *1 

M1        *1    *1  *1 *1 

X0   *2    *1  *2 *1 *1  *1  *2 

X1   *2    *1   *1   *1  *2 

Y0      *2  *1 *2 *1 *1   *1 *2 

DSP 

レジスタ 

Y1      *2  *1   *1   *1 *2 

【注】 *1 オペランドに利用可能なレジスタ 

 *2 オペランドに利用可能なレジスタ（オペランド競合の場合） 

 

オペランド競合問題には、3つの場合があります。 
 

• ALU演算と乗算命令が同じデスティネーションオペランド（DuおよびDg）を指定する場合 

• X側ロードとALU命令が同じデスティネーションオペランド（DxおよびDuまたはDz）を指定する場合 

• Y側ロードとALU命令が同じデスティネーションオペランド（DyおよびDuまたはDz）を指定する場合 

 

競合した場合の結果は、保証されません。 
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3.6 DSP拡張機能命令セット 

3.6.1 CPU拡張命令 
 

表 3.35 DSPモード拡張システム制御命令 

命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

T 

ビット 

区分 

SETRC #imm 10000010iiiiiiii imm→RC (of SR) 1 －  

SETRC Rn 0100nnnn00010100 Rn[11:0] →RC(ofSR) 1 －  

LDRS @(disp,PC) 10001100dddddddd (disp×2+PC) →RS 1 －  

LDRE @(disp,PC) 10001110dddddddd (disp×2+PC) →RE 1 －  

STC MOD,Rn 0000nnnn01010010 MOD→Rn 1 －  

STC RS,Rn 0000nnnn01100010 RS→Rn 1 －  

STC RE,Rn 0000nnnn01110010 RE→Rn 1 －  

STS DSR,Rn 0000nnnn01101010 DSR→Rn 1 －  

STS A0,Rn 0000nnnn01111010 A0→Rn 1 －  

STS X0,Rn 0000nnnn10001010 X0→Rn 1 －  

STS X1,Rn 0000nnnn10011010 X1→Rn 1 －  

STS Y0,Rn 0000nnnn10101010 Y0→Rn 1 －  

STS Y1,Rn 0000nnnn10111010 Y1→Rn 1 －  

STS.L DSR,@-Rn 0100nnnn01100010 Rn-4→Rn, DSR→(Rn) 1 －  

STS.L A0,@-Rn 0100nnnn01110010 Rn-4→Rn, A0→(Rn) 1 －  

STS.L X0,@-Rn 0100nnnn10000010 Rn-4→Rn, X0→(Rn) 1 －  

STS.L X1,@-Rn 0100nnnn10010010 Rn-4→Rn, X1→(Rn) 1 －  

STS.L Y0,@-Rn 0100nnnn10100010 Rn-4→Rn, Y0→(Rn) 1 －  

STS.L Y1,@-Rn 0100nnnn10110010 Rn-4→Rn, Y1→(Rn) 1 －  

STC.L MOD,@-Rn 0100nnnn01010011 Rn-4→Rn, MOD→(Rn) 1 －  

STC.L RS,@-Rn 0100nnnn01100011 Rn-4→Rn, RS→(Rn) 1 －  

STC.L RE,@-Rn 0100nnnn01110011 Rn-4→Rn, RE→(Rn) 1 －  

LDS.L @Rn+,DSR 0100nnnn01100110 (Rn) →DSR, Rn+4→Rn 1 －  

LDS.L @Rn+,A0 0100nnnn01110110 (Rn) →A0, Rn+4→Rn 1 －  

LDS.L @Rn+,X0 0100nnnn10000110 (Rn) →X0, Rn+4→Rn 1 －  

LDS.L @Rn+,X1 0100nnnn10010110 (Rn) →X1, Rn+4→Rn 1 －  

LDS.L @Rn+,Y0 0100nnnn10100110 (Rn) →Y0, Rn+4→Rn 1 －  

LDS.L @Rn+,Y1 0100nnnn10110110 (Rn) →Y1, Rn+4→Rn 1 －  

LDC.L @Rn+,MOD 0100nnnn01010111 (Rn) →MOD, Rn+4→Rn 4 －  

LDC.L @Rn+,RS 0100nnnn01100111 (Rn) →RS, Rn+4→Rn 4 －  

LDC.L @Rn+,RE 0100nnnn01110111 (Rn) →RE, Rn+4→Rn 4 －  
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命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

Tビット 

LDS Rn,DSR 0100nnnn01101010 Rn→DSR 1 － 

LDS Rn,A0 0100nnnn01111010 Rn→A0 1 － 

LDS Rn,X0 0100nnnn10001010 Rn→X0 1 － 

LDS Rn,X1 0100nnnn10011010 Rn→X1 1 － 

LDS Rn,Y0 0100nnnn10101010 Rn→Y0 1 － 

LDS Rn,Y1 0100nnnn10111010 Rn→Y1 1 － 

LDC Rn,MOD 0100nnnn01011110 Rn→MOD 4 － 

LDC Rn,RS 0100nnnn01101110 Rn→RS 4 － 

LDC Rn,RE 0100nnnn01111110 Rn→RE 4 － 

 

3.6.2 ダブルデータ転送命令 
 

表 3.36 ダブルデータ転送命令 

命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

NOPX 1111000*0*0*00** Xメモリノーアクセス 1 － 

MOVX.W @Ax,Dx 111100A*D*0*01** (Ax) ->DxのMSW, 0 ->Dxの LSW 1 － 

MOVX.W @Ax+,Dx 111100A*D*0*10** (Ax) ->DxのMSW, 0 ->Dxの LSW, 

Ax+2 ->Ax 

1 － 

MOVX.W @Ax+Ix,Dx 111100A*D*0*11** (Ax) ->DxのMSW, 0 ->Dxの LSW, 

Ax+Ix ->Ax 

1 － 

MOVX.W Da,@Ax 111100A*D*1*01** DaのMSW ->(Ax) 1 － 

MOVX.W Da,@Ax+ 111100A*D*1*10** DaのMSW ->(Ax), Ax+2 ->Ax 1 － 

Xメモリ 

データ 

転送 

MOVX.W Da,@Ax+Ix 111100A*D*1*11** DaのMSW ->(Ax), Ax+Ix ->Ax 1 － 

NOPY 111100*0*0*0**00 Yメモリノーアクセス 1 － 

MOVY.W @Ay,Dy 111100*A*D*0**01 (Ay) ->DyのMSW, 0 ->Dyの LSW 1 － 

MOVY.W @Ay+,Dy 111100*A*D*0**10 (Ay) ->DyのMSW, 0 ->Dyの LSW, 

Ay+2 ->Ay 

1 － 

MOVY.W @Ay+Iy,Dy 111100*A*D*0**11 (Ay) ->DyのMSW, 0 ->Dyの LSW, 

Ay+Iy ->Ay 

1 － 

MOVY.W Da,@Ay 111100*A*D*1**01 DaのMSW ->(Ay) 1 － 

MOVY.W Da,@Ay+ 111100*A*D*1**10 DaのMSW ->(Ay), Ay+2 ->Ay 1 － 

Yメモリ 

データ 

転送 

MOVY.W Da,@Ay+Iy 111100*A*D*1**11 DaのMSW ->(Ay), Ay+Iy ->Ay 1 － 
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3.6.3 シングルデータ転送命令 
 

表 3.37 シングルデータ転送命令 

命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 区分 

MOVS.W @-As,Ds 111101AADDDD0000 As-2 ->As, (As) ->DsのMSW, 

 0 ->Dsの LSW 

1 －  

MOVS.W @As,Ds 111101AADDDD0100 (As) ->DsのMSW, 0 ->Dsの LSW 1 －  

MOVS.W @As+,Ds 111101AADDDD1000 (As) ->DsのMSW, 0 ->Dsの LSW, 

As+2 ->As 

1 －  

MOVS.W @As+Ix,Ds 111101AADDDD1100 (As) ->DsのMSW, 0 ->Dsの LSW, 

As+Ix ->As 

1 －  

MOVS.W Ds,@-As 111101AADDDD0001 As-2 ->As, DsのMSW ->(As) 1 － * 

MOVS.W Ds,@As 111101AADDDD0101 DsのMSW ->(As) 1 － * 

MOVS.W Ds,@As+ 111101AADDDD1001 DsのMSW ->(As), As+2 ->As 1 － * 

MOVS.W Ds,@As+Ix 111101AADDDD1101 DsのMSW ->(As), As+Ix ->As 1 － * 

MOVS.L @-As,Ds 111101AADDDD0010 As-4 ->As, (As) ->Ds 1 －  

MOVS.L @As,Ds 111101AADDDD0110 (As) ->Ds 1 －  

MOVS.L @As+,Ds 111101AADDDD1010 (As) ->Ds, As+4 ->As 1 －  

MOVS.L @As+Ix,Ds 111101AADDDD1110 (As) ->Ds, As+Ix ->As 1 －  

MOVS.L Ds,@-As 111101AADDDD0011 As-4 ->As, Ds ->(As) 1 －  

MOVS.L Ds,@As 111101AADDDD0111 Ds ->(As) 1 －  

MOVS.L Ds,@As+ 111101AADDDD1011 Ds ->(As), As+4 ->As 1 －  

MOVS.L Ds,@As+Ix 111101AADDDD1111 Ds ->(As), As+Ix ->As 1 －  

【注】 * ガードビットレジスタ A0Gと A1Gをソースオペランド Dsに指定した場合は、データは LDB [7:0]バスに出力され、

符号ビットは上位ビット [31:8]に転記されます。 

 

DSPデータ転送のオペランドとレジスタとの対応を表 3.38に示します。 
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表 3.38 DSPデータ転送のオペランドとレジスタとの対応 

レジスタ Ax Ix Dx Ay Iy Dy Da As Ds 

R0          

R1          

R2（As2）        Yes  

R3（As3）        Yes  

R4（Ax0） Yes       Yes  

R5（Ax1） Yes       Yes  

R6（Ay0）    Yes      

R7（Ay1）    Yes      

R8（Ix）  Yes        

SH 

レジスタ 

R9（Iy）     Yes     

A0       Yes  Yes 

A1       Yes  Yes 

M0         Yes 

M1         Yes 

X0   Yes      Yes 

X1   Yes      Yes 

Y0      Yes   Yes 

Y1      Yes   Yes 

A0G         Yes 

DSP 

レジスタ 

A1G         Yes 
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3.6.4 DSP演算命令 
 

表 3.39 DSP演算命令 

命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

 PMULS Se,Sf, 

 Dg 

111110********** 

0100eeff0000gg00 

Se*Sf ->Dg（符号付き） 1 

 

－ 

 PADD Sx,Sy,Du 

 PMULS Se,Sf,Dg 

111110********** 

0111eeffxxyygguu 

Sx+Sy ->Du  Se*Sf ->Dg（符号付き） 1 *1 

 PSUB Sx,Sy,Du 

 PMULS Se,Sf,Dg

111110********** 

0110eeffxxyygguu 

Sx-Sy ->Du  Se*Sf ->Dg（符号付き） 1 *1 

 PADD Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110001xxyyzzzz 

Sx+Sy ->Dz 1 *1 

DCT PADD Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110010xxyyzzzz 

If DC=1, Sx+Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 － 

DCF PADD Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110011xxyyzzzz 

If DC=0, Sx+Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 － 

 PSUB Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100001xxyyzzzz 

Sx-Sy ->Dz 1 *1 

DCT PSUB Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100010xxyyzzzz 

If DC=1, Sx-Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 － 

DCF PSUB Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100011xxyyzzzz 

If DC=0, Sx-Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 － 

 PSHA Sx,Sy,Dz 111110********** 

1001001xxyyzzzz 

If Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（算術シフト） 

If Sy<0, Sx>>Sy ->Dz 

1 *1 

DCT PSHA Sx,Sy,Dz 111110********** 

10010010xxyyzzzz 

If DC=1 & Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（算術シフト）

If DC=1 & Sy<0, Sx>>Sy ->Dz  If DC=0, nop

1 － 

DCF PSHA Sx,Sy,Dz 111110********** 

10010011xxyyzzzz 

If DC=0 & Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（算術シフト）

If DC=0 & Sy<0, Sx>>Sy ->Dz  If DC=1, nop

1 － 

 PSHL Sx,Sy,Dz 111110********** 

10000001xxyyzzzz 

If Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（論理シフト） 

If Sy<0, Sx>>Sy ->Dz 

1 *1 

DCT   PSHL Sx,Sy,Dz 111110********** 

10000010xxyyzzzz 

If DC=1 & Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（論理シフト）

If DC=1 & Sy<0, Sx>>Sy ->Dz  If DC=0, nop

1 － 

DCF   PSHL Sx,Sy,Dz 111110********** 

10000011xxyyzzzz 

If DC=0 & Sy>=0, Sx<<Sy ->Dz（論理シフト）

If DC=0 & Sy<0, Sx>>Sy ->Dz  If DC=1, nop

1 － 

 PCOPY Sx,Dz 111110********** 

11011001xx00zzzz 

Sx ->Dz 1 *1 
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命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

 PCOPY Sy,Dz 111110********** 

1111100100yyzzzz 

Sy ->Dz 1 *1 

DCT PCOPY Sx,Dz 111110********** 

11011010xx00zzzz 

If DC=1, Sx ->Dz  If DC=0, nop 1 － 

DCT PCOPY Sy,Dz 111110********** 

1111101000yyzzzz 

If DC=1, Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 － 

DCF PCOPY Sx,Dz 111110********** 

11011011xx00zzzz 

If DC=0, Sx ->Dz  If DC=1, nop 1 － 

DCF PCOPY Sy,Dz 111110********** 

1111101100yyzzzz 

If DC=0, Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 － 

 PDMSB Sx,Dz 111110********** 

10011101xx00zzzz 

Sx ->Dz正規化のためのカウントシフト値 1 

 

*1 

 PDMSB Sy,Dz 111110********** 

1011110100yyzzzz 

Sy ->Dz正規化のためのカウントシフト値 1 

 

*1 

DCT PDMSB Sx,Dz 111110********** 

10011110xx00zzzz 

If DC=1, 正規化のためのカウントシフト値 

Sx ->Dz  If DC=0, nop 

1 

 

－ 

DCT PDMSB Sy,Dz 111110********** 

1011111000yyzzzz 

If DC=1, 正規化のためのカウントシフト値 

Sy ->Dz  If DC=0, nop 

1 

 

－ 

DCF PDMSB Sx,Dz 111110********** 

10011111xx00zzzz 

If DC=0, 正規化のためのカウントシフト値 

Sx ->Dz  If DC=1, nop 

1 

 

－ 

DCF PDMSB Sy,Dz 111110********** 

1011111100yyzzzz 

If DC=0, 正規化のためのカウントシフト値 

Sy ->Dz  If DC=1, nop 

1 

 

－ 

 PINC Sx,Dz 111110********** 

10011001xx00zzzz 

SxのMSW+1 ->Dz 1 

 

*1 

 PINC Sy,Dz 111110********** 

1011100100yyzzzz 

SyのMSW+1 ->Dz 1 

 

*1 

DCT PINC Sx,Dz 111110********** 

10011010xx00zzzz 

If DC=1, SxのMSW+1 ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCT PINC Sy,Dz 111110********** 

1011101000yyzzzz 

If DC=1, SyのMSW+1 ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF PINC Sx,Dz 111110********** 

10011011xx00zzzz 

If DC=0, SxのMSW+1 ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

DCF PINC Sy,Dz 111110********** 

1011101100yyzzzz 

If DC=0, SyのMSW+1 ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PNEG Sx,Dz 111110********** 

11001001xx00zzzz 

0-Sx ->Dz 1 

 

*1 
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命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

 PNEG Sy,Dz 111110********** 

1110100100yyzzzz 

0-Sy ->Dz 1 

 

*1 

DCT  PNEG Sx,Dz 111110********** 

11001010xx00zzzz 

If DC=1, 0-Sx ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCT  PNEG Sy,Dz 111110********** 

1110101000yyzzzz 

If DC=1, 0-Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF  PNEG Sx,Dz 111110********** 

11001011xx00zzzz 

If DC=0, 0-Sx ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

DCF  PNEG Sy,Dz 111110********** 

1110101100yyzzzz 

If DC=0, 0-Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 POR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110101xxyyzzzz 

Sx | Sy ->Dz 1 

 

*1 

DCT  POR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110110xxyyzzzz 

If DC=1, Sx | Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF  POR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10110111xxyyzzzz 

If DC=0, Sx | Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PAND Sx,Sy,Dz 111110********** 

10010101xxyyzzzz 

Sx & Sy ->Dz 1 

 

*1 

DCT  PAND Sx,Sy,Dz 111110********** 

10010110xxyyzzzz 

If DC=1, Sx & Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF  PAND Sx,Sy,Dz 111110********** 

10010111xxyyzzzz 

If DC=0, Sx & Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PXOR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100101xxyyzzzz 

Sx ^ Sy ->Dz 1 

 

*1 

DCT  PXOR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100110xxyyzzzz 

If DC=1, Sx ^ Sy ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF  PXOR Sx,Sy,Dz 111110********** 

10100111xxyyzzzz 

If DC=0, Sx ^ Sy ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PDEC Sx,Dz 111110********** 

10001001xx00zzzz 

Sx [39:16]-1 ->Dz 1 

 

*1 

DCT PDEC Sx,Dz 111110********** 

10001010xx00zzzz 

If DC=1, Sx [39:16]-1 ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF PDEC Sx,Dz 111110********** 

10001011xx00zzzz 

If DC=0, Sx [39:16]-1 ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PDEC Sy,Dz 111110********** 

1010100100yyzzzz 

Sy [31:16]-1 ->Dz 1 

 

*1 
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命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

DCT PDEC Sy,Dz 111110********** 

1010101000yyzzzz 

If DC=1, Sy [31:16]-1 ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF PDEC Sy,Dz 111110********** 

1010101100yyzzzz 

If DC=0, Sy [31:16]-1 ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PCLR Dz 111110********** 

100011010000zzzz 

h'00000000 ->Dz 1 

 

*1 

DCT PCLR Dz 111110********** 

100011100000zzzz 

If DC=1, h'00000000 ->Dz  If DC=0, nop 1 

 

－ 

DCF PCLR Dz 111110********** 

100011110000zzzz 

If DC=0, h'00000000 ->Dz  If DC=1, nop 1 

 

－ 

 PSHA #imm,Dz 111110********** 

00010iiiiiiizzzz 

If imm>=0, Dz<<imm ->Dz（算術シフト） 

If imm<0, Dz>>imm ->Dz 

1 

 

*1 

 PSHL #imm,Dz 111110********** 

00000iiiiiiizzzz 

If imm>=0, Dz<<imm ->Dz（論理シフト） 

If imm<0, Dz>>imm ->Dz 

1 

 

*1 

PSTS MACH,Dz 111110********** 

110011010000zzzz 

MACH ->Dz 1 

 

－ 

DCT PSTS MACH,Dz 111110********** 

110011100000zzzz 

If DC=1, MACH ->Dz 1 － 

DCF PSTS MACH,Dz 111110********** 

110011110000zzzz 

If DC=0, MACH ->Dz 1 － 

PSTS MACL,Dz 111110********** 

110111010000zzzz 

MACL ->Dz 1 － 

DCT PSTS MACL,Dz 111110********** 

110111100000zzzz 

If DC=1, MACL ->Dz 1 － 

DCF PSTS MACL,Dz 111110********** 

110111110000zzzz 

If DC=0, MACL ->Dz 1 － 

PLDS Dz,MACH 111110********** 

111011010000zzzz 

Dz ->MACH 1 － 

DCT PLDS Dz,MACH 111110********** 

111011100000zzzz 

If DC=1, Dz ->MACH 1 － 

DCF PLDS Dz,MACH 111110********** 

111011110000zzzz 

If DC=0, Dz ->MACH 1 － 

PLDS Dz,MACL 111110********** 

111111010000zzzz 

Dz ->MACL 1 － 

DCT PLDS Dz,MACL 111110********** 

111111100000zzzz 

If DC=1, Dz ->MACL 1 － 

DCF PLDS Dz,MACL 111110********** 

111111110000zzzz 

If DC=0, Dz ->MACL 1 － 
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命令 命令コード 動作 実行 

ステート 

DC 

PADDC Sx,Sy,Dz 111110**********

10110000xxyyzzzz

Sx+Sy+DC ->Dz  キャリー ->DC 1 キャリー 

PSUBC Sx,Sy,Dz 111110**********

10100000xxyyzzzz

Sx-Sy-DC ->Dz  ボロー ->DC 1 ボロー 

PCMP Sx,Sy 111110**********

10000100xxyy0000

Sx-Sy ->DCを更新 1 * 

PABS Sx,Dz 111110**********

10001000xx00zzzz

If Sx<0, 0-Sx ->Dz  If Sx>=0, Sx->Dz   1 * 

PABS Sy,Dz 111110**********

1010100000yyzzzz

If Sy<0, 0-Sy ->Dz  If Sy>=0, Sy ->Dz   1 * 

PRND Sx,Dz 111110**********

10011000xx00zzzz

Sx+h'00008000 ->Dz  h'0000 ->Dzの LSW 1 * 

PRND Sy,Dz 111110**********

1011100000yyzzzz

Sy+h'00008000 ->Dz  h'0000 ->Dzの LSW 1 * 

【注】 * 表 3.19を参照。 
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3.6.5 DSPモードでのオペレーションコードマップ 

DSPモードで拡張される命令コードを含んだオペレーションコードマップを表 3.40に示します。 
 

表 3.40 オペレーションコードマップ 

命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

0000 Rn Fx 0000     

0000 Rn Fx 0001     

0000 Rn 00MD 0010 STC SR, Rn STC GBR, Rn STC VBR, Rn STC SSR, Rn 

0000 Rn 01MD 0010 STC SPC, Rn STC MOD, Rn STC RS, Rn STC RE, Rn 

0000 Rn 10MD 0010 STC R0_BANK, Rn STC R1_BANK, Rn STC R2_BANK, Rn STC R3_BANK, Rn 

0000 Rn 11MD 0010 STC R4_BANK, Rn STC R5_BANK, Rn STC R6_BANK, Rn STC R7_BANK, Rn 

0000 Rm 00MD 0011 BSRF Rm  BRAF Rm  

0000 Rm 10MD 0011 PREF @Rm    

0000 Rn Rm 01MD MOV.B Rm, @(R0, Rn) MOV.W Rm, @(R0, Rn) MOV.L Rm,@(R0, Rn)  MUL.L Rm, Rn 

0000 0000 00MD 1000 CLRT SETT CLRMAC LDTLB 

0000 0000 01MD 1000 CLRS SETS   

0000 0000 10MD 1000     

0000 0000 11MD 1000     

0000 0000 Fx 1001 NOP DIV0U   

0000 0000 Fx 1010     

0000 0000 Fx 1011 RTS SLEEP RTE  

0000 Rn Fx 1000     

0000 Rn Fx 1001   MOVT Rn  

0000 Rn 00MD 1010 STS MACH, Rn STS MACL, Rn STS PR, Rn  

0000 Rn 01MD 1010   STS DSR, Rn STS A0, Rn 

0000 Rn 10MD 1010 STS X0, Rn STS X1, Rn STS Y0, Rn STS Y1, Rn 

0000 Rn Fx 1011     

0000 Rn Rm 11MD MOV. B @(R0, Rm), Rn MOV.W @(R0, Rm), Rn MOV.L @(R0, Rm), Rn MAC.L  

@Rm＋,@Rn＋ 

0001 Rn Rm disp MOV.L Rm, @(disp:4, Rn)    

0010 Rn Rm 00MD MOV.B Rm, @Rn MOV.W Rm, @Rn MOV.L Rm, @Rn  

0010 Rn Rm 01MD MOV.B Rm, @―Rn MOV.W Rm, @―Rn MOV.L Rm, @―Rn DIV0S Rm, Rn 

0010 Rn Rm 10MD TST Rm, Rn AND Rm, Rn XOR Rm, Rn OR Rm, Rn 

0010 Rn Rm 11MD CMP/STR Rm, Rn XTRCT Rm, Rn MULU.W Rm, Rn MULSW Rm, Rn 

0011 Rn Rm 00MD CMP/EQ Rm, Rn  CMP/HS Rm, Rn CMP/GE Rm, Rn 

0011 Rn Rm 01MD DIV1 Rm, Rn DMULU.L Rm,Rn CMP/HI Rm, Rn CMP/GT Rm, Rn 

0011 Rn Rm 10MD SUB Rm, Rn  SUBC Rm, Rn SUBV Rm, Rn 
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命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

0011 Rn Rm 11MD ADD Rm, Rn DMULS.L Rm,Rn ADDC Rm, Rn ADDV Rm, Rn 

0100 Rn Fx 0000 SHLL Rn DT Rn SHAL Rn  

0100 Rn Fx 0001 SHLR Rn CMP/PZ Rn SHAR Rn  

0100 Rn Fx 0010 STS.L MACH, @―Rn STS.L MACL, @―Rn STS.L PR, @―Rn  

0100 Rn 00MD 0011 STC.L SR, @―Rn STC.L GBR, @―Rn STC.L VBR, @―Rn STC.L SSR, @―Rn 

0100 Rn 01MD 0011 STC.L SPC, @―Rn STC.L MOD, @―Rn STC.L RS, @―Rn STC.L RE, @―Rn 

0100 Rn 10MD 0011 STC.L 

R0_BANK, @―Rn 

STC.L 

R1_BANK, @―Rn 

STC.L 

R2_BANK, @―Rn 

STC.L 

R3_BANK, @―Rn 

0100 Rn 11MD 0011 STC.L 

R4_BANK, @―Rn 

STC.L 

R5_BANK, @―Rn 

STC.L 

R6_BANK, @―Rn 

STC.L 

R7_BANK, @―Rn 

0100 Rn Fx 0100 ROTL Rn SETRC Rn ROTCL Rn  

0100 Rn Fx 0101 ROTR Rn CMP/PL Rn ROTCR Rn  

0100 Rm 00MD 0110 LDS.L 

@Rm＋, MACH 

LDS.L @Rm＋, MACL LDS.L @Rm＋, PR  

0100 Rm 01MD 0110   LDS.L @Rm＋, DSR LDS.L @Rm＋, A0 

0100 Rm 10MD 0110 LDS.L @Rm＋, X0 LDS.L @Rm＋, X1 LDS.L @Rm＋, Y0 LDS.L @Rm＋, Y1 

0100 Rm 00MD 0111 LDC.L @Rm＋, SR LDC.L @Rm＋, GBR LDC.L @Rm＋, VBR LDC.L @Rm＋, SSR 

0100 Rm 01MD 0111 LDC.L @Rm＋, SPC LDC.L @Rm＋, MOD LDC.L @Rm＋, RS LDC.L @Rm＋, RE 

0100 Rm 10MD 0111 LDC.L 

@Rm＋, R0_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R1_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R2_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R3_BANK 

0100 Rm 11MD 0111 LDC.L 

@Rm＋, R4_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R5_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R6_BANK 

LDC.L 

@Rm＋, R7_BANK 

0100 Rn Fx 1000 SHLL2 Rn SHLL8 Rn SHLL16 Rn  

0100 Rn Fx 1001 SHLR2 Rn SHLR8 Rn SHLR16 Rn  

0100 Rm 00MD 1010 LDS Rm, MACH LDS Rm, MACL LDS Rm, PR  

0100 Rm 01MD 1010   LDS Rm, DSR LDS Rm, A0 

0100 Rm 10MD 1010 LDS Rm, X0 LDS Rm, X1 LDS Rm, Y0 LDS Rm, Y1 

0100 Rm/Rn Fx 1011 JSR @Rm TAS.B @Rn JMP @Rm  

0100 Rn Rm 1100 SHAD Rm, Rn 

0100 Rn Rm 1101 SHLD Rm, Rn 

0100 Rm 00MD 1110 LDC Rm, SR LDC Rm, GBR LDC Rm, VBR LDC Rm, SSR 

0100 Rm 01MD 1110 LDC Rm, SPC LDC Rm, MOD LDC Rm, RS LDC Rm, RE 

0100 Rm 10MD 1110 LDC Rm, R0_BANK LDC Rm, R1_BANK LDC Rm, R2_BANK LDC Rm, R3_BANK 

0100 Rm 11MD 1110 LDC Rm, R4_BANK LDC Rm, R5_BANK LDC Rm, R6_BANK LDC Rm, R7_BANK 

0100 Rn Rm 1111 MAC.W ＠Rm＋, ＠Rn＋ 

0101 Rn Rm disp MOV.L ＠(disp:4, Rm), Rn 
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命令コード Fx: 0000 Fx: 0001 Fx: 0010 Fx: 0011～1111 

MSB LSB MD: 00 MD: 01 MD: 10 MD: 11 

0110 Rn Rm 00MD MOV.B @Rm, Rn MOV.W @Rm, Rn MOV.L @Rm, Rn MOV Rm, Rn 

0110 Rn Rm 01MD MOV.B @Rm＋, Rn MOV.W @Rm＋, Rn MOV.L @Rm＋, Rn NOT Rm, Rn 

0110 Rn Rm 10MD SWAP.B Rm, Rn SWAP.W  Rm, Rn NEGC Rm, Rn NEG Rm, Rn 

0110 Rn Rm 11MD EXTU.B Rm, Rn EXTU.W  Rm, Rn EXTS.B Rm, Rn EXTS.W Rm, Rn 

0111 Rn imm ADD #imm : 8, Rn 

Rn disp 1000 00MD 

imm 

MOV.B 

R0, @(disp: 4, Rn) 

MOV.W 

R0, @(disp: 4, Rn)  

SETRC #imm  

1000 01MD Rm disp MOV.B 

@(disp:4, Rm), R0 

MOV.W 

@(disp: 4, Rm), R0 

  

1000 10MD imm/disp CMP/EQ  #imm:8, R0 BT disp: 8  BF disp: 8 

1000 11MD imm/disp LDRS @(disp:8,PC) BT/S disp: 8 LDRE @(disp:8,PC) BF/S disp: 8 

1001 Rn disp MOV.W ＠(disp : 8, PC), Rn 

1010 disp BRA disp : 12 

1011 disp BSR disp: 12 

1100 00MD imm/disp MOV.B 

R0, @(disp: 8, GBR) 

MOV.W 

R0, @(disp: 8, GBR)  

MOV.L 

R0, @(disp: 8, GBR)  

TRAPA #imm: 8 

1100 01MD disp MOV.B 

@(disp: 8, GBR), R0 

MOV.W 

@(disp: 8, GBR), R0 

MOV.L 

@(disp: 8, GBR), R0 

MOVA 

@(disp: 8, PC), R0 

1100 10MD imm TST  #imm: 8, R0 AND #imm: 8, R0 XOR #imm: 8, R0 OR #imm: 8, R0 

1100 11MD imm TST.B 

#imm: 8, @(R0, GBR) 

AND.B 

#imm: 8, @(R0, GBR) 

XOR.B 

#imm: 8, @(R0, GBR) 

OR.B 

#imm: 8, @(R0, GBR) 

1101 Rn disp MOV.L @(disp: 8, PC), Rn 

1110 Rn imm MOV #imm:8, Rn 

1111 00** ******** MOVX.W, MOVY.Wダブルデータ転送命令 

1111 01** ******** MOVS.W, MOVS.L シングルデータ転送命令 

1111 10** ******** MOVX.W, MOVY.Wダブルデータ転送命令; DSP並列演算命令付き(32ビット命令) 

1111 11** ********  

【注】 1. 詳細は「SH-3、SH-3E、SH3-DSP ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

 2. 網掛けの命令コードは、DSP拡張命令です。SR.DSP=1の場合のみ使用可能です。 
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4. 例外処理 

例外処理とは、通常のプログラムの処理から離れて、通常とは異なる処理をすることをいいます。たとえば、

定義されていない命令コードを実行しようとしたり、CPUの処理モードによって保護されている命令を実行しよ

うとした場合に、適切な処置をすることで、元のプログラムに復帰したり、異常を報告して終了するなどの制御

が必要になります。また、LSIに内蔵されたモジュールや LSI外部に接続されたモジュールから CPUに対して要

求された処理の制御が必要になる場合もあります。 

このような機能をサポートするために、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御を移し、その処置をするこ

とを例外処理と呼びます。本 LSIでは、例外処理の要求を一般例外および割り込みの 2種類に分類して処理しま

す。ユーザは、例外処理の要求に応じた例外処理ルーチンを配置することで、必要な処理を実行した後、元のプ

ログラムの実行を再開することができます。 

リセットの入力も、通常のプログラムの実行を中断して、レジスタの初期化を行った後にリセットベクタへ制

御の流れを移します。この動作も例外処理の一つとみなすことができます。本章では、その動作を概説します。

ただし、本章での「例外処理」とは、一般例外および割り込みに対する処理を表します。 

また、本章では、割り込みに関しては割り込み要求に対する処理のみを記述しています。割り込み要求の発生

方法に関しては、「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

4.1 レジスタの説明 

例外処理で使用するレジスタには、以下の 5つがあります。初期値が不定のレジスタは、ソフトウェアにより

初期化してください。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ一覧」

を参照してください。 

• TRAPA例外レジスタ（TRA） 

• 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

• 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 

• 割り込み事象レジスタ2（INTEVT2） 

• 例外アドレスレジスタ（TEA） 

 

各レジスタのビット構成を図 4.1に示します。 
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31

TRA

EXPEVT

INTEVT

INTEVT2

TRA

EXPEVT

INTEVT

INTEVT2

TEA TEA

10 9 2 1 0

31 12 11 0

00

0

0

0

31 12 11 0

31 12 11 0

31 0

 

図 4.1 レジスタのビット構成 

4.1.1 TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAは、H'FFFFFFD0番地に配置されていて、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）から構成

されています。TRAは、TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAは、ソフトウェ

アからも変更が可能ですが、ビット 9～2のみが書き換えできます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9～2 TRA ― R/W 8ビットイミディエイトデータ 

1 

0 

― 

― 

― 

― 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

4.1.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

EXPEVTは、H'FFFF FFD4番地に配置されていて、例外コード 12ビットから構成されています。EXPEVTに設

置される例外コードは、リセットと一般例外事象による例外コードです。例外コードは、例外発生時にハードウ

ェアにより自動的に設定されます。EXPEVTは、ソフトウェアからも変更が可能ですが、ビット 11～ビット 0の

みが書き換えできます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 EXPEVT * R/W 12ビットの例外コード 

【注】 * パワーオンリセット時には H'000が、マニュアルリセット時には H'020が設定されます。 
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4.1.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 

INTEVTは、H'FFFFFFD8番地に配置されていて、例外コードまたは割り込み優先順位を示すコードを格納しま

す。割り込み発生により、どちらがセットされるかは、割り込み要因によって異なります（詳細は、「8.3.5 割

り込み例外処理および優先順位」を参照）。例外コードおよび割り込み優先順位コードは、例外発生時にハード

ウェアにより自動的に設定されます。INTEVTは、ソフトウェアからも変更が可能ですが、ビット 11～ビット 0

のみが書き換えできます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 INTEVT ― R/W 12ビットの割り込み要求による例外コード 

 

4.1.4 割り込み事象レジスタ 2（INTEVT2） 

INTEVT2は、H'A400 0000番地に配置されていて、例外コードを格納します。INTEVT2に設定される例外コー

ドは、割り込み要求による例外コードです。例外コードは、例外発生時にハードウェアにより自動的に設定され

ます。INTEVT2は、ソフトウェアからは変更できません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 INTEVT2 ― R 12ビットの割り込み要求による例外コード 

 

4.1.5 例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、H'FFFFFFFC番地に配置されていて、メモリアクセスに関連した例外が発生した際に、例外を発生さ

せた論理アドレスが格納されます。TEAは、ソフトウェアからも変更できます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TEA 0 R/W 例外を発生させた論理アドレス 
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4.2 例外処理の機能 

4.2.1 例外処理の流れ 

例外処理では、例外処理の後に復帰すべきアドレスおよびステータスレジスタ（SR）の内容をそれぞれ退避プ

ログラムカウンタ（SPC）および退避ステータスレジスタ（SSR）に退避し、ベクタアドレスに従って対応する例

外処理ルーチンに制御を渡し、実行します。例外発生時の状態に復帰する場合は、例外処理ルーチンで復帰命令

（RTE）を実行します。これにより SSRの内容が SRに回復され、例外発生時の状態に戻り、その後 SPCに待避

されたアドレスに制御を移します。基本的な例外処理の流れは、次のとおりです。 

例外要求が発生し、CPUがそれを受け付けると、次の 1～8が実行されます。 

1. 例外処理の後、復帰すべき命令のアドレスがSPCに退避されます。 

2. SRの内容が、SSRに退避されます。 

3. SRのブロックビット（BL）が1に設定され、後続の例外要求がマスクされます。 

4. SRのモードビット（MD）が1に設定され、特権モードに切り換わります。 

5. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

6. 例外要因が一般例外の場合は、要因の例外コードがEXPEVTに、例外要因が割り込みの場合は要因の例外コ

ードがINTEVTおよびINTEVT2に書き込まれます。 

7. TRAPA命令を実行した場合は、TRAにTRAPA命令で指定した8ビットイミディエイト値が設定されます。ま

た、メモリアクセスに関する例外の場合は、TEAに例外を発生した論理アドレスが書き込まれます*1。 

8. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンの命令が実行されます。 

1～8は連続して行われ、後述の多重例外受け付けの場合を除き、この期間で別の例外を受け付けることはあり

ません。 

一般例外の例外処理ルーチンでは EXPEVTの値から、割り込み処理の例外処理ルーチンでは INTEVTまたは

INTEVT2の値から例外要因を判定し、必要な例外処理を行ってください。例外処理ルーチンの処理が終了すると、

RTE命令を実行することでプログラムの実行を再開できます。RTE命令では、次の 1～3が実行されます。 

1. SSRに待避された内容をSRに回復し、例外処理前の処理状態に戻ります。 

2. RTE命令の遅延スロットの命令を実行します。*2 

3. SPCに待避されたアドレスへ制御を移します。 

1～3は連続して行われ、この期間で別の例外を受け付けることはありません。また、RTE命令の実行前に SPC

や SSRを操作することで、例外処理前とは異なった状態に復帰することもできます。 

【注】 *1 MMU例外が生じた場合は、MMU内のレジスタが更新されます。 

 *2 RTE遅延スロット命令が実行される CPU処理モードに関しては、「4.5 使用上の注意事項」を参照してくださ

い。 

 



 

4. 例外処理 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  4-5 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

4.2.2 例外処理ベクタアドレス 

一般例外の割り込みのベクタアドレスは、ベクタベースアドレスにベクタオフセットの値を加えた値で決めま

す。一般例外のベクタオフセットは、TLBミス例外時以外は H'0000 0100です。割り込みのベクタアドレスのオフ

セットは、H'0000 0600です。ベクタベースアドレスは、ベクタベースレジスタ（VBR）にソフトウェアで設定し

ます。ベクタアドレスは、固定物理アドレスエリア（P1、P2）に設定してください。 

4.2.3 例外コード 

各例外事象を区別するために例外コードが決められており、リセットと一般例外のときには EXPEVTのビット

11～0に、割り込み要求のときには INTEVTおよび INTEVT2に書き込まれます。割り込みの例外コード（要因コ

ードの）詳細は、「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。リセットおよび一般例外に

対する例外コードを表 4.1に示します。 

4.2.4 例外要求と BLビットの関係（多重例外防止） 

SRの BLビットは、リセットや例外の受け付けで 1に設定されます。BLビットが 1のときは、一般例外の割り

込みの受け付けが次のように制限されて、多重に例外が受け付けられるのを防止します。 

割り込みの要求は、BLビットが 1の間は保留にされます。ユーザが BLビットを 0にした時点で割り込み要求

が受け付けられます。ただし、CPUが低消費電力状態にある場合は、SRの BLビットが 1であっても、割り込み

を受け付け、低消費電力状態から復帰します。 

DMAアドレスエラーも同様に BLビットが 1の間は保留にされ、BLビットが 0になった時点で例外要求が受

け付けられます。一方、BLビットが 1の期間中に生じたユーザブレーク要求は無視され、保留されません。した

がって、BLビットを 0にしても、要求された例外は、受け付けられません。 

BLビットが1の期間にDMAアドレスエラーおよびユーザブレーク以外の一般例外要求が生じた場合には、CPU

はリセット後の状態と同じになり、リセットベクタ（H'A0000000）へ処理を移行します（多重例外）。ただし、

これは通常のリセットとは異なり、CPU以外のモジュールは初期化されず、EXPEVT、SPC、および SSRの値は、

不定となります。また、LSI外部でこの状態を検出することもできません。 

例外処理を多重に受け付け可能にするためには、例外受け付け後に BLビットが 1の間に SPCと SSRを退避さ

せ、その後 SRの BLビットを 0でクリアします。SPCと SSRを回復する場合には、これらを回復する前に SRの

BLビットを 1に設定してください。 

4.2.5 例外要因の受け付けタイミングと優先順位 

（1） 命令同期型・命令非同期型例外要求 

リセットおよび割り込みは、プログラムの流れに関係無く非同期に入る例外要求です。一般例外の内、DMAア

ドレスエラーと或る条件下でのユーザブレークも非同期の例外要求となります。これらの例外要求は、その要求

をどの命令で受け付けるかを予測することはできません。 

その他の一般例外は、その例外要求に対応する命令が一意に決定します。 
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（2） 再実行型、完了型例外 

すべての例外は、再実行型および完了型の 2種類に分類されます。再実行型の例外を受け付けると、例外を受

け付けた命令の実行を中断し、そのアドレスを SPCに待避します。例外処理から復帰すると、例外を生じた命令

から実行を再開します。完了型例外では、例外を受け付けた命令の実行を完了し、次の命令のアドレスを待避し

て例外処理を実行します。 

ただし、遅延分岐命令と遅延スロットの間では、次のように処理されます。遅延スロットで検出された再実行

型例外は、遅延分岐命令実行前に受け付けられます。遅延分岐命令または遅延スロットで検出された完了型例外

は、遅延分岐命令実行後、分岐先命令の実行前に受け付けられます。ここでいう遅延スロットとは、遅延無条件

分岐命令の次の命令や、遅延条件分岐命令が成立するときの次の命令を示します。遅延条件分岐で分岐しなかっ

た場合は、通常と同じように処理されます。 
 

（3） 優先順位と判定順位 

すべての例外要求は、2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける優先順位が決められています。リセッ

ト、一般例外、および割り込みの例外要求は、ここで挙げられた順位で優先順位が高くなっています。リセット

は、CPUがいかなる状態にあろうと受け付けられます。また、割り込みは、リセットや一般例外の要求が無い場

合に限り受け付けられます。 

同一の命令で複数の一般例外要求が生じる場合は、次の順序で判定されます。 

1. 直前の命令で生じた完了型例外* 

2. 命令実行前ユーザブレーク 【再実行型】 

3. 命令フェッチに関する例外 （CPUアドレスエラーおよびMMU関連例外） 【再実行型】 

4. 命令デコードの結果生じる例外 （一般不当命令例外、スロット不当命令例外【再実行型】、および無条件ト

ラップ【完了型】） 

5. データアクセスに関する例外 （CPUアドレスエラーおよびMMU関連例外）【再実行型】 

6. 無条件トラップ【完了型】 

7. 命令実行前以外のユーザブレーク【完了型】 

8. DMAアドレスエラー【完了型】 

 

【注】 * 或る命令で完了型例外を受けつけた場合は、次の命令の実行前に例外処理に移行しますが、この処理は次の命令で生

じる例外の判定を行う前に優先して処理されます。 

 

一度に受け付けることのできる例外要求は 1個ですが、順次、例外要求を受け付けていくことですべての例外

要求を処理することができます。 
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表 4.1 例外事象一覧 

例外種別 実行命 

令の終 

了状態 

例外事象 優先 

順位*1

判定 

順位 

BL=1の 

ときの 

処理 

例外要因 

コード 

ベクタ 

オフセット 

パワーオンリセット 1 － リセット H'000 － 

マニュアルリセット 1 － リセット H'020 － 

リセット

(命令非同

期) 

中断 

H-UDIリセット 1 1 リセット H'000 － 

ユーザブレーク（命令実行前） 2 0 無視 H'1E0 H'00000100 

CPUアドレスエラー（命令アクセス）*4 2 1 リセット H'0E0 H'00000100 

TLBミス（命令アクセス）*4 2 1-1 リセット H'040 H'00000400 

TLB無効（命令アクセス）*4 2 1-2 リセット H'040 H'00000100 

*5 

TLB保護違反（命令アクセス）*4 2 1-3 リセット H'0A0 H'00000100 

一般不当命令例外 2 2 リセット H'180 H'00000100 

再実行 

スロット不当命令例外 2 2 リセット H'1A0 H'00000100 

完了 無条件トラップ（TRAPA命令） 2 4 リセット H'160 H'00000100 

CPUアドレスエラー（データ読み出し/書き込み）*4 2 3 リセット H'0E0/H'100 H'00000100 

TLBミス（データ読み出し/書き込み）*4 2 3-1 リセット H'040/H'060 H'00000400 

TLB無効（データ読み出し/書き込み）*4 2 3-2 リセット H'040/H'060 H'00000100 

TLB保護違反（データ読み出し/書き込み）*4 2 3-3 リセット H'0A0/H'0C0 H'00000100 

再実行 

*5 

初期ページ書き込み（データ書き込み）*4 2 3-4 リセット H'080 H'00000100 

一般例外

(命令同

期) 

完了 ユーザブレーク（命令実行後、アドレス） 2 5 無視 H'1E0 H'00000100 

完了 ユーザブレーク（データブレーク、I-BUSブレーク） 2 5 無視 H'1E0 H'00000100 一般例外

(命令非同

期) 
 DMAアドレスエラー 2 6 保留 H'5C0 H'00000100 

割り込み

(命令非同

期) 

完了 各種割り込み要求 3 －*2 保留 －*3 H'00000600 

【注】 *1 優先順位は、高い方から低い方に 1から 3で指定されます。リセットは、すべての要求に優先します。割り込みは、

一般例外要求が無い場合のみ受け付けることができます。 

 *2 複数の割り込み要因間の優先順位は、「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

 *3 割り込みを受理しても割り込み要因レジスタ（EXPEVT）の値は変化せず、割り込み要因レジスタ（INTEVT, 

INTEVT2）に割り込み要求元を示すコードが設定されます。「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照

してください。 

 *4 リピートループ中の特定の個所でこれらの例外が発生すると特殊な例外コードおよび特殊なベクタオフセットに

なる場合があります。 

 *5 これらの例外コードは、メモリマネジメントユニット（MMU）を使用する場合に有効です。 
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4.3 個別例外の動作説明 

個別の例外処理動作について、発生条件および発生時のプロセッサの動作を説明します。本節では、リセット

および一般例外について述べます。割り込みの動作に関しては、「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を

参照してください。 

4.3.1 リセット 

（1） パワーオンリセット 

条件： 

パワーオンリセット要求 

動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ 

（H'A0000000）に分岐します。 詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパ

ワーオンリセットを行ってください。 

 

（2） マニュアルリセット 

条件： 

マニュアルリセット要求 

動作： 

EXPEVTにH'020を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行ったのちリセットベクタ

（H'A0000000）に分岐します。 パワーオンリセットとマニュアルリセットでは初期化されるレジスタが異

なります。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

 

（3） H-UDIリセット 

条件： 

H-UDIリセットコマンド入力（｢23.4.4 H-UDIリセット｣を参照してください。） 

動作： 

EXPEVTにH'000をセットし、ベクタベースレジスタ（VBR）、ステータスレジスタ(SR)の初期化を行ないリ

セットベクタ（H'A0000000）に分岐します。初期化によりVBRはH'00000000にクリアされます。SRは、MD、

RB、BLビットが1にセットされ、DSPビットが0にクリア、割り込みマスクビット（I3～I0）が1111にセット

され、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。 

詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 
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4.3.2 一般例外 

（1） CPUアドレスエラー 

条件： 

• 奇数アドレス（4n＋1、4n＋3）から命令フェッチ 

•  ワードデータをワード境界以外（4n＋1、4n＋3）からアクセス 

• ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

•  ユーザモードで論理空間のH'80000000～H'FFFFFFFFの領域をアクセス 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

命令フェッチの場合： 本例外を発生させた命令フェッチ先のアドレス。 

データアクセスの場合： 本例外を発生させた命令のアドレス。 

 ただし、遅延スロットにある場合には、遅延分岐命令のアドレス。 

例外コード： 

読み出しで例外が発生した場合： H'0E0 

書き込みで発生した場合： H'100 

特記： 

本例外を発生させた論理アドレス（32ビット）をTEAに設定します。 

 

（2） 一般不当命令例外 

条件： 

• 遅延分岐命令の遅延スロット以外で、命令の定義されていない命令コード（未定義コード）を実行した場合 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

【注】 未定義コードについては、第 2章の「表 2.12 オペレーションコードマップ」を参照してください。ただし、命令コ

ードH'FC00～H'FFFFの未定義コードの例外処理動作のみを保証し、その他の未定義コードでは動作を保証しません。 

 

• 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコードした場合 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC/STCでGBRをアクセスする命令は特権命令ではありません。 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

本例外を発生させた命令のアドレス 

例外コード： 

H'180 
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特記： 

なし 

 

（3） スロット不当命令例外 

条件： 

• 遅延スロットにある未定義コードをデコードした場合 

遅延分岐命令： JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

• 遅延スロットにある特権命令をユーザモードでデコードした場合 

特権命令： LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC/STCでGBRにアクセスする命令は、特権命令ではありません。 

• 遅延スロット内でPCを書き換える命令をデコードした場合 

PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm+,SR 

 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

遅延分岐命令が配置されたアドレス 

例外コード： 

H'1A0 

特記： 

なし 

 

（4） 無条件トラップ 

条件： 

TRAPA命令の実行 

種別： 

命令同期、完了型 

待避アドレス： 

TRAPA命令の次命令のアドレス 

例外コード： 

H'160 

特記： 

完了型の例外のため、TRAPA命令の次命令のアドレスをSPCに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミ

ディエイト値をTRA[9:2]に設定します。 
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（5） ユーザブレークポイントトラップ 

条件： 

ユーザブレークコントローラに設定したブレーク条件が成立した場合 

種別： 

命令実行前ブレーク（Lバス）の場合： 命令同期、再実行型。 

オペランドブレーク（Lバス）の場合： 命令同期、完了型。 

データブレーク（Lバス）の場合： 命令非同期、完了型。 

Iバスでのブレークの場合： 命令非同期、完了型。 

待避アドレス： 

再実行型の場合： ブレーク成立命令のアドレス。 

 ただし、遅延スロットにある場合には遅延分岐命令のアドレス。 

完了型の場合： ブレーク要求を受け付けた命令の次命令のアドレス。 

 ただし、遅延スロットにある場合には、遅延分岐命令の分岐先のアドレス。 

例外コード： 

H'1E0 

特記： 

ユーザブレークコントローラの詳細は、「第9章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照してくだ

さい。 

 

（6） DMAアドレスエラー 

条件： 

• ワードデータをワード境界以外（4n＋1、4n＋3）からアクセス 

•  ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

種別： 

命令非同期、完了型 

待避アドレス： 

本例外を受け付けた命令の次命令のアドレスが退避されます。ただし、遅延スロットにある場合には、遅延

分岐命令の分岐先のアドレスが退避されます。 

例外コード： 

H'5C0 

特記： 

ダイレクトメモリ アクセスコントローラ（DMAC）に上記条件に該当する不正なアドレスが設定され、実際

の転送動作が行われた際に例外要求が生じます。DMACの転送動作は、CPUの命令動作とは非同期に行われ

るため、例外要求も命令非同期になります。DMACの動作の詳細は、「第13章 ダイレクトメモリアクセス

コントローラ（DMAC）」を参照してください。 
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4.3.3 一般例外（MMU例外） 

メモリマネージングユニット（MMU）のアドレス変換機構が有効な場合は、CPUアドレスエラーの判定に続い

てMMU例外の判定が行われます。MMU例外は、4種類定義されており、TLBミス例外、TLB無効例外、TLB

保護例外、および初期ページ書き込み例外の順番で判定が行われます。 

TLBミス例外は、例外要因の判定を容易にするため、ベクタオフセットを H'00000400とし、通常の一般例外と

ベクタオフセットを分けています。 

MMU例外の動作の詳細に関しては、「第 5章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

（1） TLBミス例外 

条件： 

TLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致だった場合 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

命令アクセスの場合： 本例外を発生させた命令フェッチ先のアドレス 

データアクセスの場合： 本例外を発生させた命令のアドレス 

 ただし、遅延スロットにある場合には、遅延分岐命令のアドレス 

例外コード： 

読み出しで例外が発生した場合： H'040 

書き込みで発生した場合： H'060 

特記： 

本例外を発生させた論理アドレス（32ビット）をTEAにセットし、MMUレジスタの更新が行われます。TLB

ミス例外のベクタアドレスは、VBR＋H'0400になります。 TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセ

ットを分けています。 

 

（2） TLB無効例外 

条件： 

TLBのアドレス比較の結果一致したが、V＝0であった場合 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

命令アクセスの場合： 本例外を発生させた命令フェッチ先のアドレス 

データアクセスの場合： 本例外を発生させた命令のアドレス 

 ただし、遅延スロットにある場合には、遅延分岐命令のアドレス 

例外コード： 

読み出しで例外が発生した場合： H'040 

書き込みで発生した場合： H'060 
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特記： 

本例外を発生させた論理アドレス（32ビット）をTEAにセットし、MMUレジスタの更新が行われます。 

 

（3） TLB保護例外 

条件： 

アクセスがTLBの保護情報（PRビット）に反する場合 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

命令アクセスの場合： 本例外を発生させた命令フェッチ先のアドレス 

データアクセスの場合： 本例外を発生させた命令のアドレス 

 ただし、遅延スロットにある場合には遅延分岐命令のアドレス。 

例外コード： 

読み出しで例外が発生した場合： H'0A0 

書き込みで発生した場合： H'0C0 

特記： 

本例外を発生させた論理アドレス（32ビット）をTEAにセットし、MMUレジスタの更新が行われます。 

 

（4） 初期ページ書き込み例外 

条件： 

データ書き込みアクセスでTLBにヒットしたが、D＝0であった場合 

種別： 

命令同期、再実行型 

待避アドレス： 

命令アクセスの場合： 本例外を発生させた命令フェッチ先のアドレス 

データアクセスの場合： 本例外を発生させた命令のアドレス 

 ただし、遅延スロットにある場合には遅延分岐命令のアドレス。 

例外コード： 

H'080 

特記： 

本例外を発生させた論理アドレス（32ビット）をTEAにセットし、MMUレジスタの更新が行われます。 
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4.4 DSP拡張機能有効時の例外処理 

DSP拡張機能が有効（SRレジスタの DSPビットが 1）のとき、例外処理の受け付け条件や例外処理が変更され

るものがあります。 

4.4.1 不当命令例外、スロット不当命令例外 

DSPモードでは、DSP拡張命令を実行することが可能になります。逆に、SRレジスタの DSPビットが 0のと

きにこれらの命令コードを実行しようとすると、不当命令例外になります。 

また、DSPモードでは、SRレジスタに対する STCおよび LDC命令がユーザモードでも実行可能になります（た

だし、更新可能なビットは DSP拡張ビットの内、RC[11:0]、DMX、DMY、および RF[1:0]のみです）。 
 

4.4.2 CPUアドレスエラー 

DSPモードでは、P2空間の一部（Uxy領域：H'A5000000～H'A5FFFFFF）がユーザモードでもアクセスでき、

CPUアドレスエラーが発生しません。 
 

4.4.3 リピート制御中の例外 

リピート制御中に発生する例外要求に対する扱いや例外を受け付けた際の処理は、通常の状態とは異なり、場

合によっては例外を受け付けなかったり、受け付けても正しく復帰できなかったりする場合があります。この制

約は、リピートカウンタが 1以上で、リピート検出命令からリピート最終命令までの間の命令で生じる場合があ

ります。本節では、この期間をリピート制御中と呼びます。以下に、リピートループ中の命令数が 4以上、3、2、

および 1の場合のプログラム例を示します。本節では、リピート検出命令やその命令アドレスを RptDtctと記述し

ます。同様に、リピート検出命令の 1,2,および 3命令先の命令やその命令アドレスをそれぞれ RptDtct1, RptDtct2,

および RptDtct3と記述します。 

また、下記例中の【A】、【B】、【C1】、および【C2】は、各種の制約が生じる命令を表します。「表 4.2  リ

ピートループ中の命令位置と制約の種別」にその概要を示します。 
 

表 4.2 リピートループ中の命令位置と制約の種別 

命令位置 SPC*1 不当命令*2 割り込み、ブレーク等*3 CPUアドレスエラー*4 

【A】     

【B】   保留  

【C1】  追加 保留 命令／データ 

【C2】 不正 追加 保留 命令／データ 

【注】 *1 SR.RC[11:0]>=2の場合に例外が発生すると、SPCに特殊なアドレスが設定されます。 

 *2 SR.RC[11:0]>=1の場合に不当命令になり得る命令種が増えます。 

 *3 SR.RC[11:0]>=1の場合に、割り込みやブレーク、DMAアドレスエラーの要求が保留されます。 

 *4 SR.RC[11:0]>=1の場合に、特殊な例外コードが設定されます。 
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• （例1）4命令以上のリピートループ 

 LDRS RptStart ; 【A】 

 LDRE RptDtct+4 ; 【A】 

  SETRC #4 ; 【A】 

  instr0 ; 【A】 

 RptStart: instr1 ; 【A】【リピート開始命令】 

 ...... ; 【A】 

              ...... ; 【A】 

RptDtct: RptDtct ; 【B】リピート最終命令から 3命令前の命令がリピート検出命令に
なります。 

 RptDtct1 ; 【C1】 

 RptDtct2 ; 【C2】 

RptEnd: RptDtct3 ; 【C2】【リピート最終命令】 

 instrNext ; 【A】 

 

• （例2）3命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+4 ; 【A】 

 LDRE RptDtct+4 ; 【A】 

  SETRC #4 ; 【A】 

 RptDtct: RptDtct ; 【B】リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になりま 

                      す。 

RptStart: RptDtct1 ; 【C1】【リピート開始命令】 

 RptDtct2 ; 【C2】 

RptEnd: RptDtct3 ; 【C2】【リピート最終命令】 

 instrNext ; 【A】 

 

• （例3）2命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+6 ; 【A】 

 LDRE RptDtct+4 ; 【A】 

  SETRC #4 ; 【A】 

 RptDtct: RptDtct ; 【B】リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になりま 

                      す。 

RptStart: RptDtct1 ; 【C1】【リピート開始命令】 

RptEnd: RptDtct2 ; 【C2】【リピート最終命令】 

 instrNext ; 【A】 

 



 

4. 例外処理 

4-16  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

• （例4）1命令リピートループ 

 LDRS RptDtct+8 ; 【A】 

 LDRE RptDtct+4 ; 【A】 

  SETRC #4 ; 【A】 

 RptDtct: RptDtct ; 【B】リピート開始命令の直前の命令がリピート検出命令になりま 

                      す。 

RptStart:  

RptEnd: RptDtct1 ; 【C1】【リピート開始命令】==【リピート最終命令】 

 instrNext ; 【A】 

 

（1） リピート制御中の例外で待避される SPC 

リピート制御中に例外を受け付け、SRレジスタのリピートカウンタ（RC[11:0]）が 2以上である場合は、待避

されるアドレスが復帰すべき値を正しく示さない場合があります。また、例外処理から復帰した際にリピート制

御を正しく再実行するには、その復帰アドレスはリピート検出命令以前である必要があります。したがって、リ

ピート制御中に例外を受け付けた場合は、リピート検出命令での再実行型例外を除き、正しくリピート制御に復

帰することはできません。 

表 4.3 リピート制御中に生じた再実行型例外に対する SPCの値（RC[11:0]>＝2の場合） 

リピートループ中の命令数 
例外発生命令 

1 2 3 >＝4 

RptDtct RptDtct RptDtct RptDtct RptDtct 

RptDtct1 RptDtct1 RptDtct1 RptDtct1 RptDtct1 

RptDtct2 - RptDtct1 RptDtct1 RS-4 

RptDtct3 - - RptDtct1 RS-2 

【注】 ここでは、次のラベルを使用しています。 

 RptDtct：リピート検出命令のアドレス 

 RptDtct1：リピート検出命令の 1命令後の命令アドレス（1,2,3命令リピートでは RptStartです。） 

 RptDtct2：リピート検出命令の 2命令後の命令アドレス。 

 RptDtct3 : リピート検出命令の 3命令後の命令アドレス。 

 RS: リピート開始命令のアドレス。 

 表中の網掛けの個所で再実行型の例外処理がなされた場合は、本来待避されるべきアドレスと異なったアドレスが SPC

に待避されます。RC[11:0]が 1または 0の場合は、正しいアドレスが待避されます。 

 

（2） リピート制御中の不当命令例外 

リピート制御中の RptDtct1以降の命令において下記の命令を使用すると一般不当命令例外を発生します。SPC

に待避されるアドレスは「4.4.3（1）リピート制御中の例外で待避される SPC」を参照してください。 

• 分岐命令 

BRA、BSR、BT、BF、BT/S、BF/S、BSRF、RTS、BRAF、RTE、JSR、JMP、TRAPA 
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• リピート制御命令 

SETRC、LDRS、LDRE 

• SR、RS、REに対するロード命令 

LDC Rn,SR、LDC @Rn+,SR、LDC Rn,RE、LDC @Rn+,RE、LDC Rn,RS、LDC @Rn+,RS 

【注】 1～3命令のリピートループの場合はリピートループ中の全命令が、4命令以上のリピートループの場合はリピート終了

命令を含む 3命令がこの制約の範囲となります。 

 

（3） リピート制御中に保留される例外要求 

リピート制御中、割り込みや一部の例外要求はその受け付けを保留し、例外処理から復帰できない命令で例外

を受け付けることを防止しています。リピートループのプログラム（例 1）～（例 4）を参照してください。【B】

および【C】（【C1】または【C2】）と記した命令で発生した例外は、それぞれ次のように処理されます。 

• 割り込み、DMAアドレスエラー 

【B】の命令および【C】の命令とも、例外を受け付けず、また、要求も保存されません。次に【A】の命令

を実行したときに改めて要求を検出し、受け付けます*。プログラム（例1）～（例4）に示されるように、4

命令以下のリピートループの実行中には、割り込みおよびDMAアドレスエラーは受け付けられません。 

【注】 * CPUが受け付け可能な状態になるまで、割り込みコントローラ（INTC）やダイレクトメモリアクセスコントローラ  

 （DMAC）で要求が保存されます。 

• 実行前ユーザブレーク 

【B】の命令では受け付けられ、SPCに【B】の命令のアドレスがセットされます。【C】の命令では受け付

けられませんが、要求は保存され、次に【A】の命令、あるいは【B】の命令が実行される際にその命令の実

行前に受け付けられます。このときのSPCはその【A】あるいは【B】の命令のアドレスになります。 

• 実行後ユーザブレーク 

【B】の命令、【C】の命令とも、例外は受け付けられませんが、要求は保存され、次に【A】の命令あるい

は【B】の命令を実行する際に、その命令の実行前に受け付けられます。このときのSPCはその【A】あるい

は【B】の命令のアドレスになります。 

 

表 4.4 リピートループでの例外受け付けの制限 

 Bの命令 Cの命令 

割り込み 受け付けません 受け付けません 

DMAアドレスエラー 受け付けません 受け付けません 

実行前ユーザブレーク 受け付けます 受け付けません 

実行後ユーザブレーク 受け付けません 受け付けません 
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（4） リピート制御中の CPUアドレスエラー 

リピート制御中に CPUアドレスエラーが発生した場合は、例外を受けつけますが、リピートループ中であるこ

とを示す例外コード（H'070）が EXPEVTに設定されます。リピート検出命令の次命令からリピート最終命令にお

いては命令アクセスおよびデータアクセスに対する例外がこの例外コードを生成します。 

また、SPCに待避されるアドレスは「4.4.3（1）リピート制御中の例外で待避される SPC」に準じて設定され

ます。 

この例外が生じた場合は、例外処理ののちリピート制御に正しく復帰することができません。リピートループ

を正しく実行するには、リピート制御中に CPUアドレスエラーが発生しないようにしてください。 

【注】 1～3命令のリピートループの場合はリピート検出命令およびリピートループ中の全命令が、4命令以上のリピートル

ープの場合はリピート終了命令を含む 4命令がこの制約の範囲となります。SR.RC[11:0]>=1の場合に、この制約が生

じます。 

 

表 4.5 リピート制御中のメモリアクセス例外で特殊な例外を生じる命令（SR.RC[11:0]>＝1） 

リピートループ中の命令数 
例外発生命令 

1 2 3 >=4 

RptDtct     

RptDtct1 命令／データアクセス 命令／データ 命令／データ 命令／データ 

RptDtct2 - 命令／データ 命令／データ 命令／データ 

RptDtct3 - - 命令／データ 命令／データ 

【注】 ここでは、次のラベルを使用しています。 

 RptDtct：リピート検出命令 

 RptDtct1：リピート検出命令の 1命令後の命令 

 RptDtct2：リピート検出命令の 2命令後の命令 

 RptDtct3：リピート検出命令の 3命令後の命令 

（5） リピート制御中のMMU例外 

リピート制御中にMMU例外が発生した場合も CPUアドレスエラーと同様に特殊な例外コードを生成します。

TLBミス例外、TLB無効例外、および初期ページ書き込み例外では、H'070が EXPEVTに設定されます。TLB保

護例外の場合には、H'0D0が EXPEVTに設定されます。TLBミス例外の場合でもベクタオフセットは、H'00000100

になることに注意してください。 

例外の生じる命令、待避される SPCの値は CPUアドレスエラーと同様です。 

この例外が生じた場合も、例外処理ののちリピート制御に正しく復帰することができません。リピートループ

を正しく実行するには、リピート制御中にMMU関連例外が発生しないようにしてください。 

【注】 1～3命令のリピートループの場合はリピート検出命令およびリピートループ中の全命令が、4命令以上のリピートル

ープの場合はリピート終了命令を含む 4命令がこの制約の範囲となります。SR.RC[11:0]>=1の場合にこの制約が生じ

ます。 
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4.5 使用上の注意事項 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに待避されていた値がSRに復帰された後に実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後のSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分岐

先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 

3. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みおよびDMAアドレスエラーに関しては次の命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ例

外の再評価が行われます。 

 



 

4. 例外処理 

4-20  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

 



 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  5-1 

2012.03.08  

  

5. メモリマネジメントユニット（MMU） 

本 LSIは、メモリマネジメントユニット（MMU）を内蔵しており、仮想記憶方式をサポートしています。内蔵

しているアドレス変換バッファ（TLB）は、外部メモリに配置されたユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報

をキャッシングすることにより、論理アドレスから物理アドレスへの変換を高速で実行します。アドレス変換は、

ページング方式により 2種類（1kまたは 4kバイト）のページサイズをサポートしています。また、特権モードお

よびユーザモードのそれぞれにおいて、論理アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができ

ます。 

5.1 MMUの役割 

MMUとは、物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 5.1に示すように、プロセスのサイ

ズが物理メモリより少ない場合は、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし、

プロセスのサイズが増大し物理メモリに収まらない場合は、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 5.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために、物理メモリへのマッピ

ングを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 5.1（2））。仮想記憶方式では、物理メモ

リに比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスは、この仮想メモリにマッピングされます。このた

め、プロセスは仮想メモリ上での動作だけを考えていれば良くなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピ

ングには、MMUが用いられます。MMUは通常 OSが管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に

物理メモリへマッピングできるように物理メモリの入れ換えを行います。物理メモリの入れ換えは、2次記憶など

との間で行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 5.1（3））。TSS上で走行する複数のプロセスがおのおの物理メモリへのマッピングを

意識しながら動作していたのでは、効率が上がりません。この効率を上げ各プロセスの負担を減らすために、仮

想記憶方式は使われます（図 5.1（4））。この仮想記憶方式では、プロセスごとに仮想メモリが割り当てられま

す。MMUは、複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらにあるプロセスが別

のプロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 
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MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスすることがあります。そのとき、MMUは例外を発生させ、

物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMUの機能は、ソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウ

ェアで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのため、ハードウェア上にアドレス変換のためのバッフ

ァ（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBは、アドレス変換情報

のためのキャッシュと言えます。しかし、キャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生し

たときのアドレス変換情報の入れ換えは、通常ソフトウェアで行います。このため、ソフトウェアで柔軟にメモ

リ管理を行うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では、固

定サイズのページと呼ばれるアドレス空間（通常 1k～64kバイト）が変換の単位となります。 

以下、本 LSIでは、仮想メモリ上のアドレス空間のことを論理アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間の

ことを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 

プロセス1
物理メモリ

物理メモリ

プロセス1
仮想メモリ

MMU

物理メモリ

プロセス１

プロセス３

プロセス２

プロセス１ プロセス１

��
��

プロセス２

プロセス３

��
��

��

物理メモリ

�

�
�

仮想メモリ
MMU

�

物理メモリ

�
���

（1） （2）

（3） （4）
 

図 5.1 MMUの役割 
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5.1.1 本 LSIの MMU 

（1） 論理アドレス空間 

本 LSIは、32ビットの論理アドレス空間をサポートしており、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。

論理アドレス空間は、図 5.2および図 5.3に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは、

P0領域から P4領域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは、U0領域の 2Gバイト

の空間をアクセス可能です。また、SRレジスタの DSPビットが 1の場合は、Uxy領域の 16Mバイトの空間もア

クセス可能になります。ユーザモードで U0領域および Uxy領域以外をアクセスした場合は、アドレスエラーと

なります。 

MMUCRの ATビットを 1にして、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域の内の P0、P3、および U0

領域は、任意の物理アドレス空間へ 1kまたは 4kバイトページ単位でマッピングすることが出来ます。また、8

ビットのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、および U0領域を 256個まで増やすことが可能です。

論理アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには、TLBを用います。 
 

（a） P0、P3、U0領域 

P0、P3、および U0領域は、TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがイネーブルの場合は、これらの領域は TLBを用いて 1kまたは 4kバイトページ単位に任意の物理ア

ドレス空間へマッピングできます。キャッシュコントロールレジスタ（CCR1）の CEビットが 1であり、かつ

TLBエントリの当該ページのキャッシング可能ビット（Cビット）が 1のときは、キャッシュを用いたアクセ

スが行えます。 

MMUがディスエーブルの場合は、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間の

アドレスとなります。CCR1の CEビットが 1のときは、キャッシュを用いたアクセスが行えます。 

キャッシュを用いた場合は、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り換えは

CCR1のWTビットに従います。 

これらの領域を TLBにより物理アドレス空間のエリア 1に存在する内蔵モジュール制御レジスタ領域、内蔵

メモリ領域にマッピングする場合は、当該ページの Cビットは 0にしてください。 
 

（b） P1領域 

P1領域は、TLBを用いたアドレス変換が行われない、キャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス

空間のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは、キャッシュコントロールレジスタ（CCR1）の CE

ビットに従います。キャッシュを用いた場合は、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方

式の切り換えは CCR1の CBビットに従います。 
 

（c） P2領域 

P2領域は、TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス

空間のアドレスとなります。 
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（d） P4領域 

P4領域は、本 LSIの内蔵 I/Oにマッピングされる領域です。この領域は、TLBを用いたアドレス変換やキャ

ッシュを用いたアクセスが行えません。P4領域の詳細を図 5.4に示します。 

H'8000 0000 

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

P0領域�
アドレス変換可能
キャッシング可能

P1領域�
アドレス変換不可
キャッシング可能

P2領域�
アドレス変換不可�
キャッシング不可

P3領域�
アドレス変換可能
キャッシング可能

P4領域�
アドレス変換不可
キャッシング不可

U0領域�
アドレス変換可能
キャッシング可能�

   Uxy領域*

  アドレスエラー

  アドレスエラー

H'0000 0000

H'8000 0000 

H'A500 0000

H'A5FF FFFF

H'FFFF FFFF

H'0000 0000

　  特権モード ユーザモード

�エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア7

エリア6

外部メモリ空間�

*：SR.DSP＝1の場合のみ存在

256 256

 

図 5.2 論理アドレス空間（MMUCR.AT＝1の場合） 
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図 5.3 論理アドレス空間（MMUCR.AT＝0の場合） 
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図 5.4 P4領域 
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H'F000 0000～H'F0FF FFFFは、キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「6.4 

メモリ割り付けキャッシュの構成」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFFは、キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「6.4 

メモリ割り付けキャッシュの構成」を参照してください。 

H'F200 0000～H'F2FF FFFFは、TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「5.6  

メモリ割り付け TLBの構成」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F3FF FFFFは、TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「5.6  

メモリ割り付け TLBの構成」を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFは、内蔵周辺モジュールレジスタの領域です。詳細は、「第 24章 レジスタ一覧」

を参照してください。 

（e） Uxy領域 

Uxy領域は、本 LSIの内蔵メモリにマッピングされる領域です。ユーザモードで SRレジスタの DSPビット

が 1のときに使用可能となります。ユーザモードで DSPビットが 0のときに、この領域にアクセスするとアド

レスエラーとなります。この領域は、TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスは行えません。

Uxy領域の詳細に関しては、「第 7章 X/Yメモリ」を参照してください。 

（2） 物理アドレス空間 

本 LSIは、29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は、図 5.5に示すとおり、8つ

の領域に分かれています。このうち、エリア 1は、内蔵モジュール制御レジスタ領域と内蔵メモリ領域が割り当

てられています。また、エリア 7は、予約領域です。 

物理アドレス空間の詳細は、「第 12章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してください。 

H'0400 0000 

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1C00 0000

H'1FFF FFFF

H'1800 0000

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7
（予約領域）�

H'0000 0000

（内蔵レジスタ、内蔵メモリ領域）�

 

図 5.5 物理アドレス空間 
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（3） アドレス変換 

MMUがイネーブルされているときは、論理アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物

理アドレスに変換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、論理アドレスに対応する物理アドレス

や、記憶保護コードなどの付加情報が格納されています。TLBは、アドレス変換の高速化のために、外部メモリ

上のアドレス変換テーブルの内容をキャッシングします。P4領域以外へのアクセスが発生し、そのアクセスされ

た論理アドレスが P1またはP2領域に属する場合は、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。

その論理アドレスが P0、P3、および U0領域に属する場合には論理アドレスで TLBが検索され、その論理アドレ

スが TLBに登録されている場合には TLBヒットとなり TLBから対応する物理アドレスページ管理情報が読み出

され、物理アドレスが決定されます。また、アクセスされた論理アドレスが TLBに登録されていない場合には、

TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理ルーチンに移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メ

モリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応する物理アドレスとページ管理情報を TLBに登録します。例外処

理ルーチンから復帰後は、TLBミス例外を発生させた命令を再実行します。ただし、MMUがイネーブルの状態

で、物理アドレスが H'2000 0000～H'FFFF FFFFとなるようなアドレス変換情報は、TLBへ登録しないでください。 
 

MMUがディスエーブルされているときは、論理アドレスの上位 3ビットを 0にマスクしたものが物理アドレス

となります。本 LSIでは、物理アドレス空間として 29ビットアドレス空間をサポートしているため、論理アドレ

スの上位 3ビットが無視されシャドウ空間となります（第 12章 バスステートコントローラ（BSC）参照）。た

とえば P0領域の H'0000 1000番地と P1領域の H'8000 1000番地と P2領域の H'A000 1000番地と P3領域の H'C000 

1000番地は、すべて同一の物理メモリにマッピングされます。これらのアドレスへのアクセスをキャッシュイネ

ーブルの状態で行った場合は、キャッシュのアドレスアレイに格納されるアドレスはデータの一致性を保証する

ために、上位 3ビットが常に 0になります。 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMU制御レジスタ（MMUCR）で選択が可能

です。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが論理アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行して、あ

る論理アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが論理ア

ドレス空間を共有して使用しながら走行するため、ある論理アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに

変換され得ます。これらの方式は、単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モードとしてサポートされており、MMU

制御レジスタ（MMUCR）の設定で切り換えることが可能です。単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モードとの

動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「5.3.3 TLBのアドレス比較」参照）のみです。 

（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合は、アドレス空間識別子（ASID）は論理アドレス空間を共有しながら同時に走行す

る複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは、8ビットで、ソフトウェアがMMU内のページテー

ブルエントリ上位レジスタ（PTEH）に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定できます。この ASID

によりプロセス切り換えの際に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合は、ASIDは論理アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。（「5.3.3 TLBのアドレス比較」参照） 
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5.2 レジスタの説明 

MMU処理に関連するレジスタは、4つあります。これらのレジスタは、周辺モジュールレジスタなので、P4

領域に配置され特権モードのときのみアドレスを指定してアクセスすることができます。 

MMUには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第

24章 レジスタ一覧」を参照してください。 
 

• ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

• ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

• 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

• MMU制御レジスタ（MMUCR） 

 

5.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは、H'FFFF FFF0番地に配置されていて、論理ページ番号（VPN）と ASIDから構成されています。VPN

は、MMU例外またはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた論理アドレスの

VPNが設定されます。ページサイズが 4kバイトページのとき、VPNは論理アドレスの上位 20ビットとなります

が、この場合は論理アドレスの上位 22ビットが設定されます。VPNは、ソフトウェアからも変更が可能です。

ASIDには、現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。この VPNと ASIDが LDTLB命令に

より TLBに登録されます。 

PTEHの ASIDを書きかえるプログラムは、P1または P2領域に配置してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN ― R/W 論理ページ番号 

9 

8 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 ASID ― R/W アドレス空間識別子 
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5.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは、H'FFFF FFF4番地に配置されていて、LDTLB命令により TLBに登録する物理ページ番号とページ

管理情報を格納するために使用されます。本レジスタは、ソフトウェアの指示がない限り内容が変更されること

はありません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

28～10 PPN 0 R/W 物理ページ番号 

9 ― 0 R 

8 V ― R/W 

7 ― 0 R 

6、5 PR ― R/W 

4 SZ ― R/W 

3 C ― R/W 

2 D ― R/W 

1 SH ― R/W 

0 ― 0 R 

ページ管理情報 

詳細は「5.3 TLBの機能」を参照してください。 

 

5.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、32ビットのレジスタで、H'FFFF FFF8番地に配置されています。TTBには、現在使っているページテ

ーブルのベースアドレスなどが格納されます。TTBは、ソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることは

ありません。初期値は、不定です。このレジスタは、ソフトウェアで自由に使用可能です。 
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5.2.4 MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRは、MMUを制御するためのレジスタで、H'FFFF FFE0番地に配置されています。MMUCRを書き換え

るプログラムは、P1または P2領域に配置してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 

6 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5、4 RC すべて 0 R/W ランダムカウンタ 

2ビットのカウンタでMMU例外発生時にハードウェアが次の規則で自動的

に更新します。 

TLBミス例外が発生した場合には、例外を発生させた論理アドレスに対応す

る TLBエントリの全ウェイを調べ、全ウェイが有効なら RCには 1が加えら

れ、1つ以上の無効なウェイが存在するならウェイ 0、ウェイ 1、ウェイ 2、

およびウェイ 3の順にウェイ 0から優先的に RCへ設定されます。TLBミス

例外以外のMMU例外が発生した場合には、例外を発生させたウェイが RC

に設定されます。 

3 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 TF 0 R/W TLBフラッシュ 

1を書き込むと TLBの有効ビットをすべて 0にクリア（フラッシュ）します。

読み出し時は 0が読み出されます。 

1 IX 0 R/W インデックスモード 

0のとき VPN（16-12）を TLBのインデックス番号に使います。1のとき PTEH

中の ASID（4-0）と VPN（16-12）の EX-ORした値をインデックス番号に

使います。 

0 AT 0 R/W アドレス変換 

MMUのイネーブル（有効）またはディスエーブル（無効）を指定します。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 
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5.3 TLBの機能 

5.3.1 TLBの構成 

TLBは、外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブル情報をキャッシングします。アドレス変換テーブルに

は、論理ページ番号とそれに対応する物理ページ番号、アドレス空間識別子、およびページ管理情報が格納され

ています。図 5.6に TLB全体の構成を示します。TLBは、4ウェイセットアソシアティブ方式で 1ウェイ当たり

32エントリの計 128エントリで構成されています。図 5.7に論理アドレスと TLBエントリの構成を示します。 

エントリ1

アドレスアレイ データアレイ

エントリ０

エントリ1

エントリ31

ウェイ0～3ウェイ0～3

VPN(11-10)VPN(31-17) ASID(7-0) V エントリ０

エントリ31

PPN(28-10) PR(1-0) SZ C D SH

 

図 5.6 TLB全体の構成 

 

31 9

VPN

論理アドレス（１kバイトページ）

論理アドレス（４kバイトページ）

TLBエントリ

オフセット

VPN

VPN (31-17) VPN (11-10) ASID V PR SZ SHPPN C D

オフセット

010

31 11 0

(15) (2) (2)(8) (1) (19) (1) (1) (1) (1)

12

 

図 5.7 論理アドレスと TLBエントリの構成 
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＜TLBエントリの記号説明＞ 

VPN: 論理ページ番号 1kバイトページのときは論理アドレスの上位 22ビットを、 

 4kバイトページのときは論理アドレスの上位 20ビットを表します。 

 ただし、VPN（16-12）はインデックス番号に使用されるため、TLBエン

トリには格納されません。また、シノニム問題に注意してください。

（「5.4.4 シノニム問題の回避」を参照） 
 

ASID: アドレス空間識別子 論理ページをアクセスできるプロセスを表します。 

 単一仮想記憶モードでかつユーザモードのとき、または多重仮想記憶モー

ドのときに、SHビットが 0なら PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH: 共有状態ビット 0のときは、複数のプロセスでページを共有しません。 

  1のときは、複数のプロセスでページを共有します。 
 

SZ: ページサイズビット 0のときは 1kバイトページを、 

  1のときは 4kバイトページを表します。 
 

V: 有効ビット エントリが有効か無効かを表します。 

0： 無効 

1： 有効 

  パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

  マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN: 物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビットを表します。 

  4kバイトページのときは、PPN（11-10）は使用されません。 
 

PR: 保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータです。 

  00： 特権モードで、読み出しのみ可能。 

  01： 特権モードで、読み出しまたは書き込みが可能。 

  10： 特権またはユーザモードで、読み出しのみ可能。 

  11： 特権またはユーザモードで、読み出しまたは書き込みが可能。 
 

C: キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうかを表します。 

  0： キャッシング不可能 

  1： キャッシング可能 
 

D: ダーティビット ページに書き込みが行われたか否かを表します。 

  0： 書き込みが行われていない。 

  1： 書き込みが行われている。 



 

5. メモリマネジメントユニット（MMU） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  5-13 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

5.3.2 TLBのインデックス番号作成方法 

TLBは、4ウェイセットアソシアティブ方式のため、エントリをインデックス番号により選択する必要があり

ます。インデックス番号としては、VPN（16-12）と PTEH中の ASID（4-0）を使用します。MMU制御レジスタ

（MMUCR）の IXビットによってインデックス番号の生成方法が異なります。 

1. IX=1のとき 

VPN（16-12）とASID（4-0）とのEX-ORをインデックス番号として使用します。 

2. IX=0のとき 

VPN（16-12）をインデックス番号として使用します。 

1.の方法は、同時に多数のプロセスが同一の論理アドレス空間を走行するとき（多重仮想記憶モード）、特定の

エントリが複数のプロセスによって選択されて TLBのヒット率が低下するのを防ぎます。単一仮想記憶モード

（MMUCR.SV＝1）の場合は、IXビットを 0に設定してください。図 5.8および図 5.9に TLBのインデックス番

号作成の方法を示します。 

31 16 111217 0 31 0
PTEHレジスタ論理アドレス

VPN 0 ASID

710

インデックス

ASID(4-0)
Exclusive-OR

ウェイ0～3

VPN(31-17) VPN(11-10) ASID(7-0) V0

31

アドレスアレイ データアレイ

PPN(28-10) PR(1-0) SZ C D SH

 

図 5.8 TLBインデックス番号作成の方法（IX＝1） 

 



 

5. メモリマネジメントユニット（MMU） 

5-14  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

31 16 111217 0
論理アドレス

ウェイ0～3

VPN(31-17) VPN(11-10) ASID(7-0) V0

アドレスアレイ データアレイ

PPN(28-10) PR(1-0) SZ C D SH

インデックス

31

 

図 5.9 TLBインデックス番号作成の方法（IX＝0） 

5.3.3 TLBのアドレス比較 

TLBのアドレス比較は、外部メモリ上のプログラムからの命令フェッチや外部メモリ上のデータの参照の際に

実行されます。アドレス比較で用いられる比較対象は、VPNと ASIDです。外部メモリをアクセスする論理アド

レスの VPNとインデックス番号で選択された TLBエントリの VPNとが比較されます。また、PTEH中の ASID

とインデックス番号で選択された TLBエントリの ASIDとが比較されます。比較は、4つのウェイとも同時に行

われます。比較の結果が一致し、かつインデックス番号で選択された TLBエントリが有効（V=1）であった場合

は、TLBヒットとなります。このとき、複数のウェイが同時に TLBヒットしないことをソフトウェアで保証して

ください。複数のウェイが同時に TLBヒットした場合のハードウェアの動作は、保証しません。以下に複数のウ

ェイが同時に TLBヒットしてしまう場合の設定の例を示します。このような設定は、ソフトウェアで行わないよ

うにしてください。 

1. VPNが同一の2つのTLBエントリにおいて、一つは共有状態（SH＝1）、もう一つは非共有状態（SH＝0）で

ASID＝H'FFのプロセスでのみTLBヒットするような設定がなされていた場合は、PTEH中のASIDをH'FFにす

ると、これら2つのウェイが同時にTLBヒットする可能性があります。 

2. 単一仮想記憶モードの設定でVPNが同一でASIDが異なるエントリを複数登録した場合は、特権モードで当該

ページをアクセスすると、複数のウェイに同時にTLBヒットする可能性があります。単一仮想記憶モードで

は、VPNが同一のエントリを複数登録しないでください。 

3. インデックスモード（MMUCR.IX＝1）の設定で、SH＝1のページを登録した場合は、PTEH中のASIDの値に

よっては予期せず複数のウェイに同時にTLBヒットする可能性があります。そのため、インデックスモード

では、SH＝1のページは登録しないでください。複数プロセスでメモリを共有する場合は、ASIDごとに別々

のページを登録するようにしてください。 
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TLBエントリ中のページ管理情報（SZ、SH）によって比較対象が変化します。また、システムが多重仮想記憶

モードと単一仮想記憶モードのどちらをサポートするかで、比較対象が変化します。 

この場合は、ページサイズビット（SZ）によって、VPN（11-10）を比較するか決まります。1kバイトページ（SZ

＝0）のときは VPN（11-10）を比較し、4kバイトページ（SZ＝1）のときは比較しません。 

共有状態ビット（SH）により、PTEH中の ASIDと TLBエントリ中の ASIDとを比較するかが決まります。複

数のプロセスで共有されている（SH=1）場合は、ASIDは比較されません。共有されていない（SH=0）場合は、

ASIDを比較します。 

単一仮想記憶モード（MMUCR.SV＝1）かつ、特権モード（SR.MD＝1）のときには、ASIDを比較しないため、

すべてのプロセスのリソースにアクセス可能となります。図 5.10にアドレス比較対象をまとめます。 

SH＝1または
(SR.MD＝1かつ
MMUCR.SV＝1)?

SZ＝0? SZ＝0?

No

No(4kB)

Yes

Yes(1kB)

No(4kB)

Yes(1kB)

比較対象：
VPN(31-17)
VPN(11-10)

比較対象：
VPN(31-17)

比較対象：
VPN(31-17)
VPN(11-10)
ASID(7-0)

比較対象：
VPN(31-17)
ASID(7-0)

 

図 5.10 アドレス比較対象 
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5.3.4 ページ管理情報 

TLBエントリ中のページ管理情報には、SHと SZビット以外に、D、C、および PRビットがあります。 

Dビットは、エントリに対応するページがダーティであるか否かを表します。ダーティとは、そのページに対

して書き込みがあったことを意味します。Dビットが 0の状態でそのページにライトすると、初期ページ書き込

み例外が発生します。たとえば、2次記憶と主記憶間で物理ページの入れ換えをする場合には、ダーティなページ

を 2次記憶に書き戻してから、そのページを主記憶からページアウトするという制御を行います。メモリ上のア

ドレス変換テーブルに、あるページに対する書き込みがあったことを記憶するために、初期ページ書き込み例外

が利用されます。 

Cビットは、エントリに対応するアクセスページをキャッシングするか否かを表します。エリア 1の制御レジ

スタまたは内蔵メモリをマッピングする場合は、Cビットは 0にしてください。 

PRビットは、特権モードおよびユーザモードそれぞれにおける、そのページに対するアクセス権を示し、記憶

保護に使用されます。アクセス権に違反するアクセスを行うと、TLB保護違反例外が発生します。 

D、C、および PRビットによるアクセス状態を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 D、C、PRビットによるアクセス状態 

 特権モード ユーザモード 

 読み出し 書き込み 読み出し 書き込み 

Dビット 0 可能 初期ページ 

書き込み例外 

可能 初期ページ 

書き込み例外 

 1 可能 可能 可能 可能 

Cビット 0 可能 

（キャッシングなし） 

可能 

（キャッシングなし） 

可能 

（キャッシングなし） 

可能 

（キャッシングなし） 

 1 可能 

（キャッシングあり） 

可能 

（キャッシングあり） 

可能 

（キャッシングあり） 

可能 

（キャッシングあり） 

PRビット 00 可能 TLB保護違反例外 TLB保護違反例外 TLB保護違反例外 

 01 可能 可能 TLB保護違反例外 TLB保護違反例外 

 10 可能 TLB保護違反例外 可能 TLB保護違反例外 

 11 可能 可能 可能 可能 
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5.4 MMUの機能 

5.4.1 MMUのハードウェア管理 

MMUのハードウェア管理には、次の 2つがあります。 

1. プロセスからアクセスされた論理アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従いTLBを制御してアドレス変

換を行います。 

2. アドレス変換時にTLBからページ管理情報とヒット情報を受けて、MMU例外の判定とキャッシュをアクセス

するかどうかの判定（Cビット）を行います。この判定方法とハードウェアの処理については、「5.5 MMU

例外」を参照してください。 

 

5.4.2 MMUのソフトウェア管理 

MMUのソフトウェア管理には、次の 3つがあります。 

1. MMUレジスタの設定。 

特にMMUCRの設定は、アドレス変換を行わないP1またはP2領域で行うようにしてください。さらにSVおよ

びIXビットの変更はアドレス変換方式の変更になるので、この場合はTFビットにも同時に1を書き込んで

TLBのフラッシュを行うようにしてください。ATビットを 0にしたMMUディスエーブルの状態ではMMU例

外が発生しなくなるので、MMUを使用しないソフトウェアでは必ずディスエーブルの状態で使用してくださ

い。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。 

TLBエントリへの登録には、LDTLB命令を用いる方法とメモリ割り付けTLBに直接書き込む方法があります。

TLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けTLBをアクセスすることで可能です。LDTLB命令につい

ては「5.4.3 MMUの命令（LDTLB）」を、またメモリ割り付けTLBについては「5.6 メモリ割り付けTLB

の構成」を参照してください。 

3. MMU例外処理。 

MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。詳細は、「5.5 MMU

例外」を参照してください。 

 

また、単一仮想記憶モードを使用するときは、共有状態ビット（SH）を 0にしてすべての TLBエントリの登録

をすることで、特権モードのときだけ全物理メモリへのアクセスを許可する状態を作りだすことができます。こ

れによりプロセス間の記憶保護を強化し、特権モードにだけ特別なアクセスレベルを作りだすことが可能になり

ます。 

1kまたは 4kバイトページのTLBエントリを登録することにより、シノニム問題が発生する可能性があります。

「5.4.4 シノニム問題の回避」を参照してください。 
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5.4.3 MMUの命令（LDTLB） 

TLBエントリを登録する命令としては、TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令は、MMUCRの

IXビットが 0のとき、PTEH内で指定された VPN（16-12）をインデックス番号として、MMUCRの RCビットで

指定されたウェイの TLBエントリを PTEHと PTELで指定した値に変更します。MMUCRの IXビットが 1のと

きは、PTEH内で指定された VPN（16-12）と PTEH内の ASID（4-0）の EX-ORがインデックス番号として用いら

れます。 

図 5.11にMMUCRの IXビットが 0の場合を示します。 

PTEHには、MMU例外が発生したときに、例外を発生させた論理アドレスの論理ページ番号がハードウェアに

より設定されます。また、MMUCRの RCビットには、MMU例外ごとに規則（「5.2.4 MMU制御レジスタ

（MMUCR）」参照）に従ってウェイが設定されます。このため、MMU例外処理ルーチンの中では、PTELだけ

を設定して LDTLB命令を発行すれば、TLBエントリの登録が行えることになります。また、ソフトウェアによ

り PTEHとMMUCRの RCビットを書き換えることで、任意の TLBエントリを書き換えることも可能です。 

LDTLB命令はアドレス変換情報を変更するため、この命令を P0、U0、および P3領域で発行するとアドレス変

換情報を壊す危険があります。必ず P1または P2領域で発行するようにしてください。また、P0、U0、および P3

領域のアクセスを伴う命令（RTE命令等）は、LDTLB命令の 2命令後以降に発行してください。 

   VPN(31-17)        VPN(11-10)    ASID(7-0)       V

     VPN 0 ASID     VPN

0 SV 0 0 RC 0 TF IX AT

PPN 00 0 0 V 0 PR SZ C D SH 0

書き込み

 PPN(28-10)   PR(1-0)  SZ   C    D   SH  

書き込み

データアレイアドレスアレイ

ウェイ選択

ウェイ0～3

31 9 0
MMUCR

インデックス

31 17 12 10 8 0
PTEHレジスタ

31 29 28 10 0
PTELレジスタ

 0

31

 

図 5.11 LDTLB命令の動作 
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5.4.4 シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1kまたは 4kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノ

ニム問題とは、複数の論理アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数エント

リに同一の物理アドレスが登録されてしまい、データの一致性が保証されなくなるという問題です。この問題が

発生する理由を図 5.12を用いて説明します。ここで論理アドレスのビット nとキャッシュ容量の関係は以下のよ

うになります。 
 

キャッシュ容量 論理アドレスのビット n 

16kB 11 

32kB 12 

 

本LSIのキャッシュは、高速に動作するために論理アドレス[n:4]を用いてインデックス番号の生成を行います。

しかし、1kバイトページでは論理アドレスの[n:10]が、4kバイトページでは論理アドレスの[n:12]がアドレス変換

の対象になります。このため変換後の物理アドレスの[n:10]と論理アドレスの[n:10]とが異なる可能性があります。 

たとえば、1kバイトページの TLBエントリで 

 論理アドレス 1  H'0000 0000→物理アドレス H'0000 0C00 

 論理アドレス 2  H'0000 0C00→ 物理アドレス H'0000 0C00 

のような変換をする 2つの TLBエントリが登録されていたとします。論理アドレス 1はキャッシュのエントリ

H'000へ登録され、論理アドレス 2はキャッシュのエントリ H'0C0へ登録されることになります。物理アドレスが

等しいにもかかわらず、別のキャッシュエントリへ登録されるため、片方の論理アドレスへ一度でも書き込みが

発生すると一致性が保たれなくなります。 

このため、TLBエントリへのアドレス変換情報の登録には、以下の制限が生じます。 

1. 複数の1kバイトページのTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をTLBに登録す

るときは、VPN[n:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4kバイトページのTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をTLBに登録す

るときは、VPN[n:12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 異なるページサイズのアドレス変換情報で同一の物理アドレスを使用しないでください。 

上記の制限は、キャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 
 

【注】 将来の SuperH RISC engineファミリ拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理アドレスを使用する場合は、

VPN[20:10]が互いに等しくなるようにすることを推奨します。 
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●　４kバイトページを使用した場合
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物理アドレス
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●　１kバイトページを使用した場合
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図 5.12 シノニム問題（32kBキャッシュの場合） 
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5.5 MMU例外 

MMUのアドレス変換機構が有効な場合は、CPUアドレスエラーの判定に続いてMMU例外の判定が行われま

す。MMU例外は 4種類定義されており、TLBミス例外、TLB無効例外、TLB保護違反例外、および初期ページ

書き込み例外の順番で判定が行われます。 

5.5.1 TLBミス例外 

TLBミス例外は、論理アドレスと選ばれたエントリのアドレスアレイとを比較して、一致するものが見つから

なかった場合に発生します。TLBミス例外のハードウェアで行われる処理とソフトウェアで行う処理は次のとお

りです。 

• ハードウェア処理 

TLBミス例外のときは、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した論理アドレスの論理ページ番号（VPN）がページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH）に

書き込まれます。 

2. 例外の発生した論理アドレスが例外アドレスレジスタ（TEA）に書き込まれます。 

3. 読み出しのときは例外コードH'040が、書き込みのときは例外コードH'060が例外事象レジスタ（EXPEVT）

に書き込まれます。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すプログラムカウンタ（PC）の値が退避プログラムカウンタ（SPC）に

書き込まれます。もし例外が遅延スロットで発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値がSPC

に書き込まれます。 

5. 例外が発生したときのステータスレジスタ（SR）の内容が退避ステータスレジスタ（SSR）に書き込まれま

す。 

6. SRのMDビットが1にセットされ、特権モードに切り換わります。 

7. SRのBLビットが1にセットされ、これ以降の例外要求がマスクされます。 

8. SRのRBビットが1にセットされます。 

9. 例外を発生させた論理アドレスに対応するTLBエントリの全ウェイを調べ、全ウェイが有効ならMMU制御レ

ジスタ（MMUCR）のランダムカウンタ（RC）には1が加えられ、1つ以上の無効なウェイが存在するならウ

ェイ0、ウェイ1、ウェイ2、およびウェイ3の順にウェイ0から優先的にRCへそのウェイが設定されます。 

10. ベクタベースレジスタ（VBR）の内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、TLBミス例外処

理ルーチンが開始されます。 

 

• ソフトウェア処理（TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し必要なページテーブルエントリを割り当てるのは、ソフトウェアの責任

です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理してくださ

い。 
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1. 外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの物理ページ番号（PPN）、

保護キーデータ（PR）、ページサイズビット（SZ）、キャッシング可能ビット（C）、ダーティビット（D）、

共有状態ビット（SH）、および有効ビット（V）の各ビットの値を、ページテーブルエントリ下位レジスタ

（PTEL）に書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるウェイをソフトウェアで指定する場合は、その値をMMUCRレジスタの

RCに書き込みます。 

3. LDTLB命令を実行させ、PTEHとPTELの内容をTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終了させてから、制御を通常の

流れに戻してください。ただし、LDTLB命令の2命令後以降にRTE命令を発行してください。 

 

5.5.2 TLB保護違反例外 

TLB保護違反例外は、論理アドレスが選ばれた TLBエントリのアドレスアレイと比較され、その結果、アドレ

スが一致してエントリが有効であったにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRキーで指定されたアクセス権

で許可されていない場合に発生します。TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理とソフトウェアで行う処理は、

次のとおりです。 

• ハードウェアの処理 

TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次のような一連の処理を実行します。 

1. 例外が発生した論理アドレスのVPNがPTEHに書き込まれます。 

2. 例外が発生した論理アドレスがTEAに書き込まれます。 

3. 読み出しのときは例外コードH'0A0が、書き込みのときは例外コードH'0C0がEXPEVTに書き込まれます。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。 

5. 例外が発生したときのSRの内容がSSRに書き込まれます。 

6. SRのMDビットが1にセットされ、特権モードに切り換わります。 

7. SRのBLビットが1にセットされ、これ以降の例外要求がマスクされます。 

8. SRのRBビットが1にセットされます。 

9. 例外が発生したウェイがMMUCRのRCにセットされます。 

10. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、TLB保護違反例外処理ルーチンが開始され

ます。 

 

• ソフトウェアの処理（TLB保護違反例外処理ルーチン） 

TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終了させてから、

制御を通常の流れに戻してください。ただし、LDTLB命令の 2命令後以降に RTE命令を発行してください。 
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5.5.3 TLB無効例外 

TLB無効例外は、論理アドレスが選ばれた TLBエントリのアドレスアレイと比較され、その結果アドレスが一

致してもエントリが有効でなかった（Vビットが 0）場合に発生します。TLB無効例外のハードウェアで行われ

る処理とソフトウェアで行う処理は、次のとおりです。 

• ハードウェアの処理 

TLB無効例外のときは、ハードウェアは次のような一連の処理を実行します。 

1. 例外が発生した論理アドレスのVPNがPTEHに書き込まれます。 

2. 例外が発生した論理アドレスがTEAに書き込まれます。 

3. 読み出しのときは例外コードH'040が、書き込みのときは例外コードH'060がEXPEVTに書き込まれます。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。 

5. 例外が発生したときのSRの内容がSSRに書き込まれます。 

6. SRのMDビットが1にセットされ、特権モードに切り換わります。 

7. SRのBLビットが1にセットされ、これ以降の例外要求がマスクされます。 

8. SRのRBビットが1にセットされます。 

9. 例外が発生したウェイ番号がMMUCRのRCに書き込まれます。 

10. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、TLB保護違反例外処理ルーチンが開始され

ます。 

 

• ソフトウェアの処理（TLB無効例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し必要なページテーブルエントリを割り当てるのは、ソフトウェアの責任

です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理してくださ

い。 

1. 外部メモリに記録されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、Vの各ビットの値を、

PTELに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるウェイをソフトウェアで指定する場合は、その値をMMUCRレジスタの

RCに書き込みます。 

3. LDTLB命令を実行させ、PTEHとPTELの内容をTLBに書き込みます。 

4. 最後にRTE命令を実行させ、例外処理ルーチンを終了させてから、制御を通常の流れに戻してください。た

だし、LDTLB命令の2命令後以降にRTE命令に発行してください。 
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5.5.4 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、論理アドレスと TLBエントリのアドレスアレイの内容を比較して一致し、エント

リが有効で、書き込みアクセスのアクセス権が許されているにもかかわらず、ダーティビット（D）が 0（未書き

込みページ）の場合に発生します。初期ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理とソフトウェアで行

う処理は、次のとおりです。 

• ハードウェアの処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次のような一連の処理を実行します。 

1. 例外が発生した論理アドレスのVPNがPTEHに書き込まれます。 

2. 例外が発生した論理アドレスがTEAに書き込まれます。 

3. 例外コードH'080がEXPEVTに書き込まれます。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値がSPCに書き込まれます。 

5. 例外が発生したときのSRの内容がSSRに書き込まれます。 

6. SRのMDビットが1にセットされ、特権モードに切り換わります。 

7. SRのBLビットが1にセットされ、これ以降の例外要求がマスクされます。 

8. SRのRBビットが1にセットされます。 

9. 例外が発生したウェイがMMUCRのRCにセットされます。 

10. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、ユーザが作成した初期ページ書き込み例外

処理ルーチンが開始されます。 

 

• ソフトウェアの処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. 外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、およびVのビットの値

を、PTELに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるウェイをソフトウェアで指定する場合は、その値をMMUCRのRCに書き

込みます。 

5. LDTLB命令を実行させ、PTEHとPTELの内容をTLBに書き込みます。 

6. 最後に、RTE命令を実行させ、例外処理ルーチンを終了させてから、制御を通常の流れに戻してください。

ただし、LDTLB命令の2命令後以降にRTE命令を発行してください。 
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5.5.5 リピートループにおける MMU例外 

リピートループ中の特定の命令で CPUアドレスエラーやMMU例外が発生すると、SPCが不正なアドレスにな

ったり、SPCが正しくとも復帰後リピートループの実行を正しく再開できない場合があります。この場合には、

特殊な例外コードを生成し、TLBミス例外、TLB無効例外、初期ページ書き込み例外、および CPUアドレスエラ

ーでは H'070が、TLB保護違反例外では H'0D0が EXPEVTにセットされます。また、TLBミス例外でもベクタオ

フセットは、H'100になります。詳細は「4.4.3 リピート制御中の例外」を参照してください。 

開始

SH=0かつ
(MMUCR.SV=0または

SR.MD=0)
?

VPN
およびASID
一致？

V=1?

ユーザ
または特権

D=1?

C=1?

メモリ
アクセス

キャッシュ
アクセス

初期ページ
書き込み例外

TLB保護違反
例外

PR？

TLB保護違反
例外

R/W? R/W?R/W?R/W?

PR？

TLB無効例外TLBミス例外

CPUアドレス�
エラー

VPN一致？No

No

No

No(キャッシング不可能) Yes(キャッシング可能)

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

アドレスエラー？
Yes

No

No

ユーザモード 特権モード

01/11 00/1000/01 10 11

W W W W

RR R R

 

図 5.13 MMU例外の流れ 
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5.6 メモリ割り付け TLBの構成 

TLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのときは、MOV命令によって TLBの内容の読み出しおよ

び書き込みが可能です。TLBは、論理アドレス空間の P4領域に割り付けられています。TLBのアドレスアレイ

（VPN、Vビット、ASID）は H'F200 0000～H'F2FF FFFFに、データアレイ（PPN、PR、SZ、C、D、SHビット）

は H'F300 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。ただし、アドレスアレイの Vビットは、データアレイか

らもアクセス可能です。アクセスサイズは、アドレスアレイおよびデータアレイともロングワードのみ可能であ

り、命令フェッチは行えません。 

5.6.1 アドレスアレイ 

アドレスアレイは、H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアクセスには、32

ビットのアドレス部の指定（読み出しまたは書き込み）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み）が必要です。

アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイに書き込む

VPN、Vビット、および ASIDを指定します（図 5.14（1）参照）。 

アドレス部には、エントリを選択するためのインデックスアドレスとして VPN（16-12）をアドレス部（16-12）

に、ウェイを選択するためのWビットをアドレス部（9-8）に、アドレスアレイアクセスを示す H'F2をアドレス

部（31-24）に指定します。インデックスアドレスとして VPN（16-12）と PTEHレジスタ内の ASID（4-0）との

EX-ORをとるかどうかは、MMUCRの IXビットに従います。 

アドレスアレイに対しては、次の 2種類の操作が可能です。 

1. アドレスアイリード 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリからVPN、V、およびASIDビット

を読み出します。 

2. アドレスレイライト 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリにデータ部で指定されたデータを

書き込みます。 

 

5.6.2 データアレイ 

TLBのデータアレイは、H'F300 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセスには、

32ビットのアドレス部の指定（読み出しまたは書き込み）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み）が必要です。

アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書き込むロ

ングワードデータを指定します（図 5.14（2）参照）。ロングワードデータは、PTELと同じビット構成です。 

アドレス部には、エントリを選択するためのインデックスアドレスとして VPN（16-12）をアドレス部（16-12）

に、ウェイを選択するためのWビットをアドレス部（9-8）に、データアレイアクセスを示す H'F3をアドレス部

（31-24）に指定します。インデックスアドレスとして、VPN（16-12）と PTEHレジスタ内の ASID（4-0）との

EX-ORをとるかどうかは、MMUCRの IXビットに従います。 
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読み出しおよび書き込みのいずれの場合も、インデックスアドレスとウェイで選択されたデータアレイのロン

グワードデータが読み出され書き込まれます。 

PPN  :  物理ページ番号　　　　　　  　V  :  有効ビット
  PR  :  保護キーデータ　　　　　　　SZ  :  ページサイズビット
     C  :  キャッシング可能ビット　　     D  :  ダーティビット
  SH  :  共有状態ビット　　　　            ＊  :  Don't care
VPN  :  論理ページ番号
     X  :  読み出しのときは0、書き込みのときはDon't care bit
    W  :  ウェイ（00:ウェイ0、01:ウェイ1、10:ウェイ2、11:ウェイ3）�

1  1  1  1  0  0  1  0     ＊‥‥‥‥‥‥＊　　  VPN        ＊ ＊   W    0  ＊･･‥‥‥‥＊ 00

9

VPN  :  論理ページ番号　　　　　　ASID  :  アドレス空間識別子
     V  :  有効ビット　　　　　　　　     ＊  :   Don't care 
    W  :  ウェイ（00:ウェイ0、01:ウェイ1、10:ウェイ2、11:ウェイ3）�

アドレス部

　データ部

アドレス部

　データ部

アドレス部

　データ部

31 24 23 17 16 12 1110 9 8 7 0

31 17 16 12 1110 9 8 7 0

31 24 23 17 16 12 11

11

10 9 8 7 02 1

2 1

2 1

31 17 16 12 10 9 8 7 0

31 24 23

29 28

17 16 12 1110 9 8 7 0

31 10 8 7 0

6

6 5 4 3 2 1

  0  0  0 

　　　　　　　  VPN　　　　　　　　　0‥‥‥‥0   VPN  0   V               ASID

　　　　　　　　　　　　PPN　　　　　　　　　　　　　  X  V  X   PR  SZ C  D      

　　　　　　　  VPN　　　　　　　　  ＊‥‥‥‥＊  VPN ＊  V              ASID

SH X

1  1  1  1  0  0  1  0     ＊‥‥‥‥‥‥＊　　  VPN        ＊ ＊   W    0　＊･‥‥‥‥＊ 00

1  1  1  1  0  0  1  1     ＊‥‥‥‥‥‥＊　　  VPN        ＊ ＊   W      ＊･‥‥‥‥‥＊ 00

（1）TLBアドレスアレイアクセス

●読み出しのとき

●書き込みのとき

（2）TLBデータアレイアクセス

●読み出し／書き込みのとき

6

 

図 5.14 メモリ割り付けされた TLBアクセスのアドレス部、データ部指定方法 
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5.6.3 使用例 

（1） 特定エントリの無効化 

TLBの特定エントリの無効化は、そのエントリの Vビットに 0を書き込むことで実現できます。以下の例では、

R0に書き込みデータを、R1にアドレスを指定しています。 
 

;R0=H'1547 381C R1=H'F201 3000 

;MMUCR.IX=0 

;VPN（16-12）=B'1 0011のインデックスで選択されるエントリの、 

;ウェイ0のVビットを0にして、無効化を実現する。 

 

MOV.L R0, @R1 

（2） データアレイの読み出し 

TLBの特定エントリのデータアレイを読み出す場合は、図 5.14（2）のデータ部で示されるビット順にレジス

タに読み出されます。以下の例では、R0にアドレスを指定して、R1に読み出しています。 
 

;R0=H'F300 4300 VPN（16-12）=B'0 0100 ウェイ3 

 

MOV. L @R0, R1 

 

5.7 使用上の注意事項 

以下にあげる動作は、TLBディスエーブル状態の場合に行うか、P1あるいは P2領域に配置したプログラムで

行ってください。また、続いて P0、P3、および U0領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う場合は、こ

れらの命令の 2命令後以降で P0、P3、および U0領域へのアクセスを行ってください。 

1. SR.MDもしくはSR.BLの変更 

2. LDTLB命令の実行 

3. メモリ割付TLB書き込み 

4. MMUCRの変更 

5. PTEH.ASIDの変更 
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6. キャッシュ 

6.1 特長 

• 容量：16kまたは32kバイトキャッシュのいずれかをレジスタにより選択可能。 

• 構成：命令とデータ混在、4ウェイセットアソシアティブ。 

• ロック機能：ウェイ2およびウェイ3はロック可能。 

• ラインサイズ：16バイト。 

• エントリ数：16kバイトモード（256エントリ／ウェイ）または32kバイトモード（512エントリ／ウェイ） 

• ライト方式：P0、P1、P3、U0領域についてライトバック方式とライトスルー方式から選択可能。 

• 置換方式：LRU置換アルゴリズムを採用。 

【注】 パワーオンリセットまたはマニュアルリセット後の初期状態は、16kバイトモード（256エントリ／ウェイ）になりま

す。 

6.1.1 キャッシュの構成 

キャッシュは、命令とデータ混在型の 4ウェイセットアソシアティブ方式です。4つのウェイ（バンク）で構成

され、おのおののウェイは、アドレスとデータに分かれています。 

アドレスとデータは、おのおの 512のエントリで構成されます。エントリのデータをラインとよびます。1ライ

ンは、16バイト（4バイト×4）です。1ウェイあたりのデータ容量は、8kバイト（16バイト×512エントリ）で、

キャッシュ全体（4ウェイ）では 32kバイトの容量となります。 
 

キャッシュの構成を図 6.1に示します。 

エントリ0

エントリ1

エントリ511

24（1+1+22）ビット 128（32x4）ビット

LW0～LW3：ロングワードデータ0～3

0

1

・�
・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�
・�

511

V U タグアドレス LW0 LW1 LW2 LW3

データアレイ（ウェイ0～3）�アドレスアレイ（ウェイ0～3）�

6ビット

0

1

・�
・�
・�
・�
・�
・�

511

LRU部

 

図 6.1 キャッシュの構成 
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（1） アドレスアレイ 

Vビットは、エントリのデータが有効かどうかを表します。Vビットが 1で有効を、0で無効を表します。 

Uビットは、ライトバックモードでそのエントリに書き込みがあったことを表します。Uビットが 1で書き込

みありを、0で書き込みなしを表します。 

タグアドレスは、外部メモリのアクセスに使用される物理アドレスを保持します。キャッシュ検索時の比較に使

用される 22ビット（アドレス 31～10）からなります。 

本 LSIでは、物理アドレス 32ビットの上位 3ビットをシャドウとして利用するため、タグアドレスの上位 3ビ

ットに 0が入ります（「第 12章 バスステートコントローラ（BSC）」参照）。 

Vおよび Uビットは、パワーオンリセットで 0に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されませ

ん。タグアドレスは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットでは初期化されません。 

（2） データアレイ 

データアレイは、16バイトの命令またはデータを保持します。キャッシュへのエントリの登録は、ライン単位

（16バイト単位）で行います。 

データアレイは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセットで初期化されません。 

（3） LRU 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じ命令とデータを 4つまでキャッシュに登録で

きます。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかを LRUビットで表します。LRU

ビットは、6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も以前にアクセ

スされたウェイを選ぶ LRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。 

キャッシュミスの際にリプレースされるウェイは、6ビットの LRUビットによって指定されます。キャッシュ

ロック機能を使用しない場合の LRUビットとリプレースされるウェイの関係を表 6.1に示します（キャッシュロ

ック機能を使用する場合に関しては、｢6.2.2 キャッシュ制御レジスタ 2（CCR2）｣の項を参照してください）。

表 6.1に示した以外の LRUビットをソフトウェアで指定した場合は、キャッシュは正しく動作しません。LRUビ

ットをソフトウェアで変更するときは、表 6.1に示すパターンを設定してください。 

LRUビットは、パワーオンリセットで 000000に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

表 6.1 LRUビットと置き換えられるウェイ（キャッシュロック機能を使用しない場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000、000100、010100、100000、110000、110100 3 

000001、000011、001011、100001、101001、101011 2 

000110、000111、001111、010110、011110、011111 1 

111000、111001、111011、111100、111110、111111 0 
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6.2 レジスタの説明 

キャッシュには以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては「第

24章 レジスタ一覧」を参照ください。 

• キャッシュ制御レジスタ1（CCR1） 

• キャッシュ制御レジスタ2（CCR2） 

• キャッシュ制御レジスタ3（CCR3） 

6.2.1 キャッシュ制御レジスタ 1（CCR1） 

キャッシュは、CCR1の CEビットでイネーブルまたはディスエーブルを指定します。また、CCR1には、キャ

ッシュの全エントリの無効化を制御する CFビット、ライトスルーモードとライトバックモードを切り換えるWT

ビット、および CBビットがあります。CCR1の内容を変更するプログラムは、キャッシングしないアドレス空間

に配置してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 CF 0 R/W キャッシュフラッシュ 

1を書き込むと、キャッシュの全エントリの V、U、および LRUビットを

0にクリア（フラッシュ）します。読み出すと 0が読み出されます。フラ

ッシュの際は、外部メモリへの書き戻しは行いません。 

2 CB 0 R/W ライトバック 

P1領域のライトバックまたはライトスルーの切り換え 

0：ライトスルーモード 

1：ライトバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルー 

P0、U0、および P3領域のライトバックまたはライトスルーの切り換え 

0：ライトバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 CE 0 R/W キャッシュ有効 

キャッシュ機能を使用するかどうかを表します。 

0：使用しない 

1：使用する 
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6.2.2 キャッシュ制御レジスタ 2（CCR2） 

CCR2は、キャッシュロック機能を制御するレジスタです。キャッシュロック機能は、キャッシュロックモード

時のみ有効です。キャッシュロックモードとは、CPUの SRレジスタ（ステータスレジスタ）の DSPビット（ビ

ット 12）＝1または CCR2のロックイネーブルビット（ビット 16）＝1の状態を言います。非キャッシュロック

モードでは、キャッシュロック機能は無効です。 

キャッシュロックモード時にプリフェッチ命令（PREF @Rn）を実行し、キャッシュミスした場合は、CCR2の

ビット 9、8（W3LOAD、W3LOCK）およびビット 1、0（W2LOAD、W2LOCK）の設定に従って Rnが指し示し

た 1ライン分のデータをキャッシュに取り込みます。プリフェッチ命令を実行した場合の各ビットの設定と置換

されるウェイの関係は、表 6.2に示すとおりです。一方、プリフェッチ命令を実行しキャッシュヒットした場合

は、新たなデータの取り込みは行われず、すでに有効となっているエントリが保持されます。たとえば、Rnが指

し示す 1ライン分のデータがすでにウェイ 0に存在する状態において、キャッシュロックモードで、W3LOAD＝1

かつW3LOCK＝1と設定し、プリフェッチ命令を実行した場合は、キャッシュヒットとなり、ウェイ 3へのデー

タの取り込みは行われません。 

キャッシュロックモード時の、プリフェッチ命令以外でのキャッシュアクセスでは、W3LOCK、およびW2LOCK

ビットによって置換されるウェイが制限されます。CCR2の各ビットの設定と置換されるウェイの関係は、表 6.3

に示すとおりです。 

CCR2の内容を変更するプログラムは、キャッシングしないアドレス空間に配置してください。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

16 LE 0 R/W ロックイネーブル（LE） 

キャッシュロックモードの制御をします。 

0：SR.DSP＝1のとき、キャッシュロックモードになります。 

1：SR.DSPの値によらず、キャッシュロックモードになります。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 

8 

W3LOAD 

W3LOCK 

0 

0 

R/W 

R/W 

ウェイ 3ロード（W3LOAD） 

ウェイ 3ロック（W3LOCK） 

W3LOCK＝1、W3LOAD＝1、かつキャッシュロックモードの場合は、プリ

フェッチ命令でキャッシュミスしたデータは常にウェイ 3に読み込まれま

す。その他のすべての条件では、プリフェッチしたデータは LRUの示すウ

ェイに読み込まれます。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

W2LOAD 

W2LOCK 

0 

0 

R/W 

R/W 

ウェイ 2ロード（W2LOAD） 

ウェイ 2ロック（W2LOCK） 

W2LOCK＝1、W2LOAD＝1、かつキャッシュロックモードの場合は、プリ

フェッチ命令でキャッシュミスしたデータは常にウェイ 2に読み込まれま

す。その他のすべての条件では、プリフェッチしたデータは LRUの示すウ

ェイに読み込まれます。 

【注】 W2LOADおよびW3LOADは、同時に 1にセットしないでください。 
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表 6.2 PREF命令がキャッシュミスした場合に置き換えられるウェイ 

キャッシュ 

ロックモード 

W3LOAD W3LOCK W2LOAD W2LOCK 置き換えられるウェイ 

0 ＊ ＊ ＊ ＊ LRUに従う（表 6.1） 

1 ＊ 0 ＊ 0 LRUに従う（表 6.1） 

1 ＊ 0 0 1 LRUに従う（表 6.4） 

1 0 1 ＊ 0 LRUに従う（表 6.5） 

1 0 1 0 1 LRUに従う（表 6.6） 

1 0 ＊ 1 1 ウェイ 2 

1 1 1 0 ＊ ウェイ 3 

【注】 ＊：Don't care 

 W3LOAD＝1かつW2LOAD＝1には、設定しないでください 

 

表 6.3 PREF命令以外がキャッシュミスした場合に置き換えられるウェイ 

キャッシュ 

ロックモード 

W3LOAD W3LOCK W2LOAD W2LOCK 置き換えられるウェイ 

0 ＊ ＊ ＊ ＊ LRUに従う（表 6.1） 

1 ＊ 0 ＊ 0 LRUに従う（表 6.1） 

1 ＊ 0 ＊ 1 LRUに従う（表 6.4） 

1 ＊ 1 ＊ 0 LRUに従う（表 6.5） 

1 ＊ 1 ＊ 1 LRUに従う（表 6.6） 

【注】 ＊：Don't care 

 W3LOAD＝1かつW2LOAD＝1には、設定しないでください 

 

表 6.4 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝1かつW3LOCK＝0の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000100, 010100, 100000, 100001, 110000, 110100 3 

000011, 000110, 000111, 001011, 001111, 010110, 011110, 011111 1 

101001, 101011, 111000, 111001, 111011, 111100, 111110, 111111 0 

 

表 6.5 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝0かつW3LOCK＝1の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000011, 001011, 100000, 100001, 101001, 101011 2 

000100, 000110, 000111, 001111, 010100, 010110, 011110, 011111 1 

110000, 110100, 111000, 111001, 111011, 111100, 111110, 111111 0 
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表 6.6 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝1かつW3LOCK＝1の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000011, 000100, 000110, 000111, 001011, 001111, 010100, 010110, 

011110, 011111 

1 

100000, 100001, 101001, 101011, 110000, 110100, 111000, 111001, 111011, 111100, 

111110, 111111 

0 

 

6.2.3 キャッシュ制御レジスタ 3（CCR3） 

CCR3は、使用されるキャッシュの容量を制御するレジスタです。LSIに搭載されるキャッシュ容量以下の値を

設定してください。それを越える値を設定した場合の動作は、保証されません。CCR3の内容を変更するプログラ

ムは、キャッシングしないアドレス空間に配置してください。また、CCR3の内容を変更後に、キャッシュにアク

セスする前に CCR1の CFビットに 1を書き込み、全エントリの無効化を行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23～16   CSIZE7～

CSIZE0 

H'01 R/W キャッシュ容量 

0000 0001： 16kバイトキャッシュ 

0000 0010： 32kバイトキャッシュ 

上記以外は、設定禁止です。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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6.3 動作説明 

6.3.1 キャッシュの検索 

キャッシュがイネーブルのとき（CCR1レジスタの CEビット=1）、P0、P1、P3、および U0領域の命令または

データにアクセスすると、キャッシュが検索され、目的の命令またはデータがキャッシュに存在するか調べられ

ます。キャッシュの検索方法の概念図を図 6.2に示します。キャッシュは物理キャッシュで、タグアドレスには、

物理アドレスを保持します。 

メモリへのアクセスアドレス（論理）のビット 12～4でエントリを選択し、そのエントリのタグアドレスを読

み出します。タグアドレスの読み出しと平行して、MMUで論理アドレスを物理アドレスに変換します。変換後の

物理アドレスと、アドレスから読み出した物理アドレス（タグアドレス）を比較します。アドレスの比較は、4

ウェイとも行います。比較の結果一致しており、かつ、比較されたエントリが有効である（V＝1）場合には、キ

ャッシュヒットとなります。それ以外の場合は、キャッシュミスとなります。ウェイ 1がヒットした場合を図 6.2

に示します。 

0

1

511

V U タグアドレス LW0 LW1 LW2 LW3

ウェイ0～3 ウェイ0～3

31 1213 4 3 2 1 0

論理アドレス

CMP0 CMP1 CMP2 CMP3

物理アドレス

CMP0:  比較回路0
CMP1:  比較回路1
CMP2:  比較回路2
CMP3:  比較回路3

ヒット信号（１）

エントリ選択 ロングワード（LW）選択

MMU

 

図 6.2 キャッシュの検索方法 
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6.3.2 リード動作 

（1） リードヒット 

キャッシュから CPUに命令またはデータが転送されます。ヒットしたウェイが最新となるように、LRUが更新

されます。 

（2） リードミス 

外部バスサイクルを起動し、エントリを更新します。置換するウェイは、表 6.3に従います。エントリの更新

の単位は、16バイトです。外部メモリから目的の命令またはデータがキャッシュに登録されると同時に、CPUに

その命令またはデータが転送されます。キャッシュに登録されるときに、Uビットが 0に、Vビットが 1にセッ

トされ、置換されたウェイが最新となるように LRUが更新されます。ライトバックモードでエントリの更新によ

って置換されるエントリの Uビットが 1の場合には、そのエントリがライトバックバッファに転送されてから、

キャッシュ更新サイクルを開始します。キャッシュ更新サイクルが終了後、ライトバックバッファに転送したエ

ントリをメモリへ書き戻します。書き戻しの単位は、16バイトです。 

6.3.3 プリフェッチ動作 

（1） プリフェッチヒット 

ヒットしたウェイが最新となるように LRUが更新されます。その他のキャッシュの内容は、変更されません。

CPUへの命令またはデータの転送は、行われません。 

（2） プリフェッチミス 

CPUへの命令またはデータの転送が行われず、置換するウェイは表 6.2に従います。その他の動作はリードミ

スの場合と同じです。 

6.3.4 ライト動作 

（1） ライトヒット 

ライトバックモードでは、キャッシュにデータがライトされ、外部メモリへのライトサイクルは発行されませ

ん。ライトされたエントリの Uビットが 1にセットされ、ヒットしたウェイが最新になるように LRUが更新され

ます。 

ライトスルーモードでは、キャッシュにデータがライトされ、外部メモリへのライトサイクルが発行されます。

ライトされたエントリの Uビットは更新されず、ヒットしたウェイが最新になるように LRUが更新されます。 

（2） ライトミス 

ライトバックモードでは、ライトミス時に外部バスサイクルを起動し、エントリを更新します。置換するウェ

イは、表 6.3に従います。エントリの更新によって置換えられるエントリの Uビットが 1の場合には、そのエン

トリがライトバックバッファに転送されてから、キャッシュ更新サイクルを開始します。キャッシュにデータが

ライトされ、Uビットが 1にセットされ、かつ Vビットも 1にセットされます。置換したウェイが最新になるよ

うに LRUが更新されます。キャッシュ更新サイクル終了後は、ライトバックバッファに転送したエントリをメモ

リへ書き戻します。書き戻しの単位は、16バイトです。 

ライトスルーモードでは、ライトミス時にキャッシュへのライトを行わず、外部メモリにのみライトを行いま

す。 
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6.3.5 ライトバックバッファ 

ライトバックモードで置換えられるエントリの Uビットが 1のとき、外部メモリへの書き戻しが必要になりま

す。性能向上のため、置換えられるエントリをまずライトバックバッファに転送し、キャッシュへ新エントリの

取り込みを書き戻しに優先させます。キャッシュへの新エントリの取り込み終了後は、ライトバックバッファが

外部メモリへの書き戻しを行います。この書き戻し中は、キャッシュはアクセス可能です。 

ライトバックバッファは、キャッシュの 1ライン分のデータ（16バイト）とその物理アドレスを保持可能です。

ライトバックバッファの構成を図 6.3に示します。 

PA（31～4）� ロングワード0 ロングワード1 ロングワード2 ロングワード3

PA（31～4）：　外部メモリに書き戻す物理アドレス
ロングワード0～3：　外部メモリに書き戻すキャッシュ1ライン分のデータ  

図 6.3 ライトバックバッファの構成 

6.3.6 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシは、ソフトウェアで保証してください。 

本 LSIと他の装置との共有メモリをキャッシングするアドレス空間に配置する場合には、必要に応じてメモリ

割り付けキャッシュを操作し、無効化およびライトバックを行ってください。本 LSI内の CPUと DMACとの共

有メモリについても同様にしてください。 
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6.4 メモリ割り付けキャッシュの構成 

キャッシュをソフトウェアで管理するために、特権モードにおいて、MOV命令により、キャッシュの内容の読

み出し、および書き込みが可能です。キャッシュは、論理アドレス空間の P4領域に割り付けられています。アド

レスアレイはH'F000 0000～H'F0FF FFFFに、データアレイはH'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。

アドレスアレイおよびデータアレイともアクセスサイズはロングワード固定であり、命令フェッチは行えません。 

6.4.1 アドレスアレイ 

アドレスアレイは、H'F0000000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアクセスには、32

ビットのアドレスの指定（読み出しまたは書き込み時）と 32ビットのデータの指定（書き込み時）が必要です。

アドレスにはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データにはアドレスアレイに書き込むタグ

アドレス、Vビット、Uビットおよび LRUビットを指定します。 

アドレスには、エントリを選択するためのエントリアドレス、ウェイを選択するためのW、連想動作の有無を

指定する A、およびアドレスアレイアクセスを示す H'F0を指定します。Wは、00がウェイ 0を、01がウェイ 1

を、10がウェイ 2を、11がウェイ 3を表します。 

データには、タグアドレス、LRUビット、Uビット、および Vビットを指定します。 

アドレスおよびデータのフォーマットについては、図 6.4および図 6.5を参照してください。 

アドレスアレイに対しては、次の 3種類の操作が可能です。 

（1） アドレスアレイリード 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリからタグアドレス、LRUビット、U

ビット、および Vビットを読み出します。リードの場合は、アドレスに指定される連想ビット（Aビット）は 1

でも 0でも連想動作は行いません。 

（2） アドレスアレイライト（連想なし） 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリに対して、データで指定されたタグ

アドレス、LRUビット、Uビット、および Vビットを書き込みます。アドレスの連想ビット（Aビット）は、0

にしてください。書き込みを Uビットが 1、Vビットが 1のキャッシュラインに対して行った場合は、そのキャ

ッシュラインの書き戻しを行った後に、データで指定されたタグアドレス、LRUビット、Uビット、および Vビ

ットを書き込みます。ただし、Vビットに 0を書き込むときは、必ずそのエントリの Uビットにも 0を書き込ん

でください。 

（3） アドレスアレイライト（連想あり） 

アドレスの連想ビット（Aビット）を 1にしてライトした場合は、アドレスで指定されたエントリの 4ウェイ

すべてに対して、データで指定されたタグアドレスとの間で一致判定が行われます。このとき、MMUがイネーブ

ルならデータで指定された論理アドレスを TLBを用い物理アドレスに変換してから一致判定を行います。一致判

定の結果ヒットしたウェイに対して、データで指定された Uビットと Vビットをエントリに書き込みます。ただ

し、タグアドレスと LRUビットは、変更されません。アドレス変換の際に TLBにミスした場合や、どのウェイ

にもヒットしなかった場合は、書き込みを行わずノーオペレーションとなります。本動作は、キャッシュの特定

エントリの無効化に用いられます。このときヒットしたエントリの Uビットが 1だった場合は、書き戻しが発生

します。ただし、Vビットに 0を書き込むときは、必ずそのエントリの Uビットにも 0を書き込んでください。 
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6.4.2 データアレイ 

データアレイは、H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセスには、32ビッ

トのアドレスの指定（読み出しまたは書き込み時）と 32ビットのデータの指定（書き込み時）が必要です。アド

レスにはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データにはデータアレイに書き込むロングワー

ドデータを指定します。 

アドレスにはエントリを選択するためのエントリアドレス、1ライン（16バイト）中のロングワード位置を示

す L、ウェイを指定するためのW、およびデータアレイアクセスを示す H'F1を指定します。Lは、00がロングワ

ード 0を、01がロングワード 1を、10がロングワード 2を、11がロングワード 3を表します。Wは、00がウェ

イ 0を、01がウェイ 1を、10がウェイ 2を、11がウェイ 3を表します。アクセスはロングワードサイズ固定なの

で、アドレスのビット 1～0には 00を指定してください。 

アドレスおよびデータのフォーマットについては、図 6.4および図 6.5を参照してください。 

データアレイに対しては、次の 2種類の操作が可能です。なお、この操作によってアドレスアレイの情報が変

更されることはありません。 

（1） データアレイリード 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリから、アドレスの Lで指定されたデ

ータを読み出します。 

（2） データアレイライト 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリのうち、アドレスの Lで指定された

位置に、データで指定されたロングワードデータを書き込みます。 
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(1)アドレスアレイアクセス

(a)アドレス指定

読み出し時

書き込み時

(b)データ指定(読み出し、書き込み共通)

(2)データアレイアクセス(読み出し、書き込み共通)

(a)アドレス指定

31 24 23 14 13 12 11 4 3 0

1111 0000 ＊--------＊ Ｗ エントリアドレス

31 24 23 14 13 12 11 4 3 0

1111 0000 ＊--------＊ Ｗ エントリアドレス

2

Ａ

31 10 4 3 0

LRU

2

X X

9

タグアドレス (31-10) U V

1

31 24 23 14 13 12 11 4 3 0

1111 0001 ＊--------＊ Ｗ エントリアドレス 0　　0

12

L

(b)データ指定

31 0

ロングワード

＊：　Don't care bit

X：　リード時は 0 、ライト時はDon't care

0 ＊　 0　 0

＊　 0　 0

2

 

図 6.4 メモリ割り付けキャッシュアクセスのアドレス、データ指定方法（16kバイトモード時） 
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(1)アドレスアレイアクセス

(a)アドレス指定

読み出し時

書き込み時

(b)データ指定(読み出し、書き込み共通)

(2)データアレイアクセス(読み出し、書き込み共通)

(a)アドレス指定

31 24 23 15 14 13 12 4 3 0

1111 0000 ＊--------＊ Ｗ

31 24 23 15 14 13 12 4 3 0

1111 0000 ＊--------＊ Ｗ エントリアドレス

エントリアドレス

＊　 0　 0

2

Ａ

31 30 29 28 10 4 3 0

LRU

2

X0 0 0 X

9

タグアドレス (28-10) U V

1

31 24 23 15 14 13 12 4 3 0

0 01111 0001 ＊--------＊ Ｗ エントリアドレス

12

L

(b)データ指定

31 0

ロングワード

＊：　Don't care bit

X：　リード時は 0 、ライト時はDon't care

0 ＊　 0　 0

2

 

図 6.5 メモリ割り付けキャッシュアクセスのアドレス、データ指定方法（32kバイトモード時） 
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6.4.3 使用例 

（1） 特定エントリの無効化 

キャッシュの特定エントリの無効化は、メモリ割り付けキャッシュアクセスにおいてそのエントリの Vビット

に 0を書き込むことで実現できます。Aビットを 1とし、書き込みデータで指定されるタグアドレスをエントリ

アドレスで選択されたキャッシュ中のタグアドレスと比較し、一致したときにそのエントリの Uビットが 1だっ

た場合はそのエントリがライトバックされ、書き込みデータで指定された Vビットおよび Uビットを書き込みま

す。一致しない場合は、ノーオペレーションです。 

以下に、R0に書き込みデータを、R1にアドレスを指定した場合の例を示します。 
 

；R0＝H'0110 0010; VPN＝B'0000 0001 0001 0000 0000 00、U＝0、V＝0 

；R1＝H'F000 0088; アドレスアレイアクセス、エントリ＝B'00001000、A＝1 

； 

 MOV.L   R0, @R1    
 

（2） 特定エントリのデータ部の読み出し 

特定エントリのデータ部の読み出しは、メモリ割り付けキャッシュアクセスで可能です。図 6.4または図 6.5

のデータアレイのデータ部に示されるロングワードが、レジスタに読み出されます。 

以下に、R0にアドレスを指定し、R1に読み出す例を示します。 
 

；R0＝H'F100 004C;  データアレイアクセス、エントリ＝B'00000100、 

；  ウェイ＝0、 ロングワードアドレス＝3 

； 

 MOV.L   ＠R0, R1   ；ロングワード 3が読み出されます。 
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7. X/Yメモリ 

本 LSIは、X/Yメモリモジュールを内蔵しており、命令やデータを格納することができます。 

7.1 特長 

• ページ： 

Xメモリが2ページ（ページ0および1）とYメモリが2ページ（ページ0および1）の合計4ページが存在します。 

• メモリマップ： 

本メモリは、論理アドレス空間、物理アドレス空間およびXバスとYバスのアドレス空間にそれぞれ配置され

ています。 

論理アドレス空間内では、表7.1に示されるアドレスに配置されます。これらのアドレスは、CPUの動作モー

ドによって、P2（SR.MD=1の場合）、あるいはUxy（SR.MD=0かつSR.DSP=1の場合）と呼ばれる領域に含ま

れています。 

 

表 7.1 X/Yメモリ論理アドレス 

メモリサイズ（4ページ合計） ページ 

16kバイト 

Xメモリ ページ 0 H'A5007000～H'A5007FFF 

Xメモリ ページ 1 H'A5008000～H'A5008FFF 

Yメモリ ページ 0 H'A5017000～H'A5017FFF 

Yメモリ ページ 1 H'A5018000～H'A5018FFF 

 

一方、物理アドレス空間内では、エリア1の一部に配置されています。物理アドレス空間からアクセスを行う

場合は、表7.1に示すアドレスの上位3ビットを0としたアドレスを使用し、XバスとYバスのアドレス空間で

は表7.1に示すXメモリとYメモリのアドレスのそれぞれ上位16ビットを無視したアドレスを使用します。 

• ポート： 

各ページは、3本の独立した読み出しまたは書き込みのポートを持ち、各バスと接続されています。Xメモリ

はIバス、Xバス、およびLバスと、YメモリはIバス、Yバス、およびLバスと接続されています。論理アドレ

ス空間からのアクセスにはLバス、物理アドレス空間からのアクセスにはIバス、XバスとYバスのアドレス空

間からのアクセスにはXバスとYバスが使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は、高い順にXメモリではIバス、Xバス、Lバスとなり、YメモリではIバス、Yバス、

Lバスとなります。 



 

7. X/Yメモリ 

7-2  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

7.2 動作説明 

7.2.1 CPUからのアクセス 

CPUからのアクセス手段として、論理アドレスにより Lバスから直接アクセスを行う方法と、MMUを用いて

物理アドレスに変換後 Iバスからアクセスを行う方法があります。Lバスからのアクセスは、ページ競合が発生し

ない限り 1サイクルアクセスになります。Iバスからのアクセスは、複数サイクル必要となります。CPUの動作モ

ードに応じてそれぞれ以下のようになります。 

（1） 特権モードおよび特権 DSPモード（SR.MD=1） 

このモードでは、P2領域から直接アクセスすることができます。また、MMUを使用して P0および P3領域の

論理アドレスを本メモリへマッピングすることができます。 

（2） ユーザ DSPモード（SR.MD=0かつ SR.DSP=1） 

このモードでは、Uxy領域から直接アクセスすることができます。また、MMUを使用して U0領域の論理アド

レスを本メモリへマッピングすることができます。 

（3） ユーザモード（SR.MD=0かつ SR.DSP=0） 

このモードでは、MMUを使用して U0領域の論理アドレスを本メモリへマッピングすることができます。 

7.2.2 DSPからのアクセス 

DSPからのアクセスは、命令の種類によりアクセス方法が異なります。 

Xデータ転送命令および Yデータ転送命令は、常に Xバスおよび Yバスからのアクセスになります。この場合

は、ページ競合が発生しない限り 1サイクルアクセスになります。また、Xバスからの Xメモリアクセスと、Y

バスからの Yメモリアクセスは、同時に行うことが出来ます。 

シングルデータ転送命令は、アクセス手段として、論理アドレスにより Lバスから直接アクセスを行う方法と、

MMUを用いて物理アドレスに変換後 Iバスからアクセスを行う方法があります。Lバスからのアクセスは、ペー

ジ競合が発生しない限り 1サイクルアクセスになります。Iバスからのアクセスは、複数サイクル必要となります。

CPUの動作モードに応じてそれぞれ以下のようになります。 

（1） 特権 DSPモード（SR.MD=1かつ SR.DSP=1） 

このモードでは、P2領域から直接アクセスすることができます。また、MMUを使用して P0および P3領域の

論理アドレスを本メモリへマッピングすることができます。 

（2） ユーザ DSPモード（SR.MD=0かつ SR.DSP=1） 

このモードでは、Uxy領域から直接アクセスすることができます。また、MMUを使用して U0領域の論理アド

レスを本メモリへマッピングすることができます。 

7.2.3 DMAC、E-DMACおよび IPSECからのアクセス 

DMAC、E-DMACおよび IPSEC*からの本メモリへのアクセスは、常に物理アドレスバスである Iバスからのア

クセスとなります。表 7.1に示すアドレスの上位 3ビットを 0としたアドレスを使用してください。 

【注】 * IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 
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7.3 使用上の注意事項 

7.3.1 ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば、各バスごとに異なるメモリや異なる

ページをアクセスすれば競合は発生しません。 

7.3.2 バス競合 

Iバスは、複数のバスマスタモジュールによる共有バスです。このため、Iバス経由のアクセスは、Iバス上で他

の Iバスマスタモジュールとの間でバス競合が発生する場合があります。バス競合が発生するとメモリアクセス

の性能低下を招きますので、できるだけ競合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たと

えば、CPUによる本メモリのアクセスでは、Iバス経由を避け P2領域または Uxy領域から直接アクセスすること

によって Iバス上での競合を回避できます。 

7.3.3 MMU、キャッシュの設定 

CPUと DSPからキャッシュを利用して Iバス経由で本メモリにアクセスした場合には、動作を保証しません。

キャッシュを有効（CCR1.CE=1）にして使用する場合には、P2または Uxy領域から Lバス経由でアクセスするか

P0、P3、U0領域からのアクセスではMMUを有効（MMUCR.AT=1）にして、ページ属性にキャッシュ不可（C

ビット=0）を設定し、キャッシュを利用しない Iバス経由のアクセスとして使用してください。ただし、Iバス経

由のアクセスは、複数サイクルが必要になります（必要なサイクル数は、内部クロック（Iφ）とバスクロック（B

φ）の比や DMAC、E-DMACおよび IPSEC*の動作状態などにより変化します）。高い性能が必要なプログラム

では、P2または Uxy領域からアクセスすることを推奨します。以上の関係を表 7.2にまとめます。 

【注】 * IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

 

表 7.2 MMU、キャッシュの設定 

設  定 論理アドレス領域とアクセスの可否 

CCR1.CE MMUCR.AT P0、U0 P1 P2、Uxy P3 

0 0 ○ ○ ◎ ○ 

0 1 ○ ○ ◎ ○ 

1 0 × × ◎ × 

1 1 △ × ◎ △ 

【記号説明】 ◎：可（推奨） 

  ○：可 

  △：可（ただし、MMUのページ属性を Cビット＝0に設定すること） 

  ×：不可 
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7.3.4 スリープモード 

スリープモード中は DMAC、E-DMACおよび IPSEC*から本メモリへのアクセスは行えません。 

【注】 * IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

 

7.3.5 アドレスエラー 

X/Yメモリに対して、アドレスエラーを起こす書き込みを行った場合、X/Yメモリの内容は保証しません。 
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8. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPUへの割り込み要求を制御します。

INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定した優先順位

に従って割り込み要求が処理されます。 

8.1 特長 

INTCには、次のような特長があります。 

• 割り込み優先順位を16レベル設定可能 

割り込み優先レベル設定レジスタにより、内蔵周辺モジュール、IRQ割り込みの優先順位を割り込み要求元

別に16レベルまで設定することができます。 

• NMIノイズキャンセル機能 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外サービスルーチンでこのビット

を読むことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。 

• IRQ割り込みを設定可能 

ローレベル、立ち上がり、立ち下がり、ハイレベル 

• 割り込み要求信号を外部へ出力可能（IRQOUT端子） 

外部割り込みや内蔵周辺モジュール割り込み要求が発生したことを外部バスマスタに知らせることにより、

バス権を要求することができます。 
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8.1.1 ブロック図 

割り込みコントローラのブロック図を図 8.1に示します。 

DMAC
SCIF0/1
E-DMAC

IPSEC
SIOF0/1

TMU
RTC
WDT
REF

H-UDI

8

I/O制御

優先順位
判定回路

コンパ
レータ

割り込み要求

SR

CPU

バスインタ
フェース

内
部
バ
ス

割り込みコントローラ

I3 I2 I1 I0

（割り込み要求）

ICRn

IRRn

IRQ5～IRQ0

NMI
IRQOUT

IPRn

【記号説明】
DMAC
SCIF0/1 
E-DMAC
IPSEC
SIOF0/1
TMU
RTC
WDT
REF
H-UDI
ICRn
IPRn
IRRn
SR

：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 
：イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ
：IPセキュリティアクセラレータ* 
：FIFO内蔵シリアルIO
：タイマユニット
：リアルタイムクロックユニット
：ウォッチドッグタイマ
：バスステートコントローラ内のリフレッシュ要求
：ユーザデバッグインタフェース
：割り込みコントロールレジスタ 0、1 
：割り込み優先レベル設定レジスタ A～I
：割り込み要求レジスタ 0～5、7、8 
：ステータスレジスタ

IRL3～IRL0 4

（割り込み要求）
（割り込み要求）
（割り込み要求）
（割り込み要求）
（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）
（割り込み要求）
（割り込み要求）

*

【注】　*　IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。  

図 8.1 割り込みコントローラブロック図 
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8.2 入出力端子 

割り込みコントローラの端子構成を表 8.1に示します。 
 

表 8.1 端子構成 

名称 略語 入出力 内   容 

ノンマスカブル割り込み入力端子 NMI 入力 マスク不可能な割り込み要求信号の入力 

割り込み入力端子 IRQ5～IRQ0 

IRL3～IRL0*1 

入力 割り込み要求信号の入力 

バス権要求出力端子*2 IRQOUT 出力 割り込み要求が発生したことを通知する信号 

【注】 *1 IRL3～IRL0は、IRQ3～IRQ0と端子が兼用になっているため、同時には使用できません。 

 *2 NMIまたは H-UDI割り込み要求が発生し、CPUの割り込み応答時間が短い場合には、アサートされないことがあ

ります。 

 

8.3 割り込み要因 

割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺モジュールの 4つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り

込み優先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高でレベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その割

り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 

8.3.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1）の BLMSKビ

ットが 1か、ステータスレジスタ（SR）の BLビットが 0の場合は、ICR1のMAIビットが 0ならば NMI割り込

みは受け付けられます。NMI割り込みは、エッジ検出です。ただし、スリープまたはスタンバイモード中は、BL

ビットにかかわりなく割り込みが受け付けられます。割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0）の NMIエッジセ

レクトビット（NMIE）は、立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジの選択を行います。 

エッジ入力割り込み検出では、周辺クロック（Pφ）ベースで 2サイクル以上のパルス幅が必要です。NMI割り

込み例外処理によって、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）が影響されることはあり

ません。BLビットが 1の場合、ICR1の BLMSKビットが 1にセットされているときは、NMI割り込みのみが受

け付けられます。 

NMI割り込みを使用して、スリープ、スタンバイ状態から復帰できます。 
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8.3.2 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは、IRQ5～IRQ0端子からレベルまたはエッジで入力されます。優先レベルは、割り込み優先レベ

ル設定レジスタ C、D（IPRC、D）にレベル 0～15の範囲で設定できます。 

IRQ割り込みをエッジセンスで使用する場合は、IRR0の対応するビットをソフトウェアで 1であることを読み

出した後に 0を書き込み、割り込み要因をクリアしてください。 

ICR1に上書きする際は、IRQ端子の状態によっては IRQ割り込みが誤検出される可能性があります。これを避

けるため、まず割り込みをマスク状態で上書きし、それから割り込み要求レジスタ 0（IRR0）を読み出した後に 0

を書き込んで不正な割り込みをクリアした後にマスクを解除してください。 

エッジ入力割り込み検出では、周辺クロック（Pφ）ベースで 2サイクル以上のパルス幅を必要とします。 

IRQ割り込みをレベルセンスで使用する場合は、CPUがサンプリングするまで端子レベルを保持する必要があ

ります。したがって、割り込みハンドラ内で割り込み要因をクリアしてください。 

IRQ割り込み処理ルーチンによって、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）が影響さ

れることはありません。IRQ割り込みは、該当する割り込みレベルが SRレジスタの I3-I0より高い場合にスタン

バイからの復帰に使用できます（ただし、RTC使用時のみ RTC用クロックでスタンバイ復帰）。 

8.3.3 IRL割り込み 

IRL割り込みは、IRL3～IRL0端子でレベルとして入力される割り込みです。優先順位レベルは、端子 IRL3～IRL0

で示したより高い方のレベルです。IRL3～IRL0の値が 0（B'0000）のときは、最高レベルの割り込み要求（割り

込み優先順位レベル 15）を示します。値が 15（B'1111）の場合は、割り込み要求がない（割り込み優先順位レベ

ル 0）ことを示します。図 8.2に IRL割り込み接続の例を示します。表 8.3は、IRL端子と割り込みレベルを示し

ます。 

IRL割り込みは、ノイズキャンセラ機能が組み込まれ、周辺モジュールクロックごとにサンプリングされたレ

ベルが 2サイクル続けて同一の値になったときに初めて検出されます。これにより、IRL端子の変化時の誤った

レベルを取りこむことを防止できます。また、スタンバイモード時は周辺モジュールクロックが停止しているた

め、代わりに RTC用クロック（32kHz）を使用してノイズキャンセラの処理を行います。このため RTCを使用し

ない場合は、スタンバイモード中に IRL割り込みによるスタンバイ復帰は行えません。 

IRL割り込みの優先レベルは、割り込みを受け付けて割り込み処理が開始するまで、そのレベルを保持してく

ださい。ただし、より高い優先レベルに変化させることはかまいません。 

IRL割り込み処理によって、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）が影響されることは

ありません。 



 

8. 割り込みコントローラ（INTC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  8-5 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

優先順位�
エンコーダ�

割り込み要求�

IRL3～IRL0

IRL3～IRL0
4

本LSI

 

図 8.2 IRL割り込み接続例 

 

8.3.4 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵周辺モジュール割り込みは、次のような 14種類（SH7710）または 13種類（SH7712、SH7713）のモジュ

ールで発生する割り込みです。 

• DMAコントローラ（DMAC） 

• FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF0、1） 

• イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 

(EtherCの割り込みも含む) 

• IPセキュリティアクセラレータ（IPSEC）（SH7710にのみ内蔵されています） 

• FIFO内蔵シリアルIO（SIOF0、1） 

• タイマユニット（TMU0、1、2） 

• リアルタイムクロック（RTC） 

• ウォッチドッグタイマ（WDT） 

• バスステートコントローラ（BSC） 

• ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

 

割り込み要因ごとに異なる割り込みベクタが割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ

（INTEVTおよび INTEVT2）に反映されますので、INTEVTまたは INTEVT2レジスタの値をオフセットとして分

岐することにより、容易に要因を判定できます。 

H-UDIを除く各モジュールの優先順位レベル（0～15）は、割り込み優先レベル設定レジスタ A、B、E～I（IPRA、

IPRB、IPRE～IPRI）に優先順位レベル値を書き込むことによってセットすることができます。H-UDIの優先順位

レベルは、15（固定）です。 

ステータスレジスタの割り込みマスクビット（I3～I0）は、内蔵周辺モジュール割り込み処理の影響を受けませ

ん。 
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8.3.5 割り込み例外処理および優先順位 

割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺モジュールの 4つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り

込み優先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その

割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVTおよび INTEVT2）の要因コード、割り込み優先順位を表 8.2、

表 8.3に示します。 

各割り込み要因は、割り込み事象レジスタ（INTEVTおよび INTEVT2）にそれぞれ異なる要因コードが割り当

てられます。例外処理ルーチンの先頭アドレスは、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別

するために、例外処理ルーチンの先頭で INTEVTまたは INTEVT2レジスタの値を使って分岐させます。たとえば、

INTEVTおよび INTEVT2レジスタの値をオフセットにして分岐させます。 

内蔵周辺モジュール、IRQ割り込みの優先順位は、割り込み優先レベル設定レジスタによって優先レベル 15～0

の範囲で任意に設定できます。リセットによって内蔵周辺モジュールと IRQ割り込みの優先順位は、優先レベル

0に設定されます。 

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合にそれらの割り込みが同時に発生したときは、表

8.2および表 8.3に示す「デフォルト優先順位」に従って処理されます。 
 

表 8.2 割り込み例外処理要因と優先順位（IRQモード時） 

割り込み要因 例外コード*1 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

IPR 

（ビット番号）

IPR設定 

ユニット内の 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI H'1C0 *2 16 － － 高 

H-UDI H'5E0 *2 15 － －  

IRQ0 H'600 *3 0-15（0） IPRC（3-0） －  

IRQ1 H'620 *3 0-15（0） IPRC（7-4） －  

IRQ2 H'640 *3 0-15（0） IPRC（11-8） －  

IRQ3 H'660 *3 0-15（0） IPRC（15-12） －  

IRQ4 H'680 *3 0-15（0） IPRD（3-0） －  

IRQ 

IRQ5 H'6A0 *3 0-15（0） IPRD（7-4） －  

DEI0 H'800 *3 0-15（0）  

DEI1 H'820 *3 0-15（0）  

DEI2 H'840 *3 0-15（0）  

DMAC(1) 

DEI3 H'860 *3 0-15（0） 

IPRE（15-12） 高 

 

 

低  

ERI0 H'880 *3 高  

RXI0 H'8A0 *3  

SCIF0 

BRI0 H'8C0 *3 

0-15（0） IPRE（11-8） 

 

 

 TXI0 H'8E0 *3   低 低 
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割り込み要因 例外コード*1 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

IPR 

（ビット番号）

IPR設定 

ユニット内の 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

ERI1 H'900 *3 高 高 

RXI1 H'920 *3   

BRI1 H'940 *3   

SCIF1 

TXI1 H'960 *3 

0-15（0） IPRE（7-4） 

低  

DEI4 H'B80 *3 高  DMAC（2） 

DEI5 H'BA0 *3 

0-15（0） IPRF（11-8） 

低  

IPSEC*4 IPSECI H'BE0 *3 0-15（0） IPRF（15-12） －  

EINT0 H'C00 *3 0-15（0） IPRG（15-12） －  

EINT1*5 H'C20 *3 0-15（0） IPRG（11-8） －  

E-DMAC 

EINT2*5 H'C40 *3 0-15（0） IPRG（7-4） －  

ERI0 H'E00*3 高  

TXI0 H'E20*3   

RXI0 H'E40*3   

SIOF0 

CCI0 H'E60*3 

0-15（0） IPRH（3-0） 

低  

ERI1 H'E80*3 高  

TXI1 H'EA0*3   

RXI1 H'EC0*3   

SIOF1 

CCI1 H'EE0*3 

0-15（0） IPRI（7-4） 

低  

TMU0 TUNI0 H'400 *2 0-15（0） IPRA（15-12） －  

TMU1 TUNI1 H'420 *2 0-15（0） IPRA（11-8） －  

TMU2 TUNI2 H'440 *2 0-15（0） IPRA（7-4） －  

ATI H'480 *2  

PRI H'4A0 *2 

高 

 

RTC 

CUI H'4C0 *2 

0-15（0） IPRA（3-0） 

低  

WDT ITI H'560 *2 0-15（0） IPRB（15-12） －  

REF RCMI H'580 *2 0-15（0） IPRB（11-8） － 低 

【注】 *1： INTEVT2コード。 

 *2： INTEVTには、INTEVT2と同じコードがセットされます。 

 *3： INTEVTには、割り込みレベル（H'200～H'3C0）を示すコードがセットされます。割り込みレベルと INTEVTの

対応は、表 8.4を参照してください。 

 *4：IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

 *5：EINT1および EINT2は、SH7713にはありません。 
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表 8.3 割り込み例外処理要因と優先順位（IRLモード時） 

割り込み要因 例外コード*1 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

IPR 

（ビット番号）

IPR設定 

ユニット内の 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI H'1C0 *2 16 － － 高 

H-UDI H'5E0 *2 15 － －  

IRL[3:0]＝B'0000 H'200 *3 15 － －  

IRL[3:0]＝B'0001 H'220 *3 14 － －  

IRL[3:0]＝B'0010 H'240 *3 13 － －  

IRL[3:0]＝B'0011 H'260 *3 12 － －  

IRL[3:0]＝B'0100 H'280 *3 11 － －  

IRL[3:0]＝B'0101 H'2A0 *3 10 － －  

IRL[3:0]＝B'0110 H'2C0 *3 9 － －  

IRL[3:0]＝B'0111 H'2E0 *3 8 － －  

IRL[3:0]＝B'1000 H'300 *3 7 － －  

IRL[3:0]＝B'1001 H'320 *3 6 － －  

IRL[3:0]＝B'1010 H'340 *3 5 － －  

IRL[3:0]＝B'1011 H'360 *3 4 － －  

IRL[3:0]＝B'1100 H'380 *3 3 － －  

IRL[3:0]＝B'1101 H'3A0 *3 2 － －  

IRL 

IRL[3:0]＝B'1110 H'3C0 *3 1 － －  

IRQ4 H'680 *3 0-15（0） IPRD（3-0） －  IRQ 

IRQ5 H'6A0 *3 0-15（0） IPRD（7-4） －  

DEI0 H'800 *3 0-15（0）  

DEI1 H'820 *3 0-15（0）  

DEI2 H'840 *3 0-15（0）  

DMAC（1） 

DEI3 H'860 *3 0-15（0） 

IPRE（15-12） 高 

 

 

低  

ERI0 H'880 *3 高  

RXI0 H'8A0 *3  

BRI0 H'8C0 *3  

SCIF0 

TXI0 H'8E0 *3 

0-15（0） IPRE（11-8） 

低 

 

ERI1 H'900 *3 高  

RXI1 H'920 *3   

BRI1 H'940 *3   

SCIF1 

TXI1 H'960 *3 

0-15（0） IPRE（7-4） 

低  

DEI4 H'B80 *3 高  DMAC（2） 

DEI5 H'BA0 *3 

0-15（0） IPRF（11-8） 

低  

IPSEC*4 IPSECI H'BE0 *3 0-15（0） IPRF（15-12） －  

EINT0 H'C00 *3 0-15（0） IPRG（15-12） －  

EINT1*5 H'C20 *3 0-15（0） IPRG（11-8） －  

E-DMAC 

EINT2*5 H'C40 *3 0-15（0） IPRG（7-4） － 低 
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割り込み要因 例外コード*1 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

IPR 

（ビット番号）

IPR設定 

ユニット内の 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

ERI0 H'E00*3 高 高 

TXI0 H'E20*3   

RXI0 H'E40*3   

SIOF0 

CCI0 H'E60*3 

0-15（0） IPRH（3-0） 

低  

ERI1 H'E80*3 高  

TXI1 H'EA0*3   

RXI1 H'EC0*3   

SIOF1 

CCI1 H'EE0*3 

0-15（0） IPRI（7-4） 

低  

TMU0 TUNI0 H'400 *2 0-15（0） IPRA（15-12） －  

TMU1 TUNI1 H'420 *2 0-15（0） IPRA（11-8） －  

TMU2 TUNI2 H'440 *2 0-15（0） IPRA（7-4） －  

ATI H'480 *2  

PRI H'4A0 *2 

高 

 

RTC 

CUI H'4C0 *2 

0-15（0） IPRA（3-0） 

低  

WDT ITI H'560 *2 0-15（0） IPRB（15-12） －  

REF RCMI H'580 *2 0-15（0） IPRB（11-8） － 低 

【注】 *1： INTEVT2コード。 

 *2： INTEVTには、INTEVT2と同じコードがセットされます。 

 *3： INTEVTには、割り込みレベル（H'200～H'3C0）を示すコードがセットされます。割り込みレベルと INTEVTの

対応は、表 8.4を参照してください。 

 *4： IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

 *5： EINT1および EINT2は、SH7713にはありません。 
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表 8.4 割り込みレベルと INTEVTコード 

割り込みレベル INTEVTコード 

15 H'200 

14 H'220 

13 H'240 

12 H'260 

11 H'280 

10 H'2A0 

9 H'2C0 

8 H'2E0 

7 H'300 

6 H'320 

5 H'340 

4 H'360 

3 H'380 

2 H'3A0 

1 H'3C0 
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8.4 レジスタの説明 

割り込みコントローラには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズ

については、「第 24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

• 割り込みコントロールレジスタ0（ICR0） 

• 割り込みコントロールレジスタ1（ICR1） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタA（IPRA） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタB（IPRB） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタC（IPRC） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタD（IPRD） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタE（IPRE） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタF（IPRF） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタG（IPRG） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタH（IPRH） 

• 割り込み優先レベル設定レジスタI（IPRI） 

• 割り込み要求レジスタ0（IRR0） 

• 割り込み要求レジスタ1（IRR1） 

• 割り込み要求レジスタ2（IRR2） 

• 割り込み要求レジスタ3（IRR3） 

• 割り込み要求レジスタ4（IRR4） 

• 割り込み要求レジスタ5（IRR5） 

• 割り込み要求レジスタ7（IRR7） 

• 割り込み要求レジスタ8（IRR8） 
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8.4.1 割り込み優先レベル設定レジスタ A～I（IPRA～IPRI） 

IPRA～IPRIは、内蔵周辺モジュール、IRQ割り込みに対して 0～15までの優先順位レベルをセットする 16ビ

ットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。これらのレジスタはパワーオンリセット、マニュアルリセ

ット時に H'0000に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

11 

10 

9 

8 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

4ビット単位で、各割り込み要因の割り込み優先レベルを設定し

ます。詳細は「表 8.5 割り込み要求要因と IPRA～IPRI」を参照

してください。 

7 

6 

5 

4 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

 

3 

2 

1 

0 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

 

 

表 8.5 割り込み要求要因と IPRA～IPRI 

レジスタ名 ビット 15～12 ビット 11～8 ビット 7～4 ビット 3～0 

IPRA TMU0 TMU1 TMU2 RTC 

IPRB WDT REF 予約* 予約* 

IPRC IRQ3 IRQ2 IRQ1 IRQ0 

IPRD 予約* 予約* IRQ5 IRQ4 

IPRE DMAC（1） SCIF0 SCIF1 予約* 

IPRF SH7710：IPSEC 

SH7712：予約* 

SH7713：予約* 

DMAC（2） 予約* 予約* 

IPRG SH7710：E-DMAC（1）

SH7712：E-DMAC（1）

SH7713：E-DMAC 

SH7710：E-DMAC（2）

SH7712：E-DMAC（2）

SH7713：予約* 

SH7710：E-DMAC（3）

SH7712：E-DMAC（3）

SH7713：予約* 

予約* 

IPRH 予約* 予約* 予約* SIOF0 

IPRI 予約* 予約* SIOF1 予約* 

【注】 * 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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表 8.5に示すように各レジスタには、4組の内蔵周辺モジュールまたは IRQ割り込みが割り当てられます。4ビ

ットグループ（ビット 15～12、ビット 11～8、ビット 7～4、ビット 3～0）は、H'0（0000）～H'F（1111）の値に

設定することができます。設定 H'0は優先順位レベル 0（要求マスク）を意味し、H'Fは優先順位レベル 15（最高

レベル）です。 
 

8.4.2 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、外部割り込み入力端子 NMIの入力検出モードを設定し、NMI端子に対する入力信号レベルを示しま

す。このレジスタはパワーオンリセットまたはマニュアルリセット時にH'0000またはH'8000に初期化されますが、

スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 NMIL 0/1* R NMI入力レベル 

NMI端子に信号の入力レベルをセットします。このビットを読み

出して NMI端子レベルを判断することができます。このビットは、

変更不可能です。 

0：NMI入力レベルはロー 

1：NMI入力レベルはハイ 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にして

ください。 

8 NMIE 0 R/W NMIエッジ選択 

NMI端子入力の立ち下がりまたは立ち上がりエッジのどちらで割

り込み要求信号を検出するかを選択します。 

0：NMI端子入力の立ち下がりエッジで割り込み要求信号を検出 

1：NMI端子入力の立ち上がりエッジで割り込み要求信号を検出 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にして

ください。 

【注】 * NMI入力がハイレベル時は 1、NMI入力がローレベル時は 0になります。 
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8.4.3 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ5～IRQ0に対して立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、ローレベル、ハ

イレベルの検出モードを個別に指定する 16ビットのレジスタです。このレジスタはパワーオンリセット、マニュ

アルリセット時に H'4000に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MAI 0 R/W 全割り込みマスク 

本ビットを 1にセットすると、NMI端子にローレベルを入力中、

すべての割り込み要求をマスクします。また、スタンバイモード

中、NMI割り込みをマスクします。 

0：NMI端子がローレベルのとき、すべての割り込み要求をマス

クしない。 

1：NMI端子がローレベルのとき、すべての割り込み要求をマス

クする。 

14 IRQLVL 1 R/W 割り込み要求レベル検出 

IRQ3～IRQ0端子を 4本の独立した割り込み端子として使用許可

／禁止を選択します。IRQ4、IRQ5には、影響はありません。 

0：4本の独立した割り込み端子 IRQ3～IRQ0として使用許可 

1：IRL3～IRL0としてエンコードした 15レベルの割り込み端子

として使用。 

13 BLMSK 0 R/W BLビットマスク 

SRレジスタの BLビットが 1のとき、NMI割り込みをマスクする

かどうかを指定します。 

0：BLビットが 1のとき、NMI割り込みをマスクする。 

1：BLビットの設定に関係なく、NMI割り込みを受け付ける。 

12 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にして

ください。 

IRQnセンスセレクト 

IRQ5～IRQ0端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、立

ち上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルのどれで検出するかを

選択します。 

ビット 2n+1 ビット 2n 

IRQn1S IRQn0S 

 

0 0 割り込み要求を IRQn入力の
立ち下がりエッジで検出する 

0 1 割り込み要求を IRQn入力の
立ち上がりエッジで検出する 

1 0 割り込み要求を IRQn入力の
ローレベルで検出する 

1 1 割り込み要求を IRQn入力の
ハイレベルで検出する 

 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ51S 

IRQ50S 

IRQ41S 

IRQ40S 

IRQ31S 

IRQ30S 

IRQ21S 

IRQ20S 

IRQ11S 

IRQ10S 

IRQ01S 

IRQ00S 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

【記号説明】 n＝0～5 
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8.4.4 割り込み要求レジスタ 0（IRR0） 

IRR0は、外部入力端子 IRQ5～IRQ0からの割り込み要求を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワー

オンリセットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

－ 

－ 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ5R 

IRQ4R 

IRQ3R 

IRQ2R 

IRQ1R 

IRQ0R 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IRQn割り込み要求 

IRQn端子に割り込み要求が入力されているかを示します。 

IRQn端子がエッジ検出モードに設定されている場合は、割り込み要求は

IRQnRビットの 1を読み出した後に 0を書き込むことでクリアされます。 

IRQn端子がレベル検出モードに設定されている場合は、割り込み要求が入

力されているかどうかを表します。IRQn端子の入力値でのみセットまたは

クリアすることができます。 

［IRQnR］ 

0：IRQn端子に割り込み要求なし 

1：IRQn端子に割り込み要求あり 

【記号説明】 n＝0～5 

 

8.4.5 割り込み要求レジスタ 1（IRR1） 

IRR1は、DMAC、SCIF0からの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワー

オンリセットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TXI0R 0 R TXI0割り込み要求 

TXI0（SCIF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TXI0割り込み要求は、発生していない 

1：TXI0割り込み要求は、発生している 

6 BRI0R 0 R BRI0割り込み要求 

BRI0（SCIF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：BRI0割り込み要求は、発生していない 

1：BRI0割り込み要求は、発生している 

5 RXI0R 0 R RXI0割り込み要求 

RXI0（SCIF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：RXI0割り込み要求は、発生していない 

1：RXI0割り込み要求は、発生している 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 ERI0R 0 R ERI0割り込み要求 

ERI0（SCIF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ERI0割り込み要求は、発生していない 

1：ERI0割り込み要求は、発生している 

3 DEI3R 0 R DEI3割り込み要求 

DEI3（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI3割り込み要求は、発生していない 

1：DEI3割り込み要求は、発生している 

2 DEI2R 0 R DEI2割り込み要求 

DEI2（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI2割り込み要求は、発生していない 

1：DEI2割り込み要求は、発生している 

1 DEI1R 0 R DEI1割り込み要求 

DEI1（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI1割り込み要求は、発生していない 

1：DEI1割り込み要求は、発生している 

0 DEI0R 0 R DEI0割り込み要求 

DEI0（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI0割り込み要求は、発生していない 

1：DEI0割り込み要求は、発生している 

 

8.4.6 割り込み要求レジスタ 2（IRR2） 

IRR2は、SCIF1からの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワーオンリセ

ットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

3 TXI1R 0 R TXI1割り込み要求 

TXI1（SCIF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TXI1割り込み要求は、発生していない 

1：TXI1割り込み要求は、発生している 

2 BRI1R 0 R BRI1割り込み要求 

BRI1（SCIF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：BRI1割り込み要求は、発生していない 

1：BRI1割り込み要求は、発生している 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RXI1R 0 R RXI1割り込み要求 

RXI1（SCIF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：RXI1割り込み要求は、発生していない 

1：RXI1割り込み要求は、発生している 

0 ERI1R 0 R ERI1割り込み要求 

ERI1（SCIF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ERI1割り込み要求は、発生していない 

1：ERI1割り込み要求は、発生している 

 

8.4.7 割り込み要求レジスタ 3（IRR3） 

IRR3は、RTCからの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワーオンリセッ

トまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

2 CUIR 0 R CUI割り込み要求 

CUI（RTC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：CUI割り込み要求は、発生していない 

1：CUI割り込み要求は、発生している 

1 PRIR 0 R PRI割り込み要求 

PRI（RTC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：PRI割り込み要求は、発生していない 

1：PRI割り込み要求は、発生している 

0 ATIR 0 R ATI割り込み要求 

ATI（RTC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ATI割り込み要求は、発生していない 

1：ATI割り込み要求は、発生している 
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8.4.8 割り込み要求レジスタ 4（IRR4） 

IRR4は、TMU2、TMU1、TMU0、WDT、REFからの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。

このレジスタはパワーオンリセットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードで

は初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

6 TUNI2R 0 R TUNI2割り込み要求 

TUNI2（TMU2）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TUNI2割り込み要求は、発生していない 

1：TUNI2割り込み要求は、発生している 

5 TUNI1R 0 R TUNI1割り込み要求 

TUNI1（TMU1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TUNI1割り込み要求は、発生していない 

1：TUNI1割り込み要求は、発生している 

4 TUNI0R 0 R TUNI0割り込み要求 

TUNI0（TMU0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TUNI0割り込み要求は、発生していない 

1：TUNI0割り込み要求は、発生している 

3 ITIR 0 R ITI割り込み要求 

ITI（WDT）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ITI割り込み要求は、発生していない 

1：ITI割り込み要求は、発生している 

2 

1 

－ 

－ 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

0 RCMIR 0 R RCMI割り込み要求 

RCMI（REF）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：RCMI割り込み要求は、発生していない 

1：RCMI割り込み要求は、発生している 
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8.4.9 割り込み要求レジスタ 5（IRR5） 

IRR5は、IPSEC（SH7710のみ）、DMAC、E-DMACからの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタ

です。このレジスタはパワーオンリセットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモ

ードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IPSECIR 0 R IPSEC割り込み要求 

IPSECI（IPSEC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：IPSECI割り込み要求は、発生していない 

1：IPSECI割り込み要求は、発生している 

【注】本ビットは、SH7712および SH7713ではリザーブビットで

す。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に

0にしてください。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

5 DEI5R 0 R DEI5割り込み要求 

DEI5（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI5割り込み要求は、発生していない 

1：DEI5割り込み要求は、発生している 

4 DEI4R 0 R DEI4割り込み要求 

DEI4（DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：DEI4割り込み要求は、発生していない 

1：DEI4割り込み要求は、発生している 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 

2 EINT2R 0 R EINT2割り込み要求 

EINT2（E-DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：EINT2割り込み要求は、発生していない 

1：EINT2割り込み要求は、発生している 

【注】本ビットは、SH7713ではリザーブビットです。読み出すと

常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 EINT1R 0 R EINT1割り込み要求 

EINT1（E-DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：EINT1割り込み要求は、発生していない 

1：EINT1割り込み要求は、発生している 

【注】本ビットは、SH7713ではリザーブビットです。読み出すと

常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

0 EINT0R 0 R EINT0割り込み要求 

EINT0（E-DMAC）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：EINT0割り込み要求は、発生していない 

1：EINT0割り込み要求は、発生している 

 

8.4.10 割り込み要求レジスタ 7（IRR7） 

IRR7は、SIOF0からの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワーオンリセ

ットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CCI0R 0 R CCI0割り込み要求 

CCI0（SIOF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：CCI0割り込み要求は、発生していない 

1：CCI0割り込み要求は、発生している 

6 RXI0R 0 R RXI0割り込み要求 

RXI0（SIOF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：RXI0割り込み要求は、発生していない 

1：RXI0割り込み要求は、発生している 

5 TXI0R 0 R TXI0割り込み要求 

TXI0（SIOF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TXI0割り込み要求は、発生していない 

1：TXI0割り込み要求は、発生している 

4 ERI0R 0 R ERI0割り込み要求 

ERI0（SIOF0）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ERI0割り込み要求は、発生していない 

1：ERI0割り込み要求は、発生している 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 
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8.4.11 割り込み要求レジスタ 8（IRR8） 

IRR8は、SIOF1からの割り込み要求発生の有無を示す 8ビットレジスタです。このレジスタはパワーオンリセ

ットまたはマニュアルリセットで H'00に初期化されますが、スタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CCI1R 0 R CCI1割り込み要求 

CCI1（SIOF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：CCI1割り込み要求は、発生していない 

1：CCI1割り込み要求は、発生している 

6 RXI1R 0 R RXI1割り込み要求 

RXI1（SIOF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：RXI1割り込み要求は、発生していない 

1：RXI1割り込み要求は、発生している 

5 TXI1R 0 R TXI1割り込み要求 

TXI1（SIOF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：TXI1割り込み要求は、発生していない 

1：TXI1割り込み要求は、発生している 

4 ERI1R 0 R ERI1割り込み要求 

ERI1（SIOF1）割り込み要求が発生したかどうかを示します。 

0：ERI1割り込み要求は、発生していない 

1：ERI1割り込み要求は、発生している 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてく

ださい。 
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8.5 動作説明 

8.5.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 8.3に動作フローを示します。 
 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中から割り込み優先レベルレジスタA～I（IPRA～IPRI）

に従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。この

とき、同一優先順位に設定された割り込みまたは同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、「表

8.2 割り込み例外処理要因と優先順位（IRQモード時）」および「表8.3 割り込み例外処理要因と優先順

位（IRLモード時）」に従って、最も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのステータスレジスタ（SR）の割り込みマ

スクビット（I3～I0）とが比較されます。I3～I0ビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付け

られ、CPUへ割り込み要求信号が送られます。 

4. 検出タイミング：INTCは、周辺クロック（Pφ）に同期して動作し、CPUに割り込み要求を通知します。CPU

は、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT、INTEVT2）に割り込み要因コードがセットされます。 

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。 

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'00000600

の和）にジャンプします。このジャンプは、遅延分岐ではありません。 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば、INTEVTまたはINTEVT2レジスタの値

をオフセットとして分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 

 

【注】 1. 本 LSIでは、割り込みを受け付けても CPUのステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）は、

変化しません。 

 2. 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。 

  クリアしたはずの割り込み要因を誤まって再度受け付けないようにするためにクリア後要因フラグをリードし、そ

の後 BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 
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I3-I0：　ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット�
�

プログラム実行状態�

割り込み発生？�

SR.BL＝0または
スリープモード？

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes
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No
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NMI？

レベル15割り込み？�

�

割り込み要因�
INTEVT、INTEVT2をセット

SRをSSRに退避；
PCをSPCに退避

SRのBL/MD/RBビットを
1にセット

例外処理ルーチンに分岐�
�

I3-I0レベルが14以下？�

�

レベル14割り込み？�

�

I3-I0レベルが13以下？�

�

レベル1割り込み？�

�

I3-I0レベルが0？�

�

 

図 8.3 割り込み動作フローチャート 
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8.5.2 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 
 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTまたはINTEVT2レジスタの値をオフセットとして、各割り込み要

因の割り込み処理ルーチンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPCとSSRをメモリに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。このとき、SRの割り込みマスクビットも受け付けた割り込みレベルに設定

します。 

5. このあと、実際に行いたい処理を書きます。 

6. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより 4.の直後の時点で多重割り込みがあった場合は、より優

先レベルの高いものが受け付けられます。図 8.3の割り込み動作フローチャートの例を参照ください。 
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9. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたは

データの読み出し書き込み、データのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチの時の停止タ

イミングがあります。 

9.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます。 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネルAとB） 

ユーザブレークは、チャネルA、B独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネルAのブレーク条件が一致した後チャネルBのブレーク

条件の一致が発生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス32ビットから構成された40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビットマ

スクのいずれかを選択できます。 

アドレス32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位12ビット（4kページ）、下位10ビット

（1kページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスクすることができます。 

4本のアドレスバス（Lバスアドレス（LAB）、Iバスアドレス（IAB）、Xメモリアドレスバス（XAB）およ

びYメモリアドレスバス（YAB））の1つを選択できます。 

• データ 

チャネルBのみ、32ビットマスク可能。 

4本のデータバス（Lバスデータ（LDB）、Iバスデータ（IDB）、Xメモリデータバス（XDB）、およびYメ

モリデータバス（YDB））の1つを選択可能です。 

• バスサイクル 

命令フェッチまたはデータアクセス 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、およびロングワードをサポート。 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 



 

9. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

9-2  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

3. 命令フェッチサイクルにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

• ブレーク条件（チャネルBに対してのみ）として、最大212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 

• 8組の分岐元および分岐先バッファをサポート。 

 

UBCのブロック図を図 9.1に示します。 

BBRA

BARA

BAMRA

CPU状態信号

XAB/YAB
IAB LAB MDB

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネルA

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

PCトレース

制御

チャネルB

BBRB

BETR

BASRA

BARB

BAMRB

BDRB

BDMRB

BRSR

BRDR

BRCR

BASRB

ユーザブレーク要求

UBC位置 CCN位置

LDB/IDB/
XDB/YDB

アクセス
コントロール

BBRA
BARA
BAMRA
BASRA 
BBRB
BARB
BAMRB

BASRB
BDRB
BDMRB�
BETR 
BRSR 
BRDR
BRCR

：ブレークバスサイクルレジスタA
：ブレークアドレスレジスタA
：ブレークアドレスマスクレジスタA
：ブレークASIDレジスタA　
：ブレークバスサイクルレジスタB
：ブレークアドレスレジスタB
：ブレークアドレスマスクレジスタB

：ブレークASIDレジスタB
：ブレークデータレジスタB
：ブレークデータマスクレジスタB　
：実行回数ブレークレジスタ
：ブランチソースレジスタ
：ブランチデスティネーションレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

 

図 9.1 UBCのブロック図 
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9.2 レジスタの説明 

UBCには以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24

章 レジスタ一覧」を参照してください。 

• ブレークアドレスレジスタA（BARA） 

• ブレークアドレスマスクレジスタA（BAMRA） 

• ブレークバスサイクルレジスタA（BBRA） 

• ブレークアドレスレジスタB（BARB） 

• ブレークアドレスマスクレジスタB（BAMRB） 

• ブレークバスサイクルレジスタB（BBRB） 

• ブレークデータレジスタB（BDRB） 

• ブレークデータマスクレジスタB（BDMRB） 

• ブレークコントロールレジスタ（BRCR） 

• 実行回数ブレークレジスタ（BETR） 

• ブランチソースレジスタ（BRSR） 

• ブランチデスティネーションレジスタ（BRDR） 

• ブレークASIDレジスタA（BASRA） 

• ブレークASIDレジスタB（BASRB） 

 

9.2.1 ブレークアドレスレジスタ A（BARA） 

BARAは、32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。BARAは、チャネル Aのブレーク条件と

するアドレスを指定します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAA31～

BAA0 

すべて 0 R/W ブレークアドレス A 

チャネル Aのブレーク条件を指定する LABまたは IABのアドレスを格納し

ます。 
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9.2.2 ブレークアドレスマスクレジスタ A（BAMRA） 

BAMRAは 32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。BAMRAは、BARAによって指定される

ブレークアドレスビットのうち、マスクするビットを指定します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAMA31

～

BAMA0 

すべて 0 R/W ブレークアドレスマスク A  

BARA（BAA31～BAA0）によって指定されるチャネル Aのブレークアドレ

スビットのうち、マスクするビットを指定します。 

0：ブレークアドレスビット BAAnは、ブレーク条件に含まれる 

1：ブレークアドレスビット BAAnはマスクされ、ブレーク条件に含まれ

ない 

【注】n＝31～0 

 

9.2.3 ブレークバスサイクルレジスタ A（BBRA） 

BBRAは、チャネル Aのブレーク条件として（1）Lバスサイクルまたは Iバスサイクル、（2）命令フェッチ

またはデータアクセス、（3）読み出しまたは書き込み、および（4）オペランドサイズを指定する 16ビットの読

み出しまたは書き込み可能なレジスタです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 

6 

CDA1 

CDA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

Lバスサイクル／ Iバスサイクルセレクト A 

チャネルAブレーク条件のバスサイクルとしてLバスサイクルまたは Iバス

サイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、Lバスサイクル 

10：ブレーク条件は、Iバスサイクル 

11：ブレーク条件は、Lバスサイクル 

5 

4 

IDA1 

IDA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

命令フェッチ／データアクセスセレクト A 

チャネル Aブレーク条件のバスサイクルとして命令フェッチサイクルまた

はデータアクセスサイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、命令フェッチサイクル 

10：ブレーク条件は、データアクセスサイクル 

11：ブレーク条件は、命令フェッチサイクルまたはデータアクセスサイ

クル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

RWA1 

RWA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

読み出し／書き込みセレクト A 

チャネル Aブレーク条件のバスサイクルとして読み出しサイクルまたは書

き込みサイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、読み出しサイクル 

10：ブレーク条件は、書き込みサイクル 

11：ブレーク条件は、読み出しサイクルまたは書き込みサイクル 

1 

0 

SZA1 

SZA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

オペランドサイズセレクト A 

チャネルAブレーク条件のバスサイクルのオペランドサイズを選択します。 

00：ブレーク条件には、オペランドサイズを含まない 

01：ブレーク条件は、バイトアクセス 

10：ブレーク条件は、ワードアクセス 

11：ブレーク条件は、ロングワードアクセス 

 

9.2.4 ブレークアドレスレジスタ B（BARB） 

BARBは、32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。チャネル Bのブレーク条件とするアドレ

スを指定します。ブレーク条件 Bの対象とするアドレスバスは 4種類あり、ブレークバスサイクルレジスタ B

（BBRB）の制御ビット CDB1、CDB0、XYEおよび XYSにより選択します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAB31～

BAB0 

すべて 0 R/W ブレークアドレス B 

チャネル Bのブレーク条件を指定するアドレスを格納します。 

BBRBにより Iバスまたは Lバスを選択した場合は、BAB31～BAB0に IAB

または LABアドレスを指定します。 

BBRBにより Xメモリを選択した場合は、BAB31～BAB17に XABのビッ

ト 15～1の値を設定します。このとき、BAB16～BAB0の値は任意です。 

BBRBにより Yメモリを選択した場合は、BAB15～BAB1に YABのビット

15～1の値を設定します。このとき、BAB31～BAB16および BAB0の値は

任意です。 

 

表 9.1 ブレークアドレスレジスタの指定 

BBRBでのバス選択 BAB31～BAB17 BAB16 BAB15～BAB1 BAB0 

Lバス LAB31～LAB0 

Iバス IAB31～IAB0 

Xバス XAB15～XAB1 don't care don't care don't care 

Yバス don't care don't care YAB15～YAB1 don't care 
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9.2.5 ブレークアドレスマスクレジスタ B（BAMRB） 

BAMRBは、32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。BAMRBは、BARBで指定するブレー

クアドレスビットのうち、マスクするビットを指定します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAMB31～

BAMB0 

すべて 0 R/W ブレークアドレスマスク B 

BARB（BAB31～BAB0）によって指定されるチャネル Bのブレークアドレ

スビットのうち、マスクするビットを指定します。 

0：ブレークアドレスビット BABnは、ブレーク条件に含まれる 

1：ブレークアドレスビット BABnはマスクされ、ブレーク条件に含まれ

ない 

【注】n＝31～0 

 

9.2.6 ブレークデータレジスタ B（BDRB） 

BDRBは、32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。ブレーク条件 Bの対象とするデータバス

は 4種類あり、ブレークバスサイクルレジスタ B（BBRB）の制御ビット CDB1、CDB0、XYEおよび XYSにより

選択します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BDB31～

BDB0 

すべて 0 R/W ブレークデータビット B 

チャネル Bのブレーク条件を指定するデータを格納します。 

BBRBにより Iバスを選択した場合は、BDB31～BDB0に IDBのブレークデ

ータを指定します。 

BBRBにより Lバスを選択した場合は、BDB31～BDB0に LDBのブレーク

データを指定します。 

BBRBにより Xメモリを選択した場合は、BDB31～BDB16に XDBのビッ

ト 15～0のブレークデータを設定します。このとき、BDB15～BDB0の値

は任意です。 

BBRBにより Yメモリを選択した場合は、BDB15～BDB0に YDBのビット

15～0のブレークデータを設定します。このとき、BDB31～BDB16の値は

任意です。 

 

表 9.2 ブレークデータレジスタの指定 

BBRBでのバス選択 BDB31～BDB16 BDB15～BDB0 

Lバス LDB31～LDB0 

Iバス IDB31～IDB0 

Xバス XDB15～XDB0 don't care 

Yバス don't care YDB15～YDB0 

【注】 1. ブレーク条件にデータバスの値を含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

2. ブレーク条件としてバイトサイズを指定する場合は、BDRBにおけるブレークデータとして、ビット 15～8とビット

7 ～0に同一のバイトデータをセットしてください。 

3. MOVS.W @-As,Ds、MOVS.W @As,Ds、MOVS.W @As+,Ds、およびMOVS.W @As+lx,Ds命令に対する Lバス上

のブレーク条件としてデータバスの値を含める場合は、ビット 31～16にデータをセットしてください。 
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9.2.7 ブレークデータマスクレジスタ B（BDMRB） 

BDMRBは、32ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。BDMRBは、BDRBで指定するブレー

クデータビットのうちマスクするビットを指定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BDMB31～

BDMB0 

すべて 0 R/W ブレークデータマスク B 

BDRB（BDB31～BDB0）によって指定されるチャネル Bのブレークデータビ

ットのうちマスクするビットを指定します。 

0：ブレークデータビット BDBnは、ブレーク条件に含まれる 

1：ブレークデータビット BDBnはマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

【注】 1. ブレーク条件にデータバスの値を含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. ブレーク条件としてバイトサイズを指定する場合は、BDMRBにおけるブレークマスクデータとして、ビット 15

～8とビット 7～0に同一のバイトデータをセットしてください。 

 3. MOVS.W @-As,Ds、MOVS.W @As,Ds、MOVS.W @As+,Ds、およびMOVS.W @As+lx,Ds命令に対する Lバス

上のブレーク条件としてデータバスの値を含める場合は、ビット 31～16にマスクデータをセットしてください。 

 

9.2.8 ブレークバスサイクルレジスタ B（BBRB） 

BBRBは、チャネル Bのブレーク条件として（1）Xバスまたは Yバス、（2）Lバスサイクルまたは Iバスサ

イクル、（3）命令フェッチまたはデータアクセス、（4）読み出しまたは書き込み、および（5）オペランドサイ

ズを指定する 16ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 XYE 0 R/W Xメモリまたは Yメモリバスをチャネル Bのブレーク条件として選択しま

す。ただし、CDB1、CDB0で Lバスを選択した場合にのみ有効です。Xお

よび Yの選択は XYSで行います。 

0：チャネル Bブレーク条件用に Lバスを選択 

1：チャネル Bブレーク条件用に X/Yメモリバスを選択 

8 XYS 0 R/W Xバスまたは Yバスをチャネル Bブレーク条件のバスとして選択します。 

0：チャネル B ブレーク条件用に Xバスを選択 

1：チャネル B ブレーク条件用に Yバスを選択 

7 

6 

CDB1 

CDB0 

0 

0 

R/W 

R/W 

Lバスサイクル／Iバスサイクルセレクト B 

チャネルBブレーク条件のバスサイクルとしてLバスサイクルまたは Iバス

サイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、Lバスサイクル 

10：ブレーク条件は、Iバスサイクル 

11：ブレーク条件は、Lバスサイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

IDB1 

IDB0 

0 

0 

R/W 

R/W 

命令フェッチ／データアクセスセレクト B 

チャネル Bブレーク条件のバスサイクルとして命令フェッチサイクルまた

はデータアクセスサイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、命令フェッチサイクル 

10：ブレーク条件は、データアクセスサイクル 

11：ブレーク条件は、命令フェッチサイクルまたはデータアクセスサイ

クル 

3 

2 

RWB1 

RWB0 

0 

0 

R/W 

R/W 

読み出し／書き込みセレクト B 

チャネル Bブレーク条件のバスサイクルとして読み出しサイクルまたは書

き込みサイクルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、読み出しサイクル 

10：ブレーク条件は、書き込みサイクル 

11：ブレーク条件は、読み出しサイクルまたは書き込みサイクル 

1 

0 

SZB1 

SZB0 

0 

0 

R/W 

R/W 

オペランドサイズセレクト B 

チャネルBブレーク条件のバスサイクルのオペランドサイズを選択します。 

00：ブレーク条件は、オペランドサイズを含まない 

01：ブレーク条件は、バイトアクセス 

10：ブレーク条件は、ワードアクセス 

11：ブレーク条件は、ロングワードアクセス 

 

9.2.9 ブレークコントロールレジスタ（BRCR） 

BRCRは次の条件を設定します。 

1. チャネルAとBを2つの独立したチャネル条件か、あるいは1つの連続した条件として使用するかを指定しま

す。 

2. ブレークを命令実行の前に設定するか後に設定するかを指定します。 

3. チャネルB比較条件に実行回数を含めるかどうかを指定します。 

4. チャネルB比較条件にデータバスの値を含めるかどうかを決定します。 

5. PCトレースをイネーブルにします。 

6. ASIDチェックをイネーブルにします。 

 

BRCRは、ブレーク条件一致フラグと種々のブレーク条件をセットするためのビットを持つ 32ビットの読み出

しまたは書き込み可能なレジスタです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

21 BASMA 0 R/W ブレーク ASIDマスク A 

BASRAにセットされたチャネル Aブレーク ASID7～ASID0（BASA7～

BASA0）のビットをマスクするかどうかを指定します。 

0：すべての BASRAビットは、ブレーク条件に含まれ、ASIDがチェッ

クされる 

1：すべての BASRAビットは、ブレーク条件に含まれず、ASIDがチェ

ックされない 

20 BASMB 0 R/W ブレーク ASIDマスク B 

BASRBにセットされたチャネル Bブレーク ASID7～ASID0（BASB7～

BASB0）のビットをマスクするかどうかを指定します。 

0：すべての BASRBビットは、ブレーク条件に含まれ、ASIDがチェッ

クされる 

1：すべての BASRBビットは、ブレーク条件に含まれず、ASIDがチェ

ックされない 

19～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 SCMFCA 0 R/W Lバスサイクル条件一致フラグ A 

チャネルAにセットしたブレーク条件の Lバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするにはこのビッ

トに 0を書き込みます。 

0：チャネル Aに対する Lバスサイクル条件不一致 

1：チャネル Aに対する Lバスサイクル条件一致 

14 SCMFCB 0 R/W Lバスサイクル条件一致フラグ B 

チャネルBにセットしたブレーク条件の Lバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするにはこのビッ

トに 0を書き込みます。 

0：チャネル Bに対する Lバスサイクル条件不一致 

1：チャネル Bに対する Lバスサイクル条件一致 

13 SCMFDA 0 R/W Iバスサイクル条件一致フラグ A 

チャネル Aにセットしたブレーク条件の Iバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル Aに対する Iバスサイクル条件不一致 

1：チャネル Aに対する Iバスサイクル条件一致 

12 SCMFDB 0 R/W Iバスサイクル条件一致フラグ B 

チャネル Bにセットしたブレーク条件の Iバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル Bに対する Iバスサイクル条件不一致 

1：チャネル Bに対する Iバスサイクル条件一致 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 PCTE 0 R/W PCトレースイネーブル 

0：PCトレースを禁止 

1：PCトレースを許可 

10 PCBA 0 R/W PCブレークセレクト A 

チャネル Aに対する命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実

行の前か後かを選択します。 

0：チャネル Aの PCブレークを命令実行前に設定 

1：チャネル Aの PCブレークを命令実行後に設定 

9 

8 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 DBEB 0 R/W データブレークイネーブル B 

データバス条件がチャネル Bのブレーク条件に含まれるかどうかを選択し

ます。 

0：データバス条件がチャネル Bのブレーク条件に含まれない 

1：データバス条件がチャネル Bのブレーク条件に含まれる 

6 PCBB 0 R/W PCブレークセレクト B 

チャネル Bに対する命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実

行の前か後かを選択します。 

0：チャネル Bの PCブレークを命令実行前に設定 

1：チャネル Bの PCブレークを命令実行後に設定 

5 

4 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 SEQ 0 R/W シーケンス条件セレクト 

チャネル Aおよび Bの 2つの条件が独立した条件であるか連続した条件で

あるかを選択します。 

0：独立した条件下でチャネル Aとチャネル Bを比較 

1：連続した条件下でチャネル Aとチャネル Bを比較（チャネル A、次に

チャネル B） 

2 

1 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ETBE 0 R/W 実行回数ブレークイネーブル 

チャネル Bに対してのみ実行回数ブレーク条件を有効にします。このビッ

トが 1の場合、生じたブレーク条件の数が BETRレジスタで指定した実行

回数と等しくなったときユーザブレーク割り込みが出されます。 

0：チャネル Bの実行回数ブレーク条件を無効にする 

1：チャネル Bの実行回数ブレーク条件を有効にする 
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9.2.10 実行回数ブレークレジスタ（BETR） 

BETRは 16ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。チャネル Bの実行回数ブレーク条件を有効

にすると、このレジスタはブレークを行う回数を指定します。最大値は 212－1回です。ブレーク条件を満たすた

びに BETRは 1ずつデクリメントされます。BETRが H'0001になった後は、ブレーク条件を満たすとブレークが

出されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ― すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 BET11～

BET0 

すべて

0 

R/W 実行回数 

 

9.2.11 ブランチソースレジスタ（BRSR） 

BRSRは、32ビットの読み出し専用レジスタです。BRSRは、分岐元命令のアドレスのビット 27～0を格納し

ます。BRSRは、分岐発生時に 1にセットされるフラグビットを持っています。このフラグビットは、BRSRの読

み出し時、PCトレース禁止状態からの許可設定時、またはパワーオンリセットで 0にクリアされます。その他の

ビットはリセットによっては初期化されません。8本の BRSRレジスタはキュー構造を持ち、格納したレジスタは

分岐ごとにシフトされます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SVF 0 R BRSR有効フラグ 

分岐元のアドレスが格納されているかどうかを示します。分岐元アドレスが取り

出されるときこのフラグは 1にセットされます。このフラグは、BRSRを読み出

すことによって 0にクリアされます。 

0：BRSRレジスタの値は無効 

1：BRSRレジスタの値は有効 

30～28 ― すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27～0 BSA27～

BSA0 

― R 分岐先アドレス 

これらのビットは、分岐元アドレスのビット 27～0を格納します。 
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9.2.12 ブランチデスティネーションレジスタ（BRDR） 

BRDRは、32ビットの読み出し専用レジスタです。BRDRは、分岐先命令のアドレスのビット 27～0を格納し

ます。BRDRは、分岐発生時に 1に設定されるフラグビットを持っています。このフラグビットは、BRDRの読

み出し時、PCトレース禁止状態からの許可設定時、またはパワーオンリセットで 0にクリアされます。その他の

ビットはリセットによっては初期化されません。8本の BRDRレジスタはキュー構造を持ち、格納したレジスタ

は分岐ごとにシフトされます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DVF 0 R BRDR有効フラグ 

分岐先アドレスが格納されているかどうかを示します。分岐先アドレスが取り出

されるときこのフラグは 1にセットされます。このフラグは、BRDRを読み出す

ことによって 0にクリアされます。 

0：BRDRレジスタの値は無効 

1：BRDRレジスタの値は有効 

30～

28 

― すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27～0 BDA27～

BDA0 

― R 分岐先アドレス 

これらのビットは、分岐先アドレスのビット 27～0を格納します。 

 

9.2.13 ブレーク ASIDレジスタ A（BASRA） 

BASRAは、チャネル Aに対するブレーク条件となる ASIDを指定する 8ビットの読み出しまたは書き込み可能

なレジスタです。CCNに存在します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BASA7～

BASA0 

― R/W ブレーク ASID A 

これらのビットはチャネル Aのブレーク条件である ASID（ビット 7～0）を格納

します。 

 

9.2.14 ブレーク ASIDレジスタ B（BASRB） 

BASRBは、チャネル Bに対するブレーク条件となる ASIDを指定する 8ビットの読み出しまたは書き込み可能

なレジスタです。CCNに存在します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BASB7～

BASB0 

― R/W ブレーク ASID B 

これらのビットはチャネル Bのブレーク条件である ASID（ビット 7～0）を格納

します。 
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9.3 動作説明 

9.3.1 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 

1. ブレークアドレスおよび該当するASIDは、ブレークアドレスレジスタ（BARAまたはBARB）とブレークASID

レジスタ（CCNのBASRAまたはBASRB）にセットします。マスクするアドレスは、ブレークアドレスマス

クレジスタ（BAMRAまたはBAMRB）にセットします。ブレークデータは、ブレークデータレジスタ（BDRB）

にセットします。マスクするデータは、ブレークデータマスクレジスタ（BDMRB）にセットします。バス

ブレーク条件は、ブレークバスサイクルレジスタ（BBRAまたはBBRB）にセットします。BBRAとBBRBの3

つの制御ビットペア、すなわちLバスサイクルまたはIバスサイクルセレクト、命令フェッチまたはデータア

クセスセレクト、読み出しまたは書き込みセレクトの3つの制御ビットペアのどれか1つでも00の場合は、ユ

ーザブレークは発生しません。ブレーク制御は、BRCRのビットにセットします。他のすべてのブレーク関

連レジスタの設定後にBBRAまたはBBRBの設定を行ってください。 

2. ブレーク条件を満足すると、UBCはユーザブレーク要求をCPUに通知するとともに、それぞれのチャネルに

対するLバス条件一致フラグ（SCMFCAまたはSCMFCB）およびIバス条件一致フラグ（SCMFDAまたは

SCMFDB）をセットします。チャネルBでX/Yメモリバスを指定した場合は、条件一致フラグはSCMFCBが使

用されます。 

3. 設定条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（SCMFCA、SCMFDA、SCMFCB、

SCMFDB）を使用することができます。フラグは条件一致によりセットされますが、リセットされません。

フラグを再び使用できるようにするためには、まず0を書き込まなければなりません。 

4. チャネルAおよびチャネルBで設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレー

ク割り込み要求は1つだけであっても、これらの2つのブレークチャネル一致フラグは2つともセットされる場

合があります。 

5. ブレーク条件としてIバスを選択した場合は、次のことに注意してください。 

• Iバスには、CPU、DMACおよびE-DMACを含む複数のバスマスタが接続されています。UBCはすべてのバス

マスタの生成するバスサイクルを監視し、条件一致判定を行います。 

• Iバスで使用されるアドレスは、物理アドレスです。ブレークアドレスレジスタ（BARAおよびBARB）には

物理アドレスを設定してください。CPUがLバス上で発行した論理アドレスのバスサイクルは、物理アドレ

スに変換されたのちにIバスに出力されます。（アドレス変換機構が有効な場合は、MMUによるアドレス変

換も行われます。） 

• CPUがLバス上で発行したデータアクセスサイクルは、論理アドレスがキャッシング対象で無い場合はLバス

で指定したサイズのバスサイクルが発行され、アドレスも丸められることはありません。 

• CPUがLバス上で発行した命令フェッチサイクルは、論理アドレスがキャッシング対象で無い場合もすべてロ

ングワードサイズとなり、アドレスはロングワード境界に丸められます。 
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• CPUがLバス上で発行した論理アドレスがキャッシング対象のアドレスであり、かつキャッシュミスした場合

はキャッシュフィルサイクルとしてIバスに発行されます。この場合はロングワードサイズで発行され、アド

レスもロングワード境界に丸められた値が使用されます。ただし、ライトスルーモードにおけるライトミス

時にはキャッシュフィルは行われず、Lバス上で指定したサイズのバスサイクルが発行され、アドレスも丸

められることはありません。また、ライトバックモードの場合は、リードフィルサイクルにともなってライ

トバックサイクルが発行されるときがあります。これもロングワードサイズのバスサイクルで、アドレスも

ロングワード境界に丸められています。 

• CPUのLバス上で命令フェッチに起因したIバスサイクル（リードフィルサイクルを含む）をIバスでの命令フ

ェッチサイクル、それ以外をデータアクセスサイクルと定義します。 

• DMACおよびE-DMACが発行するIバスサイクルは、データアクセスサイクルのみです。 

• Iバスにブレーク条件を設定している場合は、CPUが実行した命令に起因したIバスサイクルで条件が一致し

たときでも、どの命令でブレークを受け付けるかを一意に設定することはできません。 

6. CPUのステータスレジスタ（SR）のブロックビット（BL）が1の期間は、すべてのブレークは受け付けられ

ません。ただし、条件判定は行われ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

9.3.2 命令フェッチサイクルでのブレーク 

1. ブレークバスサイクルレジスタ（BBRAまたはBBRB）にLバス／命令フェッチ／読み出し／ワードまたはロ

ングワードが設定されると、ブレーク条件はLバスの命令フェッチになります。命令実行の前にブレークす

るか後にブレークするかは、該当するチャネルに対するブレークコントロールレジスタ（BRCR）のPCBA、

PCBBビットで選択できます。ブレーク条件として命令フェッチサイクルを設定する場合は、ブレークアド

レスレジスタ（BARAまたはBARB）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセットされていると

ブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチによるブレークがその命令を実行する前に行われるように設定されている状態で条件が一致し

た場合は、命令がフェッチされて命令を実行することが確定した時点でブレークが生じます。したがって、

この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中にフェッチされ、しかも実行されない命令）によって

フェッチされる命令には使用できません。遅延分岐命令の遅延スロットに対してこの種のブレークが設定さ

れると、遅延分岐命令の実行前にブレークが発生します。 

【注】 遅延条件分岐命令が分岐しなかった場合は、その後続命令は遅延スロットとはみなされません。 

 

3. ブレーク条件でブレークが命令実行後に起こるように設定している場合は、ブレーク条件と一致した命令が

実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、これはオーバラン

フェッチ命令では使用できません。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対してこの種のブレークが設定

されると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. 命令フェッチサイクルがチャネルBに設定されるとブレークデータレジスタB（BDRB）は無視されます。し

たがって、命令フェッチサイクルのブレークには、ブレークデータを設定することはできません。 

5. 命令フェッチサイクルでのブレークにおいてIバスを設定した場合は、Iバス上の命令フェッチサイクルに対

する条件判定が行われます。詳細は「9.3.1 ユーザブレーク動作の流れ」の5.の項を参照してください。 
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9.3.3 データアクセスサイクルでのブレーク 

1. データアクセスブレークにおいて、ブレーク条件としてLバスを指定した場合は、実行された命令によりア

クセスされた論理アドレス（およびデータ）に対して条件比較を行いブレークを発生します。ブレーク条件

としてIバスを指定した場合は、Iバス上のCPUを含めたすべてのバスマスタが発行するデータアクセスサイ

クルの物理アドレス（およびデータ）に対して条件比較を行いブレークを発生します。Iバス上に発行される

CPUのバスサイクルに関しては、「9.3.1 ユーザブレーク動作の流れ」の5.の項を参照してください。 

2. 表9.3にデータアクセスサイクルアドレスと各オペランドサイズについての比較条件の関係を示します。 

 

表 9.3 データアクセスサイクルアドレスおよびオペランドサイズの比較条件 

アクセスサイズ 比較アドレス 

ロングワード ブレークアドレスレジスタのビット 31～2とアドレスバスのビット 31～2を比較 

ワード ブレークアドレスレジスタのビット 31～1とアドレスバスのビット 31～1を比較 

バイト ブレークアドレスレジスタのビット 31～0とアドレスバスのビット 31～0を比較 

 

これは、たとえばブレークアドレスレジスタ（BARAまたはBARB）にアドレスH'00001003を設定するとき、

ブレーク条件を満足するバスサイクルには（他のすべての条件が満足されると仮定した場合）以下が含まれ

ることを意昧します。 

 

H'00001000でのロングワードアクセス 

H'00001002でのワードアクセス 

H'00001003でのバイトアクセス 
 

3. チャネルBのブレーク条件にデータ値が含まれる場合 

ブレーク条件にデータ値が含まれる場合は、ブレークバスサイクルレジスタB（BBRB）にロングワード、ワ

ード、またはバイトをオペランドサイズとして指定します。データ値がブレーク条件に含まれる場合は、ア

ドレス条件とデータ条件が一致するときブレークが発生します。この場合、バイトデータを指定するために

は、ブレークデータレジスタB（BDRB）とブレークデータマスクレジスタB（BDMRB）のビット15～8、ビ

ット7～0の2バイトに同じデータをセットします。ワードまたはバイトのオペランドサイズを選択すると、

BDRBとBDMRBのビット31～16は無視されます。ただし、MOVS.W @-As,Ds、MOVS.W @As,Ds、MOVS.W 

@As+,Ds、MOVS.W @As+Ix,Ds命令に対するブレーク条件にデータ値を含む場合は、BDRBとBDMRBのビッ

ト31～16にワードデータをセットします（ビット15～0は無視されます）。 

4. PREF命令は、アクセスデータのないロングワードの読み出しアクセスとして扱います。したがって、PREF

命令のブレーク条件にデータ値が含まれる場合は、ブレークは発生しません。 

5. Lバスを選択している場合は、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレークが

発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令の次の命令の実行完了後になる

場合もあります。Iバスを選択している場合は、ブレークの発生する命令を特定することはできません。また、

遅延分岐命令やその遅延スロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレーク

は発生しません。 



 

9. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

9-16  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

9.3.4 Xメモリまたは Yメモリバスサイクルでのブレーク 

1. XメモリバスサイクルまたはYメモリバスサイクルに対するブレーク条件は、チャネルBでのみ指定できま

す。BBRBのXYEを1にセットした場合は、XメモリまたはYメモリバス上のブレークアドレスおよびブレー

クデータが選択されます。BBRBのXYSを指定することによってXメモリバスまたはYメモリバスのどちらか

を選択する必要があります。ブレーク条件には、XメモリとYメモリを同時に含めることはできません。ブレ

ーク条件は、ブレークバスサイクルレジスタB（BBRB）でLバス、データアクセスサイクル、読み出しまた

は書き込みアクセス、オペランドサイズをワード、またはオペランドサイズを指定しないに設定することに

よって、XメモリバスサイクルまたはYメモリバスサイクルに適用されます。 

2. ブレーク条件としてXメモリアドレスを選択するときはBARBとBAMRBの上位16ビットにXメモリアドレス

を指定し、Yメモリアドレスを選択するときは下位16ビットにYメモリアドレスを指定してください。BDRB

とBDMRBに対するXメモリデータまたはYメモリデータの指定は、同様の方法で行います。 

3. XメモリまたはYメモリバスのデータアクセスブレークの発生タイミングは、Lバスのデータアクセスブレー

クの場合と同じになります。詳細は、「9.3.3 データアクセスサイクルでのブレーク」の5.の項を参照して

ください。 

9.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. BRCRのSEQビットを1にセットすると、チャネルAブレーク条件が一致したあと、チャネルBブレーク条件が

一致するときにシーケンシャルブレークが発生します。チャネルAブレーク条件が一致する前にチャネルB

ブレーク条件が一致すると、ユーザブレークは発生しません。また、チャネルAとチャネルBのブレーク条件

が同時に一致したときも、シーケンシャルブレークは発生しません。シーケンシャルブレーク指定時、チャ

ネルA条件が一致し､かつチャネルB条件が一致していないときにチャネルA一致をクリアしたい場合は、

BRCRレジスタのSEQビットに0を書き込みます｡ 

2. シーケンシャルブレーク指定では、Lバス、Iバス、Xバス、またはYバスを選択でき、実行回数ブレーク条件

も指定することができます。たとえば、実行回数ブレーク条件を指定すると、チャネルAブレーク条件一致

後、チャネルBブレーク条件がBETR＝H'0001のときに一致するとブレーク条件が満たされます。 

9.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。ブレーク

条件として Lバスを指定している場合は、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます（ブレーク

条件にデータを含む場合を除く）。ブレーク条件として Iバスを指定している場合は、ブレークの発生する命令

を一意に決定することはできません。 

1. 命令フェッチを（命令実行前）ブレーク条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、そ

の前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレ

スがSPCに退避されます。 



 

9. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  9-17 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

2. 命令フェッチを（命令実行後）ブレーク条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行

され、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、そ

れらの命令は実行され、分岐先のアドレスがSPCに退避されます。 

3. データアクセス（アドレスのみ）をブレーク条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスがSPCに退避されます。 

4. データアクセス（アドレス＋データ）をブレーク条件として指定する場合 

データ値がブレーク条件に追加されると、ブレーク条件に一致した命令の次の命令か、その次の命令のアド

レスがSPCに退避されます。ブレークが発生する場合は、正確に決定することはできません。退避スロット

命令で条件が一致した場合は、分岐先アドレスがSPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次の命

令が分岐命令である場合は、分岐命令や退避スロットの実行まで完了した後にブレークが生じるときがあり

ます。この場合もSPCには、分岐先のアドレスが退避されます。 

9.3.7 PCトレース 

1. PCトレースは、BRCRのPCTEを1にセットすることによってイネーブルになります。分岐（分岐命令および

割り込み例外）が発生すると、分岐元アドレスと分岐先アドレスがそれぞれBRSRとBRDRに格納されます。 

2. BRSR、BRDRに格納される値は、分岐の種類によってそれぞれ次のようになります。 

• 分岐命令により分岐が生じる場合は、分岐命令のアドレスがBRSRに、分岐先命令のアドレスがBRDRに格納

されます。 

• 割り込みや、一般例外により分岐が生じる場合は、例外発生により保存されるSPCの値がBRSRに、例外処理

ルーチンの先頭アドレスがBRDRに格納されます。 

 

DSP拡張機能のリピートループを使用している場合は、リピート終了命令からリピート開始命令に制御が移

ってもこの動作は分岐とはみなされず、BRSRとBRDRには格納されません。 

 

3. BRSRとBRDRは、8組のキュー構造からなっています。PCトレースレジスタに格納されたアドレスの読み出

し時、キューの先頭を最初に読み出します。BRSRとBRDRはリードポインタを共有します。 BRSR、BRDR

の順で読み出してください。キューはBRDRの読み出し後のみシフトされます。BRCRのPCTEビットをオフ

からオンに切り換えると、キューの値は、無効になります。 
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9.3.8 使用例 

（1） Lバス命令フェッチサイクルに指定したブレーク条件 

（a） レジスタ指定 

BARA＝H'00000404、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0054、BARB＝H'00008010、BAMRB＝H'00000006、

BBRB＝H'0054、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00300400 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行後）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

ASIDチェックは、含まれません。 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件に合まれません） 

ASIDチェックは、含まれません。 

ユーザブレークは、アドレスH'00000404の命令実行後、またはアドレスH'00008010～H'00008016の命令の実

行前に発生します。 

（b） レジスタ指定 

BARA＝H'00037226、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0056、BARB＝H'0003722E、BAMRB＝H'00000000、

BBRB＝H'0056、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、 

BRCR＝H'00000008、BASRA＝H'80、BASRB＝H'70 

指定条件：チャネルA／チャネルBシーケンシャルモード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し／ワード 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し／ワード 

 

ASID＝H'80かつアドレスH'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレスH'0003722Eの命令実行

前にユーザブレークが発生します。 
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（c） レジスタ指定 

BARA＝H'00027128、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'005A、BARB＝H'00031415、BAMRB＝H'00000000、

BBRB＝H'0054、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00300000 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／書き込み／ワード 

ASIDチェックは、含まれません。 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

ASIDチェックは、含まれません。 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

チャネルAでは、命令フェッチは書き込みサイクルではないのでユーザブレークは生じません。チャネルB

では、命令フェッチは偶数アドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

（d） レジスタ指定 

BARA＝H'00037226、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'005A、BARB＝H'0003722E、BAMRB＝H'00000000、

BBRB＝H'0056、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00000008、BASRA＝H'80、 

BASRB＝H'70 

指定条件：チャネルA／チャネルBシーケンシャルモード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／書き込み／ワード 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し／ワード 

 

チャネルAで命令フェッチは書き込みサイクルではないので、シーケンシャル条件一致は生じません。した

がって、ユーザブレークは発生しません。 

 



 

9. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

9-20  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

（e） レジスタ指定 

BARA＝H'00000500、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0057、BARB＝H'00001000、BAMRB＝H'00000000、

BBRB＝H'0057、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00300001、BETR＝H'0005 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000  

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し／ロングワード 

ASIDチェックは、含まれません。 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

ASIDチェックは、含まれません。 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し／ロングワード 

実行回数ブレークイネーブル（5回） 

 

チャネルAでは、ユーザブレークはアドレスH'00000500の命令の実行前に生じます。チャネルBでは、ユーザ

ブレークはアドレスH'00001000の命令を4回実行したあと、5回目の命令実行前に生じます。 

（f） レジスタ指定 

BARA＝H'00008404、BAMRA＝H'00000FFF、BBRA＝H'0054、BARB＝H'00008010、BAMRB＝H'00000006、

BBRB＝H'0054、BDRB＝H'00000000、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00000400、BASRA＝H'80、 

BASRB＝H'70 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID＝H'80 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行後）／読み出し（オペランドサイズは条件には含まれません） 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件には含まれませ

ん） 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレスH'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、または、ASID＝H'70

でアドレスH'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） Lバスデータアクセスサイクルに指定したブレーク条件 

（a） レジスタ指定 

BARA＝H'00123456、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0064、BARB＝H'000ABCDE、BAMRB＝H'000000FF、

BBRB＝H'006A、BDRB＝H'0000A512、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00000080、BASRA＝H'80、 

BASRB＝H'70 

指定条件： チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：Lバス／データアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID＝H'70 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／データアクセス／書き込み／ワード 

 

チャネルAでは、ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレスH'00123454に対するロングワードの読み出し、

アドレスH'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレスH'00123456に対するバイト読み出しで生じ

ます。チャネルBでは、ユーザブレークはASID＝H'70でH'000ABC00～H'000ABCFEにワードH'A512を書き込

むときに生じます。 

（b） レジスタ指定 

BARA＝H'01000000、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0066、BARB＝H'0000F000、BAMRB＝H'FFFF0000、

BBRB＝H'036A、BDRB＝H'00004567、BDMRB＝H'00000000、BRCR＝H'00300080 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'01000000、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Lバス／データアクセス／読み出し／ワード 

ASIDチェックは、含まれません。 

＜チャネルB＞ 

Yアドレス：H'0000F000、アドレスマスク：H'FFFF0000 

データ：H'00004567、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Yバス／データアクセス／書き込み／ワード 

ASIDチェックは、含まれません。 

 

チャネルAでは、ユーザブレークは、メモリ空間のアドレスH'01000000に対するワード読み出しで生じます。

チャネルBでは、ユーザブレークはYメモリ空間のアドレスH'0000F000にワードH'4567を書き込むときに生じ

ます。XメモリまたはYメモリ空間は、モード指定によって変更することができます。 
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（3） Iバスデータアクセスサイクルに指定されたブレーク条件 

（a） レジスタ指定 

BARA＝H'00314156、BAMRA＝H'00000000、BBRA＝H'0094、BARB＝H'00055555、BAMRB＝H'00000000、

BBRB＝H'00A9、BDRB＝H'00007878、BDMRB＝H'00000F0F、BRCR＝H'00000080、BASRA＝H'80、 

BASRB＝H'70 

指定条件：チャネルA／チャネルB独立モード 

＜チャネルA＞ 

アドレス：H'00314156、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：Iバス／命令フェッチ／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネルB＞ 

アドレス：H'00055555、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000078、データマスク；H'0000000F 

バスサイクル：Iバス／データアクセス／書き込み／バイト 

 

チャネルAでは、ユーザブレークはASID＝H'80でメモリ空間のアドレスH'00314156に対する命令フェッチで

生じます。チャネルBでは、ユーザブレークはASID＝H'70でIバス上でバイトH'7*をアドレスH'00055555に書

き込むときに生じます。 
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9.4 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの読み出しまたは書き込みは、Iバス経由で行われます。したがって、UBCのレジスタを書き

換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があ

ります。UBCレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだレジスタを読み出してく

ださい。それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 

2. UBCは、LバスサイクルとIバスサイクルを同じチャネルで監視することはできません。 

3. シーケンシャルブレークの指定においての注意事項は、次のとおりです。 

• シーケンシャルブレークの設定時、Aチャネルー致が発生後Bチャネルー致が発生するとき、条件一致が発生

します。したがって、チャネルA一致とチャネルB一致が同時に発生するバスサイクルが設定されても、ブレ

ークは発生しません。 

4. ユーザブレ―クと他の例外が同一命令で発生した場合は「第4章 例外処理」の表4.1に定められた優先順位

で判定が行われます。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユーザブレークは発生しません。 

• 命令実行前ブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん（ただし、5.項に示す例外事項があります）。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が

再実行されて完了する時点で改めてブレークが発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に発生

した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 

5. 4.項の例外事項として、次の注意事項があります。 

• データアクセスによりCPUアドレスエラー（やTLB関連例外）が発生する命令において命令実行後ブレーク

やデータアクセスブレークが成立する場合は、ブレークに優先してCPUアドレスエラー（やTLB関連例外）

が発生します。この際、UBCの条件一致フラグもセットされます。 

6. 遅延スロットでブレークが発生する場合、次の注意事項があります。 

• RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークを設定した場合は、RTE命令の分岐先の実行前ま

でブレークは発生しません。 

7. UBCモジュールスタンバイ時は、ユーザブレイク機能を使用できません。また、モジュールスタンバイ中は、

UBCレジスタを読み書きしないでください。読み書きした場合は、その値は保証されません。 

8. DSP拡張機能のリピートループを使用している場合は、リピートループ全体あるいは一部の命令実行を実行

中にブレーク条件が一致してもブレークの発生が保留される場合があります。詳細は「第4章 例外処理」

を参照してください。 
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10. 低消費電力モード 

低消費電力モードでは、内蔵周辺モジュールの一部と CPUが機能を停止します。これにより、消費電力を低減

させることができます。低消費電力モードは、リセットまたは割り込みによって解除されます。 

10.1 概要 

10.1.1 低消費電力モードの種類 

低消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

1. スリープモード 

2. ソフトウェアスタンバイモード 

3. モジュールスタンバイ機能 

 

プログラム実行状態から各モードへ遷移する条件、各モードでの CPUや周辺モジュールなどの状態、および各

モードの解除方法を、表 10.1に示します。 
 

表 10.1 低消費電力モードの状態 

遷移条件 状   態 解除方法 低消費電力 

モード  CPG 

EtherC 

E-DMAC

CPU CPU 

レジスタ

内蔵 

メモリ

内蔵周辺 

モジュール

端子 外部 

メモリ 

 

スリープ 

モード 

STBCRの STBY

ビットが 0の状態

で SLEEP命令を

実行 

動作 停止 

 

保持 保持 動作 保持 リフレッシュ （1）割り込み 

（2）リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

STBCRの STBY

ビットが 1の状態

で SLEEP命令を

実行 

停止 停止 

 

保持 保持 停止*1 保持 セルフ 

リフレッシュ 

（1）割り込み 

（2）リセット 

モジュール 

スタンバイ 

機能 

STBCR、

STBCR2、

STBCR3の MSTP

ビットを 1とする

動作 動作 保持 保持 指定モジュ

ールが停止

*2 リフレッシュ （1）MSTPビット

を 0にクリア 

（2）パワーオンリ

セット 

【注】 *1 RTCは、RCR2の STARTビットが 1のとき動作します。詳細は、「第 15章 リアルタイムクロック（RTC）」

を参照ください。 

 *2 内蔵周辺モジュールにより異なります。 

  詳細は、「第 1章 概要と端子機能」を参照してください。 
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10.1.2 リセット 

リセットは電源を入れたとき、または初期化状態から再実行したいときに使われます。リセットには、パワー

オンリセットとマニュアルリセットの 2種類があります。パワーオンリセットの場合は、すべての実行中の処理

が中断され、いかなる未処理の事象も取り消されて、リセット処理がただちに実行されます。一方マニュアルリ

セットの場合は、外部メモリの内容を保持するための処理等は継続します。パワーオンリセットおよびマニュア

ルリセットが発生する条件を以下に示します。 

（1） パワーオンリセット 

1. RESETP端子にローレベルを入力する。 

2. WTCSRのWT/ITビットに1を、RSTSビットに0をセットした状態でWDTのカウントを開始し、カウンタがオ

ーバフローしたとき。 

3. H-UDIリセットが発生したとき。（H-UDIリセットについては「第23章 ユーザデバッグインタフェース

（H-UDI）」を参照してください。 

（2） マニュアルリセット 

1. RESETM端子にローレベルを入力する。 

2. WTCSRのWT/ITビットに1を、RSTSビットに1をセットした状態でWDTのカウントを開始し、カウンタがオ

ーバフローしたとき。 

 

【注】 パワーオンリセットおよびマニュアルリセットを実行する場合には、リセット直後に必ず「付録 C. リセット処理プ

ログラムを記述する際の注意事項」に示すルーチンを行ってください。 

 

10.1.3 入出力端子 

低消費電力モード関連の端子構成を表 10.2に示します。 
 

表 10.2 端子構成 

端子名 略称 入出力 機   能 

処理状態 1 STATUS1 出力 プロセッサの動作状態を表します。 

処理状態 0 STATUS0  HH：リセット  HL：スリープモード 

LH：スタンバイモード  LL：通常動作 

パワーオンリセット RESETP 入力 端子にローレベルを入力することより、パワーオンリ

セット処理へ遷移します。 

マニュアルリセット RESETM 入力 端子にローレベルを入力することより、マニュアルリ

セット処理へ遷移します。 

【注】 Hはハイレベルを、Lはローレベルを表します。STATUS1および STATUS0の順番に端子の状態を示しています。 
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10.2 レジスタの説明 

低消費電力モード関連で使用するレジスタには、以下のものがあります。これらのレジスタのアドレスおよび

アクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

• スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

• スタンバイコントロールレジスタ2（STBCR2） 

• スタンバイコントロールレジスタ3（STBCR3） 

 

10.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、低消費電力モードの状態を指定します。STBCRは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレ

ジスタです。パワーオンリセット時は H'00に初期化されますが、マニュアルリセットでは前の値を保持します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 STBY 0 R/W ソフトウェアスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイモードへの遷移を指定します。 

0：SLEEP命令の実行で、スリープモードへ遷移 

1：SLEEP命令の実行で、ソフトウェアスタンバイモードへ遷移 

6～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 MSTP2 0 R/W モジュールストップ 2 

MSTP2ビットを 1にセットすると内蔵周辺モジュールのうち、TMUへのクロ

ックの供給を停止します。 

0：TMUは動作 

1：TMUへのクロックの供給を停止 

1 MSTP1 0 R/W モジュールストップ 1 

MSTP1ビットを 1にセットすると内蔵周辺モジュールのうち、RTCへのクロ

ックの供給を停止します。 

0：RTCは動作 

1：RTCへのクロックの供給を停止 

0 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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10.2.2 スタンバイコントロールレジスタ 2（STBCR2） 

STBCR2は、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各周辺モジュール

の動作を制御します。STBCR2は、パワーオンリセット時に H'00に初期化されますが、マニュアルリセットでは

前の値を保持します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MSTP10 0 R/W モジュールストップ 10 

MSTP10ビットを 1にセットすると H-UDIへのクロックの供給を停止します。 

0：H-UDIは動作 

1：H-UDIへのクロックの供給を停止 

6 MSTP9 0 R/W モジュールストップ 9 

MSTP9ビットを 1にセットすると UBCへのクロックの供給を停止します。 

0：UBCは動作 

1：UBCへのクロックの供給を停止 

5 MSTP8 0 R/W モジュールストップ 8 

MSTP8ビットを 1にセットすると DMACへのクロックの供給を停止します。 

0：DMACは動作 

1：DMACへのクロックの供給を停止 

4 MSTP7 0 R/W モジュールストップ 7 

MSTP7ビットを 1にセットすると DSPへのクロックの供給を停止します。 

0：DSPは動作 

1：DSPへのクロックの供給を停止 

3 MSTP6 0 R/W モジュールストップ 6 

MSTP6ビットを 1にセットすると TLBへのクロックの供給を停止します。 

0：TLBは動作 

1：TLBへのクロックの供給を停止 

2 MSTP5 0 R/W モジュールストップ 5 

MSTP5ビットを 1にセットするとキャッシュメモリへのクロックの供給を停

止します。 

0：キャッシュメモリは動作 

1：キャッシュメモリへのクロックの供給を停止 

1 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 MSTP3 0 R/W モジュールストップ 3 

MSTP3ビットを 1にセットすると X/Yメモリへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：X/Yメモリは動作 

1：X/Yメモリへのクロックの供給を停止 
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10.2.3 スタンバイコントロールレジスタ 3（STBCR3） 

STBCR3は、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各周辺モジュール

の動作を制御します。STBCR3は、パワーオンリセット時に H'00に初期化されますが、マニュアルリセットでは

前の値を保持します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MSTP37 0 R/W モジュールストップ 37 

MSTP37ビットを 1にセットすると IPSECへのクロックの供給を停止します。 

0：IPSECは動作 

1：IPSECへのクロックの供給を停止 

【注】本ビットは、SH7712および SH7713ではリザーブビットです。読み出

すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MSTP33 0 R/W モジュールストップ 33 

MSTP33ビットを 1にセットすると SIOF1へのクロックの供給を停止します。 

0：SIOF1は動作 

1：SIOF1へのクロックの供給を停止 

2 MSTP32 0  R/W モジュールストップ 32 

MSTP32ビットを 1にセットすると SIOF0へのクロックの供給を停止します。 

0：SIOF0は動作 

1：SIOF0へのクロックの供給を停止 

1 MSTP31 0 R/W モジュールストップ 31 

MSTP31ビットを 1にセットすると SCIF1へのクロックの供給を停止します。 

0：SCIF1は動作 

1：SCIF1へのクロックの供給を停止 

0 MSTP30 0 R/W モジュールストップ 30 

MSTP30ビットを 1にセットすると SCIF0へのクロックの供給を停止します。 

0：SCIF0は動作 

1：SCIF0へのクロックの供給を停止 
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10.3 動作説明 

10.3.1 スリープモード 

（1） スリープモードへの遷移 

STBCRレジスタの STBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモ

ードに遷移します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。内蔵周辺

モジュールは、動作を続けます。CKIO端子には、クロックが出力され続けます。 

スリープモードでは、STATUS1 端子にハイレベルが、STATUS0 端子にローレベルが出力されます。 
 

（2） スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺）およびリセットにより、解除されます。 

スリープモード中は、SRレジスタの BLビットが 1でも、割り込みを受け付けますので、必要ならば、SLEEP

命令実行前に SPCと SSRをスタックに退避してください。 

• 割り込みによる解除 

NMI、IRQ、IRL、および内蔵周辺の各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外処理

が実行されます。INTEVTおよび INTEVT2レジスタには、割り込み要因に対応したコードがセットされます。 

• リセットによる解除 

パワーオンリセット、マニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。 

10.3.2 ソフトウェアスタンバイモード 

（1） ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 1の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からソフトウェアスタン

バイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロックや内蔵周辺モジュール

も停止します。CKIO端子からのクロック出力も停止します。 

CPUおよびキャッシュのレジスタ内容は、保持されます。内蔵周辺モジュールのレジスタに関しては初期化さ

れるものがあります。ソフトウェアスタンバイモード時の周辺モジュールのレジスタ状態を表 10.3に示します。 
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表 10.3 ソフトウェアスタンバイモード時のレジスタの状態 

モジュール 初期化レジスタ 内容が保持されるレジスタ 

割り込みコントローラ（INTC） － 全レジスタ 

内蔵発振回路（CPG） － 全レジスタ 

ブレークコントローラ（UBC） － 全レジスタ 

バスステートコントローラ（BSC） － 全レジスタ 

タイマユニット（TMU） TSTRレジスタ TSTR以外のレジスタ 

IPSEC（SH7710のみ） － 全レジスタ 

I/Oポート － 全レジスタ 

H-UDI － 全レジスタ 

SCIF0/1 － 全レジスタ 

SIOF0/1 － 全レジスタ 

EtherC、E-DMAC － 全レジスタ 

DMAC － 全レジスタ 

 

ソフトウェアスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 
 

1. WDTのタイマコントロールレジスタ（WTCSR）のTMEビットを0にし、WDTを停止させます。 

2. WDTのタイマカウンタ（WTCNT）に0をセットし、WTCSRレジスタのCKS2～CKS 0ビットに指定された発

振安定時間になるように、値を設定します。 

3. STBCRレジスタのSTBYビットに1を設定した後、SLEEP命令を実行させます。 

4. ソフトウェアスタンバイモードに入りLSI内部のクロックが停止すると、STATUS1端子からローレベル、

STATUS0端子からハイレベルが出力されます。 

 

（2） ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ、IRL、RTC）およびリセットにより、解除されます。 

• 割り込みによる解除 

内蔵WDTによるホットスタートができます。NMI、IRQ*1、IRL*1、および RTC*1の各割り込みが検出されると、

WDTのタイマコントロール／ステータスレジスタに設定されている時間が経過した後、LSI全体にクロックが供

給され、ソフトウェアスタンバイモードが解除されて、STATUS1、STATUS0端子がどちらもローレベルになりま

す。この後割り込み例外処理が実行され、割り込み要因に対応したコードが INTEVTと INTEVT2に設定されます。

割り込み処理ルーチンに分岐後、STBCRレジスタの STBYビットをクリアしてください。WDTは、自動的に停

止します。STBYビットをクリアしないと、WDTは動作を継続しWTCNTが H'80に達した時点でスタンバイモー

ド*2に遷移してしまいます。なお、STBYビットをクリアするまではマニュアルリセットを受け付けません。 

ソフトウェアスタンバイモード中は、SRレジスタの BLビットが 1のときでも割り込みを受け付けますので、

必要ならば SLEEP命令実行前に SPCと SSRをスタックに退避してください。 
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割り込み検出直後から、ソフトウェアスタンバイモードが解除されるまでの間には、CKIO端子のクロック出力

の位相が不安定になることがあります。 
 

【注】 *1 RTC使用時のみ、IRQ、IRL、RTCでソフトウェアスタンバイモードを解除できます。 

 *2 このスタンバイモードは、パワーオンリセットで解除してください。 

 

WTCNT値

H'FF

H'80

時間

割り込み
要求

WDTオーバフローおよび割り込み処理
ルーチンへの分岐

水晶発振子の安定時間と
PLL同期時間

WTCNTがH'80に達する以前に
STBCRのSTBYビットをクリア
してください。
WTCNTは自動的に停止します。

 

図 10.1 STBCRの STBYビットとソフトウェアスタンバイモードの解除 

 

• リセットによる解除 

リセット（パワーオン、マニュアル）により、ソフトウェアスタンバイモードは解除されます。 

RESETPや RESETM端子は、クロックの発振が安定するまで、ローレベルを保持してください。 

CKIO端子には、内部のクロックが出力され続けます。 
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10.3.3 モジュールスタンバイ機能 

（1） モジュールスタンバイ機能への遷移 

スタンバイコントロールレジスタの各MSTPビットに 1をセットすることで、それぞれ対応した内蔵周辺モジ

ュールへのクロック供給を停止させることができます。この機能を使用することで、ノーマルモード時およびス

リープ時の消費電力を低減させることができます。遷移前には必ずそのモジュールをディスエーブル状態にし、

モジュールスタンバイ状態にしてください。 

モジュールスタンバイ状態では、内蔵周辺モジュールの外部端子は内蔵周辺モジュールにより異なります。詳

細は「第 1章 概要と端子機能」を参照してください。レジスタの状態はスタンバイモード時と同じです。表 10.3

を参照してください。 

（2） モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、各MSTPビットを 0にクリアするか、パワーオンリセットにより行いま

す。 

各MSTPビットを 0にクリアしてモジュールスタンバイ機能を解除する場合は、該当ビットを読み出して 0ク

リアされたことを確認してください。 

10.3.4 STATUS端子の変化タイミング 

STATUS1、STATUS0 端子の変化タイミングを示します。 

（1） リセットの場合 

（a） パワーオンリセット 

CKIO

STATUS 通常動作� リセット� 通常動作�

0～5 Bcyc 0～30 Bcyc

PLL安定時間

【注】 *1  リセット：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）
*2  通常動作：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*3  Bcyc       ：バスクロックの周期 

*2 *2 *1 

*3 *3

CKIO2

 

図 10.2 パワーオンリセットの STATUS出力 
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（b） マニュアルリセット 

CKIO

STATUS 通常動作� リセット� 通常動作�

0 Bcyc～ *1、*4 0～30 Bcyc

【注】*1 　マニュアルリセットでは、実行中のバスサイクルが終わるまで待ってから
                　STATUS＝HH（リセット）となり、内部のリセットが開始されます。

*2 　リセット：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）
*3 　通常動作：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*4 　Bcyc       ：バスクロックの周期�

*4

*3 *2 *3

CKIO2

 

図 10.3 マニュアルリセットの STATUS出力 

（2） ソフトウェアスタンバイモードの場合 

（a） ソフトウェアスタンバイ→割り込み 

CKIO
CKIO2

STATUS 通常動作� スタンバイ�

WDTカウント

発振停止 割り込み要求 WDTオーバフロー

【注】 *1  スタンバイ：LH（STATUS1がローレベル、STATUS0がハイレベル）
*2  通常動作  ：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）�

*2 *1 *2通常動作�

 

図 10.4 ソフトウェアスタンバイ→割り込みの STATUS出力 
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（b） ソフトウェアスタンバイ→パワーオンリセット 

リセット

CKIO

*1 

STATUS 通常動作� リセット� 通常動作�

0～10 Bcyc 0～30 Bcyc

スタンバイ�

発振停止

【注】*1 スタンバイモードをパワーオンリセットで解除する場合、WDTによるカウントは行いません。
                PLLの発振安定時間だけ、 ＝"L"を保持してください。　

不定

*2  リセット  ：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）
*3  スタンバイ：LH（STATUS1がローレベル、STATUS0がハイレベル）
*4  通常動作  ：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*5  Bcyc          ：バスクロックの周期�

*4 *4

*5 *5

*3 *2

CKIO2

 

図 10.5 ソフトウェアスタンバイ→パワーオンリセットの STATUS出力 

（c） ソフトウェアスタンバイ→マニュアルリセット 

リセット

CKIO

*1 

STATUS 通常動作� リセット�スタンバイ�

発振停止

【注】*1  スタンバイモードをマニュアルリセットで解除する場合、WDTによるカウントは行いません。
                 PLLの発振安定時間だけ、 ＝"L"を保持してください。
　

通常動作�

0～20 Bcyc

*2  リセット  ：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）
*3  スタンバイ：LH（STATUS1がローレベル、STATUS0がハイレベル）
*4  通常動作  ：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*5  Bcyc          ：バスクロックの周期

*4 *3 *2 *4

*5

CKIO2

 

図 10.6 ソフトウェアスタンバイ→マニュアルリセットの STATUS出力 
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（3） スリープモードの場合 

（a） スリープ→割り込み 

CKIO

STATUS 通常動作� スリープ� 通常動作�

割り込み要求

*1 スリープ：HL（STATUS1がハイレベル、STATUS0がローレベル）
*2 通常動作：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）�
�

【注】

*2 *1 *2

CKIO2

 

図 10.7 スリープ→割り込みの STATUS出力 

（b） スリープ→パワーオンリセット 

リセット

CKIO
CKIO2

 

STATUS 通常動作� リセット�スリープ�

【注】*1  パワーオンリセットによってPLL1の逓倍率が変わる場合、発振安定時間だけ
                 ＝"L"を保持してください。

0～10 Bcyc 0～30 Bcyc

不定

*1

*4 *3 *2 *4

*5 *5

*2  リセット：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）�
*3  スリープ：HL（STATUS1がハイレベル、STATUS0がローレベル）
*4  通常動作：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*5  Bcyc      ：バスクロックの周期�

通常動作�

 

図 10.8 スリープ→パワーオンリセットの STATUS出力 
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（c） スリープ→マニュアルリセット 

リセット

STATUS 通常動作� リセット�スリープ�

【注】*1  STATUS＝リセットとなるまで ＝"L"を保持してください。　

通常動作�

CKIO

0～80 Bcyc 0～30 Bcyc

*2  リセット：HH（STATUS1がハイレベル、STATUS0がハイレベル）
*3  スリープ：HL（STATUS1がハイレベル、STATUS0がローレベル）
*4  通常動作：LL（STATUS1がローレベル、STATUS0がローレベル）
*5  Bcyc       ：バスクロックの周期�

*1

*4 *3 *2 *4

*5*5

CKIO2

 

図 10.9 スリープ→マニュアルリセットの STATUS出力 
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11. 内蔵発振回路（CPG） 

11.1 概要 

内蔵発振回路は、クロックパルスジェネレータ（CPG）部と、ウォッチドッグタイマ（WDT）部より構成され

ています。 

CPGは、本 LSI内部に供給するクロックの生成と低消費電力モードの制御を行います。 

WDTは 1チャネルのタイマであり、スタンバイモードや周波数変更時の一時的なスタンバイ状態の解除の際に、

クロック安定時間のカウント用に使用します。通常のウォッチドッグタイマまたはインターバルタイマとしても

使用可能です。 

11.1.1 特長 

CPGには、次の特長があります。 

•  7種類のクロックモード 

使用する周波数範囲、水晶発振子直付けか外部クロック入力かによって、7種類のクロックモードから選択で

きます。 

•  3種類のクロック 

CPU、キャッシュで使用する内部クロック（Iφ）と、周辺モジュールで使用する周辺クロック（Pφ）、さ

らに外部バスインタフェースで使用するバスクロック（Bφ＝CKIO）を独立に生成できます。 

•  周波数変更機能 

CPG内部のPLL（Phase Locked Loop）回路や分周回路により、内部クロックと周辺クロックの周波数を独立

に変更できます。周波数変更は、周波数制御レジスタ（FRQCR）の設定により、ソフトウェアで行います。 

•  低消費電力モードの制御 

スリープモード、スタンバイモードでのクロック停止、およびモジュールスタンバイ機能での特定モジュー

ルの停止が可能です。 

 

WDTには、次の特長があります。 

•  クロック安定時間の確保に使用可能 

スタンバイモード、クロック周波数変更時の一時的なスタンバイ状態の解除時に使用します。 

•  ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り換え可能 

•  ウォッチドッグタイマモード時、内部リセットを発生 

カウンタオーバフローにより、内部をリセットします。 

リセットの種類として、パワーオンリセットとマニュアルリセットを選択できます。 
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• インターバルタイマモード時、割り込みを発生 

カウンタオーバフローにより、インターバルタイマ割り込みを発生します。 

•  8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

周辺クロックを分周した8種類のクロック（×1～×1/4096）から選択できます。 
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11.2 CPGの概要 

11.2.1 CPGのブロック図 

CPGのブロック図を図 11.1に示します。 

CKIO

CKIO2

XTAL 水晶発振器

PLL回路1
(×1､2､3)

PLL回路2
(×1､2､4)

発振回路

クロック周波数
制御回路

スタンバイ
制御回路

FRQCR STBCR

 バスインタフェース

内部バス

FRQCR：周波数制御レジスタ
STBCR：スタンバイコントロールレジスタ�
STBCR2：スタンバイコントロールレジスタ2
STBCR3：スタンバイコントロールレジスタ3

【記号説明】�

周辺クロック�
（Pφ）

EXTAL

CPG制御部

×1
×1/2
×1/3
×1/4
×1/6

内部クロック�
（Iφ）

分周器 1

バスクロック�
（Bφ=CKIO）

STBCR3STBCR2

 

図 11.1 CPGのブロック図 
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CPGの各ブロックは、次のように機能します。 

（1） PLL回路 1 

PLL回路 1は、CKIO端子からのクロック周波数を 1倍、2倍、または 3倍に逓倍する機能を持ちます。逓倍率

は、周波数制御レジスタで設定します。このとき、内部クロックの立ち上がりエッジの位相は CKIO端子の立ち

上がりエッジの位相に一致するように制御されます。 

（2） PLL回路 2 

PLL回路 2は、水晶発振器または EXTAL端子からの入力クロック周波数を 1倍、2倍、または 4倍に逓倍する

機能を持ちます。逓倍率は、クロック動作モードにより固定されます。クロック動作モードはMD0、MD1、MD2

端子で設定します。クロック動作モードについては、表 11.2を参照してください。 

（3） 水晶発振器 

XTALまたは EXTAL端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。水晶発振器は、クロック動作

モードの設定により使用可能となります。 

（4） 分周器 1 

分周器 1は、内部クロックまたは周辺クロックで使用する動作周波数のクロックを生成する機能を持ちます。

内部クロック（Iφ）の動作周波数は、PLL回路 1の出力周波数に対して CKIO端子のクロック周波数より低くな

らない範囲で、1倍、1/2倍、または 1/3倍の選択が可能です。周辺クロック（Pφ）の動作周波数は、8.34MHz≦

Pφ≦33.34MHz の範囲で、1/2倍、1/3倍、1/4倍、または 1/6倍の選択が可能です。分周率は、周波数制御レジス

タで設定します。 

（5） クロック周波数制御回路 

クロック周波数制御回路は、MD0、MD1、MD2端子、周波数制御レジスタによりクロック周波数を制御します。 

（6） スタンバイ制御回路 

スタンバイ制御回路は、クロック切り換え時やスリープモードかスタンバイモード時の内蔵発振回路の状態、

および他モジュールの状態を制御します。 

（7） 周波数制御レジスタ 

周波数制御レジスタには、スタンバイ時の CKIO端子からのクロック出力の有無、PLL回路 1の周波数逓倍率、

内部クロック、および周辺クロックの周波数分周率の各制御ビットが割り当てられています。 

（8） スタンバイコントロールレジスタ 

スタンバイコントロールレジスタには、低消費電力モードの各制御ビットが割り当てられています。スタンバ

イコントロールレジスタについては、「第 10章 低消費電力モード」を参照してください。 
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11.2.2 入出力端子 

CPGの端子構成と機能を表 11.1に示します。 
 

表 11.1 発振回路の端子構成と機能 

名称 略称 入出力 機   能 

MD0 入力 クロック動作モードを設定します。 

MD1 入力 クロック動作モードを設定します。 

モード制御端子 

MD2 入力 クロック動作モードを設定します。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続します。 

水晶発振子を接続します。 

クリスタル入出力端子 

（クロック入力端子） EXTAL 入力 

または外部クロック入力端子として使用します。 

クロック入出力端子 CKIO 入出力 外部クロック入力、または外部クロック出力端子 

として使用します。 

クロック出力端子 CKIO2 出力 外部クロック出力端子として使用します。 

【注】 モード制御端子の値は、誤動作防止対策のためにパワーオンリセット時のみサンプリングされます。 

11.3 クロック動作モード 

モード制御端子（MD2～MD0）の組み合わせとクロックモードの関係を表 11.2に示します。 

クロックモードと周波数変更レジスタ（FRQCR）値の設定可能な組み合わせを表 11.3に示します。 
 

表 11.2 クロックモード 

端子組み合わせ クロック入出力 PLL回路 2 PLL回路 1 CKIOの モード 

MD2 MD1 MD0 供給源 出力   周波数 

0 0 0 0 EXTAL CKIO 

CKIO2 

ON 

（×1） 

ON 

（×1､2､3） 

（EXTAL） 

1 0 0 1 EXTAL CKIO 

CKIO2 

ON 

（×4） 

ON 

（×1､2､3） 

（EXTAL）×4 

2 0 1 0 水晶 

発振子 

CKIO 

CKIO2 

ON 

（×4） 

ON 

（×1､2､3） 

（水晶）×4 

4 1 0 0 水晶 

発振子 

CKIO 

CKIO2 

ON 

（×1） 

ON 

（×1､2､3） 

（水晶） 

5 1 0 1 EXTAL CKIO 

CKIO2 

ON 

（×2） 

ON 

（×1､2､3） 

（EXTAL）×2 

6 1 1 0 水晶 

発振子 

CKIO 

CKIO2 

ON 

（×2） 

ON 

（×1､2､3） 

（水晶）×2 

7 1 1 1 CKIO ― OFF ON 

（×1､2､3） 

（CKIO） 
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• モード0： 

EXTAL端子から外部クロックを入力し、PLL回路2で波形成形して本LSIに供給します。入力クロック周波数

は33.34MHzから66.67MHzまで使用でき、C K IOの周波数レンジは、33.34MHzから66.67MHzとなります。 

• モード1： 

EXTAL端子から外部クロックを入力し、PLL回路2で周波数を4倍に逓倍して本L S I内部に供給するので、外

部で生成するクロック周波数が低くてすみます。入力クロック周波数は10.00MHzから16.67MHzまで使用で

き、C K IOの周波数レンジは40.00MHzから66.67MHzとなります。 

• モード2： 

内蔵水晶発振器を動作させ、PLL回路2で周波数を4倍に逓倍して本L S I内部に供給するので、外部で生成す

るクロック周波数が低くてすみます。水晶は、発振周波数が10.00MHzから16.67MHzまでのものを使用でき、

CKIOの周波数レンジは40.00MHzから66.67MHzとなります。 

• モード4： 

内蔵水晶発振器を動作させ、PLL回路2で波形生成して本LSI内部に供給します。水晶は発振周波数が

33.34MHzから48.00MHzのものを使用でき、CKIOの周波数レンジは33.34MHzから48.00MHzとなります。 

• モード5： 

EXTAL端子から外部クロックを入力し、PLL回路2で周波数を2倍に逓倍して本L S I内部に供給するので、外

部で生成するクロック周波数が低くてすみます。入力クロック周波数は16.67MHzから33.34MHzまで使用で

き、CKIOの周波数レンジは33.34MHzから66.67MHzとなります。 

• モード6： 

内蔵水晶発振器を動作させ、発振周波数をPLL回路2で2倍に逓倍して本L S I内部に供給するので、使用する

水晶の周波数が低くてすみます。水晶は発振周波数が16.67MHzから33.34MHzのものを使用でき、CKIOの周

波数レンジは33.34MHzから66.67MHzとなります。 

• モード7： 

このモードではCKIO端子が入力になり、この端子に外部クロックを入力して、PLL回路1で波形成形および

設定により周波数逓倍を行い、本LSIに供給します。CKIO端子の負荷の変動に対してPLL回路1で補正してい

るため、シンクロナスDRAMを接続するのに適したモードです。 
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表 11.3 クロックモードと FRQCR値の可能な組み合わせ 

モード FRQCR PLL回路 1 PLL回路 2 クロック比* 入力クロック/水晶発振子 CKIO端子 

 レジスタ値   （I:B:P） 周波数範囲 周波数範囲 

0 1001 on(x1) on(x1) 1：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1002 on(x1) on(x1) 1：1：1/3 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1003 on(x1) on(x1) 1：1：1/4 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1103 on(x2) on(x1) 2：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1104 on(x2) on(x1) 2：1：1/3 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1204 on(x3) on(x1) 3：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

1、2 1001 on(x1) on(x4) 4：4：2 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

 1002 on(x1) on(x4) 4：4：4/3 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

 1003 on(x1) on(x4) 4：4：1 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

 1103 on(x2) on(x4) 8：4：2 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

 1104 on(x2) on(x4) 8：4：4/3 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

 1204 on(x3) on(x4) 12：4：2 10.00 MHz～16.67 MHz 40.00 MHz～66.67 MHz 

4 1001 on(x1) on(x1) 1：1：1/2 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

 1002 on(x1) on(x1) 1：1：1/3 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

 1003 on(x1) on(x1) 1：1：1/4 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

 1103 on(x2) on(x1) 2：1：1/2 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

 1104 on(x2) on(x1) 2：1：1/3 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

 1204 on(x3) on(x1) 3：1：1/2 33.34 MHz～48.00 MHz 33.34 MHz～48.00 MHz 

5 1001 On(x1) on(x2) 2：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1002 on(x1) on(x2) 2：2：2/3 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1003 on(x1) on(x2) 2：2：1/2 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1103 on(x2) on(x2) 4：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1104 on(x2) on(x2) 4：2：2/3 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1204 on(x3) on(x2) 6：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

6 1001 on(x1) on(x2) 2：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1002 on(x1) on(x2) 2：2：2/3 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1003 on(x1) on(x2) 2：2：1/2 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1103 on(x2) on(x2) 4：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1104 on(x2) on(x2) 4：2：2/3 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1204 on(x3) on(x2) 6：2：1 16.67 MHz～33.34MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 
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モード FRQCR PLL回路 1 PLL回路 2 クロック比* 入力クロック／水晶発振子 CKIO端子 

 レジスタ値   （I:B:P） 周波数範囲 周波数範囲 

7 1001 on(x1) off 1：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1002 on(x1) off 1：1：1/3 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1003 on(x1) off 1：1：1/4 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

 1103 on(x2) off 2：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

1104 on(x2) off 2：1：1/3 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz  

1204 on(x3) off 3：1：1/2 33.34 MHz～66.67 MHz 33.34 MHz～66.67 MHz 

【注】 * 入力クロックを 1とする。 

最大周波数：Iφ＝200.00MHz、Bφ(CKIO)＝66.67 MHz、Pφ＝33.34MHz 

 1. CKIOの周波数は、33.34MHz≦CKIO≦66.67 MHzの範囲で使用してください。 

 2. 分周器 1の入力は、PLL回路 1の出力になります。 

 3. 内部クロックの周波数は、33.34MHz≦Iφ≦200.00MHzの範囲で使用してください。 

内部クロック周波数は、CKIO端子の周波数に FRQCRの STCで選択した PLL回路 1の周波数逓倍率と FRQCR

の IFCで選択した分周率を掛けた周波数になります。 

内部クロック周波数は、CKIO端子の周波数より低く設定しないでください。 

 4. 周辺クロックの周波数は、8.34MHz≦Pφ≦33.34MHzの範囲で使用してください。 

周辺クロックの周波数は、CKIO端子の周波数に FRQCRの STCで選択した PLL回路 1の周波数逓倍率と FRQCR

の PFCで選択した分周率を掛けた周波数になります。 

  周辺クロックの周波数は、CKIO端子の周波数より高く設定しないでください。 

 5. PLL回路 1の逓倍率には、×1、×2、×3が選択できます。内部クロックの分周率には、×1、×1/2、×1/3が選

択できます。また、周辺クロックの分周率には、×1/2、×1/3、×1/4、×1/6が選択できます。これらは、それぞ

れ FRQCRで設定します。 

6. PLL回路 1の出力周波数は、CKIO端子の周波数に PLL回路 1の逓倍率を掛けた周波数になります。この周波数は、

200.00MHz以下で使用してください。 
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11.4 レジスタの説明 

CPGには以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24

章 レジスタ一覧」を参照してください。 

• 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

11.4.1 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

周波数制御レジスタは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、スタンバイ時の CKIO端子か

らのクロック出力の有無、PLL回路 1の周波数逓倍率、内部クロック、および周辺クロックの周波数分周率の指

定ができます。FRQCRは、ワードアクセスのみ可能です。 

このレジスタは、パワーオンリセット時のみ初期化されます。マニュアルリセットおよびスタンバイモード時

には前の値を保持しています。 

ビット 15～13、11～10、7～6、3には常に 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 CKOEN 1 R/W クロック出力イネーブル 

CKOENは、スタンバイ中に CKIO端子から、クロックを出力するか、CKIO

端子をレベル固定するかを指定します。0を設定した場合は、STATUS1＝L、

STATUS0＝Hの間、CKIO端子がローレベルに固定されます。これにより、

スタンバイ解除時の不安定な CKIOクロックによって外部回路が誤動作する

ことを防ぐことができます。クロック動作モード 7のときは、このビットの

値によらず CKIO端子が入力になります。 

0：スタンバイ中に CKIO端子をローレベルに固定する。 

1：CKIO端子からクロックを出力する。 

11 

10 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 

8 

STC1 

STC0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PLL回路 1の周波数逓倍率 

00：×1倍 

01：×2倍 

10：×3倍 

11：予約（設定不可） 

7 

6 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

IFC1 

IFC0 

0 

0 

R/W 

R/W 

内部クロック周波数の分周率 

PLL回路 1の出力周波数に対しての内部クロック（Iφ）周波数の分周率を指

定します。 

00：×1倍 

01：×1/2倍 

10：×1/3倍 

11：予約（設定不可） 

3 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

PFC2 

PFC1 

PFC0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

周辺クロック周波数の分周率 

PLL回路 1の出力周波数に対しての周辺クロック（Pφ）周波数の分周率を

指定します。 

001：×1/2倍 

010：×1/3倍 

011：×1/4倍 

100：×1/6倍 

上記以外：予約（設定不可） 

 

11.5 周波数変更方法 

内部クロックおよび周辺クロックの周波数を変更するには、PLL回路 1の逓倍率を変える方法と、分周器 1の

分周率を変える方法があります。これらはいずれも FRQCRによってソフトウェアで制御します。以下にこれらの

方法について示します。 

11.5.1 逓倍率の変更 

PLL回路 1の逓倍率を変更する場合は、PLL安定時間が必要になります。内蔵WDTにより安定時間のカウン

トを行います。 

1. 初期状態では、PLL回路1の逓倍率は1になっています。 

2. WDTに、指定された発振安定時間になるように値をセットし、WDTを停止します。次の設定が必要です。 

WTCSR.TME＝0：WDTの停止 

WTCSR.CKS2-0：WDTカウントクロックの分周率 

WTCNT：カウンタの初期値 

3. STC[1:0]を目的とする値に設定します。同時にIFC[1:0]、PFC[2:0]に分周率を設定することも可能です。 

4. 本LSI内部は一時的に停止し、WDTのカウントアップを開始します。内部クロックと周辺クロックが停止し、

WDTにのみクロックが供給されます。また、CKIO端子にはクロックが出力され続けます。 

5. WDTのカウントオーバフローで設定されたクロックが供給され始め、本LSIは動作を再開します。WDTはオ

ーバフロー後、停止します。 
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11.5.2 分周率の変更 

分周率変更のみで、同時に逓倍率の変更を行わない場合、WDTによるカウントは行いません。 

1. 初期状態では、IFC[1:0]＝00、PFC[2:0]＝011になっています。 

2. IFC[1:0]、PFC[2:0]ビットを目的とする値に設定します。クロックモードやPLL回路1の逓倍率との関係で設定

可能な値は限られます。誤った値を設定すると本LSIは誤動作するので注意してください。 

3. ただちに設定されたクロックに切り換わります。 

 

11.6 WDTの概要 

11.6.1 WDTのブロック図 

WDTのブロック図を図 11.2に示します。 

スタンバイ解除

内部リセット要求

割り込み要求

スタンバイ
コントロール

リセット
コントロール

割り込み
コントロール

WTCSR WTCNT

バスインタフェース

クロック選択

オーバフロー

分周器

クロック選択器

クロック

WDT

スタンバイ
モード

周辺クロック

【記号説明】
    WTCSR：ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ
    WTCNT：ウォッチドッグタイマカウンタ

 

図 11.2 WDTのブロック図 
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11.7 WDTのレジスタの説明 

WDTには、2本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、クロックの選択、タイマのモードの切り換

え等を行います。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ一覧」を

参照してください。 

• ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT） 

• ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WTCSR） 

11.7.1 ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT） 

WTCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットレジスタです。WTCNTは、選択されたクロックでカウン

トアップします。オーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードのときリセットが発生し、インターバルタ

イマモードのとき割り込みが発生します。WTCNTカウンタは RESETP端子によるパワーオンリセット時のみ、

H'00に初期化されます。 

WTCNTへの書き込みは、上位バイトを H'5Aにしてワードサイズで行ってください。読み出しは、バイトサイ

ズで行ってください。 

【注】 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、「11.7.3 

レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 

11.7.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WTCSR） 

WTCSRは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。WTCSRは、カウントに使用するクロッ

クやタイマのモードの選択を行うビット、およびオーバフローフラグから成ります。 

WTCSRは、RESETP端子によるパワーオンリセット時のみ、H'00に初期化されます。WDTオーバフローによ

る内部リセット時には、値は保持されます。スタンバイ解除時のクロック安定時間のカウントに使用するときは、

カウンタオーバフロー後、値は保持されます。 

WTCSRへの書き込みは、上位バイトを H'A5にしてワードサイズで行ってください。読み出しは、バイトサイ

ズで行ってください。 

【注】 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、「11.7.3 

レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。スタンバイモードやクロック周

波数変更時にWDTを使用する場合には、このビットを 0にしてください。 

0：タイマディスエーブル 

カウントアップを停止、WTCNTの値を保持する。 

1：タイマイネーブル 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用す

るかを指定します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

【注】 WDTの動作中にWT/ITを書き換えるとカウントアップが正しく行わ

れないことがあります。 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローしたときのリセット

の種類を指定します。インターバルタイマモードの場合設定値は、無視され

ます。 

0：パワーオンリセット 

1：マニュアルリセット 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。インターバルタイマモードでは、セットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローした 

3 IOVF 0 R/W インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードでWTCNTがオーバフローしたことを示します。

ウォッチドッグタイマモードでは、セットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードでWTCNTがオーバフローした 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 

周辺クロック（Pφ）を分周して得られる 8種類のクロックから、WTCNT

のカウントに使用するクロックを選択します。表中のオーバフロー周期は、

周辺クロック Pφ＝15MHzの場合の値です。 

    クロック分周比  オーバフロー周期 

000：1 （17 us） 

001：1/4 （68 us） 

010：1/16 （273 us） 

011：1/32 （546 us） 

100：1/64 （1.09 ms） 

101：1/256 （4.36 ms） 

110：1/1024 （17.48 ms） 

111：1/4096 （69.91 ms） 

【注】 WDTの動作中に CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントア

ップが正しく行われない場合があります。 

 CKS2～CKS0ビットを書き換える場合は、必ずWDTを停止させて

ください。 

 

11.7.3 レジスタアクセス時の注意 

ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT）、ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ

（WTCSR）は、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。次の方法で、

読み出しまたは書き込みを行ってください。 

• WTCNTおよびWTCSRへの書き込み 

WTCNTおよびWTCSRへ書き込むときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送およびロン

グワード転送命令では、書き込めません。 

図11.3に示すように、WTCNTへ書き込むときは上位バイトをH'5Aにし、下位バイトを書き込みデータにし

て転送してください。WTCSRへ書き込むときは上位バイトをH'A5にし、下位バイトを書き込みデータにし

て転送してください。このように転送すると、下位バイトのデータがWTCNTまたはWTCSRへ書き込まれま

す。 

15 8 7 0

H'5A ライトデータアドレス：　H'A415FF84

＜WTCNTへ書き込むとき＞

15 8 7 0

H'A5 ライトデータアドレス：　H'A415FF86

＜WTCSRへ書き込むとき＞

 

図 11.3 WTCNTおよびWTCSRへの書き込み 
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11.8 WDTの使用方法 

11.8.1 スタンバイ解除の手順 

WDTは、スタンバイモードを NMIなどの割り込みで解除する場合に使用します。この手順を以下に示します。

（リセットで解除する場合は、WDTは動作しないため、クロックが安定するまで RESETP端子または RESETM

端子をローレベルに保ってください。） 

1. スタンバイモードへの遷移前に、必ずWTCSRレジスタのTMEビットを0に設定してください。TMEビットが

1に設定されていると、カウントオーバフロー時に誤ってリセットまたはインターバルタイマ割り込みが発生

することがあります。 

2. WTCSRのCKS2～CKS0ビットに使用するカウントクロックの種類、WTCNTにカウンタの初期値を設定して

おきます。これらの値は、カウントオーバフローまでの時間がクロック発振安定時間以上になるように設定

してください。 

3. SLEEP命令実行によりスタンバイモードに遷移し、クロックは停止します。 

4. NMI信号変化のエッジなどの割り込み検出により、WDTがカウントを開始します。 

5. WDTがカウントオーバフローすると、CPGがクロック供給を開始し、本LSIが動作を再開します。このとき、

WTCSRのWOVFは、セットされません。 

6. WDTはH'00からカウントを継続するので、割り込み処理プログラムの中でSTBCRレジスタのSTBYビットを0

にしてください。これにより、WDTが停止します。STBYビットが1のままだと、WDTがH'80までカウントし

た時点で再びスタンバイモードに入ります。このスタンバイモードはパワ－オンリセットで解除してくださ

い。 

 



 

11. 内蔵発振回路（CPG） 

11-16  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

11.8.2 周波数変更の手順 

PLLを使用した周波数変更時に、WDTを使用します。分周器の切り換えのみによる周波数変更の場合は、WDT

は使用しません。 

1. 周波数変更前に、必ずWTCSRのTMEビットを0に設定してください。TMEビットが1に設定されていると、

カウントオーバフロー時に誤ってリセットまたはインターバルタイマ割り込みが発生することがあります。 

2. WTCSRのCKS2～CKS0ビットに使用するカウントクロックの種類とWTCNTにカウンタの初期値を設定

しておきます。これらの値は、カウントオーバフローまでの時間がクロック発振安定時間以上になるように

設定してください。 

3. 周波数制御レジスタ（FRQCR）を書き換えると、プロセッサ内部は一時的に停止し、WDTはカウントを開

始します。 

4. WDTはカウントオーバフローすると、CPGがクロック供給を再開し、本LSIが動作を再開します。このとき、

WTCSRのWOVFはセットされません。 

5. カウンタは、H'00の値で停止します。 

6. 周波数変更命令の後、WTCNTを書き換える場合には、WTCNTを読み出してH'00になっていることを確認し

てから書き換えてください。 

 

11.8.3 ウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WTCSRのWT/ITビットに1を設定して、RSTSビットにリセットのタイプ、CKS2～CKS0にカウントクロック

の種類、およびWTCNTにカウンタの初期値を設定します。 

2. WTCSRのTMEビットに1をセットすると、ウォッチドッグタイマモードでカウントを開始します。 

3. ウォッチドッグタイマモードで動作中は、カウンタがオーバフローしないように定期的にカウンタをH'00に

書き換えてください。 

4. カウンタがオーバフローすると、WDTはWTCSRのWOVFを1にセットし、RSTSビットで指定されたタイプ

のリセットを発生します。この後、カウンタはカウントを続行します。 

 

11.8.4 インターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードで動作中は、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発

生します。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WTCSRのWT/ITビットに0をセットし、CKS2～CKS0ビットにカウントクロックの種類、WTCNTにカウンタ

の初期値を設定します。 

2. WTCSRのTMEビットに1をセットするとインターバルタイマモードでカウントを開始します。 

3. WDTは、カウンタがオーバフローするとWTCSRのIOVFに1をセットし、インターバルタイマ割り込み要求

をINTCに送ります。カウンタは、カウントを続行します。 
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11.9 ボード設計上の注意事項 

（1） 外部水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量 CL1、CL2およびダンピング抵抗 Rはできるだけ XTAL端子と EXTAL端子の近くに置いて

ください。また、誘導を避け、正しい発振を行うために、振動子に付加するコンデンサの接地点は共通にし、こ

れらの部品の近くには配線パターンを置かないでください。 

EXTAL XTAL

本LSI

信号配線禁止

CL1 CL2

R
【注】CL1、CL2およびダイピング抵抗は使用する水晶発振子の
　　　メーカと評価検討の上、値を決めてください。

 

図 11.4 水晶発振子使用時の注意 

（2） バイパスコンデンサについての注意 

Vss/VssQと Vcc/VccQのペアごとに積層セラミックコンデンサをパスコンとして入れてください。 

パスコンは LSIの電源端子の近くに実装してください。 

容量値だけでなく、周波数特性は LSIの動作周波数に合った特性を持つものを使用してください。 

HQFP2828-256(FP-256G/GV)ピン配置 

デジタル系の Vss/VssQと Vcc/VccQペア 

 3-4、13-14、15-16、25-26、35-36、43-44、49-50、57-58、72-73、81-82、83-84、92-93、99-100、107-108、113-114、

121-122、136-137、146-147、148-149、158-159、167-168、176-177、185-186、191-192、206-207、208-209、

221-222、227-228、235-236、241-242 

内蔵発振器系の Vss/VssQと Vcc/VccQペア 

193-196、251-252、253-254 

P-LFBGA1717-256(BP-256H/HV) ピン配置 

デジタル系のVss/VssQとVcc/VccQペア 

D2-B1、E1-F4、G2-G3、J2-J4、L3-L2、N3-N2、R4-P2、U2-W1、V4-Y4、Y6-U7、W8-V8、V10-W10、V11-W11、

V13-W13、U15-W14、W17-Y19、U18-U20、P17-N19、N18-P20、L17-L20、J18-J19、E20-F17、D19-B20、C19-A20、

D15-B14、C14-A15、B11-D11、C10-B10、C8-B8、D6-B7 

内蔵発振器系のVss/VssQとVcc/VccQペア 

B19-A19、C3-B5、C5-C4 
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（3） PLL発振回路使用時の注意 

PLL用 Vccと Vssの接続パターンはボード電源供給端子からの配線長を短くし、パターン幅は広くしてインダ

クタンス成分を減らしてください。 

クロックモード 7のときは、EXTAL端子を Vccまたは Vssに接続し、XTAL端子は解放にしてください。 

PLLのアナログ電源系はノイズ等に敏感であるため、他の電源との干渉によってシステム全体として誤動作を

生じさせる可能性があります。このため、本アナログ電源系と Vcc、VccQのデジタル電源系は極力基板上で同一

リソースを供給しないでください。 
 

Vcc(PLL2)

Vss(PLL2)

Vcc(PLL1)

Vss(PLL1)

信号配線禁止

電源
Vcc

Vss

 

図 11.5 PLL発振回路使用時の注意 

 

【参考】 

基板レイアウト上でのパターン分離を徹底する方法として、以下のような 0Ω抵抗表示をする方法もあります。 
 

Vcc

Vss

Vcc

電源

Vss

0Ω 0Ω

Vcc(PLL2)

Vss(PLL2)

Vcc(PLL1)

Vss(PLL1)
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12. バスステートコントローラ（BSC） 

外部バスコントローラ（BSC）は、外部アドレス空間に接続された各種メモリ、外部デバイスに対し制御信号

を出力します。これにより、SRAM、SDRAMなどの各種メモリおよび外部デバイスを直接接続することができま

す。 

12.1 特長 

BSCには、次の特長があります。 

（1） 外部アドレス空間 

• CS0、CS2、CS3、CS4、CS5A、CS5B、CS6A、およびCS6Bの各空間をそれぞれ最大32Mバイトまたは最大64M

バイトまで、外部アドレス空間の合計を384Mバイト（8個の部分空間に分割）までサポート 

• CS0、CS2、CS3、CS4、CS5、およびCS6の各空間はそれぞれ最大64Mバイトまで、外部アドレス空間の合計

は384Mバイト（6個の部分空間に分割）までサポート 

• 空間ごとに、通常空間インタフェース、バイト選択付きSRAMインタフェース、バーストROM（クロック同

期または非同期）、SDRAM、およびPCMCIAのメモリ種類を指定可能 

• 空間ごとに、データバス幅（8ビット、16ビット、または32ビット）を選択可能 

• 空間ごとに、ウェイトステートの挿入を制御可能 

• リードアクセス、ライトアクセスごとにウェイトステートの挿入を制御可能 

• 連続するアクセスがリード－ライト（同一空間または別空間）、リード－リード（同一空間または別空間）、

および先頭サイクルがライトの場合の5種類独立にアイドルサイクルを設定可能 

（2） 通常空間インタフェース 

• SRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 

（3） バースト ROM（クロック非同期）インタフェース 

• ページモード機能を有するROMを高速にアクセス可能 

（4） SDRAMインタフェース 

• 最大2つのエリアでSDRAMを設定可能 

• ロウアドレスまたはカラムアドレスのマルチプレクス出力をサポート 

• シングル読み出しまたはシングル書き込みによる効率的なアクセスが可能 

• バンクアクティブモードによる高速アクセスが可能 

• オートリフレッシュとセルフリフレッシュのサポート 

（5） バイト選択付き SRAMインタフェース 

• バイト選択付きSRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 
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（6） PCMCIA直結インタフェース 

• JEIDA仕様Ver4.2（PCMCIA2.1 Rev2.1）で定める「ICメモリカードおよびI/Oカードインタフェース」をサ

ポート 

• ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

• I/Oバス幅のバスサイジング機能をサポート（リトルエンディアンモード時のみ） 

（7） バースト ROM（クロック同期）インタフェース 

• クロック同期タイプのバーストROMを直結可能 

（8） バスアービトレーション 

• すべての資源を他のCPUと共有し、外部からのバス権要求を受け、バス使用許可を出力可能 

（9） リフレッシュ機能 

• オートリフレッシュとセルフリフレッシュをサポート 

• リフレッシュ用カウンタ、クロック選択により、リフレッシュ間隔を設定可能 

• リフレッシュ回数設定（1、2、4、6、および8）による集中リフレッシュが可能 

（10）リフレッシュ用カウンタのインターバルタイマとしての利用 

• コンペアマッチで割り込み要求発生可能 
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BSCのブロック図を図 12.1に示します。 

CMNCR

CS0WCR

CS6BWCR

CS0BCR

CS6BBCR

SDCR

RTCSR

RTCNT

RTCOR

比較器�

バス権�
制御部�

ウェイト�
制御部�

エリア�
制御部�

内部マスタ�
モジュール�

内部スレーブ�
モジュール�

内�
部�
バ�
ス�

メモリ�
制御部�

リフレッシュ�
制御部�

割り込み�
コントローラ�

【記号説明】�

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス�

BSC

、 、 、�
、 、 、�
、

MD5～MD3

A25～A0、
D31～D0
、RD/ 、 、�

～ 、�
、 、�

CKE、DQMxx、�
、

CMNCR
CSnWCR
CSnBCR
SDCR
RTCSR
RTCNT
RTCOR

：共通コントロールレジスタ
：CSn空間ウェイトコントロールレジスタ（n＝0、2、3、4、5A、5B、6A、6B）
：CSn空間バスコントロールレジスタ（n＝0、2、3、4、5A、5B、6A、6B）
：SDRAMコントロールレジスタ
：リフレッシュタイマコントロール／ステータスレジスタ
：リフレッシュタイマカウンタ
：リフレッシュタイムコンスタントレジスタ

・�
・�
・�

・�
・�
・�

・�
・�
・�

・�
・�
・�

・�
・�
・�

 

図 12.1 バスステートコントローラのブロック図 
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12.2 入出力端子 

BSCの端子構成を表 12.1に示します。 
 

表 12.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

A25～A0 出力 アドレスバス 

D31～D0 入出力 データバス 

BS 出力 バスサイクルの開始を示す信号 

通常空間、バースト ROM（クロック同期／非同期）、および PCMCIAアクセス時に

アサートされる。SDRAMアクセス時は、CASと同タイミングでアサートされる。 

CS0、CS2、CS3、CS4 出力 チップセレクト 

CS5A 出力 チップセレクト 

アドレスマップ 1のときのみアクティブ 

CS5B/CE1A 出力 チップセレクト 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D7～D0対応 

CE2A 出力 PCMCIAカードセレクト信号 D15～D8対応 

CS6A 出力 チップセレクト 

アドレスマップ 1のときのみアクティブ 

CS6B/CE1B 出力 チップセレクト 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D7～D0対応 

CE2B 出力 PCMCIAカードセレクト信号 D15～D8対応 

RD/WR 出力 リードまたはライト信号 

SDRAM、およびバイト選択付き SRAM接続時は、WE端子に接続 

RD 出力 リードパルス信号（リードデータ出力許可信号） 

PCMCIA使用時は、メモリリードサイクルを示すストローブ信号 

WE3(BE3)/ICIOWR 出力 D31～D24対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、I/Oライトを示すストローブ信号 

WE2(BE2)/ICIORD 出力 D23～D16対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、I/Oリードを示すストローブ信号 

WE1(BE1)/WE 出力 D15～D8対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、メモリライトサイクルを示すストローブ信号 
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端子名 入出力 機   能 

WE0(BE0) 出力 D7～D0対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

RAS 出力 SDRAM接続時は、RAS端子に接続 

CAS 出力 SDRAM接続時は、CAS端子に接続 

CKE 出力 SDRAM接続時は、CKE端子に接続 

IOIS16 入力 PCMCIAの 16ビット I/Oを示す信号 

リトルエンディアン時のみ有効 

ビッグエンディアン時は、ローレベルにしてください。 

DQMUU 

DQMUL 

DQMLU 

DQMLL 

出力 SDRAM接続時は、DQMxx端子に接続 

DQMUU：D31～D24対応の選択信号 

DQMUL：D23～D16対応の選択信号 

DQMLU：D15～D8対応の選択信号 

DQMLL：D7～D0対応の選択信号 

WAIT 入力 外部ウェイト入力 

BREQ 入力 バス権要求入力 

 

BACK 出力 バス使用許可出力 

MD5～MD3 入力 MD5：データアライメント（ビッグまたはリトルエンディアンの選択） 

MD4、3：エリア 0のバス幅（8/16/32ビット） 

REFOUT 出力 バス解放時リフレッシュ実行要求出力 
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12.3 エリアの概要 

12.3.1 空間分割 

本 LSIは、アーキテクチャとして 32ビットのアドレス空間を有しています。このうち上位 3ビットで P0～P4

領域に分類され、キャッシュアクセス方法を表します。詳細は、「第 6章 キャッシュ」を参照ください。残り

29ビットは、CMNCRレジスタのMAPビットにより、10空間（アドレスマップ 1）あるいは 8空間（アドレスマ

ップ 2）に分類されています。BSCは、本 29ビットの空間の制御を行います。 

本 LSIは、表 12.2、表 12.3に示すように物理空間の 8空間あるいは 6空間にそれぞれ各種メモリを接続でき、

おのおのに対応してチップセレクト信号（CS0、CS2～CS4、CS5A、CS5B、CS6A、および CS6B）を出力します。

エリア 0のアクセス時には CS0がアサートします。また、アドレスマップ 1選択時はエリア 5Aのアクセス時に

CS5Aがアサートし、アドレスマップ 2選択時は CS5Bがアサートします。 

12.3.2 シャドウ空間 

エリア 0、2～4、5A/5B、および 6A/6Bは、物理アドレスの A28～A25でデコードされ、000～111のエリアに対

応します。アドレスの A31～A29は、無視されます。このため、たとえば、エリア 0のアドレスの範囲は H'00000000

～H'03FFFFFFなのに対し、H'20000000×n（n＝1～6）を加えた P1～P3領域のアドレス空間はシャドウ空間とな

ります。 

また、エリア 7のアドレスの範囲は、H'1C000000～H'1FFFFFFFです。エリア 7のシャドウ空間に相当するアド

レスを含めて H'1C000000＋H'20000000×n～H'1FFFFFFF＋H'20000000×n（n＝0～6）は予約空間ですので、使用

しないでください。 

P4領域（H'E0000000～H'EFFFFFFF）は、I/O領域であり、内蔵レジスタ等のアドレスが割り付けてあります。

シャドウ空間にはなりません。 

������
���
������
���
���
���
���

エリア0（CS0）H'00000000

H'20000000

H'40000000

H'60000000

H'80000000

H'A0000000

H'C0000000

H'E0000000

エリア1（内部I/O）

エリア2（CS2）

エリア3（CS3）

エリア4（CS4）

エリア5A（CS5A）

エリア6A（CS6A）

エリア7（予約エリア）

物理アドレス空間

アドレス空間

P0

P1

P2

P3

P4

エリア5B（CS5B）

エリア6B（CS6B）

 

図 12.2 アドレス空間 
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12.3.3 アドレスマップ 

外部アドレス空間は合計 384Mバイトあり、これを 8空間（アドレスマップ 1）または 6空間（アドレスマップ

2）の部分空間に分割して使用します。接続されるメモリの種類およびデータバス幅は、各部分空間ごとに指定し

ます。外部アドレス空間のアドレスマップは、下表のとおりです。 
 

表 12.2 アドレスマップ 1（CMNCR.MAP＝0） 

アドレス 空間 メモリ種類 サイズ 

H'00000000～H'03FFFFFF エリア 0 通常空間 

バースト ROM（非同期） 

バースト ROM（同期） 

64Mバイト 

H'04000000～H'07FFFFFF エリア 1 内蔵 I/Oレジスタ空間*2 64Mバイト 

H'08000000～H'0BFFFFFF エリア 2 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

SDRAM 

64Mバイト 

H'0C000000～H'0FFFFFFF エリア 3 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

SDRAM 

64Mバイト 

H'10000000～H'13FFFFFF エリア 4 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

バースト ROM（非同期） 

64Mバイト 

H'14000000～H'15FFFFFF エリア 5A 通常空間 32Mバイト 

H'16000000～H'17FFFFFF エリア 5B 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

32Mバイト 

H'18000000～H'19FFFFFF エリア 6A 通常空間 32Mバイト 

H'1A000000～H'1BFFFFFF エリア 6B 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

32Mバイト 

H'1C000000～H'1FFFFFFF エリア 7 予約エリア*1 64Mバイト 

【注】 *1 予約エリアは、アクセスしないでください。アクセスした場合は、動作の保証は出来ません。 

 *2 内部 I/Oレジスタは、アドレスの先頭 3ビットを 101として P2領域に配置してください。 
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表 12.3 アドレスマップ 2（CMNCR.MAP＝1） 

アドレス 空間 メモリ種類 サイズ 

H'00000000～H'03FFFFFF エリア 0 通常空間 

バースト ROM（非同期） 

バースト ROM（同期） 

64Mバイト 

H'04000000～H'07FFFFFF エリア 1 内蔵 I/Oレジスタ空間*3 64Mバイト 

H'08000000～H'0BFFFFFF エリア 2 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

SDRAM 

64Mバイト 

H'0C000000～H'0FFFFFFF エリア 3 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

SDRAM 

64Mバイト 

H'10000000～H'13FFFFFF エリア 4 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

バースト ROM（非同期） 

64Mバイト 

H'14000000～H'17FFFFFF エリア 5*2 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

PCMCIA 

64Mバイト 

H'18000000～H'1BFFFFFF エリア 6*2 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

PCMCIA 

64Mバイト 

H'1C000000～H'1FFFFFFF エリア 7 予約エリア*1 64Mバイト 

【注】 *1 予約エリアは、アクセスしないでください。アクセスした場合は、動作の保証はできません。 

 *2 エリア 5空間は、CS5BBCRおよび CS5BWCRレジスタが有効になります。 

エリア 6空間は、CS6BBCRおよび CS6BWCRレジスタが有効になります。 

 *3 内部 I/Oレジスタは、アドレスの先頭 3ビットを 101として P2領域に配置してください。 

 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  12-9 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

12.3.4 エリア 0メモリタイプおよびメモリバス幅 

本 LSIのメモリバス幅は、空間ごとに設定できます。エリア 0では、パワーオンリセット時に外部端子を用い

てバスサイズを通常空間設定時は 8ビット、16ビット、32ビットから選択できます。それ以外のエリアは、レジ

スタで設定します。パワーオンリセット時のメモリタイプおよび外部端子（MD3、MD4）とバス幅の関係は、以

下のようになります。 
 

表 12.4 外部端子（MD4、MD3）と CS0メモリタイプ、メモリバス幅の対応 

MD4 MD3 メモリタイプ バス幅 

0 0 通常空間 予約（設定不可） 

 1  8ビット* 

1 0  16ビット 

 1  32ビット 

【注】 * バースト ROM（クロック同期）インタフェースを選択するときは、8ビットに設定しないでください。 

 

12.3.5 データアライメント 

本 LSIでは、データアライメントとしてビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートします。データ

アライメントは、パワーオンリセット時の外部端子（MD5）で決まります。 
 

表 12.5 外部端子（MD5）とエンディアン対応 

MD5 データアライメント 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 
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12.4 レジスタの説明 

BSCには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第

24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

メモリとのインタフェースの設定が終了するまでは、CS0空間以外はアクセスしないでください。 

• 共通コントロールレジスタ（CMNCR） 

• エリア0バスコントロールレジスタ（CS0BCR） 

• エリア2バスコントロールレジスタ（CS2BCR） 

• エリア3バスコントロールレジスタ（CS3BCR） 

• エリア4バスコントロールレジスタ（CS4BCR） 

• エリア5Aバスコントロールレジスタ（CS5ABCR） 

• エリア5Bバスコントロールレジスタ（CS5BBCR） 

• エリア6Aバスコントロールレジスタ（CS6ABCR） 

• エリア6Bバスコントロールレジスタ（CS6BBCR） 

• エリア0ウェイトコントロールレジスタ（CS0WCR） 

• エリア2ウェイトコントロールレジスタ（CS2WCR） 

• エリア3ウェイトコントロールレジスタ（CS3WCR） 

• エリア4ウェイトコントロールレジスタ（CS4WCR） 

• エリア5Aウェイトコントロールレジスタ（CS5AWCR） 

• エリア5Bウェイトコントロールレジスタ（CS5BWCR） 

• エリア6Aウェイトコントロールレジスタ（CS6AWCR） 

• エリア6Bウェイトコントロールレジスタ（CS6BWCR） 

• SDRAMコントロールレジスタ（SDCR） 

• リフレッシュタイマコントロ－ル／ステータスレジスタ（RTCSR）*1 

• リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT）*1 

• リフレッシュタイムコンスタントレジスタ（RTCOR）*1 

• エリア2SDRAMモードレジスタ（SDMR2）*2 

• エリア3SDRAMモードレジスタ（SDMR3）*2 

【注】 *1 本レジスタは誤書き込み防止のため、書き込みデータの上位 16ビットを H'A55Aとした 32ビットライトのみ受け

付け、それ以外は書き込みが行われません。リード時、上位 16ビットは H'0000が読み出されます。 

 *2 本レジスタの実体は、SDRAM内に存在します。本レジスタ空間をアクセスすることにより、SDRAM内のレジス

タに書き込まれます。 

詳しくは、｢12.5.5 SDRAMインタフェース （12）パワーオンシーケンス｣を参照してください。 
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12.4.1 共通コントロールレジスタ（CMNCR） 

本レジスタは、各エリアに共通の制御を行う 32ビットのレジスタです。 

レジスタの初期設定が終了するまでは、エリア 0以外の外部メモリをアクセスしないでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 WAITSEL 0 R/W WAIT信号のサンプリングタイミング指定 

本ビットにより、外部WAIT入力のサンプリングタイミングを指定します。 

0：CKIOの立ち下がりでサンプリングします。 

この場合、WAIT信号は、非同期入力が可能です。 

1：CKIOの立ち上がりでサンプリングします。 

この場合、WAIT信号は、同期入力してください。 

14 BSD 0 R/W バスアクノリッジの獲得後のアクセス開始タイミング指定 

本ビットにより、外部バスアクノリッジの獲得後のアクセス開始タイミング

を指定します。 

0：バスアクノリッジの獲得後に、アドレスドライブ開始タイミングと同

時に外部アクセスを開始します。 

1：バスアクノリッジの獲得後に、アドレスドライブ開始タイミングの 1

サイクル後に外部アクセスを開始します。 

13 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 MAP 0 R/W 空間設定 

本ビットにより、外部アドレス空間のアドレスマップを選択します。選択で

きるアドレスマップについては、表 12.2、表 12.3を参照してください。 

0：アドレスマップ 1を選択 

1：アドレスマップ 2を選択 

11 BLOCK 0 R/W バスロックビット 

BREQを受け付けるかどうかを指定します。 

0：BREQを受け付けます。 

1：BREQを受け付けません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

DPRTY1 

DPRTY0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAバースト転送優先順位 

本ビットは、DMAバースト転送中に対するリフレッシュ要求／バス権使用

要求の優先順位を指定します。 

00：DMAバースト転送中にリフレッシュ要求とバス権使用要求を受け付

ける。 

01：DMAバースト転送中にリフレッシュ要求を受け付け、バス権使用要

求は受け付けない。 

10：DMAバースト転送中にリフレッシュ要求、バス権使用要求ともに受

け付けない。 

11：予約（設定不可） 

8 

7 

6 

DMAIW2 

DMAIW1 

DMAIW0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAシングルアドレス転送時のアクセスサイクル間ウェイト指定 

本ビットは、DMAシングルアドレス転送時に DACK付き外部デバイスから

のデータ出力後に挿入するアイドルサイクル数を指定します。アイドルサイ

クルの挿入の方法は、後述の DMAIWAビットの指定により異なります。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

5 DMAIWA 0 R/W DMAシングルアドレス転送時のアクセスサイクル間ウェイト挿入方法指定 

本ビットは、DMAIW1と DMAIW0ビットで指定したアイドルサイクルの挿

入方法を指定します。本ビットが 0の場合は、DACK付き外部デバイスがデ

ータバスをドライブ後、本 LSIを含む他のデバイスがデータバスをドライブ

するときにアイドルサイクルを挿入します。DACK付き外部デバイスが連続

してデータバスをドライブする場合は、アイドルサイクルを挿入しません。

本ビットが 1の場合は、DACK付き外部デバイスへのアクセスが連続する場

合でも、1回のアクセス終了後必ずアイドルサイクルが挿入されます。 

0：DACK付き外部デバイスがデータバスをドライブ後、他のデバイスが

データバスをドライブするときにアイドルサイクルを挿入 

1：DACK付き外部デバイスアクセス後、常にアイドルサイクルを挿入 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ENDIAN 0/1* R エンディアンフラグ 

本ビットは、パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）

の値をサンプリングします。全空間のエンディアンは、このビットで決定さ

れます。本ビットは、読み出し専用です。 

0：パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）がロー

レベルであり、本 LSIがビッグエンディアンとして動作 

1：パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）がハイ

レベルであり、本 LSIがリトルエンディアンとして動作 

2 CK2DRV 0 R/W CKIO2ドライブ 

本ビットは、CKIO2端子出力をローレベル出力とするか、クロック（Bφ）

を出力するかを設定するビットです。 

0：ローレベルを出力 

1：クロック（Bφ）を出力 

1 HIZMEM 0 R/W High-Zメモリコントロール 

本ビットは、A25－0、BS、CSn、RD/WR、WEn（BEn）/DQMxx、および

RDのスタンバイモード時の端子状態を指定します。バス開放時は、本ビッ

トにかかわらずハイインピーダンスになります。 

0：スタンバイモード時にハイインピーダンス 

1：スタンバイモード時にドライブ 

0 HIZCNT 0 R/W High-Zコントロール 

本ビットは、CKIO、CKIO2、CKE、RAS、CASのスタンバイモード時およ

びバス権解放時の状態を指定します。 

0：CKIO、CKIO2、CKE、RAS、CASは、スタンバイモード時およびバ

ス権解放時にハイインピーダンス 

1：CKIO、CKIO2、CKE、RAS、CASは、スタンバイモード時およびバ

ス権解放時にドライブ 

【注】 クロック動作モード 6～4に設定した場合は、CKIO、CKIO2、CKE、

RAS、CASは、スタンバイモード時およびバス権解放時にドライ

ブ状態に設定してください。 

【注】 * エンディアンを指定する外部端子（MD5）の値をパワーオンリセット時にサンプリング 

ビッグエンディアンのときは 0、リトルエンディアンのときは 1となります。 
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12.4.2 CSn空間バスコントロールレジスタ（CSnBCR） 

（n＝0、2、3、4、5A、5B、6A、6B） 

本レジスタは、各空間に接続するメモリの種類、空間のデータバス幅、およびアクセスサイクル間ウェイト数

を設定します。 

レジスタの初期設定が終了するまでは、エリア 0以外の外部メモリをアクセスしないでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 

29 

28 

IWW2 

IWW1 

IWW0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

ライト－リード／ライト－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、ライト－リードサイクルとラ

イト－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

27 

26 

25 

IWRWD2 

IWRWD1 

IWRWD0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

別空間リード－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間で

かつリード－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 

23 

22 

IWRWS2 

IWRWS1 

IWRWS0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

同一空間リード－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間

でかつリード－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

21 

20 

19 

IWRRD2 

IWRRD1 

IWRRD0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

別空間リード－リードサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間で

かつリード－リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

18 

17 

16 

IWRRS2 

IWRRS1 

IWRRS0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

同一空間リード－リードサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間

でかつリード－リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

TYPE3 

TYPE2 

TYPE1 

TYPE0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

メモリ種類指定 

本ビットは、空間に接続するメモリの種類を設定します。 

0000：通常空間 

0001：バースト ROM（クロック非同期） 

0010：予約（設定不可） 

0011：バイト選択付き SRAM 

0100：SDRAM 

0101：PCMCIA 

0110：予約（設定不可） 

0111：バースト ROM（クロック同期）*2 

1000：予約（設定不可） 

1001：予約（設定不可） 

1010：予約（設定不可） 

1011：予約（設定不可） 

1100：予約（設定不可） 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

【注】 エリア 0のリセット直後のメモリタイプは、通常空間となります。 

本ビットで通常空間、バースト ROM（クロック非同期）、および 

バースト ROM（クロック同期）から選択可能です。 

エリアごとのメモリタイプは表 12.2、表 12.3を参照ください。 

11 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 

9 

BSZ1 

BSZ0 

1*1 

1*1 

R/W 

R/W 

データバス幅指定 

本ビットは、空間のデータバス幅を指定します。 

00：予約（設定不可） 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 

【注】 1. エリア 0のデータバス幅は、外部入力端子で設定します。

 CS0BCRの BSZ1、0ビットの設定は無視されます。 

 2. エリア 5またはエリア 6を PCMCIA空間に設定した場合は、 

 バス幅は 8または 16ビットから設定が可能です。 

 3. エリア 2またはエリア 3を SDRAM空間に設定した場合は、バス 

 幅は 16または 32ビットから設定が可能です。 

8～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

【注】 *1 CS0BCRは、バス幅を指定する外部端子（MD3とMD4）の値をパワーオンリセット時にサンプリングします。 

 *2 バースト ROM（クロック同期）へのアクセスは、必ずキャッシャブル空間としてアクセスしてください。 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  12-17 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

12.4.3 CSn空間ウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR） 

（n＝0、2、3、4、5A、5B、6A、6B） 

本レジスタは、メモリアクセスに関する各種ウェイトサイクルの設定を行います。本レジスタのビット構成は、

CSn空間バスコントロールレジスタ（CSnBCR）に設定したメモリ種類（TYPE3、2、1、0）により、以下のよう

に変わります。対象となるエリアをアクセスする前に設定してください。また、CSnWCRは、CSnBCRを設定後

に設定してください。 
 

（1） 通常空間、バイト選択付き SRAM 

• CS0WCR、CS6BWCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAM バイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEn（BEn）および

RD/WR信号のタイミングを設定します。 

0：WEn（BEn）は、リードライトタイミングでアサート 

RD/WRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEn（BEn）は、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RD/WRは、ライトタイミングでアサート 

19～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WE（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WE（BEn）アサートまでの遅

延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEn（BEn）ネゲートから、アドレス、CSnネゲートまで

の遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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• CS2WCR、CS3WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に０が読み出されます。書き込み時も常に０にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAM バイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEn（BEn）および

RD/WR信号のタイミングを設定します。 

0：WEn（BEn）は、リードライトタイミングでアサート 

RD/WRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEn（BEn）は、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RD/WRは、ライトタイミングでアサート 

19～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に０が読み出されます。書き込み時も常に０にしてください。 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に０が読み出されます。書き込み時も常に０にしてください。 
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• CS4WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAM バイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEn（BEn）および

RD/WR信号のタイミングを設定します。 

0：WEn（BEn）は、リードライトタイミングでアサート 

RD/WRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEn（BEn）は、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RD/WRは、ライトタイミングでアサート 

19 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18 

17 

16 

WW2 

WW1 

WW0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR3～WR0設定（リードアクセスウェイト）と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WEn（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEn（BEn）アサートまでの

遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEn（BEn）ネゲートから、アドレス、CSnネゲートまで

の遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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• CS5AWCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18 

17 

16 

WW2 

WW1 

WW0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットには、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR3～WR0設定（リードアクセスウェイト）と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WEn（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEn（BEn）アサートまでの

遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEn（BEn）ネゲートから、アドレス、CSnネゲートまで

の遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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• CS5BWCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAMバイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEn（BEn）および

RD/WR信号のタイミングを設定します。 

0：WEn（BEn）は、リードライトタイミングでアサート 

RD/WRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEn（BEn）は、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RD/WRは、ライトタイミングでアサート 

19 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18 

17 

16 

WW2 

WW1 

WW0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR3～WR0設定（リードアクセスウェイト）と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WEn（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEn（BEn）アサートまでの

遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEn（BEn）ネゲートから、アドレス、CSnネゲートまで

の遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

• CS6AWCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WEn（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEn（BEn）アサートまでの
遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

10 

9 

8 

7 

WR3 

WR2 

WR1 

WR0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定しま

す。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RDおよびWEn（BEn）ネゲートから、アドレスおよび CSnネゲ
ートまでの遅延サイクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

（2） バースト ROM（クロック非同期） 

• CS0WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BEN 0 R/W バーストイネーブル指定 

本ビットは、16バイトアクセス発生時の 16ビットバス幅に対する 8バースト

アクセスおよび 8ビットバス幅に対する 16バーストアクセスの許可または不

許可を指定します。本ビットを 1に設定時は、16ビットバス幅のとき 2バース

ト 4回のアクセス、および 8ビットバス幅のとき 4バースト 4回のアクセスと

なります。 

8バーストおよび 16バーストアクセスに対応していないデバイスを使用する

場合は、本ビットを 1にしてください。 

0：16ビットバス幅時の 8バーストアクセスおよび 8ビットバス幅時の 16

バーストアクセスを許可 

1：16ビットバス幅時の 8バーストアクセスおよび 8ビットバス幅時の 16

バーストアクセスを禁止 

19 

18 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 

16 

BW1 

BW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

バーストウェイトサイクル数 

本ビットは、バーストアクセス時の 2回目以降のアクセスサイクルに挿入する

ウェイトサイクル数を指定します。 

00：0サイクル 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

15～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

W3 

W2 

W1 

W0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リードアクセスおよびライトアクセスの 1回目のアクセスサイク

ルに挿入するウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

• CS4WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BEN 0 R/W バーストイネーブル指定 

本ビットは、16バイトアクセス発生時の 16ビットバス幅に対する 8バースト

アクセスおよび 8ビットバス幅に対する 16バーストアクセスの許可または不

許可を指定します。本ビットを 1に設定時は、16ビットバス幅のとき 2バース

ト 4回のアクセス、または 8ビットバス幅のとき 4バースト 4回のアクセスと

なります。 

8バーストおよび 16バーストアクセスに対応していないデバイスを使用する

場合は、本ビットを 1にしてください。 

0：16ビットバス幅時の 8バーストアクセスおよび 8ビットバス幅時の 16

バーストアクセス許可 

1：16ビットバス幅時の 8バーストアクセスおよび 8ビットバス幅時の 16

バーストアクセス禁止 

19 

18 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 

16 

BW1 

BW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

バーストウェイトサイクル数 

本ビットは、バーストアクセス時の 2回目以降のアクセスサイクルに挿入する

ウェイトサイクル数を指定します。 

00：0サイクル 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

SW1 

SW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス、CSnアサート→RD、WEn（BEn）アサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから、RD、WEn（BEn）アサートまで

の遅延サイクル数を指定します。本ビットは、エリア 4でのみ設定可能です。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

W3 

W2 

W1 

W0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リードアクセスおよびライトアクセスの 1回目のアクセスサイク

ルに挿入するウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

HW1 

HW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

RD、WEn（BEn）ネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEn（BEn）ネゲートから、アドレス、CSnネゲートまで

の遅延サイクル数を指定します。本ビットは、エリア 4でのみ設定可能です。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

（3） SDRAM* 

• CS2WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてください。 

9 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 

7 

A2CL1 

A2CL0 

1 

0 

R/W 

R/W 

エリア 2の CASレイテンシ 

本ビットは、エリア 2の CASレイテンシを指定します。 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 

6～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

• CS3WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14 

13 

WTRP1 

WTRP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

プリチャージ完了待ちウェイトサイクル数 

本ビットは、以下の場合において、プリチャージ完了待ちのために挿入される

最小ウェイトサイクル数を指定します。エリア 2とエリア 3の設定は、共通と

なります。 

（1）オートプリチャージの起動から同一バンクに対する ACTVコマンド発行

まで 

（2）PRE/PALLコマンド発行から同一バンクに対する ACTVコマンド発行ま

で 

（3）パワーダウンモード/ディープパワーダウンモード遷移まで 

（4）オートリフレッシュ時の PALLコマンド発行から REFコマンド発行まで 

（5）セルフリフレッシュ時の PALLコマンド発行から SELFコマンド発行ま

で 

00：0サイクル（ウェイトサイクルなし） 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

12 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

12-32  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

WTRCD1 

WTRCD0 

0 

1 

R/W 

R/W 

ACTVコマンド→READ(A)/WRIT(A)コマンド間ウェイトサイクル数 

本ビットは、ACTVコマンド発行後、READ(A)/WRIT(A)コマンド発行までの最

小ウェイトサイクル数を指定します。エリア 2とエリア 3の設定は、共通とな

ります。 

00：0サイクル（ウェイトサイクルなし） 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

9 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 

7 

A3CL1 

A3CL0 

1 

0 

R/W 

R/W 

エリア 3の CASレイテンシ 

本ビットは、エリア 3の CASレイテンシを指定します。 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 

6 

5 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 

3 

TRWL1 

TRWL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

プリチャージ起動待ちウェイトサイクル数 

本ビットは、以下の場合において、プリチャージ起動待ちのために挿入される

最小ウェイトサイクル数を指定します。エリア 2とエリア 3の設定は、共通と

なります。 

（1）本 LSIがWRITAコマンドを発行してから SDRAM内でオートプリチャー

ジが起動されるまで 

非バンクアクティブモードでWRITAコマンド発行後、同一バンクに対す

る ACTVコマンド発行を行う場合です。 

なお、SDRAM内で、WRITAコマンドを受け付けてから何サイクルでオ

ートプリチャージが起動されるかは、各 SDRAMのデータシートで確認し

てください。そのサイクル数が本ビットで指定するサイクル数を超えない

ように本ビットを設定してください。 

（2）本 LSIがWRITコマンドを発行してから PREコマンドを発行するまでの

バンクアクティブモードで、同一バンク内の異なるローアドレスへのアク

セスを行う場合です。 

00：0サイクル（ウェイトサイクルなし） 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

2 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

WTRC1 

WTRC0 

0 

0 

R/W 

R/W 

REFコマンド/セルフリフレッシュ解除→ACTV/REF/MRSコマンド間アイドル

サイクル数 

本ビットは、以下の場合において、コマンド間の最小アイドルサイクル数を指

定します。エリア 2とエリア 3の設定は、共通となります。 

（1）REFコマンド発行から ACTV/REF/MSRコマンド発行まで 

（2）セルフリフレッシュ解除から ACTV/REF/MSRコマンド発行まで 

00：2サイクル 

01：3サイクル 

10：5サイクル 

11：8サイクル 

【注】 エリア 2とエリア 3が共に SDRAMに設定されている場合は、WTRP1/0、WTRCD0/1、TRWL1/0、WTRC1/0ビットは、

共通の設定となります。 

1エリアのみ SDRAMを接続する場合は、エリア 3を SDRAM設定としてください。このときエリア 2は、通常空間設

定またはバイト選択付き SRAM設定としてください。 
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（4） PCMCIA 

• CS5BWCR、CS6BWCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

21 

20 

SA1 

SA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

空間属性指定 

PCMCIAインタフェース設定時は、本ビットによりメモリカードインタフェー

スおよび I/Oカードインタフェースのいずれかを指定します。 

SA1 

0：A25＝1の空間をメモリカードインタフェース指定 

1：A25＝1の空間を I/Oカードインタフェース指定 

SA0 

0：A25＝0の空間をメモリカードインタフェース指定 

1：A25＝0の空間を I/Oカードインタフェース指定 

19～15 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14 

13 

12 

11 

TED3 

TED2 

TED1 

TED0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アドレス－RD、WEアサート遅延 

本ビットは、PCMCIAインタフェースにおけるアドレス出力から RDとWEア

サートまでの遅延時間を設定します。 

0000：0.5サイクル 

0001：1.5サイクル 

0010：2.5サイクル 

0011：3.5サイクル 

0100：4.5サイクル 

0101：5.5サイクル 

0110：6.5サイクル 

0111：7.5サイクル 

1000：8.5サイクル 

1001：9.5サイクル 

1010：10.5サイクル 

1011：11.5サイクル 

1100：12.5サイクル 

1101：13.5サイクル 

1110：14.5サイクル 

1111：15.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 

9 

8 

7 

PCW3 

PCW2 

PCW1 

PCW0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、挿入ウェイトステート数を設定します。 

0000：3サイクル 

0001：6サイクル 

0010：9サイクル 

0011：12サイクル 

0100：15サイクル 

0101：18サイクル 

0110：22サイクル 

0111：26サイクル 

1000：30サイクル 

1001：33サイクル 

1010：36サイクル 

1011：38サイクル 

1100：52サイクル 

1101：60サイクル 

1110：64サイクル 

1111：80サイクル 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。 

アクセスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5 

4 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 

2 

1 

0 

TEH3 

TEH2 

TEH1 

TEH0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

RD、WEネゲート－アドレス遅延 

本ビットは、PCMCIAインタフェースにおける RDとWEネゲートからのアド
レスホールド時間を設定します。 

0000：0.5サイクル 

0001：1.5サイクル 

0010：2.5サイクル 

0011：3.5サイクル 

0100：4.5サイクル 

0101：5.5サイクル 

0110：6.5サイクル 

0111：7.5サイクル 

1000：8.5サイクル 

1001：9.5サイクル 

1010：10.5サイクル 

1011：11.5サイクル 

1100：12.5サイクル 

1101：13.5サイクル 

1110：14.5サイクル 

1111：15.5サイクル 
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（5） バースト ROM（クロック同期） 

• CS0WCR 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 

16 

BW1 

BW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

バーストウェイトサイクル数 

本ビットは、バーストアクセス時の 2回目以降のアクセスサイクルに挿入する

ウェイトサイクル数を指定します。 

00：0サイクル 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

15～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 

9 

8 

7 

W3 

W2 

W1 

W0 

1 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リードアクセスおよびライトアクセスの 1回目のアクセスサイク

ルに挿入するウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：予約（設定不可） 

1110：予約（設定不可） 

1111：予約（設定不可） 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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12.4.4 SDRAMコントロールレジスタ（SDCR） 

本レジスタは、SDRAMのリフレッシュ方法やアクセス方法および、接続する SDRAMの種類を指定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 

19 

A2ROW1 

A2ROW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

エリア 2ロウアドレスビット数 

本ビットは、エリア 2のロウアドレスのビット数を指定します。 

00：11ビット 

01：12ビット 

10：13ビット 

11：予約（設定不可） 

18 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 

16 

A2COL1 

A2COL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

エリア 2カラムアドレスビット数 

本ビットは、エリア 2のカラムアドレスのビット数を指定します。 

00：8ビット 

01：9ビット 

10：10ビット 

11：予約（設定不可） 

15 

14 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

13 DEEP 0 R/W ディープパワーダウンモード 

ローパワーSDRAMに対してのみ有効です。本ビットを 1の状態で RMODEビ

ットを 1にすると、ディープパワーダウンエントリコマンドを発行してローパ

ワーSDRAMはディープパワーダウンモードに遷移します。 

0：セルフリフレッシュモード 

1：ディープパワーダウンモード 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 SLOW 0 R/W 低周波数モード 

本ビットは、SDRAMに対するコマンド、アドレス、ライトデータを出力する

タイミング、およびリードデータを取り込むタイミングを指定します。本ビッ

トを 1に設定すると、SDRAMに対するコマンド、アドレス、およびライトデ

ータを通常より半サイクル遅い CKIOの立ち下がりに同期して出力します。ま

た、SDRAMからのリードデータを通常より半サイクル早い CKIOの立ち下が

りで取り込みます。これにより、コマンド、アドレス、ライトデータ、および

リードデータのホールド時間を延長することができます。このモードは、

SDRAMを低周波数で動作させるときに適したモードです。 

0：SDRAMに対するコマンド、アドレス、およびライトデータを CKIOの立

ち上がりに同期して出力する。SDRAMからのリードデータを CKIOの立

ち上がりに同期して取り込む。 

1：SDRAMに対するコマンド、アドレス、およびライトデータを CKIOの立

ち下がりに同期して出力する。SDRAMからのリードデータを CKIOの立

ち下がりに同期して取り込む。 

11 RFSH 0 R/W リフレッシュ制御 

本ビットは、SDRAMに対してリフレッシュを行うかどうかを指定します。 

0：リフレッシュしない 

1：リフレッシュする 

10 RMODE 0 R/W リフレッシュ制御 

本ビットは、RFSHビットが 1のとき、オートリフレッシュを行うのかセルフ

リフレッシュを行うのかを指定します。RFSHビットを 1かつ本ビットを 1に

設定すると、その直後にセルフリフレッシュモードに入ります。RFSHビット

を 1かつ本ビットを 0に設定すると、RTCSR、RTCNT、および RTCORレジ

スタに設定した内容に従いオートリフレッシュを行います。 

0：オートリフレッシュを行う 

1：セルフリフレッシュを行う 

9 PDOWN 0 R/W パワーダウンモード 

本ビットは、SDRAM以外のメモリアクセス終了後に、SDRAMをパワーダウ

ンモードにするかどうかを指定します。本ビットは 1に設定すると、SDRAM

以外のメモリアクセスをトリガとして CKE端子をローレベルにし、SDRAMを

パワーダウンモードにします。 

0：SDRAM以外のメモリアクセス後、SDRAMをパワーダウンモードにしな

い 

1：SDRAM以外のメモリアクセス後、SDRAMをパワーダウンモードにする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 BACTV 0 R/W バンクアクティブモード 

本ビットは、オートプリチャージモード（READAおよびWRITAコマンドを使

用）でアクセスするのか、バンクアクティブモード（READおよびWRITコマ

ンドを使用）でアクセスするのかを指定します。 

0：オートプリチャージモード（READAおよびWRITAコマンドを使用） 

1：バンクアクティブモード（READおよびWRITコマンドを使用） 

【注】 バンクアクティブモードは、エリア 3でのみ設定可能です。このとき

バス幅は、16または 32ビットから設定可能です。また、エリア 2およ

びエリア 3ともに SDRAMに設定する場合は、オートプリチャージモ

ードに設定してください。 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 

3 

A3ROW1 

A3ROW0 

0 

0 

R/W 

R/W 

エリア 3ロウアドレスビット数 

本ビットは、エリア 3のロウアドレスのビット数を指定します。 

00：11ビット 

01：12ビット 

10：13ビット 

11：予約（設定不可） 

2 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

A3COL1 

A3COL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

エリア 3カラムアドレスビット数 

本ビットは、エリア 3のカラムアドレスのビット数を指定します。 

00：8ビット 

01：9ビット 

10：10ビット 

11：予約（設定不可） 
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12.4.5 リフレッシュタイマコントロール／ステータスレジスタ（RTCSR） 

本レジスタは、SDRAMのリフレッシュに関する各種設定を行います。 

書き込み時には、書き込みデータの上位 16ビットを H'A55Aとしてライトプロテクトを解除してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 CMF 0 R/W コンペアマッチフラグ 

本ビットは、リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT）とリフレッシュタイムコ

ンスタントレジスタ（RTCOR）の値が一致したことを示すステータスフラグ

です。次の条件でセット／クリアされます。 

0：クリア条件：CMF＝1の状態で RTCSRを読み出した後に、CMFに 0を

書き込んだとき 

1：セット条件：RTCNT＝RTCORになったとき 

6 CMIE 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル 

本ビットは、RTCSRの CMFビットが 1にセットされたとき、CMFによる割

り込み要求を許可するか禁止するかを設定します。 

0：CMFによる割り込み要求を禁止 

1：CMFによる割り込み要求を許可 

5 

4 

3 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 

本ビットは、リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT）をカウントアップするク

ロックを選択します。 

000：カウントアップ停止 

001：Bφ/4 

010：Bφ/16 

011：Bφ/64 

100：Bφ/256 

101：Bφ/1024 

110：Bφ/2048 

111：Bφ/4096 

2 

1 

0 

RRC2 

RRC1 

RRC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

リフレッシュ回数 

本ビットは、リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT）とリフレッシュタイムコ

ンスタントレジスタ（RTCOR）の値が一致してリフレッシュ要求が発生した

とき、連続してリフレッシュを行う回数を指定します。本機能により、リフレ

ッシュを発生させる周期を長くすることができます。 

000：1回 

001：2回 

010：4回 

011：6回 

100：8回 

101：予約（設定不可） 

110：予約（設定不可） 

111：予約（設定不可） 
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12.4.6 リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT） 

本レジスタは、8ビットのカウンタで、RTCSRの CKS2、CKS 1、CKS0ビットで選択したクロックによりカウ

ントアップされます。RTCNTと RTCORの値が一致すると、RTCNTは 0にクリアされます。また、255までカウ

ントアップすると次は 0に戻ります。書き込み時には、書き込みデータの上位 16ビットを H'A55Aとしてライト

プロテクトを解除してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 ― すべて 0 R/W 8ビットのカウンタ 

 

12.4.7 リフレッシュタイムコンスタントレジスタ（RTCOR） 

本レジスタは、8ビットのレジスタです。RTCORと RTCNTの値が一致すると、RTCSRの CMFビットが 1に

セットされ、RTCNTは 0にクリアされます。 

SDCRの RFSHビットが 1にセットされている場合は、この一致信号によってリフレッシュ要求を発生します。

リフレッシュ要求は、実際にリフレッシュ動作が行われるまで保持されます。次の一致までにリフレッシュ要求

が処理されない場合は、前の要求は無効となります。 

RTCSRの CMIEビットが 1にセットされていると、この一致信号によって割り込み要求を発生します。割り込

み要求は、RTCSRの CMFビットがクリアされるまで続けて出力されます。CMFビットのクリアは、割り込みの

みに影響をおよぼし、リフレッシュ要求がこれによってクリアされることはありません。したがって、リフレッ

シュを行いながらリフレッシュ要求の数を割り込みを用いてカウントするなど、リフレッシュとインタバルタイ

マ割り込みの同時設定を行うことも可能です。書き込み時には、書き込みデータの上位 16ビットを H'A55Aとし

てライトプロテクトを解除してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 ― すべて 0 R/W 8ビットのカウンタ 
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12.5 動作説明 

12.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント 

本 LSIでは、バイトデータの並び方を上位バイト（MSByte）が 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイ

ト（LSByte）が 0番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り換えは、外部端子

（MD5）でパワーオンリセット時に設定します。パワーオンリセット時、MD5端子がローレベルのときビッグエ

ンディアンになり、MD5端子がハイレベルのときリトルエンディアンになります。 

また、データバス幅は、通常メモリ、バイト選択付き SRAMとしては 8ビット、16ビット、および 32ビット

幅の 3種類から選べ、SDRAMは 16ビットおよび 32ビット幅の 2種類から選べます。PCMCIAインタフェース

の場合は、8ビットおよび 16ビット幅の 2種類から選べます。データのアライメントは、各デバイスのデータバ

ス幅およびエンディアンにあわせて行われます。したがって、8ビット幅のデバイスからロングワードデータを読

み出すためには、4回の読み出し動作が必要です。本 LSIでは、それぞれのインタフェース間で、データのアライ

メントおよびデータ長の変換を自動的に行います。 

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表 12.6～表 12.11に示します。 
 

表 12.6 32ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス 

ストローブ信号 

   D31～

D24 

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイト 

アクセス 

データ 

7～0 

－ － － アサート － － － 

1番地バイト 

アクセス 

－ データ 

7～0 

－ － － アサート － － 

2番地バイト 

アクセス 

－ － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

3番地バイト 

アクセス 

－ － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

0番地ワード 

アクセス 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート － － 

2番地ワード 

アクセス 

－ － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

0番地ロング 

ワードアクセス 

データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 
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表 12.7 16ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス ストローブ信号 

   D31～

D24 

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU 

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

1番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

2番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

3番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

0番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

2番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － データ 

31～24 

データ 

23～16

－ － アサート アサート 0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 
2回目 

（2番地） 

－ － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 
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表 12.8 8ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス ストローブ信号 

   D31～

D24 

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU 

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

2番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

3番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 0番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（1番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（2番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 2番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（3番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ

31～24

－ － － アサート 

2回目 

（1番地） 

－ － － データ

23～16

－ － － アサート 

3回目 

（2番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 

0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 

4回目 

（3番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 
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表 12.9 32ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス ストローブ信号 

   D31～

D24 

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU 

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

1番地バイトアクセス ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート ― 

2番地バイトアクセス ― データ 

7～0 

― ― ― アサート ― ― 

3番地バイトアクセス データ 

7～0 

― ― ― アサート ― ― ― 

0番地ワードアクセス ― ― データ 

15～8 

データ 

7～0 

― ― アサート アサート 

2番地ワードアクセス データ 

15～8 

データ 

7～0 

― ― アサート アサート ― ― 

0番地ロングワード 

アクセス 

データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 

 

表 12.10 16ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス ストローブ信号 

   D31～

D24 

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU 

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

1番地バイトアクセス ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート ― 

2番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

3番地バイトアクセス ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート ― 

0番地ワードアクセス ― ― データ 

15～8 

データ 

7～0 

― ― アサート アサート 

2番地ワードアクセス ― ― データ 

15～8 

データ 

7～0 

― ― アサート アサート 

1回目 

（0番地） 

― ― データ 

15～8 

データ 

7～0 

― ― アサート アサート 0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 
2回目 

（2番地） 

― ― データ 

31～24 

データ 

23～16

― ― アサート アサート 
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表 12.11 8ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

オペレーション データバス ストローブ信号 

   D31

～D24

  D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3)

DQMUU 

WE2(BE2)

DQMUL 

WE1(BE1)

DQMLU 

WE0(BE0)

DQMLL 

0番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

1番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

2番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

3番地バイトアクセス ― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

1回目 

（0番地） 

― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 0番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（1番地） 

― ― ― データ 

15～8 

― ― ― アサート 

1回目 

（2番地） 

― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 2番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（3番地） 

― ― ― データ 

15～8 

― ― ― アサート 

1回目 

（0番地） 

― ― ― データ 

7～0 

― ― ― アサート 

2回目 

（1番地） 

― ― ― データ 

15～8 

― ― ― アサート 

3回目 

（2番地） 

― ― ― データ 

23～16

― ― ― アサート 

0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 

4回目 

（3番地） 

― ― ― データ 

31～24

― ― ― アサート 
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12.5.2 通常空間インタフェース 

（1） 基本タイミング 

通常空間アクセスは、おもにバイト選択端子のない SRAMの直結を考慮してストローブ信号を出力します。バ

イト選択付き端子のある SRAMを使用する場合は、「12.5.7 バイト選択付き SRAMインタフェース」を参照く

ださい。図 12.3に通常空間アクセスの基本タイミングを示します。ウェイトのない通常アクセスは、2サイクル

で終了します。BS信号はバスサイクルの開始を表し、1サイクルアサートされます。 

CKIO

【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

A25～A0

RD/WR

RD/WR

D31～D0

DACKn

CSn

T1 T2

RD

WEn(BEn)

BS

D31～D0

リード時

ライト時

*

 

図 12.3 通常空間基本アクセス（アクセスウェイト 0） 

 

リード時は、外部バスに対してアクセスサイズの指定がありません。アドレスの最下位ビットに正しいアクセ

ス開始アドレスが出力されていますがアクセスサイズの指定がないので、32ビットデバイスでは 32ビットを、16

ビットデバイスでは 16ビットを常に読み出すことになります。ライト時には、書き込みを行うバイトのWEn（BEn）

信号のみがアサートされます。 
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データバスにバッファを設ける場合には、RDを用いてリードデータの出力制御を行う必要があります。RD/WR

信号は、アクセスを行っていないときはリード状態（ハイレベル出力）となっているため、これを用いて外付け

データバッファの制御を行うと出力が衝突する危険性があるので注意が必要です。 

図 12.4、図 12.5に通常空間連続アクセスの例を示します。CSnWCR.WMビットを 0に設定すると、外部ウェ

イトを評価するために 1サイクル Tnopが挿入されます（図 12.4）。しかし、CSnWCR.WMビットを 1に設定す

ると、外部ウェイトが無視され Tnopサイクルの挿入を抑止することができます（図 12.5）。 

CKIO

A25～A0

RD/

D15～D0

D15～D0

DACKn

T1 T2 Tnop T1 T2

リード時

ライト時

*

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形�  

図 12.4 通常空間連続アクセス例 1 

バス幅 16ビット、ロングワードアクセス、CSnWCR.WMビット＝0 

（アクセスウェイト 0、サイクル間ウェイト 0） 
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CKIO

A25～A0

RD/

D15～D0

DACKn

T1 T2   T1 T2

( )

D15～D0

リード時

ライト時

*

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形�  

図 12.5 通常空間連続アクセス例 2 

バス幅 16ビット、ロングワードアクセス、CSnWCR.WMビット＝1 

（アクセスウェイト 0、サイクル間ウェイト 0） 
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A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
･･

A18

A2

D31

D24
( )

D23

D16
( )

D15

D8
( )

D7

D0
( )

本LSI
128k×8ビット

SRAM

･･
･･

A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
･･

A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
･･

A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

 

図 12.6 32ビットデータ幅 SRAM接続例 
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A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
･･

A17

A1

D15

D8

( )

D7

D0

( )

本LSI
128k×8 ビット

SRAM

･･
･･

A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

･･
････
･･

･･
･･

 

図 12.7 16ビットデータ幅 SRAM接続例 

本LSI
128k×8 ビット

SRAM

A16

A0

I/O7

I/O0

･･
･･

A16

A0

D7

D0

( )

･･
･･

･･
･･

･･
･･

 

図 12.8 8ビットデータ幅 SRAM接続例 
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12.5.3 アクセスウェイト制御 

CSnWCRのWR3、WR2、WR1、およびWR0ビットの設定により、通常空間アクセスのウェイトサイクルの挿

入を制御できます。エリア 4、エリア 5A、およびエリア 5Bでは、リードアクセスとライトアクセスで独立にウ

ェイトサイクルを挿入することが可能です。その他のエリアのアクセスウェイトは、リードおよびライトサイク

ル共通となります。図 12.9に示す通常空間のアクセスでは、Twのサイクルがウェイトサイクルとして指定サイ

クル数だけ挿入されます。 

T1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

( )

D31～D0

Tw

リード時�

ライト時�

T2

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形�  

図 12.9 通常空間アクセスのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 
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CSnWCRのWMビットを 0としたときには、外部からのウェイト入力WAIT信号もサンプリングされます。

WAIT信号のサンプリングを図 12.10に示します。ソフトウェアウェイトとして 2サイクルのウェイトを指定し

ています。WAIT信号は、T1または Twサイクルから T2サイクルに移行する際に、CKIOの立ち下がりでサンプ

リングされます。 

T1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

( )

D31～D0

Tw Tw Twx T2

リード時�

ライト時�

信号入力による�
ウェイトステート�

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形�  

図 12.10 通常空間アクセスのウェイトタイミング（WAIT信号によるウェイト挿入） 

 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

12-54  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

12.5.4 CSnアサート期間拡張 

CSnWCRの SW1と SW0ビットの設定により、CSnアサートから RDとWEn（BEn）アサートまでのサイクル

数を指定できます。また、HW1と HW0ビットの設定により、RDとWEn（BEn）ネゲートから CSnネゲートま

でのサイクル数を指定できます。これにより、外部デバイスとのフレキシブルなインタフェースがとれます。例

を図 12.11に示します。Thおよび Tfサイクルが通常サイクルの前と後ろにそれぞれ付加されています。これらの

サイクルでは、RDとWEn（BEn）以外はアサートされますが、RDとWEn（BEn）はアサートされません。また、

データは Tfサイクルまで延長して出力されるので、書き込み動作の遅いデバイスなどに有効です。 

T1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

( )

D31～D0

Th

リード時�

ライト時�

T2

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

Tf

 

図 12.11 CSnアサート期間拡張 

 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  12-55 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

12.5.5 SDRAMインタフェース 

（1） SDRAM直結インタフェース 

本 LSIに接続可能な SDRAMは、ロウアドレスが 11/12/13ビット、カラムアドレスが 8/9/10ビット、バンク数

が 4以下、リード・ライトコマンドサイクルで A10端子をプリチャージモードの設定に使用する製品です。 

SDRAMを直結するための制御信号は、RAS、CAS、RD/WR、DQMUU、DQMUL、DQMLU、DQMLL、CKE、

および CS2と CS3です。CS2と CS3を除く信号は各空間に共通であり、CKEを除く信号は CS2と CS3がアサー

トされているときのみ有効になります。最大 2空間に SDRAMを接続することができます。SDRAMを接続する

空間のデータバス幅は、32ビットまたは 16ビットに設定可能です。 

SDRAMの動作モードとしては、バーストリード／シングルライト（バースト長 1）とバーストリード／バース

トライト（バースト長 1）をサポートしています。 

RAS、CAS、RD/WR、および特定のアドレス信号によって、SDRAMに対するコマンドが指定されます。コマ

ンドには、NOP、オートリフレッシュ（REF）、セルフリフレッシュ（SELF）、全バンクプリチャージ（PALL）、

指定バンクプリチャージ（PRE）、バンクアクティブ（ACTV）、リード（READ）、プリチャージ付きリード（READA）、

ライト（WRIT）、プリチャージ付きライト（WRITA）、およびモードレジスタ書き込み（MRS）があります。 

アクセスするバイトの指定は、DQMUU、DQMUL、DQMLU、および DQMLLによって行われます。該当する

DQMxxがローレベルのバイトに対してリード／ライトが行われます。DQMxxとアクセスするバイトの関係は、

「12.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント」を参照してください。 

図 12.12および図 12.13に本 LSIと SDRAMとの接続例を示します。 
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CKIO
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D16
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･･
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I/O0
DQMU
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･･
･･
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･･

･･
･･
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I/O15
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･･
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図 12.12 32ビットデータ幅 SDRAM接続例 
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A14

A1
CKE

CKIO

RD/
D15

D0
DQMLU
DQMLL

64M SDRAM
(1M×16ビット×4バンク)

･･
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A13

A0
CKE
CLK

I/O15

I/O0
DQMU
DQML

･･
･･

･･
･･

･･
･･

本LSI

 

図 12.13 16ビットデータ幅 SDRAM接続例 

 

（2） アドレスマルチプレクス 

CSnBCRの BSZ[1:0]ビット、SDCRの AxROW[1:0]ビット、および AxCOL[1:0]ビットの設定に従って、外付け

のアドレスマルチプレクス回路なしに SDRAMを接続できるようにアドレスのマルチプレクスを行います。表

12.12～表 12.17に BSZ[1:0]、AxROW[1:0]、および AxCOL[1:0]の設定とアドレス端子に出力されるビットの関係

を示します。この表以外の設定は、行わないでください。この表以外の設定を行った場合の動作は、保証されま

せん。A25～A18は、マルチプレクスを行わず常に本来のアドレスが出力されています。 

データバス幅が 16ビットのとき（BSZ[1:0]＝B'10）は、SDRAMの A0端子はワードアドレスの指定を行います。

したがって、SDRAMの A0端子を本 LSIの A1端子に接続し、以下 A1端子を A2端子にという順で接続してくだ

さい。データバス幅が 32ビットのとき（BSZ[1:0]＝B'11）は、SDRAMの A0端子はロングワードアドレスの指定

を行います。したがって、SDRAMの A0端子を本 LSIの A2端子に接続し、以下 A1端子を A3端子にという順で

接続してください。 
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表 12.12 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（1） 

設定 設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

11 

（32bit） 

00 

（11bit） 

00 

（8bit） 

 

11 

（32bit）

01 

（12bit） 

00 

（8bit） 

 

本 LSIの

出力端子 

出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子

機能 本 LSIの

出力端子

出力される 

ロウアドレス

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A25 A17 A17 A24 A17 

A16 A24 A16 A16 A23 A16 

 未使用 

A15 A23 A15 

 未使用 

A15 A23*2 A23*2 A13（BA1） 

A14 A22*2 A22*2 A12（BA1）*3 A14 A22*2 A22*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A13 A21*2 A21*2 A11（BA0） 

バンク指定 

A13 A21 A13 A11 アドレス 

A12 A20 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A12 A20 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A11 A19 A11 A9 A11 A19 A11 A9 

A10 A18 A10 A8 A10 A18 A10 A8 

A9 A17 A9 A7 A9 A17 A9 A7 

A8 A16 A8 A6 A8 A16 A8 A6 

A7 A15 A7 A5 A7 A15 A7 A5 

A6 A14 A6 A4 A6 A14 A6 A4 

A5 A13 A5 A3 A5 A13 A5 A3 

A4 A12 A4 A2 A4 A12 A4 A2 

A3 A11 A3 A1 A3 A11 A3 A1 

A2 A10 A2 A0 

アドレス 

A2 A10 A2 A0 

アドレス 

A1 A9 A1 A1 A9 A1 

A0 A8 A0 

 未使用 

A0 A8 A0 

 未使用 

接続メモリ例 接続メモリ例 

64Mビット品（512Kワード×32ビット×4バンク、カラム 8ビット品）1個 

16Mビット品（512Kワード×16ビット×2バンク、カラム 8ビット品）2個 

128Mビット品（1Mワード×32ビット×4バンク、カラム 8ビット品）1個 

64Mビット品（1Mワード×16ビット×4バンク、カラム 8ビット品）2個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 

 *3 16Mビット品（512Kワード×16ビット×2バンク、カラム 8ビット品）2個の場合は、バンクアドレス指定は不

用です。このため、未使用としてください。 
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表 12.13 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（2） 

設定 設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

11 

（32bit） 

01 

（12bit） 

01 

（9bit） 

 

11 

（32bit）

01 

（12bit） 

10 

（10bit） 

 

本 LSIの

出力端子 

出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子

機能 本 LSIの

出力端子

出力される 

ロウアドレス

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A26 A17 A17 A27 A17 

A16 A25 A16 

 未使用 

A16 A26 A16 

 未使用 

A15 A24*2 A24*2 A13（BA1） A15 A25*2 A25*2 A13（BA1） 

A14 A23*2 A23*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A14 A24*2 A24*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A13 A22 A13 A11 アドレス A13 A23 A13 A11 アドレス 

A12 A21 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A12 A22 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A11 A20 A11 A9 A11 A21 A11 A9 

A10 A19 A10 A8 A10 A20 A10 A8 

A9 A18 A9 A7 A9 A19 A9 A7 

A8 A17 A8 A6 A8 A18 A8 A6 

A7 A16 A7 A5 A7 A17 A7 A5 

A6 A15 A6 A4 A6 A16 A6 A4 

A5 A14 A5 A3 A5 A15 A5 A3 

A4 A13 A4 A2 A4 A14 A4 A2 

A3 A12 A3 A1 A3 A13 A3 A1 

A2 A11 A2 A0 

アドレス 

A2 A12 A2 A0 

アドレス 

A1 A10 A1 A1 A11 A1 

A0 A9 A0 

 未使用 

A0 A10 A0 

 未使用 

接続メモリ例 接続メモリ例 

256Mビット品（2Mワード×32ビット×4バンク、カラム 9ビット品）1個 

128Mビット品（2Mワード×16ビット×4バンク、カラム 9ビット品）2個 

512Mビット品（4Mワード×32ビット×4バンク、カラム 10ビット品）1個 

256Mビット品（4Mワード×16ビット×4バンク、カラム 10ビット品）2個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 
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表 12.14 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（3） 

設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

11 

（32bit） 

10 

（13bit） 

01 

（9bit） 

 

本 LSIの出力端子 出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス 

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A26 A17  未使用 

A16 A25*2 A25*2 A14（BA1） 

A15 A24*2 A24*2 A13（BA0） 

バンク指定 

A14 A23 A14 A12 

A13 A22 A13 A11 

アドレス 

A12 A21 L/H*1 A10/AP アドレス／プリチャージ指定 

A11 A20 A11 A9 

A10 A19 A10 A8 

A9 A18 A9 A7 

A8 A17 A8 A6 

A7 A16 A7 A5 

A6 A15 A6 A4 

A5 A14 A5 A3 

A4 A13 A4 A2 

A3 A12 A3 A1 

A2 A11 A2 A0 

アドレス 

A1 A10 A1 

A0 A9 A0 

 未使用 

接続メモリ例 

512Mビット品（4Mワード×32ビット×4バンク、カラム 9ビット品）1個 

256Mビット品（4Mワード×16ビット×4バンク、カラム 9ビット品）2個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 
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表 12.15 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（4） 

設定 設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

10 

（16bit） 

00 

（11bit） 

00 

（8bit） 

 

10 

（16bit）

01 

（12bit） 

00 

（8bit） 

 

本 LSIの

出力端子 

出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子

機能 本 LSIの

出力端子

出力される 

ロウアドレス

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A25 A17 A17 A25 A17 

A16 A24 A16 A16 A24 A16 

A15 A23 A15 A15 A23 A15 

 未使用 

A14 A22 A14 A14 A22*2 A22*2 A13（BA1） 

A13 A21 A21 

 未使用 

A13 A21*2 A21*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A12 A20*2 A20*2 A11（BA0） バンク指定 A12 A20 A12 A11 アドレス 

A11 A19 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A11 A19 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A10 A18 A10 A9 アドレス A10 A18 A10 A9 

A9 A17 A9 A8 A9 A17 A9 A8 

A8 A16 A8 A7 A8 A16 A8 A7 

A7 A15 A7 A6 A7 A15 A7 A6 

A6 A14 A6 A5 A6 A14 A6 A5 

A5 A13 A5 A4 A5 A13 A5 A4 

A4 A12 A4 A3 A4 A12 A4 A3 

A3 A11 A3 A2 A3 A11 A3 A2 

A2 A10 A2 A1 A2 A10 A2 A1 

A1 A9 A1 A0 

 

A1 A9 A1 A0 

アドレス 

A0 A8 A0  未使用 A0 A8 A0  未使用 

接続メモリ例 接続メモリ例 

16Mビット品（512Kワード×16ビット×2バンク、カラム 8ビット品）1個 64Mビット品（1Mワード×16ビット×4バンク、カラム 8ビット品）1個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

12-62  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

表 12.16 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（5） 

設定 設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

10 

（16bit） 

01 

（12bit） 

01 

（9bit） 

 

10 

（16bit）

01 

（12bit） 

10 

（10bit） 

 

本 LSIの

出力端子 

出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子

機能 本 LSIの

出力端子

出力される 

ロウアドレス

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A26 A17 A17 A27 A17 

A16 A25 A16 A16 A26 A16 

A15 A24 A15 

 未使用 

A15 A25 A15 

 未使用 

A14 A23*2 A23*2 A13（BA1） A14 A24*2 A24*2 A13（BA1） 

A13 A22*2 A22*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A13 A23*2 A23*2 A12（BA0） 

バンク指定 

A12 A21 A12 A11 アドレス A12 A22 A12 A11 アドレス 

A11 A20 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A11 A21 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A10 A19 A10 A9 A10 A20 A10 A9 

A9 A18 A9 A8 A9 A19 A9 A8 

A8 A17 A8 A7 A8 A18 A8 A7 

A7 A16 A7 A6 A7 A17 A7 A6 

A6 A15 A6 A5 A6 A16 A6 A5 

A5 A14 A5 A4 A5 A15 A5 A4 

A4 A13 A4 A3 A4 A14 A4 A3 

A3 A12 A3 A2 A3 A13 A3 A2 

A2 A11 A2 A1 A2 A12 A2 A1 

A1 A10 A1 A0 

アドレス 

A1 A11 A1 A0 

アドレス 

A0 A9 A0  未使用 A0 A10 A0  未使用 

接続メモリ例 接続メモリ例 

128Mビット品（2Mワード×16ビット×4バンク、カラム 9ビット品）1個 256Mビット品（4Mワード×16ビット×4バンク、カラム 10ビット品）1個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 
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表 12.17 A2/3BSZ［1:0］、A2/3ROW［1:0］、A2/3COL［1:0］とアドレスマルチプレクスの関係（6） 

設定 設定 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

A2/3 

BSZ 

［1:0］ 

A2/3 

ROW 

［1:0］ 

A2/3 

COL 

［1:0］ 

10 

（16bit） 

10 

（13bit） 

01 

（9bit） 

 

10 

（16bit）

10 

（13bit） 

10 

（10bit） 

 

本 LSIの

出力端子 

出力される 

ロウアドレス 

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子

機能 本 LSIの

出力端子

出力される 

ロウアドレス

出力される 

カラムアドレス

シンクロナス

DRAMの端子 

機能 

A17 A26 A17 A17 A27 A17 

A16 A25 A16 

 未使用 

A16 A26 A16 

 未使用 

A15 A24*2 A24*2 A14（BA1） A15 A25*2 A25*2 A14（BA1） 

A14 A23*2 A23*2 A13（BA0） 

バンク指定 

A14 A24*2 A24*2 A13（BA0） 

バンク指定 

A13 A22 A13 A12 A13 A23 A13 A12 

A12 A21 A12 A11 

アドレス 

A12 A22 A12 A11 

アドレス 

A11 A20 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A11 A21 L/H*1 A10/AP アドレス／プ

リチャージ 

指定 

A10 A19 A10 A9 A10 A20 A10 A9 

A9 A18 A9 A8 A9 A19 A9 A8 

A8 A17 A8 A7 A8 A18 A8 A7 

A7 A16 A7 A6 A7 A17 A7 A6 

A6 A15 A6 A5 A6 A16 A6 A5 

A5 A14 A5 A4 A5 A15 A5 A4 

A4 A13 A4 A3 A4 A14 A4 A3 

A3 A12 A3 A2 A3 A13 A3 A2 

A2 A11 A2 A1 A2 A12 A2 A1 

A1 A10 A1 A0 

アドレス 

A1 A11 A1 A0 

アドレス 

A0 A9 A0  未使用 A0 A10 A0  未使用 

接続メモリ例 接続メモリ例 

256Mビット品（4Mワード×16ビット×4バンク、カラム 9ビット品）1個 512Mビット品（8Mワード×16ビット×4バンク、カラム 10ビット品）1個 

【注】 *1 L/Hはコマンド指定に使われるビットであり、アクセスモードによってローまたはハイに固定されます。 

 *2 バンクアドレス指定 

 

（3） バーストリード 

本 LSIでバーストリードが発生する条件は以下のとおりです。 

1. データバス幅よりもリードのアクセスサイズが大きいとき 

2. キャッシュミス時の16バイト転送時 

3. DMAC、E-DMACでの16バイト転送（ノンキャッシャブル領域アクセス）のとき 

 

本 LSIは、SDRAMに対し常にバースト長 1でアクセスします。たとえば、32ビットのデータバスに接続され

たSDRAMから連続して 16バイト分のデータを読み出すときは、バースト長 1のリードを 4回連続して行います。

このときのアクセスをバースト数 4と呼びます。表 12.18にアクセスサイズとバースト数の関係を示します。 
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表 12.18 アクセスサイズとバースト数の関係 

バス幅 アクセスサイズ バースト数 

8ビット 1 

16ビット 1 

32ビット 2 

16ビット 

16バイト 8 

8ビット 1 

16ビット 1 

32ビット 1 

32ビット 

16バイト 4 

 

バーストリード時のタイミングチャートを図 12.14と図 12.15に示します。バーストリードでは ACTVコマン

ド出力を行う Trサイクルに続いて、READコマンドを Tc1、Tc2、Tc3サイクルに、READAコマンドを Tc4サイ

クルに発行し、Td1から Td4のサイクルに外部クロック（CKIO）の立ち上がりでリードデータを受け取ります。

Tapサイクルは SDRAM内部で READAコマンドによるオートプリチャージの完了を待つサイクルであり、この間

は同一のバンクに対して新たなコマンドの発行は行いません。ただし、別の CS空間や同じ SDRAMの異なるバン

クに対するアクセスは可能です。CS3WCRのWTRP1およびWTRP0の指定によって Tapのサイクル数を決定し

ます。 

本 LSIでは、様々な周波数で SDRAMと接続するために CSnWCRの各ビットを設定することによりウェイトサ

イクルを挿入することができます。各種ウェイトの設定を行った例が図 12.15となります。ACTVコマンド出力

サイクル Trから READAコマンド出力サイクル Tc1までのサイクル数は、CS3WCRのWTRCD1およびWTRCD0

ビットによって指定することができます。WTRCD1およびWTRCD0の設定が 1サイクル以上の場合は、Trサイ

クルと Tc1サイクルの間に NOPコマンド発行サイクル Trwサイクルが挿入されます。READAコマンド出力サイ

クル Tc1からリードデータ取り込みサイクル Td1までのサイクル数は、CS2WCRの A2CL1と A2CL0ビットおよ

び CS3WCRの A3CL1と A3CL0ビットによって CS2と CS3の空間でそれぞれ独立に指定することができます。

このサイクル数は、シンクロナス DRAMの CASレイテンシに相当します。シンクロナス DRAMの CASレイテ

ンシの仕様は 3サイクルまでですが、本 LSIでは、1サイクルから 4サイクルまで設定できます。これは、本 LSI

とシンクロナス DRAMの間にラッチを含む回路を設けて接続するためのものです。 
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Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

Tap

DACKn*2

Tr Tc2 Tc3Tc1
Td4

Tde
Td2 Td3Td1

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2 DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.14 バーストリード基本タイミング（オートプリチャージ） 
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Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

Tap

DACKn*2

Tr Tc2 Tc3Tc1
Td4

Tde
Td2 Td3Td1

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形

Trw
Tw

 

図 12.15 バーストリードウェイト指定タイミング（オートプリチャージ） 
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（4） シングルリード 

ノンキャッシャブル領域でかつデータバス幅がアクセスサイズ以上のときは、リードアクセスは 1回で終了し

ます。これをシングルリードと呼びます。SDRAMは、バーストリード／シングルライトのモードでバースト長 1

に設定しているので必要なデータのみ出力します。このため、キャッシュスルー領域をアクセスしても無駄なバ

スサイクルは、発生しません。 

シングルリードの基本タイミングチャートを図 12.16に示します。 

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

Tap

DACKn*2

Tr Tc1 TdeTd1

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.16 シングルリードの基本タイミング（オートプリチャージ） 

 

（5） バーストライト 

本 LSIでバーストライトが発生する条件は、以下のとおりです。 

1. データバス幅よりもライトのアクセスサイズが大きいとき 

2. キャッシュのコピーバックが発生したとき 

3. DMAC、E-DMACでの16バイト転送（ノンキャッシャブル領域アクセス）のとき 

 

本 LSIは、SDRAMに対し常にバースト長 1でアクセスします。たとえば、32ビットのデータバスに接続され

たSDRAMから連続して 16バイト分のデータを書き込むときは、バースト長 1のライトを 4回連続して行います。

アクセスサイズとバースト数の関係は、表 12.18に従います。 
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図 12.17にバーストライト時のタイミングチャートを示します。バーストライトでは ACTVコマンド出力を行

う Trサイクルに続いてWRITコマンドを Tc1、Tc2、Tc3サイクルに、オートプリチャージを行うWRITAコマン

ドを Tc4サイクルに発行します。ライトサイクルでは、ライトデータはライトコマンドと同時に出力します。オ

ートプリチャージ付きライトコマンド出力後は、オートプリチャージが起動されるまでの時間を待つ Trwlサイク

ル、そしてオートプリチャージの完了を待つ Tapサイクルが続きます。Tapサイクルは SDRAM内部でWRITAコ

マンドによるオートプリチャージの完了を待つサイクルであり、この間は同一のバンクに対して新たなコマンド

の発行は行いません。ただし、別の CS空間や同じ SDRAMの異なるバンクに対するアクセスは可能です。Trwl

サイクルは CS3WCRの TRWL1と TRWL0ビット、および Tapサイクルは CS3WCRのWTRP1とWTRP0ビット

の指定で決定されます。 

Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

Tap

DACKn*2

Tr Tc2 Tc3Tc1 Trwl

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.17 バーストライト基本タイミング（オートプリチャージ） 
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（6） シングルライト 

ノンキャッシャブル領域でかつデータバス幅がアクセスサイズ以上のときは、ライトアクセスは 1回で終了し

ます。これをシングルライトと呼びます。シングルライトの基本タイミングチャートを図 12.18に示します。 

 

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

Tap

DACKn*2

Tr Tc1 Trwl

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.18 シングルライト基本タイミング（オートプリチャージ） 

 

（7） バンクアクティブ 

同一のロウアドレスに対するアクセスを高速実行するため、SDRAMのバンク機能を使用することができます。

SDCRの BACTVビットが 1の場合は、オートプリチャージなしのコマンド（READまたはWRIT）を使用してア

クセスを行います。これをバンクアクティブ機能といいます。ただし、バンクアクティブ機能が有効なのは、エ

リア 3に対してのみです。エリア 3をバンクアクティブモードに設定している場合は、エリア 2空間は通常空間

またはバイト選択付き SRAMに設定してください。エリア 2およびエリア 3の両空間を SDRAM設定とする場合

は、オートプリチャージモードとしてください。 
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バンクアクティブ機能を用いた場合は、アクセスが終了してもプリチャージは行われません。同じバンクの同

じロウアドレスにアクセスする場合は、ACTVコマンドを発行せずに、ただちに READまたはWRITコマンドを

発行することができます。SDRAMの内部は複数のバンクに分かれているので、それぞれのバンクで 1つずつのロ

ウアドレスをアクティブ状態としておくことができます。次のアクセスが異なるロウアドレスに対するものであ

った場合には、最初に PREコマンドを発行して当該バンクのプリチャージを行い、プリチャージ完了後 ACTVコ

マンド、READまたはWRITコマンドの順に発行します。異なるロウアドレスに対するアクセスが続く場合には、

アクセス要求があってからプリチャージを行うため、かえってアクセス時間が延びてしまう可能性があります。

PREコマンド発行から ACTVコマンド発行までのサイクル数は、CSnWCRのWTRP[1:0]ビットで指定します。 

書き込みの場合は、オートプリチャージを行うと、WRITAコマンド発行後 Trwl＋Tapサイクルの間同一バンク

に対してコマンドを発行できません。バンクアクティブモードを用いると、同一ロウアドレスの場合には続けて

READまたはWRITコマンドを発行することができます。したがって、1つの書き込みごとに Trwl＋Tapサイクル

だけサイクル数を短縮することができます。 

各バンクをアクティブ状態にしておける時間（tRAS）には、制限があります。プログラムの実行によって、こ

の制限を守る周期で異なるロウアドレスにアクセスする保証がない場合には、リフレッシュ周期を tRAS以下に設

定する必要があります。 

図 12.19にオートプリチャージのないバーストリードサイクルを、図 12.20には同一のロウアドレスに対する

バーストリードサイクルを、図 12.21には異なるロウアドレスに対するバーストリードサイクルを示します。同

様に、図 12.22にオートプリチャージのないシングルライトサイクルを、図 12.23に同一のロウアドレスに対す

るシングルライトサイクルを、図 12.24には異なるロウアドレスに対するシングルライトサイクルを示します。 

図 12.20において READコマンドを発行する Tcサイクルに先立って、何も行わない Tnopサイクルが挿入され

ています。これは SDRAMからのデータリード時に、読み出しバイト指定を行う DQMxx信号について、2サイク

ルのレイテンシを守るために挿入されています。CASレイテンシが 2以上の場合には、Tcサイクル以降に DQMxx

信号をアサートしても 2サイクルのレイテンシが守られるので、Tnopサイクルの挿入は行われません。 

バンクアクティブ機能が設定されている空間のそれぞれのバンクに対するアクセスのみを見た場合は、同一の

ロウアドレスに対するアクセスが続く限り、図 12.19または図 12.22で始まり、図 12.20または図 12.23をくり

返します。間に別の空間や別のバンクに対するアクセスがあっても影響しません。バンクアクティブ中に別のロ

ウアドレスに対するアクセスが発生した場合は、図 12.20または図 12.23のかわりに図 12.21または図 12.24の

バスサイクルを行います。バンクアクティブモードでも、リフレッシュサイクルの後またはバスアービトレーシ

ョンによるバス解放の後は、すべてのバンクが非アクティブな状態になります。 
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Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

DACKn*2

Tr Tc2 Tc3Tc1
Td4Td2 Td3Td1

Tde

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.19 バーストリードタイミング（オートプリチャージなし） 

Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx

D31～D0

DACKn*2

Tc2 Tc3Tc1Tnop
Td4

Tde
Td2 Td3Td1

A12/A11*1

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.20 バーストリードタイミング（バンクアクティブ、同一ロウアドレス） 
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Tc4

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Tc2 Tc3Tc1
Td4Td2 Td3Td1

A12/A11*1

TdeTr

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形

DQMxx

 

図 12.21 バーストリードタイミング（バンクアクティブ、異なるロウアドレス） 

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

DACKn*2

Tr Tc1

A12/A11*1

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形 

図 12.22 シングルライトタイミング（オートプリチャージなし） 
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CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

DACKn*2

Tnop Tc1

A12/A11*1

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.23 シングルライトタイミング（バンクアクティブ、同一ロウアドレス） 

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Tc1

A12/A11*1

Tr

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形 

図 12.24 シングルライトタイミング（バンクアクティブ、異なるロウアドレス） 
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（8） リフレッシュ 

BSCは、SDRAMのリフレッシュを制御する機能を備えています。SDCRの RFSHビットを 1に、RMODEビッ

トを 0に設定することによって、オートリフレッシュを行うことができます。また、RTCSRの RRC[2:0]ビットを

設定することにより、連続してリフレッシュを発生させることができます。さらに、長時間 SDRAMにアクセス

しないときは、RFSHビットと RMODEビットをともに 1にすることによって、消費電力が少ないセルフリフレ

ッシュを起動することができます。 

（a） オートリフレッシュ 

RTCSRの CKS[2:0]ビットで選択した入力クロックと、RTCORに設定した値とで決まる間隔で RTCSRの

RRC[2:0]に設定した回数のリフレッシュが行われます。使用する SDRAMのリフレッシュ間隔規定を満たすよう

に、各レジスタの設定を行ってください。最初に RTCOR、RTCNT、SDCRの RFSHビットおよび、RMODEビッ

トの設定を行い、次いで RTCSRの CKS[2:0]ビットおよび、RRC[2:0]ビットの設定を行ってください。CKS[2:0]

によって入力クロックを選択すると、RTCNTはそのときの値からカウントアップを開始します。RTCNTの値は

常に RTCORの値と比較されており、両者の値が一致するとリフレッシュ要求が発生し、RRC[2:0]に設定された回

数のオートリフレッシュが実行されます。同時に RTCNTは 0にクリアされ、カウントアップが再開されます。 

図 12.25にオートリフレッシュサイクルのタイミングを示します。オートリフレッシュが起動されると、プリ

チャージ中のバンクがある場合は、その完了を待った後、すべてのバンクをアクティブ状態からプリチャージ状

態にするため、Tpサイクルで PALLコマンドを発行します。次いで、CSnWCRのWTRP[1:0]ビットで設定された

数のアイドルサイクル挿入後、REFコマンドを Trrサイクルに発行します。Trrサイクル後 CSnWCRのWTRC[1:0]

ビットで指定されるサイクル数の間は、新たなコマンドの発行は行いません。SDRAMのリフレッシュサイクル時

間の規定（tRC）を満たすようにWTRC[1:0]を設定する必要があります。CSnWCRのWTRP[1:0]ビットの設定値

が 1サイクル以上の場合は、Tpサイクルと Trrサイクルの間に NOPサイクルが挿入されます。 
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CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Trr

A12/A11*1

Trc Trc Trc

Hi-z

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.25 オートリフレッシュタイミング 

（b） セルフリフレッシュ 

セルフリフレッシュは、SDRAMの内部でリフレッシュタイミングとリフレッシュアドレスを生成する一種の

スタンバイモードです。SDCRの RFSHビットと RMODEビットをともに 1にすることによって起動します。セ

ルフリフレッシュが起動されると、プリチャージ中のバンクがある場合は、その完了を待った後、Tpサイクルで

PALLコマンドを発行します。次いで、CSnWCRのWTRP[1:0]ビットで設定されたアイドルサイクルを挿入後、

SELFコマンドを発行します。セルフリフレッシュ状態の間は、SDRAMにアクセスすることができません。セル

フリフレッシュの解除は、RMODEビットを 0にすることによって行われます。セルフリフレッシュ解除後、

CSnWCRのWTRC[1:0]ビットで指定されるサイクル数の間はコマンドの発行を行いません。 

セルフリフレッシュのタイミングを図 12.26に示します。セルフリフレッシュ解除後、ただちにオートリフレ

ッシュが正しい間隔で行われるように設定を行ってください。オートリフレッシュの設定をしている状態からセ

ルフリフレッシュにした場合は、セルフリフレッシュ解除時に RFSH＝1、RMODE＝0とすれば、オートリフレッ

シュが再開されます。セルフリフレッシュ解除からオートリフレッシュ開始までに時間がかかる場合には、

（RTCORの値－1）を RTCNTに設定することにより、ただちにオートリフレッシュを開始することができます。 

セルフリフレッシュに設定した後は、本 LSIをスタンバイ状態にした場合にもセルフリフレッシュ状態は継続

され、割り込みによるスタンバイ状態からの復帰後もセルフリフレッシュ状態が保持されます。 

マニュアルリセットによってもセルフリフレッシュ状態が解除されることはありません。 

パワーオンリセットの場合には、BSCのレジスタが初期化されるため、セルフリフレッシュ状態が解除されま

す。 
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CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Trr

A12/A11*1

Trc Trc Trc

Hi-z

Trc Trc

CKE

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.26 セルフリフレッシュタイミング 

 

（9） リフレッシュ要求とバスサイクルの関係 

バスサイクル実行中にリフレッシュ要求が発生した場合は、リフレッシュの実行はバスサイクルの完了まで待

たされます。また、バスアービトレーション機能でバスを解放しているときにリフレッシュ要求が発生した場合

は、バス権を獲得するまでリフレッシュの実行は待たされます。本 LSIはリフレッシュの実行が待たされている

間にバス権を要求する信号として、REFOUT端子を設けています。バス権を獲得するまで、REFOUTをアサート

（ローレベル）し続けます。 

リフレッシュの実行を待たされている状態で新たなリフレッシュ要求が発生した場合には、前のリフレッシュ

要求は消滅します。リフレッシュを正しく行うためには、リフレッシュ間隔よりも長いバスサイクルや、バス権

の占有が起こらないようにする必要があります。 

セルフリフレッシュ中にバス権要求が発生しても、バスの解放はセルフリフレッシュが解除されるまで行われ

ません。 
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（10）低周波数モード 

SDCRの SLOWビットを 1に設定すると、コマンド、アドレス、ライトデータの出力、およびリードデータの

取り込みを、SDRAMを低周波数で動作させるのに適したタイミングで行います。 

図 12.27に低周波数モードでのアクセスタイミングを示します。このモードでは、コマンド、アドレス、ライ

トデータを通常より半サイクル遅い CKIOの立ち下がりに同期して出力します。また、リードデータを通常より

半サイクル早い CKIOの立ち下がりで取り込みます。これにより、コマンド、アドレス、ライトデータ、リード

データのホールド時間を延長することができます。 

SLOWビットを 1に設定して高周波数で SDRAMを動作させると、コマンド、アドレス、ライトデータ、リー

ドデータのセットアップ時間が確保できなくなる可能性があります。SLOWビットの設定は、動作周波数やボー

ドのタイミング設計を考慮して決定してください。 

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tc1

DACKn*2

Tr Td1

A12/A11*1

Tde Tap Tr Tc1 Tnop Trwl Tap

CKE

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形

(High)

 

図 12.27 低周波数モードでのアクセスタイミング 
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（11）パワーダウンモード 

SDCRの PDOWNビットを 1に設定すると、非アクセス時には CKEを Lレベルにして SDRAMをパワーダウン

モードに遷移させます。これにより非アクセス時の消費電力を大幅に抑えることができます。ただし、アクセス

発生時には SDRAMのパワーダウンモードを解除するために CKEをアサートするサイクルが挿入されるため、1

サイクルのオーバヘッドが発生します。図 12.28にパワーダウンモードでのアクセスタイミングを示します。 

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

Tnop

DACKn*2

Power-down Tr

A12/A11*1

Tc1 Td1 Tde Tap Power-down

CKE

DQMxx

【注】 *1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子
*2   DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 12.28 パワーダウンモードでのアクセスタイミング 
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（12）パワーオンシーケンス 

SDRAMを使用するためには、パワーオン後、SDRAMに対してモード設定を行う必要があります。SDRAMの

初期化を正しく行うためには、まず BSCのレジスタを設定した後、SDMR2あるいは SDMR3レジスタをアクセス

することにより SDRAMのモードレジスタに対する書き込みを行います。SDRAMのモードレジスタの設定は CSn、

RAS、CAS、および RD/WRの組み合わせで、その時点のアドレス信号の値が SDRAMに取り込まれます。設定し

たい値を Xとすると X＋（エリア 2：H'A4FD4000、エリア 3：H'A4FD5000）番地にワードライトを行うことによ

って、値 Xが SDRAM内のモードレジスタに書き込まれます。このときライトデータは、無視されます。本 LSI

でサポートしているバーストリード／シングルライト（バースト長 1）またはバーストリード／バーストライト（バ

ースト長 1）、CASレイテンシ 2～3、ラップタイプ＝シーケンシャル、およびバースト長 1を設定するには、表

12.19に示すアクセスアドレスに任意のデータをワードライトします。このとき、外部アドレス端子の A12以上

のビットには 0が出力されます。 
 

表 12.19 SDRAMモードレジスタライト時のアクセスアドレス 

• エリア2設定（SDMR2） 

バーストリード／シングルライト（バースト長 1）の場合 

データバス幅 CASレイテンシ アクセスアドレス 外部アドレス端子 

16ビット 2 H'A4FD4440 H'0000440 

 3 H'A4FD4460 H'0000460 

32ビット 2 H'A4FD4880 H'0000880 

 3 H'A4FD48C0 H'00008C0 

 

バーストリード／バーストライト（バースト長 1）の場合 

データバス幅 CASレイテンシ アクセスアドレス 外部アドレス端子 

16ビット 2 H'A4FD4040 H'0000040 

 3 H'A4FD4060 H'0000060 

32ビット 2 H'A4FD4080 H'0000080 

 3 H'A4FD40C0 H'00000C0 

 

• エリア3設定（SDMR3） 

バーストリード／シングルライト（バースト長 1）の場合 

データバス幅 CASレイテンシ アクセスアドレス 外部アドレス端子 

16ビット 2 H'A4FD5440 H'0000440 

 3 H'A4FD5460 H'0000460 

32ビット 2 H'A4FD5880 H'0000880 

 3 H'A4FD58C0 H'00008C0 
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バーストリード／バーストライト（バースト長 1）の場合 

データバス幅 CASレイテンシ アクセスアドレス 外部アドレス端子 

16ビット 2 H'A4FD5040 H'0000040 

 3 H'A4FD5060 H'0000060 

32ビット 2 H'A4FD5080 H'0000080 

 3 H'A4FD50C0 H'00000C0 

 

モードレジスタ設定タイミングを図 12.29に示します。まず全バンクプリチャージコマンド（PALL）を発行し、

次いでオートリフレッシュコマンド（REF）を 8回発行します。そして最後に、モードレジスタ書き込みコマン

ド（MRS）を発行します。PALLと 1回目の REFの間に CSnWCRのWTRP[1:0]ビットに設定した数のアイドルサ

イクルが挿入され、REFと REFおよび 8回目の REFとMRSの間に CSnWCRのWTRC[1:0]ビットに設定した数

のアイドルサイクルが挿入されます。また、MRSと次に発行するコマンドの間に 1サイクル以上のアイドルサイ

クルが挿入されます。 

SDRAMは全バンクプリチャージ（PALL）に先立って、電源投入後に一定のアイドル時間を確保しなければな

りません。必要なアイドル時間は、SDRAMのマニュアルを参照してください。リセット信号のパルス幅がこのア

イドル時間より長い場合には、ただちにモードレジスタの設定を行っても問題ありませんが、短い場合は注意す

る必要があります。 

CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx 

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Trr

A12/A11*1

【注】�*1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子�
*2 DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

Trc Trc Tmw

Hi-Z

TnopTrc Trr Trc
REF REF MRSPALL

 

図 12.29 SDRAMモードレジスタ書き込みタイミング（JEDEC準拠） 
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（13）ローパワーSDRAM 

ローパワーSDRAMは、通常の SDRAMと同様のプロトコルによりアクセス可能なメモリです。 

ローパワーSDRAMと通常 SDRAMの仕様上の相違点は、セルフリフレッシュ時にメモリの一部のみセルフリ

フレッシュ状態にするパーシャルリフレッシュや、ユーザの使用条件（温度）によるリフレッシュ時の低電力化

を行うなどの制御を細やかに設定できる事です。パーシャルリフレッシュは、ある特定の領域以外はワークエリ

アでデータが失われても問題ないシステムに有効です。詳細は、ご使用になるローパワーSDRAMのデータシート

をご覧ください。 

ローパワーSDRAMには、通常の SDRAMと同じモードレジスタに加え拡張モードレジスタを備えています。

拡張モードレジスタ書き込みコマンドはEMRSと呼ばれ、本LSIではEMRSコマンド発行をサポートしています。 

EMRS発行は、下記の表に従います。たとえば H'A4FD5XXXに H'0YYYYYYYのデータをロングワードでライ

トすると、CS3空間に対して PALL→REF×8→MRS→EMRSのシーケンスでコマンドを発行します。そしてMRS

発行時のアドレスは H'0000XXXに、および EMRS発行時のアドレスは H'YYYYYYYになります。また

H'A4FD5XXXに H'1YYYYYYYのデータをロングワードでライトすると、CS3空間に対して PALL→MRS→EMRS

のシーケンスでコマンドを発行します。 
 

表 12.20 EMRSコマンド発行時の出力アドレス 

発行コマンド アクセス 

アドレス 

アクセスデータ ライト 

アクセス 

サイズ 

MRSコマンド時 

発行アドレス 

EMRSコマンド時

発行アドレス 

CS2 MRS H'A4FD4XXX H'******** 16ビット H'0000XXX -------- 

CS3 MRS H'A4FD5XXX H'******** 16ビット H'0000XXX -------- 

CS2 MRS＋EMRS 

（リフレッシュあり） 

H'A4FD4XXX H'0YYYYYYY 32ビット H'0000XXX H'YYYYYYY 

CS3 MRS＋EMRS 

（リフレッシュあり） 

H'A4FD5XXX H'0YYYYYYY 32ビット H'0000XXX H'YYYYYYY 

CS2 MRS＋EMRS 

（リフレッシュなし） 

H'A4FD4XXX H'1YYYYYYY 32ビット H'0000XXX H'YYYYYYY 

CS3 MRS＋EMRS 

（リフレッシュなし） 

H'A4FD5XXX H'1YYYYYYY 32ビット H'0000XXX H'YYYYYYY 
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CKIO

A25～A0

RD/

DQMxx 

D31～D0

Tpw

DACKn*4

Tp Trr

A12/A11*3

BA1*1

BA0*2

【注】�*1 SDRAMのBA1端子に接続するアドレス端子�
� *2 SDRAMのBA0端子に接続するアドレス端子�
� *3 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子�

*4 DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

Trc Trc Tmw

Hi-Z

TnopTrc Trr Trc
REF REF MRS

Temw Tnop
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図 12.30 EMRSコマンド発行タイミング 
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• ディープパワーダウンモード 

ローパワーSDRAMには、ディープパワーダウンモードという低消費電力モードもあります。パーシャルセ

ルフリフレッシュが、ある特定領域のみセルフリフレッシュを行うのに対して、ディープパワーダウンモー

ドではメモリ全体のセルフリフレッシュ動作を行いません。本モードは、メモリ全体を作業エリアとして用

いるシステムに有効です。 

 

SDCRの DEEPビットを 1、RFSHビットを 1に設定した状態で RMODEビットに 1を書き込むと、ローパワー

SDRAMはディープパワーダウンモードに遷移します。RMODEビットに 0を書き込む CKEがハイレベルとなり

ディープパワーダウンモードは、解除されます。ディープパワーダウン解除後のアクセスは、パワーアップシー

ケンスをやり直してから行ってください。 

CKIO

CKE

A25～A0

RD/

DQMxx 

D31～D0

Tpw

DACKn*2

Tp Tdpd

A12/A11*1

【注】�*1 SDRAMのA10端子に接続するアドレス端子�
*2 DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

Trc

Hi-Z

Trc Trc Trc Trc

 

図 12.31 ディープパワーダウンモード遷移タイミング 
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12.5.6 バースト ROM（クロック非同期）インタフェース 

バースト ROM（クロック非同期）インタフェースは、バーストモードあるいはページモードなどと呼ばれるア

ドレスの切り換えによって、高速に読み出しのできる機能を有するメモリをアクセスするためのものです。基本

的には通常空間と同じようなアクセスを行いますが、最初のサイクルを終了する際に RD信号のネゲートを行わ

ず、アドレスのみを切り換えて、2回目以降のアクセスを行います。2回目以降のアクセスでは、アドレスの変化

が CKIOの立ち下がりになります。 

最初のアクセスサイクルに対しては、CSnWCRのW[3:0]ビットに設定された数のウェイトサイクルが挿入され

ます。2回目以降のアクセスサイクルに対しては、CSnWCRの BW[1:0]ビットに設定された数のウェイトサイクル

が挿入されます。 

バースト ROM（クロック非同期）アクセス時は、BS信号は最初のアクセスサイクルに対してのみアサートさ

れます。また、外部ウェイト入力も最初のアクセスサイクルにのみ有効です。 

バースト ROM（クロック非同期）インタフェースでバースト動作を行わないシングルアクセスおよびライトア

クセス時は、通常空間と同じアクセスタイミングになります。 

表 12.21にバス幅およびアクセスサイズとバースト数の関係を、図 12.32にタイムチャートを示します。 
 

表 12.21 バス幅およびアクセスサイズとバースト数の関係 

バス幅 BENビット アクセスサイズ バースト数 アクセス回数 

8ビット 影響なし 8ビット 1 1 

影響なし 16ビット 2 1 

影響なし 32ビット 4 1 

0 16 1 

 

1 

16バイト 

4 4 

16ビット 影響なし 8ビット 1 1 

影響なし 16ビット 1 1 

影響なし 32ビット 2 1 

0 8 1 

 

1 

16バイト 

2 4 

32ビット 影響なし 8ビット 1 1 

影響なし 16ビット 1 1 

影響なし 32ビット 1 1 

 

影響なし 16バイト 4 1 
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CKIO

アドレス

RD

D31～D0

DACK

WAIT

CSn

T1 Tw Tw TB2 Twb TB2 Twb TB2 Twb    T2

RD/WR

BS

 

図 12.32 バースト ROM（クロック非同期）アクセス 

（バス幅 32ビット 16バイト転送（バースト数 4）、初回アクセスウェイト 2、2回目以降アクセスウェイト 1） 

 

12.5.7 バイト選択付き SRAMインタフェース 

バイト選択付き SRAMインタフェースは、リードまたはライトいずれのバスサイクルでもバイト選択端子（WEn

（BEn））を出力するメモリインタフェースです。このインタフェースは 16ビットのデータ端子を持ち、UBあ

るいはLBのような上位バイト選択端子および下位バイト選択端子のある SRAMをアクセスするためのものです。 

CSnWCRレジスタの BASビットが 0（初期値）のとき、バイト選択付き SRAMインタフェースのライトアクセ

スタイミングは、通常空間インタフェースと同一です。一方、リード動作では、WEn（BEn）端子のタイミング

が通常空間インタフェースと異なり、WEn（BEn）端子からバイト選択信号を出力します。図 12.33に基本アク

セスタイミングを示します。特にライト時は、バイト選択端子（WEn（BEn））のタイミングでメモリに書き込

まれます。ご使用になるメモリのデータシートをご確認ください。 

CSnWCRレジスタの BASビットが 1のとき、WEn（BEn）端子と RD/WR端子のタイミングが変化します。図

12.34に基本アクセスタイミングを示します。特にライト時は、ライトイネーブル端子（RD/WR）のタイミング

でメモリに書き込まれます。RD/WR端子のネゲートタイミングからのライトデータのホールドタイミングは、

CSnWCRの HW[1:0]ビットを設定することにより確保してください。図 12.35にソフトウェイト設定時のアクセ

スタイミングを示します。 
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図 12.33 BAS＝0 バイト選択付き SRAM基本アクセスタイミング 
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図 12.34 BAS＝1 バイト選択付き SRAM基本アクセスタイミング 
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D31～D0

リード時�
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DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

Th T1 Tw

RD/

D31～D0
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図 12.35 BAS＝1 バイト選択付き SRAMウェイトタイミング（ソフトウェイトのみ） 
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図 12.36 32ビットデータ幅バイト選択付き SRAM接続例 
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図 12.37 16ビットデータ幅バイト選択付き SRAM接続例 
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12.5.8 PCMCIAインタフェース 

本 LSIでは、CMNCRのMAPビットにてアドレスマップ（2）を選択した場合、エリア 5、エリア 6で PCMCIA

インタフェースの設定が可能です。物理空間のエリア 5およびエリア 6は CSnBCR（n＝5B、6B）の TYPE[3:0]

ビットを B'0101に設定することで、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1 Rev2.1）で定める「ICメモリカードおよび

I/Oカードインタフェース」になります。また、CSnWCR（n＝5B、6B）の SA[1:0]ビットにより各エリアの前半

32MBと後半の 32MBに対して ICメモリカードあるいは I/Oカードインタフェースに設定できます。たとえば、

CS5BWCRの SA1ビットを 1に、また CS5BWCRの SA0ビットを 0に設定すると前半の 32MBが ICメモリカー

ドインタフェースおよび後半の 32MBが I/Oカードインタフェースとなります。 

PCMCIAインタフェースを使用する場合は、CS5BBCRの BSZ[1:0]ビットもしくは CS6BBCRの BSZ[1:0]ビット

によって、バスサイズは 8ビットまたは 16ビットに設定してください。 

図 12.38に本 LSIと PCMCIAカードの接続例を示します。PCMCIAカードは活性挿入（システムの電源を供給

中にカードの抜き差しを行うこと）を行えるようにするため、本 LSIのバスインタフェースと PCMCIAカードの

間に 3-Stateバッファを接続する必要があります。 

JEIDAおよび PCMCIAの規格では、ビッグエンディアンモードでの動作が明確に規定されていないため、本 LSI

のビッグエンディアンモードの PCMCIAインタフェースは独自にインタフェースを規定しています。 

本LSI
PCカード

（メモリ／IO）

A25～A0 

D7～D0 
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CE2
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WE/PGM

IORD
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D7～D0

D15～D8

RD/WR

CE1A

CE2A

RD

WE

ICIORD

ICIOWR

I/O ポート

WAIT

IOIS16

G

G
DIR

G

G

DIR

D15～D8

WAIT

IOIS16

CD1、CD2
カード

検出回路
 

図 12.38 PCMCIAインタフェース接続例 
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（1） メモリカードインタフェース基本タイミング 

図 12.39に PCMCIAの「ICメモリカードインタフェース」の基本タイミングを示します。物理空間のエリア 5

およびエリア 6を PCMCIAインタフェースに設定した場合は、各エリアのコモンメモリ空間をアクセスすると自

動的に「ICメモリカードインタフェース」としてバスアクセスが行われます。外部バス周波数（CKIO）が高くな

ると、RDやWEに対してアドレス（A25～A0）、カードイネーブル（CE1A、CE2A、CE1B、CE2B）、書き込み

サイクル時の書き込みデータ（D15～D0）のセットアップ時間、およびホールド時間が足りなくなります。これ

に対して、本 LSIでは CS5BWCRもしくは CS6BWCRレジスタによって物理空間のエリア 5およびエリア 6の各

エリアに対して、それぞれセットアップ時間およびホールド時間を設定することができます。また、通常空間イ

ンタフェースと同じようにソフトウェアウェイトおよびWAIT端子によるハードウェアウェイトを行うことがで

きます。図 12.40に PCMCIAメモリバスウェイトタイミングを示します。 

Tpcm1w

CKIO

A25～A0

RD/

D15～D0 

D15～D0

リード時

ライト時

Tpcm2Tpcm1 Tpcm1w Tpcm1w

�

 

図 12.39 PCMCIAメモリカードインタフェース基本タイミング 
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リード時�
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図 12.40 PCMCIAメモリカードインタフェースウェイトタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェイト 1、ハードウェイト 1） 

ICメモリカードインタフェースとしてメモリ空間を 32Mバイトすべて使用する場合は、コモンメモリとアトリ

ビュートメモリの切り換え信号 REGはポート等を利用して生成します。また、メモリ空間が 16Mバイト以下で

足りる場合は、メモリ空間を 16Mバイトずつコモンメモリ空間とアトリビュートメモリ空間として使うことによ

り、A24端子を REG信号として利用することができます。 

32Mバイトの容量の場合（ ＝I/Oポートを使用）�

エリア5：H'14000000
アトリビュートメモリ／コモンメモリ

I/O空間�

アトリビュートメモリ／コモンメモリ

I/O空間�

エリア5：H'16000000

エリア6：H'18000000

エリア6：H'1A000000

16Mバイトの容量の場合（ ＝A24を使用）�

エリア5：H'14000000
アトリビュートメモリ

I/O空間�

エリア5：H'15000000

エリア5：H'16000000

H'17000000

エリア6：H'18000000

エリア6：H'19000000

エリア6：H'1A000000

H'1B000000

コモンメモリ�

アトリビュートメモリ

I/O空間�

コモンメモリ�

 

図 12.41 PCMCIA空間割り付け例（CS5BWCR.SA[1:0]＝B'10、CS6BWCR. SA[1:0]＝B'10） 
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（2） I/Oカードインタフェース基本タイミング 

図 12.42および図 12.43に PCMCIAの「I/Oカードインタフェース」のタイミングを示します。 

I/Oカードインタフェースと ICメモリカードインタフェースの切り換えは、アクセスするアドレスによって行

います。物理空間のエリア 5を PCMCIAに設定した場合は、物理アドレスの H'16000000～H'17FFFFFFをアクセ

スすると自動的に「I/Oカードインタフェース」としてバスアクセスが行われます。また、物理空間のエリア 6を

PCMCIAに設定した場合は、物理アドレスの H'1A000000～H'1BFFFFFFをアクセスすると自動的に「I/Oカードイ

ンタフェース」としてバスアクセスが行われます。 

PCMCIAの I/Oカードをアクセスする場合は、論理空間のキャッシュ非対象領域（P2か P3空間）か、MMUに

よってキャッシュ非対象領域と指定した領域で行ってください。 

リトルエンディアンモードで PCMCIAカードを I/Oカードインタフェースとしてアクセスする場合は、IOIS16

端子を使って、I/Oバス幅のダイナミックバスサイジングが行えます。エリア 6のバス幅を 16ビットに設定して

いるときに、ワードサイズの I/Oバスサイクル中に IOIS16信号がハイレベルの場合は、8ビット幅であると認識

され、実行中の I/Oバスサイクル中では 8ビット分しかデータアクセスを行わず、自動的に続けて残りの 8ビッ

ト分のデータアクセスを行います。 

IOIS16信号は、TED[3:0]ビットの設定を 1.5サイクル以上に設定したときの Tpci0、Tpci0w、および Tpci1サイ

クルにおける CKIOの立ち下がりでサンプリングされ、サンプリングポイントから CKIOの 1.5サイクル後に CE2

信号に反映されます。ご使用になる PCカードの ICIORDと ICIOWRから CEnのセットアップの規格を満たすよ

うに、TED[3:0]ビットを設定してください。 

ダイナミックバスサイジングの基本タイミングを図 12.44に示します。 

なお、ビッグエンディアンモードでは、IOIS16信号をサポートしません。ビッグエンディアンモード時には、

IOIS16信号をローレベルに固定してください。 
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図 12.42 PCMCIA I/Oカードインタフェース基本タイミング 

Tpci1w
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図 12.43 PCMCIA I/Oカードインタフェースウェイトタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェイト 1、ハードウェイト 1） 
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図 12.44 PCMCIA I/Oカードインタフェースダイナミックバスサイジングタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェイト 3） 



 

12. バスステートコントローラ（BSC） 

12-96  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

12.5.9 バースト ROM（クロック同期） 

バースト ROM（クロック同期）インタフェースは、シンクロナスバースト機能を有する ROMを高速にアクセ

スするためのものです。基本的には、通常空間と同じようなアクセスを行います。本インタフェースは、エリア 0

でのみ設定可能です。 

最初のアクセスサイクルに対しては、CS0WCRのW[3:0]ビットに設定された数のウェイトサイクルが挿入され

ます。2回目以降のアクセスサイクルに対しては、CS0WCRの BW[1:0]ビットに設定された数のウェイトサイクル

が挿入されます。 

バースト ROM（クロック同期）アクセス時は、BS信号は最初のアクセスサイクルに対してのみアサートされ

ます。また、外部ウェイト入力も最初のときにのみ有効です。 

メモリの設定は、バス幅が 16ビット時にはバースト長は 8に、32ビット時にはバースト長は 4に設定してくだ

さい。バス幅 8ビットはサポートしていません。本インタフェースではすべてのリードアクセスに対して、バー

スト動作を行います。たとえば 16ビットバス幅でにロングワードアクセス時は、必要な 2データの読み込みを行

った後に、残りの不要な 6データの空読み出しを行います。 

このような空読み出しサイクルは、メモリアクセスタイムの増加をもたらし、プログラム実行速度の低下およ

び DMA転送速度の低下を招くので、キャッシュフィルによる 16バイトリードや、DMAによる 16バイトリード

を有効に活用することが重要です。ライトアクセス時は、通常空間アクセスと同様のタイミングとなります。 
 

【注】 バースト ROM（クロック同期）へのアクセスは、必ずキャッシャブル空間としてアクセスしてください。 
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図 12.45 バースト ROM（クロック同期）アクセス 

（バースト長 8、初回アクセスウェイト 2、2回目以降アクセスウェイト 1） 
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12.5.10 アクセスサイクル間ウェイト 

LSIの動作周波数が高くなってきたため、低速なデバイスからのデータ出力が完了した際のデータバッファのオ

フが間に合わず、次のデバイスのデータ出力と衝突してデバイスの信頼度を低下させたり、誤動作を引き起こす

場合があります。これを防止するため、連続するアクセス間にウェイトを挿入して、データの衝突を回避する機

能を有しています。 

アクセスサイクル間ウェイトのサイクル数は、CSnBCRの IWW[2:0]ビット、IWRWD[2:0]ビット、IWRWS[2:0]

ビット、IWRRD[2:0]ビット、IWRRS[2:0]ビット、および CMNCRの DMAIW[2:0]ビット、DMAIWAビットで指

定します。アクセスサイクル間ウェイト（アイドルサイクル）は、以下の条件のとき挿入が可能です。 

1. 連続するアクセスがライト－リード、ライト－ライトの場合 

2. 連続するアクセスが別空間でかつリード－ライトの場合 

3. 連続するアクセスが同一空間でかつリード－ライトの場合 

4. 連続するアクセスが別空間でかつリード－リードの場合 

5. 連続するアクセスが同一空間でかつリード－リードの場合 

6. DMAシングル転送による外部デバイスデータ出力後の本LSIを含む別デバイスによるデータ出力の場合

（DMAIWA＝0） 

7. DMAシングル転送による外部デバイスデータ出力後にアクセス発生の場合（DMAIWA＝1） 

12.5.11 バスアービトレーション 

マスタとスレーブとの間でバス権を受け渡す際、接続されているデバイスの誤動作を防ぐため、バス解放に先

立ってすべてのバス制御信号をネゲート状態にします。バス権を受け取る場合にも、バス制御信号はネゲート状

態からドライブを開始します。バス権を受け渡すマスタとスレーブで同じ値に信号をドライブするので、出力バ

ッファの衝突は回避できます。バス制御信号のハイインピーダンス状態での外来ノイズによる誤動作を防ぐため

に、これらの制御信号にはプルアップ抵抗が必要となります。 

バス権の受け渡しはバスサイクルの切れ目で行われます。バス権を要求されたとき、バスサイクルを行ってい

なければ、ただちにバス権の解放を行います。バスサイクルの最中の場合は、バスサイクルが完了するまで待ち、

バス権の解放を行います。LSI外部から見るとバスサイクルを行っていない場合でも、アクセスサイクル間ウェイ

トを挿入するなど、内部的にはバスサイクルが開始されている場合があるため、CSn信号その他のバス制御信号

を見て、ただちにバスが解放されるかどうかを判断することはできません。バス解放が行われない状態を以下に

示します。 

1. キャッシュミスによる16バイト転送中 

2. キャッシュのコピーバック中 

3. TAS命令のリードサイクルとライトサイクル間 

4. データバス幅がアクセスサイズよりも小さいことによって生じる複数のバスサイクル（たとえば8ビットデー

タバス幅のメモリにロングワードアクセスを行う場合のバスサイクル間） 

5. DMAC、E-DMACでの16バイト転送時 

6. CMNCRレジスタのBLOCKビットを1に設定時 
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また、CMNCRレジスタの DPRTY[1:0]ビットによって、DMACバースト転送中にバス権使用要求の受け付けの

有無を選択可能です。 

本 LSIは、バス権要求を受けない限りバス権を保有しています。外部からのバス権要求 BREQのアサート（ロ

ーレベル）を受け、実行中のバスサイクルが終わり次第バスの解放を行い、バス使用許可 BACKをアサート（ロ

ーレベル）します。スレーブがバスを解放したことを示す BREQのネゲート（ハイレベル）を受けて BACKをネ

ゲート（ハイレベル）し、バスの使用を再開します。 

SDRAMは、アクティブなバンクがある場合、全バンクプリチャージコマンド（PALL）を発行し、これを完了

させた後バスの解放を行います。 

具体的なバス解放シーケンスは、次のとおりです。まず、CKIOの立ち上がりに同期してアドレスバスおよび、

データバスをハイインピーダンスにします。この 0.5サイクル後にバス使用許可信号を CKIOの立ち下がりに同期

してアサートします。これに続く CKIOの立ち上がりで、バス制御信号（BS、CSn、RAS、CAS、DQMxx、WEn

（BEn）、RD、および RD/WR）をハイインピーダンスにします。これらのバス制御信号は、遅くともハイインピ

ーダンスにする 1サイクル前には、ハイレベルにされています。バス権要求信号のサンプリングは、CKIOの立ち

下がりで行います。 

スレーブからバス権を再獲得するときのシーケンスは、次のとおりです。BREQのネゲートを CKIOの立ち下

がりで検出すると、1.5サイクル後にバス制御信号は、ハイレベルでドライブを開始します。これに続くクロック

の立ち下がりで、BACKをネゲートします。アドレスバスおよびデータバスのドライブを開始するのは、これに

続く CKIOの立ち上がりです。バス制御信号をアサートしてバスサイクルを実際に開始するのは、最も早い場合

にはアドレスおよびデータ信号をドライブするのと同じクロックの立ち上がりからです。バスアービトレーショ

ンタイミングを図 12.46に示します。 

ユーザが個別に設計したスレーブによっては、アービトレーションによるオーバヘッドを減少させるため、連

続して複数回のバスアクセスを発生しようとする場合があります。このようなケースでは、SDRAMの確実なリフ

レッシュを行うため、スレーブのバス占有時間がリフレッシュ周期を超えることなく、バス権を解放するように

設計を行う必要があります。そこで、本 LSIでは、リフレッシュの実行が待たされている間にバス権を要求する

信号として REFOUT端子を用意しています。そして、リフレッシュの実行が待たされている間バス権を獲得する

まで、REFOUTをアサート（ローレベル）します。外部のスレーブデバイスがこれを受けてバス権を解放すれば、

バス権が本 LSIに戻り、リフレッシュを実行することができます。 

また、BREQ、BACKのハンドシェイクによる外部バス解放には、少なからずオーバヘッドが存在します。スレ

ーブモジュールのタスクが多い場合は一度のバス権獲得により、複数回のバスサイクルを実行するようにシステ

ム設計を行ってください。バス権の受け渡しに必要なサイクルを減らすことによりシステム設計が容易になりま

す。 

CKIO

その他の
バス制御信号

A25～A0
D31～D0

 

図 12.46 バスアービトレーション 
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12.5.12 その他 

（1） リセット 

バスステートコントローラは、パワーオンリセットでのみ完全な初期化が行われます。パワーオンリセット時

には、バスサイクルの途中であるなしにかかわらずただちにすべての信号をネゲートし、出力バッファをオフに

します。また、制御レジスタはすべて初期化されます。スタンバイ、スリープ、およびマニュアルリセットでは、

バスステートコントローラの制御レジスタの初期化は一切行われません。マニュアルリセットが行われると、現

在実行中のバスサイクルはそのバスサイクルに限り終了まで実行され、その後はアクセス待ちの状態になります。

キャッシュおよびその他の LSI内部バスマスタモジュールの 16バイト転送を実行中の場合は、バスマスタがマニ

ュアルリセットによってアクセス要求を取り消すため、ロングワード単位でアクセスが打ち切られます。このた

めキャッシュフィル時にマニュアルリセットを入れる場合は、キャッシュの内容は保証されなくなりますので注

意してください。マニュアルリセット信号のアサート中も RTCNTのカウントアップが行われるためリフレッシュ

要求が発生し、リフレッシュサイクルが起動されます。ただし、マニュアルリセット信号のアサート中は BREQ

によるアービトレーション要求を受け付けません。 

フラッシュメモリには、リセット解除後から最初のアクセスまでの最小時間を規定しているものがあります。

バスステートコントローラは、この最小時間を確保するために、5ビットのリセットウェイトカウンタ（RWTCNT）

を用意しています。パワーオンリセットによりこのカウンタは、0クリアされます。パワーオンリセット解除後は

CKIOに同期してカウントアップされ、カウンタの値が H'007Fになるまで外部アクセスを発生しません。マニュ

アルリセットでは、カウンタの値はクリアされません。本レジスタへの読み出し、書き込みは行えません。 

（2） LSI内部バスマスタからみたアクセス 

本 LSIの内部は、キャッシュバス、内部バス、および周辺バスの 3つのバスに分割されています。CPUおよび

キャッシュメモリはキャッシュバスに、CPUを除く内部バスマスタおよびバスステートコントローラは内部バス

に、低速な周辺モジュールは周辺バスにそれぞれ接続されています。また、キャッシュメモリ以外の内蔵メモリ

と UBC、AUD等のデバッグモジュールはキャッシュバスと内部バスの双方に接続されています。キャッシュバス

から内部バスのアクセスは行えますが、逆は行えません。このため以下のようなことが発生します。 

CPUを除く内部バスマスタ（DMAC、E-DMAC等）からキャッシュメモリ以外の内蔵メモリへのアクセスは行

えますが、キャッシュメモリへのアクセスは行えません。CPUを除く内部バスマスタにより外部メモリへの書き

込みが行われ、その結果として外部メモリの内容とキャッシュの内容に食い違いが発生することがあります。CPU

を除く内部バスマスタにより外部メモリへの書き込みが行われた場合、その番地へのデータがキャッシュにある

可能性があるときには、キャッシュメモリのパージをソフトウェアで行う必要があります。 

CPUが読み出しアクセスを開始し、それがキャッシュ領域の場合はキャッシュの検索が行われます。キャッシ

ュにデータが保持されている場合は、これを取りこみアクセスは完了します。キャッシュ内にデータが無い場合

には、内部バスを介してキャッシュデータのフィルを行うため、4つの連続したロングワードリードが起動されま

す。バイトまたはワードオペランドアクセス時および奇数ワード境界（4n＋2）への分岐時のミスヒットに関して

も、チップ外部インタフェース上は必ず 4つのロングワードアクセスでフィルを行います。非キャッシュ領域に

関しては、実際のアクセスアドレスにしたがってアクセスを行います。アクセスが偶数ワード境界（4n）への命

令フェッチの場合にはロングワードアクセス、奇数ワード境界（4n＋2）への命令フェッチの場合にはワードアク

セスとなります。 
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キャッシュスルー領域および内蔵周辺モジュールの読み出しサイクルの場合は、その判定後内部バスを介して

読み出しサイクルが起動されます。読み出しデータは、キャッシュバスを経由して CPUに送られます。 

書き込みサイクルがキャッシュ領域に対するものであった場合は、キャッシュのライト方式により動作が異な

ります。 

ライトバックモード時は、キャッシュの検索を行い該当アドレスのデータがあった場合にはキャッシュに書き

込みを行います。実際のメモリへの書き込みは、該当アドレスの置き換えが発生するまで行われません。該当ア

ドレスのデータがなかった場合には、キャッシュの更新が行われます。まず置き換え対象となるデータを内部バ

ッファへ退避し、次に該当アドレスのデータを含む 16バイトのデータ読み出しを行い、該当アドレスのデータを

更新します。それに続き、最初に退避した 16バイトのデータの書き戻しサイクルが行われます。 

ライトスルーモード時は、キャッシュの検索を行い該当アドレスのデータがあった場合にはキャッシュへの書

き込みと並行して内部バスを経由して実際の書き込みが行われます。該当アドレスのデータがなかった場合には、

キャッシュの更新は行わずに内部バスを経由して実際の書き込みのみ行われます 

バスステートコントローラには一段のライトバッファがあるため、ライトサイクルではチップ外部のバスサイ

クルが完了しなくても内部バスを別のアクセスに使用することができます。チップ外部の低速メモリに対して書

き込みを行った後に、内蔵周辺モジュールに対する読み出しまたは書き込みを行う場合は、低速メモリへの書き

込みの完了を待たずに内蔵周辺モジュールへのアクセスが可能です。 

読み出しでは、常に動作の完了まで CPUは待たされるので、実際のデバイスに対するデータの書き込みが完了

したことを確認してから処理を続行したい場合は、続けて同じアドレスに対するダミーの読み出しアクセスを行

うと書き込みの終了を確認できます。 

DMAC、E-DMAC等の別のバスマスタからのアクセスでも同様にバスステートコントローラのライトバッファ

は働きます。したがって、デュアルアドレスの DMA転送を行う場合は、書き込みサイクルの完了を待たずに次

の読み出しサイクルの起動がかけられます。ただし、DMAのソースアドレスとデスティネーションアドレスがと

もに外部メモリ空間である場合には、前の書き込みサイクルが完了するまで次の読み出しサイクルの開始は待た

されます。 
 

（3） 内蔵周辺モジュールのアクセス 

内蔵周辺モジュールのレジスタへのアクセスは、内部バスから周辺モジュールクロック（Pφ）で 2サイクル以

上かかります。システム設計の見積もり時には、ご注意ください。 
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13. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）は、DACK（転送要求受け付け信号）付き外部デバイス、

外部メモリ、内蔵メモリ、メモリマップト外部デバイス、および内蔵周辺モジュール間のデータ転送を CPUに代

わって高速に行うことができます。 

13.1 特長 

• チャネル数：6チャネル（うち2チャネルは外部リクエスト受け付け可能） 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は4GB 

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト（ロングワード×4） 

• 最大転送回数：16,777,216（24bit）回 

• アドレスモード：シングルアドレスモードとデュアルアドレスモードから選択可能 

• 転送要求： 

外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリクエストの3種類から選択可能 

内蔵周辺モジュールリクエストを発行できるものには以下のモジュールがあります。 

SCIF0、SCIF1、SIOF0、SIOF1 

• バスモード：サイクルスチールモードとバーストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送終了時にCPUへ割り込み要求を発生可能 

• 外部リクエスト検出：DREQ入力のローまたはハイレベルの検出、および立ち上がりまたは立ち下がりエッ

ジ検出から選択可能 

• 転送要求受け付け信号・転送終了信号：DACKおよびTENDは独立にアクティブレベルを設定可能 
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DMACのブロック図を図 13.1に示します。 

内蔵周辺
モジュール

DMA転送要求信号

DMA転送アクノリッジ信号

周
辺
バ
ス

内
部
バ
ス

外部ROM

内蔵メモリ�

割り込みコントローラ�

DREQ0、DREQ1

DEIn

DACK0、DACK1、�
TEND0、TEND1　�

外部RAM

バス
インタフェース

バスステート
コントローラ

外部入出力�
（メモリマップト）�

外部入出力�
（アクノリッジ�

付き）�

要求優先制御

起動制御

レジスタ制御

回数制御
SAR_n

DAR_n

DMATCR_n

CHCR_n

DMAOR

DMARS0～2

【記号説明】�

SAR_n

DAR_n�

DMATCR_n

CHCR_n

DMAOR

DMARS0-2

DEIn

n

：DMAソースアドレスレジスタ

：DMAデスティネーションアドレスレジスタ

：DMAトランスファカウントレジスタ

：DMAチャネルコントロールレジスタ�

：DMAオペレーションレジスタ�

：DMA拡張リソースセレクタ

：CPUに対するDMA転送終了割り込み要求�

：0、1、2、3、4、5

DMACモジュール

 

図 13.1 DMACブロック図 
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13.2 入出力端子 

DMAC関係の外部端子を以下に示します。 

外部バスに接続する端子の構成を表 13.1に示します。DMACとしては、外部バス用に 2チャネル分の端子（チ

ャネル 0、1）を持っています。 
 

表 13.1 外部バスに対する端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機   能 

DMA転送要求 DREQ0 入力 外部デバイスからチャネル 0への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK0 出力 DMACチャネル 0から外部デバイスへのDMA転送要求受付出力 

0 

DMA転送終了 TEND0 出力 DMACチャネル 0の DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ1 入力 外部デバイスからチャネル 1への DMA転送要求入力 

DMA転送要求受け付け DACK1 出力 DMACチャネル 1から外部デバイスへのDMA転送要求受付出力 

1 

DMA転送終了 TEND1 出力 DMACチャネル 1の DMA転送終了出力 

 

13.3 レジスタの説明 

DMACには以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第

24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

（1） チャネル 0 

• DMAソースアドレスレジスタ_0（SAR_0） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_0（DAR_0） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_0（DMATCR_0） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_0（CHCR_0） 

（2） チャネル 1 

• DMAソースアドレスレジスタ_1（SAR_1） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_1（DAR_1） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_1（DMATCR_1） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_1（CHCR_1） 

（3） チャネル 2 

• DMAソースアドレスレジスタ_2（SAR_2） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_2（DAR_2） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_2（DMATCR_2） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_2（CHCR_2） 
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（4） チャネル 3 

• DMAソースアドレスレジスタ_3（SAR_3） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_3（DAR_3） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_3（DMATCR_3） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_3（CHCR_3） 

（5） チャネル 4 

• DMAソースアドレスレジスタ_4（SAR_4） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_4（DAR_4） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_4（DMATCR_4） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_4（CHCR_4） 

（6） チャネル 5 

• DMAソースアドレスレジスタ_5（SAR_5） 

• DMAデスティネーションアドレスレジスタ_5（DAR_5） 

• DMAトランスファカウントレジスタ_5（DMATCR_5） 

• DMAチャネルコントロールレジスタ_5（CHCR_5） 

（7） 共通 

• DMAオペレーションレジスタ（DMAOR） 

• DMA拡張リソースセレクタ0（DMARS0） 

• DMA拡張リソースセレクタ1（DMARS1） 

• DMA拡張リソースセレクタ2（DMARS2） 
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13.3.1 DMAソースアドレスレジスタ（SAR） 

SARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送元のアドレスを指定します。DMA

転送中は、次の転送元アドレスを示しています。シングルアドレスモードにおいて、転送元が DACK付きの外部

デバイスの転送をする場合には SARは無視されます。 

16ビット、32ビット幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、16ビット、32ビット境界のアドレスを指定し

てください。16バイト単位で転送を行う場合は、16バイト境界に値を設定してください。 

リセット時は不定になり、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保持します。 

13.3.2 DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） 

DARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送先のアドレスを指定します。DMA

転送中は、次の転送先アドレスを示しています。シングルアドレスモードにおいて、転送先が DACK付きの外部

デバイスの転送をする場合には、DARは無視されます。 

16ビット、32ビット幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、16ビット、32ビット境界のアドレスを指定し

てください。16バイト単位で転送を行う場合は、16バイト境界に値を設定してください。 

リセット時は不定になり、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保持します。 

13.3.3 DMAトランスファカウントレジスタ（DMATCR） 

DMATCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送回数を指定します。転送回数

は、設定値が H'00000001のときは 1回、H'00FFFFFFのときは 16,777,215回で、H'00000000のときは 16,777,216

回（最大転送回数）になります。DMA転送中は、残りの転送回数を示しています。 

DMATCRの上位 8ビットは。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

16バイト転送のときは、16バイト転送 1回（128ビット）で 1回のカウントをします。 

リセット時は不定になり、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保持します。 
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13.3.4 DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR） 

CHCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送モードを制御します。 

リセット時は H'0000 0000に初期化され、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保

持します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R 

 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 DO 0 R/W DMAオーバラン 

DREQをオーバラン 0で検出するか、オーバラン 1で検出するかを選択し

ます。 

本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。CHCR2～CHCR5ではリザ

ーブビットで読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0に

してください。 

0：DREQをオーバラン 0で検出 

1：DREQをオーバラン 1で検出 

22 TL 0 R/W トランスファエンドレベル 

TEND信号をハイアクティブにするかローアクティブにするかを指定しま

す。 

本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。CHCR2～CHCR5ではリザ

ーブビットで読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0に

してください。 

0：TENDをローアクティブ出力 

1：TENDをハイアクティブ出力 

21～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 AM 0 R/W アクノリッジモード 

デュアルアドレスモードで、DACKをデータ読み出しサイクルで出力する

か、書き込みサイクルで出力するかを選択します。 

シングルアドレスモード時は、本ビットの指定に関係なく DACKは常に出

力されます。 

本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。CHCR2～CHCR5ではリザ

ーブビットで読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0に

してください。 

0：読み出しサイクルで DACKを出力（デュアルアドレスモード） 

1：書き込みサイクルで DACKを出力（デュアルアドレスモード） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 AL 0 R/W アクノリッジレベル 

DACK信号をハイアクティブにするかローアクティブにするかを指定しま

す。 

本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。CHCR2～CHCR5ではリザ

ーブビットで読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0に

してください。 

0：DACKをローアクティブ出力 

1：DACKをハイアクティブ出力 

15 

14 

DM1 

DM0 

0 

0 

R/W 

R/W 

デスティネーションアドレスモード 

DMA転送先のアドレスの増減を指定します（シングルアドレスモードにお

いて、DACK付き外部デバイスへの転送をする場合には、DM1、DM0ビッ

トは無視されます）。 

00：デスティネーションアドレスは固定（16バイト単位転送設定時は設

定禁止） 

01：デスティネーションアドレスは増加 

（バイト単位転送時は＋1、ワード単位転送時は＋2、ロングワード

単位転送時は＋4、16バイト単位転送時は＋16） 

10：デスティネーションアドレスは減少 

（バイト単位転送時は－1、ワード単位転送時は－2、ロングワード

単位転送時は－4、16バイト単位転送時は設定禁止） 

11：予約（設定不可） 

13 

12 

SM1 

SM0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ソースアドレスモード 

DMA転送元のアドレスの増減を指定します。（シングルアドレスモードに

おいて、DACK付き外部デバイスから転送をする場合には、SM1、SM0ビ

ットは無視されます。） 

00：ソースアドレスは固定（16バイト単位転送設定時は設定禁止） 

01：ソースアドレスは増加 

（バイト単位転送時は＋1、ワード単位転送時は＋2、ロングワード

単位転送時は＋4、16バイト転送時は＋16） 

10：ソースアドレスは減少 

（バイト単位転送時は－1、ワード単位転送時は－2、ロングワード

単位転送時は－4、16バイト転送時は設定禁止) 

11：予約（設定不可） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

9 

8 

RS3 

RS2 

RS1 

RS0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

リソースセレクト 

DMACに入力する転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ずDMA

イネーブルビット（DE）が 0の状態で行ってください。 

0000：外部リクエスト、デュアルアドレスモード 

0010：外部リクエスト、シングルアドレスモード 

 外部アドレス空間→DACK付き外部デバイス 

0011：外部リクエスト、シングルアドレスモード 

DACK付き外部デバイス→外部アドレス空間 

0100：オートリクエスト 

1000：DMA拡張リソースセレクタ 

上記以外：予約（設定不可） 

【注】外部リクエストの指定は CHCR0、CHCR1のみ有効です。CHCR2～

CHCR5では外部リクエスト指定は設定できません。 

7 

6 

DL 

DS 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQレベル、および DREQエッジセレクト 

DREQ入力の検出方法と検出レベルを選択します。 

本ビットは、CHCR0、CHCR1でのみ有効です。CHCR2～CHCR5ではリ

ザーブビットで、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0

にしてください。 

また、チャネル 0、1の場合でも、転送要求元を内蔵周辺モジュールまたは

オートリクエストに指定した場合は、本ビットは無効です。 

00：ローレベル検出 

01：立ち下がりエッジ検出 

10：ハイレベル検出 

11：立ち上がりエッジ検出 

5 TB 0 R/W トランスファバスモード 

DMA転送のバスモードを選択します。 

0：サイクルスチールモード 

1：バーストモード 

4 

3 

TS1 

TS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

トランスファサイズ 

DMA転送の単位を選択します。転送元または転送先が、転送サイズが指定

された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合には、必ずその転送サイズを選

んでください。 

00：バイト単位 

01：ワード（2バイト）単位 

10：ロングワード（4バイト）単位 

11：16バイト単位転送（ロングワード 4回転送） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル 

DMA転送終了時に CPUに割り込み要求するかどうかを指定します。IEビ

ットを 1にセットした場合は、TEビットがセットされると、CPUに対し割

り込み（DEI）を要求します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

1 TE 0 R/(W)* トランスファエンドフラグ 

DMATCRの値が 0になり DMA転送が終了すると、TEビットは 1にセット

されます。DMATCRが 0にならないときに NMI割り込みおよび DMAアド

レスエラーによって転送が終了した場合、および DEビットと DMAオペレ

ーションレジスタ（DMAOR）の DMEビットをクリアして転送を終了させ

た場合には、TEビットはセットされません。TEビットをクリアするには、

TEビットの 1を読み出してから 0を書き込みます。 

TEビットがセットされていると、DEビットを 1にしていても転送は許可

されません。 

0：DMA転送中または DMA転送の中断 

1：（DMATCR=0により）DMA転送終了 

［クリア条件］ 

TEビットの 1を読み出してから 0を書き込む。 

0 DE 0 R/W DMAイネーブル 

DMA転送を許可または禁止します。オートリクエストモードでは、DEビ

ットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送を開始します。

ただし、TEビット、DMAORの NMIFビット、および AEビットのすべて

が 0であることが必要です。外部リクエストおよび周辺モジュールリクエス

トでは、DEビットと DMEビットを 1にセットした後で、さらに該当デバ

イスまたは該当周辺モジュールからDMA転送要求があると転送を開始しま

す。ただし、この場合にもオートリクエストモードと同じく、TEビット、

NMIFビット、および AEビットのすべてが 0であることが必要です。DE

ビットをクリアすると、転送を中断することができます。 

0：DMA転送を禁止 

1：DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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13.3.5 DMAオペレーションレジスタ（DMAOR） 

DMAORは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、DMA転送時のチャネルの優先順位を指

定します。また、DMAの転送状態（ステータス）も示します。 

リセット時は H'0000に初期化され、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保持し

ます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 

8 

PR1 

PR0 

0 

0 

R/W 

R/W 

プライオリティーモード 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優先

順位を決定するビットです。 

00：固定モード 1：CH0>CH1>CH2>CH3>CH4>CH5 

01：固定モード 2：CH0>CH2>CH3>CH1>CH4>CH5 

10：予約（設定不可） 

11：全チャネルラウンドロビンモード 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 AE 0 R/(W)* アドレスエラーフラグ 

DMACによるアドレスエラーが生じたことを示します。AEビットがセット

されると、CHCRの DEビットと DMAORの DMEビットを 1にセットして

も、DMA転送は許可されません。AEビットをクリアするには、AEビット

の 1を読み出してから 0を書き込みます。 

0：DMACによるアドレスエラーなし 

1：DMACによるアドレスエラー発生 

［クリア条件］ 

AEビットの 1を読み出してから 0を書き込む 

1 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

NMI割り込みが発生したことを示します。NMIFビットがセットされると、

CHCRの DEビットと DMAORの DMEビットを 1にセットしても、DMA

転送は許可されません。NMIFビットをクリアするには、NMIFビットの 1

を読み出してから 0を書き込みます。 

NMIが入力されたとき、実行中のDMA転送の 1転送単位までは行われます。

DMACが動作していないときに、NMI割り込みが入力されても、NMIFビッ

トは 1にセットされます。 

0：NMI割り込みなし 

1：NMI割り込み発生 

［クリア条件］ 

NMIFビットの 1を読み出してから 0を書き込む 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DME 0 R/W DMAマスタイネーブル 

すべてのチャネルの DMA転送を許可または禁止します。DMEビットおよ

び CHCRの DEビットを 1にセットすると、DMA転送が許可されます。た

だし、転送を行うチャネルの CHCRにある TEビットと DMAORの NMIF

ビット、AEビットのすべてが 0であることが必要です。DMEビットをク

リアすると、すべてのチャネルの DMA転送が中断されます。 

0：全チャネルの DMA転送を禁止 

1：全チャネルの DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

【注意事項】 

DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）の NMIFビット（NMIフラグ）に関して、当該フラグが 1にセット

されるタイミングでリードを行うと、0が読み出されますが、内部的に 1をリードした状態となる場合があります。

そのため、0ライトを行うと、当該フラグが 1リード後の 0ライトと同じ状態となり 0にクリアされることがあり

ます。 

 

【回避方法】 

当該フラグを使用する場合は、意図せずにビットをクリアしないように以下の方法でリードライトを行ってく

ださい。 

当該レジスタの書き込み時は、明示的にクリアするとき以外は当該ビットへ 1ライトを行い、明示的にクリア

するときのみ 1リード後の 0ライトを行ってください。 

なお、当該フラグビットを使用しない場合は、常に 0ライト（明示的にクリアするときは 1リード後 0ライト）

で問題ありません。 
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13.3.6 DMA拡張リソースセレクタ 0～2（DMARS0～DMARS2） 

DMARSは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットレジスタで、各チャネルごとに周辺モジュールからの

DMA転送要求元を指定します。DMARS0はチャネル 0および 1、DMARS1はチャネル 2および 3、DMARS2は

チャネル 4および 5を設定します。本レジスタで SCIF0、SCIF1、SIOF0、SIOF1の転送要求を設定できます。 

表 13.2以外のMIDおよび RIDを設定したときの動作は、保証できません。DMARSレジスタからの転送要求

は、CHCR0～CHCR5レジスタのリソースセレクトビット RS[3:0]を B'1000に設定したときのみ有効です。B'1000

以外の場合は、DMARSレジスタを設定しても転送要求元として受け付けられません。 

リセット時は H'0000に初期化され、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ機能使用時には値を保持し

ます。 
 

• DMARS0の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

C1MID5 

C1MID4 

C1MID3 

C1MID2 

C1MID1 

C1MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 1転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

9 

8 

C1RID1 

C1RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 1転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

C0MID5 

C0MID4 

C0MID3 

C0MID2 

C0MID1 

C0MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 0転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

1 

0 

C0RID1 

C0RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 0転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 

 



 

13. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  13-13 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

• DMARS1の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

C3MID5 

C3MID4 

C3MID3 

C3MID2 

C3MID1 

C3MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 3転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

9 

8 

C3RID1 

C3RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 3転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

C2MID5 

C2MID4 

C2MID3 

C2MID2 

C2MID1 

C2MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 2転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

1 

0 

C2RID1 

C2RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 2転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 

 

• DMARS2の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

C5MID5 

C5MID4 

C5MID3 

C5MID2 

C5MID1 

C5MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 5転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

9 

8 

C5RID1 

C5RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 5転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

C4MID5 

C4MID4 

C4MID3 

C4MID2 

C4MID1 

C4MID0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 4転送要求元モジュール ID（MID） 

表 13.2参照 

1 

0 

C4RID1 

C4RID0 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAチャネル 4転送要求元レジスタ ID（RID） 

表 13.2参照 
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各モジュールからの転送要求は、以下のMID、RIDを設定します。 
 

表 13.2 DMARSの設定 

 

周辺モジュール 

1チャネル分の 

設定値（MID+RID） 

 

MID 

 

RID 

 

機能 

H'21 B'01 送信 SCIF0 

H'22 

B'001000 

B'10 受信 

H'29 B'01 送信 SCIF1 

H'2A 

B'001010 

B'10 受信 

H'51 B'01 送信 SIOF0 

H'52 

B'010100 

B'10 受信 

H'55 B'01 送信 SIOF1 

H'56 

B'010101 

B'10 受信 

 

13.4 動作説明 

DMACは DMA転送要求があると決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満た

されると転送を終了します。転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト

の 3種類のモードがあります。バスモードはバーストモードとサイクルスチールモードを選択することができま

す。 

13.4.1 転送フロー 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトラン

スファカウントレジスタ（DMATCR）、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMAオペレーション

レジスタ（DMAOR）、DMA拡張リソースセレクト（DMARS）に目的の転送条件設定後、DMACは以下の順序

でデータを転送します。 
 

1. 転送許可状態かどうか（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）をチェックします。 

2. 転送許可状態で転送要求が発生すると1転送単位のデータ（TS0、TS1ビットの設定により決定）を転送しま

す。オートリクエストモードの場合はDEビットおよびDMEビットが1にセットされると自動的に転送を開始

します。1回の転送を行うごとにDMATCRの値を1デクリメントします。具体的な転送フローは、アドレスモ

ード、バスモードにより異なります。 

3. 指定された回数の転送を終える（DMATCRの値が0になる）と、転送を正常に終了します。このときCHCR

のIEビットに1がセットしてあれば、CPUにDEI割り込みを発生します。 

4. DMACによるアドレスエラーかNMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。またCHCRのDEビッ

トかDMAORのDMEビットが0にされても転送を中断します。 

 

図 13.2に上記のフローチャートを示します。 
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開始

初期設定
（SAR、DAR、DMATCR、CHCR、DMAOR、DMARS）

DE、DME＝1 & 
NMIF、AE、TE＝0 ?

No

No

Yes

Yes

転送要求発生？*1

転送実行（1転送単位）
DMATCR-1→DMATCR、SARとDAR更新

DMATCR＝0 ?
No

Yes

No No

DEI割り込み要求
(IE＝1のとき)

TE＝1

NMIF＝1 or AE＝1 or
DE＝0 or DME＝0 ?

NMIF＝1 or AE＝1 or
DE＝0 or DME＝0 ?

転送終了 転送中断正常終了

バスモード
転送要求モード
DREQ検出方法*3

*2

Yes Yes

【注】  *1 
 
　　　  *2  
　　　  *3  　　　　

オートリクエストの場合は、NMIF、AE、およびTEビットが0のときにDEビットと DMEビットが
1にセットされると転送が開始されます。
バーストモードでDREQレベル検出（外部リクエスト）、またはサイクルスチールモード。
バーストモードでDREQエッジ検出（外部リクエスト）、またはバーストモードでオートリクエストモード。  

図 13.2 DMA転送フローチャート 
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13.4.2 DMA転送要求 

DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転送先でも

ない外部デバイスや内蔵周辺モジュールに発生させる使い方もできます。 

転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 3種類があります。転送

要求の選択はDMAチャネルコントロールレジスタ 0～5（CHCR0～CHCR5）のRS3～RS0ビットおよびDMARS0、

DMARS1、DMARS2レジスタによって行います。 

（1） オートリクエストモード 

オートリクエストモードはメモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリ転送の

ように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。

CHCR0～CHCR5の DEビットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送が開始されます。ただし

CHCR0～CHCR5の TEビット、DMAORの AEビット、NMIFビットがすべて 0である必要があります。 

（2） 外部リクエストモード 

外部リクエストモードは、LSIの外部デバイスからの転送要求信号（DREQ0、DREQ1）によって転送を開始さ

せるモードです。システムに応じて表 13.3に示すモードの中から 1つを選んで使います。DMA転送が許可され

ているとき（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）に DREQが入力されると DMA転送が開始されます。 
 

表 13.3 RSビットによる外部リクエストモードの選択 

RS3 RS2 RS1 RS0 アドレスモード 転送元 転送先 

0 0 0 0 デュアルアドレスモード 任意 任意 

0 外部メモリまたは 

メモリマップト外部デバイス 

DACK付き外部デバイス 0 0 1 

1 

シングルアドレスモード 

DACK付き外部デバイス 外部メモリまたは 

メモリマップト外部デバイス 

 

DREQをエッジで検出するかレベルで検出するかは、表 13.4に示す CHCR0～CHCR1の DREQレベル（DL）

ビットと DREQセレクト（DS）ビットで選択します。転送要求元は必ずしもデータの転送元か転送先である必要

はありません。 
 

表 13.4 DL、DSビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 

DL DS 

外部リクエスト検出方法 

0 ローレベル検出 0 

1 立ち下がり検出 

0 ハイレベル検出 1 

1 立ち上がり検出 
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DREQが受け付けられると DREQ端子は要求受付不可能状態（不感帯）となります。受け付けた DREQに対す

るアクノリッジ DACKを出力した後、再び DREQ端子は要求を受付ることが可能になります。 

DREQをレベル検出で使う場合、DACKを出力して次の DREQを検出するタイミングによって、リクエストと

同じ回数の転送を実行して中断する場合（オーバラン 0）と、リクエストより 1つ多い回数の転送を実行して中断

する場合（オーバラン 1）があります。オーバランを 0にするか 1にするかは、CHCRの DOビットで選択します。 
 

表 13.5 DOビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 

DO 

外部リクエスト 

0 オーバラン 0 

1 オーバラン 1 

 

（3） 周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA転送要求信号によって転送が実

行されます。 

DMA転送要求信号は、DMARS0～DMARS2で設定する SCIF0、SCIF1、SIOF0、SIOF1からの送信データエン

プティ転送要求と受信データフル転送要求があります。 

内蔵周辺モジュールリクエストモード選択時に DMA転送許可状態（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF

＝0）であると転送要求信号によって転送が実行されます。転送要求を SCIF0の TXIに設定した場合は、転送先を

SCIF0のトランスミットデータレジスタとする必要があります。また、転送要求を SCIF0の RXIに設定した場合

は、転送元を SCIF0のレシーブデータレジスタとする必要があります。これらは、SCIF1、SIOF0および SIOF1

についても同様です。 

また、内蔵周辺モジュールによっては、受信 FIFOトリガ数を転送要求に設定できます。受信 FIFOトリガ条件

が満たされない場合は、受信 FIFOにデータが残ることがありますので、DMA転送終了後にデータを読み出す必

要があります。 
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表 13.6 RS3～RS0ビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択 

CHCR DMARS 

RS[3:0] MID RID

DMA転送要求元 DMA転送要求信号 転送元 転送先 バスモード 

01 SCIF0送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR_0 サイクル 

スチール 

001000 

10 SCIF0受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCFRDR_0 任意 サイクル 

スチール 

01 SCIF1送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR_1 サイクル 

スチール 

001010 

10 SCIF1受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCFRDR_1 任意 サイクル 

スチール 

01 SIOF0送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SITDR_0 サイクル 

スチール 

010100 

10 SIOF0受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SIOF0/ 

SIRDR_0 

任意 サイクル 

スチール 

01 SIOF1送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SITDR_1 サイクル 

スチール 

1000 

010101 

10 SIOF1受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SIOF1/ 

SIRDR_1 

任意 サイクル 

スチール 

 

13.4.3 チャネルの優先順位 

DMACは同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を行い

ます。チャネルの優先順位は固定モードとランドロビンモードの 2種類のモードから選択できます。モードの選

択は DMAORの PR1および PR0ビットにより行います。 

（1） 固定モード 

固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。 

各モードの優先順位は以下のとおりです。 

• 固定モード1：CH0>CH1>CH2>CH3>CH4>CH5 

• 固定モード2：CH0>CH2>CH3>CH1>CH4>CH5 

これらの選択は DMAORの PR1、PR0ビットにより行います。 
 

（2） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで 1転送単位（バイト、ワード、ロングワード、または 16バイト

単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位を変更します。この動作

を図 13.3に示します。なおリセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は CH0>CH1>CH2>CH3>CH4>CH5

です。ラウンドロビンモードを指定した場合、複数のチャネルのバスモードでサイクルスチールモードとバース

トモードを混在させないでください。 
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チャネル2の優先順位を一番低くすると同時

に、チャネル2より優先順位の高かったチャ

ネル0および1の優先順位もシフトする。

その直後にチャネル5にのみ転送要求があっ

た場合は、チャネル5の優先順位を一番低く

すると同時に、チャネル5より優先順位の高

かったチャネル3および4の優先順位も低く

する。

（1）チャネル0を転送した場合

初期優先順位 チャネル0の優先順位を一番低くする。ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5

ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5＞ch0転送後の優先順位

（2）チャネル1を転送した場合

初期優先順位 チャネル1の優先順位を一番低くすると同

時に、チャネル1より優先順位の高かった

チャネル0の優先順位もシフトする。

ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5

ch2＞ch3＞ch4＞ch5＞ch0＞ch1転送後の優先順位

（3）チャネル2を転送した場合

初期優先順位 ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5

ch3＞ch4＞ch5＞ch0＞ch1＞ch2転送後の優先順位

（4）チャネル5を転送した場合

初期優先順位 優先順位の変更なし。ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5

ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5転送後の優先順位

ch0＞ch1＞ch2＞ch3＞ch4＞ch5チャネル5にのみ転送

要求があった場合の転

送後の優先順位

 

図 13.3 ラウンドロビンモード 
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図 13.4にチャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生し、チャネル 0の転送中にチャネル 1の転送要求が

発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMACの動作は以下のようになります。 

1. チャネル0とチャネル3に同時に転送要求が発生します。 

2. チャネル0のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル0の転送を開始します。（チャネル3は転送

待ち） 

3. チャネル0の転送中にチャネル1に転送要求が発生します（チャネル1とチャネル3は転送待ち）。 

4. チャネル0の転送を終了すると、チェネル0の優先順位を一番低くします。 

5. この時点でチャネル1のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル1の転送を開始します（チャネル

3は転送待ち）。 

6. チャネル1の転送を終了すると、チャネル1の優先順位を一番低くします。 

7. チャネル3の転送を開始します。 

8. チャネル3の転送を終了すると、チャネル3の優先順位が一番低くなるように、チャネル3と一緒にチャネル2

の優先順位を低くします。 

転送要求 待ちチャネル DMAC動作 チャネル優先順位

（1）チャネル0および3に発生

（3）チャネル1に発生 （2）チャネル0転送開始

（8）チャネル3転送終了

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

3

1、3

3

0＞1＞2＞3＞4＞5

1＞2＞3＞4＞5＞0

2＞3＞4＞5＞0＞1

4＞5＞0＞1＞2＞3

優先順位変更

優先順位変更

なし

優先順位変更
 

図 13.4 ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位 
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13.4.4 DMA転送の種類 

DMA転送は、転送元と転送先を何回のバスサイクルでアクセスするかによって、シングルアドレスモード転送

とデュアルアドレスモード転送に分けられます。具体的な転送動作タイミングは、バスモードによって違います。

バスモードには、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。表 13.7に DMACがサポートできる転

送を示します。 
 

表 13.7 サポートできる DMA転送 

転送先 転送元 

DACK付 

外部デバイス 

外部メモリ メモリマップと 

外部デバイス 

内蔵周辺 

モジュール 

X/Yメモリ 

DACK付 

外部デバイス 

不可 シングル シングル 不可 不可 

外部メモリ シングル デュアル デュアル デュアル デュアル 

メモリマップト 

外部デバイス 

シングル デュアル デュアル デュアル デュアル 

内蔵周辺 

モジュール 

不可 デュアル デュアル デュアル デュアル 

X/Yメモリ 不可 デュアル デュアル デュアル デュアル 

【注】 1. デュアル：デュアルアドレスモード 

 2. シングル：シングルアドレスモード 

 3. 内蔵周辺モジュールは、16バイト転送ができません。 
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（1） アドレスモード 

（a） デュアルアドレスモード 

デュアルアドレスモードは、転送元と転送先をともにアドレスによってアクセス（選択）する場合に使うモー

ドです。転送元と転送先は外部でも内部でも構いません。このモードでは、DMACは、読み出しサイクルで転送

元を、書き込みサイクルで転送先をアクセスし、2つのバスサイクルで転送を行います。このとき、転送データは

一時的に DMACに格納されます。たとえば、図 13.5のような外部メモリ同士の転送では、読み出しサイクルで

一方の外部メモリからデータが DMACに読み出され、続く書き込みサイクルでそのデータがもう一方の外部メモ

リに書き込まれます。 

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

　SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み、DMAC内部
に一時格納する。

1回目のバスサイクル

 　DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先の
モジュールに書き込む。

2回目のバスサイクル  

図 13.5 デュアルアドレスモードのデータフロー 

 

転送要求は、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能です。デ

ュアルアドレスモードでは、DACKはリードサイクルあるいはライトサイクルに出力可能です。リードサイクル

とライトサイクルのどちらに出力するかは CHCRの AMビットによって設定可能です。 

図 13.6にデュアルアドレスモードでの DMA転送タイミング例を示します。 
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CKIO

A25～A0

D31～D0

DACKn

データ読み出し
サイクル

データ書き込み
サイクル

（1回目） （2回目）

転送元アドレス 転送先アドレス

【注】 外部メモリ空間→外部メモリ空間、読み出しサイクルにDACK出力の場合
　　　  DACKは、 と同じタイミングで出力されます。

（アクティブロー）

 

図 13.6 デュアルアドレスモードの DMA転送タイミング例 

（転送元：通常メモリ、転送先：通常メモリ） 

（b） シングルアドレスモード 

シングルアドレスモードは、転送元と転送先がともに外部で、そのうちの一方を DACK信号によってアクセス

（選択）し、もう一方をアドレスによってアクセスする場合に使うモードです。このモードでは、DMACは、転

送要求受け付け信号 DACKを一方の外部デバイスに出力してアクセスすると同時に、転送相手にアドレスを出し

て、1つのバスサイクルで DMA転送を行います。たとえば、図 13.7のような外部メモリと DACK付き外部デバ

イスとの転送では、外部デバイスがデータバスにデータを出力するのと同じバスサイクルでそのデータが外部メ

モリに書き込まれます。 

外部アドレスバス 外部データバス

DMAC 外部メモリ

DACK

DREQデータの流れ

DACK付き
外部デバイス

本LSI

 

図 13.7 シングルアドレスモードのデータフロー 
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シングルアドレスモードで可能な転送は、1）DACK付き外部デバイスとメモリマップト外部デバイス間転送、

2）DACK付き外部デバイスと外部メモリ間転送です。いずれの場合も転送要求は、外部リクエスト（DREQ）の

みです。 

図 13.8にシングルアドレスモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

外部メモリ空間へのアドレス出力

外部メモリ空間への選択信号

外部メモリ空間への選択信号

DACK付き外部デバイスから出力されたデータ

DACK付き外部デバイスへのDACK信号（アクティブロー）

外部メモリ空間へのライトストローブ信号

外部メモリ空間へのアドレス出力

外部メモリ空間から出力されたデータ

DACK付き外部デバイスへのDACK信号（アクティブロー）

外部メモリ空間へのリードストローブ信号

（a）DACK付外部デバイス→外部メモリ空間（通常メモリ）

（b）外部メモリ空間（通常メモリ）→DACK付き外部デバイス

CKIO

A25～A0

D31～D0

DACKn

CKIO

A25～A0

D31～D0

DACKn

 

図 13.8 シングルアドレスモードの DMA転送タイミング例 

（2） バスモード 

バスモードには、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択は、CHCRの TBビット

で行います。 

（a） サイクルスチールモード 

サイクルスチールモードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、または 16バイト単

位）の転送を終了するたびにバス権を他のバスマスタに渡します。その後転送要求があれば、他のバスマスタか

らバス権を取り戻し、再び 1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたバス権を他のバスマスタに渡し

ます。これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。 

サイクルスチールモードは、転送要求元、転送元、および転送先にかかわらずすべての転送区間で使えます。 
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図 13.9にサイクルスチールモードでの DMA転送タイミング例を示します。図の例での転送条件は、以下のと

おりです。 

1. デュアルアドレスモード 

2. DREQローレベル検出 

DREQ

バスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し　書き込み 読み出し　書き込み

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

 

図 13.9 サイクルスチールモードの DMA転送例 

（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 

（b） バーストモード 

バーストモードでは、DMACは一度バス権を取ると、転送終了条件が満たされるまでバス権を解放せずに転送

を続けます。ただし、外部リクエストモードで DREQをレベルで検出する場合には、DREQがアクティブなレベ

ルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けた DMAC転送要求を終了後に他

のバスマスタにバス権を渡します。 

バーストモードは、内蔵周辺モジュールが転送要求元となっている場合は、使用できません。 

図 13.10にバーストモードでの DMA転送タイミングを示します。 

DREQ

バスサイクル CPU CPU CPU DMAC DMAC DMAC DMAC CPU

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU

 

図 13.10 バーストモードの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 
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（3） DMA転送区間とリクエストモード、バスモードの関係 

表 13.8に DMA転送区間とリクエストモードおよびバスモードなどの関連事項を示します。 
 

表 13.8 DMA転送区間とリクエストモード、バスモードとの関連一覧 

アドレス

モード 

転送区間 リクエスト 

モード 

バスモード 転送サイズ 

（ビット） 

使用可能 

チャネル 

DACK付外部デバイスと外部メモリ 外部 B/C 8/16/32/128 0、1 

DACK付外部デバイスとメモリマップ

ト外部デバイス 

外部 B/C 8/16/32/128 0、1 

外部メモリと外部メモリ 外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

外部メモリとメモリマップト外部デ

バイス 

外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

メモリマップト外部デバイスとメモ

リマップト外部デバイス 

外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

デュアル 

外部メモリと内蔵周辺モジュール すべて可*1 C 8/16/32*3 0～5*2 

メモリマップト外部デバイスと内蔵

周辺モジュール 

すべて可*1 C 8/16/32*3 0～5*2 

内蔵周辺モジュールと内蔵周辺モジ

ュール 

すべて可*1 C 8/16/32*3 0～5*2 

X/Yメモリと X/Yメモリ 外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

X/Yメモリとメモリマップと外部デバ

イス 

外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

X/Yメモリと内蔵周辺モジュール すべて可*1 C 8/16/32*3 0～5*2 

 

X/Yメモリと外部メモリ 外部、オート B/C 8/16/32/128 0～5*2 

DACK付外部デバイスと外部メモリ 外部 B/C 8/16/32 0、1 シングル 

DACK付外部デバイスとメモリマップ

と外部デバイス 

外部 B/C 8/16/32 0、1 

【記号説明】 B：バースト 

  C：サイクルスチール 

【注】 *1 外部リクエスト、オートリクエスト、および内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能。ただし、転送元ま

たは転送先がそれぞれの要求元レジスタである必要があります。 

 *2 転送要求が外部リクエストの場合にはチャネル 0、1のみ。 

 *3 内蔵周辺モジュールをアクセスする場合、アクセスサイズは各モジュールで許可されているアクセスサイズとして

ください。 
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（4） バスモードとチャネルの優先順位 

優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル 1がバーストモードで転送中でも、それより優先順位の

高いチャネル 0に転送要求が発生すると、ただちにチャネル 0の転送を開始します。 

このとき、チャネル 0もバーストモードの場合は優先順位の高いチャネル 0の転送がすべて終了してから、チ

ャネル 1が転送を継続します。 

また、チャネル 0がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0が 1転送単位の転送を行

ったあと、バス権を解放せずに連続してチャネル 1が転送されます。その後も、チャネル 0→チャネル 1→チャネ

ル 0→チャネル 1というように交互に転送が行われます。つまりバス状態は、サイクルスチールモード転送終了後

のCPUサイクルがバーストモード転送に置き換わった形になります（以後バーストモードの優先実行と呼びます）。

この例を図 13.11に示します。 

競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その中で一番優先順位の高いチャネルが優先実行されま

す。 

DMA転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべてのバースト転送が終了するまでバス権はバスマスタに

解放しません。 

DMAC CH1
バーストモード

優先順位：CH0＞CH1�
CH0：サイクルスチールモード
CH1：バーストモード

DMAC CH0とCH1の
サイクルスチールモード�

DMAC CH1
バーストモードCPU

CH0 CH1 CH0

CPU

CPU DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH1 CPU

 

図 13.11 複数チャネルが動作する場合のバス状態 

ラウンドロビンモードでは、図 13.11に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサイクル

スチールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在することはできません。 
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13.4.5 バスサイクルのステート数と DREQ端子のサンプリングタイミング 

（1） バスサイクルのステート数 

DMACがバスマスタのときのバスサイクルのステート数は、CPUがバスマスタのときと同様にバスステートコ

ントローラ（BSC）で制御されます。詳しくは、「第 12章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してく

ださい。 

（2） DREQ端子のサンプリングタイミング 

CKIO

DREQ

DACK

バスサイクル

（立ち上がり）�

（ハイアクティブ）�

1回目受付 2回目受付

CPU CPUCPU DMAC

不感帯

受付開始�  

図 13.12 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CKIO

DREQ
（オーバラン0・ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）�

バスサイクル
1回目受付

不感帯

不感帯

CPU CPUCPU DMAC

CKIO

DREQ
（オーバラン1・ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）�

バスサイクル
2回目受付

CPU CPUCPU DMAC

受付開始�

受付開始�

2回目受付

1回目受付

 

図 13.13 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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CKIO

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）�

バスサイクル

バースト受付

不感帯

CPU CPU DMAC DMAC

 

図 13.14 バーストモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CKIO

DREQ
（オーバラン0・�
　ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）�

バスサイクル

2回目受付

不感帯

CPU CPU DMAC

CKIO

DREQ
（オーバラン1・�
　ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）�

バスサイクル

1回目受付

2回目受付

不感帯

CPU CPU DMAC

3回目受付

DMAC

受付開始� 受付開始�

受付開始�

1回目受付

 

図 13.15 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CKIO

DACK
（ハイアクディブ）

DREQ

TEND
（ハイアクディブ）

バスサイクル

最終DMA転送�
DMAC CPU CPUCPU DMAC

 

図 13.16 DMA転送終了タイミング例（サイクルスチール・レベル検出） 
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CKIO

アドレス�

データ�

DACKn

TENDn

T1 T2 Taw T1 T2

（アクティブロー）�

（アクティブロー）�

【注】TENDは、DMA転送の最終転送単位の間、アサートされます。
　　　転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間で�
　　　CSがネゲートする場合は、TENDも分割されます。  

図 13.17 BSC通常メモリアクセス例 

（ノーウェイト、アイドルサイクル 1、16ビットデバイスへのロングワードアクセス） 
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13.5 使用上の注意 

DMACを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

13.5.1 TEND端子を使用する場合の注意事項 

下記条件のいずれかでDMA転送を行い、転送終了後、同一チャネルで再転送を行う場合、再転送時の条件が、

（1）デュアルアドレスモード読み出しサイクルでDACKを出力（CHCRのAMビット＝0）かつDMA転送元ア

ドレス（SAR）は外部メモリ空間（2）シングルアドレスモードのいずれかに該当する場合は、再転送の最初

のDMA転送でTEND端子が1回アサートされてしまいます。 

[条件] 

• デュアルアドレスモード読み出しサイクルでDACKを出力（CHCRのAMビット＝0）かつDMA転送元アドレ

ス（SAR）は外部メモリ空間 

• デュアルアドレスモード書き込みサイクルでDACKを出力（CHCRのAMビット＝1）かつDMA転送先アドレ

ス（DAR）は外部メモリ空間 

• シングルアドレスモード 

 

[回避方法] 

• 下記のいずれかの設定でダミーDMA転送を行い、ダミーDMA転送が開始したあとに該当チャネルのDMAチ

ャネルコントロールレジスタ（CHCR）の全ビットをクリアし、ダミーDNA転送を強制中断 

• デュアルアドレスモード読み出しサイクルでDACKを出力（CHCRのAMビット＝0）かつDMA転送元アドレ

ス（SAR）は外部メモリ空間 

• デュアルアドレスモード書き込みサイクルでDACKを出力（CHCRのAMビット＝1）かつDMA転送先アドレ

ス（DAR）は外部メモリ空間 

 

13.5.2 外部アクセスで DACKが分割された場合の DREQサンプリングに関する 

注意事項 

（1） 不具合現象 

外部アクセスにおいて、DACKが分割して出力される場合、DREQのサンプリングが当該外部アクセス中に、

最大 2回受け付けられる場合があります。 
 



 

13. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

13-32  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

（2） 不具合発生条件および現象 

条件：外部アクセスにおいて DACKが分割して出力される場合 

• 16バイトアクセス 

• 8ビット空間に32ビットアクセス 

• 8ビット空間に16ビットアクセス 

• 16ビット空間に32ビットアクセス 

 

において、当該空間を DACKに以下のいずれかのアクセス間アイドルサイクル指定を行った場合 

• ライト－ライトサイクル間アイドル指定（IWW＝01以上） 

• 同一空間リード－リードサイクル間アイドル（IWRRS=01以上） 

• 外部ウェイトマスク指定（WM＝0） 

 

また、上記の条件に加え、DREQの検出方法により以下の条件が追加されます。 

• DREQレベル検出時：ライトアクセスのみ 

• DREQエッジ検出時：ライトアクセスおよびリードアクセス 

 

現象：上記のアクセスについて DREQ端子の検出タイミングは図 13.18～図 13.21のようになります。 

CKIO

CPU DMACライトorリードバスサイクル

不感帯

1回目受付 2回目受付

3回目受付の可能性あり

不感帯

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

 

図 13.18 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング 

サイクル間アイドルにより DACKが 4分割される場合 
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CPU DMACライトorリード

不感帯

1回目受付 2回目受付

3回目受付は次の 
DACKアサート以降不感帯

CKIO

バスサイクル

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

 

図 13.19 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング 

サイクル間アイドルにより DACKが 2分割される場合 

 

CPU DMACライト

不感帯

1回目受付 2回目受付 3回目受付の可能性あり

不感帯

CPU DMACライト

不感帯

1回目受付 2回目受付 3回目受付の可能性あり

不感帯

CKIO

バスサイクル

DREQ
（オーバラン0
  ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

DREQ
（オーバラン1
  ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

CKIO

バスサイクル

 

図 13.20 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング 

サイクル間アイドルにより DACKが 4分割される場合 
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CPU

CPU DMACライト

DMACライト

不感帯

1回目受付 2回目受付 3回目受付の可能性あり

3回目受付の可能性あり

不感帯

不感帯

1回目受付 2回目受付

不感帯

DREQ
（オーバラン1
  ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

CKIO

バスサイクル

DREQ
（オーバラン0 
  ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

CKIO

バスサイクル

 

図 13.21 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング 

サイクル間アイドルにより DACKが 2分割される場合 

 

（3） 注意事項 

上記（2）に示した条件の外部アクセスにおいては、 

1. DREQエッジ検出時：当該バスサイクル中、最大１回のみDREQエッジ入力して使用してください。 

2. DREQレベル検出オーバラン0時：当該バスサイクル中、最初のDACK出力のネゲート検出後、次のDACK出

力のネゲート前までに、DREQ入力をネゲートしてください。 

3. DREQレベル検出オーバラン1時：当該バスサイクル中、最初のDACK出力のアサート検出後、次のDACK出

力のアサート前までに、DREQ入力をネゲートしてください。 
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14. タイマユニット（TMU） 

本 LSIは、3チャネル（チャネル 0～2）の 32ビットタイマにより構成される 32ビットタイマユニット（TMU）

を内蔵しています。 

14.1 特長 

TMUには、次の特長があります。 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• 各チャネルとも、任意の時点で書き込みまたは読み出し可能なオートリロード用の32ビットコンスタントレ

ジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• 各チャネルとも、32ビットダウンカウンタのアンダフローの発生で割り込み要求を発生（H'00000000→

H'FFFFFFFF） 

• 各チャネルとも、4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

Pφ/4、Pφ/16、Pφ/64、Pφ/256 

【注】 Pφは、周辺モジュール用のクロックです。 詳細は、「第 11章 内蔵発振回路（CPG）」を参照してください。 
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14.1.1 ブロック図 

TMUのブロック図を図 14.1に示します。 

TCNT ：32 ビットタイマカウンタ
TCOR ：32 ビットタイマコンスタントレジスタ

モ
ジ
ュ
｜
ル
バ
ス

内
部
バ
ス

Ch.0

バスインタ
フェースプリスケーラ

クロック
制御部

割り込み
制御部

カウンタ
制御部

TCR0

TSTR

TCNT0

TCOR0

Ch.1

割り込み
制御部

カウンタ
制御部

TCR1

TCNT1

TCOR1

Ch.2

割り込み
制御部

カウンタ
制御部

TCR2

TCNT2

TCOR2

TMU

Pφ

TUNI0

TUNI1

TUNI2

【記号説明】

TSTR：タイマスタートレジスタ
TCR ：タイマコントロールレジスタ

 

図 14.1 TMUのブロック図 
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14.2 レジスタの説明 

TMUのレジスタ構成を以下に示します。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第

24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

• タイマスタートレジスタ（TSTR） 

• タイマコンスタントレジスタ0（TCOR0） 

• タイマカウンタ0（TCNT0） 

• タイマコントロールレジスタ0（TCR0） 

• タイマコンスタントレジスタ1（TCOR1） 

• タイマカウンタ1（TCNT1） 

• タイマコントロールレジスタ1（TCR1） 

• タイマコンスタントレジスタ2（TCOR2） 

• タイマカウンタ2（TCNT2） 

• タイマコントロールレジスタ2（TCR2） 

 

14.2.1 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

TSTRは、チャネル 0～2のタイマカウンタ（TCNT）を動作させるか、停止させるかを選択します。 

TSTRは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセットおよびマニュアルリセ

ット時は H'00に初期化されます。スタンバイモード時に PLL1の逓倍率を変更したとき、および STBCRのMSTP2

ビットを 1に設定したときに初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

TCNT2を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT2のカウント動作は停止 

1：TCNT2はカウント動作 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

TCNT1を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT1のカウント動作は停止 

1：TCNT1はカウント動作 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

TCNT0を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT0のカウント動作は停止 

1：TCNT0はカウント動作 
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14.2.2 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは、TCNTの制御および割り込みの制御を行うレジスタです。TMUには、各チャネルに 1本ずつ、計 3本の

TCRがあります。 

TCRは、TCNTのアンダフロー発生を示すフラグが 1にセットされたときの割り込み発生を制御し、カウンタ

クロックを選択します。 

TCRは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットレジスタです。パワーオンリセットおよびマニュアルリセッ

ト時は、H'0000に初期化されます。スタンバイモード時は、初期化されずに内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 UNF 0 R/W アンダフローフラグ 

TCNTのアンダフローを示すフラグです。 

0：TCNTがアンダフローを起こしていないことを示します。 

【クリア条件】UNFに 0を書き込んだとき 

1：TCNTがアンダフローを起こしたことを示します。 

【セット条件】TCNTがアンダフローを起こしたとき* 

【注】1を書き込むと、もとの値が保持されます。 

7 

6 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグUNFがセットされたと

きに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：UNFによる割り込み（TUNI）を許可しません。 

1：UNFによる割り込み（TUNI）を許可します。 

4 

3 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

TPSC2 

TPSC1 

TPSC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマプリスケーラ 2～0 

TCNTのカウントクロックを選択します。 

000：Pφ/4でカウント 

001：Pφ/16でカウント 

010：Pφ/64でカウント 

011：Pφ/256でカウント 

100：予約（設定不可） 

101：予約（設定不可） 

110：予約（設定不可） 

111：予約（設定不可） 
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14.2.3 タイマコンスタントレジスタ（TCOR） 

TCORは、各チャネルに 1本ずつ、TMUに計 3本あります。TCORは、TCNTのアンダフローが発生したとき、

TCNTカウンタにセットする値を指定します。 

TCORは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットレジスタです。パワーオンリセットおよびマニュアルリセ

ット時は、H'FFFFFFFFに初期化されます。スタンバイモード時は、初期化されずに内容が保持されます。 

14.2.4 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは、各チャネルに 1本ずつ、TMUに計 3本あります。TCNTは、入力したクロックにより、カウントダ

ウン動作を行います。入力するクロックは、TCRの TPSC2～TPSC0ビットにより選択します。 

TCNTのカウントダウン動作の結果、アンダフロー（H'00000000→H'FFFFFFFF）が発生すると、対応するチャ

ネルの TCRのアンダフローフラグ（UNF）がセットされます。また、同時に TCNTカウンタ自体には、TCORの

値がセットされ、セットされた値からカウントダウン動作を続けます。 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時は、H'FFFFFFFFに初期化されます。スタンバイモード時は、

初期化されずに内容が保持されます。 
 

14.3 動作説明 

各チャネルには、32ビットの TCNTと 32ビットの TCORがあります。TCNTは、ダウンカウント動作を行い

ます。オートリロード機能によって周期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

14.3.1 カウンタの動作 

TSTRの STR0～STR2ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。

TCNTがアンダフローすると対応する TCRのアンダフローフラグ（UNF）がセットされます。このとき、TCRの

UNIEビットが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。また、このとき TCNTには TCORから値がコピーされ、

ダウンカウント動作を継続します。 
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（1） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 14.2に示します。 

動 作 選 択

カウンタクロック
の選択

タイマコンスタント
レジスタの設定

カウント動作開始

割り込みの発生設定

タイマカウンタの
初期化

（1）

（3）

（4）

（5）

（1） TCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウンタクロック�
を選択してください。�

（2）

TCNTに初期値を設定してください。

（3）

（4）

TCRのUNIEビットでTCNTのアンダフロー時に割�
り込みを発生させるか否かを設定してください。

TCORに値をセットしてください（設定した値＋1
が周期となります）。

（5） TSTRのSTRビットを1にセットしてカウント動作�
を開始してください。

（2）

【注】 割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
　　　 クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。  

図 14.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

TCNTのオートリロード動作を、図 14.3に示します。 

TCNTの値

TCOR

H'00000000

STR0～STR2

UNF

アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

 

図 14.3 オートリロードカウンタの動作 

（3） TCNTのカウントタイミング 

TCRの TPSC2～TPSC0ビットにより、周辺モジュール用クロックを分周した 4種類のクロック（Pφ/4、Pφ/16、

Pφ/64、および Pφ/256）が選択できます。このときのタイミングを図 14.4に示します。 

Pφ

分周した
クロック

TCNT入力
クロック

TCNT N＋1 N N－1
 

図 14.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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14.4 割り込み 

TMUの割り込み要因は、アンダフロー割り込み（TUNI）です。 

14.4.1 ステータスフラグのセットタイミング 

UNFビットは､TCNTがアンダフローしたときに 1にセットされます。このときのタイミングを図 14.5に示し

ます。 

Pφ

アンダフロー信号

H'00000000 (TCORの値)TCNT

UNF

TUNI  

図 14.5 UNFのセットタイミング 

14.4.2 ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは、CPUから 0を書き込むとクリアされます。このときのタイミングを図 14.6に示します。 

Pφ�

TCRアドレス�
周辺アド�
レスバス�

UNF

T1 T2 T3

TCRライトサイクル�

 

図 14.6 ステータスフラグのクリアタイミング 
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14.4.3 割り込み要因と優先順位 

TMUは、各チャネルごとにアンダフロー割り込みを発生します。割り込み要求フラグが 1にセットされ、かつ

割り込み許可ビットが 1にセットされているとき、当該割り込みが要求されます。これらの割り込みは、割り込

み事象レジスタ（INTEVT2）にコードがセットされますので、そのコードに従って割り込み処理を行ってくださ

い。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。詳細は、「第 4章 例外処理」および

「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

TMUの割り込み要因を表 14.1に示します。 
 

表 14.1 TMUの割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 優先順位 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

2 TUNI2 アンダフロー割り込み 2 

高 

 

低 

 

14.5 使用上の注意事項 

14.5.1 レジスタの書き込みについて 

レジスタの書き込み時に、タイマのカウント動作の同期処理は行っておりません。レジスタの書き込みの際に

は、必ず TSTRの該当チャネルのスタートビット（STR2～STR0）をクリアして、タイマのカウント動作を停止さ

せてください。 
 

14.5.2 レジスタの読み出しについて 

レジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作とレジス

タの読み込み処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNTのカウントダウン動作前の値が読み出されま

す。 



 

14. タイマユニット（TMU） 

14-10  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

 

 



 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  15-1 

2012.03.08  

  

15. リアルタイムクロック（RTC） 

本 LSIは、リアルタイムクロック（RTC）および RTC用の 32.768kHz水晶発振回路を内蔵しています。RTCの

ブロック図を図 15.1に示します。 

15.1 特長 

RTCは、次のような特長を持っています。 

• 時計・カレンダ機能（BCD表示）を搭載 

秒、分、時、日、曜日、月、年をカウント可能 

• 1～64Hzタイマ（バイナリ表示）を搭載 

• スタート／ストップ機能 

• 30秒調整機能 

• アラーム割り込み 

アラーム割り込み条件として、秒、分、時、日、曜日、月、年のおのおのどのフレームを比較するか選択可

能 

• 周期割り込み 

割り込み周期として、1/256秒、1/64秒、1/16秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒周期から選択可能 

• 桁上げ割り込み 

カウンタの読み出し中に、桁上げ動作が発生したことを示す桁上げ割り込み機能 

• うるう年自動補正機能 
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桁上げ
検出回路

バス
インタ
フェース

RHRCNT

RTC

R64CNT
RSECCNT
RMINCNT
RHRCNT
RWKCNT
RDAYCNT
RMONCNT
RYRCNT

：64Hzカウンタ
：秒カウンタ
：分カウンタ
：時カウンタ
：曜日カウンタ
：日カウンタ
：月カウンタ
：年カウンタ

RMINCNT

割り込み
制御回路

RDAYCNT

RYRCNT

RMONCNT

発振回路

EXTAL2

RCR2

RCR3

XTAL2

RWKCNT

RHRAR

RMINAR

RDAYAR

RWKAR

外付け回路

プリスケーラ
（÷２）

プリスケーラ
（÷128）

32.768kHz

16.384kHz

RCR1

比較器

R64CNT

RSECCNT

RSECAR

128Hz
リセット 30秒ADJ

ATI

PRI

CUI

RSECAR
RMINAR
RHRAR
RWKAR
RDAYAR
RMONAR
RYRAR
RCR1
RCR2
RCR3

：秒アラームレジスタ
：分アラームレジスタ
：時アラームレジスタ
：曜日アラームレジスタ
：日アラームレジスタ
：月アラームレジスタ�
：年アラームレジスタ
：RTCコントロールレジスタ1
：RTCコントロールレジスタ2
：RTCコントロールレジスタ3

RMONAR

RYRAR

モ
ジ
ュ

ル
バ
ス

ー

【記号説明】

周
辺
バ
ス
�

 

図 15.1 RTCのブロック図 
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15.2 入出力端子 

RTCの端子構成を表 15.1に示します。 
 

表 15.1 端子構成 

名称 信号名 入出力 機   能 

RTC用発振器水晶端子 EXTAL2 入力 RTC用発振器に水晶を接続します。*1 

RTC用発振器水晶端子 XTAL2 出力 RTC用発振器に水晶を接続します。*1 

RTC用電源端子 VCCQ-RTC ― RTC発振器用電源端子*2 

RTC用 GND端子 VSSQ-RTC ― RTC発振器用 GND端子 

【注】 *1 RTCを使用しない場合は、EXTAL2はプルアップ（VCCQ-RTC）、XTAL2は NCとしてください。 

 *2 本 LSIのリアルタイムクロック（RTC）は、RTC発振器用電源端子（VccQ-RTC）のみ電源投入しても RTCは動

作しません。RTC用水晶発振回路は VccQ-RTCで動作しますが、それを制御する回路および RTCカウンタが Vcc

動作（内部回路と共通）となります。したがって、RTCのみ動作させる場合でも、VccQ-RTC以外のすべての電

源端子に常時給電を行ってご使用ください。 

15.3 レジスタの説明 

RTCには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レ

ジスタ一覧」を参照してください。 

• 64Hzカウンタ（R64CNT） 

• 秒カウンタ（RSECCNT） 

• 分カウンタ（RMINCNT） 

• 時カウンタ（RHRCNT） 

• 曜日カウンタ（RWKCNT） 

• 日カウンタ（RDAYCNT） 

• 月カウンタ（RMONCNT） 

• 年カウンタ（RYRCNT） 

• 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

• 分アラームレジスタ（RMINAR） 

• 時アラームレジスタ（RHRAR） 

• 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

• 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

• 月アラームレジスタ（RMONAR） 

• 年アラームレジスタ（RYRAR） 

• RTCコントロールレジスタ1（RCR1） 

• RTCコントロールレジスタ2（RCR2） 

• RTCコントロールレジスタ3（RCR3） 
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15.3.1 64Hzカウンタ（R64CNT） 

R64CNTは、分周回路（RTCプリスケーラおよび R64CNT）のうち、64Hz～1Hzの状態を示します。 

RCR2の RESETビットに 1をセットするか、RCR2の ADJビットに 1をセットすると、R64CNTは H'00に初期

化されます。 

R64CNTは、読み出しのみ可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリセット、およ

びスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6～0 ― ― R 64Hzカウンタ 

6～0の各ビットは、分周回路の 64Hz～1Hzの状態を表します。 

ビット 対応周波数 

6： 1Hz 

5： 2Hz 

4： 4Hz 

3： 8Hz 

2： 16Hz 

1： 32Hz 

0： 64Hz 

 

15.3.2 秒カウンタ（RSECCNT） 

RSECCNTは、BCDコード化された秒部分の設定・カウント用のカウンタです。64Hzカウンタの 1秒ごとのキ

ャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2レジスタの STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RSECCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリセ

ット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6～4 ― ― R/W BCDコード化された秒カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～5です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された秒カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.3 分カウンタ（RMINCNT） 

RMINCNTは、BCDコード化された分部分の設定・カウント用のカウンタです。秒カウンタの 1分ごとのキャ

リによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RMINCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリ

セット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6～4 ― ― R/W BCDコード化された分カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～5です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された分カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.4 時カウンタ（RHRCNT） 

RHRCNTは、BCDコード化された時部分の設定・カウント用のカウンタです。分カウンタの 1時間ごとのキャ

リによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RHRCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、パワーオンリセット、マニュアルリセッ

ト、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5、4 ― ― R/W BCDコード化された時カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～2です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された時カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.5 曜日カウンタ（RWKCNT） 

RWKCNTは、曜日部分の設定・カウント用のカウンタです。日カウンタの 1日ごとのキャリによってカウント

動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの処

理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RWKCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリセ

ット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 ― ― R/W BCDコード化された曜日コードのカウンタ 

設定範囲は、10進で 0～6です。 

曜日コード 曜日 

0： 日曜日 

1： 月曜日 

2： 火曜日 

3： 水曜日 

4： 木曜日 

5： 金曜日 

6： 土曜日 

 

15.3.6 日カウンタ（RDAYCNT） 

RDAYCNTは、BCDコード化された日部分の設定・カウント用のカウンタです。時カウンタの 1日ごとのキャ

リによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 01～31ですが、月ごとおよびうるう年によって変化します。確認の上、設定してくだ

さい。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの処理は、RCR2の STARTビットで

カウント動作を停止させてから行ってください。 

RDAYCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリ

セット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5、4 ― ― R/W BCDコード化された日カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～3です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された日カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.7 月カウンタ（RMONCNT） 

RMONCNTは、BCDコード化された月部分の設定・カウント用のカウンタです。日カウンタの月ごとのキャリ

によってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RMONCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリ

セット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 ― ― R/W BCDコード化された月カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～1です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された月カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.8 年カウンタ（RYRCNT） 

RYRCNTは、BCDコード化された年部分の設定・カウント用のカウンタです。西暦の 4桁を表します。月カウ

ンタの年ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込

みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RYRCNTは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュアルリ

セット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化されずに動作を続けます。 

年カウンタ値を 4で割って、端数が 0の場合をうるう年として判定しています。なお、年カウンタ値：0000を

うるう年に含みます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ― ― R/W BCDコード化された年カウンタの 1000の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

11～8 ― ― R/W BCDコード化された年カウンタの 100の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

7～4 ― ― R/W BCDコード化された年カウンタの 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された年カウンタの 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.9 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

RSECARは、秒カウンタ RSECCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされていると、

RSECCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONARのお

のおののレジスタの ENBビットとRCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラームレ

ジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

秒アラームの設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RSECARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット時

は初期化されます。RSECARの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびスタンバイ

モード時は、内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 秒アラームイネーブル 

アラーム条件としてRSECCNTとRSECARの一致比較を行うかを指定しま

す。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6～4 ― ― R/W BCDコード化された秒アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～5です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された秒アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.10 分アラームレジスタ（RMINAR） 

RMINARは、分カウンタRMINCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされていると、

RMINCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONARのお

のおののレジスタの ENBビットとRCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラームレ

ジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

分アラームの設定可能範囲は、10進で 00～59ビットです。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMINARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット時

は初期化されます。RMINARの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびスタンバイ

モード時は、内容が保持されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 分アラームイネーブル 

アラーム条件として RMINCNTと RMINARの一致比較を行うかを指定しま

す。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6～4 ― ― R/W BCDコード化された分アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～5です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された分アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.11 時アラームレジスタ（RHRAR） 

RHRARは、時カウンタ RHRCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされていると、

RHRCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONARのおの

おののレジスタの ENBビットと RCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラームレジ

スタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

時アラームの設定可能範囲は、10進で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RHRARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット時

は初期化されます。RHRARの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびスタンバイモ

ード時は、内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 時アラームイネーブル 

アラーム条件として RHRCNTと RHRARの一致比較を行うかを指定しま

す。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 ― ― R/W BCDコード化された時アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～2です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された時アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.12 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

RWKARは、曜日カウンタ RWKCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされている

と、RWKCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONARの

おのおののレジスタの ENBビットとRCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラーム

レジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

曜日の設定可能範囲は、10進で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RWKARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット時

は初期化されます。RWKARレジスタの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびス

タンバイモード時は、内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 曜日アラームイネーブル 

アラーム条件として RWKCNTと RWKARの一致比較を行うかを指定しま

す。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 ― ― R/W 曜日アラームコード 

設定範囲は、10進で 0～6です。 

曜日コード 曜日 

0： 日曜日 

1： 月曜日 

2： 火曜日 

3： 水曜日 

4： 木曜日 

5： 金曜日 

6： 土曜日 
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15.3.13 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

RDAYARは、日カウンタ RDAYCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされている

と、RDAYCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONAR

のおのおののレジスタの ENBビットとRCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラー

ムレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

日の設定可能範囲は、10進で 01～31です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。RDAYCNT

の設定可能範囲は、月およびうるう年によって変化します。確認の上、設定してください。 

RDAYARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット時

は初期化されます。RDAYARの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびスタンバイ

モード時は、内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 日アラームイネーブル 

アラーム条件としてRDAYCNTとRDAYARの一致比較を行うかを指定しま

す。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5、4 ― ― R/W BCDコード化された日アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～3です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された日アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.14 月アラームレジスタ（RMONAR） 

RMONARは、月カウンタ RMONCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビットが 1にセットされている

と、RMONCNTの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、および RMONAR

のおのおののレジスタの ENBビットとRCR3のYAENビットに 1がセットされているもののみカウンタとアラー

ムレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

月の設定可能範囲は、10進で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMONARは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。ENBビットは、パワーオンリセット

時は初期化されます。RMONARの残りのフィールドは、初期化されません。マニュアルリセットおよびスタンバ

イモード時は、内容が保持されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 月アラームイネーブル 

アラーム条件として RMONCNTと RMONARの一致比較を行うかを指定し

ます。 

0：比較を行わない 

1：比較を行う 

6、5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 ― ― R/W BCDコード化された月アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～1です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された月アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

 

15.3.15 年アラームレジスタ（RYRAR） 

RYRARは、年カウンタ RYRCNTに対応するアラームレジスタです。RCR3の YAENビットが 1にセットされ

ていると、RYRCNTカウンタの値と比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYARおよ

び RMONARのおのおののレジスタの ENBビットと RCR3の YAENビットに 1がセットされているもののみカウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致したときに RTCアラーム割り込みを発生します。 

年アラームの設定可能範囲は、10進で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RYRARレジスタは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタです。パワーオンリセット、マニュ

アルリセット、およびスタンバイモード時は、内容が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ― ― R/W BCDコード化された年アラーム設定値の 1000の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

11～8 ― ― R/W BCDコード化された年アラーム設定値の 100の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

7～4 ― ― R/W BCDコード化された年アラーム設定値の 10の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 

3～0 ― ― R/W BCDコード化された年アラーム設定値の 1の桁 

設定可能範囲は、10進で 0～9です。 
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15.3.16 RTCコントロールレジスタ 1（RCR1） 

RCR1は、桁上げおよびアラームフラグに関するレジスタです。また、おのおののフラグについて、割り込みを

発生するかどうか選択できます。読み出しモディファイ書き込み処理は、オペランド読み出し後フラグがセット

される場合があるので使用しないでください。 

RCR1は、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセットおよびマニュアルリセ

ット時は、H'00に初期化されます。ただし、CFフラグは、リセット時に不定になります。CFフラグを使用する

場合は、使用前に必ず初期化してください。スタンバイモード時には、初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CF 不定 R/W 桁上げフラグ 

桁上げが発生したことを示すフラグです。このフラグが 1にセットされた

場合は、秒カウンタ桁上げ、または 64Hzカウンタ桁上げ時の読み出しが発

生したことを示します。この時点で読み出したカウントレジスタの値は、保

証されません。再度の読み出しが必要です。 

0：秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ桁上げなし 

［クリア条件］CFに 0をライトしたとき 

1：秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ桁上げあり 

［セット条件］秒カウンタ桁上げ時、64Hzカウンタ桁上げ時の読み出し

があったとき、または CFに 1をライトしたとき 

6 

5 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 CIE 0 R/W 桁上げ割り込みイネーブルフラグ 

桁上げフラグ（CF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可す

るビットです。 

0：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させない 

1：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させる 

3 AIE 0 R/W アラーム割り込みイネーブルフラグ 

アラームフラグ（AF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可

するビットです。 

0：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させな

い 

1：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させる 

2 

1 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 AF 0 R/W アラームフラグ 

アラームレジスタで設定したアラーム時刻（各アラームレジスタの ENBビ

ットおよび RCR3の YAENビットに 1を設定したレジスタのみ）と時計・

カレンダが一致したとき 1にセットされるフラグです。 

このフラグは、0をライトすると 0にクリアされますが、1をライトしても

それまでの値を保持します。 

0：アラームレジスタと時計・カレンダは不一致 

［クリア条件］AFに 0をライトしたとき 

1：アラームレジスタと時計・カレンダは一致 

［セット条件］アラームレジスタと時計・カレンダが一致したとき（ENB

ビットおよびYAENビットを 1に設定したレジスタのみ） 

 

15.3.17 RTCコントロールレジスタ 2（RCR2） 

RCR2は、周期的割り込み制御、30秒調整用 ADJ、分周回路 RESET、および RTCカウントスタート・ストッ

プ制御に関するレジスタです。 

RCR2は、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。パワーオンリセット時は H'09に初期化さ

れます。マニュアルリセット時は、RTCENビットおよび STARTビット以外が初期化されます。スタンバイモー

ド時は初期化されず、それまでの値が保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PEF 0 R/W 周期割り込みフラグ 

PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生を示すフラグです。

このフラグが 1にセットされた場合は、周期割り込みを発生します。 

0：PESビットで設定された周期で割り込み発生なし 

［クリア条件］PEFに 0をライトしたとき 

1：PESビットで設定された周期で割り込み発生あり 

［セット条件］PES0～PES2ビットで設定された周期で割り込み発生が

あったとき、または、PEFに 1をライトしたとき 

6 

5 

4 

PES2 

PES1 

PES0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

割り込み周期 

周期割り込みの周期を設定します。 

000：周期割り込み発生なし 

001：周期割り込み発生の周期を 1/256秒ごとにする 

010：周期割り込み発生の周期を 1/64秒ごとにする 

011：周期割り込み発生の周期を 1/16秒ごとにする 

100：周期割り込み発生の周期を 1/4秒ごとにする 

101：周期割り込み発生の周期を 1/2秒ごとにする 

110：周期割り込み発生の周期を 1秒ごとにする 

111：周期割り込み発生の周期を 2秒ごとにする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RTCEN 1 R/W 発振器有効 

RTC用水晶発振器の動作を制御します。 

0：RTC用水晶発振器を停止させる 

1：RTC用水晶発振器を動作させる 

2 ADJ 0 R/W 30秒調整 ADJ 

30秒調整用であり、1をライトすることによって、29秒以前は 00秒に切

り捨て、30秒以降は 1分に桁上げします。このとき、分周回路（RTCプリ

スケーラおよび R64CNT）も同時にリセットされます。なお、このビット

をリードすると常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：30秒の調整を行う 

1 RESET 0 R/W リセット 

1をライトすることによって、分周回路（RTCプリスケーラおよびR64CNT）

が初期化されます。なお、このビットをリードすると常に 0が読み出され

ます。 

0：通常の時計動作 

1：分周回路をリセット 

0 START 1 R/W STARTビット 

カウンタ（時計）動作を停止させたり、再起動をかけるビットです。 

0：秒、分、時、日、週、月、年カウンタは停止* 

1：秒、分、時、日、週、月、年カウンタは通常動作* 

【注】* 64Hzカウンタは、RTCENビットで停止させない限り動作します 

 

15.3.18 RTCコントロールレジスタ（RCR3） 

RCR3は、RTCの BCDコード化された年部分のカウンタ RYRCNTと年アラームレジスタ RYRARとの比較制

御に関するレジスタです。 

RCR3レジスタは、読み出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 YAEN 0 R/W 年アラームイネーブル（YAEN） 

本ビットが 1に設定されると、年アラームレジスタ（RYRAR）と年カウン

タ（RYRCNT）との比較を行います。RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、

RDAYAR、および RMONAR各レジスタのうち ENBビットが 1にセットさ

れているもののみカウンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのが

すべて一致したときに RTC割り込みを発生します。 

6～0 ― すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0としてください。 
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15.4 動作説明 

15.4.1 電源投入後のレジスタの初期設定 

電源投入後すべてのレジスタを初期設定してください。 

15.4.2 時刻設定手順 

時計を停止させて時刻を設定する方法を図 15.2に示します。 

時計停止
分周回路リセット

秒、分、時間、日、
曜日、月、年を設定

時計動作開始 STARTビットを1にセット

RCR2のRESETビットを1にセット、

STARTビットを0にクリア

順序不問

 

図 15.2 時刻設定手順 
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15.4.3 時刻読み出し手順 

時刻読み出し手順を図 15.3に示します。 

時刻読み出し期間中に桁上げが起こると正しい時刻が得られないため、再読み出しする必要があります。割り

込みを使用しない方法を（a）に、割り込みを使用する方法を（b）に示します。通常、プログラムの簡素化のた

め割り込みを使用しない方法を採用します。 

（a）割り込みを使用しない

桁上げ割り込みディスエーブル

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ読み出し

桁上げフラグ＝1
Yes

No

（b）割り込みを使用する

カウンタレジスタ読み出し

割り込み
発生

なし

桁上げ割り込みディスエーブル

RCR1を読み出し

CFビットをチェック

RCR1のCFビットを0にクリア

（アラームフラグをクリアしないように

　RCR1のAFビットへ1を書き込む）

RCR1のCIEビットを1にセットし、

CFビットを0にクリア

（アラームフラグをクリアしないように

　RCR1のAFビットへ1を書き込む）

RCR1のCIEビットを0にクリア

RCR1のCIEビットを0にクリア

桁上げ割り込みイネーブル
桁上げフラグクリア

 

図 15.3 時刻読み出し手順 
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15.4.4 アラーム機能 

アラーム機能の使用方法を図 15.4に示します。 

アラームは、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれか、あるいは組み合わせで発生させることができます。

アラームの対象とするレジスタは、ENBビットもしくは YAENビットに 1を書き込み、下位ビットにアラーム時

刻を設定します。アラームの対象外のレジスタは、ENBビットに 0を書き込みます。 

時計とアラーム時刻が一致した場合は、RCR1の AFビットに 1がセットされます。アラームの検出はこのビッ

トを読み出すことにより確認できますが、通常は割り込み機能を使用します。RCR1の AIEビットに 1を書き込

んでおけば、アラーム時にアラーム割り込みが発生し、検出することができます。 

アラーム時刻監視
（割り込みを待つ、または

　　アラームフラグチェック）

アラーム時刻設定

誤割り込みを抑止するために、

いったん割り込みディスエーブル

（RCR1のAIEビットを0にクリア）

その後1を書き込む

アラーム割り込みの解除

時計動作中

アラームフラグクリア アラーム時刻設定中にフラグが設定された

ことを考慮して必ずリセットする

（RCR1のAFビットを0にクリア）

 

図 15.4 アラーム機能の使用方法 
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15.4.5 水晶発振回路 

水晶発振回路の各定数（推奨値）を表 15.2に、RTC用水晶発振回路を図 15.5に示します。 
 

表 15.2 推奨発振回路の定数（推奨値） 

fosc Cin Cout 

32.768kHz 10～22pF 10～22pF 

 

本LSI

EXTAL2 XTAL2

XTAL

Cin Cout

Rf

RD

【注】　1.　 
　　　　

2.　
　　　　3.　
                     
　　　　4.　
                     
　　　　5.　
                     
　　　　 　
　　　　

6.　

周波数調整用の可変コンデンサは、調整範囲、安定度などの要求から
Cin側かCout側の一方に決めます。
内蔵の抵抗値Rf（Typ値）=10MΩ、RD（Typ値）=400kΩ
Cin、Cout 値は、配線による浮遊容量を含めた値です。ベタアース基板
を使用する場合には、ご注意ください。
水晶発振の発振安定時間は、実装回路の定数、浮遊容量等により異な
るため、水晶振動子メーカと充分ご相談の上、決定してください。　
水晶振動子および負荷容量Cin、Coutは、できるだけLSIの近くに配置
してください。
（EXTAL2、XTAL2端子に外部からのノイズが誘導されると、正しい
発振ができなくなる恐れがあります。）
水晶振動子接続端子（EXTAL2、XTAL2）は、GNDを除く他の電源線
あるいは信号線からできるだけ離して配線するようにしてください。

 

図 15.5 水晶発振回路接続例 
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15.5 使用上の注意事項 

15.5.1 RTCカウント動作時のレジスタ書き込みについて 

RTCカウント動作時は（RCR2のビット 0＝1のときは）、以下の RTCのレジスタに書き込みができません。 

RSECCNT、RMINCNT、RHRCNT、RDAYCNT、RWKCNT、RMONCNT、RYRCNT 
 

上記のレジスタへ書き込みを行う場合は、一度 RTCのカウント動作を停止してから書き込んでください。 
 

15.5.2 リアルタイムクロック（RTC）の周期割り込みの使用について 

周期割り込み機能の使用方法を図 15.6に示します。 

周期割り込みは、RCR2の PES0～PES2で設定した周期で定期的に割り込みを発生させることができます。PES0

～PES2で設定した時間が経過すると PEFが 1にセットされます。 

PEFは、PES0～PES2設定時および周期割り込み発生時に 0にクリアします。周期割り込みの発生は、このビッ

トを読み出すことで確認できますが、通常は割り込み機能を使用します。 

周期セット、PEFクリア RCR2のPES0～PES2を設定し、PEFを0にクリア

PEFを0にクリア

周期設定時間経過

PEFクリア

 

図 15.6 周期割り込み機能の使用方法 

15.5.3 レジスタ設定後のスタンバイ遷移について 

RTC内のレジスタ設定後にスタンバイ状態へ遷移すると、正しくカウントできない場合があります。必ずレジ

スタ設定後は、2RTCクロック以上待ってからスタンバイ状態に遷移してください。 

 

15.5.4 RTC電源に関する注意事項について（1） 

本 LSIのリアルタイムクロック（RTC）は、RTC発振器用電源端子（VccQ-RTC）のみ電源投入しても RTCは

動作しません。RTC用水晶発振回路は VccQ-RTCで動作しますが、それを制御する回路および RTCカウンタが

Vcc動作（内部回路と共通）となります。したがって、RTCのみ動作させる場合でも、VccQ-RTC以外のすべて

の電源端子に常時給電を行ってご使用ください。 
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15.5.5 RTC電源に関する注意事項について（2） 

本 LSIは、RTC用発振回路電源端子（VccQ-RTC）と入出力用電源端子（VccQ）は、LSI内部で接続されてお

り、電源分離されておりません。したがって、リアルタイムクロック（RTC）のみを動作させる場合でも、VccQ-RTC

を含むすべての電源端子に給電を行ってご使用ください。 
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16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCIF） 

本 LSIは、FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF：Serial Communication 

Interface with FIFO）を 2チャネル内蔵しています。SCIFは、調歩同期式とクロック同期式の 2方式でシリアル通

信ができます。 

SCIFは、送受信に FIFOレジスタをおのおの 16段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができま

す。図 16.1に SCIFのブロック図を示します。 

16.1 特長 

SCIFには、次のような特長があります。 

• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

データ長：7ビット、または8ビット 

ストップビット長：1ビット、または2ビット 

パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出： 

フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、ブレーク 

を検出します。 

• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信が可能です。 

データ長：8ビット 

受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。 

また、送信部および受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっていますのでシリアルデータの高速連続送

信と連続受信ができます。 
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• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• 送受信クロックソースをボーレートジェネレータからの内部クロックまたはSCIF0CKとSCIF1CK端子からの

外部クロックより選択可能 

• 送信FIFOデータエンプティ、受信FIFOデータフル、受信エラー、およびブレークの4種類の割り込み要因が

あり、それぞれ独立に要求することができます。 

• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるときは、DMAコントローラ（DMAC）を起

動させてデータの転送を行うことができます。 

• モデムコントロール機能（CTS0/CTS1、RTS0/RTS1）を内蔵しています。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給をやめて動作を停止させること

ができます。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

• トランスミットFIFOデータレジスタ（SCFTDR）とレシーブFIFOデータレジスタ（SCFRDR）は、パワーオ

ンリセットおよびマニュアルリセット時に不定となります。それ以外のレジスタはパワーオンリセットおよ

びマニュアルリセット時に初期化され、スタンバイモードおよびモジュールスタンバイ時に値は保持されま

す。 

モジュールデータバス

SCFRDR_n
（16段）

SCRSR_nRxDn

TxDn

SCIFnCK

【記号説明】

SCFTDR_n
（16段）

SCTSR_n

SCLSR_n

SCFCR_n
SCFSR_n
SCSCR_n

SCSMR_n
SCBRR_n

送受信
コントロール

ボーレート
ジェネレータ

クロック

外部クロック

Pφ

Pφ/4

Pφ/16

Pφ/64

TXIn
RXIn

SCIFn

SCRSR_n   ：レシーブシフトレジスタ
SCFRDR_n ：レシーブFIFOデータレジスタ
SCTSR_n   ：トランスミットシフトレジスタ
SCFTDR_n ：トランスミットFIFOデータレジスタ
SCSMR_n   ：シリアルモードレジスタ
SCSCR_n   ：シリアルコントロールレジスタ

SCFSR_n  ： シリアルステータスレジスタ
SCBRR_n  ： ビットレートレジスタ
SCFCR_n  ： FIFOコントロールレジスタ
SCFDR_n  ： FIFOデータ数レジスタ
SCLSR_n  ：ラインステータスレジスタ
         n         ： 0、 1

SCFDR_n

CTSn

RTSn BRIn

パリティ発生
パリティチェック

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
I
ス

内
部
デ
I
タ
バ
ス

ERIn

 

図 16.1 SCIFのブロック図 
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16.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 16.1に示します。 
 

表 16.1 端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機能 

0 シリアルクロック端子 SCIF0CK 入出力 クロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD0 入力 受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD0 出力 送信データ出力 

 モデムコントロール端子 CTS0 入力 送信クリア 

 モデムコントロール端子 RTS0 出力 送信要求 

1 シリアルクロック端子 SCIF1CK 入出力 クロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD1 入力 受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD1 出力 送信データ出力 

 モデムコントロール端子 CTS1 入力 送信クリア 

 モデムコントロール端子 RTS1 出力 送信要求 

【注】 SCIFの動作設定を SCSMRの C/Aビット、SCSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットおよび SCFCRのMCEビット

で行うことで、シリアル端子として機能します。 

 

16.3 レジスタの説明 

SCIFには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、 

「第 24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

（1） チャネル 0 

• シリアルモードレジスタ_0（SCSMR_0） 

• ビットレートレジスタ_0（SCBRR_0） 

• シリアルコントロールレジスタ_0（SCSCR_0） 

• トランスミットFIFOデータレジスタ_0（SCFTDR_0） 

• シリアルステータスレジスタ_0（SCFSR_0） 

• レシーブFIFOデータレジスタ_0（SCFRDR_0） 

• FIFOコントロールレジスタ_0（SCFCR_0） 

• FIFOデータ数レジスタ_0（SCFDR_0） 

• ラインステータスレジスタ_0（SCLSR_0） 

• レシーブシフトレジスタ_0（SCRSR_0） 

• トランスミットシフトレジスタ_0（SCTSR_0） 
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（2） チャネル 1 

• シリアルモードレジスタ_1（SCSMR_1） 

• ビットレートレジスタ_1（SCBRR_1） 

• シリアルコントロールレジスタ_1（SCSCR_1） 

• トランスミットFIFOデータレジスタ_1（SCFTDR_1） 

• シリアルステータスレジスタ_1（SCFSR_1） 

• レシーブFIFOデータレジスタ_1（SCFRDR_1） 

• FIFOコントロールレジスタ_1（SCFCR_1） 

• FIFOデータ数レジスタ_1（SCFDR_1） 

• ラインステータスレジスタ_1（SCLSR_1） 

• レシーブシフトレジスタ_1（SCRSR_1） 

• トランスミットシフトレジスタ_1（SCTSR_1） 

16.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RxD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的にレシーブ FIFOデータレジ

スタである SCFRDRへ転送されます。 

CPUから直接 SCRSRの読み出しまたは書き込みをすることはできません。 

16.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 16段の FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、レシーブ FIFOデータレジスタが

いっぱいになる 16バイトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。また、レシーブ FIFOデー

タレジスタに受信データがない状態で読み出した値は、不定値になります。レシーブ FIFOデータレジスタ内の受

信データがいっぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。 

SCFRDRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に不定となります。 

16.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TxD端子に送り出

すことでシリアルデータ送信を行います。 

1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次の送信データを転送し、送信を開始しま

す。 

CPUから、直接 SCTSRの読み出しまたは書き込みをすることはできません。 
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16.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば SCFTDRに書き込まれた送信データ

を SCTSRに転送して、シリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタですので CPUから読み出すことはできません。 

SCFTDR内の送信データが 16バイトでいっぱいのときは、次のデータを書き込むことはできません。書き込ん

だデータは、無視されます。 

SCFTDRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に不定となります。 

16.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定とボーレートジェネレータのクロックソースを選択する

ための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出しまたは書き込みが可能です。 

SCSMRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード

およびモジュールスタンバイ時に値は、保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれ

かから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を7ビット／8ビットデータのいずれかから選択し

ます。 

クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらずデータ長は 8ビット

データ固定です。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ* 

【注】* 7ビットデータを選択した場合は、トランスミット FIFOデータ

レジスタ（SCFTDR）のMSB（ビット 7）は送信されません。 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

16-6  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードのときは、送信時にパリティビットの付加を、受信時に

パリティビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式

モードでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチ

ェックは行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止  

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定し

た偶数または奇数パリティを送信データに付加して送信します。

受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶

数または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティまたは奇数パリティのいずれで

行うかを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビッ

トに 1を設定し、パリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有

効になります。クロック同期式モードや調歩同期式モードでパリティの付

加やチェックを禁止している場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】*1 偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるように

パリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その

中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるように

パリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その

中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

ストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれかから選択します。

STOPビットの設定は、調歩同期式モードでのみ有効になります。クロッ

ク同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されませんの

で、このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

なお、受信時には STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビ

ットの 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が

1の場合は、ストップビットとして扱います。0の場合は、次の送信キャラ

クタのスタートビットとして扱います。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：Pφ 

01：Pφ/4 

10：Pφ/16 

11：Pφ/64 
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16.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信と受信動作、割り込み要求の許可と禁止、および送信と受信クロックソースの選択を行

うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出しまたは書き込みが可能です。 

SCSCRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモードお

よびモジュールスタンバイ時に、値は保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCFTDRから SCTSRへシリアル送信データが転送されて送信 FIFOレジ

スタ内のデータ数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSRの TDFEフラグ

が 1にセットされたときの送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要

求の発生を許可または禁止します。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止* 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 

【注】* TXI割り込み要求の解除は、SCFTDRに送信トリガ設定数より多

い送信データを書き込み TDFEフラグの 1を読み出した後、0に

クリアするかまたはTIEを0にクリアすることで行うことができ

ます。 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされたときの受信デ

ータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされた

ときの受信エラー割り込み（ERI）要求、および SCFSRの BRKフラグま

たは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされたときのブレーク割り込み

（BRI）要求の発生を許可または禁止します。 

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求およびブレーク割り込み（BRI）要求を禁止* 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求およびブレーク割り込み（BRI）要求を許可 

【注】* RXI割り込み要求の解除は、RDF、DRフラグの 1を読み出した後

0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。

ERIと BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、および ORERフラ

グの 1を読み出した後 0にクリアするか、RIEと REIEビットを 0

にクリアすることで行えます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可または禁止します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* TEビットを1にセットする前に必ずSCSMR、およびSCFCRの設定

を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセットしてく

ださい。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可または禁止します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】*1 REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、

および ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますの

で注意してください。 

 *2 REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、および SCFCR

の設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセッ

トしてください。 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求およびブレーク割り込み（BRI）要求の発

生を許可または禁止します。ただし、REIEビットの設定は、RIEビットが

0のときのみ有効です。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の

発生を禁止* 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の

発生を許可 

【注】* 受信エラー割り込み（ERI）要求およびブレーク割り込み（BRI）

要求の解除は、ER、BRK、ORERフラグの 1を読み出した後 0

にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にクリアすることで行え

ます。RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ERI、BRI

割り込み要求は発生します。DMAC転送時に ERI、BRI割り込み

要求を割り込みコントローラへ通知したいときに設定します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 

SCIFのクロックソースの選択および SCIFnCK端子からのクロック出力の

許可または禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合せに

よって SCIFnCK端子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシリア

ルクロック入力端子にするかが決まります。ただし、CKE0ビットの設定

は、内部クロック動作（CKE1＝0）のときのみ有効です。外部クロック動

作（CKE1＝1）の場合は、CKE0ビットの設定は無効です。また、SCSMR

で SCIFの動作モードを決定する前に必ず CKE1、および CKE0ビットの

設定をしてください。 

• 調歩同期式モードのとき 

00：内部クロック／SCIFnCK端子は、入力端子（入力信号は無視） 

01：内部クロック／SCIFnCK端子は、クロック出力*2 

1-*1：外部クロック／SCIFnCK端子は、クロック入力*3 

• クロック同期式モードのとき 

00：内部クロック／SCIFnCK端子は、同期クロック出力 

01：内部クロック／SCIFnCK端子は、同期クロック出力 

1-*1：外部クロック／SCIFnCK端子は、同期クロック入力 

【注】*1 CKE1＝1のとき、CKE0の値は don't care 

*2 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを出力 

*3 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

 

16.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは、16ビット長のレジスタです。下位 8 ビットは SCIFの動作状態を示すステータスフラグを、上位 8

ビットはレシーブ FIFOレジスタ内のデータの受信エラー数を示します。 

SCFSRは、常に CPUから読み出しまたは書き込みができます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、お

よび DRの各フラグへ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1

を読み出しておく必要があります。 

また、FERフラグおよび PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 

SCFSRは、パワーオンリセット、およびマニュアルリセット時に H'0060に初期化されます。スタンバイモード、

およびモジュールスタンバイ時に値は、保持されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

PER3 

PER2 

PER1 

PER0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでパリティエラーの発生している

データ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 15～12で示される値がパ

リティエラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 16バイトの受信デ

ータすべてがパリティエラーをともなう場合は、PER3～PER0は 0を表示

します。 

11 

10 

9 

8 

FER3 

FER2 

FER1 

FER0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

フレーミングエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでフレーミングエラーの発生して

いるデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 11～8で示される値がフ

レーミングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 16

バイトの受信データすべてがフレーミングエラーをともなう場合は、FER3

～FER0は 0を表示します。 

7 ER 0 R/(W)* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、またはパリティエラーが発生したことを示し

ます。*1 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していないこ 

とを表す。 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したこと 

を表す。 

［セット条件］ 

（1）受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1である

かどうかをチェックし、ストップビットが 0であったとき*2 

（2） 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が

SCSMRのO/Eビットで指定した偶数／奇数パリティの設定と

一致しなかったとき 

【注】 *1 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは

影響を受けず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生し

ても受信データは SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。

SCFRDRから読み出したデータに受信エラーがあるかどうか

は、SCFSRの FERおよび PERビットで判定できます。 

 *2 ストップレングスが 2ビットのときは、1ビット目のストップビット

が 1であるかどうかのみを判定し 2ビット目のストップビットはチ

ェックしません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/(W)* トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

（1）SCFTDRに送信データを書き込み TEND＝1の状態を読み出した

後、TENDフラグに 0を書き込んだとき 

（2）DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）SCSCRの TEビットが 0のとき 

（3）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に

SCFTDRに送信データがないとき 

5 TDFE 1 R/(W)* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRG1、TTRG0ビットで設定した送信トリガデータ数以下に

なり、SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示しま

す。 

0：SCFTDRに送信トリガ設定数より多い送信データが書き込まれてい

ることを表示 

［クリア条件］ 

（1）TDFE＝1の状態を読み出した後、SCFTDRに送信トリガ設定数

を超える送信データを書き込み、TDFEに 0を書き込んだとき 

（2）DMACで SCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込ん

だとき 

1：SCRTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数

以下になったとき* 

【注】* SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタですので、TDFE＝1で

書き込むことができる最大データ数は｛16−（送信トリガ設定

数）｝になります。これより多くデータを書き込んだ場合は、無

視されます。また、SCFTDR内のデータ数は、SCFDRの上位ビ

ットに示されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BRK 0 R/(W)* ブレーク検出 

調歩同期式モードで受信データのブレーク信号の検出の有無を表示しま

す。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表す。  

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表す。* 

［セット条件］ 

フレーミングエラーをともなうデータを受信したとき、引き続き 1

フレーム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 

【注】* ブレーク検出すると検出後の受信データ（H'00）の SCFRDR転

送は、停止します。ブレークが終了し受信信号がマーク 1に戻

ると、受信データの転送が再開します。 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータのフレーミング

エラーの有無を表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーがないこ

とを表す。 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

していることを表す。 

［セット条件］ 

次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータのパリティエラ

ーの有無を表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーがないこと

を表す。 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生して

いることを表す。 

［セット条件］ 

次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/(W)* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信

データ数が、SCFCRの RTRG1と RTRG0ビットで設定した受信トリガデ

ータ数以上になったことを示します。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

す。 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）RDF＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データ数が受信ト

リガ設定数より少なくなるまで SCFRDRを読み出し、RDFに

0を書き込んだとき 

（3）DMACで SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より

少なくなるまで SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

す。 

［セット条件］ 

SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき* 

【注】* SCFRDRは、16バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少な

くとも受信トリガ設定数のデータを読み出すことができます。

SCFRDRが空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出され

ます。なおSCFRDR内の受信データ数は、SCFDRの下位ビッ

トに示されます。 

0 DR 0 R/(W)* レシーブデータレディ 

調歩同期式モードで SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、

かつ最後に受信したデータのストップビットから 15ETU時間以上、次のデ

ータが来ないことを示します。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表す。 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）DR＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読

み出し、DRに 0を書き込んだとき 

（3）DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表す。 

［セット条件］ 

SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受

信したデータのストップビットから 15ETU時間以上次のデータが

来ないとき* 

【注】* 8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間

に相当します。 

ETU（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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16.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS1と CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、

シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出しまたは書き込みが可能です。 

SCBRRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に H'FFに初期化されます。スタンバイモードお

よびモジュールスタンバイ時に値は保持されます。 
 

SCBRRの設定値は、以下の計算式で求められます。 
 

〔調歩同期式モード〕 
 

N＝
Pφ

64×22n－1×B
×106－1

 
 

〔クロック同期式モード〕 
 

N＝
Pφ

8×22n－1×B
×106－1

 
 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

Pφ ：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3） 

 （nとクロックの関係は、表 16.2を参照してください） 

 

表 16.2 nとクロックの関係 

SCSMRの設定値 n クロック 

CKS1 CKS0 

0 Pφ 0 0 

1 Pφ/4 0 1 

2 Pφ/16 1 0 

3 Pφ/64 1 1 

 

調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 
 

（　　　 　）誤差（％）＝
Pφ×106

（N+1）×B×64×22n－1
－1    ×100
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16.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは、送信と受信おのおのの FIFOレジスタのデータ数リセット、およびトリガデータ数の設定を行うレ

ジスタです。またループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出しまたは書き込みが可能です。 

SCFCRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモードお

よびモジュールスタンバイ時に値は、保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 

9 

8 

RSTRG2 

RSTRG1 

RSTRG0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

RTS出力アクティブトリガ 

SCFRDR内に格納された受信データ数が以下に示すトリガ設定数以上に

なったとき、RTS信号はハイレベルになります。 

RTSアクティブトリガ 

 000：15 

 001：1 

 010：4 

 011：6 

 100：8 

 101：10 

 110：12 

 111：14 

7 

6 

RTRG1 

RTRG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの RDFフラッグをセットする受信データ数を設定するビットで

す。 

SCFRDR内に格納された受信データ数が以下に示す受信トリガ設定数以

上になったとき、RDFフラグをセットします。 

調歩同期式モード    クロック同期式モード 

00：1          00：1 

01：4          01：2 

10：8          10：8 

11：14          11：14 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

TTRG1 

TTRG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの TDFEフラグをセットする残りの送信データ数を設定するビッ

トです。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が以下に示す送信トリガ設定

数以下になったとき、TDFEフラグをセットします。 

00：8（8） 

01：4（12） 

10：2（14） 

11：0（16） 

【注】（ ）内の値は、フラグ発生時の SCFTDRの空き数を示します。 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 CTS、RTSを有効にします。本ビットは、調歩同

期式モード時のみ有効です。 

0：モデム信号を無効* 

1：モデム信号を有効 

【注】* CTSは入力値にかかわらず 0アクティブに、RTSは 0に固定し

ます。 

2 TFRST 0 R/W トランスミット FIFOデータレジスタリセット 

トランスミット FIFOデータレジスタ内の送信データを無効とし、空の状

態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時には、リセット

動作が行われます。 

1 RFRST 0 R/W レシーブ FIFOデータレジスタリセット 

レシーブ FIFOデータレジスタ内の受信データを無効とし、空の状態にリ

セットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時には、リセット

動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TxD）と受信入力端子（RxD）、RTS端子と CTS端子を内

部で接続し、ループバックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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16.3.10 FIFOデータ数レジスタ（SCFDR） 

SCFTDRおよび SCFRDR内に格納されているデータ数を示す 16ビット長のレジスタです。 

ビット 12～8で SCFTDR内の送信データ数を、ビット 4～0で SCFRDR内の受信データ数を示します。 

SCFDRは、常に CPUから読み出しが可能です。 

SCFDRは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。スタンバイモード、

およびモジュールスタンバイ時に値は保持されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 

11 

10 

9 

8 

T4 

T3 

T2 

T1 

T0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

SCFDRのビット 12～8は、SCFTDR内に格納されている未送信のデータ

数を表します。 

H'00は送信データがないことを、H'10は SCFTDRにいっぱいの送信デー

タが格納されていることを表します。 

7 

6 

5 

－ 

－ 

－ 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 

3 

2 

1 

0 

R4 

R3 

R2 

R1 

R0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

SCFDRのビット 4～0は、SCFRDR内に格納されている受信データ数を示

します。 

H'00は受信データがないことを、H'10は SCFRDRにいっぱいの受信デー

タが格納されていることを示します。 
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16.3.11 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 

SCLSRは、受信時のオーバランエラーの有無を示す 16ビットのレジスタです。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/(W)* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを表します。 

0：受信中、または正常に受信完了したことを表す。*1 

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

（2）ORER=1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表す。*2 

［セット条件］ 

受信 FIFOフルの状態で次のシリアル受信を完了したとき 

【注】*1 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラ

グは影響を受けず以前の状態を保持します。 

*2 SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを

保持 し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER

＝1にセットされた状態で以降のシリアル受信を続けることは

できません。 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 

16.4 動作説明 

16.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックに同期してシリアル通信

を行うクロック同期式モードをサポートしています。 

送受信おのおのに 16段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能

です。また、モデムコントロール信号として RTSと CTS信号を内蔵しています。送受信フォーマットの選択は、

SCSMRで行います。これを表 16.3に示します。また、SCIFのクロックソースは、SCSMRの C/Aビットおよび

SCSCRの CKE1と CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 16.4に示します。 
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（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送

信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、レシーブFIFOデータフル、レシーブデ

ータレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタおのおのの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合： 

SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

外部クロックを選択した場合： 

ビットレートの16倍の周波数のクロックの入力が必要（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

（2） クロック同期式モード 

• 送受信フォーマット：8ビットデータ固定 

• 受信時にオーバランエラーの検出が可能 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合： 

SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

外部クロックを選択した場合： 

内蔵ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 

 

表 16.3 SCSMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCSMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビットデータ 

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビットデータ 

あり 

2ビット 

1 ＊ ＊ ＊ クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし 
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表 16.4 SCSMR、SCSCRの設定と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCR 

ビット 7 ビット 1 ビット 0

C/A CKE1 CKE0 

モード クロック

ソース 

SCIFnCK端子の機能 

0 SCIFは SCIFnCK端子を使用しません 0 

1 

内部 

ビットレートの 16倍の周波数のクロックを出力 

0 

0 

1 

1 

調歩同期式 

モード 

外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

0 0 

1 

内部 同期クロックを出力 

0 

1 

1 

1 

クロック同期式 

モード 

外部 同期クロックを入力 

 

16.4.2 調歩同期式モードのシリアル動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信または受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.2に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下位

ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成されて

います。調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、

SCIFはデータを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの中央

で通信データが取り込まれます。 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/10 1 1

11

スタート
ビット

パリティ
ビット ストップ

ビット

１ビット ７ビットまたは８ビット １ビット
または
なし

１ビット
または
２ビット

通信データの１単位（キャラクタまたはフレーム）

アイドル状態（マーク状態）

送信／受信データ

シリアル
データ

 

図 16.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 16.5に示します。送信／受信フォーマットは 8種類あり、シリアル

モードレジスタ（SCSMR）の設定により選択できます。 
 

表 16.5 シリアル送信／受信フォーマット 

PE

0

1

0

1

START

START

START

START

START

START

START

START

8ビットデータ STOP

7ビットデータ STOP

8ビットデータ STOP STOP

8ビットデータ P STOP

7ビットデータ STOPP

7ビットデータ STOPSTOP

CHR

0

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

SCSMRの設定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

STOP8ビットデータ P STOP

7ビットデータ STOPP STOP

 
 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1と CKE0ビットにより設定します。詳細は、

表 16.4を参照してください。 

外部クロックを SCIFnCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力

してください 

内部クロックで動作させるとき、SCIFnCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力される

クロックの周波数はビットレートの 16倍です。 
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（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIFの初期化 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビットおよび REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。 

通信フォーマットの変更などの場合には、必ず TEビットおよび REビットを 0にクリアしてから次の手順で変

更を行ってください。TEビットを 0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TEと REビットを 0にクリア

しても、SCFSR、SCFTDR、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。TEビットの 0クリア

は、送信データをすべて送信し SCFSRの TENDビットが 1にセットされた後に行ってください。送信中でも 0ク

リア可能ですが、送信中のデータは 0クリア後、ハイインピーダンス状態になります。また、再度 TEビットを 1

にセットして送信開始する前に SCFCRの TFRSTビットをいったん 1にセットして SCFTDRをリセットしてくだ

さい。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止め

ないでください。 

図 16.3に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

Wait

初期化開始

SCSMRのC/ ビットを0に設定し、�
送信／受信フォーマットを設定

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセット

No

Yes

SCBRRに値を設定

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

     SCSCRのTE、REビットを1に�
セットおよび、RIE、TIE、REIEを設定

SCFCRのRTRG1、RTRG0、TTRG1、�
TTRG0ビットを設定
TFRST、RFRSTビットを0にクリア�

1ビット期間経過?

（1）  SCSCRにクロックの選択を設定してください。
なお、TIE、RIE、TE、REビットは必ず0を設定してく
ださい。

（2） SCSMRに送信または受信フォーマットを設定します。
�
（3） SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。

ただし、外部クロックを使用する場合には、この作業
は必要ありません。

（4）  少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTE、
REビットをセットします。また、RIE、TIE、REIEビッ
トを設定してください。
TE、REビットを設定するとことによりTxD、RxD端子
が使用可能となります。

終了�

SCSCRのCKEビットを0（内部クロ�
ック／SCIFnCK端子は入力端子�
�（入力信号は無視））を設定�
 （TE、RE、TIE、RIEビットは0）�

 

図 16.3 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（b） シリアルデータ送信 

図 16.4にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

No

Yes

送信開始

SCFSRのTDFEビットを読み出し�

SCFTDRに送信データ｛16 - （送信�
トリガの設定数）｝を書き込み、
SCFSRのTDFEビットとTENDフラグ�
の1を読み出した後、0にクリア

No

Yes

No

Yes

SCFSRのTENDビットを読み出し

No

Yes

SCSCRのTEビットを0にクリア

PFCでTxD端子を出力ポートに設定

TDFE＝1?

全データ送信?

TEND＝1?

ブレーク出力

  (1)   SCIFステータスのチェックと送信データの
　　  書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1である
ことを確認した後、SCFTDRに送信データを書
き込み、TDFEフラグとTENDフラグの1を読み
出した後、これらのフラグを0にクリアします。

書き込み可能な送信データバイト数は、｛16 - 
（送信トリガ設定数）｝です。

  (2)   シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確
認した後にSCFTDRにデータを書き込み、続い
てTDFEビットを0にクリアしてください。

  (3)   シリアル送信の終わりのブレーク出力：�
     

ポートのDRを0にクリア

送信完了�

シリアル転送時にブレークを出力するときには、�
ポートのデータレジスタ（DR）を0にクリアし�
た後にSCSCRのTEビットを0にクリアし、PFC
でTxD端子を出力ポートに設定します。ステッ�
プ1、2において、SCFDRの上位8ビットで示さ�
れるSCFTDRの送信データバイト数により、書�
き込み可能なデータバイト数を確認することが�
できます。�

 

図 16.4 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は、少なくとも｛16−（送信トリガ設定数）｝数です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続して

送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエン

プティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

（a）スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

（b）送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

 なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

（d）ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。 

データがあるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリ

アル送信を開始します。送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出

した後、1を出力するマーク状態になります。 

 

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 16.5に示します。 

TDFE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット

シリアル�
データ�

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理
ルーチンでSCFTDRに
データを書き込み、
TDFEフラグの1を�
読み取った後、�
0にクリア

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 

図 16.5 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（c） シリアルデータ受信 

図 16.6、図 16.7にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従い行ってください。 

Yes

No

受信開始

受信終了�

No

Yes

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

 SCFSRのER、DR、BRK、
SCLSRのORERフラグを読み出し

エラー処理

SCFRDRの受信データを�
読み出し、SCFSRの
RDFフラグを0にクリア

No

Yes

ER or DR or BRK or
ORER＝1?

RDF＝1?

全数受信?

(1)   受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、SCFSRのDR、
ER、BRK、SCLSRのORERの各フラグを読み出
してエラーを判定し所定のエラー処理を行った後、
DR、ER、BRK、ORERの各フラグをすべて0に
クリアしてください。また、フレーミングエラー
時にRxD端子の値を読み出すことでブレークの検
出ができます。

(2)   SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出して、RDF=1であることを確認
した後、SCFRDRの受信データを読み出し、
RDFフラグの1を読み出した後、RDFフラグを0
にクリアします。RDFフラグが0から1に変化し
たことは、RXI割り込みによって知ることができ
ます。

(3)   シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、少なくとも
SCFRDRから受信データバイトの受信トリガ設
定数を読み出し、RDFフラグから1を読み出した
後、RDFフラグを0にクリアします。SCFRDRの
受信データバイト数はSCFDRの下位ビットを読
み出すことによって確認できます。

 

図 16.6 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理 SCFRDRから読み出した受信データにフレー�
ミングエラーかパリティエラーが発生したか�
どうかは、SCFSRのFER、PERビットから�
確認できます。�

　　SCFSRのDR、ER、BRK、
　　SCLSRのORERフラグを0にクリア

No

No

Yes

No

Yes

ブレーク処理

No

Yes

受信エラー処理

ER＝1?

Yes

オーバランエラー処理

ORER＝1?

BRK＝1?

SCFRDRの受信データの読み出し�

DR＝1?

終了�

(1)

ブレーク信号の受信時、BRKフラグがセッ�
トされている場合、受信データはSCFRDR
に転送されません。ただし、SCFRDRの最�
後尾のデータは、H'00でフレーミングエラー�
が発生したブレークデータが格納されること�
に注意してください。�

(2) 

 

図 16.7 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビット、およびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFは、以下のチェックを行います。 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

 ただし、2ストップビットの場合は、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b）受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

（c）オーバランエラーチェック：ORERフラグが0であり、オーバランエラーが発生していないことをチ ェ

ックします。 

（d）ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。 

以上のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 受信エラー（フレーミングエラー／パリティエラー）が発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFフラグまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータ

フル割り込み（RXI）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると受信エラ

ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

BRKフラグまたはORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされて

いると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 

 

調歩同期式モード受信時の動作例を図 16.8に示します。 

RDF

FER

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット

シリアル
データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

受信エラーで
ERI割り込み要求
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理
ルーチンでデータを
読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後を0に
クリア

RXI割り込み要求の発生

 

図 16.8 SCIFの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（d） モデム機能説明 

モデム機能を使用した場合、CTS入力値に応じて送信を停止、再開することができます。CTSが 1にセットさ

れると、送信中である場合 1フレームの送信後マーク状態になります。CTSが 0にクリアされると、次の送信デ

ータがスタートビットを先頭に出力されます。 

がハイレベル�
になると送信動作停止�

がローレベル�
になると送信動作再開�

0 D0 D1 D6 D7 0/1 0 D0 D1 D6 D7 0/1

スタート
ビット

送信データ�
TxD

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

 

図 16.9 CTS制御動作例 

モデム機能を使用した場合、受信 FIFO（SCFRDR）が RTS出力トリガ数以上になったとき、RTS信号はハイレ

ベルになります。 

RTS

受信データがRTS出力トリガ数
以上になるとハイレベルとなる

0 D0 D1 D6 D7 0/1

スタート
ビット

受信データ
RxD

パリティ
ビット

ストップ
ビット

受信データがRTS出力トリガ数
より少なくなるとローレベルとなる  

図 16.10 RTS制御動作例 
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16.4.3 クロック同期式モードのシリアル動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信または受信するモードで、高速シリアル通

信に適しています。SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通

信ができます。クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.11に示します。 

don't caredon't care

通信データの1単位（キャラクタ、またはフレーム）

ビット0シリアルデータ

同期クロック

ビット1 ビット3 ビット4 ビット5

LSB MSB

ビット2 ビット6 ビット7

**

【注】*　連続送信／受信のとき以外はハイレベル  

図 16.11 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回

線の状態は、MSBの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1と CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または SCIFnCK端子から入力された外部同期クロックのいずれかを使用できます。詳細は、表 16.4

を参照してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIFnCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラク

タの送受信で 8パルス出力され、送信または受信を行わないときには、ハイレベルに固定されます。受信動作の

みの場合は、内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定

数に達するまでクロックパルスが出力されます。 
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（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIFの初期化 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビット 0にクリアすると SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアして

も RDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

図 16.12に SCIFの初期化フローチャート例を示します。 

Wait

初期化開始

SCSMRに送信または受信
フォーマットを設定

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセットし、FIFOのバッファを
クリア

SCFSRのBRK、DR、ERフラッグを
読み出した後、0書き込みでクリア

No

Yes

SCBRRに値を設定

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット
および、RIE、TIE、REIEを設定

SCFCRのRTRG1、RTRG0、TTRG1、
TTRG0ビットを設定
TFRST、RFRSTビットを0にクリア

1ビット期間経過?

（1） 初期化終了の直前までTE、RE、ビットは、0にし
ておいてください。

（2） CKE1、CKE0ビットを設定します。

（3） SCSMRに送信または受信フォーマットを設定しま
す。

（4） SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みま
す。ただし、外部クロックを使用する場合には、
必要ありません。本設定後は、少なくとも1ビッ
ト期間待ってください。

（5） 使用する外部端子の設定を行ないます。受信時に
はRxD入力、送信時にはTxD出力になるように設
定します。また、SCIFnCKの入出力は、CKE1、
CKE0で設定した内容に合わせて設定してください。

（6） SCSCRのTEビットまたはREビットを1にセット
します。また、TIE、RIE、REIEビットを設定し
てください。この時点でTxD、RxD、SCIFnCK端
子が使用可能となります。送信時には、TxD端子
はマーク状態となります。クロック同期式モード
受信でかつ同期クロック出力（クロックマスタ）
設定の場合は、この時点でSCIFnCK端子からクロッ
クが出力され始めます。

終了

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIE、ビットは０）

使用する外部端子の設定
（SCIFnCK、TxD、RxD）

 

図 16.12 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（b） シリアルデータ送信 

図 16.13にシリアル送信のフローチャートの例を示します。シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状

態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

No

Yes

送信開始

SCFSRのTDFEビットを読み出す

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビットとTENDビット
を0にクリア

No

Yes

No

Yes

SCFSRのTENDビットを読み出す

SCSCRのTEビットを0にクリア

TDFE＝1?

全データ送信?

TEND＝1?

（1）SCIFの初期化：
「図16.3　SCIFの初期化フローチャートの例」
をご覧ください。

  (2)   SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出してTDFEフラグが1であるこ
とを確認した後SCFTDRに送信データを書き
込み、TDFEフラグを0にクリアする。

  (3)   シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確
認した後にSCFTDRにデータを書き込み、続
いてTDFEフラグを0にクリアしてください。

送信完了

初期化

 

図 16.13 シリアル送信のフローチャートの例 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  16-33 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

SCIFは、シリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも｛16−（送信トリガ設定数）｝です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプ

ティ割り込み（TXI）要求を発生します。クロック出力モードに設定したときには、SCIFは1データに対し同

期クロック8パルス出力します。外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力し

ます。シリアル送信データは、LSBから順にTxD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないとSCFSRのTEND

フラグを1にセットし、最終ビットを送り出した後は、TxD端子は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後は、SCIFnCK端子はハイレベル固定になります。 

 

図 16.14に SCIFの送信時の動作例を示します。 

1フレーム

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6

LSB MSB

ビット7

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込
み、TDFEフラグを０にクリア

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

周期
クロック

シリアル
データ

TDFE

TEND

 

図 16.14 SCIFの送信時の動作例 

（c） シリアルデータ受信 

図 16.15、図 16.16にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り換える際には、必

ず、ORER、PER3～PER0、FER3～FER0の各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 
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Yes

No

受信開始

受信終了

No

Yes

SCFSRのRDFフラグを読み出す

SCSCRのREビットを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出す

エラー処理

SCFRDRの受信データを
読み出し、SCFSRの
RDFフラグを0にクリア　　　　

No

Yes

ORER＝1?

RDF＝1?

全数受信?

（1）SCIFの初期化：
「図16.3　SCIFの初期化フローチャート
の例」をご覧ください。

（2） 受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSR
のORERフラグを読み出してから所定のエ
ラー処理を行った後、ORERフラグを0に
クリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では、
受信を再開できません。

（3）SCIFの状態確認と受信データの読み出し:
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを
確認した後、SCFRDRの受信データを読
み出してRDFフラグを0にクリアします。
RDFフラグが0から1への変化は、RXI割り
込みによっても知ることができます。

（4）シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR
内のデータを少なくとも受信トリガ設定数
読み出してRDFフラグの1を読み出した後
0を書き込んでください。SCFRDRの受信
データ数は、SCFDRの下位ビットを読み
出すことで知ることができます。ただし、
RXIでDMACを起動し、SCFRDRの値を読
み出す場合には、RDFビットクリアは自動
的に行なわれますので必要ありません。

初期化

 

図 16.15 シリアル受信のフローチャートの例 

エラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

No

Yes

オーバランエラー処理

ORER＝1?

終了
 

図 16.16 シリアル受信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。受信後、SCIFは受信データをSCRSRから

SCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックがパスしたときSCFRDRに受信データが格

納されます。エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル割り込み

（RXI）要求を発生します。また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされてい

るとブレーク割り込み（BRI）要求を発生します。 

図 16.17に SCIFの受信時の動作例を示します。 

1フレーム

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6

LSB MSB

同期
クロック

シリアル
データ

ビット7

RDF

ORER

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF
フラグを０にクリア

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み
要求の発生

 

図 16.17 SCIFの受信時の動作例 
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（d） シリアルデータ送受信同時動作 

図 16.18にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

Yes

No

送受信開始

終了

No

Yes

SCFSRのRDFフラグを読み出す

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出す

エラー処理

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1?

RDF＝1?

全数受信?

（1）SCIFの初期化：
「図16.3　SCIFの初期化フローチャートの
例」をご覧ください。

（2）SCIFの状態確認と受信データの書き込み：
SCFSRを読み出してTDFE＝1であること
を確認した後、SCFTDRに送信データを書
き込み、TDFEフラグを0にクリアします。
TDFEフラグの0から1への変化は、TXI割り
込みによっても知ることができます。

（3）受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRの
ORERフラグを読み出してから所定のエラー
処理を行った後、ORERフラグを0にクリ
アしてください。ORERフラグが1にセッ
トされた状態では、受信を再開できません。

（4）SCIFの状態確認と受信データの読み出し：
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを
確認した後、SCFRDRの受信データを読み
出しRDFフラグを0にクリアします。RDF
フラグが0から1への変化は、RXI割り込み
によっても知ることができます。

（5）シリアル送受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、現在のフ
レームのMSBを受信する前にRDFフラグと
SCFRDRを読み出し、RDFフラグの0クリ
アを終了しておいてください。また、現在
のフレームのMSBを送信する前にTDFEフ
ラグの1を読み出して書き込み可能である
ことを確認してください。さらに、
SCFTDRにデータを書き込みTDFEフラグ
を0にクリアしておいてください。

【注】送信または受信動作から同時送受信に切り
替えるときには、TEビットとREビットを0
にクリアしてからTEビットとREビットを
同時に1にセットしてください。

No

Yes

TDFE＝1?

SCFSRのTDFEフラグを読み出す

初期化

SCFTDRに送信データを書き込み
SCFSRのTDFEフラグを読み出す

 

図 16.18 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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16.5 SCIF割り込み要因と DMAC 

SCIFは、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信 FIFOデ

ータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持っています。表 16.6

に各割り込み要因と優先順位を示します。SCIF以外の割り込みとの関係と優先順位は、「第 4章 例外処理」を

参照してください。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許可または禁止ができます。また、

各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合は、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、TXI割り込み

要求と送信FIFOデータエンプティDMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXIが禁止されている場合は、

TDFEフラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求のみが発生します。送信 FIFO

データエンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

RIEビットによりRXIが許可されている場合は、SCFSRのRDFフラグまたはDRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが禁止されている

場合は、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生し

ます。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。なお、DR

フラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA転送要求は、調歩同期モー

ド時のみ発生します。 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を行って

ください。DMACの設定方法は「第 13章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してくだ

さい。また、割り込みコントローラへ RXI 、TXI 割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要求を

出す設定にした場合は、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に DMAC 

によってクリアされます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。なお、TXI 割り込みは送信データを書き込み可能なことを示し、RXI割り込

みは受信データが SCFRDRにあることを示しています。 
 

表 16.6 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内容 DMACの起動 リセット解除時の優先順

位 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）またはデータレディ（DR）*

による割り込み 

可 

BRI ブレーク（BRK）またはオーバランエラー(ORER)による割

り込み 

不可 

TXI 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 

高 

 

 

 

 

低 

【注】 * DRによる RXI割り込みは、調歩同期モード時のみ有効です。 

  SCIF以外の割り込みとの関係と優先順位は、「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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16.6 使用上の注意 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCFSRの TDFEフラグは SCFTDR内に書き込んだ送信データ数が、SCFCRの TTRG1、TTRG0ビットで設定し

た送信トリガ数以下になったときセットされます。TDFEがセットされた後、SCFTDRの空きデータ数まで送信デ

ータを書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし TDFEフラグは SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し後、

0にクリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは送信トリガ数より多い送信データが SCFTDRに格納

されたときに行ってください。 

SCFTDR内の送信データ数は、SCFDRの 12～8ビットで知ることができます。 
 

（2） SCFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCFSRの RDFフラグは、SCFRDR内の受信データ数が SCFCRの RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリ

ガ数以上になったときセットします。RDFがセットされた後、SCFRDRからトリガ数分の受信データを読み出す

ことで効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合は、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1

にセットされますので、すべての受信データを読み出した後RDFフラグの 1を読み出し 0にクリアしてください。 

SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRの 4～0ビットで知ることができます。 
 

（3） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出できます。

ブレークでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラー

（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを受信した後は SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けています。 
 

（4） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIFは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作します。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 16.19に示します。 
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基本クロック

16クロック

-7.5クロック +7.5クロック

8クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

スタートビット D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

15 0 7 15 00 1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 1413 1 2 3 4 5 1 2 3 4 56 8 9 10 11 12 14137

 

図 16.19 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝ （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－　　　　（1+F）　× 100% ・・・・式（1）
2N
1

N
|D－0.5|| |

 

 M：受信マージン（％） 

 N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

 D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

 L：フレーム長（L＝9～12） 

 F：クロック周波数の偏差の絶対値 

 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 

 

 D ＝0.5、F＝0のとき 

 M ＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

  ＝46.875％ …………………………………………式（2） 

 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

16-40  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

（5） DMAC使用上の注意事項 

同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DMACによる SCFTDRの更新後、周辺動作クロックで 5

サイクル以上経過した後に外部クロックを入力してください。SCFTDRの更新後 4サイクル以内に送信クロック

を入力すると誤動作することがあります（図 16.20）。 

D0 D1

SCIFnCK

TxD

TDFE

D2 D3 D4 D5 D6 D7

t

【注】   外部クロックで動作させるときは、t を周辺動作クロックで 4 サイクル以上に設定して下さい。
 

図 16.20 DMACによる同期クロック転送例 
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17. FIFO内蔵シリアル IO（SIOF） 

本 LSIは、オーディオ CODECと直結可能なクロック同期式 FIFO内蔵シリアル IOモジュール（SIOF）を 2チ

ャネル搭載しています。SIOF0および SIOF1とも機能は共通です。 

17.1 特長 

SIOFの特長を以下に示します。 

• シリアル転送 

FIFO容量32ビット×16段（送受信独立） 

8ビットと16ビットおよび16ビットのステレオ音声入出力に対応 

データの送受信は、MSBが先頭とLSB先頭に対応 

サンプリングレートは、最大48kHzに対応 

同期方法は、フレーム同期パルスおよび左右チャネル切り換えに対応 

CODEC制御データインタフェースに対応 

各社のリニアオーディオのA-Lawおよびμ-Law CODECチップに接続可能 

マスタおよびスレーブ両モードに対応 

• シリアルクロック 

クロックソースとして外部端子入力と内部クロック（P_CLK）から選択が可能 

• 割り込み 

以下に示す4種類の割り込みを独立して要求することが可能 

送信割り込み 

受信割り込み 

エラー割り込み 

制御割り込み 

• DMA転送 

送受信の転送要求によるDMA転送を用いた送受信動作に対応 
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17.1.1 ブロック図 

SIOFのブロック図を図 17.1に示します。 

コントロール�
レジスタ�

16

32

送信FIFO
32bit 16段�

バス I/F
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RXD_SIOTXD_SIOSCK_SIO SIOFSYNC

32

3232

周辺バス�

受信FIFO
32bit 16段

S/P

受信制御データ�

3232

タイミング制御�

E
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R
X
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X
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C
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SIOMCLK
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図 17.1 SIOFのブロック図 
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17.2 入出力端子 

SIOF0/1の端子構成を表 17.1に示します。 
 

表 17.1 端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機   能 

クロック入力端子 SIOMCLK0 入力 マスタクロック入力 

通信クロック端子 SCK_SIO0 入出力 シリアルクロック（送受信共通） 

フレームシンク端子 SIOFSYNC0 入出力 フレーム同期信号（送受信共通） 

送信データ端子 TXD_SIO0 出力 送信データ 

0 

受信データ端子 RXD_SIO0 入力 受信データ 

クロック入力端子 SIOMCLK1 入力 マスタクロック入力 

通信クロック端子 SCK_SIO1 入出力 シリアルクロック（送受信共通） 

フレームシンク端子 SIOFSYNC1 入出力 フレーム同期信号（送受信共通） 

送信データ端子 TXD_SIO1 出力 送信データ 

1 

受信データ端子 RXD_SIO1 入力 受信データ 

 

17.3 レジスタの説明 

本モジュールには、以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズついては

「第 24章 レジスタ一覧」を参照してください。 

（1） チャネル 0 

• シリアルモードレジスタ_0（SIMDR_0） 

• クロックセレクトレジスタ_0（SISCR_0） 

• 送信データアサインレジスタ_0（SITDAR_0） 

• 受信データアサインレジスタ_0（SIRDAR_0） 

• 制御データアサインレジスタ_0（SICDAR_0） 

• シリアルコントロールレジスタ_0（SICTR_0） 

• FIFOコントロールレジスタ_0（SIFCTR_0） 

• ステータスレジスタ_0（SISTR_0） 

• 割り込み許可レジスタ_0（SIIER_0） 

• 送信データレジスタ_0（SITDR_0） 

• 受信データレジスタ_0（SIRDR_0） 

• 送信制御データレジスタ_0（SITCR_0） 

• 受信制御データレジスタ_0（SIRCR_0） 
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（2） チャネル 1 

• シリアルモードレジスタ_1（SIMDR_1） 

• クロックセレクトレジスタ_1（SISCR_1） 

• 送信データアサインレジスタ_1（SITDAR_1） 

• 受信データアサインレジスタ_1（SIRDAR_1） 

• 制御データアサインレジスタ_1（SICDAR_1） 

• シリアルコントロールレジスタ_1（SICTR_1） 

• FIFOコントロールレジスタ_1（SIFCTR_1） 

• ステータスレジスタ_1（SISTR_1） 

• 割り込み許可レジスタ_1（SIIER_1） 

• 送信データレジスタ_1（SITDR_1） 

• 受信データレジスタ_1（SIRDR_1） 

• 送信制御データレジスタ_1（SITCR_1） 

• 受信制御データレジスタ_1（SIRCR_1） 

 

17.3.1 シリアルモードレジスタ（SIMDR） 

シリアルモードレジスタは、SIOF0/1の動作モードを設定するレジスタです。 

シリアルモードレジスタは、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

TRMD1 

TRMD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

転送モード 

転送モードを選択します。 

00：スレーブモード 1 

01：スレーブモード 2 

10：マスタモード 1 

11：マスタモード 2 

【注】各モードの動作については、「17.4.3 転送データフォーマット」を

参照してください。 

13 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 REDG 0 R/W 受信データサンプリングエッジ 

TXD_SIOの送出タイミングは、RXD_SIOのサンプリングタイミングの反

対のエッジとなります（図 17.4参照）。 

0：RXD_SIOを SCK_SIOの立ち下がりエッジでサンプリングする。 

1：RXD_SIOを SCK_SIOの立ち上がりエッジでサンプリングする。 

【注】マスタモード 1およびマスタモード 2の場合に有効となります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

9 

8 

FL3 

FL2 

FL1 

FL0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

フレーム長 

00xx ：スロット長は 8ビット、フレーム長は 8ビット 

0100：スロット長は 8ビット、フレーム長は 16ビット 

0101：スロット長は 8ビット、フレーム長は 32ビット 

0110：スロット長は 8ビット、フレーム長は 64ビット 

0111：スロット長は 8ビット、フレーム長は 128ビット 

10xx ：スロット長は 16ビット、フレーム長は 16ビット 

1100：スロット長は 16ビット、フレーム長は 32ビット 

1101：スロット長は 16ビット、フレーム長は 64ビット 

1110：スロット長は 16ビット、フレーム長は 128ビット 

1111：スロット長は 16ビット、フレーム長は 256ビット 

【注】1. スロット長 8ビットを選択した場合は、制御データの送受信は行

えません。 

2. LSB先頭送受信を選択した場合は、制御データの送受信は行え

ません。 

X：Don't care 

7 TXDIZ 0 R/W 送信無効時ハイインピーダンスの出力 

送信無効時のハイインピーダンスの出力の設定を行います。 

0：無効時に 1を出力 

1：無効時にハイインピーダンスを出力 

【注】無効時とは、ディスエーブル時に送信データおよび制御データを割り

当てていないスロットを送出する場合を言います。 

6 LSBF 0 R/W LSB先頭送受信 

送受信フレームのビットの並びを選択します。 

0：MSB先頭 

1：LSB先頭 

5 RCIM 0 R/W 受信制御データ割り込みモード 

SISTRレジスタの RCRDYビットセットタイミングを選択します。 

0：SIRCRレジスタの内容が変化したときに SISTRレジスタの RCRDY

ビットをセットする。 

1：SIRCRレジスタへの制御データ受信タイミングごとに SISTRレジス

タの RCRDYビットをセットする。 

4～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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17.3.2 クロックセレクトレジスタ（SISCR） 

クロックセレクトレジスタは、ボーレートジェネレータの動作を設定します。本レジスタへの設定は、SIMDR

レジスタの TRMD[1:0]ビットに B'10もしくは B'11が設定されているときに有効になります。パワーオンリセット

およびソフトウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MSSEL 0 R/W マスタクロックソース選択 

マスタクロックとは、ボーレートジェネレータに入力するクロックを指しま

す。 

0：マスタクロックとして SIOMCLK端子入力信号を使用 

1：マスタクロックとして PCLKを使用 

14 MSIMM 0 R/W マスタクロック選択 

0：クロックソースとしてボーレートジェネレータ出力クロックを使用 

1：クロックソースとしてマスタクロックをそのまま使用 

13 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 

11 

10 

9 

8 

BRPS4 

BRPS3 

BRPS2 

BRPS1 

BRPS0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

プリスケーラ設定 

マスタクロックの分周比 BRPSを設定します。 

00000：（×1/32） 

00001：（×1/1） 

00010：（×1/2） 

11111：（×1/31） 

7～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

BRDV2 

BRDV1 

BRDV0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

分周比設定 

出力段の分周比 BRDV設定をします。ボーレートジェネレータの最終分周

比は、BRPS×BRDVで決定します（最大 1/1024）。 

000：プリスケーラ出力×1/2 

001：プリスケーラ出力×1/4 

010：プリスケーラ出力×1/8 

011：プリスケーラ出力×1/16 

100：プリスケーラ出力×1/32 

【注】上記以外は、予約（設定不可）です。 
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17.3.3 送信データアサインレジスタ（SITDAR） 

送信データアサインレジスタは、フレーム内の送信データ位置を設定します。パワーオンリセットおよびソフ

トウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TDLE 0 R/W 送信左チャネルデータイネーブル 

0：左チャネルデータの送信を許可しない 

1：左チャネルデータの送信を許可する 

14～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 

10 

9 

8 

TDLA3 

TDLA2 

TDLA1 

TDLA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

送信左チャネルデータアサイン 

送信フレームにおける左チャネルデータの位置を設定します。 

B'0000から B'1110で設定します。左チャネルデータの送信データは、

SITDRレジスタの SITDL15～0ビットに設定します。 

【注】TDLA3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 

7 TDRE 0 R/W 送信右チャネルデータイネーブル 

0：右チャネルデータの送信を許可しない。 

1：右チャネルデータの送信を許可する。 

6 TLREP 0 R/W 送信左チャネルリピート 

本ビットの設定は TDREビットが 1のとき有効となります。本ビットに 1

を設定した場合は、SITDRレジスタの SITDR15～0ビットへの設定は無視

されます。 

0：右チャネルデータとして SITDRレジスタの SITDRビット設定値を送

出する。 

1：右チャネルデータとして SITDRレジスタの SITDLビット設定値を繰

り返して送出する。 

5 

4 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 

2 

1 

0 

TDRA3 

TDRA2 

TDRA1 

TDRA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

送信右チャネルデータアサイン 

送信フレームにおける右チャネルデータの位置を B'0000から B'1110で設

定します。右チャネルデータの送信データは、SITDRレジスタの SITDR15

～0ビットに設定します。 

【注】TDRA3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 
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17.3.4 受信データアサインレジスタ（SIRDAR） 

受信データアサインレジスタは、フレーム内の受信データ位置を設定します。パワーオンリセットおよびソフ

トウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RDLE 0 R/W 受信左チャネルデータイネーブル 

0：左チャネルデータの受信を許可しない 

1：左チャネルデータの受信を許可する 

14 

13 

12 

― 

― 

― 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 

10 

9 

8 

RDLA3 

RDLA2 

RDLA1 

RDLA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

受信左チャネルデータアサイン 

受信フレームにおける左チャネルデータの位置を B'0000から B'1110で設

定します。左チャネルデータの受信データは、SIRDRレジスタの SIRDL15

～0ビットに格納されます。 

【注】RDLA3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 

7 RDRE 0 R/W 受信右チャネルデータイネーブル 

0：右チャネルデータの受信を許可しない。 

1：右チャネルデータの受信を許可する。 

6 

5 

4 

― 

― 

― 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 

2 

1 

0 

RDRA3 

RDRA2 

RDRA1 

RDRA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

受信右チャネルデータアサイン 

受信フレームにおける右チャネルデータの位置を B'0000から B'1110で設

定します。右チャネルデータの受信データは、SIRDRレジスタの SIRDR15

～0ビットに格納されます。 

【注】RDRA3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 
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17.3.5 制御データアサインレジスタ（SICDAR） 

制御データアサインレジスタは、フレーム内の制御データ位置を設定します。本レジスタへの設定は、SIMDR

レジスタの FL3～0ビットに 1***を設定したときに有効となります。パワーオンリセットおよびソフトウェアリ

セット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CD0E 0 R/W 制御 0チャネルデータイネーブル 

0：制御 0チャネルデータの送受信を許可しない 。 

1：制御 0チャネルデータの送受信を許可する。 

14 

13 

12 

― 

― 

― 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 

10 

9 

8 

CD0A3 

CD0A2 

CD0A1 

CD0A0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御 0チャネルデータアサイン 

送受信フレームにおける制御0チャネルデータの位置をB'0000からB'1110

で設定します。制御 0チャネルデータの送信データは、SITCRレジスタの

SITC015～00ビットに設定します。制御 0チャネルデータの受信データは、

SIRCRレジスタの SIRC015～00ビットに格納されます。 

【注】CD0A3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 

7 CD1E 0 R/W 制御 1チャネルデータイネーブル 

0：制御 1チャネルデータの送受信を許可しない。 

1：制御 1チャネルデータの送受信を許可する。 

6 

5 

4 

― 

― 

― 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 

2 

1 

0 

CD1A3 

CD1A2 

CD1A1 

CD1A0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御 1チャネルデータアサイン 

送受信フレームにおける制御1チャネルデータの位置をB'0000からB'1110

で設定します。制御 1チャネルデータの送信データは、SITCRレジスタの

SITC115～10ビットに設定します。制御 1チャネルデータの受信データは、

SIRCRレジスタの SIRC115～10ビットに格納されます。 

【注】CD1A3～0に B'1111を設定した場合の動作は、保証しません。 
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17.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SICTR） 

シリアルコントロールレジスタは、SIOFの動作状態を設定します。 

シリアルコントロールレジスタは、パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SCKE 0 R/W シリアルクロック出力イネーブル 

マスタモード時に有効となります。1を設定すると、SIOFはボーレートジ

ェネレータを初期化し、動作を開始すると同時に SCK_SIOにボーレートジ

ェネレータが生成したクロックを出力します。 

0：SCK_SIOの出力を許可しない（0を出力する）。 

1：SCK_SIOの出力を許可する。 

14 FSE 0 R/W フレーム同期信号出力イネーブル 

マスタモード時に有効となります。1を設定すると、SIOFはフレームカウ

ンタを初期化し、動作を開始します。 

0：SIOFSYNCの出力を許可しない（0を出力する）。 

1：SIOFSYNCの出力を許可する。 

13～10 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TXE 0 R/W 送信イネーブル 

本ビットの設定は、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上がり）で

かつ送信 FIFOに有効なデータが格納されているときに有効となります。1

設定が有効になると、SIOFは SIFCTRレジスタの TFWMビットの設定に

従い、送信転送要求を発行します。送信 FIFOにデータが格納されると、

TXD_SIOから送信データの送出を開始します。このビットは送信リセット

時に初期化されます。 

0：TXD_SIOのデータ送出を許可しない（1を出力する）。 

1：TXD_SIOのデータ送出を許可する。 

8 RXE 0 R/W 受信イネーブル 

本ビットの設定は、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上がり）時

に有効となります。1設定が有効になると、SIOFは RXD_SIOからの受信

データの取り込みを開始します。受信 FIFOにデータが格納されると、

SIFCTRレジスタの RFWMビットの設定に従い、受信転送要求を発行しま

す。このビットは、受信リセット時に初期化されます。 

0：RXD_SIOのデータ受信を許可しない。 

1：RXD_SIOのデータ受信を許可する。 

7～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TXRST 0 R/W 送信リセット 

本ビットの設定は、ただちに有効となります。1設定が有効になると、SIOF

はただちに TXD_SIOからの送信データを 1とし、送信データ系のレジスタ

と送信関連のステータスレジスタを初期化します。下記に初期化の対象を示

します。 

• SITDRレジスタ 

• 送信 FIFOライトポインタ、リードポインタ 

• SISTRレジスタの TCRDY、TFEMP、TDREQビット 

• TXEビット 

本ビットは、リセット動作を完了すると SIOFが自動的にクリアされるた

め、読み出し時の値は常に 0です。 

0：送信動作をリセットしない 

1：送信動作をリセットする 

0 RXRST 0 R/W 受信リセット 

本ビットの設定は、ただちに有効となります。1設定が有効になると、SIOF

は RXD_SIOからの受信を停止し、受信データ系のレジスタ、受信関連のス

テータスレジスタを初期化します。下記に初期化の対象を示します。 

• SIRDRレジスタ 

• 受信 FIFOライトポインタ、リードポインタ 

• SISTRレジスタの RCRDY、RFFUL、RDREQビット 

• RXEビット 

本ビットはリセット動作を完了すると SIOFが自動的にクリアされるため、

読み出し時の値は常に 0です。 

0：受信動作をリセットしない 

1：受信動作をリセットする 
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17.3.7 FIFOコントロールレジスタ（SIFCTR） 

FIFOコントロールレジスタは、送受信 FIFOの転送が可能なエリアを表示します。パワーオンリセット、ソフ

トウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

TFWM2 

TFWM1 

TFWM0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

送信 FIFOウォータマーク 

送信 FIFOの転送要求は、SISTRレジスタの TDREQビットで行います。本

ビットへの設定にかかわらず、送信 FIFOは常に 16段の FIFOとして動作

を行います。 

000：送信 FIFOの空き領域が 16段のときに転送要求を発行する 

001：予約（設定不可） 

010：予約（設定不可） 

011：予約（設定不可） 

100：送信 FIFOの空き領域が 12段以上のときに転送要求を発行する 

101：送信 FIFOの空き領域が 8段以上のときに転送要求を発行する 

110：送信 FIFOの空き領域が 4段以上のときに転送要求を発行する 

111：送信 FIFOの空き領域が 1段以上のときに転送要求を発行する 

12 

11 

10 

9 

8 

TFUA4 

TFUA3 

TFUA2 

TFUA1 

TFUA0 

1 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

送信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な語数を B'00000～B'10000で表示します。 

 

7 

6 

5 

RFWM2 

RFWM1 

RFWM0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

受信 FIFOウォータマーク 

受信 FIFOの転送要求は、SISTRレジスタの RDREQビットで行います。

本ビットへの設定にかかわらず、受信 FIFOは常に 16段の FIFOとして動

作を行います 

000：受信 FIFOの有効領域が 1段以上のときに転送要求を発行する 

001：予約（設定不可） 

010：予約（設定不可） 

011：予約（設定不可） 

100：受信 FIFOの有効領域が 4段以上のときに転送要求を発行する 

101：受信 FIFOの有効領域が 8段以上のときに転送要求を発行する 

110：受信 FIFOの有効領域が 12段以上のときに転送要求を発行する 

111：受信 FIFOの有効領域が 16段のときに転送要求を発行する 

4 

3 

2 

1 

0 

RFUA4 

RFUA3 

RFUA2 

RFUA1 

RFUA0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

受信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な語数を B'00000～B'10000で表示します。 
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17.3.8 ステータスレジスタ（SISTR） 

ステータスレジスタは、SIOFの状態を表示します。本レジスタの各ビットは、SIIERレジスタの対応するビッ

トに 1を設定した場合に、SIOFの割り込み要因となります。パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時に初

期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 TCRDY 0 R 送信制御データレディ 

本ビットは状態を表示するビットであり、SITCRレジスタへの書き込みが

行われると SIOFがクリアします。SICTRレジスタの TXEビットが 1のと

き有効となります。本ビットによる割り込み発行が許可される場合は、SIOF

は制御割り込みを発行します。本ビットが 0時に SITCRレジスタへの書き

込みを行うと SITCRレジスタは上書きされ、以前の内容は TXD_SIOから

送出されません。 

0：SITCRレジスタへの書き込みが可能でない 

1：SITCRレジスタへの書き込みが可能である 

【注】本ビットを使用する際は「17.5 使用上の注意」の 2項を参照してく

ださい。 

13 TFEMP 0 R 送信 FIFOエンプティ 

本ビットは状態を表示するビットであり、SITDRレジスタへの書き込みが

行われると SIOFがクリアします。SICTRレジスタの TXEビットが 1のと

き有効となります。本ビットによる割り込み発行が許可される場合は、SIOF

は制御割り込みを発行します。 

0：送信 FIFOが空でない 

1：送信 FIFOが空である 

12 TDREQ 0 R 送信データ転送リクエスト 

送信データ転送リクエストは、送信 FIFOの空き領域が SIFCTRレジスタの

TFWMビットによる設定値を超えたときに発行します。 

本ビットは、SICTRレジスタの TXEビットが 1のときに有効となります。

本ビットは状態を表示するビットであり、送信 FIFOの空き領域が SIFCTR 

レジスタの TFWMビットによる設定値よりも少なくなると SIOFがクリア

します。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合は、SIOFは送信割り込

みを発行します。 

0：転送要求なし 

1：転送要求あり 

11 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 RCRDY 0 R 受信制御データレディ 

本ビットは状態を表示するビットであり、SIRCRレジスタへの読み出しを

行うと SIOFがクリアします。SICTRレジスタの RXEビットが 1のとき有

効となり、本ビットによる割り込み発行が許可される場合は、SIOFは制御

割り込みを発行します。本ビットが 1のときに再び SIRCRレジスタへの有

効データの書き込みが発生した場合は、SIRCRレジスタには最新のデータ

が上書きされます。 

0：SIRCRレジスタに有効データが格納されていない 

1：SIRCRレジスタに有効データが格納されている 

9 RFFUL 0 R 受信 FIFOフル 

本ビットは状態を表示するビットであり、SIRDRレジスタへの読み出しを

行うと SIOFがクリアします。SICTRレジスタの RXEビットが 1のとき有

効となり、本ビットによる割り込み発行が許可される場合は、SIOFは制御

割り込みを発行します。 

0：受信 FIFOが満杯でない 

1：受信 FIFOが満杯である 

8 RDREQ 0 R 受信データ転送リクエスト 

受信データ転送リクエストは、受信 FIFOの空き領域が SIFCTRレジスタの

RFWMビットによる設定値を超えたときに発行します。 

本ビットは、SICTRレジスタの RXEビットが 1のときに有効となります。

本ビットは状態を表示するビットであり、受信 FIFOの空き領域が SIFCTR

レジスタの RFWMビットによる設定値よりも少なくなると SIOFがクリア

します。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合は、SIOFは受信割り込

みを発行します。 

0：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRレジスタの RFWMビットによる設

定値を超えていない 

1：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRレジスタの RFWMビットによる設

定値を超えた 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FSERR 0 R/W フレーム同期エラー 

フレーム同期エラーとは、転送データ、制御データの送受信完了前に、次の

フレーム同期タイミングとなったことを表します。フレーム同期エラー発生

時、SIOFは転送可能なスロットに対してのみ送受信を行います。 

本ビットは、SICTRレジスタの TXEビットもしくは RXEビットが 1のと

きに有効となります。1を書き込むと、内容がクリアされます。本ビットに

よる割り込み発行が許可されている場合は、SIOFはエラー割り込みを発行

します。 

0：フレーム同期エラー未発生 

1：フレーム同期エラー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TFOVR 0 R/W 送信 FIFOオーバラン 

送信 FIFOオーバランとは、送信 FIFOが満杯時に SITDRレジスタへの書

き込みが発生したことを表します。送信オーバラン時は、SIOFはオーバラ

ンとなった書き込みを無効とします。 

本ビットは、SICTRレジスタの TXEビットが 1のときに有効となります。

1を書き込むと、内容がクリアされます。本ビットによる割り込み発行が許

可されている場合は、SIOFはエラー割り込みを発行します。 

0：送信 FIFOオーバラン未発生 

1：送信 FIFOオーバラン発生 

2 TFUDR 0 R/W 送信 FIFOアンダラン 

送信 FIFOアンダランとは、送信 FIFOがエンプティ時に送信動作によるロ

ードが発生したことを表します。送信アンダラン時は、SIOFは前回送出デ

ータを繰り返して送出します。 

本ビットは、SICTRレジスタの TXEビットが 1のときに有効となります。

1を書き込むと、内容がクリアされます。本ビットによる割り込み発行が許

可されている場合は、SIOFはエラー割り込みを発行します。 

0：送信 FIFOアンダラン未発生 

1：送信 FIFOアンダラン発生 

1 RFUDR 0 R/W 受信 FIFOアンダラン 

受信 FIFOアンダランとは、受信 FIFOがエンプティ時に SIRDRレジスタ

の読み出しが発生したことを表します。受信アンダラン時は、SIRDRから

読み出したデータを保証しません。 

本ビットは、SICTRレジスタの RXEビットが 1のときに有効となります。

1を書き込むと、内容がクリアされます。本ビットによる割り込み発行が許

可されている場合は、SIOFはエラー割り込みを発行します。 

0：受信 FIFOアンダラン未発生 

1：受信 FIFOアンダラン発生 

0 RFOVR 0 R/W 受信 FIFOオーバラン 

受信 FIFOオーバランとは、受信 FIFOが満杯時に受信動作による書き込み

が発生したことを表します。受信オーバラン時は、オーバランとなった受信

データは消失します。 

本ビットは、SICTRレジスタの RXEビットが 1のときに有効となります。

1を書き込むと、内容がクリアされます。本ビットによる割り込み発行が許

可されている場合は、SIOFはエラー割り込みを発行します。 

0：受信 FIFOオーバラン未発生 

1：受信 FIFOオーバラン発生 
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17.3.9 割り込み許可レジスタ（SIIER） 

割り込み許可レジスタは、SIOF割り込みの発行を許可します。本レジスタの各ビットに 1を設定した場合に、

SISTRレジスタの対応するビットに 1がセットされると、SIOFは割り込みを発行します。パワーオンリセット、

ソフトウェアリセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 TCRDYE 0 R/W 送信制御データレディイネーブル 

0：送信制御データレディによる割り込みを許可しない 

1：送信制御データレディによる割り込みを許可する（制御割り込み） 

13 TFEMPE 0 R/W 送信 FIFOエンプティイネーブル 

0：送信エンプティによる割り込みを許可しない 

1：送信エンプティによる割り込みを許可する（制御割り込み） 

12 TDREQE 0 R/W 送信データ転送リクエストイネーブル 

0：送信データ転送リクエストによる割り込みを許可しない 

1：送信データ転送リクエストによる割り込みを許可する（送信割り込み） 

11 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 RCRDYE 0 R/W 受信制御データレディイネーブル 

0：受信制御データレディによる割り込みを許可しない 

1：受信制御データレディによる割り込みを許可する（制御割り込み） 

9 RFFULE 0 R/W 受信 FIFOフルイネーブル 

0：受信 FIFOフルによる割り込みを許可しない 

1：受信 FIFOフルによる割り込みを許可する（制御割り込み） 

8 RDREQE 0 R/W 受信データ転送リクエストイネーブル 

0：受信データ転送リクエストによる割り込みを許可しない 

1：受信データ転送リクエストによる割り込みを許可する（受信割り込み） 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FSERRE 0 R/W フレーム同期エラーイネーブル 

0：フレーム同期エラーによる割り込みを許可しない 

1：フレーム同期エラーによる割り込みを許可する（エラー割り込み） 

3 TFOVRE 0 R/W 送信 FIFOオーバランイネーブル 

0：送信 FIFOオーバランによる割り込みを許可しない 

1：送信 FIFOオーバランによる割り込みを許可する（エラー割り込み） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TFUDRE 0 R/W 送信 FIFOアンダランイネーブル 

0：送信 FIFOアンダランによる割り込みを許可しない 

1：送信 FIFOアンダランによる割り込みを許可する（エラー割り込み） 

1 RFUDRE 0 R/W 受信 FIFOアンダランイネーブル 

0：受信 FIFOアンダランによる割り込みを許可しない 

1：受信 FIFOアンダランによる割り込みを許可する（エラー割り込み） 

0 RFOVRE 0 R/W 受信 FIFOオーバランイネーブル 

0：受信 FIFOオーバランによる割り込みを許可しない 

1：受信 FIFOオーバランによる割り込みを許可する（エラー割り込み） 

 

17.3.10 送信データレジスタ（SITDR） 

送信データレジスタは、SIOFの送信データ設定をします。本レジスタへの設定データは、送信 FIFOに格納さ

れます。パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時、および送信リセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SITDL15 

～SITDL 0 

すべて 0 W 左チャネル送信データ 

左チャネルデータとして TXD_SIOから送出するデータを設定します。送信

フレームにおける左チャネルデータの位置は、SITDARレジスタの TDLA

ビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SITDARレジスタの TDLEビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

15～0 SITDR15 

～SITDR 0 

すべて 0 W 右チャネル送信データ 

右チャネルデータとして TXD_SIOから送出するデータを設定します。送信

フレームにおける右チャネルデータの位置は、SITDARレジスタの TDRA

ビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SITDARレジスタの TDLEビットに 1でかつ SITDARレジス

タの TLREPビットに 0を設定した場合に有効となります。 
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17.3.11 受信データレジスタ（SIRDR） 

受信データレジスタは、SIOFの受信データの読み出しを行います。本レジスタには、受信 FIFOのデータが格

納されます。パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時、および受信リセット時に初期化されます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SIRDL15 

～SIRDL 0 

すべて 0 R 左チャネル受信データ 

左チャネルデータとして RXD_SIOから受信したデータを格納します。受信

フレームにおける左チャネルデータの位置は、SIRDARレジスタの RDLA

ビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SIRDARレジスタの RDLEビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

15～0 SIRDR15 

～SIRDR 0 

すべて 0 R 右チャネル受信データ 

右チャネルデータとして RXD_SIOから受信したデータを格納します。受信

フレームにおける右チャネルデータの位置は、SIRDARレジスタの RDRA

ビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SIRDARレジスタの RDREビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

 

17.3.12 送信制御データレジスタ（SITCR） 

送信制御データレジスタは、SIOFの送信制御データ設定をします。本レジスタへの設定は、SIMDRレジスタ

の FL3～0ビットに 1***を設定したときに有効となります。パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時、お

よび送信リセット時に初期化されます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SITC015 

～

SITC00 

すべて 0 W 制御 0チャネル送信データ 

制御0チャネル送信データとしてTXD_SIOから送出するデータを設定しま

す。送受信フレームにおける制御 0チャネルデータの位置は、SICDARレ

ジスタの CD0Aビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SICDARレジスタの CD0Eビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

15～0 SITC115 

～

SITC10 

すべて 0 W 制御 1チャネル送信データ 

制御1チャネル送信データとしてTXD_SIOから送出するデータを設定しま

す。送受信フレームにおける制御 1チャネルデータの位置は、SICDARレ

ジスタの CD1Aビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SICDARレジスタの CD1Eビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

 



 

17. FIFO内蔵シリアル IO（SIOF） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  17-19 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

17.3.13 受信制御データレジスタ（SIRCR） 

受信制御データレジスタは、SIOFの受信制御データが格納されます。本レジスタへの設定は、SIMDRレジス

タの FL3～0ビットに 1***を設定したときに有効となります。パワーオンリセット、ソフトウェアリセット時、

および受信リセット時に初期化されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SIRC015 

～SIRC00 

すべて 0 R 制御 0チャネル受信データ 

制御0チャネル受信データとしてRXD_SIOから受信したデータを格納しま

す。送受信フレームにおける制御 0チャネルデータの位置は、SICDARレ

ジスタの CD0Aビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SICDARレジスタの CD0Eビットに 1を設定した場合に有効

となります。 

15～0 SIRC115 

～SIRC10 

すべて 0 R 制御 1チャネル受信データ 

制御1チャネル受信データとしてRXD_SIOから受信したデータを格納しま

す。送受信フレームにおける制御 1チャネルデータの位置は、SICDARレ

ジスタの CD1Aビットへの設定値に従います。 

本ビットは、SICDARレジスタの CD1Eビットに 1を設定した場合に有効

となります。 
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17.4 動作説明 

17.4.1 シリアルクロック 

（1） マスタ／スレーブ 

SIOFのクロックモードとして下記の 2モードがあります。 

スレーブモード：SCK_SIO*、SIOFSYNCは入力 

マスタモード ：SCK_SIO*、SIOFSYNCは出力 

【注】 * マスタモード時は、データの有無に関係なく SCK_SIOは出力され続けます。 

 

（2） ボーレートジェネレータ（BRG） 

SIOFマスタ時には、ボーレートジェネレータ（BRG）を用いてシリアルクロックを生成します。ボーレートジ

ェネレータの分周比は、1/2～1/1024です。 

図 17.2にシリアルクロック供給系統図を示します。 

1/2～1/1024MCLK

マスタ�

OE

BRG

SIOMCLK

P_CLK

SCK_SIO

E

タイミング制御�

 

図 17.2 シリアルクロック供給系統 

 

また、表 17.2にシリアルクロック周波数の例を示します。 

表 17.2 SIOFシリアルクロック周波数の例 

サンプリングレート フレーム長 

8kHz 44.1kHz 48kHz 96kHz 

32ビット 256kHz 1.4112MHz 1.536MHz 3.072MHz 

64ビット 512kHz 2.8224MHz 3.072MHz － 

128ビット 1.024MHz 5.6648MHz 6.144MHz － 

256ビット 2.048MHz 11.2896MHz 12.288MHz － 
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17.4.2 シリアルタイミング 

（1） SIOFSYNC 

SIOFSYNCはフレーム同期信号です。転送モードによって下記の 2通りの機能を持ちます。 

• 同期パルスフレーム先頭を表す1ビット幅のパルス 

• L/Rステレオデータの左チャネル（L）をハイレベル、右チャネル（R）をローレベルで表す1/2フレーム幅の

パルス 

図 17.3に SIOFSYNCによる同期タイミングを示します。マスタモード 1、スレーブモード 1、スレーブモード

2は図 17.3の（a）、マスタモード 2は図 17.3の（b）のタイミングになります。 

（a）同期パルスの場合� 1フレーム�

最初のビットデータ（MSB）�

1フレーム�

1/2フレーム長�

遅延なし�

1ビット遅延�

1/2フレーム長�

（b）L/Rの場合�

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

左チャネルの�
最初のビットデータ（MSB）�

右チャネルの�
最初のビットデータ（MSB）�

 

図 17.3 SIOFシリアルデータ同期タイミング 
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（2） 送受信タイミング 

SCK_SIOに対する TXD_SIOの送信タイミングおよび RXD_SIOの受信タイミングは、サンプリングタイミング

として下記の 2通りの設定が可能です。送受信タイミングの設定は、SIMDRレジスタのREDGビットに行います。

スレーブモード 1およびスレーブモード 2時には立ち下がりサンプリングしか使用できません。 

• 立ち下がりサンプリング 

• 立ち上がりサンプリング 

 

図 17.4に送受信タイミングを示します。 

（a）立ち下がり時のサンプリング�

受信タイミング�

送信タイミング�

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO

RXD_SIO

（b）立ち上がり時のサンプリング�

受信タイミング�

送信タイミング�

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO

RXD_SIO

 

図 17.4 SIOF送受信タイミング 

 

17.4.3 転送データフォーマット 

SIOFは、下記転送を行います。 

送受信データ： 8ビット/16ビット/16ビットステレオの転送データ 

制御データ：  16ビット長（専用レジスタを用いてインタフェースを行う） 

（1） 転送モード 

SIOFは、転送モードとして表 17.3に示すように 4通りのモードを持ちます。転送モードの設定は、SIMDRレ

ジスタの TRMD1～TRMD0ビットに行います。 
 

表 17.3 シリアル転送モード 

転送モード SIOFSYNC ビット遅延 制御データ 

スレーブモード 1 同期パルス 1ビット スロット位置 

スレーブモード 2 同期パルス 1ビット セカンダリ FS 

マスタモード 1 同期パルス 1ビット スロット位置 

マスタモード 2 L/R なし 非対応 
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（2） フレーム長 

SIOFが転送を行うフレームの長さは、SIMDRレジスタの FL3～FL0ビットに対して設定を行います。表 17.4

に設定値とフレーム長の関係を示します。 
 

表 17.4 フレーム長 

FL3～FL0 スロット長 1フレームあたりのビット数 対応する転送データ 

00xx 8 8 8ビットモノラル 

0100 8 16 8ビットモノラル 

0101 8 32 8ビットモノラル 

0110 8 64 8ビットモノラル 

0111 8 128 8ビットモノラル 

10xx 16 16 16ビットモノラル 

1100 16 32 16ビットモノラル／ステレオ 

1101 16 64 16ビットモノラル／ステレオ 

1110 16 128 16ビットモノラル／ステレオ 

1111 16 256 16ビットモノラル／ステレオ 

【記号説明】 x：Don’t care 

 

（3） スロット位置 

SIOFは、1フレームにおける送信データ、受信データ、および制御データ（送受信共通）の位置をスロット番

号でそれぞれ別個に設定することが可能です。設定は、下記レジスタに対して行います。 

• 送信データ：SITDARレジスタ 

• 受信データ：SIRDARレジスタ 

• 制御データ：SICDARレジスタ 

 

制御データは、スロット長 16ビットのときのみ有効となります。また、制御データは、送信と受信で必ず同じ

スロットに割り当てられます。 

17.4.4 転送データのレジスタ割り付け 

（1） 送受信データ 

送受信データの書き込みまたは読み出しは、下記レジスタに対して行います。 

• 送信データ書き込み：SITDRレジスタ（32ビットアクセス） 

• 受信データ読み出し：SIRDRレジスタ（32ビットアクセス） 

 

図 17.5に送受信データと SITDRレジスタおよび SIRDRレジスタのビットアライメントを示します。 
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（a）16ビットステレオの場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

Lch.data Rch.data

（b）16ビットモノラルの場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

Data

（b）16ビットステレオ（左右同音）の場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

Data

（c）8ビットモノラルの場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

Data

 

図 17.5 送受信データビットアライメント 

【注】 図中のハッチングの部分だけが有効なデータとして送受信されます。ハッチングがかかっていない領域のデータは、送

受信の対象となりません。 

 

送信データのモノラル／ステレオの設定は、SITDARレジスタの TDLEビットおよび TDREビットに対して行

います。受信データのモノラル／ステレオの設定は、SIRDARレジスタの RDLEビットおよび RDREビットに対

して行います。また、送信データステレオ時の左右同音出力は、SITDARレジスタの TLREPビットに設定を行い

ます。表 17.5に送信データにおける音声モードの設定を、表 17.6に受信データにおける音声モードの設定を示

します。8ビットモノラルで送受信を行う場合には、左チャネルのみを使用してください。 
 

表 17.5 送信データ音声モード 

ビット モード 

TDLE TDRE TLREP 

モノラル 1 0 * 

ステレオ 1 1 0 

左右同音 1 1 1 

【注】 * Don't care 
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表 17.6 受信データ音声モード 

ビット モード 

RDLE RDRE 

モノラル 1 0 

ステレオ 1 1 

【注】 受信データには、左右同音モードは存在しません。 

 

（2） 制御データ 

制御データの書き込みまたは読み出しは、下記レジスタに対して行います。 

• 送信制御データ書き込み：SITCRレジスタ（32ビットアクセス） 

• 受信制御データ読み出し：SIRCRレジスタ（32ビットアクセス） 

 

図 17.6に送受信制御データと SITCRレジスタおよび SIRCRレジスタのビットアライメントを示します。 

（b）制御データ2チャネルの場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

（a）制御データ1チャネルの場合�

31 24  23 16  15 8  7 0

制御データ チャネル0

制御データ チャネル0 制御データ チャネル1

 

図 17.6 制御データビットアライメント 

制御データのチャネル数の設定は、SICDARレジスタの CD0Eビットおよび CD1Eビットに対して行います。 

表 17.7に制御データにおけるチャネル数の設定を示します。 

制御データを 1チャネルだけ用いる場合には、チャネル 0側を使用してください。 
 

表 17.7 制御データチャネル数設定 

ビット チャネル数 

CD0E CD1E 

1 1 0 

2 1 1 
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17.4.5 制御データインタフェース 

制御データは、CODECへの制御コマンド出力と CODECの状態入力を行います。SIOFは、制御データのイン

タフェース方式として、下記の 2方式に対応します。 

• スロット位置による制御 

• セカンダリFSによる制御 

 

制御データは、スロット長として 16ビットでかつMSB先頭送受信を選択した場合に有効となります。 
 

（1） スロット位置による制御（マスタモード 1） 

制御データのスロット位置を指定して、SIOFが送受信を行う全フレームで制御データの送受信を行う方式です。

SIOFマスタ、スレーブのどちらでも使用可能です。図 17.7にスロット位置による制御データインタフェースの

タイミング例を示します。 

【注】 本方式使用の際は、マスタクロックとして PCLKを使用してください（マスタクロック選択（MSSEL）＝1）。 

1フレーム

設定： TRMD＝00 or 10、 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝1、 CD0A3～0＝0001、

FL＝1110（フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、 TDRA3～0＝0010、
RDRE＝1、 RDRA3～0＝0010、
CD1E＝1、 CD1A3～0＝0011

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO Lch.DATA 制御 ch.0 Rch.DATA 制御 ch.1 ―

スロット No.0 スロット No.1 スロット No.2 スロット No.3

 

図 17.7 制御データインタフェース（スロット位置） 

 

（2） セカンダリ FSによる制御（スレーブモード 2） 

SIOFSYNCを同期パルス（FS）として出力する CODECが、本来の FS出力位置でない 1/2フレーム時間経過後

に、制御データ送受信専用のセカンダリ FSを出力して、制御データの送受信を行う方式です。SIOFスレーブモ

ードのみ使用可能です。セカンダリ FSによる制御データインタフェースの手順を以下に記します。 

• 通常の送信データは、LSB＝0で送出（SIOFが強制的に0とする） 

• 制御データ送信を行う場合には、LSB＝1の送信データ送出（SITCRレジスタへの書き込みでSIOFが1とする） 

• CODECはセカンダリFSを出力する 

• SIOFはセカンダリFSに同期して制御データ（SITCRレジスタ設定データ）の送信および受信（SIRCRレジス

タへ格納）を行う 

 

図 17.8にセカンダリ FSによる制御データインタフェースのタイミングを示します。 



 

17. FIFO内蔵シリアル IO（SIOF） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  17-27 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

1フレーム

1/2フレーム

設定：

LSB＝1（2次FS要求）

TRMD＝01 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝1、 CD0A3～0＝0000、

FL＝1110（フレーム長128ビット）、
TDRE＝0、 TDRA3～0＝0000、
RDRE＝0、 RDRA3～0＝0000、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYN

TXD_SIO
RXD_SIO

1/2フレーム

Lch.DATA 制御 ch.0

スロット No.0 スロット No.0

通常のFS 通常のFS2次FS

 

図 17.8 制御データインタフェース（セカンダリ FS） 

17.4.6 FIFO 

（1） 概要 

SIOF送受信 FIFOの特長を以下に記します。 

• 送受信それぞれ32bit×16段の容量 

• CPUおよびDMACのアクセスサイズにかかわらず、1回のRead/Writeサイクルでポインタは更新されます（1

段のアクセスを複数回に分割することは不可能です）。 

• アクセスサイクル数は、アクセスサイズにかかわらず常にPバスサイクルで2サイクルです。 

 

（2） 転送要求 

SIOFは SISTRレジスタの下記 2ビットに、FIFOの転送要求を表示します。 

• 送信要求：TDREQ（送信割り込み要因） 

• 受信要求：RDREQ（受信割り込み要因） 

 

送受信 FIFOの送信要求を発行する条件は、それぞれ別個に設定が可能です。送信要求の条件は SIFCTRレジス

タの TFWM2～TFWM0ビットに、受信 FIFOの転送要求は RFWM2～RFWM0ビットに設定します。表 17.8に送

信要求発行条件を、表 17.9に受信要求発行条件を示します。 
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表 17.8 送信要求発行条件 

TFWM2～0 リクエスト段数 送信要求発行 使用領域 

000 1 空き領域が 16段 小 

100 4 空き領域が 12段以上 

101 8 空き領域が 8段以上 

110 12 空き領域が 4段以上 

 

111 16 空き領域が 1段以上 大 

 

表 17.9 受信要求発行条件 

RFWM2～0 リクエスト段数 受信要求発行 使用領域 

000 1 有効領域が 1段以上 小 

100 4 有効領域が 4段以上 

101 8 有効領域が 8段以上 

110 12 有効領域が 12段以上 

 

111 16 有効領域が 16段 大 

 

データ領域もしくは空き領域が上記段数を超えた場合でも、FIFOの容量は常に 16段使用可能です。したがっ

て、オーバランもしくはアンダランエラーは、データ領域もしくは空き領域が 16段を超えた場合に発行されます。 

また、転送要求は、FIFOが空もしくは満杯にならなくても上記条件を満たさなくなった時点で解除します。 
 

（3） 段数表示 

送受信 FIFOの使用状況を、下記内容でレジスタに表示します。 

• 送信FIFO：SIFCTRレジスタのTFUA4～TFUA0ビットに空き領域の段数を表示 

• 受信FIFO：SIFCTRレジスタのRFUA4～RFUA0ビットに有効データの段数を表示 

 

上記内容は、CPUもしくは DMACが転送可能なデータ数を表します。 
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17.4.7 送受信手順 

（1） マスタ時送信 

図 17.9にマスタ時送信の設定例および動作を示します。 
 
番号 タイムチャート SIOFの設定内容 SIOF動作

1

2

3

4

5

6

7

8

9

スタート

終了

SIMDR、SISCR、SITDAR、SIRDAR、
SICDAR、SIFCTRレジスタの設定

SICTRレジスタのSCKEビットに1をセット

SCK_SIOクロックの送信が開始

SICTRレジスタのFSEビットに1をセット

SICTRレジスタのTXEビットに1をセット

SIOFSYNCに同期して、SITDRの内容が
TXD_SIOから送信される。

SITDRレジスタの設定

SICTRレジスタのTXEビットに0をセット

動作モード、シリアルクロッ
ク、送受信データのスロッ
ト位置、コントロールデー
タのスロット位置、FIFO
要求の上限の設定

ボーレートジェネレータの
動作開始の設定

フレーム同期信号の動作開
始の設定

シリアルクロック送信

フレーム同期信号を送信

送信要求をサブミット

送信

送信終了

送信有効を設定

送信データの設定

送信無効を設定

Yes

Yes

No

No
TDREQ＝1?

送信終了？

 
図 17.9 マスタ時送信動作例 
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（2） マスタ時受信 

図 17.10にマスタ時受信の設定例および動作を示します。 
 
番号� タイムチャート� SIOFの設定内容� SIOF動作�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

スタート�

終了�

SIMDR、SISCR、SITDAR、SIRDAR、�
SICDAR、SIFCTRレジスタの設定�

SICTRレジスタのSCKEビットに1をセット�

SCK_SIOクロックの送信開始�

SICTRレジスタのFSEビットに1をセット�

SICTRレジスタのRXEビットに1をセット�

SIOFSYNCに同期して、RXD_SIOから受
信した内容がSIRDRにストアされる。�

SIRDRレジスタの読み取り�

SICTRレジスタのRXEビットに0をセット�

動作モード、シリアルクロッ
ク、送受信データのスロッ
ト位置、コントロールデー
タのスロット位置、FIFO
要求の上限の設定�

ボーレートジェネレータの
動作開始の設定�

フレーム同期信号の動作開
始の設定�

シリアルクロック送信�

フレーム同期信号を送信�

受信 FIFOの制限により�
受信要求をサブミット�

受信�

受信終了�

受信有効を設定�

受信データの読み取り�

受信無効を設定�

Yes

Yes

No

No
RDREQ＝1?

受信終了？�

 
図 17.10 マスタ時受信動作例 
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（3） スレーブ時送信 

図 17.11にスレーブ時送信の設定例および動作を示します。 
 
番号� タイムチャート� SIOFの設定内容� SIOF動作�

1

2

3

4

5

6

スタート�

終了�

SIMDR、SISCR、SITDAR、SIRDAR、�
SICDAR、SIFCTRレジスタの設定�

SICTRレジスタのTXEビットに1をセット�

SIOFSYNCに同期して、SITDRの内容が
TXD_SIOから送信される。�

SITDRレジスタの設定�

SICTRレジスタのTXEビットに0をセット�

動作モード、シリアルクロッ
ク、送受信データのスロッ
ト位置、コントロールデー
タのスロット位置、FIFO
要求の上限の設定�

フレーム同期信号を送信し
た場合、送信を無効にする�
送信要求をサブミット�

送信�

送信終了�

送信有効を設定�

送信データの設定�

送信無効を設定�

Yes

Yes

No

No
TDREQ＝1?

送信終了？�

 
図 17.11 スレーブ時送信動作例 



 

17. FIFO内蔵シリアル IO（SIOF） 

17-32  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

（4） スレーブ時受信 

図 17.12にスレーブ時受信の設定例および動作を示します。 
 
番号� タイムチャート� SIOFの設定内容� SIOF動作�

1

2

3

4

5

6

スタート�

終了�

SIMDR、SISCR、SITDAR、SIRDAR、�
SICDAR、SIFCTRレジスタの設定�

SICTRレジスタのRXEビットに1をセット�

SIOFSYNCに同期して、受信データの内容
をRXD_SIOからSIRDRにストアする。�

SIRDRレジスタの読み取り�

SICTRレジスタのRXEビットに0をセット�

動作モード、シリアルクロッ
ク、送受信データのスロッ
ト位置、コントロールデー
タのスロット位置、FIFO
要求の上限の設定�

フレーム同期信号が受信
された場合、受信有効�

受信 FIFOの制限により
受信要求をサブミット�

受信�

受信終了�

受信有効を設定�

受信データの読み取り�

受信無効を設定�

Yes

Yes

No

No
RDREQ＝1?

受信終了？�

 
図 17.12 スレーブ時受信動作例 
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（5） 送受信リセット 

SIOFは、下記ビットに 1を設定することにより、送信部と受信部を別個にリセットすることが可能です。 

• 送信リセット：（SICTRレジスタのTXRSTビット） 

• 受信リセット：（SICTRレジスタのRXRSTビット） 

表 17.10に送受信リセットで初期化される内容を示します。 
 

表 17.10 送受信リセット 

種類 初期化対象 

送信リセット SITDRレジスタ 

送信 FIFOライトポインタ、送信 FIFOリードポインタ 

SISTRレジスタの TCRDYビット、TFEMPビット、TDREQビット 

SICTRレジスタの TXEビット 

受信リセット SIRDRレジスタ 

受信 FIFOライトポインタ、受信 FIFOリードポインタ 

SISTRレジスタの RCRDYビット、RFFULビット、RDREQビット 

SICTRレジスタの RXEビット 

 

（6） モジュールストップ 

SIOFは、モジュールストップ時には全レジスタの内容を保持したまま送受信動作を停止します。モジュールス

トップ解除直後に送受信動作を行わない場合には、送受信リセットを発行してください。 
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17.4.8 割り込み 

SIOFは、下記 4種類の割り込みを持ちます。これらの区分は、割り込みコントローラ（INTC）の IRR7（SIOF0）

および IRR8（SIOF1）レジスタに反映されます。 

• 送信割り込み（TXI） 

• 受信割り込み（RXI） 

• 制御割り込み（CCI） 

• エラー割り込み（ERI） 

（1） 割り込み要因 

各割り込みは、それぞれ複数の要因によって発行することができます。各要因は、SISTRレジスタに SIOFステ

ータスとして表示します。表 17.11に SIOF割り込み要因一覧を示します。 
 

表 17.11 SIOF割り込み要因 

No. 区分 ビット名 機能名称 内   容 

1 送信

（TXI） 

TDREQ 送信データ転送リクエスト 送信動作により送信 FIFOデータ数が設定値以下になった 

2 受信

（RXI） 

RDREQ 受信データ転送リクエスト 受信 FIFOに設定値以上のデータが格納された 

3 TCRDY 送信制御データレディ 送信制御データレジスタに書き込みが可能である 

4 RCRDY 受信制御データレディ 受信制御データレジスタに有効な値が格納された 

5 TFEMP 送信 FIFOエンプティ 送信 FIFOがエンプティである 

6 

制御

（CCI） 

RFFUL 受信 FIFOフル 受信 FIFOが満杯である 

7 TFUDR 送信 FIFOアンダラン 送信 FIFOがエンプティ時にシリアルデータ送信タイミン

グが来た 

8 TFOVR 送信 FIFOオーバラン 送信 FIFOが満杯時に送信 FIFOに書き込みを行った 

9 RFOVR 受信 FIFOオーバラン 受信 FIFOが満杯時にシリアルデータを受信した 

10 RFUDR 受信 FIFOアンダラン 受信 FIFOがエンプティ時に受信 FIFO読み出しを行った 

11 

エラー

（ERI） 

FSERR フレーム同期エラー 設定ビット数以前に同期信号が入力された（スレーブ時） 

 

各割り込み要因によって割り込みを発行するか否かは、SIIERレジスタへの設定によって決定します。SIIERレ

ジスタの対応するビットに 1が設定してある割り込み要因が 1にセットされたときに、SIOFは各種割り込みを発

行します。 
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（2） 送受信割り込みフラグ 

送信割り込みおよび受信割り込みは、SISTRレジスタの TDREQビット、および RDREQビットの値を元に作成

した割り込みフラグで、INTCまたは DMACに割り込みを要求します。表 17.12に送受信割り込みフラグの設定

条件を示します。 

表 17.12 送受信割り込みフラグの設定条件 

 セット条件 リセット条件 

送信割り込みフラグ SISTRレジスタの TDREQ＝1 • SISTRレジスタの TDREQ＝0 

• DMACからのアクノリッジ 

受信割り込みフラグ SISTRレジスタの RDREQ＝1 • SISTRレジスタの RDREQ＝0 

• DMACからのアクノリッジ 

 

（3） エラー発生時の処理 

SISTRレジスタにステータスとして表示する各エラー発生時は、SIOFは下記動作を行います。 

• 送信FIFOアンダラン（TFUDR） 

直前の送信データを再び送出する。 

• 送信FIFOオーバラン（TFOVR） 

送信FIFOの内容は保護され、オーバランとなった書き込みは無視する。 

• 受信FIFOオーバラン（RFOVR） 

オーバランとなったデータが廃棄され、消失する。 

• 受信FIFOアンダラン（RFUDR） 

最後に読み出されたデータをバス上に出力する（仕様上は不定値とする）。 

• フレーム同期エラー（FSERR） 

エラーとなった同期信号（FSYN）に従って、内部カウンタはリセットされる。 
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17.4.9 送受信タイミング 

SIOFのシリアル送受信の例を図 17.13～図 17.19に示します。 
 

（1） 8ビットモノラルの場合（その 1） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 8ビット 

1フレーム

1ビット遅延

設定： TRMD＝00 or 10、 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝0、 CD0A3～0＝0000、

FL＝0000（フレーム長8ビット）、
TDRE＝0、 TDRA3～0＝0000、
RDRE＝0、 RDRA3～0＝0000、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO Lch.DATA

スロット No.0

 

図 17.13 送受信タイミング（8ビットモノラル－1） 

 

（2） 8ビットモノラルの場合（その 2） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 16ビット 

1フレーム

設定： TRMD＝00 or 10、 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝0、 CD0A3～0＝0000、

FL＝0100（フレーム長16ビット）、
TDRE＝0、 TDRA3～0＝0000、
RDRE＝0、 RDRA3～0＝0000、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

スロット No.0 スロット No.1

Lch.DATA

1ビット遅延

 

図 17.14 送受信タイミング（8ビットモノラル－2） 
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（3） 16ビットモノラルの場合（その 1） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、送信データ、受信データはスロット No.0、フレーム長は 64ビット 

1フレーム

設定： TRMD＝00 or 10、 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝0、 CD0A3～0＝0000、

FL＝1101（フレーム長64ビット）、
TDRE＝0、 TDRA3～0＝0000、
RDRE＝0、 RDRA3～0＝0000、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO Lch.DATA

スロット No.0 スロット No.1 スロット No.2 スロット No.3

遅延なし

 

図 17.15 送受信タイミング（16ビットモノラル－1） 

（4） 16ビットステレオの場合（その 1） 

L/R方式、立ち上がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータはスロット No.1、

フレーム長は 32ビット 

1フレーム

設定： TRMD＝11、 REDG＝1、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝0、 CD0A3～0＝0000、

FL＝1100（フレーム長32ビット）、
TDRE＝1、 TDRA3～0＝0001、
RDRE＝1、 RDRA3～0＝0001、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

スロット No.0

遅延なし

Lch.DATA

スロット No.1

Rch.DATA

 

図 17.16 送受信タイミング（16ビットステレオ－1） 
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（5） 16ビットステレオの場合（その 2） 

L/R方式、立ち上がりサンプリング、Lチャネル送信データはスロット No.0、Lチャネル受信データはスロット

No.1、Lチャネル受信データはスロット No.2、Rチャネル受信データはスロット No.3、フレーム長は 64ビット 

1フレーム

設定： TRMD＝01、 REDG＝1、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0001、
CD0E＝0、 CD0A3～0＝0000、

FL＝1101（フレーム長64ビット）、
TDRE＝1、 TDRA3～0＝0010、
RDRE＝1、 RDRA3～0＝0011、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO

スロット No.0

遅延なし

スロット No.1 スロット No.2 スロット No.3

Lch.DATA Rch.DATA

RXD_SIO Lch.DATA Rch.DATA

 

図 17.17 送受信タイミング（16ビットステレオ－2） 

（6） 16ビットステレオの場合（その 3） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、Lチャネルデータはスロット No.0、Rチャネルデータは 

スロット No.2、制御チャネルデータ 0はスロット No.1、制御チャネルデータ 0はスロット No.3、 

フレーム長は 128ビット 

1フレーム

設定： TRMD＝00 or 10、 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝1、 CD0A3～0＝0001、

FL＝1110（フレーム長128ビット）、
TDRE＝1、 TDRA3～0＝0010、
RDRE＝1、 RDRA3～0＝0010、
CD1E＝1、 CD1A3～0＝0011

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

1ビット遅延

Lch.DATA 制御 ch.0 Rch.DATA 制御 ch.1

スロット
No.0

スロット
No.1

スロット
No.2

スロット
No.3

スロット
No.4

スロット
No.5

スロット
No.6

スロット
No.7

 

図 17.18 送受信タイミング（16ビットステレオ－3） 
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（7） 16ビットモノラルの場合（その 2） 

同期パルス方式、立ち下がりサンプリング、セカンダリ FSを要求、Lチャネルデータはスロット No.0、制御チ

ャネルデータ 0はスロット No.0、フレーム長は 128ビット 

1フレーム�

SCK_SIO

（a）制御ch.非転送時�

（b）制御ch.転送時�

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

1ビット遅延�

Lch.DATA

スロット�
No.0

スロット�
No.1

スロット�
No.2

スロット�
No.3

スロット�
No.4

スロット�
No.5

スロット�
No.6

スロット�
No.7

LSB＝0   2次FSリクエスト）�

1フレーム�

1/2フレーム�

設定：�

LSB＝1（2次FSリクエスト）�

TRMD＝01 REDG＝0、
TDLE＝1、 TDLA3～0＝0000、
RDLE＝1、 RDLA3～0＝0000、
CD0E＝1、 CD0A3～0=0000、�

FL＝1110（フレーム長128ビット）、�
TDRE＝0、 TDRA3～0＝0000、
RDRE＝0、 RDRA3～0＝0000、
CD1E＝0、 CD1A3～0＝0000

SCK_SIO

SIOFSYNC

TXD_SIO
RXD_SIO

1/2フレーム�

通常のFS 通常のFS2次FS

Lch.DATA 制御 ch.0

スロット�
No.0

スロット�
No.1

スロット�
No.2

スロット�
No.3

スロット�
No.0

スロット�
No.1

スロット�
No.2

スロット�
No.3

1ビット遅延�

 

図 17.19 送受信タイミング（16ビットモノラル－2） 
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17.5 使用上の注意 

SIOFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） スレーブモードで、送信機能を使用するとき 

あらかじめ送信 FIFOにデータを書き込んだ状態で、送信イネーブルをイネーブル状態にすると、最初のデータ

が 1、2個欠落することがあります。 

したがって、送信イネーブルをイネーブル状態にする前に、送信 FIFOにデータを書かないでください。 

（2） 制御データインタフェース（セカンダリ FS位置）で、制御データの送受信を連続して使用するとき 

送信制御データが送出される前に、TCRDYが 1になることがあり、この時点で、制御データレジスタに次制御

データを書き込むと、送出前の制御データに上書きして消してしまいます。 

また、このとき、制御シーケンスが崩れてしまい、SIOFがプライマリ FSとセカンダリ FSを取り違え、結果と

してデータおよび制御データの送受信が正常に行えなくなります。 

したがって、送信制御データを送出したあと、制御データレジスタに書き込んでください。 

（例） 

RCRDYを参照して、RCRDYが 1のときに制御データレジスタを書き込みます。 

なお、送信制御データを書き込んだあとは、必ずレシーブコントロールレジスタ（SIRCR）を読み出して、RCRDY

をクリアしてください。 

（3） DMA転送について 

DMAの 16バイト転送を使用しないでください（「13.4.4 DMA転送の種類」を参照）。 

（4） CPUからのアクセスについて 

CPUからアクセスする場合は、SIOFの送受信 FIFOに対して、連続してアクセスをしないで、SIOFの送受信

FIFOのアクセスの間に、SIOFの送受信 FIFO以外のアクセスを挟むようにしてください。 

（5） 送受信 FIFOのアンダフロー時の注意事項 

送受信動作中に送信／受信 FIFOが、アンダフロー状態になると、SIOFの送受信 FIFOの制御が破綻し、データ

が欠落することがあります。 

回避策としては、アンダフロー状態にならないようにウォータマークを設定するか、エンプティ割り込みが発

生した時点で、送信リセット（TXRST）または、受信リセット（RXRST）を実行してください。 

（6） 送受信リセット実行のお願い 

送信／受信動作が終了したあと、および誤動作発生後に、SIOFを再度使用するときは、送信リセット（TXRST）

または、受信リセット（RXRST）を実行したあとで、使用してください。 

 



 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  18-1 

2012.03.08  

  

18. イーサネットコントローラ（EtherC） 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネットコ

ントローラ（EtherC）を内蔵しています。EtherCは、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することに

より、イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信を行うことができます。 

SH7710および SH7712内蔵のイーサネットコントローラはMAC層インタフェースを 2系統（以後、0系、1系

と表記します）内蔵しており、それぞれ独立に送信および受信動作をさせることができます。また、本イーサネ

ットコントローラは、転送処理を制御する TSU（Transfer Switching Unit）を内蔵し、0系および 1系間のMAC層

コントローラ間で相互にデータを転送することができます。この TSUは、両イーサネットコントローラに入力さ

れたパケットの受信や転送を判定するために、32エントリの CAM（Content Addressable Memory）および 2本の

外部 CAMインタフェース入力端子を有しています。さらに、転送するパケットを保持するトータル 6kバイトの

転送 FIFOを内蔵しており、0→1系および 1→0系の各転送条件に対し転送 FIFO容量の割り当てを自在に設定す

ることができます。 

SH7713内蔵のイーサネットコントローラはMAC層インタフェースを 1系統内蔵しており、独立に送信および

受信動作をさせることができます。 

イーサネットコントローラは、本 LSI内部でイーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントロ

ーラ（E-DMAC）に接続されており、メモリとの高速アクセスが可能です。 

図 18.1（1）、図 18.1（2）に EtherCの構成を示します。 

18.1 特長 

•  イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信 

•  10Mbpsおよび100Mbps転送への対応 

•  全二重モードおよび半二重モード対応 

•  IEEE802.3u規格のMII（Media Independent Interface）対応 

•  Magic Packetの検出およびWake-On-LAN（WOL）信号の出力 

（以下 4項目は、SH7710および SH7712のみ） 

• TSUによるイーサネットフレーム転送機能 

• IEEE802.1Q仕様のQtag追加・削除機能（TSUによるフレーム転送時） 

• マルチキャスト（グループ）アドレスによるMACアドレスフィルタリング機能 

•  外部からのCAM（Content Addressable Memory）インタフェース信号入力によるイーサネットフレーム受信お

よび転送動作制御機能。 
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TSU

MAC-0

転送 FIFO（0 → 1）

EtherC

PHY-0

転送 FIFO（1 → 0）
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図 18.1（1） EtherCの構成（SH7710、SH7712） 
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図 18.1（2） EtherCの構成（SH7713） 
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18.2 入出力端子 

EtherCの端子構成を表 18.1に示します。SH7710および SH7712の場合、記号の末尾の数字は、該当する 2つ

のMAC層インタフェースの番号（MAC-0またはMAC-1の別）を表します。本文中では、番号の記載を一部省略

しています。 

表 18.1 端子構成 

記号 

SH7710、SH7712 

名   称 

0系 1系 

SH7713 

入出力 機   能 

送信クロック TX-CLK0*1 TX-CLK1*1 TX-CLK0*1 入力 TX-EN、ETXD3～ETXD0、TX-ERのタ

イミング参照信号 

受信クロック RX-CLK0*1 RX-CLK1*1 RX-CLK0*1 入力 RX-DV、ERXD3～ERXD0、RX-ERのタ

イミング参照信号 

送信イネーブル TX-EN0*1 TX-EN1*1 TX-EN0*1 出力 ETXD3～ETXD0上に送信データが準備

できたことを示す信号 

送信データ ETXD03～

ETXD00*1 

ETXD13～

ETXD10*1 

ETXD03～

ETXD00*1 

出力 4ビットの送信データ 

送信エラー TX-ER0*1 TX-ER1*1 TX-ER0*1 出力 送信中のエラーを PHY-LSIに通知 

受信データ有効 RX-DV0*1 RX-DV1*1 RX-DV0*1 入力 有効な受信データが ERXD3～ERXD0

上にあることを示す信号 

受信データ ERXD03～

ERXD00*1 

ERXD13～

ERXD10*1 

ERXD03～

ERXD00*1 

入力 4ビットの受信データ 

受信エラー RX-ER0*1 RX-ER1*1 RX-ER0*1 入力 データ受信中に発生したエラー状態を

認識 

キャリア検出 CRS0*1 CRS1*1 CRS0*1 入力 キャリア検出信号 

衝突検出 COL0*1 COL1*1 COL0*1 入力 衝突検出信号 

管理用データクロック MDC0*1 MDC1*1 MDC0*1 出力 MDIOによる情報転送用の参照クロッ

ク信号 

管理用データ入出力 MDIO0*1 MDIO1*1 MDIO0*1 入出力 本 LSIと PHYとの間で管理情報を交換

するための双方向信号 

リンクステータス LNKSTA0 LNKSTA1 LNKSTA0 入力 PHY-LSIからのリンク状態入力 

汎用外部出力 EXOUT0 EXOUT1 EXOUT0 出力 外部出力用端子 

ウェイク・オン・ラン WOL0 WOL1 WOL0 出力 Magic Packet受信を示す信号 

CAM入力 0 CAMSEN0*2 － 入力 CAMインタフェース信号入力 0 

CAM入力 1 CAMSEN1*2 － 入力 CAMインタフェース信号入力 1 

バス権解放要求 ARBUSY*3 出力 受信 FIFO内のデータ量が設定したしき

い値を超えたときのバス権解放要求を

示す信号 

【注】 *1 IEEE802.3u準拠のMII信号 

 *2 CAM入力信号の機能は、TSU_FWSLCレジスタの CAMSEL03～CAMSEL00、CAMSEL13～CAMSEL10で設定

します。 

 *3 「第 19章 イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）」「19.2.18 オー

バフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）」「19.3.5 受信 FIFOオーバフロー予告信号（ARBUSY）
について」を参照してください。 
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18.3 レジスタの説明 

EtherCには、以下のレジスタがあります。 

SH7710および SH7712の場合、MAC層インタフェース制御レジスタの略号の末尾の数字は、該当する 2つの

MAC層インタフェースの番号（MAC-0またはMAC-1の別）を表します。本文中では、番号の記載を一部省略し

ています。 

これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ一覧」を参照してくださ

い。 

（1） リセットレジスタ 

• ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR） 

 

（2） MAC層インタフェース制御レジスタ 
 

SH7710、SH7712  

0系 1系 

SH7713 

EtherCモードレジスタ ECMR0 ECMR1 ECMR 

EtherCステータスレジスタ ECSR0 ECSR1 ECSR 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR0 ECSIPR1 ECSIPR 

PHY部インタフェースレジスタ PIR0 PIR1 PIR 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR0 MAHR1 MAHR 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR0 MALR1 MALR 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR0 RFLR1 RFLR 

PHY部ステータスレジスタ PSR0 PSR1 PSR 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR0 TROCR1 TROCR 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 CDCR1 CDCR 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 LCCR1 LCCR 

キャリア未検出カウンタレジスタ CNDCR0 CNDCR1 CNDCR 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR0 CEFCR1 CEFCR 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR0 FRECR1 FRECR 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR0 TSFRCR1 TSFRCR 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR0 TLFRCR1 TLFRCR 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR0 RFCR1 RFCR 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ MAFCR0 MAFCR1 MAFCR 

IPG設定レジスタ IPGR0 IPGR1 IPGR 
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（3） TSU制御レジスタ 
 

SH7710、SH7712  

0系 0→1系 1→0系 1系 

SH7713 

TSUカウンタリセットレジスタ TSU_CTRST 

転送イネーブルレジスタ － TSU_FWEN0 TSU_FWEN1 － － 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCM － 

転送 FIFOオーバフロー予告設定 

レジスタ 

TSU_BSYSL0 － － TSU_BSYSL1 － 

送信・転送優先制御モードレジスタ TSU_PRISL0 － － TSU_PRISL1 － 

受信・転送機能設定レジスタ － TSU_FWSL0 TSU_FWSL1 － － 

転送機能設定レジスタ（共通） TSU_FWSLC － 

Qtag追加・削除設定レジスタ － TSU_QTAGM0 TSU_QTAGM1 － － 

転送ステータスレジスタ TSU_FWSR － 

転送ステータス割り込みマスクレジスタ TSU_FWINMK － 

追加 Qtag値設定レジスタ － TSU_ADQT0 TSU_ADQT1 － － 

CAMエントリテーブル設定ビジー 

レジスタ 

TSU_ADSBSY － 

CAMエントリテーブルイネーブル設定 

レジスタ 

TSU_TEN － 

CAMエントリテーブル POST設定 1～4 

レジスタ 

TSU_POST1～TSU_POST4 － 

CAMエントリテーブル 0～31Hレジスタ TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 － 

CAMエントリテーブル 0～31Lレジスタ TSU_ADRL0～TSU_ADRL31 － 

送信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常送信のみ） 

TXNLCR0 － － TXNLCR1 TXNLCR 

送信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR0 － － TXALCR1 TXALCR 

受信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常受信のみ） 

RXNLCR0 － － RXNLCR1 RXNLCR 

受信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR0 － － RXALCR1 RXALCR 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（正常転送のみ） 

－ FWNLCR1 FWNLCR0 － － 

転送フレーム数カウンタレジスタ 

（正常および障害発生を含むすべて） 

－ FWALCR1 FWALCR0 － － 
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18.3.1 ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR） 

ARSTRは、イーサネット関係のすべてのモジュール（EtherCおよび E-DMAC）をリセットします。本レジスタ

の ARSTビットに 1を書き込むことにより、イーサネット関係のすべてのモジュールに対しソフトウェアリセッ

トが発行されます（外部バスクロック Bφで 64サイクル間）。ARSTビットにリード動作をすると常に 0が読み

出されます。ソフトウェアリセットの発行期間中は、イーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタ

アクセスを禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ARST 0 R/W ソフトウェアリセット 

本ビットに 1を書き込むと、イーサネット関係のすべてのモジュールに対しソ

フトウェアリセットが発行されます（外部バスクロック Bφで 64サイクル間）。

0を書き込んでも何も行われません。読み出し時は常に 0が読み出されます。

ソフトウェアリセットの発行期間中は、イーサネット関係のすべてのモジュー

ルに対するレジスタアクセスを禁止します。また、以下のレジスタは、ソフト

ウェアリセットでは初期化されません。 

SH7710、SH7712： 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31、

TXNLCR0/1、TXALCR0/1、RXNLCR0/1、RXALCR0/1、FWNLCR0/1、

FWALCR0/1 

SH7713： 

TXNLCR、TXALCR、RXNLCR、RXALCR 

 

18.3.2 EtherCモードレジスタ（ECMR） 

ECMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、イーサネットコントローラの動作モードを

指定するレジスタです。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。 

動作モードの設定は、送信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り換

える場合には、EDMR内にある SWRにより、EtherCおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定を行います。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 MCT 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信モード 

0：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレス以外のフレームのみ受信します。ただし、内蔵 CAMエントリテ

ーブル参照が無効になっているときは、マルチキャストアドレスフレーム

をすべて受信します。 

1：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレスのみ受信します。 

【注】 本ビットは、SH7713ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 PRCEF 0 R/W CRCエラーフレーム受信許可 

0：CRCエラーとなった受信フレームを「エラーあり」のフレームとして受

信する。 

1：CRCエラーとなった受信フレームを「エラーなし」のフレームとして受

信する。 

「エラーあり」の場合、E-DMACの EESRおよび受信ディスクリプタのステー

タスに CRCエラーが反映されます。「エラーなし」の場合、正常なフレームと

して受信します。 

11 

10 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 MPDE 0 R/W Magic Packet検出許可 

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによる Magic Packet

の検出機能を許可するかしないかの選択を行います。 

0：Magic Packetの検出を許可しない 

1：Magic Packetの検出を許可する 

8 

7 

― 

― 

0 

0 

R 

R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 RE 0 R/W 受信許可 

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）としたときに受信中の

フレームがあれば、当該フレームの受信終了まで受信機能は有効となります。 

0：受信機能を無効にする 

1：受信機能を有効にする 

5 TE 0 R/W 送信許可 

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたときに送信中のフ

レームがあれば、当該フレームの送信終了まで送信機能は有効となります。 

0：送信機能を無効にする 

1：送信機能を有効にする 

4 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード 

EtherC内部でのループバックモードを指定します。 

0：通常のデータ送受信を行う  

1：DM＝1のとき、EtherC内のMAC内部でのデータの折り返しを行う 

2 ELB 0 R/W 外部ループバックモード 

本ビットの値は、本 LSIの汎用外部出力端子（EXOUT）にそのまま出力されま

す。EXOUT端子を用いて PHY-LSIにおけるループバックモードの指示などに

利用します。本機能によって PHY-LSIでのループバック機能を実現する場合

は、PHY-LSIに EXOUT端子に対応する端子があることが必要です。 

0：EXOUT端子は、ローレベルを出力する 

1：EXOUT端子は、ハイレベルを出力する 

1 DM 0 R/W デュプレックスモード 

EtherCの転送方式を指示します。 

0：半二重転送方式を指定する 

1：全二重転送方式を指定する 

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード 

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信することができ

ます。このときすべてのイーサネットフレームとは、あて先アドレス、ブロー

ドキャストアドレス、マルチキャストビットなどの相違や有無にかかわらず、

受信可能なすべてのフレームを表します。 

0：EtherCは、通常動作を行う 

1：EtherCは、プロミスキャスモード動作を行う 

 

18.3.3 EtherCステータスレジスタ（ECSR） 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC内のステータスを表示するレジスタ

です。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可能です。LCHNG、MPD、ICDに 1を書き込

むと、対応するフラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また割り込みを発

生するビットは、ECSIPRの対応するビットによって割り込みを許可または禁止することができます。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、SH7710および SH7712の場合、0系では E-DMAC0、1系

では E-DMAC1の EESRレジスタ ECIビットに反映されます。SH7713の場合、E-DMACの EESRレジスタ ECI

ビットに反映されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 LCHNG 0 R/W リンク信号変化 

PHY-LSIから入力される LNKSTA信号が、ハイレベルからローレベルにあるい

はローレベルからハイレベルに変化したことを表します。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の LMON

ビットを参照してください。 

0：LNKSTA信号の変化を検出していない  

1：LNKSTA信号の変化（ハイレベル→ローレベルあるいはローレベル→ハイ

レベル）を検出した 

1 MPD 0 R/W Magic Packet検出 

回線上からMagic Packetを検出したことを表します。 

0：Magic Packetを検出していない 

1：Magic Packetを検出した 

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出 

回線上で PHY-LSIが不正なキャリアを検出したことを表します。ただし、

PHY-LSIから入力される信号の変化がソフトウェアの認識時間よりも早く変化

するような場合は、正しい情報が得られないことがあります。採用する PHY-LSI

のタイミングを参照してください。 

0：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出していない  

1：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出した 

 

18.3.4 EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR） 

ECSIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ECSRによって報告される割り込み要因

の許可を指示します。各ビットは、ECSRのビットに対応する割り込みを許可することができます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 LCHNGIP 0 R/W リンク信号変化割り込み許可ビット 

0：LCHNGの割り込み通知を禁止 

1：LCHNGの割り込み通知を許可 

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet検出割り込み許可ビット 

0：MPDの割り込み通知を禁止 

1：MPDの割り込み通知を許可 

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット 

0：ICDの割り込み通知を禁止 

1：ICDの割り込み通知を許可 
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18.3.5 PHY部インタフェースレジスタ（PIR） 

PIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MIIを経由して PHY-LSI内部のレジスタにア

クセスする手段を提供します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MDI 不定 R MIIマネジメントデータイン 

MDIO端子のレベルを表します。 

2 MDO 0 R/W MIIマネジメントデータアウト 

MMDビットが 1のとき、本ビットに設定された値を MDIO端子より出力しま

す。 

1 MMD 0 R/W MIIマネジメントモード 

MIIとのデータのリード／ライト方向を規定します。 

0：リード方向を規定 

1：ライト方向を規定 

0 MDC 0 R/W MIIマネジメントデータクロック 

本ビットに設定された値をMDC端子より出力し、MIIへのマネジメントデータ

クロックを供給します。MIIレジスタへのアクセス方法については、「18.4.6 

MIIレジスタのアクセス方法（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに

適用）」を参照してください。 

 

18.3.6 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR） 

MAHRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの上位 32ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MA47～

MA16 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 
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18.3.7 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR） 

MALRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの下位 16ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MA15～

MA0 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 15～0 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 

 

18.3.8 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR） 

RFLRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、本 LSIが受信することのできる最大フレー

ム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 RFL11～

RFL0 

すべて 0 R/W 受信フレームデータ長 11～0 

ここでのフレームデータは、あて先アドレスから CRCデータまでを含んだ範囲

となりますが、実際には、あて先アドレスからデータまでがメモリ上に転送さ

れます。CRCデータは含まれません。ここで指定された値を超えたデータを受

信したとき、設定された値を超えた分のデータは廃棄されます。 

H'000～H'5EE：1,518バイト 

H'5EF：1,519バイト 

H'5F0：1,520バイト 

：    ： 

H'7FF：2,047バイト 

H'800～H'FFF：2,048バイト 
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18.3.9 PHY部ステータスレジスタ（PSR） 

PSRは、読み出し専用のレジスタで、PHY-LSIからのインタフェース信号を読み込むことができます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 LMON 0 R LNKSTA端子状態 

LNKSTA端子に PHY-LSIから出力される Link信号を接続することによって、

Link状態を読み込むことができます。極性については、接続する PHY-LSIの仕

様を参照してください。 

 

18.3.10 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR） 

TROCRは、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレーム数を示す 32ビットのカウンタで

す。送信を 16回失敗すると、本レジスタは 1カウントアップします。本レジスタの値が、H'FFFFFFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされます。書き

込む値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TROC31

～TROC0 

すべて 0 R/W 送信リトライオーバカウント 

送信時に、再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレームのカウント

数を表します。 

 

18.3.11 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR） 

CDCRは、送信開始以降すべての回線上の衝突回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込む

値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 COSDC31

～COSDC0 

すべて 0 R/W 衝突検出カウント 

送信開始からのすべての衝突の回数を表します。 
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18.3.12 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR） 

LCCRは、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカ

ウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込

む値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 LCC31～

LCC0 

すべて 0 R/W 消失キャリアカウント 

データ送信中に消失したキャリアのカウント数を表します。 

 

18.3.13 キャリア未検出カウンタレジスタ（CNDCR） 

CNDCRは、プリアンブルを送出中にキャリアを検出できなかった回数を示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にク

リアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CNDC31

～CNDC0 

すべて 0 R/W キャリア未検出カウント 

未検出キャリアのカウント数を表します。 

 

18.3.14 CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR） 

CEFCRは、CRCエラーとなったフレームの受信回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込む

値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CEFC31～

CEFC0 

すべて 0 R/W CRCエラーフレームカウント 

CRCエラーとなったフレームを受信したカウント数を表します。 

 

18.3.15 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR） 

FRECRは、PHY-LSIから入力される RX-ER端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す 32ビットの

カウンタです。RX-ER端子がアクティブになるごとに 1カウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされま

す。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FREC31～

FREC0 

すべて 0 R/W フレーム受信エラーカウント 

フレームを受信中にエラーとなったカウント数を表します。 
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18.3.16 64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR） 

TSFRCRは、64バイト未満のフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタです。本レジスタの値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TSFC31～

TSFC0 

すべて 0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント 

64バイト未満のフレームを受信したカウント数を表します。 

 

18.3.17 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR） 

TLFRCRは、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信したことを示す 32

ビットのカウンタです。本レジスタの値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。端数ビットを含

むフレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端数ビットフレーム受信カ

ウンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアさ

れます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TLFC31～

TLFC0 

すべて 0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント 

RFLRの値を超えるフレームを受信したカウント数を表します。 

 

18.3.18 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR） 

RFCRは、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RFC31～

RFC0 

すべて 0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント 

端数ビットデータを含むフレームを受信したカウント数を表します。 

 

18.3.19 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR） 

MAFCRは、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MAFC31

～MAFC0 

すべて 0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント 

マルチキャストフレームを受信したカウント数を表します。 
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18.3.20 IPG設定レジスタ（IPGR） 

IPGRは、IPG（InterPacketGap）の値を設定するレジスタです。EtherCモードレジスタ（ECMR）の送受信機能

が有効な状態での書き換えは、禁止します（詳細は「18.4.8 IPG設定による動作（SH7710、SH7712、および

SH7713のすべてに適用）」を参照してください）。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4～0 IPG4～

IPG0 

H'13 R/W Inter Packet Gap 

4ビット時間ごとに IPG値を設定します。 

H'00：20ビット時間 

H'01：24ビット時間 

 ：  ： 

H'13：96ビット時間（デフォルト） 

 ：  ： 

H'1F：144ビット時間 

 

18.3.21 TSUカウンタリセットレジスタ（TSU_CTRST） 

TSU_CTRSTは、SH7710および SH7712の場合、送信、受信、および転送フレーム数カウンタを 0にクリアし

ます。SH7713の場合、送信および受信フレーム数カウンタを 0にクリアします。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 CTRST 0 R/W TSUカウンタリセット 

本ビットに 1を書き込むと、SH7710および SH7712の場合、TXNLCR0/1、

TXALCR0/1、RXNLCR0/1、RXALCR0/1、FWNLCR0/1、FWALCR0/1の各レ

ジスタの値が 0にクリアされます。SH7713の場合、TXNLCR、TXALCR、

RXNLCR、RXALCRの各レジスタの値が 0にクリアされます。0書き込みして

も何も行われません。読み出すと常に 0が読み出されます。 

7～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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18.3.22 転送イネーブルレジスタ（0→1系）（TSU_FWEN0）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWEN0は、MAC-0からMAC-1への転送動作（転送 FIFOへの書き込み）を許可または禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FWEN0 0 R/W 0→1系転送動作イネーブル 

0：0→1系転送動作を禁止 

1：0→1系転送動作を許可 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCMの FCM2～0の値をH'4に設定した場合

は、本ビットを 1にセットすることを禁止します。 

30～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

18.3.23 転送イネーブルレジスタ（1→0系）（TSU_FWEN1）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWEN1は、MAC-1からMAC-0への転送動作（転送 FIFOへの書き込み）を許可または禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FWEN1 0 R/W 1→0系転送動作イネーブル 

0：1→0系転送動作を禁止 

1：1→0系転送動作を許可 

転送 FIFO容量選択レジスタ TSU_FCMの FCM2～FCM0の値を H'3に設定し

た場合は、本ビットを 1にセットすることを禁止します。 

30～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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18.3.24 転送 FIFO容量選択レジスタ（TSU_FCM）（SH7710、SH7712） 

TSU_FCMは、MAC-0、MAC-1相互間の転送動作時に用いる、TSU内の転送 FIFOの容量を選択します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 FCM2～

FCM0 

すべて 0 R/W 転送 FIFO容量 

H'0：0→1系：3kB、     1→0系：3kB 

H'1：0→1系：4kB、     1→0系：2kB 

H'2：0→1系：5kB、    1→0系：1kB 

H'3：0→1系：6kB、    1→0系：使用しない 

H'4：0→1系：使用しない、 1→0系：6kB 

H'5：0→1系：1kB、    1→0系：5kB 

H'6：0→1系：2kB、    1→0系：4kB 

H'7：      設定禁止 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは、無効です。 
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18.3.25 転送 FIFOオーバフロー予告設定レジスタ（0系）（TSU_BSYSL0）（SH7710、

SH7712） 

TSUは、転送動作時に転送 FIFO内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、MAC-0/1に対し転送

FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL0は、転送動作時 TSU

からMAC-0に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知するときの転送 FIFOのしきい値を

設定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 BSYSL05～

BSYSL00 

すべて 1 R/W 転送動作時、TSUからMAC-0に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなる

ことを予告通知するときの 0→1系転送 FIFO容量のしきい値を、256バイト単

位で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：256バイト 

H'02：512バイト 

：    ： 

H'16：5632バイト 

H'17：5888バイト 

H'18～H'3Fは、設定無効です（予告通知は常にしません）。 

H'00を設定したときは、常に TSUからMAC-0に対し転送 FIFOへの書き込み

ができなくなることを予告通知します。設定値が TSU_FCMの FCM2～FCM0

で設定した 0→1系転送 FIFO容量以上（同じ値を含む）のときは、TSUはMAC-0

に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知しません。 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込み動作を禁止します。 

また、転送動作のイネーブルビット （TSU_FWEN0の FWEN0または

TSU_FWEN1の FWEN1）を 0にクリアしたときは、TSUからMAC-0に対す

る転送 FIFOへの書き込み不可の予告通知は停止します。 
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18.3.26 転送 FIFOオーバフロー予告制御設定レジスタ（1系）（TSU_BSYSL1）

（SH7710、SH7712） 

TSUは、転送動作時に転送 FIFO内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、MAC-0/1に対し、転

送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL1は、転送動作時 TSU

からMAC-1に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知するときの転送 FIFOのしきい値を

設定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 BSYSL15～

BSYSL10 

すべて 1 R/W 転送動作時、TSUからMAC-1に対し、転送 FIFOへの書き込みができなくなる

ことを予告通知するときの 1→0系転送 FIFO容量のしきい値を 256バイト単位

で設定します。 

H'00：0バイト 

H'01：256バイト 

H'02：512バイト 

：   ： 

H'16：5632バイト 

H'17：5888バイト 

H'18～H'3Fは、設定無効です（予告通知は常にしません）。 

H'00を設定したときは、常に TSUからMAC-1に対し転送 FIFOへの書き込み

ができなくなることを予告通知します。設定値が TSU_FCMの FCM2～FCM0

で設定した 1→0系転送 FIFO容量以上（同じ値を含む）のときは、TSUはMAC-1

に対し転送 FIFOへの書き込みができなくなることを予告通知しません。 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込み動作を禁止します。 

また、転送動作のイネーブルビット（TSU_FWEN0の FWEN0または

TSU_FWEN1の FWEN1）を 0にクリアしたときは、TSUからMAC-1に対す

る転送 FIFOへの書き込み不可の予告通知は停止します。 
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18.3.27 送信・転送優先制御モードレジスタ（0系）（TSU_PRISL0）（SH7710、SH7712） 

TSU_PRISL0は、MAC-0への E-DMACからの送信要求と 1→0系転送動作が競合したときの、優先制御モード

を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1に

セットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14～12 PRIMD02～ 

PRIMD00 

すべて 0 R/W MAC-0の送信と 1→0系転送動作の優先制御モードを設定します。 

H'0：ラウンドロビン 

H'1：送信優先 

H'2：転送優先 

H'4：ラウンドロビン、ただし転送 FIFO使用量が PRISL07～PRISL00の設定

値を超えると転送優先に切り換え 

H'5：送信優先、ただし転送 FIFO使用量が PRISL07～PRISL00の設定値を超

えると転送優先に切り換え 

その他：設定禁止 

11～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 PRISL07～ 

PRISL00 

すべて 0 R/W PRIMD02～PRIMD00を H'4または H'5に設定したとき、転送優先への切り換

えが生じる際の 1→0系転送 FIFO容量のしきい値を 64バイト単位で設定しま

す。 

H'00：0バイト 

H'01：64バイト 

H'02：128バイト 

：   ： 

H'5E：6016バイト 

H'5F：6080バイト 

H'60～H'FFは、設定禁止です。 

H'00を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が TSU_FCMの FCM2

～FCM0で設定した 1→0系転送 FIFO容量以上のときは、PRIMD02～PRIMD00

が H'4の場合は常にラウンドロビンに、PRIMD02～0が H'5の場合は常に送信

優先になります。 
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18.3.28 送信・転送優先制御モードレジスタ（1系）（TSU_PRISL1）（SH7710、SH7712） 

TSU_PRISL1は、MAC-1への E-DMACからの送信要求と 0→1系転送動作が競合したときの、優先制御モード

を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1に

セットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

14～12 PRIMD12～ 

PRIMD10 

すべて 0 R/W MAC-1の送信と 0→1系転送動作の優先制御モードを設定します。 

H'0：ラウンドロビン 

H'1：送信優先 

H'2：転送優先 

H'4：ラウンドロビン、ただし転送 FIFO使用量が PRISL17～PRISL10の設定

値を超えると転送優先に切り換え 

H'5：送信優先、ただし転送 FIFO使用量が PRISL17～PRISL10の設定値を超

えると転送優先に切り換え 

その他：設定禁止 

11～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 PRISL17～ 

PRISL10 

すべて 0 R/W PRIMD12～PRIMD10を H'4または H'5に設定したとき、転送優先への切り換

えが生じる際の 0→1系転送 FIFO容量のしきい値を 64バイト単位で設定しま

す。 

H'00：0バイト 

H'01：64バイト 

H'02：128バイト 

：   ： 

H'5E：6016バイト 

H'5F：6080バイト 

H'60～H'FFは設定禁止です。 

H'00を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が TSU_FCMの FCM2

～FCM0で設定した 0→1系転送 FIFO容量以上のときは、PRIMD12～PRIMD10

が H'4の場合は常にラウンドロビンに、PRIMD12～PRIMD10が H'5の場合は

常に送信優先になります。 
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18.3.29 受信・転送機能設定レジスタ（0→1系）（TSU_FWSL0）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWSL0は、0系受信および 0→1系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転送禁止）

を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームとあて先が本 LSI以外のフレームについては CAMの判

定を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「18.4.4 CAM機能（SH7710および SH7712のみ

に適用）」を参照してください）。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 FW40 0 R/W 0系からのフレームが本 LSIあてのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 1系に転送 

10 FW30 0 R/W 0系からのフレームが Broadcastのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 1系に転送 

9 FW20 0 R/W 0系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 1系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

 しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 1系

 に転送 

8 FW10 0 R/W 0系からのフレームのあて先が本 LSI以外のときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 1系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

 しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 1系

 に転送 

7～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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18.3.30 受信・転送機能設定レジスタ（1→0系）（TSU_FWSL1）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWSL1は、1系受信および 1→0系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転送禁止）

を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームとあて先が本 LSI以外のフレームについては CAMの判

定を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「18.4.4 CAM機能（SH7710および SH7712のみ

に適用）」を参照してください）。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 FW41 0 R/W 1系からのフレームが本 LSIあてのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 0系に転送 

10 FW31 0 R/W 1系からのフレームが Broadcastのときの処理方法を設定します。 

0：フレームを転送しない 

1：フレームを 0系に転送 

9 FW21 0 R/W 1系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 0系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

 しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 0系

 に転送 

8 FW11 0 R/W 1系からのフレームのあて先が本 LSI以外のときの処理方法を設定します。 

0：CAMヒット：フレームを 0系に転送、CAMミスヒット：フレームを転送

 しない 

1：CAMヒット：フレームを転送しない、CAMミスヒット：フレームを 0系

 に転送 

7～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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18.3.31 転送機能設定レジスタ（共通）（TSU_FWSLC）（SH7710、SH7712） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、CAMエントリテーブル中の参照する部

分（一部または全部）を指定することができます。また、CAMを本 LSI外部に設けた場合は、外部の CAMの判

定結果を CAMSEN0および CAMSEN1端子に入力することにより参照することができます（詳細は、「18.4.4 

CAM機能（SH7710および SH7712のみに適用）」の動作を参照してください）。TSU_FWSLCは、TSU_POST1

～TSU_POST4レジスタによる設定のイネーブルおよび CAMSEN0と CAMSEN1端子からの信号を参照する場合

の条件を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1

を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

13 POSTENU 0 R/W CAMエントリテーブル 0～15の POSTフィールド設定（TSU_POST1および

TSU_POST2レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効（CAMエントリテーブルは、0系受信時のみ

参照） 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

12 POSTENL 0 R/W CAMエントリテーブル 16～31の POSTフィールド設定（TSU_POST3および

TSU_POST4レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効（CAMエントリテーブルは、1系受信時のみ

参照） 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

11～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 

6 

5 

4 

CAMSEL03 

CAMSEL02 

CAMSEL01 

CAMSEL00 

1 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

CAMSEN0端子からの信号を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

CAMSEL03：0系の受信時に CAMSEN0端子からの信号を参照 

CAMSEL02：0→1系の転送時に CAMSEN0端子からの信号を参照 

CAMSEL01：1系の受信時に CAMSEN0端子からの信号を参照 

CAMSEL00：1→0系の転送時に CAMSEN0端子からの信号を参照 

3 

2 

1 

0 

CAMSEL13 

CAMSEL12 

CAMSEL11 

CAMSEL10 

0 

0 

1 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

CAMSEN1端子からの信号を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

CAMSEL13：0系の受信時に CAMSEN1端子からの信号を参照 

CAMSEL12：0→1系の転送時に CAMSEN1端子からの信号を参照 

CAMSEL11：1系の受信時に CAMSEN1端子からの信号を参照 

CAMSEL10：1→0系の転送時に CAMSEN1端子からの信号を参照 
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18.3.32 Qtag追加・削除設定レジスタ（0→1系）（TSU_QTAGM0）（SH7710、SH7712） 

TSU_QTAGM0は、0→1系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フ

レーム（Qtag付き）への Qtag追加機能、および IEEE802.1Q対応フレーム（Qtag付き）から通常のイーサネット

フレーム（Qtagなし）への Qtag削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0

または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットしたあと）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 QTAGM01、

QTAGM00 

すべて 0 R/W 0→1系転送動作時の Qtag追加および削除機能を設定します。 

H'0：Qtag追加および削除機能なし 

H'1：Qtag追加および削除機能なし（H'0と同一） 

H'2：Qtag付きフレームから Qtagを削除 

H'3：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 

 

18.3.33 Qtag追加・削除設定レジスタ（1→0系）（TSU_QTAGM1）（SH7710、SH7712） 

TSU_QTAGM1は、1→0系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フ

レーム（Qtag付き）への Qtag追加機能、および IEEE802.1Q対応フレーム（Qtag付き）から通常のイーサネット

フレーム（Qtagなし）への Qtag削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0

または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットしたあと）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 QTAGM11、

QTAGM10 

すべて 0 R/W 1→0系転送動作時の Qtag追加および削除機能を設定します。 

H'0：Qtag追加および削除機能なし 

H'1：Qtag追加および削除機能なし（H'0と同一） 

H'2：Qtag付きフレームから Qtagを削除 

H'3：Qtagなしフレームに Qtagを追加 

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0の FWEN0または TSU_FWEN1

の FWEN1を 1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 

 



 

18. イーサネットコントローラ（EtherC） 

18-26  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

18.3.34 転送ステータスレジスタ（TSU_FWSR）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、転送動作中のステータスを表示しま

す。本ステータスは、転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK）を設定することにより、割り込

み要因として CPUに通知することが可能です。1にセットされたステータスビットは、該当ビットに 1を書き込

むことにより、0にクリアされます（ステータスビットは、0クリアされるまで値を保持します）。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、EINT2となります。割り込みの優先順位については、「第

8章 割り込みコントローラ（INTC）」の「8.3.5 割り込み例外処理および優先順位」を参照ください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27 TINT40 0 R/W MAC-0キャリア未検出 

MAC-0にて、キャリア未検出が発生したときは、1にセットされます。 

26 TINT30 0 R/W MAC-0キャリア消失 

MAC-0にて、データ送信中にキャリア消失が発生したときは、1にセットされ

ます。 

25 TINT20 0 R/W MAC-0衝突検出 

MAC-0にて、フレームの衝突を検出したときは、1にセットされます。 

24 TINT10 0 R/W MAC-0送信タイムアウト 

MAC-0にて、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレー

ムが発生したときは、1にセットされます。 

23 OVF0 0 R/W 0→1系転送 FIFOオーバフロー検出 

0→1系転送 FIFOにオーバフローが発生したときは、1にセットされます。 

22 RBSY0 0 R/W MAC-0オーバフロー予告信号出力 

TSU_BSYSL0のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたときに、1にセット

されます。 

21 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 RINT50 0 R/W MAC-0端数ビットフレーム受信 

MAC-0にて、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信した

ときは、1にセットされます。 

19 RINT40 0 R/W MAC-0指定バイト超フレーム受信 

MAC-0にて、RFLR0の設定値を超えるフレームを受信したときは、1にセット

されます。 

18 RINT30 0 R/W MAC-0 64バイト未満フレーム受信 

MAC-0にて、64バイト未満のフレームを受信したときは、1にセットされます。 

17 RINT20 0 R/W MAC-0フレーム受信エラー 

MAC-0にて、PHY-LSIから入力される RX-ER端子による受信エラーが検出さ

れたときは、1にセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 RINT10 0 R/W MAC-0 CRCエラーフレーム受信 

MAC-0にて、受信フレームが CRCエラーとなったときは、1にセットされま

す。 

15～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 TINT41 0 R/W MAC-1キャリア未検出 

MAC-1にて、キャリア未検出が発生したときは、1にセットされます。 

10 TINT31 0 R/W MAC-1キャリア消失 

MAC-1にて、データ送信中にキャリア消失が発生したときは、1にセットされ

ます。 

9 TINT21 0 R/W MAC-1衝突検出 

MAC-1にて、フレームの衝突を検出したときは、1にセットされます。 

8 TINT11 0 R/W MAC-1送信タイムアウト 

MAC-1にて、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレー

ムが発生したときは、1にセットされます。 

7 OVF1 0 R/W 1→0系転送 FIFOオーバフロー検出 

1→0系転送 FIFOにオーバフローが発生したときは、1にセットされます。 

6 RBSY1 0 R/W MAC-1オーバフロー予告信号出力 

TSU_BSYSL1のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたときに、1にセット

されます。 

5 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RINT51 0 R/W MAC-1端数ビットフレーム受信 

MAC-1にて、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信した

ときは、1にセットされます。 

3 RINT41 0 R/W MAC-1指定バイト超フレーム受信 

MAC-1にて、RFLR1の設定値を超えるフレームを受信したときは、1にセット

されます。 

2 RINT31 0 R/W MAC-1 64バイト未満フレーム受信 

MAC-1にて、64バイト未満のフレームを受信したときは、1にセットされます。 

1 RINT21 0 R/W MAC-1フレーム受信エラー 

MAC-1にて、PHY-LSIから入力される RX-ER端子による受信エラーが検出さ

れたときは、1にセットされます。 

0 RINT11 0 R/W MAC-1 CRCエラーフレーム受信 

MAC-1にて、受信フレームが CRCエラーとなったときは、1にセットされま

す。 
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18.3.35 転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK）（SH7710、SH7712） 

TSU_FWINMKは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、TSU_FWSRの各ステータスビット

に対する割り込みマスクを設定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27 TINTM40 0 R/W MAC-0キャリア未検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

26 TINTM30 0 R/W MAC-0キャリア消失割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

25 TINTM20 0 R/W MAC-0衝突検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

24 TINTM10 0 R/W MAC-0送信タイムアウト割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

23 OVFM0 0 R/W 0→1系転送 FIFOオーバフロー検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

22 RBSYM0 0 R/W MAC-0オーバフロー予告信号出力割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

21 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 RINTM50 0 R/W MAC-0端数ビットフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

19 RINTM40 0 R/W MAC-0指定バイト超フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

18 RINTM30 0 R/W MAC-0 64バイト未満フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 RINTM20 0 R/W MAC-0フレーム受信エラー割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

16 RINTM10 0 R/W MAC-0 CRCエラーフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

15～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 TINTM41 0 R/W MAC-1キャリア未検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

10 TINTM31 0 R/W MAC-1キャリア消失割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

9 TINTM21 0 R/W MAC-1衝突検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

8 TINTM11 0 R/W MAC-1送信タイムアウト割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

7 OVFM1 0 R/W 1→0系転送 FIFOオーバフロー検出割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

6 RBSYM1 0 R/W MAC-1オーバフロー予告信号出力割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

5 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RINTM51 0 R/W MAC-1端数ビットフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

3 RINTM41 0 R/W MAC-1指定バイト超フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

2 RINTM31 0 R/W MAC-1 64バイト未満フレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RINTM21 0 R/W MAC-1フレーム受信エラー割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

0 RINTM11 0 R/W MAC-1 CRCエラーフレーム受信割り込みマスク 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

 

18.3.36 追加 Qtag値設定レジスタ（0→1系）（TSU_ADQT0）（SH7710、SH7712） 

TSU_ ADQT0は、0→1系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フレーム

（Qtag付き）への変換操作の際（Qtag追加機能を用いる場合で、TSU_QTAGM0の QTAGM01～QTAGM00ビッ

トを H'3に設定した際）、追加する Qtagのデータを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0

の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットしたあと）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 QTAG031～

QTAG016 

H'8100 R/W 上位 16ビット（QTAG031～QTAG016）の書き込む値は、必ず H'8100として

ください（Qtagの拡張フレームフォーマットであることを表します）。リード

時に読み出される値は、H'8100となります。 

15～13 QTAG015～

QTAG013 

H'0 R/W 優先順位設定（PRT） 

Qtag付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳細は、

IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

12 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 QTAG011～

QTAG000 

H'000 R/W V-LAN ID設定（VID） 

Qtag付きフレームを、V-LANをサポートするシステムで扱う場合に設定しま

す。設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参

照してください。 
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18.3.37 追加 Qtag値設定レジスタ（1→0系）（TSU_ADQT1）（SH7710、SH7712） 

TSU_ADQT1は、1→0系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）から IEEE802.1Q対応フレーム

（Qtag付き）への変換操作の際（Qtag追加機能を用いる場合で、TSU_QTAGM1の QTAGM11～QTAGM10ビッ

トを H'3に設定した際）、追加する Qtagのデータを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0

の FWEN0または TSU_FWEN1の FWEN1を 1にセットしたあと）の本レジスタへの書き込みは禁止します。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 QTAG131～

QTAG116 

H'8100 R/W 上位 16ビット（QTAG131～QTAG116）の書き込む値は必ず H'8100としてく

ださい（Qtagの拡張フレームフォーマットであることを表します）。読み出し

時に読み出される値は、H'8100となります。 

15～13 QTAG115～

QTAG113 

H'0 R/W 優先順位設定（PRT） 

Qtag付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳細は、

IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

12 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 QTAG111～

QTAG100 

H'000 R/W V-LAN ID設定（VID） 

Qtag付きフレームを、V-LANをサポートするシステムで扱う場合に設定しま

す。設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参

照してください。 

 

18.3.38 CAMエントリテーブル設定ビジーレジスタ（TSU_ADSBSY）（SH7710、

SH7712） 

CAMエントリテーブルレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31）をレジスタ書

き込みで設定すると、本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされます（TSU内部で CAMエントリテーブル

レジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビットは自動的に 0に復帰します）。

本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされている期間は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0

～TSU_ADRL31へのアクセスを禁止します。本レジスタは、読み出し専用のステータスレジスタです。書き込み

は禁止します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み動作は禁止します。 

0 ADSBSY 0 R CAMエントリテーブル設定ビジー 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31をレジスタ

ライトで設定すると、1にセットされます。TSU内部で CAMエントリテーブ

ルレジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビ

ットは自動的に 0に復帰します。本ビットが 1にセットされている期間は、

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31へのアクセ

スを禁止します。本レジスタへの書き込み動作は、禁止します。 

 



 

18. イーサネットコントローラ（EtherC） 

18-32  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

18.3.39 CAMエントリテーブルイネーブル設定レジスタ（TSU_TEN）（SH7710、

SH7712） 

TSU_TENは、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31の有効または無効を設定する

レジスタです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TEN0 0 R/W CAMエントリテーブル 0（TSU_ADRH0、TSU_ADRL0）設定 

0：無効 

1：有効 

30 TEN1 0 R/W CAMエントリテーブル 1（TSU_ADRH1、TSU_ADRL1）設定 

0：無効 

1：有効 

29 TEN2 0 R/W CAMエントリテーブル 2（TSU_ADRH2、TSU_ADRL2）設定 

0：無効 

1：有効 

28 TEN3 0 R/W CAMエントリテーブル 3（TSU_ADRH3、TSU_ADRL3）設定 

0：無効 

1：有効 

27 TEN4 0 R/W CAMエントリテーブル 4（TSU_ADRH4、TSU_ADRL4）設定 

0：無効 

1：有効 

26 TEN5 0 R/W CAMエントリテーブル 5（TSU_ADRH5、TSU_ADRL5）設定 

0：無効 

1：有効 

25 TEN6 0 R/W CAMエントリテーブル 6（TSU_ADRH6、TSU_ADRL6）設定 

0：無効 

1：有効 

24 TEN7 0 R/W CAMエントリテーブル 7（TSU_ADRH7、TSU_ADRL7）設定 

0：無効 

1：有効 

23 TEN8 0 R/W CAMエントリテーブル 8（TSU_ADRH8、TSU_ADRL8）設定 

0：無効 

1：有効 

22 TEN9 0 R/W CAMエントリテーブル 9（TSU_ADRH9、TSU_ADRL9）設定 

0：無効 

1：有効 

21 TEN10 0 R/W CAMエントリテーブル 10（TSU_ADRH10、TSU_ADRL10）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TEN11 0 R/W CAMエントリテーブル 11（TSU_ADRH11、TSU_ADRL11）設定 

0：無効 

1：有効 

19 TEN12 0 R/W CAMエントリテーブル 12（TSU_ADRH12、TSU_ADRL12）設定 

0：無効 

1：有効 

18 TEN13 0 R/W CAMエントリテーブル 13（TSU_ADRH13、TSU_ADRL13）設定 

0：無効 

1：有効 

17 TEN14 0 R/W CAMエントリテーブル 14（TSU_ADRH14、TSU_ADRL14）設定 

0：無効 

1：有効 

16 TEN15 0 R/W CAMエントリテーブル 15（TSU_ADRH15、TSU_ADRL15）設定 

0：無効 

1：有効 

15 TEN16 0 R/W CAMエントリテーブル 16（TSU_ADRH16、TSU_ADRL16）設定 

0：無効 

1：有効 

14 TEN17 0 R/W CAMエントリテーブル 17（TSU_ADRH17、TSU_ADRL17）設定 

0：無効 

1：有効 

13 TEN18 0 R/W CAMエントリテーブル 18（TSU_ADRH18、TSU_ADRL18）設定 

0：無効 

1：有効 

12 TEN19 0 R/W CAMエントリテーブル 19（TSU_ADRH19、TSU_ADRL19）設定 

0：無効 

1：有効 

11 TEN20 0 R/W CAMエントリテーブル 20（TSU_ADRH20、TSU_ADRL20）設定 

0：無効 

1：有効 

10 TEN21 0 R/W CAMエントリテーブル 21（TSU_ADRH21、TSU_ADRL21）設定 

0：無効 

1：有効 

9 TEN22 0 R/W CAMエントリテーブル 22（TSU_ADRH22、TSU_ADRL22）設定 

0：無効 

1：有効 

8 TEN23 0 R/W CAMエントリテーブル 23（TSU_ADRH23、TSU_ADRL23）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TEN24 0 R/W CAMエントリテーブル 24（TSU_ADRH24、TSU_ADRL24）設定 

0：無効 

1：有効 

6 TEN25 0 R/W CAMエントリテーブル 25（TSU_ADRH25、TSU_ADRL25）設定 

0：無効 

1：有効 

5 TEN26 0 R/W CAMエントリテーブル 26（TSU_ADRH26、TSU_ADRL26）設定 

0：無効 

1：有効 

4 TEN27 0 R/W CAMエントリテーブル 27（TSU_ADRH27、TSU_ADRL27）設定 

0：無効 

1：有効 

3 TEN28 0 R/W CAMエントリテーブル 28（TSU_ADRH28、TSU_ADRL28）設定 

0：無効 

1：有効 

2 TEN29 0 R/W CAMエントリテーブル 29（TSU_ADRH29、TSU_ADRL29）設定 

0：無効 

1：有効 

1 TEN30 0 R/W CAMエントリテーブル 30（TSU_ADRH30、TSU_ADRL30）設定 

0：無効 

1：有効 

0 TEN31 0 R/W CAMエントリテーブル 31（TSU_ADRH31、TSU_ADRL31）設定 

0：無効 

1：有効 

 

18.3.40 CAMエントリテーブル POST設定 1レジスタ（TSU_POST1）（SH7710、

SH7712） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST1は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH7および

TSU_ADRL0～TSU_ADRL7を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビッ

トが 1のとき有効になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST03～ 

POST00 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 0を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST03：0系の受信時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST02：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST01：1系の受信時に CAMエントリテーブル 0を参照 

POST00：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 0を参照 

27～24 POST13～ 

POST10 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 1を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST13：0系の受信時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST12：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST11：1系の受信時に CAMエントリテーブル 1を参照 

POST10：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 1を参照 

23～20 POST23～ 

POST20 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 2を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST23：0系の受信時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST22：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST21：1系の受信時に CAMエントリテーブル 2を参照 

POST20：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 2を参照 

19～16 POST33～ 

POST30 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 3を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST33：0系の受信時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST32：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST31：1系の受信時に CAMエントリテーブル 3を参照 

POST30：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 3を参照 

15～12 POST43～ 

POST40 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 4を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST43：0系の受信時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST42：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST41：1系の受信時に CAMエントリテーブル 4を参照 

POST40：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 4を参照 

11～8 POST53～ 

POST50 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 5を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST53：0系の受信時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST52：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST51：1系の受信時に CAMエントリテーブル 5を参照 

POST50：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 5を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 POST63～ 

POST60 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 6を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST63：0系の受信時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST62：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST61：1系の受信時に CAMエントリテーブル 6を参照 

POST60：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 6を参照 

3～0 POST73～ 

POST70 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 7を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST73：0系の受信時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST72：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST71：1系の受信時に CAMエントリテーブル 7を参照 

POST70：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 7を参照 

 

18.3.41 CAMエントリテーブル POST設定 2レジスタ（TSU_POST2）（SH7710、

SH7712） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST2は、TSU_ADRH8～TSU_ADRH15および

TSU_ADRL8～TSU_ADRL15を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビ

ットが 1のとき有効になります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST83～ 

POST80 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 8を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST83：0系の受信時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST82：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST81：1系の受信時に CAMエントリテーブル 8を参照 

POST80：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 8を参照 

27～24 POST93～ 

POST90 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 9を参照する条件を設定します。複数のビットを 1にセ

ットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST93：0系の受信時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST92：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST91：1系の受信時に CAMエントリテーブル 9を参照 

POST90：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 9を参照 

23～20 POST103～ 

POST100 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 10を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST103：0系の受信時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST102：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST101：1系の受信時に CAMエントリテーブル 10を参照 

POST100：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 10を参照 



 

18. イーサネットコントローラ（EtherC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  18-37 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 POST113～ 

POST110 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 11を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST113：0系の受信時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST112：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST111：1系の受信時に CAMエントリテーブル 11を参照 

POST110：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 11を参照 

15～12 POST123～ 

POST120 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 12を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST123：0系の受信時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST122：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST121：1系の受信時に CAMエントリテーブル 12を参照 

POST120：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 12を参照 

11～8 POST133～ 

POST130 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 13を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST133：0系の受信時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST132：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST131：1系の受信時に CAMエントリテーブル 13を参照 

POST130：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 13を参照 

7～4 POST143～ 

POST140 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 14を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST143：0系の受信時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST142：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST141：1系の受信時に CAMエントリテーブル 14を参照 

POST140：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 14を参照 

3～0 POST153～ 

POST150 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 15を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST153：0系の受信時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST152：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST151：1系の受信時に CAMエントリテーブル 15を参照 

POST150：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 15を参照 

 

18.3.42 CAMエントリテーブル POST設定 3レジスタ（TSU_POST3）（SH7710、

SH7712） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST3は、TSU_ADRH16～TSU_ADRH23およ

び TSU_ADRL16～TSU_ADRL23を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST163～ 

POST160 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 16を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST163：0系の受信時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST162：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST161：1系の受信時に CAMエントリテーブル 16を参照 

POST160：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 16を参照 

27～24 POST173～ 

POST170 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 17を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST173：0系の受信時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST172：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST 171：1系の受信時に CAMエントリテーブル 17を参照 

POST170：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 17を参照 

23～20 POST183～ 

POST180 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 18を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST183：0系の受信時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST182：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST181：1系の受信時に CAMエントリテーブル 18を参照 

POST180：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 18を参照 

19～16 POST193～ 

POST190 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 19を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST193：0系の受信時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST192：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST191：1系の受信時に CAMエントリテーブル 19を参照 

POST190：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 19を参照 

15～12 POST203～ 

POST200 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 20を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST203：0系の受信時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST202：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST201：1系の受信時に CAMエントリテーブル 20を参照 

POST200：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 20を参照 

11～8 POST213～ 

POST210 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 21を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST213：0系の受信時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST212：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST211：1系の受信時に CAMエントリテーブル 21を参照 

POST210：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 21を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 POST223～ 

POST220 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 22を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST223：0系の受信時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST222：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST221：1系の受信時に CAMエントリテーブル 22を参照 

POST220：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 22を参照 

3～0 POST233～ 

POST230 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 23を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST233：0系の受信時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST232：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST231：1系の受信時に CAMエントリテーブル 23を参照 

POST230：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 23を参照 

 

18.3.43 CAMエントリテーブル POST設定 4レジスタ（TSU_POST4）（SH7710、

SH7712） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST4は、TSU_ADRH24～TSU_ADRH31およ

び TSU_ADRL24～TSU_ADRL31を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 POST243～ 

POST240 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 24を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST243：0系の受信時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST242：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST241：1系の受信時に CAMエントリテーブル 24を参照 

POST240：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 24を参照 

27～24 POST253～ 

POST250 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 25を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST253：0系の受信時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST252：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST251：1系の受信時に CAMエントリテーブル 25を参照 

POST250：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 25を参照 

23～20 POST263～ 

POST260 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 26を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST263：0系の受信時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST262：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST261：1系の受信時に CAMエントリテーブル 26を参照 

POST260：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 26を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 POST273～ 

POST270 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 27を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST273：0系の受信時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST272：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST271：1系の受信時に CAMエントリテーブル 27を参照 

POST270：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 27を参照 

15～12 POST283～ 

POST280 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 28を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST283：0系の受信時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST282：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST281：1系の受信時に CAMエントリテーブル 28を参照 

POST280：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 28を参照 

11～8 POST293～ 

POST290 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 29を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST293：0系の受信時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST292：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST291：1系の受信時に CAMエントリテーブル 29を参照 

POST290：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 29を参照 

7～4 POST303～ 

POST300 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 30を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST303：0系の受信時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST302：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST301：1系の受信時に CAMエントリテーブル 30を参照 

POST300：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 30を参照 

3～0 POST313～ 

POST310 

すべて 0 R/W CAMエントリテーブル 31を参照する条件を設定します。複数のビットを 1に

セットすることにより、複数の条件を選択することが可能です。 

POST313：0系の受信時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST312：0→1系の転送時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST311：1系の受信時に CAMエントリテーブル 31を参照 

POST310：1→0系の転送時に CAMエントリテーブル 31を参照 
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18.3.44 CAMエントリテーブル 0～31Hレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31）

（SH7710、SH7712） 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジス

タでは 48ビットのMACアドレスの上位 32ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録する

ことができます。なお、CAMSEN0および CAMSEN1端子からの入力信号を参照する場合は、本レジスタで設定

したものと同一のMACアドレスを外部 CAMのエントリテーブルに設定しないでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ADRHn31～

ADRHn0 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

 

18.3.45 CAMエントリテーブル 0～31Lレジスタ（TSU_ADRL0～TSU_ADRL31）

（SH7710、SH7712） 

TSU_ADRL0～TSU_ADRL31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジスタ

では 48ビットのMACアドレスの下位 16ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録するこ

とができます。なお、CAMSEN0および CAMSEN1端子からの入力信号を参照する場合は、本レジスタで設定し

たものと同一のMACアドレスを外部 CAMのエントリテーブルに設定しないでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 ADRLn15～

ADRLn0 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 
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18.3.46 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常送信のみ）（0系）（TXNLCR0）

（SH7710、SH7712）／（TXNLCR）（SH7713） 

TXNLCR0／TXNLCRは、MAC-0／MACにて正常に送信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタで

す。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値

は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NTC031～

NTC000 

すべて 0 R 0系送信フレームカウンタビット 

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

18.3.47 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（0系）

（TXALCR0）（SH7710、SH7712）／（TXALCR）（SH7713） 

TXALCR0／TXALCRは、MAC-0／MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32

ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作に

よってカウンタの値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TC031～

TC000 

すべて 0 R 0系送信フレームカウンタビット 

正常に送信された送信フレームおよび障害が発生した送信フレームのカウント

数を表します。 

 

18.3.48 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常受信のみ）（0系）（RXNLCR0）

（SH7710、SH7712）／（RXNLCR）（SH7713） 

RXNLCR0／RXNLCRは、MAC-0／MACにて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタで

す。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値

は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NRC031～

NRC000 

すべて 0 R 0系受信フレームカウンタビット 

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。 
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18.3.49 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（0系）

（RXALCR0）（SH7710、SH7712）／（RXALCR）（SH7713） 

RXALCR0／RXALCRは、MAC-0／MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32

ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作に

よってカウンタの値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RC031～

RC000 

すべて 0 R 0系受信フレームカウンタビット 

正常に受信された受信フレームおよび障害が発生した受信フレームのカウント

数を表します。 

 

18.3.50 転送フレーム数カウンタレジスタ（正常転送のみ）（1→0系）（FWNLCR0）

（SH7710、SH7712） 

FWNLCR0は、1→0系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にク

リアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NFC031～

NFC000 

すべて 0 R 1→0系転送フレームカウンタビット 

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

18.3.51 転送フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（1→0

系）（FWALCR0）（SH7710、SH7712） 

FWALCR0は、1→0系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す 32ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によって

カウンタの値は 0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FC031～

FC000 

すべて 0 R 1→0系転送フレームカウンタビット 

正常に転送された転送フレームおよび障害が発生した転送フレームのカウント

数を表します。 
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18.3.52 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常送信のみ）（1系）（TXNLCR1）（SH7710、

SH7712） 

TXNLCR1は、MAC-1にて正常に送信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0にクリアされま

す。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NTC131～

NTC100 

すべて 0 R 1系送信フレームカウンタビット 

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

18.3.53 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（1系）

（TXALCR1）（SH7710、SH7712） 

TXALCR1は、MAC-1にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの

値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TC131～

TC100 

すべて 0 R 1系送信フレームカウンタビット 

正常に送信された送信フレームおよび障害が発生した送信フレームのカウント

数を表します。 

 

18.3.54 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常受信のみ）（1系）（RXNLCR1）（SH7710、

SH7712） 

RXNLCR1は、MAC-1にて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0にクリアされま

す。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NRC131～

NRC100 

すべて 0 R 1系受信フレームカウンタビット 

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。 
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18.3.55 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（1系）

（RXALCR1）（SH7710、SH7712） 

RXALCR1は、MAC-1にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの

値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RC131～

RC100 

すべて 0 R 1系受信フレームカウンタビット 

正常に受信された受信フレームおよび障害が発生した受信フレームのカウント

数を表します。 

 

18.3.56 転送フレーム数カウンタレジスタ（正常転送のみ）（0→1系）（FWNLCR1）

（SH7710、SH7712） 

FWNLCR1は、0→1系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NFC131～

NFC100 

すべて 0 R 0→1系転送フレームカウンタビット 

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。 

 

18.3.57 転送フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）（0→1

系）（FWALCR1）（SH7710、SH7712） 

FWALCR1は、0→1系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す 32ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によって

カウンタの値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FC131～

FC100 

すべて 0 R 0→1系転送フレームカウンタビット 

正常に転送された転送フレームおよび障害が発生した転送フレームのカウント

数を表します。 
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18.4 動作説明 

イーサネットコントローラ（EtherC）の動作の概要を以下に示します。 

以下（1）～（3）、ならびに図 18.2は、SH7710および SH7712のみに適用されます。 

（1） ハードウェアによる自動イーサネットフレーム転送機能 

2系統のMACコントローラを用いて各MACコントローラが独立に送受信することができます。さらに、EtherC

内蔵の TSUを用いて両MACコントローラ間での転送をハードウェアで行うことが可能です。TSUでは、CAMお

よびレジスタ（TSU_FWSL0/1、TSU_FWSLC）の設定に基づき、MACコントローラに入力されたイーサネットフ

レームのあて先側のMACアドレスを元に 1）受信、2）転送、3）受信&転送、および 4）破棄のいずれかの処理

を選択します。この設定は、レジスタ（TSU_TEN、TSU_POST1～TSU_POST4）によって受信側と転送側で各系

ごとに独立に行うことができます。また、この転送するフレームを一時的に保持するために 6kバイトの転送 FIFO

があり、転送 FIFO容量選択レジスタ（TSU_FCM）を使用しこの転送 FIFOは 0→1系転送と 1→0系転送との容

量配分を可変することができます。 

（2） 転送 FIFO溢れ防止機能 

転送動作をサポートすることによりMACコントローラは通常 E-DMACから要求される送信フレームの他に転

送フレームを送信する必要があり、この 2つのフレーム間でアービトレーションを行います。このアービトレー

ションの方法は、レジスタ（TSU_PRISL0/1）で設定します。また、転送 FIFOの利用率がレジスタ（TSU_PRISL0/1）

で設定された値よりも上回ったときに優先的に転送 FIFOのフレームを送信する機能があり、これにより転送FIFO

の溢れによるフレーム欠損を未然に防ぐことができます。 

（3） QoS対応（IEEE802.1Q）フレームの送受信、転送機能 

QoS対応フレームを送受信することができます。転送時、一方のMACコントローラに接続されているイーサ

ネット装置が QoS対応フレームを送受信できない場合は、本 LSIでは通常の IEEE802.3フレームに変換して転送

することができます。 
 

図 18.2にデータ経路と各種設定の概要を示します。 
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優先度判定
TSU_PRISL0
レジスタ
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送信許可

TE（ECMR0）＝1

転送許可
TSU_FWEN0 レジスタ
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　　　　　　TSU_FWSLCレジスタ）

CAM参照

転送FIFO(1→0)

転送FIFO(0→1)

CAM参照

CAM参照CAM参照

転送許可
TSU_FWEN1

レジスタ
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レジスタ

送信許可
TE（ECMR1）＝1
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MAC-0 MAC-1

（32エントリ×48ビット）

 

図 18.2 EtherCのデータ経路と各種設定（SH7710および SH7712のみ） 

 

18.4.1 送信動作（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに適用） 

EtherC送信部は、送信 E-DMACから送信要求があると、送信データをフレームに組み立ててMIIに出力します。

MIIを経由した送信データは、PHY-LSIによって回線上に送出されます。Ether-C送信部の状態遷移図を図 18.3

に示します。 

SH7710および SH7712の場合、この動作は、0系および 1系共に共通です。また、E-DMACからの送信フレー

ムと転送フレームの送出が競合した場合の処理の優先順位を送信・転送優先制御モードレジスタ（TSU_PRISL0/1）

で設定することができます。 
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リセット

TEセット FDPX

FDPX

【注】*1

　　　*2

再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
送信時間間隔の調整が含まれます。
512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

TEリセット

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

衝突

衝突

正常送信

キャリア検出

キャリア検出

SFD送信

データ送信

CRC送信

再送処理*1

キャリア
検出

送信開始
（プリアンブル送出）アイドル

キャリア
未検出

キャリア
未検出

キャリア
検出

HDPX

HDPX
再送
起動

送信停止

エラー検出

エラー

エラー

エラー

エラー報告

衝突*2

      衝突*2

 

図 18.3 EtherC送信部状態遷移図 

 

1. 送信許可（TE）ビットがセットされると、送信アイドル状態に遷移します。 

2. 送信E-DMACから送信要求があるとEtherCは、キャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経てプリアン

ブルをMIIに送出します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択しているときには、送信

E-DMACから送信要求があると即座にプリア ンブルを送出します。 

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）を発生し

ます。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込み要因として報告し

ます。 

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 
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18.4.2 受信動作（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに適用） 

EtherC受信部は、MIIより入力されたフレームをプリアンブル、SFD、データおよび CRCデータに分解し、受

信 E-DMACには DA（あて先アドレス）から CRCデータまでを出力します。EtherC受信部の状態遷移図を図 18.4

に示します。 

SH7710および SH7712の場合、この動作は、0系および 1系共に共通です。また、受信時のフレーム処理では

CAMの判定を参照することができます（CAM機能を使用する場合については、「18.4.4 CAM機能（SH7710

および SH7712のみに適用）」を参照してください）。 

リセット

REセット

REリセット

【記号説明】�
　SFD：Start Frame
　　　  Delimiter

【注】*  エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

プリアンブル
検出

プロミスキャス
and 他局あてアドレス

SFD受信

Rx-DVネゲート

自局あてアドレス
or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス

受信終了

エラー報告*

受信エラー
検出

受信エラー
検出

正常受信

受信停止

不正キャリア
検出

アイドル
フレーム
受信開始

デスティネーション
アドレス受信

エラー検出 データ受信

CRC受信

SFD受信
待ち

 

図 18.4 EtherC受信部状態遷移図 

 

1. 受信許可（RE）ビットがセットされると、受信アイドル状態に遷移します。 

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。 

3. 通常モードでは、フレームのデスティネーションアドレスが本LSIあての場合、ブロードキャストフレームの

場合、またはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードでは、フレ

ームの種類にかかわらずデータ受信を開始します。 
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4. MIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果はメモリ上へのフレームデー

タをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エラーステータスを報

告します。 

5. 1フレームを受信後、EtherCモードレジスタ内の受信許可ビットが設定（RE＝1）されていると、次のフレー

ム受信に備えます。 

 

18.4.3 転送動作（SH7710および SH7712のみに適用） 

EtherCは、MAC-0またはMAC-1のいずれかのMIIから受信したフレームをもう一方のMACに転送する機能

を有しています。転送動作が有効になっている場合は、MIIから入力されたフレームは TSU部で転送 FIFOと受

信 E-DMACの双方に送られ、受信系では受信するか否か、転送系では転送するか否かをそれぞれ独立に判定しま

す。（図 18.2参照）。なお、転送動作をさせるため両MACコントローラはプロミスキャスモードに設定し、両

MACコントローラ内のMACアドレスは、同じMACアドレスを設定してください（以後このMACアドレスを

本 LSIのMACアドレスと呼びます）。転送フレームの処理方法（転送／破棄）の設定は、TSU_FWSL0および

TSU_FWSL1で行います。転送処理に際し転送 FIFOを通過したフレームは、MAC-0→MAC-1転送のときはMAC-1

から、MAC-1→MAC-0転送のときはMAC-0からMIIを経て PHY-LSIに送られますが、その際に E-DMACから

の送信フレームとの競合が発生することがあります。競合が発生した場合の処理の優先順位は、TSU_PRISL0/1で

設定することができます。また、マルチキャストフレームとあて先が本 LSI以外のフレームについては、転送時

のフレーム処理に CAMの判定を参照することができます（CAM機能についての詳細は、「18.4.4 CAM機能

（SH7710および SH7712のみに適用）」を参照してください）。表 18.2に転送フレーム処理の設定（CAM未

使用時）を示します。 
 

表 18.2 転送フレーム処理（CAM未使用時） 

フレーム種類 転送機能設定レジスタ bit フレーム処理 

FW40/1＝0 破棄 本 LSIあてフレーム 

FW40/1＝1 転送 

FW30/1＝0 破棄 ブロードキャストフレーム 

FW30/1＝1 転送 

FW20/1＝0 破棄 マルチキャストフレーム 

FW20/1＝1 転送 

FW10/1＝0 破棄 本 LSI以外をあて先とするフレーム 

FW10/1＝1 転送 
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18.4.4 CAM機能（SH7710および SH7712のみに適用） 

MAC部分に入力されたフレームは、次の 5種類に分類されます。1）本 LSIあてユニキャスト、2）ブロードキ

ャスト、3）マルチキャスト、および 4）他あてユニキャスト。このうち、1）および 2）のMACアドレスは固定

であり、レジスタ設定のみで判定を行います。したがって、CAMを用いて受信および転送するかどうかの判定を

行うのは、3）マルチキャスト、4）他あてユニキャストのみです（ユニキャストフレームのうち、当該フレーム

内のあて先MACアドレスが本 LSIと一致するフレームを本 LSIあてユニキャストフレーム、一致しないフレーム

を他あてユニキャストフレームと称しています）。 

さらに、EtherCでは CAMを利用する他あてユニキャストおよびマルチキャストフレームの受信と転送の判定

を EtherC内蔵の CAMエントリテーブルおよび CAMSEN0と CAMSEN1端子を介して外部に接続した CAM論理

の登録MACアドレスとの双方を参照して行います。本機能を使用することにより、受信不要なフレームデータの

蓄積による受信 FIFOのオーバフローを未然に防ぎ、受信判定要否のための CPU処理を低減できます。 

また、POSTテーブルは、4ビットから構成され、それぞれ 0系受信、1系受信、0→1転送、および 1→0転送

に対応し、当該ビットが 1のとき CAM判定結果を受信と転送の判定に使用します。つまり、POSTテーブルの該

当ビットが 0の場合は、受信と転送判定は表 18.2に示す CAM未使用時の判定と同じとなります。なお、内蔵 CAM

エントリテーブルと外部接続の CAM論理との違いは、POSTテーブルの設定方法にあります。内部 CAMエント

リテーブルではエントリ数と同数の 32個の POSTテーブルがありエントリごとに POSTテーブルを設定できます

が、外部接続 CAM論理は各 CAMSEN0と CAMSEN1端子ごとに 1つずつの POSTテーブル（計 2つの POSTテ

ーブル）となるため端子ごとの設定となります。 

（1） 内蔵 CAMエントリテーブル使用時 

内蔵 CAMは 32エントリのMACアドレスを登録できるエントリテーブルを有しており、その内容は

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31で設定することができます。内蔵 CAMエント

リテーブル参照の有効／無効の設定は、CAM判定を行うかどうかを設定する CAMエントリテーブルイネーブル

設定レジスタと CAM判定結果を受信および転送判定に使用するかを設定する CAMエントリテーブル POST設定

レジスタにより行います。受信時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっている場合は、フレームの中の

あて先アドレスと CAMエントリテーブルに登録されたMACアドレスを比較することにより、MACに入力され

たフレームを E-DMACに引き渡す（E-DMACにフレームを受信させる）か破棄するかが判定されます。また、転

送動作が有効でかつ転送時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっているとき、マルチキャストフレーム

とあて先が本 LSI以外のフレームについては、フレームの中のあて先アドレスと CAMエントリテーブルに登録さ

れたMACアドレスを比較することにより該当フレームを転送するか破棄するかを判定することができます。表

18.3にMAC-0→E-DMAC0またはMAC-1→E-DMAC1受信動作時のフレームの種類に対する処理方法（受信また

は破棄）の対応を、表 18.4にMAC-0→MAC-1またはMAC-1→MAC-0転送動作時のフレームの種類に対する処

理方法（転送または破棄）の対応を示します。 
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表 18.3 受信フレーム処理 

通常モード プロミスキャスモード CAMエントリ 

テーブル参照結果 

フレーム種類 

MCT＝0 MCT＝1 MCT＝0 MCT＝1 

本 LSIあてフレーム 破棄 破棄 CAMヒット 

（アドレス一致） ブロードキャストフレーム 破棄 破棄 

 マルチキャストフレーム 破棄 受信 破棄 受信 

 本 LSI以外をあて先とするフレーム 受信 破棄 

本 LSIあてフレーム 受信 受信 CAMミスヒット 

（アドレス不一致） ブロードキャストフレーム 受信 受信 

 マルチキャストフレーム 受信 破棄 受信 破棄 

 本 LSI以外をあて先とするフレーム 破棄 受信 

【記号説明】 

MCT（ECMRレジスタのビット 13）：マルチキャスト受信モード（0：CAMミスヒット時受信／1：CAMヒット時受信） 

 

表 18.4 転送フレーム処理（CAM使用時） 

CAMヒット CAMミスヒット フレーム種類 転送機能設定 

レジスタ bit   

FW40/1＝0 転送 破棄 マルチキャストフレーム 

FW40/1＝1 破棄 転送 

FW40/1＝0 転送 破棄 本 LSI以外をあて先とするフレーム 

FW40/1＝1 破棄 転送 

【注】 マルチキャストフレームと本 LSI以外をあて先とするフレームのみ CAMの参照が可能です。本 LSIあてフレーム、およ

びブロードキャストフレームの処理は、CAM参照の有無にかかわらず転送機能設定レジスタの値に従います。 

（2） 外部 CAM論理使用時 

内蔵 CAMエントリテーブルに加え CAMSEN0と CAMSEN1端子を用いることにより、本 LSI外部に接続した

外部 CAM論理の判定結果をフレーム処理判定に参照することができます。本機能は、受信フレーム中のあて先ア

ドレスの比較をする CAM論理を外部に接続し、MIIから取り込んだ信号（RXD3～RXD0）に対応するあて先アド

レスを比較した結果を CAMSEN0または CAMSEN1端子から信号として受け取ることにより、該当フレームを受

信するか廃棄するかを判別します。図 18.5に外部 CAM論理の接続例を、図 18.6に外部 CAM信号のタイミング

条件を示します。 
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本LSI

外部メモリ

EtherC

外部CAM論理

ディスクリプタ

CAMSEN0または
CAMSEN1端子

PHY-LSI

MII（RX-DV、RXD3～0）

 

図 18.5 外部 CAM論理接続例 

CAMSEN0と CAMSEN1端子による外部 CAM論理の判定結果参照の有効／無効の設定は、転送機能設定レジ

スタ（共通）（TSU_FWSLC）により行います。受信時の CAMSEN0と CAMSEN1端子参照が有効になっている

場合は、CAMSEN0または CAMSEN1端子の値により、MAC-0/1に入力されたフレームを E-DMAC0/1に引き渡

す（E-DMACにフレームを受信させる）か、破棄するかが判定されます。また、転送動作が有効で、かつ CAMSEN0/1

端子参照が有効になっている場合は、マルチキャストフレームとあて先が本 LSI以外のフレームについては

CAMSEN0または CAMSEN1端子の値により該当フレームを転送するか破棄するかを判定することができます。

表 18.5にMAC-0→E-DMAC0またはMAC-1→E-DMAC1受信動作時のフレームの種類に対する処理方法（受信ま

たは破棄）の対応を、表 18.6にMAC-0→MAC-1またはMAC-1→MAC-0転送動作時のフレームの種類に対する

処理方法（転送または破棄）の対応を示します。外部 CAM論理中には本 LSIの内部 CAMエントリテーブルとは

別のMACアドレスを記憶させており、PHY-LSIから受信したMACアドレスと記憶しているあて先アドレスが一

致すると、CAMSEN0または CAMSEN1端子をアサートします*。EtherCは、CAMSEN0/1がアサートされたとき

のフレームを表 18.5の設定に従い、受信または破棄します。 

CAMSEN0/1アサートの該当受信フレームに対する有効範囲を図 18.6に示します。 

EtherCでは、E-DMAC/TSUの受信／転送 FIFOへ受信フレームを格納開始する以前に、受信フレームの処理を

決定する必要があります。この処理決定のためのタイムリミットは、RX_DVアサートから 52クロック以内とな

ります。 

【注】 * 本 LSIの内部 CAMエントリテーブルと重複する MACアドレスを外部 CAM論理中に記憶させないでください。内蔵

CAMエントリテーブルに対して CAMヒットしたときに、同時に CAMSEN0と CAMSEN1端子がアサートされると

判定処理が誤動作する場合があります。 
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表 18.5 受信フレーム処理（外部 CAM論理参照時） 

通常モード プロミスキャスモード CAMSEN0 

CAMSEN1端子 

フレーム種類 

MCT＝0 MCT＝1 MCT＝0 MCT＝1 

本 LSIあてフレーム 破棄 破棄 アサート 

（アドレス一致） ブロードキャストフレーム 破棄 破棄 

 マルチキャストフレーム 破棄 受信 破棄 受信 

 本LSI以外をあて先とするフレーム 受信 破棄 

本 LSIあてフレーム 受信 受信 ネゲート 

（アドレス不一致） ブロードキャストフレーム 受信 受信 

 マルチキャストフレーム 受信 破棄 受信 破棄 

 本LSI以外をあて先とするフレーム 破棄 受信 

【記号説明】 

MCT（ECMRレジスタのビット 13）：マルチキャスト受信モード（0：CAMミスヒット時受信／1：CAMヒット時受信） 
 

表 18.6 転送フレーム処理（外部 CAM論理参照時） 

CAMSEN0/1端子 CAMSEN0/1端子 フレーム種類 転送機能設定 

レジスタ bit アサート ネゲート 

FW40/1=0 転送 破棄 マルチキャストフレーム 

FW40/1=1 破棄 転送 

FW40/1=0 転送 破棄 本 LSI以外をあて先とするフレーム 

FW40/1=1 破棄 転送 

【注】 * マルチキャストフレームと本 LSI以外をあて先とするフレームのみ CAMの参照が可能です。本 LSIあてフレーム、

およびブロードキャストフレームの処理は、CAM参照の有無にかかわらず転送機能設定レジスタの値に従います。 

 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

CAMSEN*

SFDPreamble Destination address

1クロック以上アサート

1 2 3 7 8 9 10 11 12 13 50 51 52 53

CAMSEN信号有効範囲�

【注】* CAMSEN信号はCAMSEN信号有効範囲外では、常にローとしてください。�  

図 18.6 外部 CAM信号タイミング 
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18.4.5 MIIフレームタイミング（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに適用） 

各種MIIフレームのタイミングを図 18.7に示します。 

TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data CRC

 

図 18.7（1） MIIフレーム送信タイミング（正常時） 

TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

Preamble JAM

 

図 18.7（2） MIIフレーム送信タイミング（衝突発生） 

TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data

 

図 18.7（3） MIIフレーム送信タイミング（送信エラー発生） 
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RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

Preamble Data CRCSFD

 

図 18.7（4） MIIフレーム受信タイミング（正常受信） 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

Preamble Data XXXXSFD

 

図 18.7（5） MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（1）） 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

XXXX 1110 XXXX

 

図 18.7（6） MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（2）） 
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18.4.6 MIIレジスタのアクセス方法（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに

適用） 

PHY-LSI内にあるMIIレジスタへは、本 LSIの PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してアクセスし

ます。IEEE802.3uで規定されるMIIフレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースとして接続します。 

（1） MII管理フレームのフォーマット 

MII管理フレームのフォーマットを図 18.8に示します。MIIレジスタをアクセスするには、（2）で示す手順に

従う管理フレームをプログラムによって実現します。 

アクセス種別 MII管理フレーム

項目

ビット数

リード

ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE
ST
OP
PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】�

 

図 18.8 MII管理フレームフォーマット 
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（2） MIIレジスタアクセス手順 

プログラムは、PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してMIIレジスタをアクセスします。アクセス

は、1ビット単位のデータライト、1ビット単位のデータをリードし、バスの解放および単独バス解放の組み合わ

せによって実現します。MIIレジスタアクセスタイミング例を図 18.9に示します。アクセスタイミングは、PHY-LSI

の種類によって異なります。 

MDC

MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト�
�
MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト�

MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト�

MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 18.9（1） 1ビットデータのライトフロー 

MDC

MDO

バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト�

MMD＝0
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト�

MMD＝0
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 18.9（2） バス解放フロー（図 18.8中のリード時の TA） 
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1ビットデータのリードと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝1

（2） PHY部インタフェース
レジスタのリード
MMD＝0
MDC＝1
MDIをリード
データとする

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

MDC

MDI

（1） （3）（2）

 

図 18.9（3） 1ビットデータのリードフロー 

単独バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

MDC

MDO

（1）

 

図 18.9（4） 単独バス解放フロー（図 18.8中のライト時の IDLE） 
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18.4.7 Magic Packetの検出（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに適用） 

EtherCは、Magic Packetの検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などから LANに接続される各種周

辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置などから送出される

Magic Packetを周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築できます。Magic Packetを検出し

たときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によって受信 FIFOにはデータが蓄積され、

EtherCには受信ステータスなどが報告されています。本割り込み処理から通常の動作に復帰するためには、ソフ

トウェアリセットレジスタ（ARSTR）の ARSTビットにより EtherCおよび E-DMACの初期化を実行してくださ

い。 

Magic Packetにおいては、あて先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet内のフォー

マットで指定されるあて先に合致する場合のみ有効となりWOL端子が有効となります。Magic Packetに関する詳

細については、AMD社の技術資料を参照してください。 

本 LSIを用いてWOLを利用するには、以下のような設定順序で行います。 

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。 

2. EtherCモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。 

3. EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイネーブルに

設定します。 

4. 必要ならCPUの動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバイモードに設定しま

す。 

5. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。また、周辺LSIに対しては、WOL端子により

Magic Packetを検出したことを通知します。 

18.4.8 IPG設定による動作（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに適用） 

EtherCは、送信フレーム間の無送信期間 IPG（Inter Packet Gap）を変更する機能を有しています。IPG設定レジ

スタ（IPGR）の設定値を変更することで、伝送効率を標準値よりも上げたり下げたりすることが可能です。なお

IPGの設定は IEEE802.3標準で定められています。設定を変更するときは、同じネットワークでそれぞれの機器が

うまく動作するかどうかの確認作業を十分に行ってください。 

ケース－A
（短いIPG）�

パケット� IPG*

ケース－B
（長いIPG）�

①

①

②�

②�

③�

③�

④�

④�

⑤� …�…�

…�…�

【注】* IPGは、回線の状態やシステムバスの使用状況により、設定値より長くなることがあります。�  

図 18.10 IPGの変更による伝送効率の違い 

 



 

18. イーサネットコントローラ（EtherC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  18-61 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

18.4.9 IEEE802.1Q Qtag使用方法（SH7710および SH7712のみに適用） 

EtherCは、IEEE802.1Q対応フレームの処理をサポートしており、転送動作に際して処理するフレームに対し

Qtagの付加および削除を行うことができます。本機能により、QoS対応フレームを送信および受信することがで

きます。転送時、一方のMACコントローラに接続されているイーサネット装置が QoS対応フレームを送受信で

きない場合は、本 LSIでは通常の IEEE802.3フレームに変換して転送することができます。Qtag追加または削除

処理を行うかどうかは、Qtag追加・削除設定レジスタ（TSU_QTAGM0/1）で決定します。Qtag追加処理を行う場

合は、追加する Qtagの内容を Qtag値設定レジスタ（TSU_ADQT0/1）で設定することができます。図 18.11に Qtag

付加機能の概略を、図 18.12に通常のイーサネットフレームと IEEE802.1Q準拠（Qtag付き）フレームとの比較

を示します。Qtagの設定方法の詳細は、IEEE802.1Qに規定された Qtag制御に関する仕様を参照してください。 

フレーム変換機構TSU

MAC-0

EtherC

MAC-1

本LSI

通常フレーム（Qtagなし）

802.1Q対応
ネットワーク�

802.1Q準拠フレーム�
（Qtag付き）

802.1Q対応
ネットワーク

Qtag削除

Qtag付加

 

図 18.11 Qtag付加機能の概略 

DA SA L/T Data FCS

1oct 6 oct 6 oct 2 oct 46 ～1500 oct 4 oct

L/T

2 oct 42～ 1500 oct

Qtag

4 oct

DataDA SA FCS

6oct 6oct 4 oct

7 oct

  Qtagの設定�
（TSU_ADQT0/1レジスタ）H'81 H'00 PRT VIDCFI

8ビット 8ビット 3ビット 1ビット 12ビット

通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）

SFD

1oct7oct

PR

802.1 Q 準拠フレーム（Qtag付き）

拡張コード（固定）�

PR
SFD
DA

：PReamble
：Start Frame Delimiter
：Destination Address

SA
L/T
FCS

：Source Address
：Length or Type
：Frame Check Sequence

【記号説明】�

PRT：優先順位設定
CFI ：0に固定
VID ：V-LAN ID設定

SFDPR

 

図 18.12 通常のイーサネットフレームと IEEE802.1Q準拠（Qtag付き）フレームとの比較 
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18.5 PHY-LSIとの接続（SH7710、SH7712、および SH7713のすべてに
適用） 

図 18.13に National Semiconductor Corporationの PHY LSIである DP83848との接続例を示します。 

TX-ER
ETXD3
ETXD2
ETXD1
ETXD0
TX-EN

TX-CLK
MDC

MDIO
ERXD3
ERXD2
ERXD1
ERXD0

RX-CLK
CRS
COL

RX-DV
RX-ER

TX_ER
TXD[3]
TXD[2]
TXD[1]
TXD[0]
TX_EN
TX_CLK
MDC
MDIO
RXD[3]
RXD[2]
RXD[1]
RXD[0]
RX_CLK
CRS
COL
RX_DV
RX_ER

本LSI DP83848
MII（Media Independent Interface）

 

図 18.13 DP83848との接続例 

 

18.6 使用上の注意事項（SH7713のみに適用） 

18.6.1 初期設定 

イーサネット機能使用時において、EtherCモードレジスタ（ECMR）の送信許可ビット（TE）および受信許可

ビット（RE）を 1にセットする前に、必ず、以下に示す SH7713専用の設定を行ってください。 

 MOV.L #H'A7000838,R0 

 MOV.L #H'00000000,R1 

 MOV.L R1, @R0 
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19. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリ 
アクセスコントローラ（E-DMAC） 

SH7710および SH7712は、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結した 2チャネルのダイレクトメモリア

クセスコントローラ（E-DMAC0/1）を内蔵しています。 

SH7713は、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結した 1チャネルのダイレクトメモリアクセスコントロ

ーラ（E-DMAC）を内蔵しています。 

E-DMACは、E-DMAC内蔵の DMACを使用し、E-DMAC内の送信／受信 FIFOとユーザが指定するデータ格納

先（バッファ）との間の送受信データの転送を DMA転送により行います。この DMA転送時に、E-DMACが参

照する情報を送信／受信ディスクリプタと呼び、ユーザがメモリ上に配置します。 

この機能によって CPUの負荷を軽減し、効率の良いデータ送受信制御を行うことができます。 

SH7710および SH7712の場合、E-DMAC0は EtherCのMAC-0に対して、E-DMAC1は EtherCのMAC-1に対し

てのデータ送受信を制御します（以下、E-DMAC0で制御される系統を 0系、E-DMAC1で制御される系統を 1系

と称します）。 

SH7713の場合、E-DMACは EtherCのMACに対してのデータ送受信を制御します。 

図 19.1（1）、図 19.1（2）に E-DMACとメモリ上のディスクリプタおよび送信と受信バッファの構成を示し

ます。 

19.1 特長 

• 送信／受信2チャネルの独立したDMAC内蔵（SH7710、SH7712） 

送信／受信チャネルの独立したDMAC内蔵（SH7713） 

• ディスクリプタ管理方式によるCPU負荷の軽減 

•  送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映 

•  DMAブロック転送（16バイト単位）によるシステムバスの効率使用 

• 1フレーム／1ディスクリプタ、1フレーム／複数フレーム（マルチバッファ）方式対応可能 

【注】 ディスクリプタおよびバッファは、アクセス可能なメモリ上に配置してください。 

なお、E-DMACは、内蔵周辺モジュールには直接アクセスできません。 
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図 19.1（1） E-DMACとディスクリプタおよびバッファの構成（SH7710、SH7712） 
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図 19.1（2） E-DMACとディスクリプタおよびバッファの構成（SH7713） 
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19.2 レジスタの説明 

E-DMACには、以下のレジスタがあります。 

SH7710および SH7712の場合、レジスタの略号の末尾の数字は、該当する E-DMACの番号（E-DMAC0または

E-DMAC1の別）を表します。本文中では、番号の記載を一部省略しています。 

これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ一覧」を参照してくださ

い。 
 

SH7710、SH7712  

0系 1系 

SH7713 

E-DMACモードレジスタ EDMR0 EDMR1 EDMR 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR0 EDTRR1 EDTRR 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR0 EDRRR1 EDRRR 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR0 TDLAR1 TDLAR 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR0 RDLAR1 RDLAR 

EtherC/E-DMACステータスレジスタ EESR0 EESR1 EESR 

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ EESIPR0 EESIPR1 EESIPR 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER0 TRSCER1 TRSCER 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR0 RMFCR1 RMFCR 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR0 TFTR1 TFTR 

FIFO容量指定レジスタ FDR0 FDR1 FDR 

受信方式制御レジスタ RMCR0 RMCR1 RMCR 

E-DMAC動作制御レジスタ EDOCR0 EDOCR1 EDOCR 

受信バッファライトアドレスレジスタ RBWAR0 RBWAR1 RBWAR 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR0 RDFAR1 RDFAR 

送信バッファリードアドレスレジスタ TBRAR0 TBRAR1 TBRAR 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR0 TDFAR1 TDFAR 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR0 FCFTR1 FCFTR 

送信割り込み設定レジスタ TRIMD0 TRIMD1 TRIMD 
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19.2.1 E-DMACモードレジスタ（EDMR） 

EDMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACのリセットおよび送受信ディス

クリプタ長を指定します。本レジスタの設定は、EDTRRの TRビットまたは、EDRRRの RRビットを 1とする以

前に行います。データ送信中に本レジスタによってソフトウェアリセットを実行すると、回線上に異常データを

送出する可能性があります。本レジスタによる送受信ディスクリプタ長の指定、TDLAR、RDLAR等の設定値、

ECMR（EtherCモードレジスタ）の設定値、他 E-DMAC、EtherCの動作にかかわるレジスタ設定値を変更するに

は、本レジスタのソフトウェアリセットを実行後設定します。なお、本レジスタのソフトウェアリセットによる

EtherCおよび E-DMACの初期化完了までの所要時間は、内部バスクロック Bφで 64サイクルです。このため、

EtherCおよび E-DMAC内のレジスタアクセスは、内部バスクロック Bφで 64サイクル経過後に行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5 

4 

DL1 

DL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

送受信ディスクリプタ長 

ディスクリプタ長を指定します（「19.3.1 ディスクリプタとディスクリプタ

リスト」参照）。 

00：16バイト 

01：32バイト 

10：64バイト 

11：リザーブ（設定不可） 

3～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 SWR 0 R/W ソフトウェアリセット 

本ビットに 1をライトすることにより E-DMACの TDLAR、RDLAR、RMFCR

を除く E-DMACの各レジスタと、EtherCの TSU関係を除く各レジスタを初期

化することができます（レジスタ名が TSU_ではじまるレジスタは初期化され

ません）。 

SH7710およびSH7712の場合、EDMR0のSWRビットではEDMAC0とEtherC

内のMAC-0関係の各レジスタが、EDMR1の SWRビットでは EDMAC1と

EtherC内のMAC-1関係の各レジスタが初期化されます。転送イネーブルレジ

スタ（0→1系）（TSU_FWEN0）、転送イネーブルレジスタ（1→0系）

（TSU_FWEN1）により、EtherCで転送動作を許可している場合は、本ビット

によるソフトウェアリセットは行わないでください。 

SH7713の場合、EDMRの SWRビットでは EDMACと EtherC内のMAC関係

の各レジスタが初期化されます。 

ソフトウェアリセットの発行期間中（内部バスクロック Bφで 64サイクル間）

は、イーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタアクセスを禁止

します。 

ソフトウェアリセット期間（例）： 

Bφ＝100MHzのとき：0.64μs 

Bφ＝66MHzのとき：0.97μs 

Bφ＝50MHzのとき：1.28μs 

Bφ＝33MHzのとき：1.94μs 

本ビットを読み出すと常に 0が読み出されます。 

1：EtherCおよび E-DMACをリセット（書き込み時） 
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19.2.2 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR） 

EDTRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに送信指示を行います。本レジ

スタの TRビットに 1を書き込んだ後、E-DMACは TDLARに指示されているアドレスの送信ディスクリプタを読

み込みます。この送信ディスクリプタの TACTビットが 1（有効）であれば、E-DMACによる送信 DMA転送が

開始します。以降、最初の送信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、E-DMACは次の送信ディスクリ

プタを読み込み TACTビットが有効であれば、送信 DMA動作を継続します。また、送信ディスクリプタの TACT

ビットが 0（無効）の場合は、TRビットをクリアして送信 DMACの動作を停止します。TRビットの書き込み方

法については｢19.4.1 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）および E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）使

用上の注意事項｣を参照してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TR 0 R/W 送信要求 

0：送信停止状態。0を書き込んでも送信は停止しません。送信の終了は、送

信ディスクリプタ内の TACTビットで制御します。 

1：E-DMACによる送信 DMA動作中。1を書き込んだ後は、E-DMACは送信

ディスクリプタの読み込みを開始します。 

 

19.2.3 E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR） 

EDRRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに受信指示を行います。本レジ

スタの RRビットに 1を書き込んだ後、E-DMACは RDLARに指示されているアドレスの受信ディスクリプタを

読み込みます。この受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）で受信 FIFOに受信したフレームがあれば、

E-DMACによる受信 DMA転送が開始します。以降、最初の受信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、

E-DMACは次の受信ディスクリプタを読み込み RACTビットが有効であれば、受信 DMA動作を継続します。た

だし、受信 FIFOに受信データがない場合には、E-DMACは受信 DMA動作を待機状態にします。また、受信ディ

スクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、RRビットをクリアして受信 DMACの動作を停止します。RR

ビットの書き込み方法については｢19.4.1 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）および E-DMAC受信要求レジ

スタ（EDRRR）使用上の注意事項｣を参照してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RR 0 R/W 受信要求 

0：受信機能を無効にする* 

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC受信可能状態となる 
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【注】 * フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の受

信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMACは正常な動作ができなくなります。この場合、

再度 E-DMACを受信可能状態とするためには、EDMR0（EDMR1）の SWRビットによりソフトウェアリセットを

実行してください。E-DMACをソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、ECMR0（ECMR1）の RE

ビットにより受信機能を無効とします。次に、E-DMACの受信が完了し受信ディスクリプタのライトバックが確認

できた後、本レジスタの受信機能を無効にしてください。 

なお、SH7713の場合、EDMR0（EDMR1）は EDMRとなります。 

 

19.2.4 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR） 

TDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC送信要求レジス

タ（EDTRR）の TRビット（＝0）による送信停止状態で行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDLA31

～TDLA0 

すべて 0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000 

 

19.2.5 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR） 

RDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。受信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC受信要求レジス

タ（EDRRR）の RRビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDLA31

～RDLA0 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000 
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19.2.6 EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR） 

EESRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCと E-DMACを合わせた通信ステータ

スを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1をライトすることでクリアさ

れます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1をライトしてもクリアされません）。0をライトしても、

各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因は EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）

の当該ビットによってマスクすることが可能です。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、SH7710および SH7712の場合、0系では EINT0、1系で

は EINT1となります。SH7713の場合、EINT0となります。割り込みの優先順位については、「第 8章 割り込

みコントローラ（INTC）」の「8.3.5 割り込み例外処理および優先順位」を参照ください。 

SH7710および SH7712の EINT2は、EtherCにある TSU_FNSRが要因の割り込みです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWB 0 R/W ライトバック完了 

フレーム送信完了後の E-DMACからの当該ディスクリプタへのライトバック

が完了したことを示します。本動作は、TRIMDの TISビットが 1にセットされ

ているときのみ有効です 

0：ライトバック未完了または送信未指示 

1：ライトバック完了 

29～27 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TABT 0 R/W 送信中断検出 

フレーム送信時、障害等により EtherCがフレーム送信を中断したことを示しま

す。 

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示 

1：フレーム送信中断発生 

25 RABT 0 R/W 受信中断検出 

フレーム受信時、障害等により EtherCがフレーム受信を中断したことを示しま

す。 

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示 

1：フレーム受信中断発生 

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー 

受信 FIFO内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示します。 

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない 

1：受信フレームカウンタがオーバフローした 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 ADE 0 R/W アドレスエラー 

E-DMACが転送しようとしたメモリアドレスが不正であったことを示します。 

0：不正なメモリアドレスを検出していない（正常動作） 

1：不正なメモリアドレスを検出した 

【注意】アドレスエラーが検出されると、E-DMACは送受信を停止します。再

開するには、EDMRの SWRビットにより、ソフトウェアリセットを実行して

ください。 

22 ECI 0 R EtherCステータスレジスタ要因 

本ビットは、リード専用です。EtherCにある ECSRの要因がクリアされると、

本ビットもクリアされます。 

0：EtherCステータス割り込み要因未検出 

1：EtherCステータス割り込み要因検出 

21 TC 0 R/W フレーム送信完了 

送信ディスクリプタによって指定されたデータをすべて EtherC部より送信し

たことを示します。1フレーム／1ディスクリプタでは、1フレームの送信が完

了した場合、また 1フレーム／複数ディスクリプタであるマルチバッファフレ

ーム処理ではフレーム最後のデータを送信し、次のディスクリプタ内の送信デ

ィスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされていなかった場合に送信完了と

みなし、本ビットが 1となります。フレーム送信完了後は、E-DMACは転送状

態を当該ディスクリプタにライトバックします。 

0：転送未完了または転送未指示 

1：転送完了 

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇 

1フレーム／複数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処理で前ディ

スクリプタがフレームの最終でない場合は、E-DMACが送信ディスクリプタを

読み込んだときに、ディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）

がセットされていなかったことを示します。結果として不完全なフレームを送

出する場合があります。 

0：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝1を検出 

1：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝0を検出 

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフトウェアリセット

してから送信起動をかけてください。このとき、送信ディスクリプタリスト先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）に格納されているアドレスからの開始となりま

す。 

19 TFUF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

フレームを送信中に送信 FIFOにアンダフローが発生したことを示します。回

線上には、不完全なデータが送出されます。 

0：アンダフロー未発生 

1：アンダフロー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 FR 0 R/W フレーム受信 

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示します。本ビット

は、1フレームを受信するたびに 1にセットされます。 

0：フレーム未受信 

1：フレーム受信済み 

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇 

E-DMACが受信 DMAのため読み込んだ受信ディスクリプタの RACTビットが

0（無効）であったことを示します。 

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、RACTビット＝0とな

っていた受信ディスクリプタを RACT＝1に設定し EDRRRの RRビットに 1

を書き込むことで、受信を再開することができます。 

0：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝1を検出 

1：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝0を検出 

16 RFOF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

フレームを受信中に受信 FIFOがオーバフローしたことを示します。 

0：オーバフロー未発生 

1：オーバフロー発生 

15～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

11 CND 0 R/W キャリア未検出 

プリアンブル送出中のキャリアの検出状態を示します。 

0：送信開始時にキャリア検出 

1：キャリア未検出 

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出 

フレーム送信中のキャリア消失を検出したことを示します。 

0：キャリア消失未検出 

1：キャリア消失検出 

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出 

フレーム送信中に遅延衝突を検出したことを示します。 

0：遅延衝突未検出 

1：遅延衝突検出 

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ 

フレーム送信中にリトライオーバが発生したことを示します。これは、EtherC

が送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく 15回の再送をあわせ全部で

16回の送信試行に失敗したことを示します。 

0：送信リトライオーバ未検出 

1：送信リトライオーバ検出 

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信 

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6、5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信 

0：端数ビットフレーム未受信 

1：端数ビットフレーム受信 

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー 

RFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレームを受信し

たことを示します。 

0：ロングフレーム未受信 

1：ロングフレーム受信 

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー 

64バイト未満のフレームを受信したことを示します。 

0：ショートフレーム未受信 

1：ショートフレーム受信 

1 PRE 0 R/W PHY-LSI受信エラー 

0：PHY-LSI受信エラー未検出 

1：PHY-LSI受信エラー検出 

0 CERF 0 R/W 受信フレーム CRCエラー 

0：CRCエラー未検出 

1：CRCエラー検出 

 

19.2.7 EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR） 

EESIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1をライトすることで割り込みが許可

されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWBIP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

29～27 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可 

0：送信中断検出割り込み禁止 

1：送信中断検出割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止 

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

23 ADEIP 0 R/W アドレスエラー割り込み許可 

0：アドレスエラー割り込み禁止 

1：アドレスエラー割り込み許可 

22 ECIIP 0 R/W EtherCステータスレジスタ要因割り込み許可 

0：EtherCステータス割り込み禁止 

1：EtherCステータス割り込み許可 

21 TCIP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

19 TFUFIP 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー割り込み許可 

0：アンダフロー割り込み禁止 

1：アンダフロー割り込み許可 

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可 

0：フレーム受信割り込み禁止 

1：フレーム受信割り込み許可 

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

16 RFOFIP 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込み許可 

0：オーバフロー割り込み禁止 

1：オーバフロー割り込み許可 

15～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 CNDIP 0 R/W キャリア未検出割り込み許可 

0：キャリア未検出割り込み禁止 

1：キャリア未検出割り込み許可 

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可 

0：キャリア消失検出割り込み禁止 

1：キャリア消失検出割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可 

0：遅延衝突割り込み禁止 

1：遅延衝突割り込み許可 

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可 

0：送信リトライオーバ割り込み禁止 

1：送信リトライオーバ割り込み許可 

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

6、5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可 

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止 

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可 

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0：PHY-LSI受信エラー割り込み禁止 

1：PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0 CERFIP 0 R/W 受信フレーム CRCエラー割り込み許可 

0：CRCエラー割り込み禁止 

1：CRCエラー割り込み許可 
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19.2.8 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER） 

TRSCERは、EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 7で報告される、マルチキャストアドレス

フレーム受信ステータス情報を受信ディスクリプタの RFEビットに反映するか否かを指示します（ディスクリプ

タの説明は｢19.3.1 ディスクリプタとディスクリプタリスト｣を参照）。 

本レジスタの RMAFCEビットは、EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット７に対応し、本ビッ

トに 0を設定すると、受信ステータス(EESRのビット 7)の 1状態を受信ディスクリプタの REFビットに反映しま

す。1を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。パワーオンリセット、マニュ

アルリセット後は、RMAFCEビットは 0に設定されています。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 RMAFCE 0 R/W RMAFビットコピー表示 

0：RMAFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映す

る。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しな

い。 

6～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

19.2.9 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR） 

RMFCRは、受信時に受信バッファに収容しきれずに廃棄されたフレーム数を示す 16ビットのカウンタです。

受信 FIFOがオーバフローすると、この FIFO内にある受信フレームは廃棄されます。このときに廃棄するフレー

ムの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFになるとカウントアップを停止します。カウンタの値

は、本レジスタを読むと 0にクリアされます。本レジスタへのライトは、他に影響を与えません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MFC15～

MFC0 

すべて 0 R ミスドフレームカウンタ 

受信時に、受信バッファに転送しきれずに廃棄されたフレーム数を示します。 
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19.2.10 送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR） 

TFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信 FIFOの

しきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の 4倍の値に相当します。EtherCは送信 FIFO内のデー

タ数が本レジスタで指定されたバイト数を越えるか、送信 FIFOが満杯、または 1フレーム分のデータ書き込みが

行われると送信を開始します。なお本レジスタの設定は、送信停止状態で行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～0 TFT10～

TFT0 

すべて 0 R/W 送信 FIFOしきい値 

送信 FIFOのしきい値は、必ず FDRで指定した FIFO容量値より小さい値に設

定してください。 

H'00：ストア＆フォワードモード 

H'01～H'0C：設定禁止 

H'0D：52バイト 

H'0E：56バイト 

 ：   ： 

H'1F：124バイト 

H'20：128バイト 

 ：   ： 

H'3F：252バイト 

H'40：256バイト 

：   ： 

H'7F：508バイト 

H'80：512バイト 

 ：   ： 

H'FF：1020バイト 

H'100：1024バイト 

 ：   ： 

H'1FF：2044バイト 

H'200：2048バイト 

【注】 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要です。 
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19.2.11 FIFO容量指定レジスタ（FDR） 

FDRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信および受信 FIFOの容量を指定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～8 TFD2～

TFD0 

すべて 1 R/W 送信 FIFO容量 

最大 2kバイトある送信 FIFOの容量を 256バイトから 2kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁止します。 

7～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 RFD2～

RFD0 

すべて 1 R/W 受信 FIFO容量 

最大 2kバイトある受信 FIFOの容量を 256バイトから 2kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁止します。 

 

19.2.12 受信方式制御レジスタ（RMCR） 

RMCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フレームを受信時の ECMR内にある RE

ビットの制御の方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RNC 0 R/W 受信許可制御 

フレーム受信を継続する／しないを設定します。 

0：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込んで EDRRRの RRビットを 0とします。 

1：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込み（ライトバック）します。さらに E-DMACは次のディ

スクリプタを読み込み、次のフレームの受信に備えます。 
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19.2.13 E-DMAC動作制御レジスタ（EDOCR） 

EDOCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACの動作状態における制御方法を

指定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 FEC 0 R/W FIFOエラー制御 

送信FIFOにおけるアンダフローあるいは受信FIFOにおけるオーバフロー発生

時の E-DMACの動作を指定します。 

0：アンダフローあるいはオーバフローが発生しても E-DMACの動作を継続

します。 

1：アンダフローあるいはオーバフローが発生すると E-DMACの動作を停止

します。 

2 AEC 0 R/W アドレスエラー制御 

E-DMACが転送しようとしたメモリアドレスが不正であったことを示します。 

0：不正なメモリアドレスを検出していない（正常動作）。 

1：不正なメモリアドレスを検出したことにより E-DMACの動作が停止中で

あることを示します。0を書き込むことによって E-DMACは動作を再開

します。 

1、0 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

19.2.14 受信バッファライトアドレスレジスタ（RBWAR） 

RBWARは、E-DMACが受信バッファにデータを書き込むとき、受信バッファ内で書き込みの対象となるバッ

ファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACが受信バッフ

ァ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているバッファライト

処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBWA31

～RBWA0 

すべて 0 R 受信バッファライトアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 
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19.2.15 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR） 

RDFARは、E-DMACが受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの辺

の受信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているディスクリ

プタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFA31

～RDFA0 

すべて 0 R 受信ディスクリプタフェッチアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

 

19.2.16 送信バッファリードアドレスレジスタ（TBRAR） 

TBRARは、E-DMACが送信バッファからデータを読み出すとき、送信バッファ内で読み出しの対象となるバッ

ファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACが送信バッフ

ァ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているバッファリード

処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBRA31

～TBRA0 

すべて 0 R 送信バッファリードアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

 

19.2.17 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR） 

E-DMACが送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリプタ先頭ア

ドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの辺の送信ディ

スクリプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプタフェッチ

処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFA31

～TDFA0 

すべて 0 R 送信ディスクリプタフェッチアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 
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19.2.18 オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR） 

FCFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCのフロー制御の設定を行います。

受信 FIFOデータ容量（RFD2～RFD0）、受信フレーム数（RFF2～RFF0）によるしきい値を設定できます。 

RFDの設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO容量設定レジスタ（FDR）で設定した受信 FIFO容

量値と同じ設定である場合は、（FIFOデータ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。たとえば FDRの

RFD＝7、FCFTRの RFD＝7の場合は、受信 FIFO内に（2,048－64）バイトのデータを格納されたとき、フロー制

御がオンになります。なお本レジスタの RFDの設定値は、FDRの RFDの設定値と同じか小さい値を設定してく

ださい。 

フロー制御のオンは、RFF2～RFF0または RFD2～RFD0のいずれかの設定条件を満たしたときになります。フ

ロー制御のオフは、いずれの設定条件も満たしていない（解除）ときになります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18 

17 

16 

RFF2 

RFF1 

RFF0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

000：受信フレームを受信 FIFO内に 1フレーム格納完了時 

001：受信フレームを受信 FIFO内に 2フレーム格納完了時 

～ 

110：受信フレームを受信 FIFO内に 7フレーム格納完了時 

111：受信フレームを受信 FIFO内に 8フレーム格納完了時 

15～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

RFD2 

RFD1 

RFD0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

000：受信 FIFO内に 256－32バイトのデータ容量を格納時 

001：受信 FIFO内に 512－32バイトのデータ容量を格納時 

～ 

110：受信 FIFO内に 1,792－32バイトのデータ容量を格納時 

111：受信 FIFO内に 2,048－64バイトのデータ容量を格納時 

 

19.2.19 送信割り込み設定レジスタ（TRIMD） 

TRIMDは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信動作時にフレ－ムごとのライトバッ

ク完了を EESRの TWBビットおよび割り込みにて通知するかどうかを指定します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TIS 0 R/W 送信割り込み設定 

0：フレ－ムごとのライトバック完了を EESRの TWBビットで通知する 

1：フレ－ムごとのライトバック完了を通知しない 
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19.3 動作説明 

E-DMACは、E-DMACが持つダイレクトメモリアクセス（DMA）機能を使用し、ユーザ指定のイーサネットフ

レーム送受信データ格納先（アクセス可能なメモリ空間：送信バッファ／受信バッファ）と E-DMAC内の送信／

受信 FIFOとの間で送受信データの DMA転送を行います。ユーザが CPUを介して直接送信／受信 FIFOのデータ

を読み書きすることはできません。 

E-DMACが DMA転送を行うためには、ディスクリプタと呼ぶ送受信データの格納アドレス等が書かれた情報

（データ）が必要になります。E-DMACは、イーサネットフレーム送受信に先立ってディスクリプタの情報を読

み込んで、その内容に従って送信データを送信バッファから読み込み、または受信データを受信バッファへ書き

込みます。このディスクリプタ（読み書き可能なメモリ空間に配置します）を複数個並べ、ディスクリプタ列（リ

スト）化することによって、複数のイーサネットフレームの送受信を連続的に行うことができます。 

19.3.1 ディスクリプタとディスクリプタリスト 

ディスクリプタには、送信ディスクリプタと受信ディスクリプタの 2種類があります。送信／受信ディスクリ

プタは、EDTRRの TRビットが 1／EDRRRの RRビットが 1になると E-DMACが自律的に読み込みを開始しま

す。したがって送信／受信ディスクリプタには、あらかじめユーザが各々送信データ／受信データの DMA転送

に関する情報を格納します。また、イーサネットフレームの送信／受信が完了した後には、E-DMACがディスク

リプタの有効／無効ビットを無効とし、送受信の結果をステータスビットに反映します。 

ディスクリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置し、先頭ディスクリプタ（E-DMACが最初に読み込むデ

ィスクリプタ）のアドレスは TDLAR/RDLARに設定します。複数のディスクリプタをディスクリプタ列（ディス

クリプタリスト）として用意する場合には、EDMRの DL0、1ビットに設定したディスクリプタ長に従って連続

したアドレス（メモリ番地）に配置します。 

SH7710および SH7712の場合、E-DMACには、0系と 1系の 2系統ありますが、送信と受信、および 0系と 1

系それぞれの DMACは独立して動作します。したがって、E-DMACが正常動作するためには、送信と受信、およ

び 0系と 1系で各々のディスクリプタのアドレス空間が重ならないようにディスクリプタを個別に配置してくだ

さい。 

SH7713の場合、E-DMACには、送信と受信が 1系統ずつあり、それぞれ独立して動作します。したがって、

E-DMACが正常動作するためには、送信と受信のディスクリプタのアドレス空間が重ならないようにディスクリ

プタを個別に配置してください。 
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（1） 送信ディスクリプタ 

図 19.2に送信ディスクリプタの構成と送信バッファの関係を示します。 

送信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に TD0、TD1、TD2およびパディングで構成されます。

最後のパディングは EDMRの DL0、1ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。図中、TBA

（TD2の 31～0ビット）は送信バッファの先頭アドレスを示し、TDL（TD1の 31～16ビット）は送信バッファの

有効データ長を示します。 

TD0は、送信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報およびステータス情報を示します。TD1

は、そのディスクリプタで指示する転送すべき送信バッファのデータ長を示します。TD2は、転送する送信バッ

ファの先頭アドレスを示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの送信データを全部指定すること（1

フレーム／1バッファ）もディスクリプタ複数個で 1フレームの送信データを指定すること（1フレーム／マルチ

バッファ）も可能です。1フレーム／マルチバッファの具体例としては、イーサネットフレーム中毎回の送信で固

定的に使われるデータ部分を複数のディスクリプタで参照するという方法があります。たとえば、イーサネット

フレーム中のあて先アドレス、送信元アドレスのデータを複数のディスクリプタで共有して、残りのデータを各々

別のバッファに格納するという方法が考えられます。 

送信ディスクリプタ 送信バッファ

有効送信データ

T
A
C
T

T
D
L
E

T
F
P
1

T
F
P
0

TFS26～TFS0TD0

TDLTD1

TBA

パディング（4/20/52バイト）*

【注】　*   EDMRのDL0、1ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト�
32バイトのとき：パディング＝20バイト�
64バイトのとき：パディング＝52バイト�

TD2

31 30 29 28 27 26                                                            0
T
F
E

31                                     16

31                                                                                     0

 

図 19.2 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 
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（a） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

TD0は、EDTRRの TRビット＝1とする以前に、ユーザがあらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設

定、その他のディスクリプタの構成を設定します。イーサネットフレームの送信が完了した後には E-DMACがデ

ィスクリプタの有効／無効ビットを無効とし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31～28にディスクリプタの構成に従って任意の値を書き込んで

ください。またビット 27～0には 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効／無効 

当該ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効

とする際には、あらかじめ送信データを送信バッファ（ユーザの指定する送信

データ格納先）に格納した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMAC

はデータの転送を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：送信ディスクリプタが無効であることを示します。 

初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると

E-DMACは EDTRRの TRビットを 0クリアし、E-DMACの送信にかか

わる転送動作は停止します。 

1：送信ディスクリプタが有効であることを示します。 

 ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるいは

データ転送中であることを示します。 

 E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であること

により動作を継続することができます。 

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリスト最終 

当該ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であ

るかどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

E-DMACは当該ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスク

リプタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

E-DMACは当該ディスクリプタの転送が完了した後、TDLARが示すアド

レスにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 

28 

TFP1 

TFP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

送信フレーム内位置 1、0 

当該ディスクリプタの情報が送信フレームの先頭かその途中または最終かを示

します。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの全情報である 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを分割して使用する際の分割数に応じたディスクリプタ列における

本ビットの指定要領を示します。 

1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 11 

1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の TFP[1:0] = 00であるディスクリプタを追

加していくことでディスクリプタ列を構成します。 

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー発生 

送信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。発生したエラーは、

TSF8（ビット 8）、TFS3～TFS0（ビット 3～0）のいずれかになります。 

26～0 TFS26～

TFS0 

すべて 0 R/W 送信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは 1で当該の事象が発生

したことを示します。また、TFS8、TFS3～TFS0の事象が発生した場合にはフ

レームの送信は未完となります。 

• TFS26～9：予約（書き込み時は 0としてください） 

• TFS8：送信アボートが検出された 

【注】送信フレームステータス 3～0（TFS3～0）のいずれかのビットがセット

されると本ビットがセットされます。 

• TFS7～4：予約（書き込み時は 0としてください） 

• TFS3：送信開始時キャリアが検出されなかった（EESRの CNDビットに 

相当） 

• TFS2：送信中のキャリアが消失した（EESRの DLCビットに相当） 

• TFS1：レイト（遅れ）コリジョンが発生した（EESRの CDビットに相当） 

• TFS0：送信リトライオーバとなった（EESRの TROビットに相当） 
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（b） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

TD1は、当該ディスクリプタが使用する送信バッファのデータ長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TDL すべて 0 R/W 送信バッファデータ長（単位：バイト） 

当該送信バッファのデータ長をバイト単位で示します。 

15～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

（c） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

TD2は、32ビット幅の当該送信バッファの先頭アドレスを示します。アドレス値はロングワード境界としてく

ださい。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

（2） 受信ディスクリプタ 

図 19.3に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。 

受信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に RD0、RD1、RD2およびパディングで構成されます。

最後のパディングは EDMRの DL0、1ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。図中、RBA

（RD2の 31～0ビット）は受信バッファの先頭アドレスを示します。RBL（RD1の 31～16ビット）は受信バッフ

ァの使用可能な有効データ長を示します。RDL（RD1の 15～0ビット）は受信したフレームのデータ長を示しま

す。 

RD0は、受信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報およびステータス情報を示します。RD1

は、そのディスクリプタで指示する受信可能な受信バッファのデータ長（格納先の大きさ）を示します。RD2は、

受信データを格納する受信バッファの先頭アドレスを示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの受信データ全部を受信バッファに格

納すること（1フレーム／1バッファ）もディスクリプタ複数個で 1フレームの受信データを受信バッファに格納

すること（1フレーム／マルチバッファ）も可能です。1フレーム／マルチバッファのケースとしては、あらかじ

め複数のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）を用意しておき、各ディスクリプタの RBLを 500バイトと

したときに 1514バイトのイーサネットフレームを受信したとします。この場合、受信したイーサネットフレーム

は最初のディスクリプタから順に 500バイトずつバッファに転送され、最後の 14バイトだけが 4つ目のバッファ

に転送されます。このようにＥ-DMACは、受信したフレームがディスクリプタの RBLを超える長さのフレーム

を受信した場合には、連続する次のディスクリプタを使用していくことによって受信バッファに転送していきま

す。また、1フレーム／マルチバッファの効率的な具体例としては、イーサネットフレーム中の処理レイヤの異な

る情報をバッファによって分離するという方法があります。たとえば、イーサネットフレーム中のあて先アドレ

ス、送信元アドレス、およびタイプフィールドのデータをバッファ 1（RBLを 14バイトに指定）に格納し、残り

のデータをバッファ 2（RBLを 1500バイトに指定）に格納するという方法があります。もちろん、複数のディス

クリプタを用意してすべてのディスクリプタの RBLを 1514バイト（イーサネットフレームの最大長）以上にす

れば、すべての受信フレームを 1バッファに収めることができます。 
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受信ディスクリプタ 受信バッファ

有効受信データ

R
A
C
T

R
D
L
E

R
F
P
1

R
F
E

RFS26～RFS0RD0

RBL
RDLRD1

RBA

パディング（4/20/52バイト）*

RD2

R
F
P
0

31 30 29 28 27 26                                                            0

31                                     16
31                                                                                     0

15                                        0

【注】　*   EDMRのDL0、1ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト�
32バイトのとき：パディング＝20バイト�
64バイトのとき：パディング＝52バイト�  

図 19.3 受信ディスクリプタと受信バッファの関係 

（a） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

RD0は、EDRRRの RRビット＝1後の E-DMACがディスクリプタ情報の読み込みを開始する以前に、ユーザが

あらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設定、およびディスクリプタリストが最終か否かを設定します。

イーサネットフレームの E-DMACによる受信 DMA転送が完了した後には、E-DMACがディスクリプタの有効／

無効ビットを無効とし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31、30にディスクリプタの構成に従って任意の値を書きこんで

ください。また、ビット 29～0には 0を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効／無効 

当該ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効

とする際には、あらかじめ受信バッファ（ユーザの指定する受信データ格納先）

を用意した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMACはデータの転送

を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：受信ディスクリプタが無効であることを示します。 

 初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

 E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると 

E-DMACは EDRRRの RRビットを 0クリアし、E-DMACの受信にかか

わる転送動作は停止します。 

1：受信ディスクリプタが有効であることを示します。 

 ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるい

はデータ転送中であることを示します。 

 E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であるこ

とにより動作を継続することができます。 

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリスト最終 

当該ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であ

るかどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

E-DMACは当該ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスク

リプタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

E-DMACは当該ディスクリプタの転送が完了した後、RDLARが示すアド

レスにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 

28 

RFP1 

RFP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

受信フレーム内位置 1、0 

当該ディスクリプタの情報が受信フレームの先頭かその途中または最終かを 

E-DMACがライトバックによって示します。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの全情報である 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを受信した後のフレームとディスクリプタの関係を示します。 

1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 11 

1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の RFP[1:0] = 00であるディスクリプタが

増えることになります。 

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー発生 

受信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。発生したエラーは、

RFS8（ビット 8）、RFS3～RFS0（ビット 3～0）のいずれかになります。ま

た、受信フレームステータスのうちマルチキャストアドレスフレーム受信情報

を本ビットに反映するか否かは、送受信ステータスコピー指示レジスタ

（TRSCER）によって設定できます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～0 RFS26～

RFS0 

すべて 0 R/W 受信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは 1で当該の事象が発生

したことを示します。また、RFS8、RFS4～RFS0の事象が発生した場合には

フレームの受信は不完全です。 

• RFS26～10：予約（書き込み時は 0としてください） 

• RFS9：受信 FIFOオーバフロー（EESRの RFOFビットに相当） 

• RFS8：受信アボートを検出した 

【注】受信フレームステータス 3～0（RFS3～0）のいずれかのビットがセット

されると本ビットがセットされます。 

• RFS7：マルチキャストアドレスフレームを受信 

（EESRの RMAFビットに相当） 

• RFS6～5：予約（書き込み時は 0としてください） 

• RFS4：端数ビットフレーム受信エラー（EESRの RRFビットに相当） 

• RFS3：ロングフレーム受信エラー（EESRの RTLFビットに相当） 

• RFS2：ショートフレーム受信エラー（EESRの RTSFビットに相当） 

• RFS1：PHY-LSI受信エラー（EESRの PREビットに相当） 

• RFS0：受信フレーム CRCエラー（EESRの CERFビットに相当） 

 

（b） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

RD1は、当該ディスクリプタが使用できる受信バッファのデータ長をユーザが指定し、フレーム受信後には

E-DMACが受信したフレーム長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RBL すべて 0 R/W 受信バッファデータ長（単位：バイト、16バイト境界で指定） 

当該受信バッファの受信可能なデータ長をバイト単位で設定します。 

受信バッファ長は 16バイト境界（ビット 19～16は 0）としてください。 

1フレーム／1バッファ（ディスクリプタ）のときは、受信フレーム長は CRC

データを除き 1514バイトが最大です。よって受信バッファ長の指定は、最大

受信フレーム長に 16バイト境界を考慮した値である 1520バイト（H'05F0）を

設定します。 

15～0 RDL すべて 0 R 受信データ長 

受信バッファに格納された受信フレームのデータ長を示します。 

受信バッファに転送される受信データには、フレームの最後である CRCデー

タ（4バイト）が含まれていません。また、受信フレーム長は、この CRCデー

タを含めない（有効データバイト）語数が報告されます。 

1フレーム／複数バッファ（ディスクリプタ）となった場合には、最終ディス

クリプタの本受信データ長のみが有効です。途中のディスクリプタの受信デー

タ長は意味を持ちません。 
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（c） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

RD2は、32ビット幅の当該受信バッファの先頭アドレスを示します。受信バッファの開始アドレスの設定は、

ロングワードを境界として設定してください。ただし、SDRAM接続時は、16バイトを境界として設定してくだ

さい。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

19.3.2 送信機能 

ECMRの TEビットが 1の状態で E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の送信要求ビット（TR）に 1を書き

込むと、E-DMACは送信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起

動時は送信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。読み込ん

だディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の場合は、E-DMACは TD2で指定される送信バッファ先頭アドレ

スから順次送信フレームデータを読み出して EtherCに転送します。EtherCは送信フレームを作成しMIIに向けて

送信を開始します。ディスクリプタ内で指示されるバッファ長分の DMA転送後、TFPの値によって以下のような

処理を行います。 

•  TFP＝00 or 10（フレーム継続）: 

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0書き込み）を行います。 

•  TFP＝01 or 11（フレーム終了）: 

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0およびステータスの書き込み）を

行います。 

 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の間は、E-DMACディスクリプタの読み込みとフレー

ムの送信を継続します。TACTビットが無効なディスクリプタを読み込むと、E-DMACは EDTRRの TRビットを

0として送信処理を完了します。 
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本LSI＋メモリ

送信フロー

【記号説明】�

EtherC/E-DMAC初期化�
送信ディスクリプタ、�
送信バッファ設定�
�
�
送信起動�
送信ディスクリプタ読み込み�
送信データ転送�
送信ディスクリプタライトバック�
�

：EDMRのSWRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。
�
：送信ディスクリプタ、送信バッファ設定の他、EtherC、E-DMACのレジスタ�
　設定を行います。最後にECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット1の書き�
　込みを行います。
：ECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが送信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により送信データを送信FIFOに書き込みます。
：E-DMACがTACTビットに0および送信ステータスを送信ディスクリプタに�
　書き込みます。

E-DMAC EtherC Ethernet送信FIFO

EtherC/E-DMAC
初期化

送信ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信起動

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ�
ライトバック

送信ディスクリプタ�
ライトバック

送信完了

送信ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

送信データ転送

 

図 19.4 送信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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19.3.3 受信機能 

ECMRの REビットが 1の状態で E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）に 1を書き

込むと、E-DMACは受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起

動時は受信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込んだ後に受信待機

状態となります。EtherCは自局あて（自局が受信を許可したアドレス）のフレームを受信すると、受信データを

受信 FIFOに格納します。受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）の受信ディスクリプタに従い、RD2

で指定される受信バッファに転送します。受信したフレームのデータ長が RD1で与えられるバッファ長よりも大

きい場合は、E-DMACはバッファが満了となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝10 or 00）を行っ

た後に次のディスクリプタを読み込みます。そして新たな RD2によって指定される受信バッファに引き続きデー

タを転送します。フレームの受信が完了した場合、または何らかのエラーでフレーム受信を中断した場合は、当

該ディスクリプタにライトバック（RFP＝11 or 01）を行った後に受信処理を終了します。そして次のディスクリ

プタを読み込み受信待機状態となります。 

なお連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビット（RNC）

を 1に設定してください。初期値は 0です。 
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本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC EtherC受信FIFO Ethernet

EtherC/E-DMAC
初期化

受信ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

受信ディスクリプタ読み込み

受信ディスクリプタ�
ライトバック

受信ディスクリプタ�
ライトバック

受信ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

受信ディスクリプタ読み込み

【記号説明】�

EtherC/E-DMAC初期化�
受信ディスクリプタ、�
受信バッファ設定�
�
�
受信起動�
受信ディスクリプタ読み込み�
受信データ転送�
受信ディスクリプタライトバック�
�

：EDMRのSWRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。
�
：受信ディスクリプタ、受信バッファ設定の他、EtherC、E-DMACのレジスタ�
　設定を行います。最後にECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き�
　込みを行います。
：ECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが受信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により受信データを受信FIFOから受信バッファに書き込みます。
：E-DMACがRACTビットに0および受信ステータスを受信ディスクリプタに�
　書き込みます。  

図 19.5 受信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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19.3.4 マルチバッファフレーム（1フレーム／複数ディスクリプタ）の送受信処理に

ついて 

（1） マルチバッファフレームの送信処理 

マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 19.6に示す処理を行います。 

図中で送信ディスクリプタが無効（TACTビットが 0）である部分は、すでにバッファデータを正常に送信した

部分を、送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である部分は、バッファデータが未送信であることを示

します。送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である最初のディスクリプタ部分でフレーム送信エラー

が発生した場合は、即座に送信を停止して TACTビットを 0クリアします。その後、次のディスクリプタをリー

ドし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0ビットをもとに判断していきます（継続[B'00]または終了[B'01]）。

継続ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみで、すぐに次ディスクリプタのリードを行

います。最終ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみでなく、TFEおよび TFSビットへ

のライトバックも同時に行います。エラー発生後から最終ディスクリプタへのライトバックまでの間は、バッフ

ァ上のデータは送信しません。EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）でエラー割り込みが

許可されている場合は、最終ディスクリプタのライトバック直後に割り込みが発生します。 
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図 19.6 送信エラー発生後の E-DMAC動作 
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（2） マルチバッファフレームとなるケースの受信処理 

受信フレームが複数のバッファに分割されマルチバッファフレームとなるケースでの受信中にエラーが発生し

た場合は、E-DMACは図 19.7に示す処理を行います。 

図中で受信ディスクリプタが無効（RACTビットが 0）である部分はすでにバッファに格納されるデータを正常

に受信した部分を、受信ディスクリプタが有効（RACTビットが 1）である部分は未受信バッファであることを示

します。図中のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、該当するディスクリプタにステー

タスのライトバックを行います。 

EESIPRでエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレーム

の受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。 

E-DMAC

RACTを無効にして、
かつRFE、RFSをライト

ディスクリプタリード

ディスクリプタ

受信済みデータ

未受信データ
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…
…
…
…
…
…
…
…
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新しいフレームを
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図 19.7 受信エラー発生後の E-DMAC動作 
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19.3.5 受信 FIFOオーバフロー予告信号（ARBUSY）について 

E-DMACは、EtherCが持つ IEEE802.3x準拠のフロー制御機能を動作させるための受信 FIFOオーバフロー予告

信号（ARBUSY）を EtherCへ出力しています。また、バスクロック（Bクロック）に同期した本信号を ARBUSY

信号として LSI外部ピンへ出力しています。 

受信 FIFOオーバフロー予告信号（ARBUSY）は、受信 FIFOに受信したデータ容量、もしくは受信したフレー

ム数が E-DMACのオーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）に設定したしきい値（RFF2～RFF0

または RFD2～RFD0）に達すると、有効になります。 

設定しきい値は、オーバフロー以前の（2,048-64、1,792-32、1,536-32…、256-32バイト）となっています。 

図 19.8（1）、図 19.8（2）に受信 FIFOオーバフロー予告信号（ARBUSY）の出力構成を示します。 

図 19.8（1）、図 19.8（2）に示すとおり ARBUSY信号はシステムクロック同期化回路を通りますので、EtherC

が受信する受信 FIFOオーバフロー予告信号に比べ若干の遅れが生じます。 

本LSI

E-DMAC1
EtherC

システムクロック�
同期化回路�

受信FIFOオーバフロー
予告信号

E-DMAC0

受信FIFOオーバフロー
予告信号

 

図 19.8（1） ARBUSYの構成（SH7710、SH7712） 
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本LSI

ARBUSY

EtherC

システムクロック同期化回路

E-DMAC

受信FIFOオーバフロー
予告信号

 

図 19.8（2） ARBUSYの構成（SH7713） 

 

（1） 受信 FIFOオーバフロー予告信号の動作 

受信 FIFOオーバフロー予告信号は、受信データが受信 FIFOに蓄積されオーバフロー予告 FIFOしきい値設定

レジスタ（FCFTR）のしきい値以上になるとアサート（1）され、その後しきい値より-32（バイト）以下になる

とネゲート（2）されます。 

ここで、しきい値は、2,048-64、または 1,792-32、…のように設定されています。したがって、ネゲートは 2,048-96、

1,792-64、…となります。 

受信
FIFO

受信データ

予告信号
empty

full

（1） （2）

t

しきい値

しきい値-32バイト

E-DMACによるメモリへの転送
 

図 19.9 受信 FIFOオーバフロー予告信号動作概要 
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（2） 受信 FIFOオーバフロー予告信号の変動 

E-DMACの受信 FIFOは、イーサネット回線からのデータのライト（受信）とシステムからのデータのリード

を同時に行うことができます。したがって、システムの稼動中は FIFOの受信データ量が常に増減します。これが、

しきい値付近であれば受信 FIFOオーバフロー予告信号は図 19.10のように見えるケースがあります。なお最小値

は、FIFOリードサイクル数およびイーサネット回線のレート（10-100Mbs）によって異なります。 

信号

最小値：150nsec（外部バス：66.66MHz動作時、
　　　　16バイトバースト転送（5サイクル）×2）（Low区間） （High区間）

最小値：2560nsec（100Base-T（100Mイーサ）動作時）
　　　　（32バイトのデータを受信するための時間）

empty

t

しきい値

しきい値-32バイト

 

図 19.10 FIFO量の増減による ARBUSY信号の変化と最小パルス幅 
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19.4 使用上の注意事項 

19.4.1 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）および E-DMAC受信要求レジスタ

（EDRRR）使用上の注意事項 

【不具合内容】 

Ethernet 機能使用時において、E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）送信要求ビット（TR）および E-DMAC

受信要求レジスタ（EDRRR）受信要求ビット（RR）は、ディスクリプタ有効ビットが無効な場合、各々の要求ビ

ットをクリアして E-DMAC の動作を停止しますが、E-DMAC による要求ビットのクリア動作とユーザファーム

ウェアによる要求ビットのセット動作が同時に発生した場合、要求ビットが“1”にセットされているにもかかわ

らず送信および受信動作が開始されない場合があります。 
 

【発生条件】 

ユーザファームウェアにおいて、要求ビットが“1”にもかかわらず、再度、要求ビットを“1”にセットしよ

うとすることがある場合。 
 

【回避方法】 

E-DMAC による要求ビットのクリア動作とユーザファームウェアによる要求ビットのセット動作の同時発生を

避けるために、E-DMAC による要求ビットのクリア動作を確認してから、ユーザファームウェアにより要求ビッ

トをセットするようにしてください。 

E-DMAC による要求ビットのクリア動作を確認する方法として、 

（1） 送信要求ビット（TR）確認方法 

• 直接的には、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）送信要求ビット（TR）=0リードにより確認できます。 

• または、間接的には、割り込み発生後のEtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）送信ディスクリプタ枯

渇ビット（TDE）=1リードにより確認できます。 

（2） 受信要求ビット（RR）確認方法 

• 直接的には、E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）受信要求ビット（RR）=0リードにより確認できます。 

• または、間接的には、割り込み発生後のEtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）送信ディスクリプタ枯

渇ビット（RDE）=1リードにより確認できます。 

19.4.2 E-DMACのエンディアン対応について 

E-DMACから外部メモリをアクセスする場合、ビッグエンディアンのみ対応可能であり、リトルエンディアン

には対応できません。 

それゆえ、E-DMACから外部メモリをリトルエンディアンでアクセスする場合は、ソフトウェアによりビッグエ

ンディアンからリトルエンディアンにデータ変換する必要があります。 
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19.4.3 E-DMACパディング機能使用禁止について 

E-DMACパディング機能に関して、以下のような不具合があるため、E-DMACパディング機能はご使用になら

ないよう、お願いいたします。 
 

【不具合内容】 

1. 受信フレームの先頭データが4バイトずれて受信バッファに格納される不具合 

E-DMACパディング機能を使用して受信動作中に、受信フレームカウンタオーバフロー、または、受信FIFO

オーバフローが発生すると、本オーバフローが解除され受信動作を再開したときに、正常な受信フレームの

先頭に4バイトの不要データが付加されて受信バッファへ格納される場合があります。本不具合が発生するか

否かは、パディング挿入数を含めた受信フレームデータ長に依存し、本データ長（バイト数）が4バイトの倍

数でない場合に発生します。 

2. E-DMAC受信動作停止となる不具合 

E-DMACパディング機能を使用して受信動作中に、接続している回線上で衝突が多発し、多数のショートフ

レームを受信した場合、その後、正常な自局あてフレームを受信するとE-DMACは受信動作停止状態となり

ます。 

 

19.4.4 SH-Ether EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の使用上の注意につ

いて 

SH-Ether内蔵 E-DMACの EESRにセットされるステータスを割り込み要因として使用した場合に、ソフトウェ

アによる EESRの 1ライトクリアと EtherC、または、E-DMACによる EESRへのステータス割り込み要因のセッ

トが競合することにより、割り込み要因が EESRにセットされない場合があります。例として、図 19.11に EESR

割り込み要因セット不具合タイミングを示します。 
 

（a）EESRの受信割り込み要因と送信割り込み要因を同時に使用した場合、EtherC、または、E-DMACから の

 受信割り込み要因 Aが EESRのビット Aにセットされ、割り込みが発生します。 

（b）割り込みハンドラで、ソフトウェアにより EESRのビット Aを 1ライトクリアします。 

（c）ビット Aを 1ライトクリアするタイミングと、EtherC、または、E-DMACからの送信割り込み要因 B が

 同時に発生した場合に、ビット Aはクリアされますが、送信割り込み要因 Bが EESRの該当ビットにセ

 ットされない場合があります。 
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内部クロック（Iφ）

、

EtherC/E-DMACによる
受信割り込み要因A

EtherC/E-DMACによる
送信割り込み要因B

：期待する動作

EESRのビットA

H'00000001

EESRのビットB

ソフトウェアによる
EESRへのライトアクセス

EESRへのライトデータ

（a） （b）（c） （c）

ビットの"1"ライトクリアと
割り込み要因Bが同時に発生

送信割り込み要因BがEESRの
ビットBにセットされない不具合が
発生

"1"ライトクリア

受信割り込み要因Aを
EESRのビットAにセットする

EESRのビットAのみをソフト
ウェアにより"1"ライトクリア
する

 

図 19.11 E-DMAC EESR割り込み要因セット不具合タイミング 

 

（1） 対応方法 

EESRのすべてのビットで本不具合が発生するのではなく、本不具合に該当するものと該当しないものがありま

す。表 19.1に本不具合該当の有無、および、各割り込み要因のディスクリプタへの反映の有無を示します。 

 

表 19.1 EESR本不具合該当の有無、および、各割り込み要因のディスクリプタへの反映の有無 

ビット ビット名 ビット名称 不具合 

該当ビット

ディスクリプタへ

反映する 

割り込み要因 

割り込み要因 

31 － リザーブビット － － － 

30 TWB ライトバック完了 × － 送信 

29 － リザーブビット － － － 

28 － リザーブビット － － － 

27 － リザーブビット － － － 

26 TABT 送信アボート検出、または、送信中断検出 × ◎ TD0 bit8

（TFS8）へ反映 

送信 

25 RABT 受信アボート検出、または、受信中断検出 ○ ◎ RD0 bit8

（RFS8）へ反映 

受信 

24 RFCOF 受信フレームカウンタオーバフロー × － 受信 

23 ADE アドレスエラー ○ － その他 

22 ECI EtherCステータスレジスタ要因 ○ － その他 

21 TC フレーム送信完了 × ◎ TD0 bit31

（TACT）へ反映 

送信 

20 TDE 送信ディスクリプタ枯渇 ○ － 送信 
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ビット ビット名 ビット名称 不具合 

該当ビット

ディスクリプタへ

反映する 

割り込み要因 

割り込み要因 

19 TFUF 送信 FIFOアンダフロー × － 送信 

18 FR フレーム受信 ○ ◎ RD0 bit31

（RACT）へ反映 

受信 

17 RDE 受信ディスクリプタ枯渇 ○ － 受信 

16 RFOF 受信 FIFOオーバフロー × ◎ RD0 bit9

（RFS9）へ反映 

受信 

15 － リザーブビット － － － 

14 － リザーブビット － － － 

13 － リザーブビット － － － 

12 － リザーブビット － － － 

11 CND キャリア未検出 × ◎ TD0 bit3

（TFS3）へ反映 

送信 

10 DLC キャリア消失検出 × ◎ TD0 bit2

（TFS2）へ反映 

送信 

9 CD 遅延衝突検出 × ◎ TD0 bit1

（TFS1）へ反映 

送信 

8 TRO 送信リトライオーバ × ◎ TD0 bit0

（TFS0）へ反映 

送信 

7 RMAF マルチキャストアドレスフレーム 

受信 

○ ◎ RD0 bit7

（RFS7）へ反映 

受信 

6 － リザーブビット － － － 

5 － リザーブビット － － － 

4 RRF 端数ビットフレーム受信 ○ ◎ RD0 bit4

（RFS4）へ反映 

受信 

3 RTLF ロングフレーム受信エラー ○ ◎ RD0 bit3

（RFS3）へ反映 

受信 

2 RTSF ショートフレーム受信エラー ○ ◎ RD0 bit2

（RFS2）へ反映 

受信 

1 PRE PHY-LSI受信エラー ○ ◎ RD0 bit1

（RFS1）へ反映 

受信 

0 CERF 受信フレーム CRCエラー ○ ◎ RD0 bit0

（RFS0）へ反映 

受信 

×：EESR割り込み要因セット不具合該当ビット 

○：EESR割り込み要因セット不具合非該当ビット 

◎：ディスクリプタへ反映する割り込み要因 
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EESR不具合該当ビットに対する対応方法を以下に示します。 

• bit30 TWB：ライトバック完了割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。 

該当する送信ディスクリプタのTACTビットを確認し、TACTビットが0の場合はライトバックが完了したこ

とを認識してください。 

• bit26 TABT：送信アボート検出、または、送信中断検出割り込み要因がEESRにセットされない場合がありま

す。ただし、割り込み要因は該当ディスクリプタにライトバックされますので、送信ディスクリプタ（TD0）

でエラーステータスを確認してください。 

• bit24 RFCOF：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。 

ただし、仮に本オーバフローが発生したにも関わらず割り込みがソフトウェアに通知されなかったとしても、

本LSIは、このフレームを廃棄するため上位レイヤ（たとえば、TCP/IP）はエラーを認識することができます。 

オーバフロー状態解除後は、次のフレームの先頭から受信FIFOに正常に格納されますので、システム上の影

響はありません。 

• bit21 TC：フレーム送信完了割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。 

したがって、送信系処理の場合は、以下の（a）、（b）のいずれかを採用してください。 

（a）フレーム送信完了割り込みによるハンドリングを使用せずに送信処理を行う方法 

 1. 複数フレームを送信できるように送信ディスクリプタを複数準備します。 

 2. 送信ディスクリプタ設定後、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）bit0（TR）をセットし、送信

  を開始します。 

 3. 次の送信フレームをディスクリプタに設定する際は（送信するタスクが発生した際）、該当する

  送信ディスクリプタ（TD0）のTACTビットをチェックしてください。 

 4.  TACTビットが0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定して、EDTRR  

  のTRビットをセットし、送信を開始します。TACTビットが1の場合は、次のタイミングまで送  

  信 ディスクリプタ設定を待ちます。 

（b）フレーム送信完了をその都度認識して処理を行うことが必要なシステムの場合（送信フレーム設

 定→送信起動→フレーム送信完了→次の送信フレーム設定→・・・） 

1. 送信フレームの最後のディスクリプタのTACTビットを確認し、TACTビットが0の場合に送信完 

 了を認識してください。 

• bit19 TFUF：送信FIFOアンダフロー割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。 

ただし、本ビットを割り込み要因として使用した場合はソフトウェアに通知されませんが、送信FIFOアンダ

フローとなった場合、上位レイヤはエラーを認識することができます。 

• bit16 RFOF：受信FIFOオーバフロー割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。 

ただし、割り込み要因は該当ディスクリプタにライトバックされますので、受信ディスクリプタ（RD0）で

エラーステータスを確認してください。 
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• bit11 CND、bit10 DLC、bit9 CD、bit8 TRO：キャリア未検出、キャリア消失検出、遅延衝突検出、送信リト

ライオーバ割り込み要因がEESRにセットされない場合があります。ただし、割り込み要因は該当ディスクリ

プタにライトバックされるため、送信ディスクリプタ（TD0）でエラーステータスを確認してください。 

 

（2） フレーム送信完了割り込みをベースとしたソフトウェア構成の場合の対応方法例 

EESR bit21のフレーム送信完了（TC）割り込みを使用したソフトウェア構成に対する、対応方法の例を以下に

示します。 

（a）については、EESR bit21に TC割り込み要因がセットされずに、TC割り込み待ち状態となり送信処理が停

止する現象が、割り込みハンドラで EESRの 1ライトクリア時に発生することに着目し、TC以外の割り込み処理

時に送信ディスクリプタの状態を監視することによって回避する方法を示します。 

一方（b）は、複数のディスクリプタを使用する場合の送信処理について、TC割り込み要因がセットされずに、

TC割り込み待ち状態となり送信処理が停止する現象を、タイムアウトを設けてリトライ処理させることで回避す

る方法を示します。 
 

【注】 ご使用のドライバ構造、または、ソフトウェア構造に合わせて組み込み、ご使用いただくようお願いいたします。 

 

（a）フレーム送信完了（TC）以外の割り込み処理時に、送信ディスクリプタの状態を監視することによる対応

 方法 

 1. 複数フレームを送信できるように送信ディスクリプタを複数準備します。 

 2. 5.および割り込みハンドラで使用する"条件フラグ"（送信ディスクリプタの TACTビットをリード 

  するための条件フラグ）を準備し、条件フラグを"OFF"にセットしてください。 

 3. 送信フレームを最初の送信ディスクリプタに設定後、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）bit0  

  （TR）をセットし、送信を開始します。 

 4. 次の送信フレームを送信ディスクリプタに設定する際は（送信するタスクが発生した際）、該当  

  する送信ディスクリプタの TACTビットをチェックしてください。 

 5. TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定後、EDTRRの  

  TRビットをセットし送信を開始します。 

  TACTビットが 1の場合は、条件フラグを"ON"にセットし、OSのサービスコール（例：セマフォ 

  の獲得）により送信タスクを待ち状態にします。 

 【注】 EDTRRの TRビットをセットする場合には、必ず EDTRRをリードし TRビットが 0であることを確認後 

 にセットしてください。 

 6. 送信タスクの待ち状態が解除されるまで待ちます。なお、割り込みハンドラで OSのサービスコール 

  （例：セマフォの返却）によりタスクの待ち状態を解除させる条件は以下の 2つです。 

• TC割り込みが発生した場合。 

• TC以外の割り込みが発生し、かつ、条件フラグが"ON"で、かつ、TACT＝0の場合。 

 条件フラグが"ON"のときにのみ TACTをチェックすることで不要な処理を削減できます。なお、

 タスクの待ち状態解除に続いて条件フラグを"OFF"にセットします。 

 7. 送信タスクが待ち状態から解除され実行状態になった場合、送信フレームを該当する送信ディスク 

  リプタに設定後 EDTRRの TRビットをセットし送信を開始してください。 
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送信タスクの待ち状態を解除

OSのサービスコールを使用し
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該当する送信ディスクリプタの
TACTビットをリード

TC以外の割り込み処理

TACT＝0？

 

図 19.12 フレーム送信完了（TC）以外の割り込み処理時に送信ディスクリプタの状態を監視することによる 

対応方法 

 

（b）タイムアウト処理を付加することによる対応方法 

 1. 複数フレームを送信できるように送信ディスクリプタを複数準備します。 

 2.  送信ディスクリプタ設定後、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）bit0（TR）をセットし、送信 

  を開始します。 

 3. 次の送信フレームを送信ディスクリプタに設定する際は（送信するタスクが発生した際）、該当す 

  る送信ディスクリプタの TACTビットをチェックしてください。 

 4.  TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TR 

  ビットをセットし送信を開始します。TACTビットが 1の場合は、OSのタイムアウト機能付きサ  

  ービスコール（例：セマフォの獲得（タイムアウト有り））により送信タスクを待ち状態にします。 

 【注】 EDTRRの TRビットをセットする場合には、必ず EDTRRをリードし TRビットが 0であることを確認後に 

 セットしてください。 
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 5. 規定時間以内に送信タスクの待ち状態が解除され実行状態になった場合、送信フレームを該当する  

  送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TRビットをセットし送信を開始してください。なお、送信 

  タスクの待ち状態解除は割り込みハンドラにて TC割り込みが発生したときに行ってください。 

 6.  規定時間経過しタイムアウトしたときは、該当する送信ディスクリプタの TACTビットをチェック 

  してください。 

 TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TR ビ 

 ットをセットし、送信を開始します。TACTビットが 1の場合は、OSのタイムアウト機能付き サ 

 ービスコールによりタスクを待ち状態にするか、あるいは、ソフトウェアリセットによりイーサ ネ 

 ット関係のすべてのモジュールを初期化してください。 
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図 19.13 タイムアウト処理を付加することによる対応方法 
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19.4.5 SH-Ether送信アンダフロー発生時の使用上の注意について 

SH-Ether内蔵 E-DMACの送信動作において、E-DMAC以外の他バスマスタによるバス占有などの理由によって

E-DMACがバス権を獲得できない場合、送信 FIFOへのライトデータが滞り送信アンダフローが発生します。そ

の後、E-DMACが再びバス権を獲得すると残りの送信データの転送を再開し、DMA転送完了後に該当ディスクリ

プタへライトバックを行った後に、次のディスクリプタフェッチに移るのが本来期待する動作です。しかし、FIFO

容量指定レジスタ（FDR）の送信 FIFO容量値 ≦ 最大送信フレーム長（1518バイト）の場合、送信アンダフロ

ー発生時点の残りのフレームデータ長と送信 FIFOポインタの関係によっては、E-DMAC送信要求レジスタ

（EDTRR）の送信要求ビット（TR）が 1にセットされているにも関わらず E-DMACが動作停止する場合があり

ます。 

E-DMACが停止する場合の動作と送信 FIFOとの関係を、以下に示します。 
 

送信データは、外部メモリ（送信バッファ）→ E-DMACによる DMA転送 → 送信 FIFO → EtherC経由でMII

端子から送信されます。E-DMACが送信データを送信 FIFOにライトする際は送信 FIFOライトポインタ（WP）

を、EtherCにより送信 FIFOから送信データをリードする際は送信 FIFOリードポインタ（RP）を使用します。 
 

1. ソフトウェアリセット後、送信FIFOは初期状態となりWPは送信FIFO容量の最小値を、RPは送信FIFO 容量

の最大値となります。 

2. E-DMACによるDMA転送が開始すると、送信データが送信FIFOにライトされWPがカウントアップします。

一方、送信FIFOにライトされたデータは、EtherCにより読み出されるとRPがカウントアップします。 

 【注】送信 FIFOに格納されるデータは、処理中の 1フレームのみです。次フレームをまたいで格納さ れることはあ

 りません。 

  すなわち、処理中の 1フレームが送信 FIFOからリードされない限り、E-DMACは次フレームを 送信 FIFOに転

 送しません。 

3. システム的な原因によりE-DMACがバス権を獲得できない場合、DMA転送が滞り送信アンダフローが発 生

（WP＝RP、かつ、フレーム長未満）するとEtherCによる送信FIFOのリードアクセスを終了し、RPを初期状

態（送信FIFO容量の最大値）にします。 

4. その後、E-DMACが再びバス権を獲得すると残りのフレームデータのDMA転送を再開しますが、送信アンダ

フロー発生時点での残りのフレームデータ（1フレーム分）をすべて送信FIFOにライトできずに送信FIFOが

満杯になると、さらに残りのデータを転送するためにE-DMACは送信FIFOの空き待ち状態とな り ます。しか

し、3.においてEtherCによる送信FIFOのリードアクセスは終了しており送信FIFO内の データは満杯状態のま

ま、E-DMACは動作停止状態となります。 

すなわち、送信アンダフロー発生時点の（RPの初期値 ― WP値）＜残りのフレームデータ長の場合に本不

具合が発生します。 
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図 19.14 E-DMACが停止する場合の動作と送信 FIFOとの関係 

 

（1） 対応方法 

FIFO容量指定レジスタ（FDR）の送信 FIFO容量値 ≦ 最大送信フレーム長（1518バイト）の条件の場合、本

不具合が該当します。 
 

本不具合を回避するためには、FIFO容量指定レジスタ（FDR）の送信 FIFO容量値を、2Kバイト（または、1792

バイト）に設定し、かつ、送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）を“ストア＆フォワードモード”に設定し

使用してください。 
 

（2） TC割り込みを使用せずに送信処理を行うソフトウェア構成の場合の対応方法 

｢19.4.4 SH-Ether EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の使用上の注意について（1）対応方法｣の

bit21に示す、（a）TC割り込みによるハンドリングを使用せずに送信処理を行う方法をベースにした対応方法例

です。 
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（a）TC割り込みによるハンドリングを使用せずに送信処理を行う方法 

 1. タイマの初期設定をします。 

 2. 複数フレームを送信できるように送信ディスクリプタを複数準備します。 

 3. 送信ディス クリプタ設定後、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）bit0（TR）をセットし、送信を  

  開始します。 

 4. 次の送信フレームをディスクリプタに設定する際は（送信するタスクが発生した際）、該当する送  

  信ディスクリプタ（TD0）の TACTビットをチェックしてください。 

 5. TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定して、EDTRRの  

  TRビットをセットし、送信を開始します。TACTビットが 1の場合は、カウンタ iを 0にセットし 

  ます（カウンタ iは、一定規定時間の呼び出し回数を示す変数です）。 

 6. タイマカウント動作を開始します。 

 7. 一定規定時間経過した場合はタイマカウント動作を停止し、該当する送信ディスクリプタ（TD0）の

  TACTビットをチェックしてください。 

 8.  TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定して、EDTRRの  

  TRビットをセットし、送信を開始します。TACTビットが 1の場合はカウンタ iをインクリメント 

  します。 

 9. カウンタ iが n回未満の場合は、8.で TACTビットが 1である限り最大規定時間に達するまで何度  

  も 6.～8.を繰り返します（最大規定時間は、呼び出した回数 nに反映させ、表 19.2の再送処理を 考  

  慮した最大時間を参考にして設定してください）。カウント数 nは、表 19.2を参考にユーザが決 定 

  するカウント数です。 

 カウンタ iが n回以上となった場合は最大規定時間を経過していますので、送信アンダフローによる 

 E-DMACの動作停止状態と判断し、「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」ソフトウェ 

 アリセットレジスタ（ARSTR）ソフトウェアリセット（ARST）、および本章 E-DMACモードレジ 

 スタ（EDMR）ソフトウェアリセット（SWR）により、EtherCおよび E-DMACを初期化して、再度 

 イーサネットモジュールの初期設定後、送受信ディスクリプタ、および送受信バッファの初期化を 

 実行してください。 
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図 19.15 TC割り込みによるハンドリングを使用せずに送信処理を行う方法  
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（3） TC割り込みをベースとしたソフトウェア構成の場合の対応方法 

TC割り込みをベースとしたソフトウェア構成の場合の対応方法例として、最大規定時間タイムアウト処理を付

加することによる対応方法を示します。これは｢19.4.4 SH-Ether EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）

の使用上の注意について｣に示す、（b）タイムアウト処理を付加することによる対応方法をベースにした対応方

法です。 

最大規定時間はタイムアウト機能付きサービスコールを呼び出した回数 nに反映させ、表 19.2の再送処理を考

慮した最大時間を参考にして設定してください。 
 

（b）最大経過時間タイムアウト処理を付加することによる対応方法 

 1. 複数フレームを送信できるように送信ディスクリプタを複数準備します。 

 2. 送信ディスクリプタ設定後、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）bit0（TR）をセットし、送信を 

  開始します。 

 3. 次の送信フレームを送信ディスクリプタに設定する際は（送信するタスクが発生した際）、該当す  

  る送信ディスクリプタの TACTビットをチェックしてください。 

 4. TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TR  

  ビットをセットし送信を開始します。TACTビットが 1の場合は、カウンタ iを 0にセットします 

  （カウンタ iは、OSのタイムアウト機能付きサービスコールの呼び出し回数を示す変数です）。そ 

  して OSのタイムアウト機能付きサービスコール（例：セマフォの獲得（タイムアウト有り））によ

  り送信タスクを待ち状態にします。 

 【注】 EDTRRの TRビットをセットする場合には、必ず EDTRRをリードし TRビットが 0であることを確認後に

 セットしてください。 

 5. 一定規定時間以内に送信タスクの待ち状態が解除され実行状態になった場合、送信フレームを該当  

  する送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TRビットをセットし送信を開始してください。なお、

  送信タスクの待ち状態解除は割り込みハンドラにて TC割り込みが発生したときに行ってください。 

 6. 一定規定時間以内に送信タスクの待ち状態が解除されなかった場合、カウンタ iをインクリメント  

  しその値が n回未満であれば、該当する送信ディスクリプタの TACTビットをチェックしてくださ  

  い。カウント数 nは、表 19.2を参考にユーザが決定するカウント数です。 

 7.  TACTビットが 0の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定後 EDTRRの TR  

  ビットをセットし送信を開始します。TACTビットが 1の場合は、再度 OSのタイムアウト機能付  

  きサービスコールを使用し送信タスクを待ち状態にしてください。その後 5.、6.を繰り返します。 

 8. カウンタ iが n回以上になった場合は最大規定時間を経過していますので、送信アンダフローによ  

  る E-DMACの動作停止状態と判断し、「第 18章 イーサネットコントローラ（EtherC）」ソフト 

  ウェアリセットレジスタ（ARSTR）ソフトウェアリセット（ARST）、および本章 E-DMACモード 

  レジスタ（EDMR）ソフトウェアリセット（SWR）により、EtherCおよび E-DMACを初期化して、 

  再度イーサネットモジュールの初期設定後、送受信ディスクリプタ、および送受信バッファの初期 

  化を実行してください。 



 

19. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  19-51 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

Yes

Yes

Yes

次の送信タスク発生？

TACT＝0？

1.

2.

3.

4.

5.

5.

4.

6.

7.

8.

No

No

Yes

No

No

Yes

No

送信ディスクリプタを複数準備

送信開始

送信タスク

終了

送信ディスクリプタを設定後、
EDTRRのTRビットに1をセット

該当する送信ディスクリプタの
TACTビットをリード

該当する送信ディスクリプタを設定後、
EDTRRビットのTRビットに1をセット

OSのタイムアウト機能付き
サービスコールを使用し
送信タスクを待ち状態にする

一定規定時間
以内に送信タスクの
待ち状態解除？

：本不具合対応による追加フロー

【注】

i＝0；

タイムアウト

該当する送信
ディスクリプタの
TACTビットをリード

i＜n？

TACT＝0？

i＋＋；

*2

*1

*1 19.4.4 SH-Ether  EtherC/E-DMAC EESR

*2 n 19.2

No

No

Yes

Yes

割り込みハンドラ

TC割り込み？

TC以外の割り込み？

EESRを保存＆"1"ライトクリア

EtherC/E-DMAC
割り込み発生

終了

OSのサービスコールを使い
送信タスクの待ち状態を解除

TC以外の割り込み処理

ソフトウェアリセットにより
EtherCおよびE-DMACを
初期化

EtherCおよびE-DMACの
初期設定

送受信ディスクリプタ、および
送受信バッファの初期化

 

図 19.16 TC割り込みをベースとした場合の最大規定時間タイムアウト処理を付加することによる対応方法 
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表 19.2 最大規定時間参考値 

回線速度 10Mbpsのとき 100Mbpsのとき 

フロー制御なし、かつ、全二重通信の場合 1.3m秒以上 130μ秒以上 

フロー制御なし、かつ、半二重通信の場合 183m秒以上（最大 366m秒） 18.3m秒以上（最大 36.6m秒） 

最大 

規定 

時間 
フロー制御ありの場合 336m秒以上 33.6m秒以上 

【注】 最大規定時間とは、1フレーム送信にかかる最大時間、または、フロー制御の最大時間です。 
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20. IPセキュリティアクセラレータ（IPSEC） 
（SH7710のみ） 

 

本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開いたします。詳細は担当営業にご確認ください。 
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21. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

21.1 概要 

本 LSIのピンファンクションコントローラ（PFC）は、マルチプレクス端子の機能とその入出力の方向を選ぶた

めのレジスタで構成されています。端子機能と入出力の方向は、LSIの動作モードに関係なく端子ごとに個別に選

択することができます。表 21.1、表 21.2に本 LSIのマルチプレクス端子を示します。 
 

表 21.1 マルチプレクス一覧表（1） 

ポート ポート機能（関連モジュール） その他の機能（関連モジュール） 

A PTA7 入出力（ポート） SIOFSYNC0 入出力(SIOF0) 

A PTA6 入出力（ポート） TXD_SIO0 出力(SIOF0) 

A PTA5 入出力（ポート） RXD_SIO0 入力(SIOF0) 

A PTA4 入出力（ポート） SIOMCLK0 入力(SIOF0) 

A PTA3 入出力（ポート） SCK_SIO0 入出力(SIOF0) 

A PTA2 入出力（ポート） SCIF0CK 入出力(SCIF0) 

A PTA1 入出力（ポート） TXD0 出力(SCIF0) 

A PTA0 入出力（ポート） RXD0 入力(SCIF0) 

B PTB7 入出力（ポート） RTS0 出力(SCIF0) 

B PTB6 入出力（ポート） CTS0 入力(SCIF0) 

B PTB5 入出力（ポート） SCIF1CK 入出力(SCIF1) 

B PTB4 入出力（ポート） TXD1 出力(SCIF1) 

B PTB3 入出力（ポート） RXD1 入力(SCIF1) 

B PTB2 入出力（ポート） RTS1 出力(SCIF1) 

B PTB1 入出力（ポート） CTS1 入力(SCIF1) 

B PTB0 入出力（ポート） リザーブ（設定不可）* 

C PTC7 入出力（ポート） IOIS16 入力(BSC) 

C PTC6 入出力（ポート） CE2B 出力(BSC) 

C PTC5 入出力（ポート） CE2A 出力(BSC) 

C PTC4 入出力（ポート） SIOFSYNC1 入出力(SIOF1) 

C PTC3 入出力（ポート） TXD_SIO1 出力(SIOF1) 

C PTC2 入出力（ポート） RXD_SIO1 入力(SIOF1) 

C PTC1 入出力（ポート） SIOMCLK1 入力(SIOF1) 

C PTC0 入出力（ポート） SCK_SIO1 入出力(SIOF1) 

【注】 * リザーブに設定した場合の動作は、保証されません。 
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表 21.2 マルチプレクス一覧表（2） 

イーサネットコントローラ機能 その他の機能（関連モジュール） 

EXOUT1出力（SH7710、SH7712） 

リザーブ（設定不可）（SH7713） 

TEND1出力（DMAC） 

CAMSEN1入力（SH7710、SH7712） 

リザーブ（設定不可）（SH7713） 

IRQ5入力（INTC） 

EXOUT0出力 TEND0出力（DMAC） 

CAMSEN0入力（SH7710、SH7712） 

リザーブ（設定不可）（SH7713） 

IRQ4入力（INTC） 

 

21.2 レジスタの構成 

ピンファンクションコントローラのレジスタを以下に示します。 

• ポートAコントロールレジスタ（PACR） 

• ポートBコントロールレジスタ（PBCR） 

• ポートCコントロールレジスタ（PCCR） 

• イーサネットコントローラ端子コントロールレジスタ（PETCR） 
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21.3 レジスタの説明 

21.3.1 ポート Aコントロールレジスタ（PACR） 

PACRは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。PACRはパワーオ

ンリセットで H'AAAAに初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバイモード、スリープモードでは初期

化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PA7MD1 1 R/W 

14 PA7MD0 0 R/W 

13 PA6MD1 1 R/W 

12 PA6MD0 0 R/W 

11 PA5MD1 1 R/W 

10 PA5MD0 0 R/W 

9 PA4MD1 1 R/W 

8 PA4MD0 0 R/W 

7 PA3MD1 1 R/W 

6 PA3MD0 0 R/W 

5 PA2MD1 1 R/W 

4 PA2MD0 0 R/W 

3 PA1MD1 1 R/W 

2 PA1MD0 0 R/W 

1 PA0MD1 1 R/W 

0 PA0MD0 0 R/W 

PA7モード～PA0モード制御 

PAnMD1と PAnMD0（n=0～7）の組み合わせで端子機能と入力プルアップ

MOSを制御します。 

00：その他の機能（表 21.1参照） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 
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21.3.2 ポート Bコントロールレジスタ（PBCR） 

PBCRは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。PBCRはパワーオ

ンリセットで H'AAAAに初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバイモード、およびスリープモードで

は初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PB7MD1 1 R/W 

14 PB7MD0 0 R/W 

13 PB6MD1 1 R/W 

12 PB6MD0 0 R/W 

11 PB5MD1 1 R/W 

10 PB5MD0 0 R/W 

9 PB4MD1 1 R/W 

8 PB4MD0 0 R/W 

7 PB3MD1 1 R/W 

6 PB3MD0 0 R/W 

5 PB2MD1 1 R/W 

4 PB2MD0 0 R/W 

3 PB1MD1 1 R/W 

2 PB1MD0 0 R/W 

1 PB0MD1 1 R/W 

0 PB0MD0 0 R/W 

PB7モード～PB0モード制御 

PBnMD1と PBnMD0（n=0～7）の組み合わせで端子機能と入力プルアップ

MOSを制御します。 

00：その他の機能（n＝1～7）またはリザーブ（n＝0）（表 21.1参照） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 
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21.3.3 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 

PCCRは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。PCCRはパワーオ

ンリセットで H'AAAAに初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバイモード、およびスリープモードで

は初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PC7MD1 1 R/W 

14 PC7MD0 0 R/W 

13 PC6MD1 1 R/W 

12 PC6MD0 0 R/W 

11 PC5MD1 1 R/W 

10 PC5MD0 0 R/W 

9 PC4MD1 1 R/W 

8 PC4MD0 0 R/W 

7 PC3MD1 1 R/W 

6 PC3MD0 0 R/W 

5 PC2MD1 1 R/W 

4 PC2MD0 0 R/W 

3 PC1MD1 1 R/W 

2 PC1MD0 0 R/W 

1 PC0MD1 1 R/W 

0 PC0MD0 0 R/W 

PC7モード～PC0モード制御 

PCnMD1と PCnMD0（n=0～7）の組み合わせで端子機能と入力プルアップ

MOSを制御します。 

00：その他の機能（表 21.1参照） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 
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21.3.4 イーサネットコントローラ端子コントロールレジスタ（PETCR） 

PETCRは、読み出しまたは書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能を選択します。PETCRはパワー

オンリセットで H'AAAAに初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバイモード、およびスリープモード

では初期化されません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 分類 

1 EXOUT1（イーサネットコントローラ機能）と TEND1（その他の機能）

の出力を制御します。 

0：TEND1（その他の機能）を選択 

1：EXOUT1（イーサネットコントローラ機能）を選択 

SH7710、

SH7712 

15 PET3MD 

1* 

R/W

TEND1（その他の機能）の出力を制御します。 

0：TEND1（その他の機能）を選択 

1：リザーブ 

SH7713 

14 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

1 CAMSEN1（イーサネットコントローラ機能）と IRQ5（その他の機能）

の入力を制御します。 

0：IRQ5（その他の機能）を選択 

1：CAMSEN1（イーサネットコントローラ機能）を選択 

SH7710、

SH7712 

13 PET2MD 

1* 

R/W

IRQ5（その他の機能）の入力を制御します。 

0：IRQ5（その他の機能）を選択 

1：リザーブ 

SH7713 

12 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

11 PET1MD 1 R/W EXOUT0（イーサネットコントローラ機能）と TEND0（その他の機能）

の出力を制御します。 

0：TEND0（その他の機能）を選択 

1：EXOUT0（イーサネットコントローラ機能）を選択 

共通 

10 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

1 CAMSEN0（イーサネットコントローラ機能）と IRQ4（その他の機能）

の入力を制御します。 

0：IRQ4（その他の機能）を選択 

1：CAMSEN0（イーサネットコントローラ機能）を選択 

SH7710、

SH7712 

9 PET0MD 

1* 

R/W

IRQ4（その他の機能）の入力を制御します。 

0：IRQ4（その他の機能）を選択 

1：リザーブ 

SH7713 

8 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

7 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてくださ

い。 

共通 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 分類 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

5 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてくださ

い。 

共通 

4 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

3 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてくださ

い。 

共通 

2 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

1 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてくださ

い。 

共通 

0 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてくださ

い。 

共通 

【注】 * パワーオンリセット直後は、リザーブ機能になっています。TEND1、IRQ5、IRQ4機能を使用する場合は、本ビッ

トを 0に設定してください。 
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22. I/Oポート 

22.1 概要 

本 LSIには 3本の 8ビットポート（ポート A～C）があります。それぞれのポートの端子は、すべて他の端子機

能（ピンファンクションコントローラ（PFC）で端子機能とプルアップMOS制御の選択を行います）を兼ねてい

るマルチプレクス端子です。ポートは、それぞれ端子のデータを格納するためのデータレジスタを 1本ずつ持っ

ています。 
 

22.2 レジスタの説明 

22.2.1 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

PADRは、読出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、端子 PTA7～PTA0に対応し、PTA7～PTA0の

データを格納します。PADRはパワーオンリセットで H'00に初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバ

イモード、およびスリープモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PA7DT 0 R/W 

6 PA6DT 0 R/W 

5 PA5DT 0 R/W 

4 PA4DT 0 R/W 

3 PA3DT 0 R/W 

2 PA2DT 0 R/W 

1 PA1DT 0 R/W 

0 PA0DT 0 R/W 

端子機能が汎用出力ポートの場合は、ポートを読み出すと対応する PADR

ビットの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子レ

ベルが読み出されます。 

表 22.1に PADRの機能を示します。 

 

表 22.1 ポート Aデータレジスタ（PADR）の読み出し／書き込み動作 

PAnMD1 PAnMD0 端子状態  読み出し 書き込み 

0 その他の機能 PADRの値 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

1 出力 PADRの値 書き込み値が端子から出力される 

0 入力（プルアップ

MOSオン） 

端子の状態 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 1 

1 入力（プルアップ

MOSオフ） 

端子の状態 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

（n＝0～7） 
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22.2.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

PBDRは、読出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、端子 PTB7～PTB0に対応し、PTB7～PTB0の

データを格納します。PBDRはパワーオンリセットで H'00に初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバ

イモード、およびスリープモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DT 0 R/W 

6 PB6DT 0 R/W 

5 PB5DT 0 R/W 

4 PB4DT 0 R/W 

3 PB3DT 0 R/W 

2 PB2DT 0 R/W 

1 PB1DT 0 R/W 

0 PB0DT 0 R/W 

端子機能が汎用出力ポートの場合は、ポートを読み出すと対応する PBDR

ビットの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子レ

ベルが読み出されます。 

表 22.2、表 22.3に PBDRの機能を示します。 

 

表 22.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR）の読み出し／書き込み動作(1) 

PBnMD1 PBnMD0 端子状態  読み出し 書き込み 

0 0 その他の機能 PBDRの値 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 1 出力 PBDRの値 書き込み値が端子から出力される 

1 0 入力（プルアップ

MOSオン） 

端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 1 入力（プルアップ

MOSオフ） 

端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

（n＝1～7） 

 

表 22.3 ポート Bデータレジスタ（PBDR）の読み出し／書き込み動作(2) 

PBnMD1 PBnMD0 端子状態  読み出し 書き込み 

0 予約* PBDRの値 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

1 出力 PBDRの値 書き込み値が端子から出力される 

0 入力（プルアップ

MOSオン） 

端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 1 

1 入力（プルアップ

MOSオフ） 

端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

（n＝0） 

【注】 * 予約に設定した場合の動作は、保証されません。 
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22.2.3 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

PCDRは、読出しまたは書き込み可能な 8ビットのレジスタで、端子 PTC7～PTC0に対応し、PTC7～PTC0の

データを格納します。PCDRはパワーオンリセットで H'00に初期化されますが、マニュアルリセット、スタンバ

イモード、およびスリープモードでは初期化されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DT 0 R/W 

6 PC6DT 0 R/W 

5 PC5DT 0 R/W 

4 PC4DT 0 R/W 

3 PC3DT 0 R/W 

2 PC2DT 0 R/W 

1 PC1DT 0 R/W 

0 PC0DT 0 R/W 

端子機能が汎用出力ポートの場合は、ポートを読み出すと対応する PCDR

ビットの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子レ

ベルが読み出されます。 

表 22.4に PCDRの機能を示します。 

 

表 22.4 ポート Cデータレジスタ（PCDR）の読み出し／書き込み動作 

PCnMD1 PCnMD0 端子状態  読み出し 書き込み 

0 その他の機能 PCDRの値 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

1 出力 PCDRの値 書き込み値が端子から出力される 

0 入力（プルアップ

MOSオン） 

端子の状態 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 1 

1 入力（プルアップ

MOSオフ） 

端子の状態 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

（n＝0～7） 
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23. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

本 LSIは、バウンダリスキャン機能やエミュレータのサポートのため、ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）

およびアドバンストユーザデバッガ（AUD）を内蔵しています。 

本章では、H-UDIについて説明します。AUDはエミュレータ専用の機能であり、詳細については各エミュレー

タのユーザーズマニュアルを参照してください。 
 

23.1 特長 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（Joint Test Action Group, IEEE Std.1149.1 and IEEE Standard Test 

Access Port and Boundary-Scan Architecture）に対応したシリアル入出力インタフェースです。 

本 LSIの H-UDIは、バウンダリスキャンをサポートし、エミュレータの接続にも使用されます。 

エミュレータを使用する場合は、H-UDIの機能を使用しないでください。エミュレータとの接続方法は、エミ

ュレータのマニュアルを参照してください。 
 

H-UDIのブロック図を図 23.1に示します。 

SDIR

SDID

TCK

TDO

TDI

TMS

SDBPR

MUX

シ
フ
ト
レ
ジ
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R

TAPコントローラ� デコーダ
ローカル
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図 23.1 H-UDIブロック図 
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23.2 入出力端子 

表 23.1に H-UDIの端子構成を示します。 
 

表 23.1 端子構成 

名称 入出力 説   明 

TCK 入力 シリアルデータ入出力用クロック端子 

データは、このクロックに同期してデータ入力端子（TDI）から H-UDIにシリアルに供給され、

データ出力端子（TDO）から出力されます。 

TMS 入力 モードセレクト入力端子 

TCKに同期してこの信号を変化させることによって TAPコントローラの状態が決まります。

プロトコルは、JTAG規格（IEEE Std.1149.1）に対応しています。 

TRST 入力 リセット入力端子 

TCKの関係では、非同期で入力を受け付け、ローレベルで H-UDIをリセットします。H-UDI

機能の利用の有無にかかわらず、電源投入時に TRSTを一定期間ローレベルにしなければなり

ません。TRST端子は、RESETP端子と同様に、パワーオンリセット中はローレベルに、パワ

ーオンリセット解除後はハイレベルに制御してください。 

これは、JTAGの規格と異なります。リセット構成の詳細については、「23.4.2 リセット構

成」を参照してください。 

TDI 入力 シリアルデータ入力端子 

TCKに同期してこの端子を変化させることによって H-UDIにデータを送ります。 

TDO 出力 シリアルデータ出力端子 

TCKに同期してこの端子を読み出すことによって H-UDIからデータを読み取ります。データ

出力タイミングは、SDIRに設定されているコマンドの種類により異なります。詳細について

は、「23.4.3 TDO出力タイミング」を参照してください。 

ASEMD0 入力 ASEモードセレクト端子 

RESETP端子アサート期間中に ASEMD0端子にローレベルを入力すると ASEモードになり、

ハイレベルを入力すると通常モードになります。ASEモードでは、エミュレータ専用の機能が

使用可能になります。ASEMD0端子への入力レベルは、RESETP端子ネゲート後、最低 1サ

イクル保持してください。 

ASEBRKAK 

AUDSYNC 

AUDATA3～0 

AUDCK 

出力 

出力 

出力 

出力 

エミュレータ専用の端子 

 



 

23. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  23-3 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

23.3 レジスタの説明 

H-UDIには、以下のレジスタがあります。レジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レ

ジスタ一覧」を参照してください。 

• バイパスレジスタ（SDBPR） 

• インストラクションレジスタ（SDIR） 

• バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

• IDレジスタ（SDID） 

23.3.1 バイパスレジスタ（SDBPR） 

SDBPRは、CPUではアクセスすることができない 1ビットのレジスタです。SDIRをバイパスモードにセット

すると、SDBPRは H-UDI端子の TDIと TDOの間に接続されます。初期値は不定ですが、TAPが Capture-DR状

態のとき 0に初期化されます。 
 

23.3.2 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。初期状態でこのレジスタは、JTAG IDCODE

になっています。TRSTのアサートまたは、TAPの Test-Logic-Reset状態のときに初期化されます。また、H-UDI

からは、CPUのモードに関係なく書き込みを行うことができます。このレジスタに予約となっているコマンドを

セットした場合の動作は、保証されません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 TI7～TI5 すべて 1 R 

12 TI4 0 R 

11～8 TI3～TI0 すべて 1 R 

テストインストラクション 

H-UDIのインストラクションは、TDIからのシリアル入力によって SDIRに

転送されます。 

コマンドは表 23.2を参照してください。 

7～2 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 
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表 23.2 H-UDIコマンド 

ビット 15～8 説   明 

TI7 TI6 TI5 TI4 TI3 TI2 TI1 TI0  

0 0 0 0 ― ― ― ― JTAG EXTEST 

0 0 1 0 ― ― ― ― JTAG CLAMP 

0 0 1 1 ― ― ― ― JTAG HIGHZ 

0 1 0 0 ― ― ― ― JTAG SAMPLE/PRELOAD 

0 1 1 0 ― ― ― ― H-UDIリセット・ネゲート 

0 1 1 1 ― ― ― ― H-UDIリセット・アサート 

1 0 1 ― ― ― ― ― H-UDI割り込み 

1 1 1 0 ― ― ― ― JTAG IDCODE（初期値） 

1 1 1 1 ― ― ― ― JTAG BYPASS 

上記以外 予約 
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23.3.3 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

SDBSRは、本 LSIの入出力端子の制御を行うために PAD上に配置されたシフトレジスタです。初期値は、不

定です。CPUからは、アクセスできません。 

EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、CLAMP、および HIGHZコマンドを用いて、JTAG規格に対応したバウンダリ

スキャンテストを行うことができます。表 23.3に本 LSIの端子とバウンダリスキャンレジスタの対応を示します。 
 

表 23.3 本 LSIの端子とバウンダリスキャンレジスタの対応 

ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

 from TDI  333 D3 OUT 

362 BREQ IN 332 D4 OUT 

361 WAIT IN 331 D5 OUT 

360 D0 IN 330 D6 OUT 

359 D1 IN 329 D7 OUT 

358 D2 IN 328 D8 OUT 

357 D3 IN 327 D9 OUT 

356 D4 IN 326 D10 OUT 

355 D5 IN 325 D11 OUT 

354 D6 IN 324 D12 OUT 

353 D7 IN 323 D13 OUT 

352 D8 IN 322 D14 OUT 

351 D9 IN 321 D15 OUT 

350 D10 IN 320 WE0(BE0)/DQMLL OUT 

349 D11 IN 319 WE1(BE1)/DQMLU/WE OUT 

348 D12 IN 318 RD/WR OUT 

347 D13 IN 317 CAS OUT 

346 D14 IN 316 CKE OUT 

345 D15 IN 315 RAS OUT 

344 REFOUT/IRQOUT/ARBUSY OUT 314 CS2 OUT 

343 BACK OUT 313 CS3 OUT 

342 CS0 OUT 312 A0 OUT 

341 CS4 OUT 311 A1 OUT 

340 CS5A OUT 310 A2 OUT 

339 CS6A OUT 309 A3 OUT 

338 RD OUT 308 A4 OUT 

337 BS OUT 307 A5 OUT 

336 D0 OUT 306 A6 OUT 

335 D1 OUT 305 A7 OUT 

334 D2 OUT 304 A8 OUT 
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ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

303 A9 OUT 266 A1 Control 

302 A10 OUT 265 A2 Control 

301 A11 OUT 264 A3 Control 

300 A12 OUT 263 A4 Control 

299 REFOUT/IRQOUT/ARBUSY Control 262 A5 Control 

298 BACK Control 261 A6 Control 

297 CS0 Control 260 A7 Control 

296 CS4 Control 259 A8 Control 

295 CS5A Control 258 A9 Control 

294 CS6A Control 257 A10 Control 

293 RD Control 256 A11 Control 

292 BS Control 255 A12 Control 

291 D0 Control 254 D16 IN 

290 D1 Control 253 D17 IN 

289 D2 Control 252 D18 IN 

288 D3 Control 251 D19 IN 

287 D4 Control 250 D20 IN 

286 D5 Control 249 D21 IN 

285 D6 Control 248 D22 IN 

284 D7 Control 247 D23 IN 

283 D8 Control 246 D24 IN 

282 D9 Control 245 D25 IN 

281 D10 Control 244 D26 IN 

280 D11 Control 243 D27 IN 

279 D12 Control 242 D28 IN 

278 D13 Control 241 D29 IN 

277 D14 Control 240 D30 IN 

276 D15 Control 239 D31 IN 

275 WE0(BE0)/DQMLL Control 238 PTB0 IN 

274 WE1(BE1)/DQMLU/WE Control 237 PTB1/CTS1 IN 

273 RD/WR Control 236 PTB2/RTS1 IN 

272 CAS Control 235 PTB3/RXD1 IN 

271 CKE Control 234 PTB4/TXD1 IN 

270 RAS Control 233 PTB5/SCIF1CK IN 

269 CS2 Control 232 PTB6/CTS0 IN 

268 CS3 Control 231 PTB7/RTS0 IN 

267 A0 Control 230 PTA0/RXD0 IN 
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ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

229 PTA1/TXD0 IN 192 A25 OUT 

228 PTA2/SCIF0CK IN 191 PTB0 OUT 

227 PTA3/SCK_SIO0 IN 190 PTB1/CTS1 OUT 

226 PTA4/SIOMCLK0 IN 189 PTB2/RTS1 OUT 

225 PTA5/RXD_SIO0 IN 188 PTB3/RXD1 OUT 

224 PTA6/TXD_SIO0 IN 187 PTB4/TXD1 OUT 

223 PTA7/SIOFSYNC0 IN 186 PTB5/SCIF1CK OUT 

222 A13 OUT 185 PTB6/CTS0 OUT 

221 A14 OUT 184 PTB7/RTS0 OUT 

220 A15 OUT 183 PTA0/RXD0 OUT 

219 A16 OUT 182 PTA1/TXD0 OUT 

218 A17 OUT 181 PTA2/SCIF0CK OUT 

217 WE2(BE2)/DQMUL/ICIORD OUT 180 PTA3/SCK_SIO0 OUT 

216 WE3(BE3)/DQMUU/ICIOWR OUT 179 PTA4/SIOMCLK0 OUT 

215 D16 OUT 178 PTA5/RXD_SIO0 OUT 

214 D17 OUT 177 PTA6/TXD_SIO0 OUT 

213 D18 OUT 176 PTA7/SIOFSYNC0 OUT 

212 D19 OUT 175 A13 Control 

211 D20 OUT 174 A14 Control 

210 D21 OUT 173 A15 Control 

209 D22 OUT 172 A16 Control 

208 D23 OUT 171 A17 Control 

207 D24 OUT 170 WE2(BE2)/DQMUL/ICIORD Control 

206 D25 OUT 169 WE3(BE3)/DQMUU/ICIOWR Control 

205 D26 OUT 168 D16 Control 

204 D27 OUT 167 D17 Control 

203 D28 OUT 166 D18 Control 

202 D29 OUT 165 D19 Control 

201 D30 OUT 164 D20 Control 

200 D31 OUT 163 D21 Control 

199 A18 OUT 162 D22 Control 

198 A19 OUT 161 D23 Control 

197 A20 OUT 160 D24 Control 

196 A21 OUT 159 D25 Control 

195 A22 OUT 158 D26 Control 

194 A23 OUT 157 D27 Control 

193 A24 OUT 156 D28 Control 
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ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

155 D29 Control 123 RX-DV1（SH7710、SH7712） IN 

154 D30 Control  VssQ（SH7713）  

153 D31 Control 122 ERXD10（SH7710、SH7712） IN 

152 A18 Control  VssQ（SH7713）  

151 A19 Control 121 ERXD11（SH7710、SH7712） IN 

150 A20 Control  VssQ（SH7713）  

149 A21 Control 120 ERXD12（SH7710、SH7712） IN 

148 A22 Control  VssQ（SH7713）  

147 A23 Control 119 ERXD13（SH7710、SH7712） IN 

146 A24 Control  VssQ（SH7713）  

145 A25 Control 118 MDIO1（SH7710、SH7712） IN 

144 PTB0 Control  VssQ（SH7713）  

143 PTB1/CTS1 Control 117 LNKSTA1（SH7710、SH7712） IN 

142 PTB2/RTS1 Control  VssQ（SH7713）  

141 PTB3/RXD1 Control 116 CAMSEN1/IRQ5（SH7710、SH7712） IN 

140 PTB4/TXD1 Control  IRQ5（SH7713）  

139 PTB5/SCIF1CK Control 115 CRS0 IN 

138 PTB6/CTS0 Control 114 COL0 IN 

137 PTB7/RTS0 Control 113 TX-CLK0 IN 

136 PTA0/RXD0 Control 112 RX-ER0 IN 

135 PTA1/TXD0 Control 111 RX-CLK0 IN 

134 PTA2/SCIF0CK Control 110 RX-DV0 IN 

133 PTA3/SCK_SIO0 Control 109 ERXD00 IN 

132 PTA4/SIOMCLK0 Control 108 ERXD01 IN 

131 PTA5/RXD_SIO0 Control 107 ERXD02 IN 

130 PTA6/TXD_SIO0 Control 106 ERXD03 IN 

129 PTA7/SIOFSYNC0 Control 105 MDIO0 IN 

128 CRS1（SH7710、SH7712） IN 104 LNKSTA0 IN 

 VssQ（SH7713）  103 CAMSEN0/IRQ4（SH7710、SH7712） IN 

127 COL1（SH7710、SH7712） IN  IRQ4（SH7713）  

 VssQ（SH7713）  102 MD4 IN 

126 TX-CLK1（SH7710、SH7712） IN 101 MD5 IN 

 VssQ（SH7713）  100 ETXD13（SH7710、SH7712） OUT 

125 RX-ER1（SH7710、SH7712） IN  オープン（SH7713）  

 VssQ（SH7713）  99 ETXD12（SH7710、SH7712） OUT 

124 RX-CLK1（SH7710、SH7712） IN  オープン（SH7713）  

 VssQ（SH7713）     
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ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

98 ETXD11（SH7710、SH7712） OUT 75 TX-ER1（SH7710、SH7712） Control 

 オープン（SH7713）   オープン（SH7713）  

97 ETXD10（SH7710、SH7712） OUT 74 MDC1（SH7710、SH7712） Control 

 オープン（SH7713）   オープン（SH7713）  

96 TX-EN1（SH7710、SH7712） OUT 73 MDIO1（SH7710、SH7712） Control 

 オープン（SH7713）   VssQ（SH7713）  

95 TX-ER1（SH7710、SH7712） OUT 72 WOL1（SH7710、SH7712） Control 

 オープン（SH7713）   オープン（SH7713）  

94 MDC1（SH7710、SH7712） OUT 71 EXOUT1（SH7710、SH7712） Control 

 オープン（SH7713）   オープン（SH7713）  

93 MDIO1（SH7710、SH7712） OUT 70 ETXD03 Control 

 VssQ（SH7713）  69 ETXD02 Control 

92 WOL1（SH7710、SH7712） OUT 68 ETXD01 Control 

 オープン（SH7713）  67 ETXD00 Control 

91 EXOUT1/TEND1（SH7710、SH7712） OUT 66 TX-EN0 Control 

 TEND1（SH7713）  65 TX-ER0 Control 

90 ETXD03 OUT 64 MDC0 Control 

89 ETXD02 OUT 63 MDIO0 Control 

88 ETXD01 OUT 62 WOL0 Control 

87 ETXD00 OUT 61 EXOUT0/TEND0 Control 

86 TX-EN0 OUT 60 NMI IN 

85 TX-ER0 OUT 59 IRQ0/IRL0 IN 

84 MDC0 OUT 58 IRQ1/IRL1 IN 

83 MDIO0 OUT 57 IRQ2/IRL2 IN 

82 WOL0 OUT 56 IRQ3/IRL3 IN 

81 EXOUT0/TEND0 OUT 55 DREQ0 IN 

80 ETXD13（SH7710、SH7712） Control 54 DREQ1 IN 

 オープン（SH7713）  53 PTC0/SCK_SIO1 IN 

79 ETXD12（SH7710、SH7712） Control 52 PTC1/SIOMCLK1 IN 

 オープン（SH7713）  51 PTC2/RXD_SIO1 IN 

78 ETXD11（SH7710、SH7712） Control 50 PTC3/TXD_SIO1 IN 

 オープン（SH7713）  49 PTC4/SIOFSYNC1 IN 

77 ETXD10（SH7710、SH7712） Control 48 PTC5/CE2A IN 

 オープン（SH7713）  47 PTC6/CE2B IN 

76 TX-EN1（SH7710、SH7712） Control 46 PTC7/IOIS16 IN 

 オープン（SH7713）  45 MD0 IN 
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ビット名 端子名 入出力 ビット名 端子名 入出力 

44 MD1 IN 21 CS6B/CE1B OUT 

43 MD2 IN 20 ASEBRKAK Control 

42 MD3 IN 19 AUDSYNC Control 

41 ASEBRKAK OUT 18 AUDCK Control 

40 AUDSYNC OUT 17 AUDATA3 Control 

39 AUDCK OUT 16 AUDATA2 Control 

38 AUDATA3 OUT 15 AUDATA1 Control 

37 AUDATA2 OUT 14 AUDATA0 Control 

36 AUDATA1 OUT 13 STATUS0 Control 

35 AUDATA0 OUT 12 STATUS1 Control 

34 STATUS0 OUT 11 DACK0 Control 

33 STATUS1 OUT 10 DACK1 Control 

32 DACK0 OUT 9 PTC0/SCK_SIO1 Control 

31 DACK1 OUT 8 PTC1/SIOMCLK1 Control 

30 PTC0/SCK_SIO1 OUT 7 PTC2/RXD_SIO1 Control 

29 PTC1/SIOMCLK1 OUT 6 PTC3/TXD_SIO1 Control 

28 PTC2/RXD_SIO1 OUT 5 PTC4/SIOFSYNC1 Control 

27 PTC3/TXD_SIO1 OUT 4 PTC5/CE2A Control 

26 PTC4/SIOFSYNC1 OUT 3 PTC6/CE2B Control 

25 PTC5/CE2A OUT 2 PTC7/IOIS16 Control 

24 PTC6/CE2B OUT 1 CS5B/CE1A Control 

23 PTC7/IOIS16 OUT 0 CS6B/CE1B Control 

22 CS5B/CE1A OUT  To TDO  

【注】 Controlは、ローアクティブの信号です。 

 Controlをローにすることで、該当ピンを OUTの値でドライブします。 
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23.3.4 IDレジスタ（SDID） 

SDIDは、SDIDHと SDIDLを連結した 32ビットレジスタです。おのおの CPUから読み出し可能な 16ビットの

レジスタとしても扱われます。CPUからは、読み出しのみ可能です｡ 

H-UDI端子側からは、IDCODEのコマンドがセットされ、TAPのステートが Shift-DRのとき、TDOから読み出

し可能です。書き込みはできません｡ 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DID31～

DID0 

説明を 

参照 

R デバイス ID 

JTAGに規定されている IDレジスタです。 

SH7710では H'001E200F、SH7712および SH7713では H'081E200Fです。 

ただし、上位 4ビットは、チップのバージョンにより変更されることがあ

ります。 

SDIDHは、ビット 31～16に対応します。 

SDIDLは、ビット 15～0に対応します。 
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23.4 動作説明 

23.4.1 TAPコントローラ 

図 23.2に TAPコントローラの内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移に対応しています。 

Tset -logic-reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-scanRun-test/idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 23.2 TAPコントローラ状態遷移図 

【注】 遷移条件は、TCKの立ち上がりエッジにおける TMS値です。TDI値は TCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、

TCKの立ち下がりエッジでシフトします。TDO値の変化タイミングについては、｢23.4.3 TDO出力タイミング｣を参

照してください。また、TDOは、Shift-DRおよび Shift-IR状態以外ではハイインピーダンス状態です。TRSTのアサー

トにより TCKとは非同期で Test-Logic-Reset状態へ遷移します。 
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23.4.2 リセット構成 
 

表 23.4 リセット構成 

ASEMD0*1 RESETP TRST チップ状態 

L 通常リセットおよび H-UDIがリセット*4 L 

H 通常リセット*4 

L H-UDIリセットのみ 

H 

H 

H 通常動作 

L リセットホールド*2 L 

H ASEユーザモード中*3：通常リセット 

ASEブレークモード中*3：RESETPのアサートはマスクされます。 

L H-UDIリセットのみ 

L 

H 

H 通常動作 

【注】 *1 通常モードと ASEモードの設定を選択します。 

ASEMD0＝H、通常モード 

ASEMD0＝L、ASEモード 

 *2 ASEモード時、リセットホールドは一定サイクル期間、RESETPと TRST端子をローレベルにセットすることに

よって有効になります。この状態で RESETPをハイレベルにセットしても CPUは起動しません。その後 TRST

をハイレベルにセットすると、H-UDI動作が有効になりますが CPUは起動しません。リセットホールド状態は次

のようにして解除されます。 

・別の RESETPアサート（パワーオンリセット） 

・TRSTの再アサート 

 *3 ASEモードは、エミュレータのファームプログラムを実行するためのモード（ASEブレークモード）と、ユーザ

のプログラムを実行するモード（ASEユーザモード）の 2つに分けられます。 

 *4 電源投入時は、必ず TRST＝Lにしてください。 

 

23.4.3 TDO出力タイミング 

TDOから出力するデータの切り換えタイミングは、SDIRに設定されているコマンドの種類により切り替わり

ます。JTAGコマンド（EXTEST、CLAMP、HIGHZ、SAMPLE/PRELOAD、IDCODE、および BYPASS）が設定さ

れているときには、TCKの立ち下がりエッジに同期して変化します。これは、JTAG規格のタイミングです。H-UDI

コマンド（H-UDIリセットネゲート、H-UDIリセットアサート、および H-UDI割り込み）が設定されているとき

には、JTAG規格より半サイクル早い TCKの立ち上がりエッジに同期して出力されます。 
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TDO
H-UDI

TCK

TDO
（JTAGコマンド設定時）

tTDO

tTDO

 

図 23.3 H-UDIデータ転送タイミング 

 

23.4.4 H-UDIリセット 

H-UDIリセットは、SDIRへ H-UDIリセットアサートコマンドをリセットすることで発生します。H-UDIリセ

ットは、パワーオンリセットと同様のリセットです。H-UDIリセットネゲートコマンドを入力することにより、

H-UDIリセットが解除されます。H-UDIリセットアサートコマンドと H-UDIリセットネゲートコマンド間に必要

な時間は、パワーオンリセットをかけるために RESETP端子をローレベルに保つ時間と同じです。 

H-UDIリセットアサート H-UDIリセットネゲートSDIR

チップ内部リセット

CPU状態 H'A0000000へ分岐

 

図 23.4 H-UDIリセット 

23.4.5 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、SDIRへH-UDIからのコマンドをセットすることにより割り込みを発生させます。H-UDI

割り込みは一般例外または割り込み動作であり、VBR値とオフセットの和に基づくアドレスに分岐が発生し、RTE

命令で復帰します。この割り込み要求は、固定優先順位 15を持っています。 

スリープモード中でも H-UDI割り込みは、受け付けられます。 
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23.5 バウンダリスキャン 

H-UDIから SDIRにコマンドを設定することにより、H-UDI端子を JTAGで規定されているバウンダリスキャ

ンモードに設定できます。 

23.5.1 サポートする命令 

本 LSIでは、JTAG規格で定義される 3つの必須命令（BYPASS、SAMPLE/PRELOAD、および EXTEST）と 3

つのオプション命令（IDCODE、CLAMP、および HIGHZ）をサポートします。 

（1） BYPASS 

BYPASS命令は、バイパスレジスタを動作させる必須の標準命令です。この命令は、シフトパスを短縮してプ

リント基板上の他の LSIのシリアルデータを転送高速化するためのものです。この命令の実行中、テスト回路は

システム回路に何も影響を与えません。命令コードの上位 4ビットは、B'1111です。 

（2） SAMPLE/PRELOAD 

SAMPLE/PRELOAD命令は、本 LSIの内部回路からバウンダリスキャンレジスタに値を入力し、スキャンパス

から出力したり、スキャンパスにデータをロードする命令です。本命例実行中、本 LSIの入力ピンはそのまま内

部回路に伝達され、内部回路の値はそのまま出力ピンから外部へ出力されます。本命令の実行により本 LSIのシ

ステム回路は、何の影響も受けません。命令コードの上位 4ビットは、B'0100です。 

SAMPLE動作では、入力ピンから内部回路へ転送される値や内部回路から出力ピンへ転送される値のスナップ

ショットをバウンダリスキャンレジスタに取り込み、スキャンパスから読み出します。スナップショットの取り

込みは、Capture-DR状態の TCKの立ち上がりに同期して行われます。スナップショットの取り込みは、本 LSI

の通常動作を妨げずに行われます。 

PRELOAD動作では、EXTEST命令に先立ちスキャンパスからバウンダリスキャンレジスタのパラレル出力ラ

ッチに初期値を設定します。PRELOAD動作がないと EXTEST命令を実行するとき、最初のスキャンシーケンス

が完了する（出力ラッチへの転送）までの間出力ピンから不定値が出力される（EXTEST命令では出力ピンに常

にパラレル出力ラッチを出力する）ことになります。 

（3） EXTEST 

本命令は、本 LSIをプリント基板に実装したとき、外部回路をテストするためのものです。本命令の実行時、

出力ピンはバウンダリスキャンレジスタからテストデータ（SAMPLE/PRELOAD命令ですでに設定されています）

をプリント基板へ出力するために使用され、入力ピンはプリント基板からバウンダリスキャンレジスタにテスト

結果を取り込むために使用されます。EXTEST命令をN回用いてテストを行うとき、N回目のテストデータは［N-1］

回目のスキャンアウトのときにスキャンインされます。 

本命令の Capture-DR状態で出力ピンのバウンダリスキャンレジスタにロードされたデータは、外部回路のテス

トには使用されません（シフト動作で入れ換えます）。 

命令コードの上位 4ビットは、B'0000です。 
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（4） IDCODE 

H-UDI端子から SDIRにコマンドを設定することにより H-UDI端子を JTAGで規定されている IDCODEモード

に設定できます｡H-UDIを初期化した場合（TRSTのアサート、または TAPを Test-Logic-Reset状態にする場合）

は、IDCODEモードになります。 
 

（5） CLAMP、HIGHZ 

H-UDI端子から SDIRにコマンドを設定することにより H-UDI端子を JTAGで規定されている CLAMP、およ

び HIGHZモードに設定できます｡ 
 

23.5.2 注意事項 

1. クロック関連信号（EXTAL、EXTAL2、XTAL、XTAL2、CKIO、CKIO2）は、バウンダリスキャンの対象外

です。 

2. リセット関連信号（RESETP、RESETM）は、バウンダリスキャンの対象外です。 

3. H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST）は、バウンダリスキャンの対象外です。 

4. ASEMD0端子は、バウンダリスキャンの対象外です。 

5. EXTEST、CLAMP、HIGHZコマンドを設定時には、RESETP端子はローレベル固定にしてください。 

6. BYPASS、IDCODEを除くバウンダリスキャン実行中は、ASEMD0端子をハイレベルに固定してください。 

23.6 使用上の注意事項 

1. H-UDIコマンドは、いったんセットされると他のコマンドがH-UDIから再発行されない限り変更されません。

同じコマンドを連続して与える場合は、チップ動作に影響のないコマンド（BYPASS等）をいったん設定し

てから再度コマンドを設定する必要があります｡ 

2. スタンバイモードでは、H-UDI機能を使用できません。また、スタンバイモードの前後でTAPの状態を保持

するためには、スタンバイモード遷移の際はTCKをハイレベルにしておく必要があります。 

3. H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、H-UDIの

機能は使用できません。 

23.7 アドバンストユーザデバッガ（AUD） 

AUDはエミュレータ専用の機能です。AUDの詳細については、各エミュレータのユーザーズマニュアルを参

照してください。 
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24. レジスタ一覧 

本章では、内蔵 I/Oレジスタについて、次の形で説明しています。 
 

1. レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順） 

• 機能モジュールごとに、マニュアルの章番号の順に表記しています。 

• 本リストに記載されていないリザーブアドレスは、アクセスしないでください。 

• アドレスは、16ビットまたは32ビットの場合、ビッグエンディアンを前提としてMSB側のアドレスを表記し

ています。 

 

2. レジスタのビット一覧 

• 「レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順）」の並びに従って、ビットの構成を

表記しています。 

• リザーブビットのビット名称部は、「―」で表記しています。 

• ビット名称部が空白のものは、そのレジスタ全体がカウンタやデータに割り付けられていることを表してい

ます。 

• 16ビットまたは32ビットのレジスタの場合は、MSB側のビットから表記しています。 

バイトの記載順序は、ビッグエンディアンを前提としています。 

 

3. 各動作モードにおけるレジスタの状態 

• 「レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順）」の並びに従って、レジスタの状態

を表記しています。 

• 初期化時の各ビットの状態は、該当する章のレジスタ説明を参照してください。 

• 基本的な動作モード時のレジスタの状態を示しており、内蔵モジュール固有のリセットなどがある場合は、

内蔵モジュールの章を参照してください。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

24.1 レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順） 

アクセスサイズは、ビット数を表しています。 

【注】 未定義およびリザーブアドレスのアクセスは、禁止します。これらのレジスタをアクセスした時の動作および継続する

動作については保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

 
略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

INTEVT 例外処理 L H'FFFF FFD8 32 32 

INTEVT2  L H'A400 0000 32 32 

TRA  L H'FFFF FFD0 32 32 

EXPEVT  L H'FFFF FFD4 32 32 

TEA  L H'FFFF FFFC 32 32 

MMUCR MMU L H'FFFF FFE0 32 32 

PTEH  L H'FFFF FFF0 32 32 

PTEL  L H'FFFF FFF4 32 32 

TTB  L H'FFFF FFF8 32 32 

CCR1 キャッシュ L H'FFFF FFEC 32 32 

CCR2  L H'A400 00B0 32 32 

CCR3  L H'A400 00B4 32 32 

IPRA INTC P H'A414 FEE2 16 16 

IPRB  P H'A414 FEE4 16 16 

IPRC  P H'A414 0016 16 16 

IPRD  P H'A414 0018 16 16 

IPRE  P H'A414 001A 16 16 

IPRF  P H'A408 0000 16 16 

IPRG  P H'A408 0002 16 16 

IPRH  P H'A408 0004 16 16 

IPRI  P H'A408 0006 16 16 

ICR0  P H'A414 FEE0 16 16 

ICR1  P H'A414 0010 16 16 

IRR0  P H'A414 0004 8 8 

IRR1  P H'A414 0006 8 8 

IRR2  P H'A414 0008 8 8 

IRR3  P H'A414 000A 8 8 

IRR4  P H'A414 000C 8 8 

IRR5  P H'A408 0020 8 8 

IRR7  P H'A408 0024 8 8 

IRR8  P H'A408 0026 8 8 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

BARA UBC L H'A4FF FFB0 32 32 

BAMRA  L H'A4FF FFB4 32 32 

BBRA  L H'A4FF FFB8 16 16 

BARB  L H'A4FF FFA0 32 32 

BAMRB  L H'A4FF FFA4 32 32 

BBRB  L H'A4FF FFA8 16 16 

BDRB  L H'A4FF FF90 32 32 

BDMRB  L H'A4FF FF94 32 32 

BRCR  L H'A4FF FF98 32 32 

BETR  L H'A4FF FF9C 16 16 

BRSR  L H'A4FF FFAC 32 32 

BRDR  L H'A4FF FFBC 32 32 

BASRA  L H'FFFF FFE4 8 8 

BASRB  L H'FFFF FFE8 8 8 

STBCR 低消費電力 P H'A415 FF82 8 8 

STBCR2  P H'A415 FF88 8 8 

STBCR3  P H'A40A 0000 8 8 

FRQCR CPG P H'A415 FF80 16 16 

WTCNT  P H'A415 FF84 8 8/16*4 

WTCSR  P H'A415 FF86 8 8/16*4 

CMNCR BSC I H'A4FD 0000 32 32 

CS0BCR  I H'A4FD 0004 32 32 

CS2BCR  I H'A4FD 0008 32 32 

CS3BCR  I H'A4FD 000C 32 32 

CS4BCR  I H'A4FD 0010 32 32 

CS5ABCR  I H'A4FD 0014 32 32 

CS5BBCR  I H'A4FD 0018 32 32 

CS6ABCR  I H'A4FD 001C 32 32 

CS6BBCR  I H'A4FD 0020 32 32 

CS0WCR  I H'A4FD 0024 32 32 

CS2WCR  I H'A4FD 0028 32 32 

CS3WCR  I H'A4FD 002C 32 32 

CS4WCR  I H'A4FD 0030 32 32 

CS5AWCR  I H'A4FD 0034 32 32 

CS5BWCR  I H'A4FD 0038 32 32 

CS6AWCR  I H'A4FD 003C 32 32 

CS6BWCR  I H'A4FD 0040 32 32 
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略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

SDCR BSC I H'A4FD 0044 32 32 

RTCSR  I H'A4FD 0048 32 32 

RTCNT  I H'A4FD 004C 32 32 

RTCOR  I H'A4FD 0050 32 32 

SDMR2  I H'A4FD 4xxx ― 16 

SDMR3  I H'A4FD 5xxx ― 16 

SAR_0 DMAC P H'A401 0020 32 16/32 

DAR_0  P H'A401 0024 32 16/32 

DMATCR_0  P H'A401 0028 32 16/32 

CHCR_0  P H'A401 002C 32 8/16/32 

SAR_1  P H'A401 0030 32 16/32 

DAR_1  P H'A401 0034 32 16/32 

DMATCR_1  P H'A401 0038 32 16/32 

CHCR_1  P H'A401 003C 32 8/16/32 

SAR_2  P H'A401 0040 32 16/32 

DAR_2  P H'A401 0044 32 16/32 

DMATCR_2  P H'A401 0048 32 16/32 

CHCR_2  P H'A401 004C 32 8/16/32 

SAR_3  P H'A401 0050 32 16/32 

DAR_3  P H'A401 0054 32 16/32 

DMATCR_3  P H'A401 0058 32 16/32 

CHCR_3  P H'A401 005C 32 8/16/32 

SAR_4  P H'A401 0070 32 16/32 

DAR_4  P H'A401 0074 32 16/32 

DMATCR_4  P H'A401 0078 32 16/32 

CHCR_4  P H'A401 007C 32 8/16/32 

SAR_5  P H'A401 0080 32 16/32 

DAR_5  P H'A401 0084 32 16/32 

DMATCR_5  P H'A401 0088 32 16/32 

CHCR_5  P H'A401 008C 32 8/16/32 

DMAOR  P H'A401 0060 16 8/16 

DMARS0  P H'A409 0000 16 16 

DMARS1  P H'A409 0004 16 16 

DMARS2  P H'A409 0008 16 16 

TSTR TMU P H'A412 FE92 8 8 

TCOR0  P H'A412 FE94 32 32 

TCNT0  P H'A412 FE98 32 32 

TCR0  P H'A412 FE9C 16 16 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

TCOR1 TMU P H'A412 FEA0 32 32 

TCNT1  P H'A412 FEA4 32 32 

TCR1  P H'A412 FEA8 16 16 

TCOR2  P H'A412 FEAC 32 32 

TCNT2  P H'A412 FEB0 32 32 

TCR2  P H'A412 FEB4 16 16 

R64CNT RTC P H'A413 FEC0 8 8 

RSECCNT  P H'A413 FEC2 8 8 

RMINCNT  P H'A413 FEC4 8 8 

RHRCNT  P H'A413 FEC6 8 8 

RWKCNT  P H'A413 FEC8 8 8 

RDAYCNT  P H'A413 FECA 8 8 

RMONCNT  P H'A413 FECC 8 8 

RYRCNT  P H'A413 FECE 16 16 

RSECAR  P H'A413 FED0 8 8 

RMINAR  P H'A413 FED2 8 8 

RHRAR  P H'A413 FED4 8 8 

RWKAR  P H'A413 FED6 8 8 

RDAYAR  P H'A413 FED8 8 8 

RMONAR  P H'A413 FEDA 8 8 

RCR1  P H'A413 FEDC 8 8 

RCR2  P H'A413 FEDE 8 8 

RYRAR  P H'A413 FEE0 16 16 

RCR3  P H'A413 FEE4 8 8 

SCSMR_0 SCIF P H'A440 0000 16 16 

SCBRR_0  P H'A440 0004 8 8 

SCSCR_0  P H'A440 0008 16 16 

SCFTDR_0  P H'A440 000C 8 8 

SCFSR_0  P H'A440 0010 16 16 

SCFRDR_0  P H'A440 0014 8 8 

SCFCR_0  P H'A440 0018 16 16 

SCFDR_0  P H'A440 001C 16 16 

SCLSR_0  P H'A440 0024 16 16 
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略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

SCSMR_1 SCIF P H'A441 0000 16 16 

SCBRR_1  P H'A441 0004 8 8 

SCSCR_1  P H'A441 0008 16 16 

SCFTDR_1  P H'A441 000C 8 8 

SCFSR_1  P H'A441 0010 16 16 

SCFRDR_1  P H'A441 0014 8 8 

SCFCR_1  P H'A441 0018 16 16 

SCFDR_1  P H'A441 001C 16 16 

SCLSR_1  P H'A441 0024 16 16 

SIMDR_0 SIOF P H'A442 0000 16 16 

SISCR_0  P H'A442 0002 16 16 

SITDAR_0  P H'A442 0004 16 16 

SIRDAR_0  P H'A442 0006 16 16 

SICDAR_0  P H'A442 0008 16 16 

SICTR_0  P H'A442 000C 16 16 

SIFCTR_0  P H'A442 0010 16 16 

SISTR_0  P H'A442 0014 16 16 

SIIER_0  P H'A442 0016 16 16 

SITDR_0  P H'A442 0020 32 32 

SIRDR_0  P H'A442 0024 32 32 

SITCR_0  P H'A442 0028 32 32 

SIRCR_0  P H'A442 002C 32 32 

SIMDR_1  P H'A443 0000 16 16 

SISCR_1  P H'A443 0002 16 16 

SITDAR_1  P H'A443 0004 16 16 

SIRDAR_1  P H'A443 0006 16 16 

SICDAR_1  P H'A443 0008 16 16 

SICTR_1  P H'A443 000C 16 16 

SIFCTR_1  P H'A443 0010 16 16 

SISTR_1  P H'A443 0014 16 16 

SIIER_1  P H'A443 0016 16 16 

SITDR_1  P H'A443 0020 32 32 

SIRDR_1  P H'A443 0024 32 32 

SITCR_1  P H'A443 0028 32 32 

SIRCR_1  P H'A443 002C 32 32 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

ECMR0 (SH7710、SH7712) 

ECMR (SH7713) 

I H'A700 0160 32 32 

ECSR0 (SH7710、SH7712) 

ECSR (SH7713) 

I H'A700 0164 32 32 

ECSIPR0 (SH7710、SH7712) 

ECSIPR (SH7713) 

EtherC(MAC-0) 

(SH7710、 

SH7712) 

EtherC 

(MAC) 

(SH7713) 
I H'A700 0168 32 32 

PIR0 (SH7710、SH7712) 

PIR (SH7713) 

 I H'A700 016C 32 32 

MAHR0 (SH7710、SH7712) 

MAHR (SH7713) 

 I H'A700 0170 32 32 

MALR0 (SH7710、SH7712) 

MALR (SH7713) 

 I H'A700 0174 32 32 

RFLR0 (SH7710、SH7712) 

RFLR (SH7713) 

 I H'A700 0178 32 32 

PSR0 (SH7710、SH7712) 

PSR (SH7713) 

 I H'A700 017C 32 32 

TROCR0 (SH7710、SH7712) 

TROCR (SH7713) 

 I H'A700 0180 32 32 

CDCR0 (SH7710、SH7712) 

CDCR (SH7713) 

 I H'A700 0184 32 32 

LCCR0 (SH7710、SH7712) 

LCCR (SH7713) 

 I H'A700 0188 32 32 

CNDCR0 (SH7710、SH7712) 

CNDCR (SH7713) 

 I H'A700 018C 32 32 

CEFCR0 (SH7710、SH7712) 

CEFCR (SH7713) 

 I H'A700 0194 32 32 

FRECR0 (SH7710、SH7712) 

FRECR (SH7713) 

 I H'A700 0198 32 32 

TSFRCR0 (SH7710、SH7712) 

TSFRCR (SH7713) 

 I H'A700 019C 32 32 

TLFRCR0 (SH7710、SH7712) 

TLFRCR (SH7713) 

 I H'A700 01A0 32 32 
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略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

RFCR0 (SH7710、SH7712) 

RFCR (SH7713) 

I H'A700 01A4 32 32 

MAFCR0 (SH7710、SH7712) 

MAFCR (SH7713) 

I H'A700 01A8 32 32 

IPGR0 (SH7710、SH7712) 

IPGR (SH7713) 

EtherC(MAC-0) 

(SH7710、 

SH7712) 

EtherC 

(MAC) 

(SH7713) 
I H'A700 01B4 32 32 

ECMR1 I H'A700 0560 32 32 

ECSR1 I H'A700 0564 32 32 

ECSIPR1 

EtherC(MAC-1) 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 0568 32 32 

PIR1  I H'A700 056C 32 32 

MAHR1  I H'A700 0570 32 32 

MALR1  I H'A700 0574 32 32 

RFLR1  I H'A700 0578 32 32 

PSR1  I H'A700 057C 32 32 

TROCR1  I H'A700 0580 32 32 

CDCR1  I H'A700 0584 32 32 

LCCR1  I H'A700 0588 32 32 

CNDCR1  I H'A700 058C 32 32 

CEFCR1  I H'A700 0594 32 32 

FRECR1  I H'A700 0598 32 32 

TSFRCR1  I H'A700 059C 32 32 

TLFRCR1  I H'A700 05A0 32 32 

RFCR1  I H'A700 05A4 32 32 

MAFCR1  I H'A700 05A8 32 32 

IPGR1  I H'A700 05B4 32 32 

ARSTR EtherC 

(SH7710、 

SH7712) 

EtherC 

(MAC) 

(SH7713) 

I H'A700 0800 32 32 

TSU_CTRST EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 

EtherC 

(MAC) 

(SH7713) 

I H'A700 0804 32 32 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

TSU_FWEN0 I H'A700 0810 32 32 

TSU_FWEN1 I H'A700 0814 32 32 

TSU_FCM 

EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 0818 32 32 

TSU_BSYSL0  I H'A700 0820 32 32 

TSU_BSYSL1  I H'A700 0824 32 32 

TSU_PRISL0  I H'A700 0828 32 32 

TSU_PRISL1  I H'A700 082C 32 32 

TSU_FWSL0  I H'A700 0830 32 32 

TSU_FWSL1  I H'A700 0834 32 32 

TSU_FWSLC  I H'A700 0838 32 32 

TSU_QTAGM0  I H'A700 0840 32 32 

TSU_QTAGM1  I H'A700 0844 32 32 

TSU_ADQT0  I H'A700 0848 32 32 

TSU_ADQT1  I H'A700 084C 32 32 

TSU_FWSR  I H'A700 0850 32 32 

TSU_FWINMK  I H'A700 0854 32 32 

TSU_ADSBSY  I H'A700 0860 32 32 

TSU_TEN  I H'A700 0864 32 32 

TSU_POST1  I H'A700 0870 32 32 

TSU_POST2  I H'A700 0874 32 32 

TSU_POST3  I H'A700 0878 32 32 

TSU_POST4  I H'A700 087C 32 32 

TXNLCR0 (SH7710、SH7712) 

TXNLCR (SH7713) 

I H'A700 0880 32 32 

TXALCR0 (SH7710、SH7712) 

TXALCR (SH7713) 

I H'A700 0884 32 32 

RXNLCR0 (SH7710、SH7712) 

RXNLCR (SH7713) 

EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 

EtherC 

(MAC) 

(SH7713) 
I H'A700 0888 32 32 

RXALCR0 (SH7710、SH7712) 

RXALCR (SH7713) 

 I H'A700 088C 32 32 

FWNLCR0 I H'A700 0890 32 32 

FWALCR0 I H'A700 0894 32 32 

TXNLCR1 

EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 08A0 32 32 

TXALCR1  I H'A700 08A4 32 32 

RXNLCR1  I H'A700 08A8 32 32 

RXALCR1  I H'A700 08AC 32 32 
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略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

FWNLCR1 I H'A700 08B0 32 32 

FWALCR1 I H'A700 08B4 32 32 

TSU_ADRH0 

EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 0900 32 32 

TSU_ADRL0  I H'A700 0904 32 32 

TSU_ADRH1  I H'A700 0908 32 32 

TSU_ADRL1  I H'A700 090C 32 32 

TSU_ADRH2  I H'A700 0910 32 32 

TSU_ADRL2  I H'A700 0914 32 32 

TSU_ADRH3  I H'A700 0918 32 32 

TSU_ADRL3  I H'A700 091C 32 32 

TSU_ADRH4  I H'A700 0920 32 32 

TSU_ADRL4  I H'A700 0924 32 32 

TSU_ADRH5  I H'A700 0928 32 32 

TSU_ADRL5  I H'A700 092C 32 32 

TSU_ADRH6  I H'A700 0930 32 32 

TSU_ADRL6  I H'A700 0934 32 32 

TSU_ADRH7  I H'A700 0938 32 32 

TSU_ADRL7  I H'A700 093C 32 32 

TSU_ADRH8  I H'A700 0940 32 32 

TSU_ADRL8  I H'A700 0944 32 32 

TSU_ADRH9  I H'A700 0948 32 32 

TSU_ADRL9  I H'A700 094C 32 32 

TSU_ADRH10  I H'A700 0950 32 32 

TSU_ADRL10  I H'A700 0954 32 32 

TSU_ADRH11  I H'A700 0958 32 32 

TSU_ADRL11  I H'A700 095C 32 32 

TSU_ADRH12  I H'A700 0960 32 32 

TSU_ADRL12  I H'A700 0964 32 32 

TSU_ADRH13  I H'A700 0968 32 32 

TSU_ADRL13  I H'A700 096C 32 32 

TSU_ADRH14  I H'A700 0970 32 32 

TSU_ADRL14  I H'A700 0974 32 32 

TSU_ADRH15  I H'A700 0978 32 32 

TSU_ADRL15  I H'A700 097C 32 32 



 

24. レジスタ一覧 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  24-11 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

TSU_ADRH16 I H'A700 0980 32 32 

TSU_ADRL16 I H'A700 0984 32 32 

TSU_ADRH17 

EtherC(TSU) 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 0988 32 32 

TSU_ADRL17  I H'A700 098C 32 32 

TSU_ADRH18  I H'A700 0990 32 32 

TSU_ADRL18  I H'A700 0994 32 32 

TSU_ADRH19  I H'A700 0998 32 32 

TSU_ADRL19  I H'A700 099C 32 32 

TSU_ADRH20  I H'A700 09A0 32 32 

TSU_ADRL20  I H'A700 09A4 32 32 

TSU_ADRH21  I H'A700 09A8 32 32 

TSU_ADRL21  I H'A700 09AC 32 32 

TSU_ADRH22  I H'A700 09B0 32 32 

TSU_ADRL22  I H'A700 09B4 32 32 

TSU_ADRH23  I H'A700 09B8 32 32 

TSU_ADRL23  I H'A700 09BC 32 32 

TSU_ADRH24  I H'A700 09C0 32 32 

TSU_ADRL24  I H'A700 09C4 32 32 

TSU_ADRH25  I H'A700 09C8 32 32 

TSU_ADRL25  I H'A700 09CC 32 32 

TSU_ADRH26  I H'A700 09D0 32 32 

TSU_ADRL26  I H'A700 09D4 32 32 

TSU_ADRH27  I H'A700 09D8 32 32 

TSU_ADRL27  I H'A700 09DC 32 32 

TSU_ADRH28  I H'A700 09E0 32 32 

TSU_ADRL28  I H'A700 09E4 32 32 

TSU_ADRH29  I H'A700 09E8 32 32 

TSU_ADRL29  I H'A700 09EC 32 32 

TSU_ADRH30  I H'A700 09F0 32 32 

TSU_ADRL30  I H'A700 09F4 32 32 

TSU_ADRH31  I H'A700 09F8 32 32 

TSU_ADRL31  I H'A700 09FC 32 32 
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略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

EDMR0 (SH7710、SH7712) 

EDMR (SH7713) 

I H'A700 0000 32 32 

EDTRR0 (SH7710、SH7712) 

EDTRR (SH7713) 

I H'A700 0004 32 32 

EDRRR0 (SH7710、SH7712) 

EDRRR (SH7713) 

E-DMAC0 

(SH7710、 

SH7712) 

E-DMAC 

(SH7713) 
I H'A700 0008 32 32 

TDLAR0 (SH7710、SH7712) 

TDLAR (SH7713) 

 I H'A700 000C 32 32 

RDLAR0 (SH7710、SH7712) 

RDLAR (SH7713) 

 I H'A700 0010 32 32 

EESR0 (SH7710、SH7712) 

EESR (SH7713) 

 I H'A700 0014 32 32 

EESIPR0 (SH7710、SH7712) 

EESIPR (SH7713) 

 I H'A700 0018 32 32 

TRSCER0 (SH7710、SH7712) 

TRSCER (SH7713) 

 I H'A700 001C 32 32 

RMFCR0 (SH7710、SH7712) 

RMFCR (SH7713) 

 I H'A700 0020 32 32 

TFTR0 (SH7710、SH7712) 

TFTR (SH7713) 

 I H'A700 0024 32 32 

FDR0 (SH7710、SH7712) 

FDR (SH7713) 

 I H'A700 0028 32 32 

RMCR0 (SH7710、SH7712) 

RMCR (SH7713) 

 I H'A700 002C 32 32 

EDOCR0 (SH7710、SH7712) 

EDOCR (SH7713) 

 I H'A700 0030 32 32 

FCFTR0 (SH7710、SH7712) 

FCFTR (SH7713) 

 I H'A700 0034 32 32 

TRIMD0 (SH7710、SH7712) 

TRIMD (SH7713) 

 I H'A700 003C 32 32 

RBWAR0 (SH7710、SH7712) 

RBWAR (SH7713) 

 I H'A700 0040 32 32 

RDFAR0 (SH7710、SH7712) 

RDFAR (SH7713) 

 I H'A700 0044 32 32 

TBRAR0 (SH7710、SH7712) 

TBRAR (SH7713) 

 I H'A700 004C 32 32 

TDFAR0 (SH7710、SH7712) 

TDFAR (SH7713) 

 I H'A700 0050 32 32 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

略称 モジュール*1 バス*2 アドレス サイズ 

（ビット） 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*3 

EDMR1 I H'A700 0400 32 32 

EDTRR1 I H'A700 0404 32 32 

EDRRR1 

E-DMAC1 

(SH7710、 

SH7712) 
I H'A700 0408 32 32 

TDLAR1  I H'A700 040C 32 32 

RDLAR1  I H'A700 0410 32 32 

EESR1  I H'A700 0414 32 32 

EESIPR1  I H'A700 0418 32 32 

TRSCER1  I H'A700 041C 32 32 

RMFCR1  I H'A700 0420 32 32 

TFTR1  I H'A700 0424 32 32 

FDR1  I H'A700 0428 32 32 

RMCR1  I H'A700 042C 32 32 

EDOCR1  I H'A700 0430 32 32 

FCFTR1  I H'A700 0434 32 32 

TRIMD1  I H'A700 043C 32 32 

RBWAR1  I H'A700 0440 32 32 

RDFAR1  I H'A700 0444 32 32 

TBRAR1  I H'A700 044C 32 32 

TDFAR1  I H'A700 0450 32 32 

PACR PFC P H'A405 0100 16 16 

PBCR  P H'A405 0102 16 16 

PCCR  P H'A405 0104 16 16 

PETCR  P H'A405 0106 16 16 

PADR I/Oポート P H'A405 0120 8 8 

PBDR  P H'A405 0122 8 8 

PCDR  P H'A405 0124 8 8 

SDIR H-UDI P H'A410 0200 16 16 

SDID/SDIDH  P H'A410 0214 32/16 32/16 

SDIDL  P H'A410 0216 16 16 

 

【注】 *1 モジュール： 

  MMU：メモリマネジメントユニット 

  INTC：割り込みコントローラ 

  UBC：ユーザブレークコントローラ 

  CPG：クロック発振器 

  BSC：バスステートコントローラ 

  DMAC：ダイレクトメモリアクセスコントローラ 
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  TMU：タイマユニット 

  RTC：リアルタイムクロック 

  SCIF0：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 0 

  SCIF1：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 1 

  SIOF0：FIFO内蔵シリアル IO 0 

  SIOF1：FIFO内蔵シリアル IO 1 

  EtherC（MAC-0）：イーサネットコントローラ 0（SH7710および SH7712のみ） 

  EtherC（MAC-1）：イーサネットコントローラ 1（SH7710および SH7712のみ） 

  EtherC（TSU）：イーサネットコントローラ用転送ユニット（SH7710および SH7712のみ） 

  E-DMAC0：イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0 

           （SH7710および SH7712のみ） 

  E-DMAC1：イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ 1 

           （SH7710および SH7712のみ） 

  EtherC (MAC)：イーサネットコントローラ（SH7713のみ） 

  E-DMAC：イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（SH7713のみ） 

  IPSEC：IPセキュリティアクセラレータ（SH7710のみ） 

  PFC：ピンファンクションコントローラ 

  H-UDI：ユーザデバッグインタフェース 

 *2 バス： 

  L：CPU、DSP、CCN、キャッシュ、MMU、UBCが接続されています。 

  I：BSCと CCN、キャッシュ、DMAC、E-DMAC0、E-DMAC1、IPSEC（SH7710のみ）が接続されています。 

   なお、SH7713の場合、E-DMAC0、E-DMAC1は E-DMACとなります。 

  P：BSCと周辺モジュール（RTC、TMU、SCIF0、SCIF1、SIOF0、SIOF1、DMAC、PORT、INTC、H-UDI、CPG） 

   が接続されています。 

 *3 アクセスサイズは、制御レジスタをアクセス（リード／ライト）するときのサイズを示します。表示された以外の

サイズでアクセスした場合は、誤った結果となります。 

 *4 書き込みは 16ビット、読み出しは 8ビットです。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

24.2 レジスタビット一覧 

内蔵周辺モジュールのレジスタのビット名を以下に示します。 

16ビットおよび 32ビットレジスタは、8ビットずつ 2段または 4段で表しています。 
 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― 例外処理 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― TRA TRA  

TRA 

TRA TRA TRA TRA TRA TRA ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT  

EXPEVT 

EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT EXPEVT  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT  

INTEVT 

INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT INTEVT  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2  

INTEVT2 

INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2 INTEVT2 ― ―  

TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA  

TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA  

TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA  

TEA 

TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA TEA  

VPN VPN VPN VPN VPN VPN VPN VPN MMU 

VPN VPN VPN VPN VPN VPN VPN VPN  

VPN VPN VPN VPN VPN VPN ― ―  

PTEH 

ASID ASID ASID ASID ASID ASID ASID ASID  

― ― ― PPN PPN PPN PPN PPN  

PPN PPN PPN PPN PPN PPN PPN PPN  

PPN PPN PPN PPN PPN PPN ― V  

PTEL 

― PR PR SZ C D SH ―  

         

         

         

TTB 
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― MMU 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― SV  

MMUCR 

― ― RC RC ― TF IX AT  

― ― ― ― ― ― ― ― キャッシュ 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

CCR1 

― ― ― ― CF CB WT CE  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― LE  

― ― ― ― ― ― W3LOAD W3LOCK  

CCR2 

― ― ― ― ― ― W2LOAD W2LOCK  

― ― ― ― ― ― ― ―  

CSIZE7 CSIZE6 CSIZE5 CSIZE4 CSIZE3 CSIZE2 CSIZE1 CSIZE0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

CCR3 

― ― ― ― ― ― ― ―  

TMU0 TMU1 INTC IPRA 

TMU2 RTC  

IPRB WDT REF  

 ― ― ― ― ― ― ― ―  

IRQ3 IRQ2  IPRC 

IRQ1 IRQ0  

IPRD ― ― ― ― ― ― ― ―  

 IRQ5 IRQ4  

IPRE DMAC(1) SCIF0  

 SCIF1 ― ― ― ―  

IPSEC DMAC(2)  IPRF 

（SH7710） ― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― DMAC(2)  IPRF 

（SH7712、 

 SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― ―  

E-DMAC(1) E-DMAC(2)  IPRG 

（SH7710、 

 SH7712） 
E-DMAC(3) ― ― ― ―  

E-DMAC ― ― ― ―  IPRG 

（SH7713） ― ― ― ― ― ― ― ―  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

IPRH ― ― ― ― ― ― ― ― INTC 

 ― ― ― ―  SIOF0   

IPRI ― ― ― ― ― ― ― ―  

  SIOF1  ― ― ― ―  

NMIL ― ― ― ― ― ― NMIE  ICR0 

― ― ― ― ― ― ― ―  

MAI IRQLVL BLMASK IRLSEN IRQ51S IRQ50S IRQ41S IRQ40S  ICR1 

IRQ31S IRQ30S IRQ21S IRQ20S IRQ11S IRQ10S IRQ01S IRQ00S  

IRR0 ― ― IRQ5R IRQ4R IRQ3R IRQ2R IRQ1R IRQ0R  

IRR1 TXI0R BRI0R RXI0R ERI0R DEI3R DEI2R DEI1R DEI0R  

IRR2 ― ― ― ― TXI1R BRI1R RXI1R ERI1R  

IRR3 ― ― ― ― ― CUIR PRIR ATIR  

IRR4 ― TUNI2R TUNI1R TUNI0R ITIR ― ― RCMIR  

IRR5 

（SH7710） 

IPSECIR ― DEI5R DEI4R ― EINT2R EINT1R EINT0R  

IRR5 

（SH7712） 

― ― DEI5R DEI4R ― EINT2R EINT1R EINT0R  

IRR5 

（SH7713） 

― ― DEI5R DEI4R ― ― ― EINT0R  

IRR7 CCI0R RXI0R TXI0R ERI0R ― ― ― ―  

IRR8 CCI1R RXI1R TXI1R ERI1R ― ― ― ―  

BAA31 BAA30 BAA29 BAA28 BAA27 BAA26 BAA25 BAA24 UBC 

BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16  

BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8  

BARA 

BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0  

BAMA31 BAMA30 BAMA29 BAMA28 BAMA27 BAMA26 BAMA25 BAMA24  

BAMA23 BAMA22 BAMA21 BAMA20 BAMA19 BAMA18 BAMA17 BAMA16  

BAMA15 BAMA14 BAMA13 BAMA12 BAMA11 BAMA10 BAMA9 BAMA8  

BAMRA 

BAMA7 BAMA6 BAMA5 BAMA4 BAMA3 BAMA2 BAMA1 BAMA0  

― ― ― ― ― ― ― ―  BBRA 

CDA1 CDA0 IDA1 IDA0 RWA1 RWA0 SZA1 SZA0  

BAB31 BAB30 BAB29 BAB28 BAB27 BAB26 BAB25 BAB24  

BAB23 BAB22 BAB21 BAB20 BAB19 BAB18 BAB17 BAB16  

BAB15 BAB14 BAB13 BAB12 BAB11 BAB10 BAB9 BAB8  

BARB 

BAB7 BAB6 BAB5 BAB4 BAB3 BAB2 BAB1 BAB0  

BAMB31 BAMB30 BAMB29 BAMB28 BAMB27 BAMB26 BAMB25 BAMB24  

BAMB23 BAMB22 BAMB21 BAMB20 BAMB19 BAMB18 BAMB17 BAMB16  

BAMB15 BAMB14 BAMB13 BAMB12 BAMB11 BAMB10 BAMB9 BAMB8  

BAMRB 

BAMB7 BAMB6 BAMB5 BAMB4 BAMB3 BAMB2 BAMB1 BAMB0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

BDB31 BDB30 BDB29 BDB28 BDB27 BDB26 BDB25 BDB24 UBC 

BDB23 BDB22 BDB21 BDB20 BDB19 BDB18 BDB17 BDB16  

BDB15 BDB14 BDB13 BDB12 BDB11 BDB10 BDB9 BDB8  

BDRB 

BDB7 BDB6 BDB5 BDB4 BDB3 BDB2 BDB1 BDB0  

BDMB31 BDMB30 BDMB29 BDMB28 BDMB27 BDMB26 BDMB25 BDMB24  

BDMB23 BDMB22 BDMB21 BDMB20 BDMB19 BDMB18 BDMB17 BDMB16  

BDMB15 BDMB14 BDMB13 BDMB12 BDMB11 BDMB10 BDMB9 BDMB8  

BDMRB 

BDMB7 BDMB6 BDMB5 BDMB4 BDMB3 BDMB2 BDMB1 BDMB0  

― ― ― ― ― ― XYE XYS  BBRB 

CDB1 CDB0 IDB1 IDB0 RWB1 RWB0 SZB1 SZB0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― BASMA BASMB ― ― ― ―  

SCMFCA SCMFCB SCMFDA SCMFDB PCTE PCBA ― ―  

BRCR 

DBEB PCBB ― ― SEQ ― ― ETBE  

― ― ― ― BET11 BET10 BET9 BET8  BETR 

BET7 BET6 BET5 BET4 BET3 BET2 BET1 BET0  

SVF ― ― ― BSA27 BSA26 BSA25 BSA24  

BSA23 BSA22 BSA21 BSA20 BSA19 BSA18 BSA17 BSA16  

BSA15 BSA14 BSA13 BSA12 BSA11 BSA10 BSA9 BSA8  

BRSR 

BSA7 BSA6 BSA5 BSA4 BSA3 BSA2 BSA1 BSA0  

DVF ― ― ― BDA27 BDA26 BDA25 BDA24  

BDA23 BDA22 BDA21 BDA20 BDA19 BDA18 BDA17 BDA16  

BDA15 BDA14 BDA13 BDA12 BDA11 BDA10 BDA9 BDA8  

BRDR 

BDA7 BDA6 BDA5 BDA4 BDA3 BDA2 BDA1 BDA0  

BASRA BASA7 BASA6 BASA5 BASA4 BASA3 BASA2 BASA1 BASA0  

BASRB BASB7 BASB6 BASB5 BASB4 BASB3 BASB2 BASB1 BASB0  

STBCR STBY ― ― ― ― MSTP2 MSTP1 ― 低消費 

STBCR2 MSTP10 MSTP9 MSTP8 MSTP7 MSTP6 MSTP5 ― MSTP3 電力 

STBCR3 

（SH7710） 

MSTP37 ― ― ― MSTP33 MEST32 MSTP31 MSTP30  

STBCR3 

（SH7712、 

 SH7713） 

― ― ― ― MSTP33 MEST32 MSTP31 MSTP30  

― ― ― CKOEN ― ― STC1 STC0 CPG FRQCR 

― ― IFC1 IFC0 ― PFC2 PFC1 PFC0  

WTCNT          

WTCSR TME WT/IT RSTS WOVF IOVF CKS2 CKS1 CKS0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― BSC 

― ― ― ― ― ― ― ―  

WAITSEL BSD ― MAP BLOCK DPRTY1 DPRTY0 DMAIW2  

CMNCR 

DMAIW1 DMAIW0 DMAIWA ― ENDIAN CK2DRV HIZMEM HIZCNT  

― IWW2 IWW1 IWW0 IWRWD2 IWRWD1 IWRWD0 IWRWS2  

IWRWS1 IWRWS0 IWRRD2 IWRRD1 IWRRD0 IWRRS2 IWRRS1 IWRRS0  

TYPE3 TYPE2 TYPE1 TYPE0 ― BSZ1 BSZ0 ―  

CSnBCR 

（n＝0、2、3、

4、5A、5B、

6A、6B） 
― ― ― ― ― ― ― ―  

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BAS 

BEN 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BW1 

BW1 

― 

BW0 

BW0 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

SW1 

― 

― 

SW0 

― 

― 

WR3 

W3 

W3 

WR2 

W2 

W2 

WR1 

W1 

W1 

 

CS0WCR*1 

WR0 

W0 

W0 

WM 

WM 

WM 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

HW1 

― 

― 

HW0 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BAS 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

WR3 

― 

WR2 

― 

WR1 

A2CL1 

 

CS2WCR*2 

WR0 

A2CL0 

WM 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BAS 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

WTRP1 

― 

WTRP0 

― 

― 

― 

WTRCD1

WR3 

WTRCD0

WR2 

― 

WR1 

A3CL1 

 

CS3WCR*2 

WR0 

A3CL0 

WM 

― 

― 

― 

― 

TRWL1 

― 

TRWL0 

― 

― 

― 

WTRC1 

― 

WTRC0 
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BSC 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

BAS 

BEN 

― 

― 

WW2 

― 

WW1 

BW1 

WW0 

BW0 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

SW1 

SW1 

SW0 

SW0 

WR3 

PCW3 

W3 

WR2 

PCW2 

W2 

WR1 

PCW1 

W1 

 

CS4WCR*3 

WR0 

PCW0 

W0 

WM 

WM 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

HW1 

HW1 

HW0 

HW0 

 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― WW2 WW1 WW0  

― ― ― SW1 SW0 WR3 WR2 WR1  

CS5AWCR*4 

WR0 WM ― ― ― ― HW1 HW0  

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

SA1 

BAS 

SA0 

― 

― 

WW2 

― 

WW1 

― 

WW0 

― 

 

― 

― 

― 

TED3 

― 

TED2 

SW1 

TED1 

SW0 

TED0 

WR3 

PCW3 

WR2 

PCW2 

WR1 

PCW1 

 

CS5BWCR*5 

WR0 

PCW0 

WM 

WM 

― 

― 

― 

― 

― 

TEH3 

― 

TEH2 

HW1 

TEH1 

HW0 

TEH0 

 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― SW1 SW0 WR3 WR2 WR1  

CS6AWCR*4 

WR0 WM ― ― ― ― HW1 HW0  

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

SA1 

BAS 

SA0 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

TED3 

― 

TED2 

SW1 

TED1 

SW0 

TED0 

WR3 

PCW3 

WR2 

PCW2 

WR1 

PCW1 

 

CS6BWCR*6 

WR0 

PCW0 

WM 

WM 

― 

― 

― 

― 

― 

TEH3 

― 

TEH2 

HW1 

TEH1 

HW0 

TEH0 

 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― A2ROW1 A2ROW0 ― A2COL1 A2COL0  

― ― DEEP SLOW RFSH RMODE PDOWN BACTV  

SDCR 

― ― ― A3ROW1 A3ROW0 ― A3COL1 A3COL0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― BSC 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

RTCSR 

CMF CMIE CKS2 CKS1 CKS0 RRC2 RRC1 RRC0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

RTCNT 

         

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

RTCOR 

         

        DMAC 

         

         

SAR_n 

（n＝0～5） 

         

         

         

         

DAR_n 

（n＝0～5） 

         

         

         

         

DMATCR_n 

（n＝0～5） 

         

― ― ― ― ― ― ― ―  

DO TL ― ― ― ― AM AL  

DM1 DM0 SM1 SM0 RS3 RS2 RS1 RS0  

CHCR_n 

（n＝0、1） 

DL DS TB TS1 TS0 IE TE DE  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

DM1 DM0 SM1 SM0 RS3 RS2 RS1 RS0  

CHCR_m 

（m＝2～5） 

― ― TB TS1 TS0 IE TE DE  

― ― ― ― ― ― PR1 PR0  DMAOR 

― ― ― ― ― AE NMIF DME  

C1MID5 C1MID4 C1MID3 C1MID2 C1MID1 C1MID0 C1RID1 C1RID0  DMARS0 

C0MID5 C0MID4 C0MID3 C0MID2 C0MID1 C0MID0 C0RID1 C0RID0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

C3MID5 C3MID4 C3MID3 C3MID2 C3MID1 C3MID0 C3RID1 C3RID0 DMAC DMARS1 

C2MID5 C2MID4 C2MID3 C2MID2 C2MID1 C2MID0 C2RID1 C2RID0  

C5MID5 C5MID4 C5MID3 C5MID2 C5MID1 C5MID0 C5RID1 C5RID0  DMARS2 

C4MID5 C4MID4 C4MID3 C4MID2 C4MID1 C4MID0 C4RID1 C4RID0  

TSTR ― ― ― ― ― STR2 STR1 STR0 TMU 

― ― ― ― ― ― ― UNF  TCRn 

（n＝0～2） ― ― UNIE ― ― TPSC2 TPSC1 TPSC0  

         

         

         

TCORn 

（n＝0～2） 

         

         

         

         

TCNTn 

（n＝0～2） 

         

R64CNT ― 1Hz 2Hz 4Hz 8Hz 16Hz 32Hz 64Hz RTC 

RSECCNT ― 秒の 10の桁 秒の 1の桁  

RMINCNT ― 分の 10の桁 分の 1の桁  

RHRCNT ― ― 時間の 10の桁 時間の 1の桁  

RWKCNT ― ― ― ― ― 曜日コード  

RDAYCNT ― ― 日の 10の桁 日の 1の桁  

RMONCNT ― ― ― 月の10の桁 月の 1の桁  

年の 1000の桁 年の 100の桁  RYRCNT 

年の 10の桁 年の 1の桁  

RSECAR ENB 秒の 10の桁 秒の 1の桁  

RMINAR ENB 分の 10の桁 分の 1の桁  

RHRAR ENB ― 時間の 10の桁 時間の 1の桁  

RWKAR ENB ― ― ― ― 曜日コード  

RDAYAR ENB ― 日の 10の桁 日の 1の桁  

RMONAR ENB ― ― 月の10の桁 月の 1の桁  

年の 1000の桁 年の 100の桁  RYRAR 

年の 10の桁 年の 1の桁  

RCR1 CF ― ― CIE AIE ― ― AF  

RCR2 PEF PES2 PES1 PES0 RTCEN ADJ RESET START  

RCR3 YAEN ― ― ― ― ― ― ―  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

        SCIF SCFRDR_n 

（n＝0、1）          

         SCFTDR_n 

（n＝0、1）          

― ― ― ― ― ― ― ―  SCSMR_n 

（n＝0、1） C/A CHR PE O/E STOP ― CKS1 CKS0  

― ― ― ― ― ― ― ―  SCSCR_n 

（n＝0、1） TIE RIE TE RE REIE ― CKE1 CKE0  

PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  SCFSR_n 

（n＝0、1） ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

         SCBRR_n 

（n＝0、1）          

― ― ― ― ― RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  SCFCR_n 

（n＝0、1） RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 MCE TFRST RFRST LOOP  

― ― ― T4 T3 T2 T1 T0  SCFDR_n 

（n＝0、1） ― ― ― R4 R3 R2 R1 R0  

― ― ― ― ― ― ― ―  SCLSR_n 

（n＝0、1） ― ― ― ― ― ― ― ORER  

TRMD1 TRMD0 ― REDG FL3 FL2 FL1 FL0 SIOF SIMDR_n 

（n＝0、1） TXDIZ LSBF RCIM ― ― ― ― ―  

MSSEL MSIMM ― BRPS4 BRPS3 BRPS2 BRPS1 BRPS0  SISCR_n 

（n＝0、1） ― ― ― ― ― BRDV2 BRDV1 BRDV0  

TDLE ― ― ― TDLA3 TDLA2 TDLA1 TDLA0  SITDAR_n 

（n＝0、1） TDRE TLREP ― ― TDRA3 TDRA2 TDRA1 TDRA0  

RDLE ― ― ― RDLA3 RDLA2 RDLA1 RDLA0  SIRDAR_n 

（n＝0、1） RDRE ― ― ― RDRA3 RDRA2 RDRA1 RDRA0  

CD0E ― ― ― CD0A3 CD0A2 CD0A1 CD0A0  SICDAR_n 

（n＝0、1） CD1E ― ― ― CD1A3 CD1A2 CD1A1 CD1A0  

SCKE FSE ― ― ― ― TXE RXE  SICTR_n 

（n＝0、1） ― ― ― ― ― ― TXRST RXRST  

TFWM2 TFWM1 TFWM0 TFUA4 TFUA3 TFUA2 TFUA1 TFUA0  SIFCTR_n 

（n＝0、1） RFWM2 RFWM1 RFWM0 RFUA4 RFUA3 RFUA2 RFUA1 RFUA0  

― TCRDY TFEMP TDREQ ― RCRDY RFFUL RDREQ  SISTR_n 

（n＝0、1） ― ― ― FSERR TFOVR TFUDR RFUDR RFOVR  

― TCRDYE TFEMPE TDREQE ― RCRDYE RFFULE RDREQE  SIIER_n 

（n＝0、1） ― ― ― FSERRE TFOVRE TFUDRE RFUDRE RFOVRE  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SITDL15 SITDL14 SITDL13 SITDL12 SITDL11 SITDL10 SITDL9 SITDL8 SIOF 

SITDL7 SITDL6 SITDL5 SITDL4 SITDL3 SITDL2 SITDL1 SITDL0  

SITDR15 SITDR14 SITDR13 SITDR12 SITDR11 SITDR10 SITDR9 SITDR8  

SITDR_n 

（n＝0、1） 

SITDR7 SITDR6 SITDR5 SITDR4 SITDR3 SITDR2 SITDR1 SITDR0  

SIRDL15 SIRDL14 SIRDL13 SIRDL12 SIRDL11 SIRDL10 SIRDL9 SIRDL8  

SIRDL7 SIRDL6 SIRDL5 SIRDL4 SIRDL3 SIRDL2 SIRDL1 SIRDL0  

SIRDR15 SIRDR14 SIRDR13 SIRDR12 SIRDR11 SIRDR10 SIRDR9 SIRDR8  

SIRDR_n 

（n＝0、1） 

SIRDR7 SIRDR6 SIRDR5 SIRDR4 SIRDR3 SIRDR2 SIRDR1 SIRDR0  

SITC015 SITC014 SITC013 SITC012 SITC011 SITC010 SITC09 SITC08  

SITC07 SITC06 SITC05 SITC04 SITC03 SITC02 SITC01 SITC00  

SITC115 SITC114 SITC113 SITC112 SITC111 SITC110 SITC19 SITC18  

SITCR_n 

（n＝0、1） 

SITC17 SITC16 SITC15 SITC14 SITC13 SITC12 SITC11 SITC10  

SIRC015 SIRC014 SIRC013 SIRC012 SIRC011 SIRC010 SIRC09 SIRC08  

SIRC07 SIRC06 SIRC05 SIRC04 SIRC03 SIRC02 SIRC01 SIRC00  

SIRC115 SIRC114 SIRC113 SIRC112 SIRC111 SIRC110 SIRC19 SIRC18  

SIRCR_n 

（n＝0、1） 

SIRC17 SIRC16 SIRC15 SIRC14 SIRC13 SIRC12 SIRC11 SIRC10  

― ― ― ― ― ― ― ― EtherC 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

ARSTR 

― ― ― ― ― ― ― ARST  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― MCT PRCEF ― ― MPDE ―  

ECMRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

ECMR 

（SH7713） 
― RE TE ― ILB ELB DM PRM  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

ECSRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

ECSR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― LCHNG MPD ICD  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― EtherC 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

ECSIPRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

ECSIPR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― LCHNGIP MPDIP ICDIP  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

PIRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

PIR 

（SH7713） 
― ― ― ― MDI MDO MMD MDC  

MA47 MA46 MA45 MA44 MA43 MA42 MA41 MA40  

MA39 MA38 MA37 MA36 MA35 MA34 MA33 MA32  

MA31 MA30 MA29 MA28 MA27 MA26 MA25 MA24  

MAHRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

MAHR 

（SH7713） 
MA23 MA22 MA21 MA20 MA19 MA18 MA17 MA16  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

MA15 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8  

MALRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

MALR 

（SH7713） 
MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― RFL11 RFL10 RFL9 RFL8  

RFLRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RFLR 

（SH7713） 
RFL7 RFL6 RFL5 RFL4 RFL3 RFL2 RFL1 RFL0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

PSRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

PSR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― LMON  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

TROC31 TROC30 TROC29 TROC28 TROC27 TROC26 TROC25 TROC24 EtherC 

TROC23 TROC22 TROC21 TROC20 TROC19 TROC18 TROC17 TROC16  

TROC15 TROC14 TROC13 TROC12 TROC11 TROC10 TROC9 TROC8  

TROCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TROCR 

（SH7713） 
TROC7 TROC6 TROC5 TROC4 TROC3 TROC2 TROC1 TROC0  

COSDC31 COSDC30 COSDC29 COSDC28 COSDC27 COSDC26 COSDC25 COSDC24  

COSDC23 COSDC22 COSDC21 COSDC20 COSDC19 COSDC18 COSDC17 COSDC16  

COSDC15 COSDC14 COSDC13 COSDC12 COSDC11 COSDC10 COSDC9 COSDC8  

CDCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

CDCR 

（SH7713） 
COSDC7 COSDC6 COSDC5 COSDC4 COSDC3 COSDC2 COSDC1 COSDC0  

LCC31 LCC30 LCC29 LCC28 LCC27 LCC26 LCC25 LCC24  

LCC23 LCC22 LCC21 LCC20 LCC19 LCC18 LCC17 LCC16  

LCC15 LCC14 LCC13 LCC12 LCC11 LCC10 LCC9 LCC8  

LCCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

LCCR 

（SH7713） 
LCC7 LCC6 LCC5 LCC4 LCC3 LCC2 LCC1 LCC0  

CNDC31 CNDC30 CNDC29 CNDC28 CNDC27 CNDC26 CNDC25 CNDC24  

CNDC23 CNDC22 CNDC21 CNDC20 CNDC19 CNDC18 CNDC17 CNDC16  

CNDC15 CNDC14 CNDC13 CNDC12 CNDC11 CNDC10 CNDC9 CNDC8  

CNDCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

CNDCR 

（SH7713） 
CNDC7 CNDC6 CNDC5 CNDC4 CNDC3 CNDC2 CNDC1 CNDC0  

CEFC31 CEFC30 CEFC29 CEFC28 CEFC27 CEFC26 CEFC25 CEFC24  

CEFC23 CEFC22 CEFC21 CEFC20 CEFC19 CEFC18 CEFC17 CEFC16  

CEFC15 CEFC14 CEFC13 CEFC12 CEFC11 CEFC10 CEFC9 CEFC8  

CEFCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

CEFCR 

（SH7713） 
CEFC7 CEFC6 CEFC5 CEFC4 CEFC3 CEFC2 CEFC1 CEFC0  

FREC31 FREC30 FREC29 FREC28 FREC27 FREC26 FREC25 FREC24  

FREC23 FREC22 FREC21 FREC20 FREC19 FREC18 FREC17 FREC16  

FREC15 FREC14 FREC13 FREC12 FREC11 FREC10 FREC9 FREC8  

FRECRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

FRECR 

（SH7713） 
FREC7 FREC6 FREC5 FREC4 FREC3 FREC2 FREC1 FREC0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

TSFC31 TSFC30 TSFC29 TSFC28 TSFC27 TSFC26 TSFC25 TSFC24 EtherC 

TSFC23 TSFC22 TSFC21 TSFC20 TSFC19 TSFC18 TSFC17 TSFC16  

TSFC15 TSFC14 TSFC13 TSFC12 TSFC11 TSFC10 TSFC9 TSFC8  

TSFRCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TSFRCR 

（SH7713） 
TSFC7 TSFC6 TSFC5 TSFC4 TSFC3 TSFC2 TSFC1 TSFC0  

TLFC31 TLFC30 TLFC29 TLFC28 TLFC27 TLFC26 TLFC25 TLFC24  

TLFC23 TLFC22 TLFC21 TLFC20 TLFC19 TLFC18 TLFC17 TLFC16  

TLFC15 TLFC14 TLFC13 TLFC12 TLFC11 TLFC10 TLFC9 TLFC8  

TLFRCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TLFRCR 

（SH7713） 
TLFC7 TLFC6 TLFC5 TLFC4 TLFC3 TLFC2 TLFC1 TLFC0  

RFC31 RFC30 RFC29 RFC28 RFC27 RFC26 RFC25 RFC24  

RFC23 RFC22 RFC21 RFC20 RFC19 RFC18 RFC17 RFC16  

RFC15 RFC14 RFC13 RFC12 RFC11 RFC10 RFC9 RFC8  

RFCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RFCR 

（SH7713） 
RFC7 RFC6 RFC5 RFC4 RFC3 RFC2 RFC1 RFC0  

MAFC31 MAFC30 MAFC29 MAFC28 MAFC27 MAFC26 MAFC25 MAFC24  

MAFC23 MAFC22 MAFC21 MAFC20 MAFC19 MAFC18 MAFC17 MAFC16  

MAFC15 MAFC14 MAFC13 MAFC12 MAFC11 MAFC10 MAFC9 MAFC8  

MAFCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

MAFCR 

（SH7713） 
MAFC7 MAFC6 MAFC5 MAFC4 MAFC3 MAFC2 MAFC1 MAFC0  

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

IPGRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

IPGR 

（SH7713） 
― ― ― IPG4 IPG3 IPG2 IPG1 IPG0 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― CTRST 

TSU_CTRST 

― ― ― ― ― ― ― ― 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

FWEN0 ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_FWEN0 

― ― ― ― ― ― ― ― 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

FWEN1 ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_FWEN1 

― ― ― ― ― ― ― ― 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_FCM 

― ― ― ― ― FCM2 FCM1 FCM0 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_BSYSL0 

― ― BSYSL05 BSYSL04 BSYSL03 BSYSL02 BSYSL01 BSYSL00 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_BSYSL1 

― ― BSYSL15 BSYSL14 BSYSL13 BSYSL12 BSYSL11 BSYSL10 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― PRIMD02 PRIMD01 PRIMD00 ― ― ― ― 

TSU_PRISL0 

PRISL07 PRISL06 PRISL05 PRISL04 PRISL03 PRISL02 PRISL01 PRISL00 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― PRIMD12 PRIMD11 PRIMD10 ― ― ― ― 

TSU_PRISL1 

PRISL17 PRISL16 PRISL15 PRISL14 PRISL13 PRISL12 PRISL11 PRISL10 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― FW40 FW30 FW20 FW10 

TSU_FWSL0 

― ― ― ― ― ― ― ― 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット

31/23/15/7

ビット

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット

27/19/11/3

ビット

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― FW41 FW31 FW21 FW11 

TSU_FWSL1 

― ― ― ― ― ― ― ― 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― POSTENU POSTENL ― ― ― ― 

TSU_FWSLC 

CAMSEL03 CAMSEL02 CAMSEL01 CAMSEL00 CAMSEL13 CAMSEL12 CAMSEL11 CAMSEL10 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_QTAGM0 

― ― ― ― ― ― QTAGM01 QTAGM00 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_QTAGM1 

― ― ― ― ― ― QTAGM11 QTAGM10 

― ― ― ― TINT40 TINT30 TINT20 TINT10 

OVF0 RBSY0 ― RINT50 RINT40 RINT30 RINT20 RINT10 

― ― ― ― TINT41 TINT31 TINT21 TINT11 

TSU_FWSR 

OVF1 RBSY1 ― RINT51 RINT41 RINT31 RINT21 RINT11 

― ― ― ― TINTM40 TINTM30 TINTM20 TINTM10 

OVFM0 RBSYM0 ― RINTM50 RINTM40 RINTM30 RINTM20 RINTM10 

― ― ― ― TINTM41 TINTM31 TINTM21 TINTM11 

TSU_FWINMK 

OVFM1 RBSYM1 ― RINTM51 RINTM41 RINTM31 RINTM21 RINTM11 

 

QTAG031 QTAG030 QTAG029 QTAG028 QTAG027 QTAG026 QTAG025 QTAG024 

QTAG023 QTAG022 QTAG021 QTAG020 QTAG019 QTAG018 QTAG017 QTAG016 

QTAG015 QTAG014 QTAG013 ― QTAG011 QTAG010 QTAG009 QTAG008 

TSU_ADQT0 

QTAG007 QTAG006 QTAG005 QTAG004 QTAG003 QTAG002 QTAG001 QTAG000 

QTAG131 QTAG130 QTAG129 QTAG128 QTAG127 QTAG126 QTAG125 QTAG124 

QTAG123 QTAG122 QTAG121 QTAG120 QTAG119 QTAG118 QTAG117 QTAG116 

QTAG115 QTAG114 QTAG113 ― QTAG111 QTAG110 QTAG109 QTAG108 

TSU_ADQT1 

QTAG107 QTAG106 QTAG105 QTAG104 QTAG103 QTAG102 QTAG101 QTAG100 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

TSU_ADSBSY 

― ― ― ― ― ― ― ADSBSY 

TEN0 TEN1 TEN2 TEN3 TEN4 TEN5 TEN6 TEN7 

TEN8 TEN9 TEN10 TEN11 TEN12 TEN13 TEN14 TEN15 

TEN16 TEN17 TEN18 TEN19 TEN20 TEN21 TEN22 TEN23 

TSU_TEN 

TEN24 TEN25 TEN26 TEN27 TEN28 TEN29 TEN30 TEN31 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

POST03 POST02 POST01 POST00 POST13 POST12 POST11 POST10 

POST23 POST22 POST21 POST20 POST33 POST32 POST31 POST30 

POST43 POST42 POST41 POST40 POST53 POST52 POST51 POST50 

TSU_POST1 

POST63 POST62 POST61 POST60 POST73 POST72 POST71 POST70 

 

POST83 POST82 POST81 POST80 POST93 POST92 POST91 POST90 

POST103 POST102 POST101 POST100 POST113 POST112 POST111 POST110 

POST123 POST122 POST121 POST120 POST133 POST132 POST131 POST130 

TSU_POST2 

POST143 POST142 POST141 POST140 POST153 POST152 POST151 POST150 

POST163 POST162 POST161 POST160 POST173 POST172 POST171 POST170 

POST183 POST182 POST181 POST180 POST193 POST192 POST191 POST190 

POST203 POST202 POST201 POST200 POST213 POST212 POST211 POST210 

TSU_POST3 

POST223 POST222 POST221 POST220 POST233 POST232 POST231 POST230 

POST243 POST242 POST241 POST240 POST253 POST252 POST251 POST250 

POST263 POST262 POST261 POST260 POST273 POST272 POST271 POST270 

POST283 POST282 POST281 POST280 POST293 POST292 POST291 POST290 

TSU_POST4 

POST303 POST302 POST301 POST300 POST313 POST312 POST311 POST310 

 

ADRHn31 ADRHn30 ADRHn29 ADRHn28 ADRHn27 ADRHn26 ADRHn25 ADRHn24 

ADRHn23 ADRHn22 ADRHn21 ADRHn20 ADRHn19 ADRHn18 ADRHn17 ADRHn16 

ADRHn15 ADRHn14 ADRHn13 ADRHn12 ADRHn11 ADRHn10 ADRHn9 ADRHn8 

TSU_ADRHn 

（n＝0～31） 

ADRHn7 ADRHn6 ADRHn5 ADRHn4 ADRHn3 ADRHn2 ADRHn1 ADRHn0 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

ADRLn15 ADRLn14 ADRLn13 ADRLn12 ADRLn11 ADRLn10 ADRLn9 ADRLn8 

TSU_ADRLn 

（n＝0～31） 

ADRLn7 ADRLn6 ADRLn5 ADRLn4 ADRLn3 ADRLn2 ADRLn1 ADRLn0 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

NTC031 NTC030 NTC029 NTC028 NTC027 NTC026 NTC025 NTC024 

NTC023 NTC022 NTC021 NTC020 NTC019 NTC018 NTC017 NTC016 

NTC015 NTC014 NTC013 NTC012 NTC011 NTC010 NTC009 NTC008 

TXNLCR0 

（SH7710、 

 SH7712） 

TXNLCR 

（SH7713） NTC007 NTC006 NTC005 NTC004 NTC003 NTC002 NTC001 NTC000 

TC031 TC030 TC029 TC028 TC027 TC026 TC025 TC024 

TC023 TC022 TC021 TC020 TC019 TC018 TC017 TC016 

TC015 TC014 TC013 TC012 TC011 TC010 TC009 TC008 

TXALCR0 

（SH7710、 

 SH7712） 

TXALCR 

（SH7713） TC007 TC006 TC005 TC004 TC003 TC002 TC001 TC000 

NRC031 NRC030 NRC029 NRC028 NRC027 NRC026 NRC025 NRC024 

NRC023 NRC022 NRC021 NRC020 NRC019 NRC018 NRC017 NRC016 

NRC015 NRC014 NRC013 NRC012 NRC011 NRC010 NRC009 NRC008 

RXNLCR0 

（SH7710、 

 SH7712） 

RXNLCR 

（SH7713） NRC007 NRC006 NRC005 NRC004 NRC003 NRC002 NRC001 NRC000 

EtherC 

RC031 RC030 RC029 RC028 RC027 RC026 RC025 RC024 

RC023 RC022 RC021 RC020 RC019 RC018 RC017 RC016 

RC015 RC014 RC013 RC012 RC011 RC010 RC009 RC008 

RXALCR0 

（SH7710、 

 SH7712） 

RXALCR 

（SH7713） RC007 RC006 RC005 RC004 RC003 RC002 RC001 RC000 

 

NFC031 NFC030 NFC029 NFC028 NFC027 NFC026 NFC025 NFC024 

NFC023 NFC022 NFC021 NFC020 NFC019 NFC018 NFC017 NFC016 

NFC015 NFC014 NFC013 NFC012 NFC011 NFC010 NFC009 NFC008 

FWNLCR0 

NFC007 NFC006 NFC005 NFC004 NFC003 NFC002 NFC001 NFC000 

FC031 FC030 FC029 FC028 FC027 FC026 FC025 FC024 

FC023 FC022 FC021 FC020 FC019 FC018 FC017 FC016 

FC015 FC014 FC013 FC012 FC011 FC010 FC009 FC008 

FWALCR0 

FC007 FC006 FC005 FC004 FC003 FC002 FC001 FC000 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

NTC131 NTC130 NTC129 NTC128 NTC127 NTC126 NTC125 NTC124 

NTC123 NTC122 NTC121 NTC120 NTC119 NTC118 NTC117 NTC116 

NTC115 NTC114 NTC113 NTC112 NTC111 NTC110 NTC109 NTC108 

TXNLCR1 

NTC107 NTC106 NTC105 NTC104 NTC103 NTC102 NTC101 NTC100 

TC131 TC130 TC129 TC128 TC127 TC126 TC125 TC124 

TC123 TC122 TC121 TC120 TC119 TC118 TC117 TC116 

TC115 TC114 TC113 TC112 TC111 TC110 TC109 TC108 

TXALCR1 

TC107 TC106 TC105 TC104 TC103 TC102 TC101 TC100 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

NRC131 NRC130 NRC129 NRC128 NRC127 NRC126 NRC125 NRC124 

NRC123 NRC122 NRC121 NRC120 NRC119 NRC118 NRC117 NRC116 

NRC115 NRC114 NRC113 NRC112 NRC111 NRC110 NRC109 NRC108 

RXNLCR1 

NRC107 NRC106 NRC105 NRC104 NRC103 NRC102 NRC101 NRC100 

RC131 RC130 RC129 RC128 RC127 RC126 RC125 RC124 

RC123 RC122 RC121 RC120 RC119 RC118 RC117 RC116 

RC115 RC114 RC113 RC112 RC111 RC110 RC109 RC108 

RXALCR1 

RC107 RC106 RC105 RC104 RC103 RC102 RC101 RC100 

NFC131 NFC130 NFC129 NFC128 NFC127 NFC126 NFC125 NFC124 

NFC123 NFC122 NFC121 NFC120 NFC119 NFC118 NFC117 NFC116 

NFC115 NFC114 NFC113 NFC112 NFC111 NFC110 NFC109 NFC108 

FWNLCR1 

NFC107 NFC106 NFC105 NFC104 NFC103 NFC102 NFC101 NFC100 

FC131 FC130 FC129 FC128 FC127 FC126 FC125 FC124 

FC123 FC122 FC121 FC120 FC119 FC118 FC117 FC116 

FC115 FC114 FC113 FC112 FC111 FC110 FC109 FC108 

FWALCR1 

FC107 FC106 FC105 FC104 FC103 FC102 FC101 FC100 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

EDMRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EDMR 

（SH7713） 
― ― DL1 DL0 ― ― ― SWR 

E-DMAC 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

EDTRRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EDTRR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― TR 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

― ― ― ― ― ― ― ― 

EDRRRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EDRRR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― RR 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

TDLA31 TDLA30 TDLA29 TDLA28 TDLA27 TDLA26 TDLA25 TDLA24 

TDLA23 TDLA22 TDLA21 TDLA20 TDLA19 TDLA18 TDLA17 TDLA16 

TDLA15 TDLA14 TDLA13 TDLA12 TDLA11 TDLA10 TDLA9 TDLA8 

TDLARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TDLAR 

（SH7713） 
TDLA7 TDLA6 TDLA5 TDLA4 TDLA3 TDLA2 TDLA1 TDLA0 

RDLA31 RDLA30 RDLA29 RDLA28 RDLA27 RDLA26 RDLA25 RDLA24 

RDLA23 RDLA22 RDLA21 RDLA20 RDLA19 RDLA18 RDLA17 RDLA16 

RDLA15 RDLA14 RDLA13 RDLA12 RDLA11 RDLA10 RDLA9 RDLA8 

E-DMAC 

RDLARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RDLAR 

（SH7713） 
RDLA7 RDLA6 RDLA5 RDLA4 RDLA3 RDLA2 RDLA1 RDLA0  

― TWB ― ― ― TABT RABT RFCOF  

ADE ECI TC TDE TFUF FR RDE RFOF  

― ― ― ― CND DLC CD TRO  

EESRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EESR 

（SH7713） 
RMAF ― ― RRF RTLF RTSF PRE CERF  

― TWBIP ― ― ― TABTIP RABTIP RFCOFIP  

ADEIP ECIIP TCIP TDEIP TFUFIP FRIP RDEIP RFOFIP  

― ― ― ― CNDIP DLCIP CDIP TROIP  

EESIPRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EESIPR 

（SH7713） 
RMAFIP ― ― RRFIP RTLFIP RTSFIP PREIP CERFIP  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

TRSCERn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TRSCER 

（SH7713） 
RMAFCE ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

MFC15 MFC14 MFC13 MFC12 MFC11 MFC10 MFC9 MFC8  

RMFCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RMFCR 

（SH7713） 
MFC7 MFC6 MFC5 MFC4 MFC3 MFC2 MFC1 MFC0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

― ― ― ― ― ― ― ― E-DMAC 

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― TFT10 TFT9 TFT8  

TFTRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TFTR 

（SH7713） 
TFT7 TFT6 TFT5 TFT4 TFT3 TFT2 TFT1 TFT0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― TFD2 TFD1 TFD0  

FDRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

FDR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― RFD2 RFD1 RFD0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

RMCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RMCR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― RNC  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

EDOCRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

EDOCR 

（SH7713） 
― ― ― ― FEC AEC ― ―  

RBWA31 RBWA30 RBWA29 RBWA28 RBWA27 RBWA26 RBWA25 RBWA24  

RBWA23 RBWA22 RBWA21 RBWA20 RBWA19 RBWA18 RBWA17 RBWA16  

RBWA15 RBWA14 RBWA13 RBWA12 RBWA11 RBWA10 RBWA9 RBWA8  

RBWARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RBWAR 

（SH7713） 
RBWA7 RBWA6 RBWA5 RBWA4 RBWA3 RBWA2 RBWA1 RBWA0  

RDFA31 RDFA30 RDFA29 RDFA28 RDFA27 RDFA26 RDFA25 RDFA24  

RDFA23 RDFA22 RDFA21 RDFA20 RDFA19 RDFA18 RDFA17 RDFA16  

RDFA15 RDFA14 RDFA13 RDFA12 RDFA11 RDFA10 RDFA9 RDFA8  

RDFARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

RDFAR 

（SH7713） 
RDFA7 RDFA6 RDFA5 RDFA4 RDFA3 RDFA2 RDFA1 RDFA0  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

TBRA31 TBRA30 TBRA29 TBRA28 TBRA27 TBRA26 TBRA25 TBRA24 E-DMAC 

TBRA23 TBRA22 TBRA21 TBRA20 TBRA19 TBRA18 TBRA17 TBRA16  

TBRA15 TBRA14 TBRA13 TBRA12 TBRA11 TBRA10 TBRA9 TBRA8  

TBRARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TBRAR 

（SH7713） 
TBRA7 TBRA6 TBRA5 TBRA4 TBRA3 TBRA2 TBRA1 TBRA0  

TDFA31 TDFA30 TDFA29 TDFA28 TDFA27 TDFA26 TDFA25 TDFA24  

TDFA23 TDFA22 TDFA21 TDFA20 TDFA19 TDFA18 TDFA17 TDFA16  

TDFA15 TDFA14 TDFA13 TDFA12 TDFA11 TDFA10 TDFA9 TDFA8  

TDFARn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TDFAR 

（SH7713） 
TDFA7 TDFA6 TDFA5 TDFA4 TDFA3 TDFA2 TDFA1 TDFA0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― RFF2 RFF1 RFF0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

FCFTRn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

FCFTR 

（SH7713） 
― ― ― ― ― RFD2 RFD1 RFD0  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ―  

TRIMDn 

（n＝0、1） 

（SH7710、 

 SH7712） 

TRIMD 

（SH7713） 
― ― ― ― ― ― ― TIS  

PACR PA7MD1 PA7MD0 PA6MD1 PA6MD0 PA5MD1 PA5MD0 PA4MD1 PA4MD0 PFC 

 PA3MD1 PA3MD0 PA2MD1 PA2MD0 PA1MD1 PA1MD0 PA0MD1 PA0MD0  

PBCR PB7MD1 PB7MD0 PB6MD1 PB6MD0 PB5MD1 PB5MD0 PB4MD1 PB4MD0  

 PB3MD1 PB3MD0 PB2MD1 PB2MD0 PB1MD1 PB1MD0 PB0MD1 PB0MD0  

PCCR PC7MD1 PC7MD0 PC6MD1 PC6MD0 PC5MD1 PC5MD0 PC4MD1 PC4MD0  

 PC3MD1 PC3MD0 PC2MD1 PC2MD0 PC1MD1 PC1MD0 PC0MD1 PC0MD0  

PETCR PET3MD ― PET2MD ― PET1MD ― PET0MD ―  

 ― ― ― ― ― ― ― ―  

PADR PA7DT PA6DT PA5DT PA4DT PA3DT PA2DT PA1DT PA0DT 

PBDR PB7DT PB6DT PB5DT PB4DT PB3DT PB2DT PB1DT PB0DT 

PCDR PC7DT PC6DT PC5DT PC4DT PC3DT PC2DT PC1DT PC0DT 

I/O 

ポート 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SDIR TI7 TI6 TI5 TI4 TI3 TI2 TI1 TI0 H-UDI 

 ― ― ― ― ― ― ― ―  

SDID/SDIDH DID31 DID30 DID29 DID28 DID27 DID26 DID25 DID24  

 DID23 DID22 DID21 DID20 DID19 DID18 DID17 DID16  

SDIDL DID15 DID14 DID13 DID12 DID11 DID10 DID9 DID8  

 DID7 DID6 DID5 DID4 DID3 DID2 DID1 DID0  

【注】 *1 CS0WCRの 1段目は通常空間／バイト選択付き SRAM、2段目はバースト ROM（クロック非同期）、3段目はバ

ースト ROM（クロック同期）にそれぞれ対応するビット名を示します。 

 *2 CS2WCR、CS3WCRの 1段目は通常空間／バイト選択付き SRAM、2段目は SDRAMにそれぞれ対応するビット

名を示します。 

 *3 CS4WCRの 1段目は通常空間／バイト選択付 SRAM、2段目はバースト ROM（クロック非同期）にそれぞれ対

応するビット名を示します。 

 *4 CS5AWCR、CS6AWCRは通常空間／バイト選択付 SRAMに対応するビット名を示します。 

 *5 CS5BWCR、CS6BWCRの 1段目は通常空間／バイト選択付 SRAM、2段目は PCMCIAにそれぞれ対応するビッ

ト名を示します。 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

24.3 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

INTEVT 初期化 初期化 保持 ― 保持 

INTEVT2 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TRA 初期化 初期化 保持 ― 保持 

EXPEVT 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TEA 初期化 初期化 保持 ― 保持 

例外処理 

MMUCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

PTEH 初期化 初期化 保持 保持 保持 

PTEL 初期化 初期化 保持 保持 保持 

TTB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

MMU 

CCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 

CCR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 

CCR3 初期化 初期化 保持 保持 保持 

キャッシュ 

IPRA 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRB 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRC 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRD 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRE 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRF 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRG 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRH 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPRI 初期化 初期化 保持 ― 保持 

ICR0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

ICR1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR2 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR3 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR4 初期化 初期化 保持 ― 保持 

IRR5 初期化 初期化 保持*2 ― 保持 

IRR7 初期化 初期化 保持 ― 保持 

INTC 

IRR8 初期化 初期化 保持 ― 保持  

BARA 初期化 初期化 保持 保持 保持 UBC 

BAMRA 初期化 初期化 保持 保持 保持  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

BBRA 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BARB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BAMRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BBRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BDRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BDMRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BRCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BETR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BRSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BRDR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BASRA 初期化 初期化 保持 保持 保持 

BASRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 

UBC 

STBCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

STBCR2 初期化 保持 保持 ― 保持 

STBCR3 初期化 保持 保持 ― 保持 

低消費電力 

FRQCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

WTCNT 初期化 初期化 保持 ― 保持 

WTCSR 初期化 初期化 保持 ― 保持 

CPG 

CMNCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS0BCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS2BCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS3BCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS4BCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS5ABCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS5BBCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS6ABCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS6BBCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS0WCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS2WCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS3WCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS4WCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS5AWCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

BSC 

CS5BWCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS6AWCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

CS6BWCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

 

SDCR 初期化 保持 保持 ― 保持  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

RTCSR 初期化 保持 保持 ― 保持 

RTCNT 初期化 保持 保持 ― 保持 

RTCOR 初期化 保持 保持 ― 保持 

BSC 

SAR_n 

(n=0～5) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

DAR_n 

(n=0～5) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMATCR_n 

(n=0～5) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

CHCR_n 

(n=0～5) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMAOR 初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMARS0 初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMARS1 初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMARS2 初期化 初期化 保持 保持 保持 

DMAC 

TSTR 初期化 初期化 初期化*3 初期化 保持 

TCOR_n 

(n=0～2) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

TCNT_n 

(n=0～2) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

TCR_n 

(n=0～2) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

TMU 

R64CNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RMINCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RHRCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RWKCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RDAYCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RMONCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RYRCNT 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

RMINAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

RHRAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

RTC 

RWKAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

RDAYAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

RMONAR 保持*4 保持 保持 保持 保持 

 

RYRAR 保持 保持 保持 保持 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

RCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 

RCR2 初期化 初期化*5 保持 保持 保持 

RCR3 初期化 保持 保持 保持 保持 

RTC 

SCSMR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCBRR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCSCR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCFTDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCFSR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCFRDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCFCR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCFDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCLSR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SCIF 

SIMDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SISCR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SITDAR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIRDAR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SICDAR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SICTR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIOF 

SIFCTR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SISTR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIIER_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

SITDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIRDR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SITCR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIRCR_n 

(n=0、1) 

初期化 初期化 保持 保持 保持 

SIOF 

ECMRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

ECMR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

ECSRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

ECSR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

ECSIPRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

ECSIPR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

PIRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

PIR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

MAHRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

MAHR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

MALRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

MALR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

RFLRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RFLR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

PSRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

PSR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

TROCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TROCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

CDCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

CDCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

LCCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

LCCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

CNDCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

CNDCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

CEFCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

CEFCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

FRECRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

FRECR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  
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SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

TSFRCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TSFRCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

TLFRCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TLFRCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

RFCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RFCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

MAFCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

MAFCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

IPGRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

IPGR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

ARSTR 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_CTRST 初期化 初期化 保持 ― 保持 

 

TSU_FWEN0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWEN1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FCM 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_BSYSL0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_BSYSL1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_PRISL0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_PRISL1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWSL0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWSL1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWSLC 初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

TSU_QTAGM0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_QTAGM1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_ADQT0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_ADQT1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWSR 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_FWINMK 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_ADSBSY 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_TEN 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_POST1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_POST2 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_POST3 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_POST4 初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

TXNLCR0 

(SH7710、SH7712) 

TXNLCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 EtherC 

TXALCR0 

(SH7710、SH7712) 

TXALCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RXNLCR0 

(SH7710、SH7712) 

RXNLCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RXALCR0 

(SH7710、SH7712) 

RXALCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

FWNLCR0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

FWALCR0 初期化 初期化 保持 ― 保持 

TXNLCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

TXALCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持  

RXNLCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持  

RXALCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持  

FWNLCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持  

FWALCR1 初期化 初期化 保持 ― 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

TSU_ADRHn 

(n=0～31) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

TSU_ADRLn 

(n=0～31) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 

EtherC 

（SH7710、 

 SH7712） 

EDMRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EDMR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 E-DMAC 

EDTRRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EDTRR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

EDRRRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EDRRR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

TDLARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TDLAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RDLARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RDLAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

EESRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EESR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

EESIPRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EESIPR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

TRSCERn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TRSCER 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 E-DMAC 

RMFCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RMFCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

TFTRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TFTR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

FDRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

FDR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RMCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RMCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

EDOCRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

EDOCR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RBWARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RBWAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

RDFARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

RDFAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

 



 

24. レジスタ一覧 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  24-47 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル 

リセット*1 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

TBRARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TBRAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持 E-DMAC 

TDFARn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TDFAR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

FCFTRn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

FCFTR 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

TRIMDn 

(n=0、1) 

(SH7710、SH7712) 

TRIMD 

(SH7713) 

初期化 初期化 保持 ― 保持  

PACR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PBCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PCCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PETCR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PFC 

PADR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PBDR 初期化 保持 保持 ― 保持 

PCDR 初期化 保持 保持 ― 保持 

I/Oポート 

SDIR 保持 保持 保持 保持 保持 

SDID/SDIDH 保持 保持 保持 保持 保持 

SDIDL 保持 保持 保持 保持 保持 

H-UDI 

【注】 *1 レジスタの初期値は、各モジュールの章を参照してください。また、初期値が不定のレジスタについても値が保持

されないため、初期化と表現しています。 

 *2 スタンバイモード時に初期化されるビットがあります。詳細は「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」を参

照してください。 

 *3 PLL1の逓倍率を変更した場合、初期化されます。 

 *4 パワーオンリセット時に初期化されるビットがあります。詳細は「第 15章 リアルタイムクロック（RTC）」を

参照してください。 

 *5 マニュアルリセット時に初期化されるビットがあります。詳細は「第 15章 リアルタイムクロック（RTC）」を

参照してください。 
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25. 電気的特性 

25.1 絶対最大定格 

絶対最大定格を表 25.1に示します。 
 

表 25.1 絶対最大定格 

項   目 記号 定格値 単位 

電源電圧（I/O） VCCQ 

VCCQ-RTC 

－0.3～4.6 V 

電源電圧（内部） VCC 

VCC-PLL1 

VCC-PLL2 

－0.3～2.1 V 

入力電圧 Vin －0.3～VCCQ＋0.3 V 

動作温度 Topr －20～75 ℃ 

保存温度 Tstg －55～125 ℃ 

 

【使用上の注意】 

 1. 絶対最大定格を越えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 2. 1.5V系電源（VCC、VCC-PLL1、VCC-PLL2）と 3.3V系電源（VCCQ、VCCQ-RTC）の投入順序について 

 （1）電源投入順は、3.3V系電源と 1.5V系電源を同時刻投入、または 3.3V系を先に投入してください。 

  3.3V系電源を先に投入した後、1ms以内に 1.5V系電源を投入してください。この間隔をできるだけ短くすること

を推奨します。 

（2） すべての電源に電圧が印加され、RESETP端子に Lowレベルが入力されるまでの間、内部回路の状態は不確定な

ので、各端子の状態も不定となります。この不定状態によってシステムが誤動作を起こさないようにシステム設計

を行なってください。 

（3） 電源投入時、1.5V系電源の電圧が 3.3V系電源より高くならないようにしてください。 

3. 電源の切断順序について 

（1） 電源投入時と逆に 1.5V系電源を先に切断してください。この後、1ms以内に 3.3V系電源を切ってください。こ

の間隔をできるだけ短くすることを推奨します。 

（2） 1.5V系電源だけを切断した状態では、端子状態は不定となります。この状態によってシステムが誤動作を起こさ

ないようにシステム設計を行なってください。 

（3） 電源切断時、1.5V系電源の電圧が 3.3V系電源より高くならないようにしてください。 
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VccQ(min)電圧

VccQ：3.3V系電源

Vcc：1.5V系電源�

Vcc(min)電圧tpwu

tunc
GND

Vcc/2 レベル電圧

VccQ(min)
到達時間

Vcc(min)
到達時間

状態不定期間 通常動作期間 動作停止

クロック発振開始
発振安定時間(10ms)

パワーオンリセット解除し通常動作へ

tpwd

 

図 25.1 電源投入シーケンス 

 

電源投入／切断時間推奨値 

項   目 記号 最大許容値 単位 

VCCQ－VCC電源投入時間差 tpwu 1 ms 

VCCQ－VCC電源切断時間差 tpwd 1 ms 

状態不定時間 tunc 10 ms 

【注】 上記は推奨値であり、厳密な設定を要求するものではありません。 

 状態不定時間は各々の電源立ち上がりが過渡状態にある時間を意味します。 

 端子状態は VCCQ（min）到達時間で確定しますが、パワーオンリセット（RESETP）が正常に受け付けられるのは VCC

（min）到達時間以降でかつクロック発振安定時間以後となります。 

 状態不定時間は 10ms以下となるようにしてください。 
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25.2 DC特性 

DC特性を表 25.2、表 25.3に示します。 
 

表 25.2 DC特性（1） 

条件：Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

VCCQ、 

VCCQ-RTC 

3.0 3.3 3.6 V  電源電圧 

VCC 

VCC-PLL1 

VCC-PLL2 

1.4 1.5 1.6 V  

ICC － 250 330 mA VCC＝1.5V 

Iφ＝200MHz 

通常動作時 

 

ICCQ － 40 70 mA Bφ＝66.67MHz 

ICC － 110 160 スリープ 

モード時* ICCQ － 4 7 

mA VCCQ＝3.3V 

Bφ＝66.67MHz 

ICC － 1500 2600 

ICCQ － 75 230 

μA Ta＝25℃（RTC on） 

VCCQ＝3.3V 

VCC＝1.5V 

ICC － 1500 2600 

消費電流 

スタンバイ 

モード時 

ICCQ － 75 230 

μA Ta＝25℃（RTC off） 

VCCQ＝3.3V 

VCC＝1.5V 

入力リーク電流 全入力端子 |Iin | － － 1.0 μA Vin＝ 

0.5～VCCQ－0.5V 

スリーステート

リーク電流 

入出力、 

全出力端子 

（オフ状態） 

|ISTI | － － 1.0 μA Vin＝ 

0.5～VCCQ－0.5V 

プルアップ抵抗 ポート端子 Rpull 20 60 180 kΩ  

端子容量 全端子 C － － 20 pF  

【注】 * リフレッシュサイクル以外の外部バスサイクルがないとき。 
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表 25.2 DC特性（2） 

条件：Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

RESETP、 

RESETM、NMI、

IRQ5～IRQ0、 

MD5～MD0、

ASEMD0、TRST、

EXTAL、CKIO 

VCCQ×0.9 － VCCQ＋0.3  

EXTAL2 － － － 水晶発振子を接続

しない場合は VCCQ

に接続してくださ

い（プルアップ）。 

入力 High 

レベル電圧 

その他の入力端子 

VIH 

2.0 － VCCQ＋0.3 

V 

 

RESETP、 

RESETM、NMI、

IRQ5～IRQ0、 

MD5～MD0、

ASEMD0、TRST、

EXTAL、CKIO 

－0.3  VCCQ×0.1  

EXTAL2 － － － 水晶発振子を接続

しない場合は VCCQ

に接続してくださ

い（プルアップ）。 

入力 Low 

レベル電圧 

その他の入力端子 

VIL 

－0.3  VCCQ×0.2 

V 

 

出力 High 

レベル電圧 

全出力端子 VOH 

 

2.4 － － V VCCQ＝3.0V、 

IOH＝－2mA 

出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子 VOL － － 0.55 V VCCQ＝3.0V、 

IOL＝2mA 

【注】 1. RTCを使用しない場合も必ず、VCCQ-RTCと VSSQ-RTCとの間に給電してください。 

 2. 消費電流値は、VIHmin＝VCCQ－0.5V、VILmax＝0.5Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした場合の値で

す。 
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表 25.3 出力許容電流値 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力 Lowレベル許容電流（1端子あたり） IOL － － 2.0 mA 

出力 Lowレベル許容電流（総和） ΣIOL － － 120 mA 

出力 Highレベル許容電流（1端子あたり） －IOH － － 2.0 mA 

出力 Highレベル許容電流（総和） Σ(－IOH) － － 40 mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 25.3の値を越えないようにしてください。 

 

25.3 AC特性 

本 LSIの入力は原則としてクロック同期入力です。特にことわりがない限り、各入力信号のセットアップ・ホ

ールド時間は必ず守ってください。 
 

表 25.4 最大動作周波数 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

CPU、キャッシュ（Iφ） 33.34 － 200  

外部バス（Bφ） 33.34 － 66.67  

動作周波数 

周辺モジュール（Pφ） 

f 

8.34 － 33.34 

MHz 
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25.3.1 クロックタイミング 
 

表 25.5 クロックタイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃、外部バス最大動作周波数：66.67MHz 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTALクロック入力周波数 fEX 10 66.67 MHz 

EXTALクロック入力サイクル時間 tEXcyc 15 100 ns 

EXTALクロック入力 Lowレベルパルス幅 tEXL 1.5 －  

EXTALクロック入力 Highレベルパルス幅 tEXH 1.5 －  

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tEXR － 6  

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tEXF － 6  

25.2 

CKIOクロック入力周波数 fCKI 33.34 66.67 MHz 

CKIOクロック入力サイクル時間 tCKIcyc 15 30 ns 

CKIOクロック入力 Lowレベルパルス幅 tCKIL 3 －  

CKIOクロック入力 Highレベルパルス幅 tCKIH 3 －  

CKIOクロック入力立ち上がり時間 tCKIR － 4  

CKIOクロック入力立ち下がり時間 tCKIF － 4  

25.3 

CKIOクロック出力周波数 fOP 33.34 66.67 MHz 

CKIOクロック出力サイクル時間 tcyc 15 30 ns 

CKIOクロック出力 Lowレベルパルス幅 tCKOL 3 －  

CKIOクロック出力 Highレベルパルス幅 tCKOH 3 －  

CKIOクロック出力立ち上がり時間 tCKOR － 4  

CKIOクロック出力立ち下がり時間 tCKOF － 4  

CKIO2クロック出力遅延時間 tCK2D － 2.5  

CKIO2クロック出力立ち上がり時間 tCK2OR － 7  

CKIO2クロック出力立ち下がり時間 tCK2OF － 7  

25.4 

パワーオン発振安定時間 tOSC1 10 － ms 25.5 

RESETPセットアップ時間 tRESPS 20 － ns 25.5 

RESETPアサート時間 tRESPW 20 － tcyc 25.5、25.6 

RESETMアサート時間 tRESMW 20 － tcyc 25.6 

スタンバイ復帰発振安定時間 1 tOSC2 10 － ms 25.6 

スタンバイ復帰発振安定時間 2 tOSC3 10 － ms 25.7 

スタンバイ復帰発振安定時間 3 tOSC4 11 － ms 25.8 

PLL同期安定化時間 1 tPLL1 100 － μs 25.9、25.10 

PLL同期安定化時間 2 tPLL2 100 － μs 25.11 

割り込み判定時間 

（RTC使用＆スタンバイモード時） 

tIRLSTB 100 － μs 25.10 
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tEXH

tEXF tEXR

tEXL

tEXcyc

VIH VIH
VIH1/2 VCCQ 1/2 VCCQ

VIL VIL

EXTAL*
（入力）

【注】* EXTAL端子からクロックを入力する場合　  

図 25.2 EXTALクロック入力タイミング 

tCKIcyc

tCKILtCKIH

VIH VIH
VIH

1/2VCCQ

CKIO
（入力）

1/2VCCQ

tCKIRtCKIF

VIL VIL

 

図 25.3 CKIOクロック入力タイミング 

tcyc

tCKOLtCKOH

VOH VOH
VOH

1/2VCCQ

CKIO
（出力）

1/2VCCQ

tCKORtCKOF

tCK2DtCK2D

VOL VOL

VOH

CKIO2
（出力）�

tCK2ORtCK2OF
 

図 25.4 CKIOクロック出力タイミング 
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VCC min tRESPW tRESPS
tOSC1

VCC

CKIO、
内部クロック

安定発振期間

【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間  

図 25.5 パワーオン発振安定時間 

CKIO、
内部クロック

安定発振期間スタンバイ期間

tOSC2

tRESPW
tRESMW

、�
　

【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間  

図 25.6 スタンバイ復帰時発振安定時間（リセットによる復帰） 

CKIO、
内部クロック

安定発振期間スタンバイ期間

tOSC3

NMI

【注】内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間�  

図 25.7 スタンバイ復帰時発振安定時間（NMIによる復帰） 

CKIO、
内部クロック

【注】 発振停止モード時に内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間�

安定発振期間スタンバイ期間

tOSC4

～
IRQ5～IRQ0

 

図 25.8 スタンバイ復帰時発振安定時間（IRQ5～IRQ0、IRL3～IRL0による復帰） 
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入力クロック安定期間　

リセット、NMI割り込み要求

入力クロック安定期間

通常動作  通常動作スタンバイ  

PLL出力、
CKIO出力

内部クロック

STATUS 0
STATUS 1

PLL 同期期間 

【注】 EXTAL端子からクロックを入力する場合のPLL発振安定時間

tPLL1 PLL 同期期間

EXTAL入力、
CKIO入力

 

図 25.9 リセットまたは NMI割り込みによる PLL同期安定化時間 

入力クロック安定期間　 入力クロック安定期間

通常動作  通常動作スタンバイ  

PLL出力、
CKIO出力

内部クロック

STATUS 0
STATUS 1

PLL 同期期間 

【注】　発振継続モード時およびEXTAL端子またはCKIO端子からクロックを入力する場合の�
　　　　PLL発振安定時間

tPLL1 PLL 同期期間tIRLSTB

～ ／IRQ5～IRQ0割り込み要求

EXTAL入力、
CKIO入力

 

図 25.10 IRQ/IRL割り込みによる PLL同期安定化時間 

  EXTAL入力*1

（CKIO入力）�

逓倍率変更

  CKIO出力*2、
（PLL出力）�

 内部クロック

【注】*1 クロックモード7の場合、CKIO入力
*2 クロックモード7以外の場合、PLL出力

tPLL2

 

図 25.11 周波数逓倍率変更時の PLL同期安定化時間 
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25.3.2 制御信号タイミング 
 

表 25.6 制御信号タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

66.67MHz*2 項   目 記号 

Min. Max. 

単位 参照図 

RESETPパルス幅 tRESPW 20*3 － tcyc 

RESETPセットアップ時間*1 tRESPS 20 － ns 

RESETMパルス幅 tRESMW 20*4 － tcyc 

RESETMセットアップ時間 tRESMS 10 － ns 

25.12 

BREQセットアップ時間 tBREQS 1/2tcyc＋10 －  

BREQホールド時間 tBREQH 1/2tcyc＋3 －  

25.14 

NMIセットアップ時間*1 tNMIS 10 －  

NMIホールド時間 tNMIH 3 －  

IRQ5～IRQ0セットアップ時間*1 tIRQS 10 －  

IRQ5～IRQ0ホールド時間 tIRQH 3 －  

25.13 

BACK遅延時間 tBACKD － 1/2tcyc＋13  25.14 

STATUS1、STATUS0遅延時間 tSTD － 18  25.15 

IRQOUT遅延時間 tIRQOTD － 1/2tcyc＋12  25.16 

バストライステート遅延時間 1 tBOFF1 0 30  

バストライステート遅延時間 2 tBOFF2 0 30  

バスバッファオンタイム 1 tBON1 0 30  

バスバッファオンタイム 2 tBON2 0 30  

25.14 

25.15 

【注】 tcycは外部バスクロックサイクル（Bクロックサイクル）を示します。 

 *1 RESETP、NMIおよび IRQ5～IRQ0は非同期信号です。ここに示されたセットアップ時間が守られた場合、クロ

ックの立ち上がりで変化が検出されます。セットアップ時間が守られない場合、次のクロックの立ち上がりエッジ

まで検出が遅れることがあります。 

 *2 外部バスクロックの上限が 66.67MHzです。 

 *3 スタンバイモード時は、tRESPW＝tOSC2（10ms）になります。スタンバイモードの水晶発振継続時またはクロック逓

倍が変化したときは、tRESPW＝tPLL1（100μs）になります。 

 *4 スタンバイモード時は、tRESMW＝tOSC2（10ms）になります。スタンバイモードの水晶発振継続時またはクロック逓

倍が変化したときは、STATUS0と STATUS1がリセット（HH）に変るまで RESETMを Lowレベルに保ってく

ださい。 
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CKIO

tRESPS
tRESMS

tRESPS
tRESMStRESPW

tRESMW

 

図 25.12 リセット入力タイミング 

CKIO

NMI

tNMIH tNMIS

VIH

VIL

IRQ5～IRQ0

tIRQH tIRQS

VIH

VIL  

図 25.13 割り込み信号入力タイミング 

CKIO

A25～A0、
D31～D0

、RD/ 、�
、 、
、 、
、CKE

tBREQH tBREQS

tBACKD tBACKD

tBREQH tBREQS

tBON1tBOFF1

tBOFF2 tBON2

 

図 25.14 バス権解放タイミング 
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CKIO

tSTD

tBOFF2

tBOFF1

tSTD

tBON2

tBON1

ノーマルモード スタンバイモード ノーマルモード

STATUS 0
STATUS 1

A25～A0、
D31～D0

RD、RD/WR、
RAS、CAS、
CSn、WEn、
BS、CKE

 

図 25.15 スタンバイ時の端子ドライブタイミング 

CKIO

tIRQOTD

 

図 25.16 IRQOUT出力遅延時間 
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25.3.3 ACバスタイミング仕様 
 

表 25.7 バスタイミング（1） 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃、クロックモード 0/1/2/4/5/6/7 

66.67MHz 項   目 記号 

Min. Max. 

単位 参照図 

アドレス遅延時間 1 tAD1 1 12 ns 25.17～25.42 

アドレス遅延時間 2 tAD2 － 1/2tcyc+12  25.21 

アドレスセットアップ時間 tAS 0 －  25.17～25.20 

アドレスホールド時間 tAH 0 －   

BS遅延時間 tBSD － 10  25.17～25.35、25.39～25.42 

CS遅延時間 1 tCSD1 1 10  25.17～25.42 

リードライト遅延時間 1 tRWD1 1 10   

リードストローブ時間 tRSD － 1/2tcyc+10  25.17～25.21、25.39、25.40 

リードデータセットアップ時間 1 tRDS1 1/2tcyc+6 －  25.17～25.20、25.39～25.42 

リードデータセットアップ時間 2 tRDS2 6 －  25.22～25.25、25.30～25.32 

リードデータセットアップ時間 3 tRDS3 1/2tcyc+6 －  25.21 

リードデータホールド時間 1 tRDH1 0 －  25.17～25.20、25.39～25.42 

リードデータホールド時間 2 tRDH2 2 －  25.22～25.25、25.30～25.32 

リードデータホールド時間 3 tRDH3 0 －  25.21 

ライトイネーブル遅延時間 1 tWED － 1/2tcyc+10  25.17～25.21、25.39～25.40 

ライトデータ遅延時間 1 tWDD1 － 12  25.17～25.20、25.39～25.42 

ライトデータ遅延時間 2 tWDD2 － 12  25.26～25.29、25.33～25.35 

ライトデータホールド時間 1 tWDH1 1 －  25.17～25.20 

ライトデータホールド時間 2 tWDH2 1 －  25.26～25.29、25.33～25.35 

ライトデータホールド時間 4 tWDH4 0 －  25.17～25.20 

ライトデータホールド時間 5 tWDH5 1 －  25.39～25.42 

WAITセットアップ時間 tWTS 1/2tcyc+6 －  25.18～25.21、25.40、25.42 

WAITホールド時間 tWTH 1/2tcyc+2 －   

RAS遅延時間 1 tRASD1 1 10  25.22～25.38 

CAS遅延時間 1 tCASD1 1 10   

DQM遅延時間 1 tDQMD1 1 10  25.22～25.35 

CKE遅延時間 1 tCKED1 1 10  25.37 

DACK遅延時間 tDACD － 10  25.17～25.35 

ICIORD遅延時間 tICRSD － 1/2tcyc+12  25.41～25.42 

ICIOWR遅延時間 tICWSD － 1/2tcyc+12   

IOIS16セットアップ時間 tIO16S 1/2tcyc+12 －  25.42 

IOIS16ホールド時間 tIO16H 1/2tcyc+4 －   

REFOUT遅延時間 tREF0D － 1/2tcyc+12  25.43 
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25.3.4 基本タイミング 

T1

tAD1

tAS

tCSD1

T2

tAD1

tRWD1 tRWD1

tCSD1

tRSD tRSD tAH

tRDH1

tRDS1

tWED tWED

tWDH4

tAH

tBSD tBSD

tDACD
tDACD

tWDH1tWDD1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

リード時

DACKn*

【注】*  DACKnはアクティブローを指定したときの波形

D31～D0

ライト時

 

図 25.17 基本バスサイクル（ノーウェイト） 
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T1

tAD1

tAS

tCSD1

Tw T2

tAD1

tRWD1 tRWD1

tCSD1

tRSD tRSD tAH

tRDH1

tRDS1

tWED tWED

tWDH4

tAH

tBSD tBSD

tWTH

tWTS

tDACD tDACD

tWDH1tWDD1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

リード時

DACKn*

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形

D31～D0

ライト時

 

図 25.18 基本バスサイクル（ソフトウェアウェイト 1） 
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T1

tAD1

tAS

tCSD1

TwX T2

tAD1

tRWD1 tRWD1

tCSD1

tRSD tRSD tAH

tRDH1

tRDS1

tWED tWED

tWDH4

tAH

tBSD tBSD

tWTH

tWTS

tWTH

tWTS

tDACD tDACD

tWDH1tWDD1

CKIO

A25～A0

RD/

D31～D0

リード時�

DACKn*

【注】*  DACKnはアクティブローを指定したときの波形�

D31～D0

ライト時�

 

図 25.19 基本バスサイクル（外部ウェイト 1挿入） 
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tAD1 tAD1
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図 25.20 基本バスサイクル 

（ソフトウェアウェイト 1、外部ウェイト有効（WMビット＝0）、アイドルサイクル無し設定） 
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図 25.21 バースト ROM読み出しサイクル 

（1アクセスウェイト、1外部ウェイト、1バーストウェイト、2バースト） 
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　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.22 シンクロナス DRAMシングルリードバスサイクル 

（オートプリチャージあり、CASレイテンシ 2、WTRCD＝0サイクル、WTRP＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.23 シンクロナス DRAMシングルリードバスサイクル 

（オートプリチャージあり、CASレイテンシ 2、WTRCD＝1サイクル、WTRP＝1サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.24 シンクロナス DRAMバーストリードバスサイクル（シングルリード×4） 

（オートプリチャージあり、CASレイテンシ 2、WTRCD＝0サイクル、WTRP＝1サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.25 シンクロナス DRAMバーストリードバスサイクル（シングルリード×4） 

（オートプリチャージあり、CASレイテンシ 2、WTRCD＝1サイクル、WTRP＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形 

図 25.26 シンクロナス DRAMシングルライトバスサイクル 

（オートプリチャージあり、TRWL＝1サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.27 シンクロナス DRAMシングルライトバスサイクル 

（オートプリチャージあり、WTRCD＝2サイクル、TRWL＝1サイクル） 
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　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形
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図 25.28 シンクロナス DRAMバーストライトバスサイクル（シングルライト×4） 

（オートプリチャージあり、WTRCD＝0サイクル、TRWL＝1サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

(1～4)

 

図 25.29 シンクロナス DRAMバーストライトバスサイクル（シングルライト×4） 

（オートプリチャージあり、WTRCD＝1サイクル、TRWL＝1サイクル） 
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　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形
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図 25.30 シンクロナス DRAMバーストリードバスサイクル（シングルリード×4） 

（バンクアクティブモード：ACTV+READコマンド、CASレイテンシ 2、WTRCD＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

(1～4)

 

図 25.31 シンクロナス DRAMバーストリードバスサイクル（シングルリード×4） 

（バンクアクティブモード：READコマンド、同一ロウアドレス、CASレイテンシ 2、WTRCD＝0サイクル） 
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図 25.32 シンクロナス DRAMバーストリードバスサイクル（シングルリード×4） 

（バンクアクティブモード：PRE+ACTV+READコマンド、 

異なるロウアドレス、CASレイテンシ 2、WTRCD＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.33 シンクロナス DRAMバーストライトバスサイクル（シングルライト×4） 

（バンクアクティブモード、ACTV+WRITEコマンド、WTRCD＝0サイクル、TRWL＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.34 シンクロナス DRAMバーストライトバスサイクル（シングルライト×4） 

（バンクアクティブモード、WRITEコマンド、同一ロウアドレス、WTRCD＝0サイクル、TRWL＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.35 シンクロナス DRAMバーストライトバスサイクル（シングルライト×4） 

（バンクアクティブモード、PRE+ACTV+WRITEコマンド、 

異なるロウアドレス、WTRCD＝0サイクル、TRWL＝0サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.36 シンクロナス DRAMオートリフレッシュタイミング（WTRP＝1サイクル、WTRC＝3サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.37 シンクロナス DRAMセルフリフレッシュタイミング（WTRP＝1サイクル） 
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【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.38 シンクロナス DRAMモードレジスタ書き込みタイミング（WTRP＝1サイクル） 
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図 25.39 PCMCIAメモリカードインタフェースバスタイミング 
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図 25.40 PCMCIAメモリカードインタフェースバスタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェイト 1、ハードウェイト 1） 
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図 25.41 PCMCIA I/Oカードインタフェースバスタイミング 
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図 25.42 PCMCIA I/Oカードインタフェースバスタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェイト 1、ハードウェイト 1） 

tREFOD

CKIO

 

図 25.43 REFOUT遅延時間 

 



 

25. 電気的特性 

25-40  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

表 25.8 バスタイミング（2） 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃、クロックモード 0/1/2/4/5/6/7 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

アドレス遅延時間 3 tAD3 1/2tcyc 1/2tcyc＋12 ns 25.44～25.47 

CS遅延時間 2 tCSD2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.44～25.47 

リードライト遅延時間 2 tRWD2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.44～25.47 

リードデータセットアップ時間 4 tRDS4 1/2tcyc＋6 －  25.44 

リードデータホールド時間 4 tRDH4 0 －  25.44 

ライトデータ遅延時間 3 tWDD3 － 1/2tcyc＋12  25.44 

ライトデータホールド時間 3 tWDH3 1/2tcyc －  25.44 

RAS遅延時間 2 tRASD2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.44～25.47 

CAS遅延時間 2 tCASD2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.44～25.47 

DQM遅延時間 2 tDQMD2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.44 

CKE遅延時間 2 tCKED2 1/2tcyc 1/2tcyc＋10  25.46 
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tRWD2tRWD2 tRWD2
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tCASD2 tCASD2

tRASD2 tRASD2tRASD2 tRASD2

tBSD tBSDtBSD
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tDACD
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CKIO

A25～A0
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D31～D0

CKE

DQMxx

DACKn*2

【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

tBSD

 

図 25.44 低周波モードでのアクセスタイミング（オートプリチャージ） 
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Trc Trc TrcTrrTpwTp

tAD3tAD3

(Hi-Z)

(High)

tCSD2

tRWD2 tRWD2 tRWD2

tCSD2 tCSD2 tCSD2

tRASD2tRASD2 tRASD2tRASD2

tAD3 tAD3

tCASD2 tCASD2

CKIO

A25～A0

RD/

A12/A11*1

D31～D0

CKE

DQMxx

DACKn*2

【注】*1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　*2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.45 シンクロナス DRAMオートリフレッシュタイミング（WTRP＝1サイクル、低周波モード） 
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tCKED2
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tRWD2 tRWD2 tRWD2
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tCASD2 tCASD2

TrcTrrTpwTp
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(Hi-Z)

tCKED2

CKIO

A25～A0
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A12/A11*1

D31～D0

CKE

DQMxx

DACKn*2

【注】 *1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子�
　　　 *2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.46 シンクロナス DRAMセルフリフレッシュタイミング（WTRP＝1サイクル、低周波モード） 
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【注】 *1　SDRAMのA10に接続するアドレス端子 
　　　 *2　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 25.47 シンクロナス DRAMモードレジスタ書き込みタイミング（WTRP＝1サイクル、低周波モード） 
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25.3.7 DMAC信号タイミング 
 

表 25.9 DMAC信号タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

DREQnセットアップ時間 tDRQS 10 ― ns 25.48 

DREQnホールド時間 tDRQH 3 ―  25.48 

DMAC 

TENDn、DACKn遅延時間 tDACD ― 10  25.49 

 

tDRQS tDRQH

CKIO

DREQn

 

図 25.48 DREQ入力タイミング 

CKIO

TENDn
DACKn

tDACD tDACD

 

図 25.49 TENDn、DACKn出力タイミング 

25.3.8 RTC信号タイミング 
 

表 25.10 RTC信号タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

RTC 安定発振時間 tROSC 3 ― s 25.50 

RTC水晶発振器

安定発振期間

VCC

VCCmin tROSC

 

図 25.50 RTC用水晶発振器パワーオン時安定発振時間 
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25.3.9 SCIFモジュール信号タイミング 
 

表 25.11 SCIFモジュール信号タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SCIF0 入力クロックサイクル クロック同期 tScyc 12 ― tPcyc 25.51、25.52 

SCIF1  調歩同期  4 ―   

 入力クロック立ち上がり時間 tSCKR ― 1.5  25.51 

 入力クロック立ち下がり時間 tSCKF ― 1.5   

 入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc  

 送信データ遅延時間 tTXD ― 3tPcyc*＋50 ns 25.52 

 受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 2tPcyc* ―   

 受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 2tPcyc* ―   

 RTS遅延時間 tRTSD ― 100   

 CTSセットアップ時間（クロック同期） tCTSS 100 ―   

 CTSホールド時間（クロック同期） tCTSH 100 ―   

【注】 * tPcycは周辺クロック（Pφ）サイクルを示します。 

tSCKW tSCKR tSCKF

tScyc

SCIFnCK

 

図 25.51 SCIFnCK入力クロックタイミング 

tScyc

tTXD

SCIFnCK

TxD
 (データ送信)

RxD 
(データ受信)

tRXHtRXS

tRTSD

tCTSHtCTSS

 

図 25.52 クロック同期式モード時の SCIF入出力タイミング 
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25.3.10 SIOFモジュール信号タイミング 
 

表 25.12 SIOFモジュール信号タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SIOMCLKクロック入力サイクル時間 tMcyc 30 ― ns 25.53 

SIOMCLK入力 Highレベル幅 tMWH 0.4×tMcyc ―   

SIOMCLK入力 Lowレベル幅 tMWL 0.4×tMcyc ―   

SCK_SIOクロックサイクル時間 tSIcyc 2×tPcyc ―  25.54～25.58 

SCK_SIO出力 Highレベル幅 tSWHO 0.4×tSIcyc ―  25.54～25.57 

SCK_SIO出力 Lowレベル幅 tSWLO 0.4×tSIcyc ―   

SIOFSYNC出力遅延時間 tFSD ― 20   

SCK_SIO入力 Highレベル幅 tSWHI 0.4×tSIcyc ―  25.58 

SCK_SIO入力 Lowレベル幅 tSWLI 0.4×tSIcyc ―   

SIOFSYNC入力セットアップ時間 tFSS 20 ―   

SIOFSYNC入力ホールド時間 tFSH 20 ―   

TXD_SIO出力遅延時間 tSTDD ― 20  25.54～25.58 

RXD_SIO入力セットアップ時間 tSRDS 20 ―   

RXD_SIO入力ホールド時間 tSRDH 20 ―   

【注】 * tPcycは周辺クロック（Pφ）のサイクル時間（ns） 

tMWH tMWL

tMcyc

SIOMCLK

 

図 25.53 SIOMCLK入力タイミング 
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tSIcyc

tSWLOtSWHO

tFSD

tSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD

SCK_SIO（出力）

SIOFSYNC（出力）

TXD_SIO

RXD_SIO

 

図 25.54 SIOF送受信タイミング（マスタモード 1／立ち下がりサンプリング時） 

SCK_SIO（出力）

SIOFSYNC（出力）

TXD_SIO

RXD_SIO

tSIcyc

tSWLOtSWHO

tFSD

tSTDD tSTDD

tSRDS tSRDH

tFSD

 

図 25.55 SIOF送受信タイミング（マスタモード 1／立ち上がりサンプリング時） 



 

25. 電気的特性 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  25-49 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

SCK_SIO（出力）

SIOFSYNC（出力）

TXD_SIO

RXD_SIO

tSIcyc

tSWLOtSWHO

tFSD

tSTDD tSTDDtSTDD

tSRDS

tSTDD

tSRDH

tFSD

 

図 25.56 SIOF送受信タイミング（マスタモード 2／立ち下がりサンプリング時） 

SCK_SIO（出力）

tSIcyc

tSWLOtSWHO

tFSD

tSTDD tSTDDtSTDD

tSRDS

tSTDD

tSRDH

tFSD

SIOFSYNC（出力）

TXD_SIO

RXD_SIO

 

図 25.57 SIOF送受信タイミング（マスタモード 2／立ち上がりサンプリング時） 
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tSTDD

tSRDS tSRDH

SCK_SIO（入力）

tSIcyc

tSWLItSWHI

tSTDD

tFSHtFSS

SIOFSYNC（入力）

TXD_SIO

RXD_SIO
 

図 25.58 SIOF送受信タイミング（スレーブモード 1／スレーブモード 2時） 
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25.3.11 イーサネットコントローラタイミング 
 

表 25.13 イーサネットコントローラタイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

TX-CLKサイクル時間 tTcyc 40 ― ― ns 25.59 

TX-EN出力遅延時間 tTEND 3 ― 20   

ETXD[3:0]出力遅延時間 tETDD 3 ― 20   

CRSセットアップ時間 tCRSS 10 ― ―   

CRSホールド時間 tCRSH 10 ― ―   

COLセットアップ時間 tCOLS 10 ― ―  25.60 

COLホールド時間 tCOLH 10 ― ―   

RX-CLKサイクル時間 tRcyc 40 ― ―  25.61 

RX-DVセットアップ時間 tRDVS 10 ― ―   

RX-DVホールド時間 tRDVH 3 ― ―   

ERXD[3:0]セットアップ時間 tERDS 10 ― ―   

ERXD[3:0]ホールド時間 tERDH 3 ― ―   

RX-ERセットアップ時間 tRERS 10 ― ―  25.62 

RX-ERホールド時間 tRERH 3 ― ―   

MDIOセットアップ時間 tMDIOS 10 ― ―  25.63 

MDIOホールド時間 tMDIOH 10 ― ―   

WOL出力遅延時間 tWOLD 1 ― 18  25.64 

EXOUT出力遅延時間 tEXOUTD 1 ― 28  25.65 

CAMSENセットアップ時間* tCAMS 10 ― ―  25.66 

CAMSENホールド時間* tCAMH 3 ― ―   

ARBUSY出力遅延時間 tARBYD ― ― 1/2tcyc＋

12 

 25.67 

【注】 * SH7710および SH7712のみの項目です。 
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tTEND

SFD DATA CRC

tCRSH

TX-CLK

TX-EN

ETXD[3:0]

TX-ER

CRS

COL

tCRSS

tETDD

Preamble

 

図 25.59 MII送信タイミング（正常動作時） 

Preamble JAM

TX-CLK

TX-EN

ETXD[3:0]

TX-ER

CRS

COL

tCOLH
tCOLS

 

図 25.60 MII送信タイミング（衝突発生ケース） 
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SFD DATA CRC

RX-CLK

RX-DV

ERXD[3:0]

RX-ER

tERDS

tERDH

tRDVH
tRDVS

Preamble

 

図 25.61 MII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

RX-CLK

ERXD[3:0]

RX-DV

RX-ER

tRERS
tRERH

Preamble

 

図 25.62 MII受信タイミング（エラー発生ケース） 

MDC

tMDIOS tMDIOH

MDIO
 

図 25.63 MDIO入力タイミング 

RX-CLK

tWOLD

WOL
 

図 25.64 WOL出力タイミング 
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CKIO

tEXOUTD

EXOUT
 

図 25.65 EXOUT出力タイミング 

SFD DATA

RX-CLK

RX-DV

ERXD[3:0]

CAMSEN

tCAMS

Preamble Dest Address Source Address

tCAMH

 

図 25.66 CAMSEN入力タイミング（SH7710および SH7712のみ） 

CKIO

tARBYD

 

図 25.67 ARBUBY出力タイミング 

 



 

25. 電気的特性 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  25-55 

2012.03.08  

  

 

SH7710、SH7712、SH7713グループ 

25.3.12 ポート入出力タイミング 
 

表 25.14 ポート入出力タイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

ポート 出力データ遅延時間 tPORTD ― 17 ns 25.68 

 B：Pクロック比＝1：1 tPORTS 15 ―   

 

入力データ 

セットアップ時間
B：Pクロック比＝2：1  tcyc＋15 ―   

  B：Pクロック比＝4：1  3×tcyc＋15 ―   

 入力データホールド時間 tPORTH 8 ―   

【注】 * tcycは CKIOクロック出力サイクル時間を示します。 

tPORTS

CKIO

ポート7～0
(リード時)

ポート7～0
(ライト時)

tPORTH

tPORTD

 

図 25.68 I/Oポートタイミング 
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25.3.13 H-UDI関連端子のタイミング 
 

表 25.15 H-UDI関連端子のタイミング 

条件：VCCQ＝VCCQ-RTC＝3.0～3.6V、VCC＝VCC-PLL1＝VCC-PLL2＝1.4～1.6V、 

VSSQ＝VSS＝VSSQ-RTC＝VSS-PLL1＝VSS-PLL2＝0V、Ta＝－20～75℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

TCKサイクル時間 tTCKcyc 50 ─ ns 

TCK Highレベルパルス幅 tTCKH 12 ─ ns 

TCK Lowレベルパルス幅 tTCKL 12 ─ ns 

TCK立ち上がり／立ち下がり時間 tTCKF ─ 4 ns 

25.69 

TRSTセットアップ時間 tTRSTS 12 ─ ns 

TRSTホールド時間 tTRSTH 50 ─ tcyc 

25.70 

TDIセットアップ時間 tTDIS 10 ─ ns 

TDIホールド時間 tTDIH 10 ─ ns 

TMSセットアップ時間 tTMSS 10 ─ ns 

TMSホールド時間 tTMSH 10 ─ ns 

TDO遅延時間 tTDOD ─ 15 ns 

25.71 

ASEMD0セットアップ時間 tASEMD0S 12 ─ ns 

ASEMD0ホールド時間 tASEMD0H 12 ─ ns 

25.72 

ASEBRKAK遅延時間 tASBRAKD ─ 15 ns 25.73 

 

tTCKcyc

VIH

1/2 VccQ 1/2 VccQ

VIH

VIL VIL

VIH

tTCKL

tTCKF tTCKR

tTCKH

 

図 25.69 TCK入力タイミング 

tTRSTS tTRSTH

 

図 25.70 TRST入力タイミング（リセットホールド時） 
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TCK

TMS

TDI

TDO

tTDIS tTDIH

tTCKcyc

tTMSS tTMSH

tTDOD

 

図 25.71 H-UDIデータ転送タイミング 

tASEMD0S tASEMD0H

 

図 25.72 ASEMD0入力タイミング 

tASBRAKD

CKIO

 

図 25.73 ASEBRKAK遅延時間 
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25.3.14 AC特性測定条件 

• 入出力信号参照レベル：VCCQ/2（VCCQ＝3.0～3.6V、VCC＝1.4～1.6V） 

• 入力パルスレベル：VSSQ～3.0V（ただし、RESETP、RESETM、ASEMD0、NMI、IRQ5～IRQ0、CKIO、 

およびMD5～MD0はVSSQ～VCCQ） 

• 入力立ち上がり、立ち下がり時間 ：1ns 

IOL

IOH

CL VREFV

LSI出力端子

出力負荷切替�
基準電圧�

【注】 CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。各端子は以下のように設定されています。
30pF：CKIO、 、 、 、 ～ 、
50pF：上記以外の端子
IOL = 2mA、IOH= －2mA

1.

2.  

図 25.74 出力負荷回路 
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25.4 負荷容量による遅延時間の変化 

下記に、本 LSIの各端子に規定以上（30pF）の負荷容量を接続した場合の遅延時間の変化のグラフ（参考デー

タ）を示します。規定容量を超えて外部デバイスを接続される場合は、図 25.75のグラフを参考に設計してくだ

さい。 

なお、接続される負荷容量が図 25.75の範囲を超える場合は、グラフは直線になりません。 

遅
延
時
間
（

ns
）

負荷容量（pF）

＋0 pF ＋25 pF
＋0.0 ns

＋1.0 ns

＋2.0 ns

＋3.0 ns

＋4.0 ns

＋50 pF

 

図 25.75 負荷容量－遅延時間 



 

25. 電気的特性 

25-60  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

 

 



 

R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  付録-1 

2012.03.08  

  

付録 

A. 端子状態と未使用端子の状態 
 

端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

REFOUT/IRQOUT/ARBUSY O/O/O H H Z H H オープン 共通 

BREQ I I i Z I I プルアップ 共通 

BACK O O O Z O L オープン 共通 

CS0 O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CS4 O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CS5A O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CS6A O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

WAIT I I I Z I Z プルアップ 共通 

RD O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

BS O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

D0 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D1 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D2 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D3 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D4 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D5 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D6 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D7 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D8 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D9 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D10 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D11 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D12 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D13 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D14 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D15 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

WE0（BE0）/DQMLL O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

 



 

付録 

付録-2  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

  

SH7710、SH7712、SH7713グループ

端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

WE1（BE1）/DQMLU/WE O/O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

RD/WR O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CKIO IO IO*1 Z*4IO*1 Z*4IO*1 IO*1 Z*4IO*1 オープン 共通 

CAS O H H HZ*4 O HZ*4 オープン 共通 

CKE O H O HZ*4 O OZ*5 オープン 共通 

RAS O H H HZ*4 O HZ*4 オープン 共通 

CS2 O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CS3 O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

A0 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A1 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A2 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A3 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A4 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A5 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A6 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A7 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A8 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A9 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A10 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A11 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A12 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A13 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A14 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A15 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A16 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A17 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

WE2（BE2）/ 

DQMUL/ICIORD 

O/O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

WE3（BE3）/ 

DQMUU/ICIOWR 

O/O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

D16 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D17 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D18 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D19 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D20 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 
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端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

D21 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D22 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D23 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D24 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D25 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D26 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D27 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D28 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D29 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D30 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

D31 IO Z Z Z IO Z プルアップ 共通 

A18 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A19 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A20 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A21 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A22 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A23 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A24 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

A25 O O O OZ*5 O Z オープン 共通 

PTB0 IO V P*2Z K*3Z P*2 P*2Z オープン 共通 

PTB1/CTS1 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTB2/RTS1 IO/O V P*2O K*3Z P*2O P*2O オープン 共通 

PTB3/RXD1 IO/I V P*2Z K*3Z P*2I P*2Z オープン 共通 

PTB4/TXD1 IO/O V P*2Z K*3Z P*2O P*2Z オープン 共通 

PTB5/SCIF1CK IO/IO V P*2Z K*3Z P P*2Z オープン 共通 

PTB6/CTS0 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTB7/RTS0 IO/O V P*2O K*3Z P*2O P*2O オープン 共通 

PTA0/RXD0 IO/I V P*2Z K*3Z P*2I P*2Z オープン 共通 

PTA1/TXD0 IO/O V P*2Z K*3Z P*2O P*2Z オープン 共通 

PTA2/SCIF0CK IO/IO V P*2Z K*3Z P P*2Z オープン 共通 

PTA3/SCK_SIO0 IO/IO V P*2I K*3Z P P*2I オープン 共通 

PTA4/SIOMCLK0 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTA5/RXD_SIO0 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTA6/TXD_SIO0 IO/O V P*2O K*3Z P*2O P*2O オープン 共通 

PTA7/SIOFSYNC0 IO/IO V P*2I K*3Z P P*2I オープン 共通 
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端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

CRS1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

COL1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

ETXD13 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

ETXD12 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

ETXD11 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

ETXD10 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

TX-EN1 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

TX-CLK1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

TX-ER1 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

RX-ER1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

RX-CLK1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

RX-DV1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

ERXD10 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

ERXD11 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

ERXD12 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

ERXD13 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

MDC1 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

MDIO1 IO I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

WOL1 O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

LNKSTA1 I I I Z I I プルダウン SH7710、SH7712 

EXOUT1/TEND1 O/O O O O O O オープン SH7710、SH7712 

CAMSEN1/IRQ5 I/I I I ZI*6 I I プルダウン SH7710、SH7712 

TEND1*9 O O O O O O オープン SH7713 

IRQ5*9 I I I ZI*7 I I プルダウン SH7713 

CRS0 I I I Z I I プルダウン 共通 

COL0 I I I Z I I プルダウン 共通 

ETXD03 O O O O O O オープン 共通 

ETXD02 O O O O O O オープン 共通 

ETXD01 O O O O O O オープン 共通 

ETXD00 O O O O O O オープン 共通 

TX-EN0 O O O O O O オープン 共通 

TX-CLK0 I I I Z I I プルダウン 共通 

TX-ER0 O O O O O O オープン 共通 

RX-ER0 I I I Z I I プルダウン 共通 

RX-CLK0 I I I Z I I プルダウン 共通 
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端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

RX-DV0 I I I Z I I プルダウン 共通 

ERXD00 I I I Z I I プルダウン 共通 

ERXD01 I I I Z I I プルダウン 共通 

ERXD02 I I I Z I I プルダウン 共通 

ERXD03 I I I Z I I プルダウン 共通 

MDC0 O O O O O O オープン 共通 

MDIO0 IO I I Z I I プルダウン 共通 

WOL0 O O O O O O オープン 共通 

LNKSTA0 I I I Z I I プルダウン 共通 

EXOUT0/TEND0 O/O O O O O O オープン 共通 

CAMSEN0/IRQ4 I/I I I ZI*6 I I プルダウン SH7710、SH7712 

IRQ4*9 I I I ZI*7 I I プルダウン SH7713 

MD4 I I i Z I i 必ず使用する 共通 

MD5 I I i I I i 必ず使用する 共通 

XTAL2 O O O O O O オープン 共通 

EXTAL2 I I I I I I プルアップ 共通 

ASEMD0 I M V Z V V 必ず使用する 共通 

TDI I M M V M M オープン 共通 

TMS I M M V M M オープン 共通 

TDO O Z Z Z O Z オープン 共通 

TRST I M M V M M 必ず使用する 共通 

TCK I M M V M M オープン 共通 

ASEBRKAK O V O O O O オープン 共通 

AUDSYNC O Z O O O O オープン 共通 

AUDCK O O O O O O オープン 共通 

AUDATA3 O Z O O O O オープン 共通 

AUDATA2 O Z O O O O オープン 共通 

AUDATA1 O Z O O O O オープン 共通 

AUDATA0 O Z O O O O オープン 共通 

RESETM I I I I I I プルアップ 共通 

RESETP I I I I I I 必ず使用する 共通 

NMI I I I I I I プルアップ 共通 

IRQ0/IRL0 I Z I I I I プルアップ 共通 

IRQ1/IRL1 I Z I I I I プルアップ 共通 

IRQ2/IRL2 I Z I I I I プルアップ 共通 
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端子名 Ｉ/Ｏ リセット 低消費電力 バス権解放 未使用端子 分類 

  パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

スリープ  の処理  

IRQ3/IRL3 I Z I I I I プルアップ 共通 

STATUS0 O H H H L L オープン 共通 

STATUS1 O H H L H L オープン 共通 

CKIO2 O O O OZ*5 O OZ*5 オープン 共通 

DACK0 O Z O Z O O オープン 共通 

DACK1 O Z O Z O O オープン 共通 

DREQ0 I I Z Z I I プルアップ 共通 

DREQ1 I I Z Z I I プルアップ 共通 

PTC0/SCK_SIO1 IO/IO V P*2I K*3Z P P*2I オープン 共通 

PTC1/SIOMCLK1 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTC2/RXD_SIO1 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

PTC3/TXD_SIO1 IO/O V P*2O K*3Z P*2O P*2O オープン 共通 

PTC4/SIOFSYNC1 IO/IO V P*2I K*3Z P P*2I オープン 共通 

PTC5/CE2A IO/O V P*2O K*3H P*2O P*2Z オープン 共通 

PTC6/CE2B IO/O V P*2O K*3H P*2O P*2Z オープン 共通 

PTC7/IOIS16 IO/I V P*2I K*3Z P*2I P*2I オープン 共通 

CS5B/CE1A O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

CS6B/CE1B O/O H H HZ*4 O Z オープン 共通 

MD0 I I i I I i 必ず使用する 共通 

MD1 I I i I I i 必ず使用する 共通 

MD2 I I i I I i 必ず使用する 共通 

MD3 I I i Z I i 必ず使用する 共通 

XTAL O O O O O O オープン 共通 

EXTAL I I I I I I プルアップ 共通 

VccQ  ― ― ― ― ― VccQ 共通 

VssQ  ― ― ― ― ― VssQ 共通 

Vcc  ― ― ― ― ― Vcc 共通 

Vss  ― ― ― ― ― Vss 共通 

VccQ-RTC  ― ― ― ― ― VccQ 共通 

VssQ -RTC  ― ― ― ― ― VssQ 共通 

Vcc-PLL1  ― ― ― ― ― Vcc*8 共通 

Vss-PLL1  ― ― ― ― ― Vss*8 共通 

Vcc-PLL2  ― ― ― ― ― Vcc*8 共通 

Vss-PLL2  ― ― ― ― ― Vss*8 共通 
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【記号説明】 

 I ：入力状態 

 i ：入力状態（しかし、内部論理では入力を固定） 

 O ：出力状態（レベルはハイまたはローだが、不定） 

 L ：ロー出力状態 

 H ：ハイ出力状態 

 Z ：HiZ（入力、または出力バッファ OFF状態） 

 V ：入力、出力バッファ OFF、プルアップ ON 

 M ：入力バッファ ON、出力バッファ OFF、プルアップ ON 

 K ：レジスタ設定により、出力バッファ ONまたは入力バッファ OFF（プルアップ ONまたは OFF） 

 P ：レジスタ設定により入力または出力 

【注】 *1 クロックモードに依存します。 

 *2 ポート機能を使うときには、Pとなります。 

 *3 ポート機能を使うときには、Kとなります。 

 *4 レジスタ設定によって、Zまたは Hになります。 

 *5 レジスタ設定によって、Zまたは Oになります。 

 *6 イーサネットコントローラ機能を使うときは Zになります。 

 *7 PFCの PETCRレジスタの設定がリザーブの場合は Zになります。 

 *8 Vcc-PLL1、Vcc-PLL2と Vss-PLL1、Vss-PLL2は、互いの電源干渉を避けるため、他の Vcc、Vssとはボードの電

源供給元から 3系統の独立したパターンで配線してください。 

 *9 パワーオンリセット直後はリザーブ機能になっています。各端子機能を使用する場合は、必ず PFCの PETCRレ

ジスタで使用する端子機能を選択してください。 
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B. 外形寸法図 

図 B.1および図 B.2に本 LSIの外形寸法図を示します。 
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図 B.1 外形寸法図（HQFP2828-256（FP-256G/GV）） 
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図 B.2 外形寸法図（P-LFBGA1717-256（BP-256H/HV）） 
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SH7710、SH7712、SH7713グループ

C. リセット処理プログラムを記述する際の注意事項 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセットを実行する場合には、リセット直後に必ず下記ルーチンを行っ

てください。 

  MOV.L #H'FFFFFF40, R1 

  MOV.L #H'80000005, R0 

  MOV.L #H'A4FC0008, R2 

  NOP 

  NOP 

 TESTCR2_SET 

  NOP 

  MOV.B R0, @R1 

  MOV.B R0, @R1 

  MOV.L R0, @R2 

  NOP 

  NOP 

  NOP 

  MOV.L @R2, R3 

  CMP/EQ R3, R0 

  BF TESTCR2_SET 

  NOP 

  NOP 
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本版で修正または追加された箇所 

SH7710、SH7712、SH7713グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編第 3版（RJJ09B0043-0200→

R01UH0338JJ0300）におきまして、修正および追加した箇所がありますのでご連絡させていただきます。 
 

項   目 ページ 修正箇所 

－ － SH7712、SH7713追加 

HD6417712、HD6417713追加 

－ － 用語を修正 

（修正前）TRPn → （修正後）WTRPn 

（修正前）TRCDn → （修正後）WTRCDn 

（修正前）TRCn → （修正後）WTRCn 

1. 概要と端子機能 1-1 追加 

本 LSIは、IEEE802.3u規格に準拠したメディアアクセスコントローラ（MAC）とメデ

ィアインディペンデントインタフェース（MII）標準ユニットを含むイーサネットコント

ローラを 2チャネル（SH7710、SH7712）または 1チャネル（SH7713）搭載しており、

10/100Mbpsでの LAN接続を実現することができます。さらに、IPセキュリティアクセ

ラレータを内蔵することにより、ネットワーク上のデータのセキュリティ管理を効率よ

く行うことができます*。 

： 

【注】 * IPセキュリティアクセラレータは、SH7710にのみ内蔵されています。 

1-3 追加 

5. X/Yメモリの特長 

• 3本の独立した読み出しおよび書き込みポート 

CPUからの 8、16、および 32ビットアクセス 

DSPからの最大 2つの 16ビットのアクセス 

SH7710、SH7712： 

 DMACと E-DMACからの 8、16、および 32ビットアクセス 

SH7713： 

 DMACからの 8、16、および 32ビットアクセス 

 E-DMACからの 32ビットアクセス*4 

• トータル 16kバイトのメモリ（Xと Y各メモリに対し 8kバイトの RAM）を内蔵 

1.1 特長 

1-5 追加 

15. イーサネットコントローラ（EtherC）の特長 

： 

• CAMセンス信号入力（SH7710および SH7712のみ）*4 
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項   目 ページ 修正箇所 

追加 

17. IPセキュリティアクセラレータ（IPSEC）の特長（SH7710のみ）*4 

1-6 

【注】*4を追加 

1.1 特長 

1-7 19. 製品ラインアップ 

SH7712、SH7713の行を追加 

1.2 ブロック図 

図 1.1（1）ブロック図

（SH7710） 

1-8 図タイトルを修正 

図 1.1（2）ブロック図

（SH7712） 

1-9 図を追加 

図 1.1（3）ブロック図

（SH7713） 

1-10 図を追加 

1.3.1 ピンの配置 

図 1.2（1）ピン配置図

（HQFP2828-256

（FP-256G/GV））

（SH7710、SH7712） 

1-11 図タイトルを修正 

図 1.2（2）ピン配置図

（HQFP2828-256

（FP-256G/GV））

（SH7713） 

1-12 図を追加 

図 1.3（1）ピン配置図

（P-LFBGA1717-256

（BP-256H/HV））

（SH7710、SH7712） 

1-13 図タイトルを修正 

図 1.3（2）ピン配置図

（P-LFBGA1717-256

（BP-256H/HV））

（SH7713） 

1-14 図を追加 

表 1.1 端子の機能 1-15～

1-23 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

1-26～

1-28 

分類を修正 

イーサネットコントローラ（EtherC1/0）（SH7710、SH7712） 

1.3.2 端子の機能 

表 1.2 本 LSIの端子機能

1-28、

1-29 

イーサネットコントローラ（EtherC）（SH7713）の行を追加 
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項   目 ページ 修正箇所 

2.4.2 メモリ上でのデー

タ形式 

2-13 追加 

【注】 E-DMACおよび IPSECモジュールから外部メモリをアクセスする場合、ビッグ

エンディアンのみ対応可能であり、リトルエンディアンには対応できません。 

それゆえ、E-DMACおよび IPSECから外部メモリをリトルエンディアンでアク

セスする場合は、ソフトウェアによりビッグエンディアンからリトルエンディア

ンにデータ変換する必要があります。 

なお、IPSECは、SH7710にのみ内蔵されています。 

7.2.3 DMAC、E-DMAC

および IPSECからのア

クセス 

7-2 注記を追加 

7.3.3 MMU、キャッシュ

の設定 

7-3 注記を追加 

7.3.4 スリープモード 7-4 注記を追加 

8.1.1 ブロック図 

図 8.1 割り込みコント

ローラブロック図 

8-2 注記を追加 

8.3.3 IRL割り込み 

図 8.2 IRL割り込み接続

例 

8-5 用語を修正 

（修正前）SH7710 → （修正後）本 LSI 

8.3.4 内蔵周辺モジュー

ル割り込み 

8-5 追加および削除 

内蔵周辺モジュール割り込みは、次のような 14種類（SH7710）または 13種類（SH7712、

SH7713）のモジュールで発生する割り込みです。 

： 

• IPセキュリティアクセラレータ（IPSEC）（SH7710にのみ内蔵されています） 

： 

H-UDIを除く各モジュールの優先順位レベル（0～15）は、割り込み優先レベル設定レ

ジスタ A、B、E～I（IPRA、IPRB、IPRE～IPRI）に優先順位レベル値を書き込むこと

によってにセットすることができます。H-UDIの優先順位レベルは、15（固定）です。 

8.3.5 割り込み例外処理

および優先順位 

表 8.2 割り込み例外処

理要因と優先順位（IRQ

モード時） 

8-7 【注】*4、*5を追加 

表 8.3 割り込み例外処

理要因と優先順位（IRL

モード時） 

8-8、8-9 【注】*4、*5を追加 
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項   目 ページ 修正箇所 

8.4.1 割り込み優先レベ

ル設定レジスタ A～I

（IPRA～IPRI） 

表 8.5 割り込み要求要

因と IPRA～IPRI 

8-12 SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

8-19 追加 

IRR5は、IPSEC（SH7710のみ）、DMAC、E-DMACからの割り込み要求発生の有無

を示す 8ビットレジスタです。… 

8.4.9 割り込み要求レジ

スタ 5（IRR5） 

8-19、

8-20 

ビット 7、2、1の説明、注記を追加 

10.1.2 リセット 10-2 修正および削除 

【注】 パワーオンリセットおよびマニュアルリセットを実行する場合には、リセット直

後に必ず「付録 C. リセット処理プログラムを記述する際の注意事項」に示す

ルーチンを行ってください。 

MOV.L #H'FFFFFF40, R1 

MOV.L #H'80000005, R0 

MOV.L #H'A4FC0008, R2 

NOP 

NOP 

TESTCR2_SET 

NOP 

MOV.B R0,  @R1 

MOV.B R0,  @R1 

MOV.L R0,  @R2 

NOP 

NOP 

NOP 

MOV.L @R2,  R3 

CMP/EQ R3,  R0 

BF TESTCR2_SET 

NOP 

NOP 

10.2.3 スタンバイコン

トロールレジスタ 3

（STBCR3） 

10-5 ビット 7の説明、注記を追加 

10.3.2 ソフトウェアス

タンバイモード 

表 10.3 ソフトウェアス

タンバイモード時のレ

ジスタの状態 

10-7 モジュールを修正 

IPSEC（SH7710のみ） 
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項   目 ページ 修正箇所 

11.9 ボード設計上の注

意事項 

（3） PLL発振回路使用

時の注意 

11-18 【参考】を追加 

12.4.1 共通コントロー

ルレジスタ（CMNCR）

12-11 ビット 12の説明を修正 

本ビットにより、外部アドレス空間のアドレスマップを選択します。選択できるアドレ

スマップについては、「アドレスマップ 表 12.2、表 12.3」を参照してください。 

13.3.5 DMAオペレーシ

ョンレジスタ（DMAOR）

13-11 【注意事項】、【回避方法】を追加 

13.5.1 TEND端子を使用

する場合の注意事項 

13-31 タイトルの形式を修正 

13.5.2 外部アクセスで

DACKが分割された場合

の DREQサンプリング

に関する注意事項 

13-31～

13-34 

項目を追加 

15.5.4 RTC電源に関す

る注意事項について（1）

15-20 タイトルを修正 

15.5.5 RTC電源に関す

る注意事項について（2）

15-21 項目を追加 

17.1.1 ブロック図 

図 17.1 SIOFのブロック

図 

17-2 用語を修正 

（修正前）PP-BUS → （修正後）周辺バス 



改訂-6  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

項   目 ページ 修正箇所 

18. イーサネットコント

ローラ（EtherC） 

18-1 修正および追加 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格

に準拠したイーサネットコントローラ（EtherC）を内蔵しています。EtherCは、同規

格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することにより、イーサネット／IEEE802.3

フレームの送受信を行うことができます。  

SH7710および SH7712内蔵のイーサネットコントローラは MAC層インタフェースを

2系統（以後、0系、1系と表記します）内蔵しており、それぞれ独立に送信および受

信動作をさせることができます。また、本イーサネットコントローラは、転送処理を制

御する TSU（Transfer Switching Unit）を内蔵し、0系および 1系間のMAC層コントロ

ーラ間で相互にデータを転送することができます。この TSUは、両イーサネットコン

トローラに入力されたパケットの受信や転送を判定するために、32エントリの CAM

（Content Addressable Memory）および 2本の外部 CAMインタフェース入力端子を有

しています。さらに、転送するパケットを保持するトータル 6kバイトの転送 FIFOを内

蔵しており、0→1系および 1→0系の各転送条件に対し転送 FIFO容量の割り当てを自

在に設定することができます。  

SH7713内蔵のイーサネットコントローラは MAC層インタフェースを 1系統内蔵して

おり、独立に送信および受信動作をさせることができます。  

イーサネットコントローラは、本 LSI内部でイーサネットコントローラ用ダイレクトメ

モリアクセスコントローラ（E-DMAC）に接続されており、メモリとの高速アクセスが

可能です。 

図 18.1（1）、図 18.1（2）に EtherCの構成を示します。 

18.1 特長 18-1 追加 

： 

• Magic Packetの検出およびWake-On-LAN（WOL）信号の出力 

（以下 4項目は、SH7710および SH7712のみ） 

• TSUによるイーサネットフレーム転送機能 

： 

図 18.1（1） EtherCの

構成（SH7710、SH7712）

18-2 図タイトルを修正 

図 18.1（2） EtherCの

構成（SH7713） 

18-2 図を追加 

18.2 入出力端子 18-3 追加 

EtherCの端子構成を表 18.1に示します。SH7710および SH7712の場合、記号の末尾

の数字は、該当する 2つのMAC層インタフェースの番号（MAC-0またはMAC-1の別）

を表します。本文中では、番号の記載を一部省略しています。 

表 18.1 端子構成 18-3 SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 



R01UH0338JJ0300  Rev.3.00  改訂-7 

2012.03.08  

項   目 ページ 修正箇所 

18.3 レジスタの説明 18-4 追加 

EtherCには、以下のレジスタがあります。  

SH7710および SH7712の場合、MAC層インタフェース制御レジスタの略号の末尾の

数字は、該当する 2つのMAC層インタフェースの番号（MAC-0またはMAC-1の別）

を表します。本文中では、番号の記載を一部省略しています。  

これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ

一覧」を参照してください。 

（2） MAC層インタフ

ェース制御レジスタ 

18-4 SH7710、SH7712、SH7713の内容を、表形式で統合 

（3） TSU制御レジスタ 18-5 SH7710、SH7712、SH7713の内容を、表形式で統合 

18.3.1 ソフトウェアリ

セットレジスタ

（ARSTR） 

18-6 ビット 0の説明を修正 

SH7710、SH7712： 

 TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31、 

 TXNLCR0/1、TXALCR0/1、RXNLCR0/1、RXALCR0/1、FWNLCR0/1、 

 FWALCR0/1 

SH7713： 

 TXNLCR、TXALCR、RXNLCR、RXALCR 

ビット 13の説明、注記を追加 18.3.2 EtherCモードレ

ジスタ（ECMR） 

18-7 

ビット 12の説明を修正 

「エラーあり」の場合、E-DMACの EESRおよび受信ディスクリプタのステータスに

CRCエラーが反映されます。「エラーなし」の場合、正常なフレームとして受信しま

す。 

18-8 修正、追加および削除 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC内のステー

タスを表示するレジスタです。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知するこ

とが可能です。BRCRX、PSRTO、LCHNG、MPD、ICDに 1を書き込むと、対応する

フラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また割

り込みを発生するビットは、ECSIPRの対応するビットによって割り込みを許可または

禁止することができます。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、SH7710および SH7712の場合、

0系では E-DMAC0、1系では E-DMAC1の EESRレジスタ ECIビットに反映されます。

SH7713の場合、E-DMACの EESRレジスタ ECIビットに反映されます。 

18.3.3 EtherCステータ

スレジスタ（ECSR） 

18-9 ビット 2の説明を修正 

PHY-LSIから入力される LNKSTA信号が、ハイレベルからローレベルにあるいはロー

レベルからハイレベルに変化したことを表します。ただし、PFCの PACRで LNKSTA

の機能を選択されたタイミングで、信号の変化を検出する場合があります。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の LMONビット

を参照してください。 
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項   目 ページ 修正箇所 

追加 

TSU_CTRSTは、SH7710および SH7712の場合、送信、受信、および転送フレーム数

カウンタを 0にクリアします。SH7713の場合、送信および受信フレーム数カウンタを

0にクリアします。 

18.3.21 TSUカウンタリ

セットレジスタ

（TSU_CTRST） 

18-15 

ビット 8の説明を修正 

本ビットに 1を書き込むと、SH7710および SH7712の場合、TXNLCR0/1、TXALCR0/1、

RXNLCR0/1、RXALCR0/1、FWNLCR0/1、FWALCR0/1の各レジスタの値が 0にクリ

アされます。SH7713の場合、TXNLCR、TXALCR、RXNLCR、RXALCRの各レジスタ

の値が 0にクリアされます。0書き込みしても何も行われません。読み出すと常に 0が

読み出されます。 

18.3.22 転送イネーブル

レジスタ（0→1系）

（TSU_FWEN0）

（SH7710、SH7712） 

～ 

18.3.45 CAMエントリテ

ーブル 0～31Lレジスタ

（TSU_ADRL0～

TSU_ADRL31）

（SH7710、SH7712） 

18-16～

18-41 

タイトルを修正 

タイトルを修正 18.3.46 送信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

送信のみ）（0系）

（TXNLCR0）（SH7710、

SH7712）／（TXNLCR）

（SH7713） 

18-42 

追加 

TXNLCR0／TXNLCRは、MAC-0／MACにて正常に送信が完了したフレーム数を示す

32ビットのカウンタです。… 

タイトルを修正 18.3.47 送信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（0系）

（TXALCR0）（SH7710、

SH7712）／（TXALCR）

（SH7713） 

18-42 

追加 

TXALCR0／TXALCRは、MAC-0／MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送

信フレーム数を示す 32ビットのカウンタです。… 

タイトルを修正 18.3.48 受信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

受信のみ）（0系）

（RXNLCR0）（SH7710、

SH7712）／（RXNLCR）

（SH7713） 

18-42 

追加 

RXNLCR0／RXNLCRは、MAC-0／MACにて正常に受信が完了したフレーム数を示す

32ビットのカウンタです。… 
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タイトルを修正 18.3.49 受信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（0系）

（RXALCR0）（SH7710、

SH7712）／（RXALCR）

（SH7713） 

18-43 

追加 

RXALCR0／RXALCRは、MAC-0／MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ

送信フレーム数を示す 32ビットのカウンタです。… 

18.3.50 転送フレーム数

カウンタレジスタ（正常

転送のみ）（1→0系）

（FWNLCR0）（SH7710、

SH7712） 

18-43 タイトルを修正 

18.3.51 転送フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（1→0系）

（FWALCR0）（SH7710、

SH7712） 

18-43 タイトルを修正 

18.3.52 送信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

送信のみ）（1系）

（TXNLCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-44 タイトルを修正 

18.3.53 送信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（1系）

（TXALCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-44 タイトルを修正 

18.3.54 受信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

受信のみ）（1系）

（RXNLCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-44 タイトルを修正 

18.3.55 受信フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（1系）

（RXALCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-45 タイトルを修正 
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18.3.56 転送フレーム数

カウンタレジスタ（正常

転送のみ）（0→1系）

（FWNLCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-45 タイトルを修正 

18.3.57 転送フレーム数

カウンタレジスタ（正常

および障害発生を含む

すべて）（0→1系）

（FWALCR1）（SH7710、

SH7712） 

18-45 タイトルを修正 

18.4 動作説明 18-46 追加 

イーサネットコントローラ（EtherC）の動作の概要を以下に示します。 

以下（1）～（3）、ならびに図 18.2は、SH7710および SH7712のみに適用されます。 

図 18.2 EtherCのデータ

経路と各種設定

（SH7710および

SH7712のみ） 

18-47 図タイトルを修正 

タイトルを修正 18.4.1 送信動作

（SH7710、SH7712、お

よびSH7713のすべてに

適用） 

18-47 

追加 

EtherC送信部は、送信 E-DMACから送信要求があると、送信データをフレームに組み

立ててMIIに出力します。MIIを経由した送信データは、PHY-LSIによって回線上に送

出されます。Ether-C送信部の状態遷移図を図 18.3に示します。  

SH7710および SH7712の場合、この動作は、0系および 1系共に共通です。また、

E-DMACからの送信フレームと転送フレームの送出が競合した場合の処理の優先順位

を送信・転送優先制御モードレジスタ（TSU_PRISL0/1）で設定することができます。 

タイトルを修正 18.4.2 受信動作

（SH7710、SH7712、お

よびSH7713のすべてに

適用） 

18-49 

追加 

EtherC受信部は、MIIより入力されたフレームをプリアンブル、SFD、データおよび

CRCデータに分解し、受信 E-DMACには DA（あて先アドレス）から CRCデータまで

を出力します。EtherC受信部の状態遷移図を図 18.4に示します。  

SH7710および SH7712の場合、この動作は、0系および 1系共に共通です。また、受

信時のフレーム処理では CAMの判定を参照することができます（CAM機能を使用する

場合については、「18.4.4 CAM機能（SH7710および SH7712のみに適用）」を参照

してください）。 
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図 18.4 EtherC受信部状

態遷移図 

18-49 削除 

リセット

REリセット

プロミスキャス
and 他局あてアドレス 自局あてアドレス

or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス受信エラー

検出

受信停止
デスティネーション
アドレス受信

 

18.4.3 転送動作

（SH7710および

SH7712のみに適用） 

18-50 タイトルを修正 

18.4.4 CAM機能

（SH7710および

SH7712のみに適用） 

18-51 タイトルを修正 

18.4.5 MIIフレームタイ

ミング（SH7710、

SH7712、および SH7713

のすべてに適用） 

18-55 タイトルを修正 

18.4.6 MIIレジスタのア

クセス方法（SH7710、

SH7712、および SH7713

のすべてに適用） 

18-57 タイトルを修正 

タイトルを修正 18.4.7 Magic Packetの

検出（SH7710、SH7712、

およびSH7713のすべて

に適用） 

18-60 

修正 

3. EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビッ

ト（MPDIP）をイネーブルに設定します。 

18.4.8 IPG設定による動

作（SH7710、SH7712、

およびSH7713のすべて

に適用） 

18-60 タイトルを修正 

18.4.9 IEEE802.1Q 

Qtag使用方法（SH7710

およびSH7712のみに適

用） 

18-61 タイトルを修正 

タイトルを修正 18.5 PHY-LSIとの接続

（SH7710、SH7712、お

よびSH7713のすべてに

適用） 

18-62 

修正 

図 18.13に National Semiconductor Corporationの PHY LSIである DP83848との接続

例を示します。 

図タイトルを修正 図 18.13 DP83848との

接続例 

18-62 

デバイス名称を修正 

（修正前）DP83847 → （修正後）DP83848 
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18.6 使用上の注意事項

（SH7713のみに適用）

18-62 項目を追加 

19. イーサネットコント

ローラ用ダイレクトメ

モリアクセスコントロ

ーラ（E-DMAC） 

19-1 修正および追加 

SH7710および SH7712は、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結した 2チャネ

ルのダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC0/1）を内蔵しています。  

SH7713は、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結した 1チャネルのダイレクト

メモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を内蔵しています。  

E-DMACは、E-DMAC内蔵の DMACを使用し、E-DMAC内の送信／受信 FIFOとユー

ザが指定するデータ格納先（バッファ）との間の送受信データの転送を DMA転送によ

り行います。この DMA転送時に、E-DMACが参照する情報を送信／受信ディスクリプ

タと呼び、ユーザがメモリ上に配置します。 

この機能によって CPUの負荷を軽減し、効率の良いデータ送受信制御を行うことがで

きます。  

SH7710および SH7712の場合、E-DMAC0は EtherCのMAC-0に対して、E-DMAC1

は EtherCのMAC-1に対してのデータ送受信を制御します（以下、E-DMAC0で制御さ

れる系統を 0系、E-DMAC1で制御される系統を 1系と称します）。 

SH7713の場合、E-DMACは EtherCのMACに対してのデータ送受信を制御します。 

図 19.1（1）、図 19.1（2）に E-DMACとメモリ上のディスクリプタおよび送信と受信

バッファの構成を示します。 

19.1 特長 19-1 追加 

• 送信／受信 2チャネルの独立した DMAC内蔵（SH7710、SH7712） 

送信／受信チャネルの独立した DMAC内蔵（SH7713） 

• ディスクリプタ管理方式による CPU負荷の軽減 

： 

【注】 ディスクリプタおよびバッファは、アクセス可能なメモリ上に配置してくださ

い。 

なお、E-DMACは、内蔵周辺モジュールには直接アクセスできません。 

図 19.1（1） E-DMACと

ディスクリプタおよび

バッファの構成

（SH7710、SH7712） 

19-2 図タイトルを修正 

図 19.1（2） E-DMACと

ディスクリプタおよび

バッファの構成

（SH7713） 

19-2 図を追加 
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追加 

E-DMACには、以下のレジスタがあります。  

SH7710および SH7712の場合、レジスタの略号の末尾の数字は、該当する E-DMAC

の番号（E-DMAC0または E-DMAC1の別）を表します。本文中では、番号の記載を一

部省略しています。  

これらのレジスタのアドレスおよびアクセスサイズについては、「第 24章 レジスタ

一覧」を参照してください。 

19.2 レジスタの説明 19-3 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を、表形式で統合 

19.2.1 E-DMACモード

レジスタ（EDMR） 

19-5 ビット 0の説明を修正 

本ビットに 1をライトすることにより E-DMACの TDLAR、RDLAR、RMFCRを除く

E-DMACの各レジスタと、EtherCの TSU関係を除く各レジスタを初期化することがで

きます（レジスタ名が TSU_ではじまるレジスタは初期化されません）。  

SH7710および SH7712の場合、EDMR0の SWRビットでは EDMAC0と EtherC内の

MAC-0関係の各レジスタが、EDMR1の SWRビットでは EDMAC1と EtherC内の

MAC-1関係の各レジスタが初期化されます。転送イネーブルレジスタ（0→1系）

（TSU_FWEN0）、転送イネーブルレジスタ（1→0系）（TSU_FWEN1）により、EtherC

で転送動作を許可している場合は、本ビットによるソフトウェアリセットは行わないで

ください。  

SH7713の場合、EDMRの SWRビットでは EDMACと EtherC内のMAC関係の各レジ

スタが初期化されます。  

ソフトウェアリセットの発行期間中（内部バスクロック Bφで 64サイクル間）は、イ

ーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタアクセスを禁止します。 

19.2.3 E-DMAC受信要

求レジスタ（EDRRR） 

19-7 追加 

【注】 * フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライト

バックが正常に動作せず、以降の受信ディスクリプタの読み込みポインタが異

常となるため、E-DMACは正常な動作ができなくなります。この場合、再度

E-DMACを受信可能状態とするためには、EDMR0（EDMR1）の SWRビット

によりソフトウェアリセットを実行してください。E-DMACをソフトウェア

リセットせずに受信機能を無効とするには、ECMR0（ECMR1）の REビット

により受信機能を無効とします。次に、E-DMACの受信が完了し受信ディス

クリプタのライトバックが確認できた後、本レジスタの受信機能を無効にして

ください。 

なお、SH7713の場合、EDMR0（EDMR1）は EDMRとなります。 

19.2.6 EtherC/E-DMAC

ステータスレジスタ

（EESR） 

19-8 追加 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、SH7710および SH7712の場合、

0系では EINT0、1系では EINT1となります。SH7713の場合、EINT0となります。割

り込みの優先順位については、「第 8章 割り込みコントローラ（INTC）」の「8.3.5 

割り込み例外処理および優先順位」を参照ください。 

SH7710および SH7712の EINT2は、EtherCにある TSU_FNSRが要因の割り込みで

す。 
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19.2.8 送受信ステータ

スコピー指示レジスタ

（TRSCER） 

19-14 修正および追加 

TRSCERは、EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 7で報告される、

マルチキャストアドレスフレーム受信ステータス情報を受信ディスクリプタの RFEビ

ットに反映するか否かを指示します（ディスクリプタの説明は｢19.3.1 ディスクリプタ

とディスクリプタリスト｣を参照）。 

本レジスタの RMAFCEビットは、EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビ

ット７に対応し、本ビットに 0を設定すると、受信ステータス(EESRのビット 7)の 1

状態を受信ディスクリプタの REFビットに反映します。1を設定すると、該当する要因

が発生してもディスクリプタに反映されません。パワーオンリセット、マニュアルリセ

ット後は、RMAFCEビットは 0に設定されています。 

19.3.1 ディスクリプタ

とディスクリプタリス

ト 

19-20 追加 

SH7710および SH7712の場合、E-DMACには、0系と 1系の 2系統ありますが、送信

と受信、および 0系と 1系それぞれの DMACは独立して動作します。したがって、

E-DMACが正常動作するためには、送信と受信、および 0系と 1系で各々のディスクリ

プタのアドレス空間が重ならないようにディスクリプタを個別に配置してください。 

SH7713の場合、E-DMACには、送信と受信が 1系統ずつあり、それぞれ独立して動作

します。したがって、E-DMACが正常動作するためには、送信と受信のディスクリプタ

のアドレス空間が重ならないようにディスクリプタを個別に配置してください。 

19.3.5 受信 FIFOオーバ

フロー予告信号

（ARBUSY）について 

19-35 修正 

図 19.8（1）、図 19.8（2）に受信 FIFOオーバフロー予告信号（ARBUSY）の出力構

成を示します。 

図 19.8（1）、図 19.8（2）に示すとおり ARBUSY信号はシステムクロック同期化回路

を通りますので、EtherCが受信する受信 FIFOオーバフロー予告信号に比べ若干の遅れ

が生じます。 

図 19.8（1） ARBUSY

の構成（SH7710、

SH7712） 

19-35 図タイトルを修正 

図 19.8（2） ARBUSY

の構成（SH7713） 

19-36 図を追加 

19.4.3 E-DMACパディ

ング機能使用禁止につ

いて 

19.4.4 SH-Ether 

EtherC/E-DMACステー

タスレジスタ（EESR）

の使用上の注意につい

て 

19.4.5 SH-Ether送信ア

ンダフロー発生時の使

用上の注意について 

19-39～

19-52 

項目を追加 
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20. IPセキュリティアク

セラレータ（IPSEC）

（SH7710のみ） 

20-1 章タイトルを修正 

その他の機能（関連モジュール）を修正 

リザーブ（設定不可）* 

21.1 概要 

表 21.1 マルチプレクス

一覧表（1） 

21-1 

修正 

【注】 * リザーブに設定した場合の動作は、保証されません。 

表 21.2 マルチプレクス

一覧表（2） 

21-2 SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

21.3.4 イーサネットコ

ントローラ端子コント

ロールレジスタ

（PETCR） 

21-6、

21-7 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

23-5～

23-10 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 23.3.3 バウンダリスキ

ャンレジスタ（SDBSR）

表 23.3 本 LSIの端子と

バウンダリスキャンレ

ジスタの対応 

23-9 ビット名 61の端子名を修正 

（修正前）EXOUT0 → （修正後）EXOUT0/TEND0 

23.3.4 IDレジスタ

（SDID） 

23-11 ビット 31～0の説明を修正 

JTAGに規定されている IDレジスタです。  

SH7710では H'001E200F、SH7712および SH7713では H'081E200Fです。  

ただし、上位 4ビットは、チップのバージョンにより変更されることがあります。 

24.1 レジスタアドレス

一覧（機能モジュールご

と、マニュアル章番号

順） 

24-7～

24-14 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

24-16～

24-18、

24-24～

24-35 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 24.2 レジスタビット一

覧 

24-18 WTCSRのビット 6、ビット名を修正 

（修正前）WT/IT → （修正後）WT/IT 

24.3 各動作モードにお

けるレジスタの状態 

24-41～

24-47 

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 
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25.3.6 シンクロナス

DRAMタイミング 

図 25.22 シンクロナス

DRAMシングルリード

バスサイクル 

（オートプリチャージ

あり、CASレイテンシ 2、

WTRCD＝0サイクル、

WTRP＝0サイクル） 

25-19 図タイトルを修正 

図 25.23 シンクロナス

DRAMシングルリード

バスサイクル 

（オートプリチャージ

あり、CASレイテンシ 2、

WTRCD＝1サイクル、

WTRP＝1サイクル） 

25-20 図タイトルを修正 

図 25.24 シンクロナス

DRAMバーストリード

バスサイクル（シングル

リード×4） 

（オートプリチャージ

あり、CASレイテンシ 2、

WTRCD＝0サイクル、

WTRP＝1サイクル） 

25-21 図タイトルを修正 

図 25.25 シンクロナス

DRAMバーストリード

バスサイクル（シングル

リード×4） 

（オートプリチャージ

あり、CASレイテンシ 2、

WTRCD＝1サイクル、

WTRP＝0サイクル） 

25-22 図タイトルを修正 

図 25.26 シンクロナス

DRAMシングルライト

バスサイクル 

（オートプリチャージ

あり、TRWL＝1サイク

ル） 

25-23 図タイトルを修正 
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図 25.27 シンクロナス

DRAMシングルライト

バスサイクル 

（オートプリチャージ

あり、WTRCD＝2サイ

クル、TRWL＝1サイク

ル） 

25-24 図タイトルを修正 

図 25.28 シンクロナス

DRAMバーストライト

バスサイクル（シングル

ライト×4） 

（オートプリチャージ

あり、WTRCD＝0サイ

クル、TRWL＝1サイク

ル） 

25-25 図タイトルを修正 

図 25.29 シンクロナス

DRAMバーストライト

バスサイクル（シングル

ライト×4） 

（オートプリチャージ

あり、WTRCD＝1サイ

クル、TRWL＝1サイク

ル） 

25-26 図タイトルを修正 

図 25.30 シンクロナス

DRAMバーストリード

バスサイクル（シングル

リード×4） 

（バンクアクティブモ

ード：ACTV+READコマ

ンド、CASレイテンシ 2、

WTRCD＝0サイクル） 

25-27 図タイトルを修正 

図 25.31 シンクロナス

DRAMバーストリード

バスサイクル（シングル

リード×4） 

（バンクアクティブモ

ード：READコマンド、

同一ロウアドレス、CAS

レイテンシ 2、WTRCD

＝0サイクル） 

25-28 図タイトルを修正 



改訂-18  R01UH0338JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.08 

項   目 ページ 修正箇所 

図 25.32 シンクロナス

DRAMバーストリード

バスサイクル（シングル

リード×4） 

（バンクアクティブモ

ード：

PRE+ACTV+READコマ

ンド、 

異なるロウアドレス、

CASレイテンシ 2、

WTRCD＝0サイクル） 

25-29 図タイトルを修正 

図 25.33 シンクロナス

DRAMバーストライト

バスサイクル（シングル

ライト×4） 

（バンクアクティブモ

ード、ACTV+WRITEコ

マンド、WTRCD＝0サ

イクル、TRWL＝0サイ

クル） 

25-30 図タイトルを修正 

図 25.34 シンクロナス

DRAMバーストライト

バスサイクル（シングル

ライト×4） 

（バンクアクティブモ

ード、WRITEコマンド、

同一ロウアドレス、

WTRCD＝0サイクル、

TRWL＝0サイクル） 

25-31 図タイトルを修正 

図 25.35 シンクロナス

DRAMバーストライト

バスサイクル（シングル

ライト×4） 

（バンクアクティブモ

ード、

PRE+ACTV+WRITEコ

マンド、 

異なるロウアドレス、

WTRCD＝0サイクル、

TRWL＝0サイクル） 

25-32 図タイトルを修正 
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図 25.36 シンクロナス

DRAMオートリフレッ

シュタイミング（WTRP

＝1サイクル、WTRC＝3

サイクル） 

25-33 図タイトルを修正 

図 25.37 シンクロナス

DRAMセルフリフレッ

シュタイミング（WTRP

＝1サイクル） 

25-34 図タイトルを修正 

図 25.38 シンクロナス

DRAMモードレジスタ

書き込みタイミング

（WTRP＝1サイクル）

25-35 図タイトルを修正 

図 25.45 シンクロナス

DRAMオートリフレッ

シュタイミング（WTRP

＝1サイクル、低周波モ

ード） 

25-42 図タイトルを修正 

図 25.46 シンクロナス

DRAMセルフリフレッ

シュタイミング（WTRP

＝1サイクル、低周波モ

ード） 

25-43 図タイトルを修正 

図 25.47 シンクロナス

DRAMモードレジスタ

書き込みタイミング

（WTRP＝1サイクル、

低周波モード） 

25-44 図タイトルを修正 

25.3.11 イーサネットコ

ントローラタイミング 

表 25.13 イーサネット

コントローラタイミン

グ 

25-51 修正、追加および削除 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

MDIOセットアップ時間 t
MDIOS

 10 ― ― 

MDIOホールド時間 t
MDIOH

 10 ― ― 

25.63 

MDIO出力データホールド時間* t
MDIODH

 5 ― 18 25.64 

WOL出力遅延時間 t
WOLD

 1 ― 18 25.64 

EXOUT出力遅延時間 t
EXOUTD

 1 ― 28 25.65 

CAMSENセットアップ時間* t
CAMS

 10 ― ― 

CAMSENホールド時間* t
CAMH

 3 ― ― 

25.66 

ARBUSY出力遅延時間 t
ARBYD

 ― ― 1/2t
cyc
＋ 

12 

ns 

25.67 

【注】 * SH7710および SH7712のみの項目です。 
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図 25.64 MDIO出力タイ

ミング 

25-53 図を削除 

図 25.66 CAMSEN入力

タイミング（SH7710お

よび SH7712のみ） 

25-54 図タイトルを修正 

付録 A. 端子状態と未使

用端子の状態 

付録-1

～ 

付録-7

SH7710、SH7712、SH7713の内容を統合 

付録 B. 外形寸法図 付録-8 修正 

図 B.1および図 B.2に本 LSIの外形寸法図を示します。 

付録 C. リセット処理プ

ログラムを記述する際

の注意事項 

付録-10 項目を追加 
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